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関係についての研究は数多く あったが、 その大部分は政治や経済を中心と したものであった。
従って明らかになったのは軍部や政府あるいは企業などの活動が主であった。 しかしもと もと
日本とアジアの間には、 政権や政府に関係な く さ まざまな人々の交流があった。 軍部や政府の
活動に動かされながらも、 こう した庶民の交流は軍部や政府の活動とは異質の部分を持ってい
た。 今、 この部分を押さえなければ、 日本とアジアの交流史の全体像を見たことにはな らない





あった。 それと同時に知識人と して彼等はさまざまなアジアの情報を 日本にもたらした。 その
意味で彼等は日本とアジアの交流史の主要な担い手の一人であった。
個人と しての宗教人の活動の後を、 やがて宗教団体の組織活動が追いかけて行 く。 海外への
組織的な布教活動を真宗系統では開教という (鹿児島や北海道を含む場合もある) 。 開教は布
教活動を推し進めるとと もに、 布教に関係するさまざまな活動を展開する。 それはしばしば軍




開いたり、 医療機関を開設したり、 また文化交流も行うなど、 その活動は多様であり広範であっ
た。 個人の活動と団体の活動をない混ぜにしたこの活動は、 民間のレベルにおける直接の文化
交流と言えるだろう。 軍事や経済活動を通したアジアとの関係だけでな く、 近代のアジア各地
で行われたこ う した民間活動を見ることが、 今後のアジアとの交流研究には必要だろう。
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名な宗教紙である 「中外日報」 を探ることであろう。 中外日報は本願寺系の宗教紙で記事の内
容は本願寺系のものが多いが、 しかし一宗派に限られているわけではなく、 仏教の他宗派や神
道、 キリス ト教にも及ぶかなり幅広いものがある。 また国内の関係記事だけでな く、 記事はア
ジアやアフ リカ、 アメ リカなど全世界にわたっている。 こう した点からも中外日報は日本の宗
教団体とア ジアの関係を知る上で も有効な資料である。
中外日報は1897年10月 1日に、 最初は京都で 「教学報知」 と して発刊された。 その後の1902
年 1月15日、 第740号より 「中外日報」 と改題して続刊し、 太平洋戦争を く ぐり抜けて今 日ま
で、 既に 25000号を越える発行を見ている。 同紙は中外日報社から発行され、 社長は日野西光
善など数人が勤めたが、 同紙の経営の中心は真渓涙骨 (またにるいこつ) が担い、 1953年に同
社が株式会社に切り替わるまで涙骨の活動は続いた。 切り替え後も、 1956年4月14日の死去の
日まで同社と関係か続いている。
涙骨は1869年 1月27日、 福井県敦賀市の浄土真宗本願寺派の興隆寺に、 4人兄弟の長男と し
て生まれた。 しかし若い時代のことについては西本願寺立の普通教校に入学したことや博多の
万行寺にいたなどの記録はあるが (「第二十五回　 涙骨忌」 1980.4)、 そのほかの経歴や活動に
ついては涙骨自身が余り語りたがらなかったようで、 はっき り したこ と は分かっていない。




その記事の中に 「通信気脈の杜絶」 (1898.7.19) という未完の論説がある。 こ こで涙骨はま
ず、 「通信は社会に於ける血脈神経なり」 と、 通信気脈即ちマスコ ミニケーショ ンが社会を結
び付けて 「人の知識思想」 を豊かにすることを強調している。 しかしそれほど通信気脈が大切
であるにもかかわらず、 「仏教界に於ける通信気脈の発達せざること今猶殆んど暗黒中の消息
に異らざるものあり」 と仏教界の状況を憂えている。 そして仏教界が 「他の長に学び我が短を
補ふなどは思ひも寄ら」 ないのは、 「是れ全く地方に於ける通信気脈の杜絶して自己以外の消
息を知るこ と能はざるの原因に由らずんばあらざるな り」 と言う。 この仏教界の状況に対して
キリス ト教発行の新聞を見ると、 「満面悉く各地の通信を以て充され而も懇切に率直に飾 らず
装はず事実の有の値を報ぜるものの如し」 であると、 各地のキリス ト教徒が交流し合う姿を高
く評価 している。
この 「各地の通信を以て充す」 という こと と、 「事実の有の値を報ずる」 という涙骨のこ と
ぱは、 それからの中外日報の基本的な方針になっている。 まず中外日報の主要な部分は論説と
- 2-
開教使 と ア ジア情報
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
投書で構成されていた。 そのために中央の記事よ り も地方の読者の報告、 それも小さな記事が
紙面を占めることになった。 そのために紙面全体の主張はかならずし も統一されているとはい
えず、 同一の紙面を異なる論調の記事が場所を分けるということ も別に珍しく はなかった。 こ
のことは一貫性かないというよりは、 中外へ持ち込まれる多様な投書の趣旨をそれぞれに生か















り開校したり」 (1898.7.19) という便りがあり、 シベリアからは 「西伯利亜鉄道会議は…沿道
各地方に二十三の学校を設け…建立費に二十五万留を支出せり」 (1899.6.17) と連絡かあ り、
朝鮮からは 「大谷派本願寺釜山別院布教者小谷真了師は…一の貧民学校を設立し…将来有望な
る布教の一助となるべし」 (1901.1.29) などという記事が教学報知に掲載されている。 これら
の記事が大部分伝聞型で閉じられていることから考えると、 記事は書簡から取られたことか推
測できる。 もちろん帰国者からの直接の伝聞もあるが、 それほど多く の帰国者が中外に立ち寄




それが記事を送るほど活動的で積極的に海外へ出ていった人という こ とな らば、 おそらく 開教
使 (布教使) が主力となっていたのではないだろ うか。 開教使とは海外へ仏教布教に派遣され
た人々である。 アジアへの開教か宗教界の人々に強く意識されたのは、 日清戦争後の対韓国開





対外政策の拡大に伴って開教使の活動区域か広がっていった。 彼等の活動区域は、 樺太 (サハ
リン)、 シベ リアから、 中国はチベ ッ トに至る全土、 シンガポールなど東南アジア各地、 さ ら
に太平洋の島 、々 アメ リカ大陸など日本人か進出したところすべてに及んでいた。 それら各地
に広がった人々の書簡が豊かな記事となったのは当然のことであろう。
その布教活動のは多く は邦人相手であったが、 邦人に混ざって現地人信者もいた。 そして開
教使の中には邦人だけでなく 現地人布教にエネルギーを注 ぐ人もいた。 どちらにして もこう し
た現地の人々や事情に直接接触する場にいただけに、 彼等は詳しい現地情報を得ることになっ
たのである。 特にアジアにはたく さんの開教使が派遣されていた。 その中には真宗本願寺派、
大谷派などの真宗系統の開教使が数多く いたから、 そう した状態は真宗寺院出身の涙骨にとっ
て情報を得るに大変都合の良いものであったろう。 また開教使の側から見るならば、 宗教紙で
あっても世界の隅々まで送られて く る中外日報は、 現地の中で孤立しがちであった開教使たち
にと り、 一つの心の拠り所であったであろう。 それだけにまた開教使から中外に情報を送るこ
とは、 自分たちと 日本との結び付きを強化することにもなった。
情報の内容は、 「教況」 と呼ばれる現地宗派の状態、 布教や信者の問題、 寺院の建設など宗
教の問題が中心であるのは当然である。 しかしそれだけではな く、 そこに現地の政治や経済状
況の報告や一般的な現地情報も付け加えられていた。 その中で特にユニークなのは教育に関す
るレポー トの多いことである。 その理由は、 布教の手段のひとつと して現地に学校などか設置
され、 その結果各地に多数の教育機関が作られたからである。 日本の場合、 教団と して資金を
集めて教育機関を建てることはあまりな く、 多く は個人の力によって建てられていた。 従って
規模も小さ く、 種類も大部分は初等教育程度であった。 しかし日本の半分公的な機関である満




るより も主観性の強いところに特色がある。 例えば厦門事件(1904.11) は台湾総督府と真宗の
開教使か結び付いて起こ したもので、 日本軍の中国上陸を画策して自らの寺院に放火し、 中国
人暴徒が放火したと称したものであった。 この事件について中外日報は、 事件を画策した開教
使側に左担した報道をするのみであった。 厦門周辺には中国側からの情報があり、 当時であっ
ても日本人でそう した情報を手に入れること もできたはずである。 しかしそう したものは一切
取り上げていない。 これは客観的に周辺の情報を集めるという手法を取らずに、 ただ事件の最
中にいた開教使の情報だけを受入れたからである。
そのL 方で台湾の霧社事件(1930.10) に対して、 総督府発表の報道を鵜呑みにせず 「理蕃政
策を立直して蕃人を人間並に取扱ふことである」 (1931.1.6) という主張を載せる。 この場合は、
情報を送った開教使が日頃台湾の状況に接していて、 総督府の発表を自分の目で確かめよう と














歴史の発生以来、 絶える事なく 日本とアジアは交流を続けてきた。 やがて日本各地にさまざ





れた時だけであったろう。 日本は島国であったが、 海で囲まれているという ことは海によって
世界から遮られているこ とを意味するのではな く、 船によって世界と深く つながっていること
を意味している。 国境によって海が区切られたのではな く、 国境があるにもかかわらず人々が
来往していたのかアジアの海の意味であろう。
近年 「からゆきさん」 などアジア渡航の売春婦の研究か盛んである。 しかしアジア各地へ出
かけて行ったのは売春婦だけではなかった。 例えば幕末から明治の初年にロシアのウラジオス
トークや黒竜江沿岸にはたく さんの売春婦がいたといわれるか、 それにも増してた く さんの日
本人労働者が、 例えばウラジオス トークの建設に参加していたり、 黒竜江の砂金採取にもかか
わっていたのである。 中外日報によれば、 西本願寺の僧侶谷口常之は1900年からシベ リア布教
に関与していて、 日露戦争までの短い期間に 「ウラジヲス トツク」、 「ハバロフスク」、 「イルク
ツク」、 「ブラコヘセ ンスク」、 「セア」 などを布教して回ったという。 しかしその布教は 「在留
法人の布教のみにして未だ外人伝道に手を附けるまでは進んで居りません」 というようにすべ
て日本人相手であった。 (1904.3.3 西比利亜に於ける西派布教の一班) 日本人相手であったと
いう ことは別の言い方をするならば、 恐らく幕末からであろう、 この広範な地域にはたく さん
の日本人か住んでいたことを示している。 それに谷口だけでなく、 当時このほかに清水松月、





部の事業と して、 「教斑の傍ら日々六時間づつ四十除名の邦人、 支那人等の男女の子弟を預り」、
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このように日本人庶民は北東アジアから東アジア、 東南アジア、 南アジアと広範に広がって
いた。 この日本人庶民の広がりは 「南進論」、 「北進論」 といわれる政治的経済的発想に基づ く
ものではなく、 有史以前からの、 長期にわたってアジアの海に作られてきた交流ルー トに乗っ
て、 自然に展開していったものであって、 例え貧しく とも自らの意思で各地へ出かけた人々で
あった。
アジアとの結び付きは、 軍隊のレベルから民間に至るまで、 幾つものレベルを通して行われ










また初期の中外日報は、 アジア各地の宗教を中心と した状況を繰り返し掲載していた。 しかし
日中戦争か激化する時期には、 アジア各地の情報記事が減って、 その代わりに紙面を埋めたの
はアジア各地で行われた日本の宗派の活動報告であった。 このように戦時中の中外日報の紙面










と して重要な役目を果た していたと も言える。
もっと も現地人に布教することが全 く なかったわけではな く、 1890年代の真宗大谷派の韓国
開教は、 本来の目的はと もあれ、 韓国人への布教を狙いとするものであった。 しかしその後の
布教活動全体を見ると、 現地人布教活動はほそぽそと展開されたに過ぎなかった。 その理由の
ひとつはアジア開教に限らず海外開教が、 多く は僧侶個人の力で展開されていて、 宗派が全面




なく、 養成そのものも長続き しなかった。 また金銭的な側面でも、 欧米のミ ッショ ンのような
豊かな援助を得られた場合は少な く、 渡航費でさえも片道分しかなかったというように支援が
不十分な場合が多かった。
ところか1930年前後から、 軍部や政府からの説得や要請を受けると、 宗派と して積極的に現
地人を目標とする布教を始めるようになる。 しかもこれは仏教各派だけではな く、 キリス ト教
諸派、 神道系諸派、 その他多数の日本の宗派が参加し、 アジア全域にわたって活動を展開して
行った。
こう してアジア各地に多数の日本の神社、 寺院、 教会か作られていった。 神社は占領地のシ
ンボルと して、 満洲や朝鮮などの植民地やそれ以外のアジアの諸都市にも建てられていった。
そして満洲や朝鮮、 台湾などでは現地人、 特に学生に対して神社への参拝が日常的に強制され
ていった。 また寺院や教会へ参拝することを強制しないまで も、 寺院や教会は占領地の人々を
日本側に引きつけるための宣撫工作の拠点とな り、 そのために軍事活動と密接な関係を持つも
のが多く なっていった。 その宣撫工作のためには、 布教だけでな く現地の人々を引きつけるさ
まざまな事業、 即ち病院や学校、 孤児院などが設立された。 こう して 日本軍の中国大陸進出に
従って、 次々と各地に布教所とその付設事業が広がっていった。 この時作られた付設事業の内、
例えば日語学校などの規模は小さいものが多かったか、 戦争の拡大に従って規模の大きな一般
学校も作られるよう になった。 その中には中国側の学校や建物を 「譲り受けて」 設置されるよ
うな、 まさに日本の軍事力を背景と した学校もあった。 また北京に作られた覚生女学校のよう
に、 日本の軍部、 宗教団体そして中国側の協力によって作られたものもあった。 こ う して1930
年代から日本の敗戦までは、 多数の宗派が世界に、 特にアジアへ進出したのであった。 その中
には一農民と して中国に渡り、 中国人布教に従事した人もいたが、 その多く は宗教的な必要か
ら布教に出たという よりは、 軍、 政府の圧力に合わせて否応なく進出し、 宣撫を兼ねた布教に
従事したのである。
日本の開教使は現地のことぱができないとよ く言われた。 その反動もあったのだろうか、 逆
に日本の宗教関係者はしばしば現地人への日本語教育に力を入れる。 アジアの各地に作られた
布教所も付設施設と して 日語学校を作ることが多かった。 そして、 日本語ができるようになる
と、 そのこどもたちを日本へ送って日本で教育を しよう と した。 このことは欧米のミ ッショ ン
の場合も同じであった。 また ミ ッショ ンだけではなく、 軍部か言語教育に力を入れて多数の学
校を設立し、 本国のことばを普及するというのも、 日本の占領地だけでな く、 アメ リカの植民
地で も見られたものである。 その意味で日本の宗教団体は日本独自の道を歩いていたわけでは














交錯するようになる。 例えば1934年2月の中外日報には 「本社主催、 日本精神に関する座談会」
が延々と連載される。 その一方で、 台湾にいた米沢尚の 「台湾統治の危機」 といった植民地批
判の記事が並んで掲載されている。
中外日報におけるこの二つの論議は、 読者の方からすれば矛盾した議論が掲載されていると
言う よりも、 中外日報という統一された世界に展開された議論であった。 言うならば一人の日
本人の中にある二つの視点を意味していたのではないだろ うか。
中外日報の諸論には海外布教批判もあれば植民地批判。もある。 しかしその批判は、 開教使や
布教使と して植民地や占領地へ出かけ、 直接布教に従事して初めて生まれてきた。 開教使であ
るこ とは植民地支配の片棒を担ぐことであるか、 一方で植民地支配の矛盾を知る視点も植民地
にいたから生まれてきたのである。 片方の視点があって、 初めてもう一つの視点が成り立って
いると も言えよう。 だから二つの視点の一方を批判するこ とは易しいが、 今必要なのは批判で






料である。 ただ、 中外日報を使う といってもその中から問題を探るのは簡単ではない。 宗教紙
である中外日報には多様な宗教関係記事が掲載されていて、 アジア関係記事はその中に埋もれ
ていると言って もよいだろう。 だから、 さ しあたり中外日報からアジア関係記事を取り出すこ
とが必要である。 この記事目録はそのために作られたものである。
この記事目録では、 中外日報よりアジア関係の記事を選び出して、 そのタイ トルを時代順に
並べたU時代の範囲は創刊より1945年8月までとした。　 1945年8月の日本の敗戦までと したの
は、 差し当たりそれ以前と以後ではアジアとの関係の在り方が異な り始めたと考えたからであ







東及び南の限界は、 かって 「内南洋」、 「外南洋」 と言われた範囲までと し、 ハワイ諸島やオー
ス トラ リアは含まないことにした。 西は原則と して中央アジア、 トルコ、 アラ ビアまでとして、
事情によって一部アフ リカの記事も採用した。 従って ヨーロッパロシアやモスクワ周辺関係の
記事は採用していない。
何をアジア関係記事とするかも問題の多いところである。 しかしここでは原則と してアジア
に関する論議やレポー トはできる限り採用した。 レポー トの一部にアジアに関する議論が含ま
れているものは採用しないか、 全体を取らずに一部だけを採用した。 アジアといって も日本だ
けのものは採用していない。 しかし在日朝鮮人に関しては植民地の問題と も絡むのでアジア関
係記事と して採用 した。 その他判断に苦しむ場合も多 く、 一般には編者の主観によって記事の
採用不採用を決定 したことはお断り してお く。　 -
本稿に使用したものは光楽堂制作のマイクロフ ィルム版 「中外日報」 である。 同版には収録
されていないものや撮影ミスによって判読不可能な部分もあるが、 原紙を閲覧できないために














教家の急務　 本論 (続き) 閃々處士
西伯利居住の本邦人
内地雑居準備論 (三) 小栗憲一




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1903. 4. 2 新嘉披の開教 (四) 熱帯教区の帰客。
佐 木々千重氏談
4. 3 印度と宗教
4. 5 西派法主 印度霊地探検記 (一)
4. 5 上海通信
4. 7 西派法主 印度霊地探検記 (二)
4. 8 印度社会観一班
4. 8 西派法主 印度霊地探検記 (三)




4. 12 西派法主 印度霊地探検記 (五)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5. 12　 苔香記 (一) (戦地通信) 五陵生
5. 12　 東洋風雲録
5. 13　 苔香記 (二) (戦地通信) 五陵生
5. 13　 韓国開教と赤松師
5. 13　 東洋風雲録
















































7. 15　 ,　 能海寛氏遂に逝けり
7. 15　 日本僧の仏教宣布
7. 15　 東洋風雲録
7. 17　 土人の基督教 (上)
7. 17　 東洋風雲録



































































































































































































































































































































































































































































































戦地の宗教感 (一) (在満洲、 三崎諦
観)









































































































































訪問　 支那伝道法の 私見 (上)
東亜開進教育会副会長　 片淵琢氏の談
(下)
訪問　 支那伝道法の 私見 (中)













































































































































































































































































































































































































































































1906. 3. 17 雑報 布教問題 海外仏徒の義金寄贈
3. 18 雑報 清国布教と外務省 政教分離問
題と清国天主教 清国布教取締の訓令
3. 18 印度に於ける人種と宗教
3. 18 釜山の教影 (十三日発)
3. 18 雑報 南清外教徒の帰還配置
3. 19 雑報 台湾特別伝道 福建の耶蘇教
3. 19 京城に於ける忠死者追弔法会
3. 19 雑報 対外務省運動の合同
3. 20 雑報 教会堂破壊
3. 23 論説 清国に於ける文治的経営 及び
宗教的施設 (上) 在早稲田大学 岡
田耀賢
3. 23 雑報 仁川仏教各宗連合会 京城婦人
会の篤志
3. 24 論説 清国に於ける文治的経営 及び
宗教的施設 (中) 在早稲田大学 岡
田耀賢
3. 24 雑報 教案交渉開始
3. 25 論説 清国に於ける文治的経営 及び
宗教的施設 (下) 在早稲田大学 岡
田耀賢
3. 27 雑報 南昌教案 (北京通信)
3. 28 雑報 南昌教案 (続) (北京通信)
3. 28 雑報 北京通信 (三月十七 日発) 英
仏と教案
3. 29 浄土開教使と地震
3. 29 雑報 南昌事件の落着




4. 5 噫、 陳光明師
4. 8 韓国の女活仏
4. 9 雑報 回教の北満洲に於ける一班 雲
南の教会襲撃
4. 9 韓国の女活仏 (続)
4. 13 韓国に於ける仏教徒の悪行為
4. 13 雑報 南昌教案交渉
4. 13 台湾震災義損大衆托鉢
4. 14 雑報 教案問題の善後
4. 15 雑報 英国と達頼喇瞭 南昌教案の行
悩 基督教徒の独立
4. 17 雑報 南昌事件の談判
4. 17 雑報 清韓布教 本派本願寺の南清開
教 本派本願寺の台湾震災見舞 台湾
仏教会の震災慰問
4. 18 雑報 南昌教案処断上諭 南昌教案の
行悩





4. 20 樺太の雪 痴山義亮氏
4. 22 南昌事件の要求
4。29 雑報 南清仏教の盛運 ( 中) 露国と
達頼喇嗚
4. 30 雑報 印度総督と達頼喇喩
4. 30 雑報 南清仏教の盛運 (下)
5. 2 雑報 南昌事件の成行 南昌教案落着
露人宣教師入蔵
5. 3 支那人布教
5. 3 雑報 韓人と 日本僧侶 韓国と布畦
平壌に開教
5. 4 雑報 京城の誕生会 埃及の回教徒
5. 5 支那人の帰向続々
5. 5 雑報 釜山港の布教状態
5. 5 清韓語学校の設立
5. 7 雑報 遼陽よ り 胡風生 営口教信




5. 8 雑報 欄れむべき従軍僧 台北婦人会




5. 10 雑報 西蔵と英清 教堂焼廃説 露国
僧侶の侵入
5. 10 雑報 西本願寺と内田公使 清韓語学
校位置
5. 12 雑報 印度に於ける河口氏 開教練習
所の開所式
・5. 13 雑報 膨湖島の教光 (六日発信) 泌
湖島の千人塚
5. 13 雑報 浦塩斯徳開教
5. 14 雑報 蒙古の土地密売 色丹の布教
朝鮮僧と穆山禅師
5. 15 喇麻送迎兵謝絶
5. 15 雑報 福州の開教
5. 17 雑報 逞羅皇族と大仏 南清と満州の
宗教
5. 17 山東省の教育と宗教
5. 20 雑報 西派法主の樺太巡教
5. 20 浄土宗管長の韓国巡教
5. 20 雑報 清韓に於ける宗教政策
5. 20 かきあつめ 清露談判
5. 22 雑報 清国人の参拝
5. 23 雑報 教案問題未決
5. 25 雑報 北京会堂の起工式
5. 27 教案と 日本仏教
5. 27 曹洞宗と樺太
5. 27 満洲会







































6. 2 かきあつめ 韓国警報 洪州城包囲
6. 3 1達噸の喇碗
6. 3 雑報 樺太布教所の建築 清国の誕生
会
6. 3 かきあつめ 洪州城占領確報 洪州城
占領別報
6. 4 印度の奇習
6. 4 満韓方面 洪州匪賊の軍状 暴徒蜂起
の影響 領事館開館 満洲の郵電 樺
太の教育計画
6. 5 雑報 台湾教況一班




6. 5 清満韓方面 日露と朝鮮問題 満洲出







6. 9 雑報 清廷と違頼喇婉
6. 10 井上博士印度視察談 清蔭記
6. 12 雑報 教民の衝突 清国開教の方針
6. 13 雑報 支那に於ける教会合同 印度の
シップ宗 開教用の図書 清韓人の信
条
6. 13 雑報 樺太教況 在寄港 楠渓生報






6. 14 東京方面 満洲経営会議
6. 15 寄書 韓開教に就て 機先学堂にて
李容明
6. 15 雑報 営口の仏教婦人会
6. 15 満韓方面 満洲経営三大綱 福島参謀
次長 又も貧民暴挙 元帥一行 賊魁
就縛




6。18 雑報 営口よ り
6. 18 海外方面 大連開放督促
6. 18 満韓方面 豊臣丸沈没 江原道形勢不
穏
6. 19 蒙古語と日本語 (佐々木安五郎氏談
話)
6. 19 満韓方而 海賊の跳梁 韓国乱民と吉
林 鴨緑江伐林業
6. 20 南昌追悼会の抗議
6. 20 満韓方面 韓高官の拘引 京釜京義経
営費 jM施江鉄道と露国 大辻浚渫工
事 恭親王と蒙古
6. 22 雑報 北京通信 辻頼密使 喇喩学堂
西本願寺 在留邦人 寺本婉雅
6. 22 雑報 印度の習俗 暴徒の宣教師襲撃
太田覚眠氏
7。 4　 各種方面　 露軍の日語奨励 露国の大
騒乱　 浦塩の影響




7. 7　 雑報　 朝鮮僧曹洞宗大学に入る 太田
覚眠氏
7. 9　 雑報　 南昌の教案調印 波斯の宗教
旅順の教派　 奉天の近況
7. 10　 雑報　 営口の二宗派 安束県の宗教
大連の教況　 義州の仏教
7. 13　 雑報　 西比利亜の本願寺熱
7. 14　 雑報　 満洲通信 (上) 満洲利源調査
会貝　 古川専太郎氏 日本と回 教々
南日知県の死因
7. 15　 雑報　 満洲通信 (下) 満洲利源調査
会貝　 古川専太郎氏
7. 17　 北京通信　 七月六日発 外筋部 仏教
学堂　 阿殤活仏 自立教堂 庫倫活仏
7. 17　 錫蘭島の仏教 (基教徒の観察したる)
7. 17　 雑報　 張総督と伝逆 開教地域の更定
釜山別院の孟蘭盆会














8。28 雑報 鎮南浦だより 槌噸喇喩の帰蔵
西比利亜布教者の資格
8. 29 安東県の本願寺






8. 30 雑報 朝鮮各地布教現状 清国人の仏
教調査
8. 30 各種方面 北京大改革案
9. 2 雑報 伊藤賢道氏の退清 退清命令の
表面 布教師の退去命令に就て







9. 4 紹介 清国仏教問題
9. 4 雑報 福建布教の影響
9. 4 雑報 清国の仏教徒
9. 5 雑報 退清僧の談 (完)
9. 5 各種方面 貝加爾鉄道水害
9. 7 清僧覚先の入獄
9. 7 東文学社の近状
9. 7 雑報 退清僧と帝国領事
9. 8 清僧の財力は日本僧以上
9. 8 雑報 土人子弟の教育
9. 9 杭州法難顛末 (一)
9. 9 韓国平壌の諸宗会堂
9. 10 杭州法難顛末 (二)
9. 10 雑報 印度南部伝道統計
9. 12 清遊漫筆 (一) 堂屋敷生
9. 12 雑報 光瑞商人の渡清準備
9. 13 杭州法難顛末 (三)
9. 13 紹介 清国の仏教問題 (上)
9. 13 清遊漫筆 (二) 堂屋敷生
9. 13 雑報 法主渡清に対する賛否二派 領
事の回答 福建の私闘頻々
9. 14 杭州法難顛末 (四)
9. 14 紹介 清国の仏教問題 (下)
9. 14 雑報 満洲古代の宗教 甲斐寛中氏
談
9. 15 杭州法難顛末 (五)
9. 15 雑報 台湾の教況 (一)
9. 15 雑報 満洲古代の宗教 (二) 甲斐寛中
氏 談
9. 15 清遊漫筆 (三) 堂屋敷生
9. 17 清遊漫筆 (四) 堂屋敷生
9. 17 雑報 台湾の教況 (二)
9. 17 雑報 北京の小学校









7. 25 雑報 回々教の日本布教 清僧党先氏
の表裏
7. 27 清廷警告を受く
7. 30 雑報 釜山本派布教場
7. 30 韓人と唐辛
7. 30 各種方面 馬賊公報
8. 2 雑報 大連より (七月廿三 日) 旅順
より (七月廿四日) 再び旅順よ り
(七月廿五日)
8. 2 雑報 朝鮮便り 満洲利源調査会員
古川専太郎氏 上海に教堂を起す




8. 4 紹介 支那開教の歴史
8. 4 各種方面 粛親王の警告
8. 5 紹介 支那開教の歴史
8. 5 蒙古の礼式 (佐々木安五郎氏談話)
8. 5 雑報 印度を観たる感 (一) 奉天よ
り (七月廿八日)
8. 7 雑報 印度を観たる感 (二) 牧師
原田助氏 樺太に於ける宗教
8. 10 雑報 樺太の法主と裏方 樺太の新殿
堂 樺太雑信
8. 12 雑報 寺本婉雅氏の消息 営口よ り
(八月一日) 安東県より (八月四日)
平壌より (八月七日)
8. 12 雑報 露国の喇碗懐柔策 京城の宗教
家懇話会
8. 12 各種方面 日清協約討議
8. 13 東文学社と中島政之氏
8. 13 北京教堂工事の故障
8. 13 各種方面 馬賊討伐
8. 14 大谷派の京城別院
8. 17 雑報 大谷派と韓国布教 . 鎮南浦の布
教 営口仏教婦人会 新彊の教案 安
徽の匪乱 回々教僧侶の侵掠 北清事
変第七回紀念日
8. 17 雑報 再入韓国平壌府 臨済宗従軍布
教師 旭布嶽 (寄)
8. 17 各種方面 馬賊剛首魁の捕縛
8. 18 雑報 再入韓国平壌府 (続) 臨済宗
従軍布教師 旭布嶽 (寄)
8. 22 雑報 樺太近信に日く
8. 23 雑報 旅順の追悼会
8. 24 韓国に於ける米国宣教師




8. 27 雑報 内地布教の抗議 開教練習所






































































































































































































































































































































































雑報 西派法主 「印度仏教美術」 の
翻訳
満洲に於ける基督教の事業

























































































4。19 雑報 東西南北 樺太の地位 韓人布
教 営口仏教婦人会例会 営口牛家屯
分遣隊の墓参






















朝鮮の宗教 (一) 鶴谷誠窪 (投)
韓国、 樺太と神社
清人の墳墓発掘
朝鮮の宗教 (二) 鶴谷誠窪 (投)
清国布教の中心
雑報　 清帝と法主



































朝鮮の宗教 (九) 鶴谷誠窪 (投)
雑報　 広東の教案
朝鮮はがき　 哲魔






























6。 7　 朝鮮はかき　 哲魔
6. 8　 朝鮮はかき　 哲魔
6. 8　 雑報　 清国布教問題
6. 9　 逞羅国王の称号
6. 10　 四川の教会破壊
6. 10　 朝鮮はかき　 哲魔
6. 12　 朝鮮はかき　 哲魔





6. 13　 寄書　 宣言及び決議に就いて (下)
大日本仏教徒大会書記長　 来島琢道
6. 14　 清国布教問題 安藤堂腸
6. 14　 汎南府の教育と宗教
6. 22　 韓国の端午 (朝鮮ハガキ便り 哲魔)





6. 27　 朝鮮はがき　 哲魔
6. 28　 満洲の教育 (仏教家当局の問題) 安
藤餓腸
6. 28　 満洲児童の教育　 是も亦基督教の勢力
範囲
6. 28　 長安発碑記　 渡辺哲乗氏談
6. 29　 宣教師の謁見 朝鮮ハガキ 哲魔
6. 29　 移民地布教難
6. 29　 樺太の宗教界
6. 30　 朝鮮はがき 哲魔
7. 2　 雑報 宣教師家族の引見 (朝鮮はが
き) 哲魔
7. 3　 韓国民の教化　 来朝中のハ リス博士の
談
7. 3　 南清大派の文書布教
7. 4　 朝鮮はがき　 哲魔
7. 5　 台湾本派本願寺教況
7. 5　 朝鮮はがき 哲魔




7. 15　 韓国宣教師の馬脚　 朝鮮はがき 哲魔
7. 17　 韓国基督教の頓挫　 朝鮮はがき 哲魔
7. 22　 雑報 韓国基教徒の暴挙 侍天教の再
興　 朝鮮はがき 哲魔
7. 24　 雑報 朝鮮はがき 哲魔
7. 25　 韓皇の迷信
7. 25　 女子消偉語学卒業式












































































シキム国の宗教 (一) 鈴木悌　 稿
朝鮮の仏教
天道教民と暴徒





シキム国の宗教 (三) 鈴木悌　 稿
韓国基督教徒の暴挙 (朝鮮はかき)
哲魔
シキム国の宗教 (四) 鈴木悌　 稿
韓国文士の求道三昧
シキム国の宗教 (五) 鈴木悌　 稿
雑報　 駐韓軍慰問




シキム国の宗教 (七) 鈴木悌　 稿







渡韓日抄　 武田露命 一 日
露人とラマ教
印度に於けるマホメ ッ ト大学










































































































































































































































































































































































































































































































満韓台湾視察譚 (二) 「禅」 雑誌主筆
新井石禅
芝栗仏教会
満韓台湾視察譚 (三) 「禅」 雑誌主筆
新井石禅
台北近信
満韓台湾視察譚 (四) 「禅」 雑誌主筆
新井石禅
台北近信 (続)
満韓台湾視察譚 (五) 「禅」 雑誌主筆
新井石禅
新義州近事一班




































































































































































2. 28 清真南寺 (中)
安藤弘
2. 29 清真南寺 (下)
安藤弘
3. 2 鶏音雁信 (上)





























































































7. 20 滞韓漫録 大邱 井上淡星
7. 20 嘘噸喇喩不評判
7. 20 回々教の視察
7. 22 露国回教徒の現状 (一) ( ナイ ンテー
ンス、 センチュ リー所載) 梁生訳
7. 22 雑報 露国々教と蒙古
7. 22 屯田伝道隊出発
7. 23 露圓回教徒の現状 (二) ( ナイ ンテー
ンス、 センチュ リー所載) 梁生訳
7. 24 露国回教徒の現状 (三) ( ナイ ンテー





7. 29 露国回教徒の現状 (四) ( ナイ ンテー
ンス、 センチュ リー所載) 梁生訳
7. 29 韓国統治と基督教徒
7. 30 露国回教徒の現状 (五) ( ナイ ンテー
ンス、 センチュ リー所載) 梁生訳
8. 2 露国回教徒の現状 (六) ( ナイ ンテー

























































































































露国回教徒の現状 (七) ( ナイ ンテー





















































































10. 25 驚 く べき韓の僧賊談 哲魔 通報 第
四回
10. 25 京仁旅六日 (二) 在韓 哲魔
10. 27 韓国通信 哲魔
10. 27 驚 くべき韓の僧賊談 哲魔 通報 第
五回
10. 27 平壌仏教学校
10. 27 京仁旅六日 (三) 在韓 哲魔
10. 28 言論 入竺求法の僧侶 (一) 桑原院
蔵
10. 28 驚くべき韓の僧賊談 哲魔 通報 第
六回
10. 28 波斯人の迷信
10. 28 京仁旅六日 (四) 在韓 哲魔
10. 29 言論 入竺求法の僧侶 (二) 桑原院
蔵
10. 30 言論 人竺求法の僧侶 (三) 桑原院
蔵
10. 30 驚 く べき韓の僧賊談 哲魔 通報 第
七回
11. 2 排日熱の余焔 泉州彰化学堂の危急
11. 2 京仁旅六日 (五) 在韓 哲魔
11. 3 大連の宗教界
11. 5 京仁旅六日 (六) 在韓 哲魔
11. 7 京仁旅六日 (七) 在韓 哲魔
11. 8 喇瞭僧の暴動
11. 9 畏るべき回教徒
11. 10 長安碑林’(上) 渡辺鷺江
11. 12 錫蘭仏教談 (一) 立花抜道
11. 12 長安碑林 (下) 渡辺鷺江
11. 14 錫蘭仏教談 (二) 立花俊道
11. 14 韓国に於ける日蓮宗
11. 14 京城龍口法難会
11. 15 錫蘭仏教談 (三) 立花俊道
11. 15 韓国基督青年会
11. 17 錫蘭仏教談 (四) 立花俊道
11. 19 錫蘭仏教談 (五) 立花抜道
11. 20 海外新潮 口口生 ヒマラヤ山中の苦
行者
11. 22 錫蘭仏教談 (六) 立花俊道
11. 22 仏像とヘヂン博±
11. 23 錫蘭仏教談 (七) 立花俊道
11. 23 喇碗の読経
11. 23 清国公使館の仏事
11. 23 上海通信 千部良道 (投)




11. 28 錫蘭仏教談 (八) 立花抜道
11. 28 清国と羅馬 廿二日東京青年会館にて
在留清国人のために 新渡戸博士講演
11. 30 韓国平壌方面の風俗
12. 2 錫蘭仏教談 (九) 立花俊道
12. 2 清国両陛下道吊大法会



















広東のボイコ ッ トと漢口の暴動 (其二)
在清　 繊顔生 (投)




入蜀途上記 (其一) 在清　 識顔生
マホメ ッ ト教の中毒　 驚くべき南洋土
人の迷信
嘘噸喇喩の謁見延期
入蜀途上記 (其二) 在清　 鍼顔生
印度の宗教教育
屯田伝道の倶楽部新設
入蜀途上記 (其三) 在清　 鏃顔生







入蜀途上記 (其五) 在清　 鍛顔生
暗爾浜の本願寺 (一)
韓国の一椿事
入蜀途上記 (其六) 在清　 繊顔生
韓国の廿八神　 哲魔
雑報　 成都通信, 在清 識顔生
嵯噸の献品
北京に於ける教勢
驚くべき韓の僧賊談　 哲魔 通報 第
一回
韓国の廿八神 (続) 哲魔
驚くべき韓の僧賊談　 哲魔 通報 第
二回
嵯噸名代答訪



























































































































































































































































































































9. 12　 厦門だよ り
9. 12　 雑報　 西派法主の旅程 外遊中止の請
願　 韓国大谷派近況
9. 13　 福建宗教事情 (四) 在清国泉州　 城
南子稿
9. 13　 法主探検の準備地 (承前)
9. 14　 福建宗教事情 (五) 在清国泉州　 城
南子稿
9. 15　 福建宗教事情 (六) 在清国泉州　 城
市子稿
9. 15　 西派法主外遊と各宗派
9. 17　 福建宗教事情 (七) 在清国泉州　 城
南子稿
9. 17　 外遊中止の請願
9. 18　 福建宗教事情 (八) 在清国泉州 城
庸子稿
9. 19　 福建宗教事情 (九) 在清国泉州　 城
南子稿
9. 20　 福建宗教事情 (十) 在清国泉州 城
庸子稿
9. 20　 洞宗の台湾布教
9. 22　 福建宗教事情 (十一) 在清国泉州
城南子稿
9. 23　 福建宗教事情 (十二) 在清国泉州
城南子稿
8。25 清国南北の仏教 (三) 清国湖南僧学
堂総教習 水野梅暁
8. 25 台湾通信 (中)
8. 27 清国南北の仏教 (四) 清国湖南僧学
堂総教習 水野梅暁
8. 27 台湾通信 (下)




8. 29 京城観覧記 (渡韓僧日記)
8. 30 余が韓人観 韓国密陽 藤永旭南
9. 2 余は何故清国僧侶の教 育に従事せし
乎 (一) 清国湖南僧学堂総教習 水
野梅暁
9. 3 余は何故清国僧侶の教 育に従事せし




9. 4 余は何故清国僧侶の教 育に従事せし




9. 5 余は何故清国僧侶の教 育に従事せし
乎 (四) 清国湖南僧学堂総教習 水
野梅暁
9. 7 韓国教々月報 (八月) 黒雨白風仙人
9. 8 満洲の宗教界
9. 9 福建宗教事情 (一) 在清国泉州 城
南子稿
9. 10 福建宗教事情 (二) 在清国泉州 城
南子稿



















































































































































































































































































































































































































































































































4。26 古梵仏典の腐焼 在印度ベナレス 河
口慧海
4. 26 侍天教の梵鐘





























4. 25 韓国通信 (承前) 慶尚北道安東郡に
て 柳田呑二 ,
6。27 訪問時談 朝鮮の音楽 (下) 京都大
学教授 内藤湖南
6. 28 梵文学の将来 文学士 榊亮三郎氏
6. 28 南清の宗教旅行
6. 29 樺太の宗教界









7. 4 印度 ト リンガノ王国の風俗
7. 6 韓国伝道隊 西本願寺の大飛躍
7. 6 露国の西蔵測量
7. 6 大連通信




























7。 7　 西部講壇　 西魏の四面像 京都文化大
学講師　 文学士 浜田耕作































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10. 30 朝鮮はがき 哲魔






11. 3 支那女学生監督会 …英国に於ける
11. 5 朝鮮の統治 と危険思想
11. 6 朝鮮人の迷信
11. 6 基督教の朝鮮伝道問題 協営伝道局の
設立如何




11. 7 朝鮮観光団と 日蓮宗
11. 8 朝鮮円宗由来
11. 8 朝鮮百万人伝道 と求道記名者
11. 10 朝鮮観光団と増上寺
11. 11 支那最初の念仏教 (上) 境野黄洋
11. 11 朝鮮旅行 嶋田束水 (五) 覚皇寺の
入仏式
11. 11 大連の救世軍発展計画
11. 13 支那最初の念仏教 (下) 境野黄洋
11. 13 朝鮮開教総監人選










11. 18 朝鮮はがき 哲魔
11. 19 黙雷禅師渡鮮せんとす
11. 19 朝鮮旅行 嶋田東水 (七) 廃城を観
る
11. 19 朝鮮はがき 哲魔






























































































































































2。18 海外新音 支那最初の宗教 (下)


























































































































朝鮮布教の現　 状及び将来 (上) 某
朝鮮通談
西派の朝鮮開教

























































昔の感を記す (続) 小泉了諦 (投)











































































































8。 6　 濠州の宗教 (一) 六月十日 南阿喜
望峯行航中　 井上円了
8. 6　 達頼喇喩の後任
8. 6　 朝鮮寺刹令施行期及　 施行規則
8. 7　 亜刺比亜霞跡旅行談 (五) 中島裁之
氏講演概要 ゜
8. 7　 濠州の宗教 (二) 六月十日　 南阿喜
望峯行航中　 井上円了
8. 8　 亜剌比亜霊跡旅行談 (六) 中島裁之
氏講演概要
8. 8　 濠州の宗教 、(三) 六月十日　 南阿喜
望峯行航中　 井上円了
8. 9　 朝鮮牧師団








































10. 20　 清国に於ける西　 本願寺の活動
10. 21　 洞宗の朝鮮開教　 費は如何にな り しや
10. 21　 洛陽の僧侶漸く　 活動を始む 真宗教
団成る
10. 21　 武子夫人巡回の影響
10. 23　 西本願寺南清に　 活動せんとす
10. 24　 支那の変乱　 と宗教 (一) 高楠博士
談
10. 24　 朝鮮に於ける基督　 教の勢力隆々たり
ハリス博士の談
10. 25　 支那擾乱と布教の実
10. 25　 支那の変乱　 と宗教 (二) 高楠博士
談
10. 26　 支那の変乱　 と宗教 (三) 高楠博士
談
10. 26　 迢羅宗教事情










10. 29　 朝鮮を視て悟　 らぬ諸点 (三) 平松
理英師 (談)
10. 30　 朝鮮を視て悟　 らぬ諸点 (四) 平松
理英師 (談)
10. 31　 支那変乱と文　 明の趨勢 (上) (於本
社主催宗教講演会) 文学博士　 井上
哲次郎氏
10. 31　 朝鮮を視て恨　 らぬ諸点 (五) 平松
理英師 (談)
11. 1　 支那変乱と文　 明の趨勢 (中) (於本
社主催宗教講演会) 文学博士　 井上
哲次郎氏
11. 2　 支那変乱と文　 明の趨勢 (下) (於本
社主催宗教講演会) 文学博士　 井上
哲次郎氏
11. 3　 ゴル トン夫人　 景教碑を建つ
11. 5　 朝鮮に於ける釈宗演師




11. 12　 楊文会氏を憶ふ (上) 南条文雄師




11. 14　 楊文会氏を憶ふ (下) 南条文雄師








清国の現状と 日本　 仏教徒の覚悟 (二)
在東京 水野梅暁
我輩の観たる朝鮮 大洲餓也師談











8。21 清国の現状と 日本 仏教徒の覚悟 (四)
在東京 水野梅暁
8. 22 朝鮮寺院に対する曹 洞宗計画の鎚鉄
8. 27 大連の宗教界
9. 1 朝鮮の仏教観 (上) 前西本願寺朝鮮
開教総監
9. 2 朝鮮の仏教観 (下) 前西本願寺朝鮮
開教総監
9. 7 朝鮮開教と四 宗派の失敗
9. 8 蒙古と快男児
9. 10 清国の回 教々
9. 12 樺太布教日記 加藤恵証
9. 12 京城の醍醐派新寺








9. 26 来れ朝鮮に 朝鮮 周黄生
10. 3 伊土開戦と宗教
10. 5 土国の基督教は 死せる形式のみ






10. 8 伊土戦争は果して宗教 的戦争となる
乎 小崎弘道氏 (談)
10. 9 伊土戦争は果 して宗教 的戦争となる
乎 (続) 小崎弘道氏 (談)




10. 14 浦塩の本願寺 別院敷地問題
10. 15 中国に於ける武子夫人
10. 16 清国革命軍と 回々教徒 黒龍会長
内田良平氏 (談)
10. 17 革命党の将来と回教 徒の活動 水野
梅暁師 (談)















































































































雑報　 朝鮮の事情 (中) 釈宗演師






























雑報　 革命乱余浬 在長沙 田中哲巌
朝鮮に於ける迷信
















1。 1　 支那今後の政　 体と 日本 (上) 文学
博士　 井上哲次郎
1. 3　 支那今後の政 体と日本 (下) 文学
博士　 井上哲次郎
1. 3　 支那変乱と仏耶両教　 法学博士 文学
博士 加藤弘之
1. 3　 支那革命と基　 督教の発展 (上) 海
老名弾正
1. 3　 朝鮮の珍什
1. 5　 支那革命と基 督教の発展 (下) 海
老名弾正
1. 5　 支那変乱の我が　 思想界に及ぼす影響
佐治実然
1. 5　 支那変乱の我が 思想界に及ぼす影響
文学博士　 加藤玄智
1. 5　 南清の近情





1. 6　 支那の見たる日本 衆議院議貝 福本
日南
1. 6　 南清慰問僧の復命




















































































仏跡だよ り (二) 来馬琢逆
滞逞日記 (二) 来馬琢道
仏跡だよ り (三) 来馬琢道





























支那今後の運命　 在奉天 釈元恭 (寄)
ボル子オより　 西本願寺布教使 岩田
義照















革命の気運 (上) 良全 (投)
渡迢海上 (上) 来馬琢道




















































































































































































































































7. 10　 朝鮮雑感 (上) 神宮奉賛会長 藤岡
好古氏談
7. 10　 生蕃化導法
7. 11　 朝鮮雑感 (下) 神宮奉賛会長　 藤岡
好古氏談
7. 13　 台湾の新竹寺
7. 15　 朝鮮みやげ　 曹洞宗朝鮮布教総監 北
野元峯師談
7. 15　 西本願寺朝鮮開教員一覧
7. 16　 朝鮮の各宗布教 (上) ▲真宗大谷派
▲真宗本願寺派

























































































































































上海よ り (一) 来馬琢道
支那蘇州城外より





































































































































































































































































洞宗開教現状 (下) ▲朝鮮 ▲海外















































































































































































































































































































































10. 10 朝鮮総督府を威嚇せん 日本基督教大
会決議





















































































































































7. 2 露西亜の伝説と民謡 相馬御風
7. 2 西蔵及蒙古に於ける仏教の伝播 (上)
古屋諦道











7. 19 樺太に大農場 神奈川県訓育院の事業
7. 20 朝鮮に於ける見性氏








8. 15 近代印度に於ける宗教改革運動 (一)
早大教授 内ヶ崎作三郎




















































































































12. 6　 印度消息 (承前)









12. 13　 安束県より (一)
12. 15　 安東県より (二)





12. 19　 朝鮮教況視察 (上) 浄土宗庶務課長
窪川旭丈氏
12. 19　 シャマン教　 巴爾虎の五大寺
12. 19　 怪僧の大繁忙　 浜口熊嶽近 く露西亜に
渡らんとす
12. 20　 朝鮮教況視察 (下) 浄土宗庶務課長
窪川旭丈氏
12. 20　 安東県よ り (三)
12. 20　 従軍布教報告会
12. 20　 東力西漸の気巡　 代議士 片桐酉次郎
氏














































































タゴーレ (五) 印度思想の新 しき説
明者　 古田絃二郎








1. 10 上海よ り
1. 12 光瑞氏船中消息
1. 15 青島だより
1. 17 革命後の支那宗教事情 (一)
1. 19 蒙古会議
1. 19 上海よ り
1. 19 革命後の支那宗教事情 (二)
1. 20 革命後の支那宗教事情 (三)
1. 21 支蒙会議終結
1. 24 西比利亜開教独立
1. 27 支那布教権問題 解決の好機
1. 27 眠った為に上海迄
1. 31 上海だより
2. 3 青島台湾巡錫談 (上) 日置黙仙氏
2. 3 鮮僧留学生動静
2. 4 青島台湾巡錫談 (中) 日置黙仙氏
2. 4 印度仏教界近況 (上) 来馬琢道
2. 5 青島台湾巡錫談 (下) 日置黙仙氏
2. 5 印度仏教界近況 (下) 来馬琢道
2. 5 迢羅皇弟御入洛
2. 5 奥村五百子女史の追弔会
2. 5 漢口本願寺よ り (上)





2. 17 極寒地の宗教生活 西比利亜修道院の
状況
2. 19 タゴーレの哲学 (一) 古田絃二郎




3. 5 タゴーレ (一) 印度思想の新 しき説
明者 古田絃二郎
3. 6 タゴーレ (二) 、印度思想の新 しき説
明者 古田絃二郎




3. 7 タゴーレ (三) 印度思想の新 しき説
明者 古田絃二郎
3. 7 タ ゴーレ来る
3. 7 上海だより









3。14 ゴターレ (六) 印度思想の新しき説
明者 古田絃二郎
3. 16 タゴーレ (七) 印度思想の新しき説
明者 古田絃二郎







3. 27 海印寺と寺内総督 (一)
3. 28 海印寺と寺内総督 (二)
3. 30 海印寺と寺内総督 (三)









4. 9 仏教布教権問題 日支交渉の一項










4. 15 吉林より (一) 藤原関運
4. 15 朝鮮所見 (上) 文学博士 村上専精
氏
4. 16 在鮮仏教徒に悔ゆ (上) 在京城 太
田文外
4. 16 京城仏蘭西京街道の困窮
4. 16 吉林より (下) 藤原関運
4. 16 在鮮宣教師の屈起
4. 16 朝鮮所見 (中) 文学博士 村上専精
氏
4. 17 在鮮仏教徒に悔ゆ (下) 在京城 太
田文外





4. 23 時事茶談 日置黙仙氏談 ▲支那布教
権問題
1915. 4. 24 諸家の弘法大師観 (上) 文学博士
井上哲次郎
4. 25 諸家の弘法大師観 (中) 文学博士
井上哲次郎
4. 27 在支宣教師の妨害決議
4. 27 古い印度と新い印度 (上) 木村龍寛
氏




4. 28 布教権問題の行悩 危機間髪を容れず




4. 29 新印度絵の復興 アバニン ドロ、 タゴー
ル氏 小森彦次氏
5. 1 回教国民の現在及将来 (上) 長瀬鳳
輔
5. 1 光瑞氏上海に入る
5. 2 回教国民の現在及将来 (下) 長瀬鳳
輔
5. 2 蒙古の宗教
5. 4 タ ゴール根本思想の批判 (上) 三浦
陽造氏
5. 4 外務省激励の声 ▲支那布教権獲得
▲仏教徒有志蹴起
5. 5 支那内地布教権と各宗当局者 高島米
峰
5. 6 奮起せよ各宗当局
5. 6 釈尊と印度及日本の文化 (上) 文学
博士 高楠順次郎
5. 6 朝鮮釈王寺炎上の詳報
5. 6 支那布教権の起源及現状 (上) 水野
梅暁氏談
5. 7 釈尊と印度及日本の文化 ( 中) 文学
博士 高楠順次郎
5. 7 支那布教権の起源及現状 (下) 水野
梅暁氏談





5. 9 仏教徒の活動鈍し △新領土と仏教
5. 9 支那布教権と仏教徒の実力 文学博士
沢柳政太郎氏
5. 11 南支開教沿革と希望 (上) 元厦門領
事 上野専一氏
5112 北京より
5. 12 南支開教沿革と希望 (下) 元厦門領
事 上野専一氏









5. 16 支那浹西省西安府より S生
5. 16 基教と朝鮮人 教情漸く一変
5. 16 光瑞氏行程
5. 18 日支親善と宗教家 (一) 東京帝国大
学教授 吉野作造
5. 18 東本彙報 青島布教開始
5. 18 支那だより 支那に於ける欧米の宗教





5. 19 支那湖南省の外国人伝道 (一)
5. 20 日支親善と宗教家 (三) 東京帝国大
学教授 吉野作造
5. 20 支那湖南省の外国人伝道 (二)
5. 21 布教権と当局
5. 21 支那湖南省の外国人伝道 (三)
5. 21 日支親善と宗教家 (四) 東京帝国大
学教授 吉野作造
5. 22 布教権問題と仏教徒の党悟 (一) 法
学博士 浮田和民
5. 22 東本支那開教の当初 故小栗栖香頂の
苦心
5. 23 布教権問題と仏教徒の党悟 (二) 法
学博士 浮田和民
5. 23 タゴールの神の観念 (上) 文学士
木村大賢
5. 23 政府与党と布教権問題
5. 25 布教権問題と仏教徒の党悟 (三) 法
学博士 浮田和民




5. 25 布教権問題宣言 仏教徒の態度宣明
5. 26 布教権問題と仏教徒の党悟 (四) 法
学博士 浮田和民
5. 26 布教権問題の善後 釈宗演氏
5. 26 光瑞氏行程
5. 27 過去の布教権問題 (一) 渡辺哲信
5. 27 東本と布教権
5. 27 支那湖南省の外国人伝道 (四)
5. 28 日印人の宗教的同盟 印度人テイ、 ケ
イ、 エヌ、 ピレー氏談
5. 28 過去の布教権問題 (二) 渡辺哲信氏
談
5. 29 対支布教権と神道の不服
5. 29 布教権譲歩事情 △我外交の裏を掻か
る






















8. 5 夏の山東省 (上) 堀謙徳氏談
8. 5 朝鮮仏教大講演会














9. 2 東本願寺吉林開教 奉安式の盛況




9. 16 宣教師百四十名、 支那に入る
9. 18 支那に浄土教の盛なる所以
9. 19 総督と宣教師
9. 21 西蔵の珍材料 慧海氏愈よ東上








10. 1 蘭領印度の宗教事情 農商務書記官
長満欽司
10. 10 印度教よ り仏教ヘ シ ョ ル ツ チ ヨ ン。
ダーシ氏談
10. 12 印度展覧会
10. 13 西蔵将来品展覧会 河口慧海氏の貢献
10. 13 京城教界だより
10. 15 光瑞氏の近況 龍島祐天氏談





10. 22 支那開教旅功会 △小栗栖香頂氏追弔
法要 △布教権問題報告演説会
10. 22 印度名士来る















6。 6 光瑞氏と支那の青年僧　 光瑞氏笑壷に
入る
6。 6 布教権建議案　 △各党派一致の歩調
6. 8 支那政府と華厳大学
6. 8　 政府党と布教権






6. 12　 新仏教徒と支那内地布教権問題　 高島
米峰
6. 12 大谷光瑞氏近状











6. 25　 在支仏教徒の活動　 △奉天だより
6. 26　 光瑞氏の避暑
6. 26　 迷信の強い蒙古人
6. 27　 仏教徒と支那公使　 ▲布教権問答
6. 30　 支那僧侶に諮問は精神的排日
7. 1　 台湾忠魂堂創立者懲戒
7. 1　 布教権と東洋思想 (一) 支那思想界
の危機　 渡辺哲信
7. 2　 台湾開教一転機　 ▲土人教化の前途
7. 2　 布教権と東洋思想 (二) 支那思想界
の危機　 渡辺哲信
7. 3　 布教権と東洋思想 (三) 支那思想界
の危機　 渡辺哲信
7. 3 本派支那開教百万円を越ゆ　 △支那開
教現状
7. 7 布教権仏教有志会
7. 11　 印度詩人の 「生と現実」 を読む (上)
英国グラスゴー大学　 ティ ー ・ ダプ
リュ ー ・ ス コ ッ ト
7. 13　 印度詩人の 「生と現実」 を読む (下)
英国グラスゴー大学　 ティ ー ・ ダブ





























































































香港よ り (上) GT生
亜細亜文明と印度思想 (上) 印度ラー




















































6. 7　 印度とタ ゴールの思想　 三 長谷部隆
諦
ら. 1　 伶宗朝鮮開教消息
6. 8　 印度とタ ゴールの思想　 四 長谷部隆
教界時言 (二) 石川舜台　 ▲支那に
対する宗教者の任務　 ▲我国に対する
支那人の誤解
3。 8　 シベリア開教一班 (三) 東山病院よ
り 太田覚眠
3. 9　 言論　 近時二則 ▲支那の革命
3. 10　 支那動乱の現状及び将来　 水野梅暁氏
談
3. 10　 布教権問題　 実行委貝会決議






























支那伝道所感 (上) 在支那　 水野梅
暁
支那伝道所感 (中) 在支那　 水野梅
暁
朝鮮総督府の宗教行政













6. 14　 満鮮視察談 前田文学博士談
6. 16　 日印の詩趣　 東叡山に満つ (上) 夕
翁歓迎招宴




6. 18　 詩聖日く　 歓迎の動機如何
6. 20　 布教権問題と運動
6. 21　 亡国の歌を聞きつつ= 印度仏教を探る=
桐谷洗鱗氏の談
6. 21　 支那時局の将来と布教権問題
6. 22　 教界時言 (五) 石川舜台
6. 22　 印度研究会
6. 23　 教界時言 (六) 石川舜台
6. 25　 詩聖タゴールと売春婦
6. 27　 タゴールより密厳尊者へ (上) 文学
博士　 谷本富
6. 28　 タゴールよ り密厳尊者へ ( 中) 文学
博士　 谷本富
6. 28　 土国回教徒の反乱　 其前途と戦局影響
如何









7. 6　 教界時言 (七) 石川舜台
7. 7　 夕翁の思想に対する世の非難
7. 7　 教界時言 (八) 石川舜台.
7. 11　 林公使と我が布教権問題
7. 11　 蒙古王の日本僧招待
7. 13　 論壇　 日露新協約の成立所感
7. 13　 日支親善問題と宗教家 (上) 法学博
士　 寺尾亨
7. 14　 日支親善問題と宗教家 (下) 法学博
士　 寺尾亨
7. 15　 教界時言 (九) 石川舜台
7. 16　 教界時言 (十) 石川舜台




















8。 3 中外演壇 朝鮮の宗教 (上) 大谷大
学教授　 河野法雲
8. 4 中外演壇　 朝鮮の宗教 ( 中) 大谷大
学教授　 河野法雲









8. 12 師の遺骨を奉じ 遠く ビルマより帰朝
す (下)
8. 12 朝鮮鎮海新潮
8. 16　 支那仏教史概論 東洋大学教授 境野
黄洋




8. 25 日露新協約と仏教徒の態度 (二) 北
条了応
8. 26 日露新協約と仏教徒の態度 (三) 北
条了応
8. 27 台湾伝道と同志社　 日本人伝道の新気
運
8. 27 朝鮮及び満洲協伝
8. 29 吾国の植民政策と仏教 (上) 八淵轜
龍
8. 30　 吾国の植民政策と仏教 (中) 八淵幡
龍
8. 31　 吾国の植民政策と仏教 (下) 八淵蟻
龍
8. 31 日覚ま しい女の伝道　 台湾の天理教
(上)
9. 2 洞僧蒙古に入る
9. 2 日覚しい女の伝道　 台湾の天理教 (下)

















































1. 30 偉人吾が師 (二) 印度 ピベカ ーナン
・グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
1. 31 偉人吾が師 (三) 印度 ビベカ ーナン
グ術 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
2. 1 偉人吾が師 (四) 印度 ビベカーナン
グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
2. 2 タゴール再遊
2. 2 偉人吾が師 (五) 印度 ピベカーナン
グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
2. 3 朝鮮の僧院より




2. 4 偉人吾が師 (七) 印度 ビベカーナン
グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
2. 6 京都仏教徒の夕翁歓迎
2. 6 入蔵僧追悼会 .
2. 6 偉人吾が師 (八) 印度 ビペカーナン
グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳




2. 7 偉人吾が師 (九) 印度 ビベカ ーナン
グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
2. 8 洞宗の台湾人
2. 8 タ ゴール翁に賤す
2. 8 偉人吾が師 (十) 印度 ピベカ ーナン
グ述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛訳
2. 8 タゴールと薗田学良
2. 9 偉人吾が師 (十一) 印度ビベカーナ
ング述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛
訳
2. 10 タゴール翁と小林 ドク トル
2. 10 偉人吾が師 (十二) 印度 ピペカーナ
ング述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛
訳









































毒語 (上) 東山失名隠士　 消僧




















河口慧海氏 と シャ ク ンタ ラーの翻訳
(上) 大谷大学教授　 泉芳憬
異郷の空へ
河口慧海氏と シャ ク ンタ ラーの翻訳
(中) 大谷大学教授 泉芳憬




























































1917. 2. 13 偉人吾が師 (十四) 印度 ピベカーナ
ング述 日蓮宗印度留学生 木村龍寛
訳
2. 14 台湾視察所感 文学博士加藤玄智氏談
2. 15 台湾視察所感 (続) 文学博士加藤玄
智氏談
2. 17 支那の基督青年
2. 18 公主嶺開教談 (上) 田村円純氏談
2. 20 公主嶺開教談 (下) 田村円純氏談
2. 23 ダース氏逝 く
2. 24 愚劣なる支那の国教問題 桑原文学博
士談
3. 2 撫順炭鉱大葬儀
3. 6 台湾宗教事情 (上) 古社寺保存会委
貝 荻野仲三郎氏談
3. 7 台湾宗教事情 (下) 古社寺保存会委
貝 荻野仲三郎氏談
3. 10 朝鮮黄堕寺 建立の計画
3. 14 支那趣味の集まり
3. 17 南国巡礼 強頂令 (第一信)




3. 28 南国巡礼 強頂令 (第五信) (第六
信)
3. 31 南国巡礼 強頂令 (第七信)
4. 6 南国巡礼 強頂令 (第八信) (第九
信)
4. 6 支那婦人の黄壁観































































































4。12 南国巡礼 強頂令 (第十四信) (第
十五信) (第十六信) (第十七信)
4. 13 釜山の降誕会
4. 13 南国巡礼 強頂令 (第十八信) (第
十九信) (第二十信)
4. 14 南国巡礼 強頂令 (第二十一信)
(第二十二信) (第二十三信) (第二
十四信)
4. 18 大派法主 鮮満巡教
4. 19 朝鮮と大谷派遠く三百年の関係 光演
法主の鮮満巡錫
4. 19 馬来半島に大神宮
4. 20 画家の観たる光瑞上人 上海で面会し
て来た井口華秋氏談












5. 15 大連教信 関東別院より
5. 16 京城別院布教拡張
5. 18 風流の旅 鮮満巡錫余談
5. 22 印度の宗教改革者 羽渓了諦









6. 2 支那布教権問題善後 駐支某前大官






6. 3 朝鮮旅行 (一) 大谷大学教授 船橋
水哉
6. 5 朝鮮旅行 (二) 大谷大学教授 船橋
水哉
6. 6 朝鮮旅行 (三) 大谷大学教授 船橋
水哉
6. 7 日宗の南鮮巡教
6. 7 朝鮮旅行 (四) 大谷大学教授 船橋
水哉



































































































































7。28 アフ ダルバーバーの言行 (四) (バハ
イ運動の中心人物) 井上大雲
7. 29 印度ダー ジリ ンより 在印度 岡教逡
7. 29 支那仏跡視察
8. ・1 アフダルバーバーの言行 (五) (バハ
イ運動の中心人物) 井上大雪
8. 1 西蔵大蔵経問題の真相 青木文教
8. 2 西蔵大蔵経と東京帝国大学 文学博士
高楠順次郎氏談
8. 2 アフダルバーバーの言行 (六) (バハ
イ運動の中心人物) 井上大雪
8. 3 アフダルバーバーの言行 (七) (バハ
イ運動の中心人物) 井上大雲
8. 4 法王の親書に非ず 河口彗海氏の否認
8. 5 上海より (上) 稲葉円成
8. 5 アフダルバーバーの言行 (八) (バハ
イ迎動の中心人物) 井上大雲


















7。22 アフダルバーバーの言行 (二) (バハ
イ運動の中心人物) 井上大雲
7. 24 益々錯綜せる西蔵経問題
7. 25 西蔵大蔵経問題 青木氏の自繩自縛
河口彗海氏談
7. 25 公開状 青木文教氏に与ふ 河口彗海
7. 26 アマル子ルよ り 在印度アマルネル哲
学院 増田滋良
7. 27 アフダルバーバーの言行 (三) (バハ
イ運動の中心人物) 井上大雲


























































































































9。19 満鮮の巡遊 脇谷 謙 二、 大連滞在
(下)
9. 20 朝鮮布教観





9. 23 北鮮各宗の不和 融和会の解散




9. 26 満鮮の巡遊 脇谷 謙 五、 営口から
遼陽まで




















































































































































蒙古仏教事情 (上) 前代議士　 佐々
木照山
東京に於ける喇碗団

























































台中所見 (続) 台中にて　 阪野良全
儒教と支那国民思想 (下) 文学博士
服部宇之吉



















































































































































































4. 25 錫蘭仏教の現状 (下) 在印度甲谷陀
日蓮宗留学生 岡教逡 三宝の崇拝
4. 26 駐満軍の慰問




5. 1 日支黄柴の交通 高津黄璧前管長談
5. 3 満鮮教況視察
7。 6　 ▲うでの世の中▼　 満鮮並支那布教
西本願寺は? (三)
7. 7　 ▲うでの世の中▼　 満鮮並支那布教
西本願寺は? (四)




7. 12　 ▲うでの世の中▼　 満鮮並支那布教
東本願寺は? (一)
7. 12　 満鮮開教協議会
7. 13　 ▲うでの世の中▼　 満鮮並支那布教
束本願寺は? (二)
7. 14　 ▲うでの世の中▼　 満鮮並支那布教
束本願寺は? (三)
7. 14　 満鮮開教決議





8. 1　 満鮮巡遊はがき通信 (其二) 仏大講
師団
8. 2　 満鮮巡遊はがき通信 (其三)
8. 3　 満鮮巡遊はがき通信 (其四)
8. 4　 支那ボーイ養成
8. 6　 谷了然氏逝く
8. 6　 満鮮巡遊はがき通信 (其五)
8. 7　 満鮮巡遊はかき通信 (其六)
8. 8　 救世軍の出兵
8. 8　 満鮮巡遊はかき通信 (其七)
8. 10　 満鮮巡遊はがき通信 (其八)
8. 11　 苦熱の下から (上) 阪野良全
8. 11　 満鮮巡遊はがき通信 (其九)
8. 13　 南清問答行脚　 関清拙
8. 13　 満鮮巡遊はがき通信 (其十) 仏大講
師団
8. 13　 満鮮巡遊だより (一)
8. 14　 樺太通信
8. 14　 満鮮巡遊はがき通信 (其十一) 仏大
講師団
8. 15　 南清問答行脚 (続) 関清拙
8. 15　 満鮮巡遊はがき通信 (其十二) 仏大
講師団
8. 16　 南清問答行脚 (続) 関清拙
8. 16　 西派従軍僧
8. 16　 満鮮巡遊はがき通信 (其十三) 仏大
講師団
8. 17　 日蒙仏教連合の進歩
8. 17　 満鮮巡遊はがき通信 (其十四) 仏大
講師団
8. 18　 満鮮巡遊はがき通信 (其十五) 仏大
講師団
8. 20　 満鮮巡遊はがき通信 (其十六) 仏大
講師団























































6. 27 軍隊布教使観 大谷宝潤







































10. 17 支那時局と 布教権問題
10. 17 満洲より (二) 農学士 八賀益造
10. 19 満洲より (三) 農学士 八賀益造
10. 23 満洲よ り (四) 農学士 八賀益造





10. 29 朝鮮日宗布教統一 朝鮮護国寺宗門引
継
11. 3 上海通信
11. 5 台湾土人の信仰の対象 (一) 阪野良
全
11. 5 洞派慰問使派遣
11. 7 台湾仏教中学 補助費問題
11. 7 京城の浄宗開教院
11. 8 迢羅から東京へ (一) 河内市 立花
俊道
11. 9 逞羅から東京へ (二) 河内市 立花
俊道
11. 10 逞羅から東京へ (三) 河内市 立花
俊道
11. 12 逞羅から束京へ (四) 河内市 立花
俊道
11. 13 逞羅から東京へ (五) 河内市 立花
俊道
11. 22 浦塩より (一) 軍指令部附 従軍布
教監督 太田覚眠
11. 26 浦塩より (二) 軍指令部附 従軍布
教監督 太田覚眠
11. 28 大谷派慰問使
11. 28 浦塩より (三) 軍指令部附 従軍布
教監督 太田党眠
11. 29 浦塩より (四) 軍指令部附 従軍布
教監督 太田覚眠
11. 30 蕃界通信 (一) 阪野良全
12. 1 朝鮮宗教近状
12. 3 蕃界通信 (二) 阪野良企
12. 4 浦塩より (四) 軍指令部附 従軍布
教監督 太田覚眠






























































印度のピン　 ヂ ラ ポール 動物養老院
に就て (三) 東京動物愛護会席上
桜井義肇氏談

















































1919. 1. 8 渡日支那仏教団の歓迎
1. 14 南洋開教









1. 18 - ▲印度短信▼一第一一 泉芳環
1. 19 - ▲印度短信▼一第二信一 泉芳環
1. 23 - ▲印度短信▽一第三信一 泉芳環
1. 24 慰問使の雲隠れ
1. 25 - ▲印度短信▽一第四信一 泉芳環
1. 26 - ▲印度短信▽一第五信一 泉芳環
1. 28 従軍布教使の醜態
1. 30 - ▲印度短信▽一第六信一 泉芳環
1. 31 - ▲印度短信▽一第七信一 泉芳環
1. 31 西野禅師満州巡化
2. 1 従軍布教使評
2. 2 浄土宗管長代理の 慰問使出発
2. 4 - ▲印度短信▽一第八信一 泉芳母
2. 5 ラマ僧の日本熱
2. 6 浦塩孤児の救済
2. 7 - ▲印度短信▽一第九信一 泉芳環
2. 8 - ▲印度短信▽一第十信一 泉芳環
2. 9 - ▲印度短信▽一第十一信一 泉芳環
2. 11 - ▲印度短信▽一第十二信一 泉芳環
2. 13 - ▲印度短信▽一第十三信一 泉芳環
2. 16 - ▲印度短信▽一第十三信一 泉芳環
2. 18 - ▲印度短信▽一第十五信一 泉芳環
2. 19 - ▲印度短信▽一第十六信一 泉芳環
2. 20 管長代理李王家敬弔
2. 20 - ▲印度短信▽一第十七信一 泉芳環
2. 20 上海短信




2. 23 - ▲印度短信▽一第十九信一 泉芳環
2. 25 - ▲印度短信▽一第二十信一 泉芳環
2. 26 - ▲印度短信▽一第二一信一 泉芳環
2. 27 - ▲印度短信▽こ第二二信一 泉芳環
2. 28 顕本派の朝鮮開教
2. 28 南清だより
3. 2 李太王殿下 の国葬
3. 2 - ▲印度短信▽一第二三信一 泉芳環
3. 5 朝鮮の大騒擾 と基督教の扇動
3. 5 - ▲印度短信▽一第二五信一 泉芳環
3. 6 - ▲印度短信▽一第二六信一 泉芳環
3. 7 - ▲印度短信▽一第二七信一 泉芳環
3. 8 従軍布教使評 北満武士より
3. 8 - ▲印度短信▽一第二八信一 泉芳環


























3. 26 朝鮮開教所感 (三) = 全鮮見学旅行
の途にて= 小笠原生
3. 27 朝鮮開教所感 (四) = 全鮮見学旅行
の途にて = 小笠原生
3. 28 亜細亜連盟の建設 仏国文学博士 ポー
ル、 リ シ ャール
3. 28 支那僧のお宿は妙心寺






4. 1 朝鮮布教所 
.














4. 10 朝鮮同胞に告ぐ 文学博士子爵 末松
謙澄
4. 10 喇瞭一行
4. 10 少年連合団の 喇瞭歓迎
4. 10 印度芸術の華 アジャンター岩窟内の
壁画模写博物館に着す
4. 11 台湾宗教視察印象 (上) 天岫接三


























































4. 22 言論 朝鮮統治の 根本方針




4. 23 朝鮮教化の将来 前曹洞宗朝鮮開教総
監 北野元峰老師談









4. 24 台湾宗教視察印象 (下) 天岫接三
4. 25 朝鮮民心の帰向と其善導 (一) 中村
飛去来
4. 25 鮮人新と浄宗 教会を護衛 ?
4. 25 シャム一行参拝
4. 26 朝鮮民心の帰向と其善導 (二) 中村
飛去来
4. 26 米国宣教師の 犯人隠匿と裏面に光る
騒擾扇動の事実
4. 27 朝鮮民心の帰向と其善導 (三) 中村
飛去来
4. 29 再び日本国民に告ぐ (上) 人種問題
に就て 仏国文学士 ポール、 リジャー
ル氏
4. 29 朝鮮民心の帰向と其善導 (四) 中村
飛去来
5。 2　 朝鮮事件対基教徒の態度　 両者の誤解
を　 糧かん 霊南坂教会 小崎弘道
5. 2　 更に基教徒の密謀　 新に仮政府を樹立
す
5. 2　 喇婉僧と支那官憲　 札木蘇喇喩拘禁
5. 2　 朝鮮教化問題講演
5. 3　 西比利を後に (下) 松原至文





5. 8　 朝鮮事件対基教徒の態度　 善後策の要





5. 10　 朝鮮事件対基教徒の態度　 善後策の要




















5. 23 日蒙提携に就て (下) 朗中舎身
5. 24 朝鮮布教は個人に限る 法主名義の別
院は許さぬ
5. 25 朝鮮騒擾と宗教 慶尚南道にて 小笠
原秀星
5. 25 開教記念に袈裟
5. 28 朝鮮騒擾と宗教 (二) 慶尚南道にて
小笠原秀翌



















6。17 朝鮮救済と仏徒の党悟 (二) 京城国
語普及学館長 国井泉




6. 19 朝鮮救済と仏徒の覚悟 (三) 京城国
語普及学館長 国井泉
6. 19 東京より 朝鮮教化 日韓併合
6. 22 印度芸術探検












7. 4 回々教経典 新に編纂出版さる
7. 4 北京仏教宣講所
7. 4 台湾総督府の宗教調査
7. 5 仏教海外宣伝に先ちて 西原亀三氏
(談)
’1、 1 海外布教館 日本の海外発展
7. 8 印度仏教の歴史的体系 橘文学士十五
年の苦辛
7. 9 スタアル博士の朝鮮 仏教研究に因み
て (上) 橋川正
7. 11 スタアル博士の朝鮮 仏教研究に因み
大派鮮人教化












「支那開教は前途遼遠だ ! ! 」
印度を去ら　 んと して (上) 印度カ
ルカ ッ タ にて　 泉芳環
在外鮮人の民族的発達
朝鮮宣教師大会
印度を去ら　 んと して ( 中) 印度カ
ルカ ッ タ にて　 泉芳環
日本語講師と して
印度を去ら　 んと して (下) 印度カ
























7. 12　 墳墓の地は朝鮮　 訣別会の終った時
石川舜台翁は語る
7. 13　 如何なるか世界的人物　 舜台当年の経
綸 (一) 声涙共に下る追懐談


















7. 30　 露国最近事情　 本派本願寺西伯利開教
総監　 太田覚眠氏
8. 1̃ 9. 3　 停刊



















































































































































10. 31 河口の遣方が気に食はぬ 委任者の人
格を尊重す れば直接面会は出来ぬ
11. 2 大谷光瑞氏の大獅子吼 代表的国士の
面影を発揮す
11. 7 ▼朝鮮人の要求に応 じて▽ 精神的の
差別撤廃 ▼大に新日本主義の高唱▽
11. 7 禅機縦横明石総督 宗演門下第一の居
±
11. 14 満鮮所見 (上) 河崎顕了
11. 15 満鮮所見 (中) 河崎顕了
11. 16 満鮮所見 (下) 河崎顕了
11. 19 内蒙唯一の日本僧 お医者様で全蒙視
察




12. 2 盛に暗中飛躍に熱狂せる 宣教師の排
日迎動




12. 17 宣教師公けに朝鮮に 魔の手を延ばし
来らんとす




1. 13 西伯利亜出征軍と 従軍布教師
1. 14 上海に於ける宣教師大会 宛然国際的
の懺悔 オー トルマ ンス博士の親日
1. 15 宣教師引揚
1. 16 南洋統治と人種問題 日本の提議は冒


































































































上海より (上) 藤波　 圓
蒙古より (下) 熊谷直民
宣教師の苦衷　 排日軍と戦ぷ
上海より (中) 藤波　 圓

















































































































4. 22 日本に仇せんとする支那の 基督教徒
の扇動 を慨する日本の基督教徒
4. 22 朝鮮布教規則の改正 秩序素乱に備ふ
る 停止禁止の設定




4. 29 回教主と して 土国前皇帝 君府に残
留 連合各国意見一致
4. 29 支那僧帰国
5. 2 印度仏徒を泣かせた 光瑞氏の商売気
5. 2 現代支那 仏教界の機運
5. 4 日支の仏教連盟.
5. 6 支那名僧の渡 日団と 続蔵経の批判
(上) 中野達慧
5. 7 印度を魂の宿とせる 欧州の二学者
5. 8 支那名僧の渡 日団と 続蔵経の批判
(中) 中野達慧
5. 8 幼稚なる吾植民政策と 新しき宗教者
の進路
5. 8 大谷派 海外通信













7. 30　 浄宗朝鮮新計画瑳鉄か　 行違ひの寄付
金百万円
8. 1　 金剛山巡礼記11　 青龍峯を右に 開残
嶺へ　 都路華香
8. 3　 金剛山巡礼記12　 新金剛の風光 都路
華香
8. 3　 巴里語翻訳梵本　 をエ リオ ッ ト博士か
ら光壽会へ
8. 4　 浄宗朝鮮間教の整理期来る　 当局の大
体方針 ・
8. 5　 尼港の巷より (一) 小林雨峰
8. 6　 尼港の巷より (二) 小林雨峰
8. 6　 朝鮮神道布教　 各派活躍せん
8. 7　 尼港の巷より (三) 小林雨峰
8. 7　 印度仏教の志士　 日本人は教育宗教に
・無関心　 な り とて 日置貫主へ塑ふ
8. 8　 光瑞氏の南洋開拓 大阪実業家連によっ
て　 一千蔓延の投資か
8. 8　 朝鮮布教は先づ内地人から　 覚醒しつ
つある鮮人　 中島観誘氏談
8. 10　 戦跡に佇みて (一) 小林雨峰
8. 11　 戦跡に佇みて (二) 小林雨峰
8. 12　 戦跡に佇みて (三) 小林雨峰
8. 13　 戦跡に佇みて (四) 小林雨峰
8. 15　 尼港事件に毒されし　 朝鮮学生より
8. 21　 函館に帰るまで (上) 小林雨峰
8. 22　 函館に帰るまで (中) 小林雨峰
8. 24　 日本基青西伯利慰問費
8. 25　 函館に帰るまで (下) 小林雨峰
9. 3　 満洲開教の一艇案 (上) 文学博士
椎尾辨匡
9. 4　 満洲開教の一艇案 (下) 文学博士
椎尾辨匡
9. 8　 朝鮮と基督教
9. 14　 河口慧海氏の　 西蔵語の研究所と近業
9. 14　 河口慧海氏の　 西蔵語の研究所と近業
9. 19　 総督府大谷派の為に　 鮮人教化費を計
上す ’
9. 19　 支那仏教の一面
9. 23　 世界日曜学校大会に　 支那、 朝鮮側の
不参











1920. 7. 1 京都公会堂に於ける 軍人講演会主催
尼港追弔祭
7. 2 朝鮮寺院と 妙心派
7. 2 台湾総督府の 大本教禁止
7. 6 尼港殉難講演会
7. 7 中外即事 聖地パ レスダイ ン
7. 7 尼港避難者 無料宿泊所に来る
7. 8 尼港の追悼会は 講演を先にせよ
7. 8 活仏殺害さる
7. 8 仏専満鮮伝道
7. 9 日華仏教の連鎖 藤波大圓氏広東に聘
さ る
7. 9 尼港追悼 講演と将校
7. 9 樺太各宗追悼会
7. 11 北部沿海から 祖国を顧みて (一)
7. 11 儒教と朝鮮教化
7. 11 尼港殉難追弔
7. 13 北部沿海から 祖国を顧みて (二)
7. 14 尼港に於ける 招魂祭追弔会
7. 15 尼港へつ く迄 (上) 弔問使 小林雨
峰
7. 15 蒙古蔵経散逸防止
7. 16 尼港へつく迄 (中) 弔問使 小林雨
峰
7. 17 尼港へつく迄 (下) 弔問使 小林雨
峰
7. 18 金剛山巡礼記(1) 神渓寺へ 都路華
香
7. 20 金剛山巡礼記(2) 神渓寺より 九龍
深へ 都路華香 ,
7. 21 金剛山巡礼記(3) 九龍湿より 万物
相へ 都路華香
7. 21 尼港に於ける日輪法翫氏
7. 22 金剛山巡礼記(4) 朝鮮中期の芸術と
長安寺 都路華香
7. 23 金剛山巡礼記(5) 長安寺住僧 との
禅問答 都路華香
7. 24 金剛山巡礼記(6) 長安寺の一泊 鮮
僧の行持 都路華香
7. 24 尼港へつく まで 亜港の半日 小林雨
峰
7. 24 妙心台湾僧養成機関
7. 24 三十万円の 尼港殉難碑 早稲田大学
勧誘隊
7. 24 日宗主催尼港追悼会
7. 25 金剛山巡礼記(7) 汗一斗 して 摩詞
術庵へ 都路華香




7. 28 金剛山巡礼記(8) 摩詞術庵よ り 内
’霧在嶺へ 都路華香
7. 29 金剛山巡礼記(9) 楡帖寺及び 其附
近 都路華香
7. 30 金剛山巡礼記10 朝鮮仏教の権輿 都
10. 6 京阪在住鮮人六万の教化 之か衝に当
らん とす る 朝鮮駐在開教使




































1920. 10. 8 台湾の土人宗教に就て 仏教家の猛省
を促す 台湾総督府宗教課長 丸井圭
三郎氏談




10. 13 大派支那開教の 廓清気運
10. 14 浄宗朝鮮社会課
10. 14 同文書院と宗派
10. 16 中外即事 サハラ留学
10. 16 南洋カラパン島に 大派布教所設置
10. 16 珈琲と香水 大谷光瑞氏の事業
10. 16 私生活費に 排口材料競売
10. 17 現代支那と 孔子教の運命
10. 17 西伯利亜人の宗教性 基督を捨てて後
の寂し さに 日本人の宗教に興味を抱
く
10. 19 米人が印度へ 梵語研究に
10. 22 河口氏土蔵の中で 西蔵大蔵経が か
う囁く
10. 24 印度仏教再興の曙光 ダルマパーラ氏
の発願
10. 27 全鮮内地人会
10. 28 益 迷々宮に入れる 西蔵蔵経問題再焔
寧ろ青木側の訴訟を歓迎すと 河口
慧海氏は言ふ
10. 28 高麗版の復刻蔵経発見 大蔵会に出陳
さるべき珍品二種
10. 28 排日と基督教
10. 29 河崎顕了氏の 支那教勢視察
11. 4 救ひを求むる間島人 米宣教師跳躍
11. 9 印度大菩提会々堂開院式 外務省を経
て日本仏教へ参列交渉
11. 9 某国協会堂を 秘密結社の本部に 朝
鮮の排日思想の宣伝
11. 16 大派台湾別院新設
11. 17 米国は盛んに 宣教師を東洋に
11. 18 印度文化講伝会
11. 18 台湾布教感想 天台宗教学部長 長沢
徳玄
11. 20 鮮人教化事業 と基督教の活動
11. 20 南清間教事情 大派開教使 谷了悟氏
談
11. 21 朝鮮の文化政策と宗教 名のみの各宗
派の開教




12. 1 朝鮮に雄飛する真言宗 高野派の予算
計上
12. 2 内地鮮人教化 東洋観念の鼓吹
12. 3 印度吉祥法王寺へ 浄宗よ り祝辞
12. 12 鮮人教化のため 和光教園創立
12. 14 海外布教の門出を送る (上) 大谷派
本願寺教学部　 武内了温





1。 7　 仏跡行脚の　 印象と希望 (下) 融通
念仏宗布教師　 杉崎大愚
1. 9　 満州仏教救済談





1. 15　 印度自治と両教の離合　 理想に趨る印
度人の病弊
1. 16　 殖民開拓先駆　 朝鮮教化の問題
1. 19　 支那仏教の　 現状を視て 東京帝大講
師　 常磐大定氏談
1. 21　 回教徒の亜細亜同盟　 日本指導の下に
民族結合
1. 21　 京城の仏教会館
1. 26　 朝鮮布教総監　 中村甑宗氏に決定
1. 27　 西伯利ブリヤ　 ー ト族の宗教 東京帝
大講師　 鳥居龍蔵氏談
1. 27　 総督府の　 活動写真宣伝
2. 18　 尼僧奮闘して　 朝鮮に教会所設置 更
に婦人教化
2. 18　 黄堕禅堂の緊張　 鮮人の査参夜参
2. 18　 河口慧海氏僧籍返上
2. 20　 新興回教徒　 大亜細亜主義を資す
2. 27　 対鮮問題と仏教家　 今泉隆宣
3. 1　 米国牧師の排斥　 全鮮から放逐
3. 1　 僧籍を脱して　 仏教宣揚会 を起 した
河口氏
3. 2　 スマ トラ教況




3. 13　 支那史跡踏査　 常磐博士の招来品






















































7。 5　 朝鮮の英字新聞に現れた　 向上会館の
新運動
7. 17　 日本を撞るる　 印度仏教徒
7. 19　 朝鮮との親和
7. 29　 上海所見 (上) 河崎顕了




8. 9　 奉天城内見聞 (上) 和田轟一
8. 10　 奉天城内見聞 (中) 和田轟一
8. 11　 本天城内見聞 (下) 和田轟一
8. 13　 印度趣味の喚起 関精拙氏の国際仏教
観
8. 13　 常磐博士支那行　 啓明会から六千円提
供
8. 14　 朝鮮に於ける教化事業現象 (一) 半
島を圧する基教の勢力
8. 16　 朝鮮に於ける教化事業現象 (二) 半
島を圧する基教の勢力
8. 16　 独立活躍期の　 朝鮮寺院




8. 20　 浄土宗の同宗記念に　 開教使連盟の創
立
8. 23　 支那全土に於ける　 英米宣教師の熱心
= 支那帰客談=
8. 23　 北消遊記 (一) 河崎顕了
8. 24　 北清遊記 (二) 河崎顕了
8. 25　 タ ゴ ールの　 文化連盟企図 独逸学者
と接近
8. 25　 束洋大学の朝鮮分校案　 朝鮮朝野の賛
成で近く 実現
8. 25　 北清遊記 (三) 河崎顕了
8. 26　 上海より
8. 26　 北清遊記 (四) 河崎顕了
8. 30　 北清遊記 (第二) (一) 河崎顕了
8. 31　 満鮮巡り　 理学博士 近重物庵
8. 31　 北清遊記 (第二) (二) 河崎顕了
8. 31　 北清遊記 (第三) 河崎顕了
9. 2　 北清遊記 (第三) 河崎顕了
9. 3　 北清遊記 (第三) 河崎顕了
9. 4　 北清遊記 (第四) 河崎顕了
9. 6　 朝鮮各宗の　 至徳会運動
9. 7　 北清遊記 (第四) 河崎顕了
9. 10　 北清遊記 (第五) 河崎顕了
9. 11　 来春北京で　 基教青年大会
9. 13　 上海から (一) n下飛泉
9. 13　 常磐博士の第二回　 支那仏跡調企
9. 13　 北清遊記 (第五) 河崎顕了
9. 14　 仏教国際連盟の鍵　 支那の仏教研究を
高めよ　 日本仏教徒奮起の好時期
9. 14　 上海から (二) n下飛泉









































支那で振はぬ仏教 カ ト リッ クの大勢
力と　 布教権獲得の緊要
在日朝鮮仏教　 青年会の伝道












































大邱への車中から (第一信) - (仏専









11. 11 支那の本願寺別院 独立の真相
11. 11 タゴール翁の 日本学生優遇
11. 16 開教連盟成立




12. 9 支那行脚の 日記から (上) 村上素
道
12. 10 支那行脚の 日記から (下) 村上素
道
12. 14 対支国民 有志大会
12. 16 生蕃人の 埋葬法改革
12. 24 逞羅版阿含の翻訳
12. 25 在鮮曹洞宗教団が 百万円の財団を組
織し 総監と宗務とから独立を企つ
12. 27 大連会議に仏教徒 は何故目を漉がぬ
か 支那布教権問題に 失敗して居る
日本仏教徒
12. 28 遜羅皇帝の御結婚と 日本仏教徒の表
慶 中村日逞寺貫主渡逞
12. 28 支那行脚日記 (上) 村上素道
1. 8 支那行脚日記 (中) 村上素道
1. 12 東洋基教徒連盟成らん 世界の宗教界
に東洋の勢力扶植
1. 15 裏南洋の宗教 日本僧は小林某
1. 21 中等教育に於て支那 語教授の必要を
論ず (一) 元同志社教授 牧野信
1. 22 中等教育に於て支那 語教授の必要を
論ず (二) 元同志社教授 牧野信
1. 24 中等教育に於て支那 語教授の必要を
論ず (三) 元同志社教授 牧野信
1. 24 朝鮮職業婦人救済会 金朴春婦人の義
挙
1. 25 中等教育に於て支那 語教授の必要を
論ず (四) 元同志社教授 牧野信
1. 25 支那基教徒から 日本基教徒招待 東
洋基教連盟促進
1. 25 来年北京郊外で開かるる 世界基督教
青年大会
1. 26 大亜細亜主義と回々教 サラセ ン民族
の将来
1. 26 我国基教徒の 東洋的自覚
1. 27 内外伝道協会計画 本山講の剰余で
1. 31 基教東洋連盟は尚早 支那からの招待
は考へもの
2. 3 シンガポールよ り
2. 4 五ケ国語対照の 仏教辞典の発刊 米
人牧師多年辛苦の結晶
2. 18 大派朝鮮教化の拡大
2. 28 我国基督教徒の議しつつある 東洋基
教連盟と 国際的大旅館建設
2. 28 印度より 木村龍寛氏近信
3. 9 朝鮮に幼稚園を 奥村敏子女史の奔走















9。21 鮮人教員か 谷大へ入学 教育から教
化への生涯
9. 22 仏教学者を叫合しy 日支親善の交換
教授 河崎顕了氏の奔走
9. 22 浄宗印度留学生
9. 22 慶州の月 (上) (第二信) - ( 仏専満
鮮旅行団だよ り) 一 文学士 前田聴
瑞
9. 22 日宗朝鮮布教調査
9. 22 朝鮮宗教の実情 吉川属努力の結晶
9. 23 日支親善と仏教
9. 28 台湾の天台宗
9. 30 中国仏教徒社会事業 大会に就て
10. 1 慶州の月 (下) (第二信) - ( 仏専満
鮮旅行団だよ り) 一 文学士 前田聴
瑞
10. 5 間島の宗教と 鮮人思想の暗流
10. 5 台湾住民観光団
10. 5 朝鮮民族美術館
10. 6 仏骨に附随した 逞羅寄附の大森林
授受は未決立消の姿 中村日退寺貫首
渡逞
10. 13 南洋帰談 光瑞氏の事業
10. 14 浄宗朝鮮社会課
10. 14 同文書院と宗派
10. 15 詩人タゴールに歌はれたる 新印度建
設者 カ ンディ の人格
10. 15 浄宗支那開教便り
10. 15 台湾の太子奉賛会
10. 19 貧弱なる 鮮満寺院
10. 25 蕃地に身を投じて 生蕃人に伝道 西
本願寺開教使
10. 29 戦死者の霊を弔ひ 満鮮西伯利を巡錫
禅僧の単身旅行
11. 2 浄宗開教連盟協議 五十万円以上の伝
道 会社を組織するの議
11. 2 天津別院法要
11. 5 最近に於ける 支那の変局 畢竟政争
にすぎない から無干渉が大切だ
11. 6 最近に於ける 支那の変局 畢竟政争
にす ぎな い から無干渉が大切だ
11. 10 光瑞氏の逆転
気分の復興を望む　 常磐文学博士談
1922. 3. 24　 支那の世界基教　 学生同盟大会 吉野、
賀川両氏出席
3. 26　 基教学生世界大会に反対し　 北京で非
宗教同盟
3. 30　 在東京朝鮮学生　 宗教運動
3. 31　 北京の基教学生大会と　 反基督教運動
熾烈
4. 2　 鮮人にかかる　 不法な圧迫
4. 7　 世界基督教学生大会　 いよ い よ 四 日か
ら開かれた
4. 8　 支那全土に蔓り行く　 宗教排斥の大同
盟
4. 9　 民衆の諒解は如何　 民族の友情に基調
した　 金朴春氏夫妻の事業
4. 9　 支那仏教の新旧運動　 注目すべき新仏
教の大勢力
4. 13　 画家連の支那行
4. 16　 印度より ( 1) 来馬琢道
4. 20　 印度より ( 2) 来馬琢道
4. 21　 印度より ( 3) 来馬琢道
4. 23　 朝鮮教化と各宗　 水野総監との会同
4. 23　 印度より ( 4) 来馬琢道
4. 25　 印度より ( 5) 来馬琢道
4. 26　 印度より ( 6) 来馬琢道
4. 28　 印度より ( 7) 来馬琢道
4. 29　 支那反基運動に現はれた　 支那人宗教
心理
5. 2　 朝鮮人労働共済会長　 金公海の除名は
正当か不当か (上) 無名の鮮人
5. 2　 李王殿下の御帰鮮と　 大聖教会
5. 3　 朝鮮人労働共済会長　 金公海の除名は
正当か不当か (中) 無名の鮮人
5. 3　 内鮮融和のため　 鮮人を女中に
5. 4　 既成宗教を排斥した　 支那労働大会へ
の提案
5. 4　 朝鮮人労働共済会長　 金公海の除名は
正当か不当か (下) 無名の鮮人
5. 7　 朝鮮より
5. 11　 在鮮有志の奔走で　 仏教振興会起る
5. 13　 朝鮮より
5. 13　 朝鮮漫筆
5. 13　 印度より ( 8) 来馬琢道
5. 14　 支那に於ける米国の　 精神的領域
5. 17　 鮮人のために泣く　 柳宗悦氏 第一印
象= 鬼剣生













5. 26 印度より ( 9) 来馬琢道
5. 30 支那より帰りて
6. 18 日印の国志集って アタールを弔ふ
6. 20 「朝鮮文化の研究」 出版
6. 20 秋野酉大前学長 支那巡錫
6. 22 錫面島の一日 (一) 園頼三
6. 24 錫蘭島の一日 (二) 園頼三
6. 24 朝鮮より
6. 25 錫間島の一日 (三) 園頼三
6. 27 錫蘭島の一日 (四) 園頼三
6. 28 錫蘭鳥の一日 ( 5) 園頼三
6. 29 錫面島の一日 ( 6) 園頼三
6. 29 朝鮮教況
6. 29 朝鮮片々









7. 11 朝鮮の二基中 学の休学騒ぎ 培材校
と崇賞中学 紛糾混乱其極に達す
7. 11 朝鮮本山の計画
7. 11 間島鮑井より 上野生
7. 13 朝鮮より
7. 15 潜流の如 く藍延 しつつある 支那の非
宗教運動
7. 19 朝鮮の三十本山連合に 反対運動か起
る
7. 19 朝鮮片々
7. 21 馬来半島に於ける 最初法華道場
7. 21 落慶式を挙げた 上海本圀寺別院
7. 21 朝鮮片々
7. 21 満州より
7. 22 朝鮮の仏教問題 朝鮮総督府学務局長
談
7. 23 政務総監の 宣教師招待
7. 23 朝鮮片々
7. 25 朝鮮に来てだんまり 込んだ鈴木文治
氏
7, 25 営口より
7. 26 朝鮮人の党醒 迷信打破の申合せ
7. 26 朝鮮より
7. 26 朝鮮片々
7. 27 朝鮮の基督教 (上) 南山生
7. 27 印度人ジャーナリス ト氏 大谷大学訪
問 博士号を得たいため
7. 28 朝鮮の基督教 (中) 南山生
7. 28 朝鮮より
7. 29 朝鮮の基督教 (下) 南山生














1922. 8. 2 支那密教復興運動 有力なる十一面会
の人々と 日本真言宗の扶助










8. 13 支那に於ける日 本の政策を論じて
宗教問題に及ぶ 三 支那牛荘にて
寺西恵然
8. 13 有吉朝鮮政務総監の 信仰に対する感
懐 一基督教徒歓迎会席上-
8. 13 朝鮮の前途 平壌 高橋鷹蔵
8. 15 渡鮮した 宣教師の一団
8. 16 高野に於ける 支那僧二人
8. 19 漸く落成せる 漢口本願寺
8. 23 奉天より
8. 25 朝鮮仏教三十本山の経営の 東光高等
普通学校認可
8. 25 朝鮮片々
8. 26 朝鮮基教学生連盟 学校攻撃をなすべ
く結束
8. 29 朝鮮宗教の合同 仏教を除いた基教其
他
8. 29 樺太本派教況
8. 30 群居勢を有った 鮮人とその将来
8. 31 極東の宗教的 確執に就て
9. 2 海印寺僧侶告訴さる
9. 9 迢羅帝御来朝中止? 中村日逞寺貫主
渡逞せん
9. 9 朝鮮より
9. 13 朝鮮統治を罵倒す メ ソヂス ト宣教師










9. 29 支那仏跡巡礼 常磐大定博士の出発
9. 30 支那仏跡巡礼 (続) 常磐大定博士の
出発
10. 4 鎮南学林廃校
10. 5 全東半球に塾居潜在せる 回教徒の奮
起か
10. 6 剣とコーラ ンの歴史 回教徒の奮起か
(二)









































12. 3 印度革命運動は決して宗 教に避難し
たのでは無い 早大教授 武田豊四郎
氏談
12. 3 仏教朝鮮協会と 有吉総監の接見
12. 5 鮮人労働組合成る
12. 9 鮮人と官憲






12. 21 浦塩に於ける醜業婦の解放 を論 じて
婦人有志や婦人団体及び 全国宗教家
の奮起を熱望す (上) 高島米峰氏述
12. 22 浦塩に於ける醜業婦の解放 を論 じて
婦人有志や婦人団体及び 全国宗教家
の奮起を熱望す (下) 高島米峰氏述
























































































































2。27 印度への旅 (第三信 コ ロ ン ボへ の
船中よ り) 塩入亮忠
印度留学生の来信
印度への旅 (第三信　 コ ロ ンボへの
船中より) 塩入亮忠
彼南よ り (上) 森裕遠






















1。30 米国の旧教徒団体 上海方面巡礼 横
浜に寄泊す




















= 全宗教の提携運動= (一) フ ラク
プ
4. 12 全人類の為めに 日本仏教徒に告ぐ
= 全宗教の提携運動= (二) フ ラク
プ
4. 12 支那に手を張る 基教と其学校
4. 13 朝鮮に於ける内地人の 基教伝逆は絶
望だ
4. 14 全人類の為めに 日本仏教徒に告ぐ
= 全宗教の提携運動= (三) フ ラク
プ
4. 14 大阪基督教会の 鮮人招待会
4. 15 印度の美術 (一) 文学博士 松本文
三郎氏述
4. 22 鮮人基督者の代表と 京都基教 役々者
と会合
4. 24 印度の美術 (二) 文学博士 松本文
三郎氏述
4. 27 鮮人を愛せよ
4. 27 印度の美術 (三) 文学博士 松本文
三郎氏述
4. 28 印度の美術 (四) 文学博士 松本文
三郎氏述
4. 28 朝鮮人の魂を操縦する 紅合協会の暴
戻ぷり
4. 29 支那文化の過程から見た 囚家と して
の支那 (一) 丹羽正義
5. 2 支那文化の過程から見た 国家と して
の支那 (二) 丹羽正義
5. 3 朝鮮学生の暁鐘 南波登発著















印度への旅 (第一信　 コ ロ ン ボへ の
船中よ り) 塩入亮忠
6。27 景教碑と切支丹墓碑 ( 1) 文学博士
浜田青陵
6. 27 布教権問題か ら見た支那の 宗教事
情 一 前司法大臣 の仏教研究
6. 28 景教碑と切支丹墓碑 ( 2 ) 文学博士
浜田青陵
6. 28 布教権問題か ら見た支那の 宗教事
情 二 布教権問題 削除の裏面
6. 29 景教碑と切支丹墓碑 ( 3 ) 文学博士
浜田青陵
6. 29 サイパン島より
6. 29 布教権問題か ら見た支那の 宗教事
情 三 支那僧多白痴
6. 30 東方仏徒の反省
6. 30 景教碑と切支丹墓碑 ( 4 ) 文学博士
浜田青陵
6. 30 布教権問題か ら見た支那の 宗教事
情 四 ローマ ンカ ソ リ ックの教民
7. 1 景教碑と切支丹墓碑 ( 5 ) 文学博士
浜田青陵
7. 5 龍大柔道部の 満鮮遠征
7. 8 故能海寛君 遭難の真相 支那雲南省
クーソ ン族の惨殺 寺本婉雅
7. 10 増上寺新法主 朝鮮の教化を論ず
7. 10 支那盧山の世界仏教徒講 習会と 日本
仏教連合会 代表者派遣に決す
7. 10 故能海寛君 遭難の真相 支那雲南省
クーソ’ン族の惨殺 寺本婉雅
7. 10 清楚であった 内鮮協会発式
7. 11 故能海寛君 遭難の真相 支那雲南省
クーソ ン族9 惨殺 寺本婉雅
7. 11 文部省の補助で 支那を視察
7. 12 鮮人問題の前途
7. 12 龍谷大学の 支那研究生決定
7. 13 大阪基青と 鮮人問題
7. 14 大阪の鮮人児童 教育調査
7. 17 玩具と民族精神= 信仰 (上) 文学博
士 黒田源治述
7. 18 玩具と民族精神= 信仰 (下) 文学博
士 黒田源治述
7. 18 仏教海外伝道協議
7. 20 日支仏教交歓計画 人選を注意せよ
7. 20 仏立講の 海外伝道計画
7. 21 大阪の鮮童教育調査
7. 22 朝鮮基教界の二大派に 合同の輿論濃
厚となる
7. 22 在阪鮮人教育調査
7. 24 世界仏教講習会には 在支僧が出席
7. 24 樺太本派教況
7. 27 鮮童共学制 速かに断行せよ
7. 27 釜山の共生会
7. 27 朝鮮人は 何故渡来するか 何故怠惰
性か 何故無智なのか 生活を共にせ
よ ー(上) -
7. 28 朝鮮人は 何故渡来するか 何故怠惰
性か 何故無智なのか 生活を共にせ
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1923. 5. 4 上海に献金云々は 事実無根 前田執
行談
5. 4 支那の各方面から 注目を されてゐる
仏連の 支那観光団
5. 5 支那文化の過程から見た 国家として
の支那 (四) 丹羽正義
5. 5 鮮人宿舎建設 大阪府社会課で
5. 6 支那文化の過程から見た 国家と して
の支那 (五) 丹羽正義
5. 8 支那文化の過程から見た 国家として
の支那 (六) 丹羽正義
5. 9 日支仏教提携 を計る支那漢 口仏教
青年会
5. 10 高野山の 鮮人仏教会
5. 11 新刊紹介 印度仏教文学史 エ ム ・ ウ
インテルニ ッツ教授著 文学士 中野
義照 大仏衛 共訳 文学博士 高楠
順次郎校注
5. 15 労農政策の徹底した シベ リアの宗教
事情 某帰朝者談
5. 15 緬旬将来釈 尊像奉安式
5. 18 海外仏教宣伝協会の設立 (上) 高楠
順次郎
5. 19 海外仏教宣伝協会の設立 (下) 高楠
順次郎
5. 22 「鮮人合宿所 は無用である」
5. 25 中京鮮人相愛会
5. 27 支那回教徒の憤激
6. 2 支那人の宗教 文学博士 谷本富 一
6. 3 支那人の宗教 文学博士 谷本富 二
6. 5 支那人の宗教 文学博士 谷本富 三
6. 5 鮮人に関する 不注意な論議 同化や
融和の語は 既に反感を招く
6. 8 南洋に於ける 旧教の勢力 甚だ振は
ない現状
6. 12 満鮮支那観光 仏教連合会の準備
6. 13 広東宗教事情 外務省発表
6. 15 朝鮮宗教界の紛乱 政務総監の調停を
一蹴した 基督教の米鮮宣教師の紛擾
法廷に醜態を曝け出した朝鮮仏教
6. 16 支那人の宗教 文学博士 谷本富 四
6. 17 支那人の宗教 文学博士 谷本富 五
6. 19 支那人の宗教 文学博士 谷本富 六
6. 19 朝鮮基督教会記念式
6. 20 対立的熟語 の除かれる迄 似而非な
る 社会事業家 鮮人に対す る新聞
記事
6. 20 支那内学院設立計画 僧侶以外の居士
の熱心
6. 21 西蔵仏教の現状と 招来せる大蔵経
多田等観氏帰来談
6. 21 殖民地伝道と 日本聖公会
6. 21 仏教朝鮮協会 授産所開設
6. 22 覚醒の蜂火を揚げんとする 世界仏教
徒の連盟 支那衷心仏教徒の飛躍






1923. 7. 29　 朝鮮人は　 何故渡来するか 何故怠惰
性か　 何故無智なのか 生活を共にせ
よ　 ー(下) -
8. 1　 日本に於ける大陸系統の芸術　 石仏a
の研究発見 (上) 宗教大学教授　 小
野玄妙氏述
8. 2　 日本に於ける大陸系統の芸術　 石仏兪
の研究発見 (中) 宗教大学教授　 小
野玄妙氏述
8. 3　 日本に於ける大陸系統の芸術　 石仏兪
・ の研究発見 (下) 宗教大学教授　 小
野玄妙氏述
8. 9　 満鮮の旅 (一) 朝倉暁瑞　 大述入り
8. 10　 満鮮の旅 (二) 朝倉暁瑞　 初講演
8. 11　 朝鮮青年演芸会
8. 11　 長谷川真徹氏の　 鮮人救済計画
8. 11　 満鮮の旅 (E ) 朝倉暁瑞　 学校参観
家庭訪問
8. 12　 満鮮の旅 (四) 朝倉暁瑞　 撫順、 奉
天、 安東入り
8. 14　 満鮮の旅 (五) 朝倉暁瑞
8. 15　 満鮮の旅 (六) 朝倉暁瑞
8. 16　 支那全土に寺院を　 建立 し途 く さんと
回教徒か激 しい運動
8. 16　 満鮮の旅 (七) 朝倉暁瑞　 し て や ら
る
8. 17　 浦塩の太田党眠氏　 労農露国に於ける
信教自由獲得を叫ぶ
8. 19　 外延的に勢　 力を持った 満鮮の矯風
会 (事業の前途は遼遠)
8. 23　 日支仏教家の接近 (上) (仏述渡支団
に寄す) 北京にて　 加地哲定
8. 23　 朝鮮で流行する　 仏前結婚式
8. 24　 日支仏教家の接近 (中) (仏述渡支団
に寄す) 北京にて　 加地哲定
8. 25　 日支仏教家の接近 (下) (仏迎渡支団
に寄す) 北京にて　 加地哲定
8. 26　 仏連支那旅行不況
9. 2　 村上博士の　 朝鮮巡回伝道
9. 5　 印度仏跡礼拝団　 郵船か第二回の催し
9. 7　 朝鮮問題　 と 日本宗教家
9. 11　 震災救惶彙報　 朝鮮に於ける 仏教徒
の蹴起
9. 11　 京城における　 村上博士の講演
9. 22　 罹災少年保護　 鮮人愛撫の宣伝
9. 22　 岐阜仏徒の鮮人救護 (無料宿泊所と
失業救済)
10. 5　 喇喩僧の日本留学　 一教養を日本仏教
連合会に-
10. 9　 喇喩僧の引受は　 各宗派の特志にまつ
10. 24　 職を賭 して鮮人教育に盗す　 大阪済美
第四高橋校長　 頑迷な区当局の抗議




10. 25 回教徒の運動から 宗教的イ ンター
ナショナル運動に及ぶ 寺本婉雅氏談
10. 27 鮮人遭難追悼会
10. 28 鮮人教育の成績 大阪市済美第四 夜
学校の実際
10. 28 鮮人慰安会 東京における本願寺
11. 2 鮮人同胞の遭難者を弔す 椎尾辨匡博
士の弔辞
11. 8 鮮人追悼の誤解を解くために 遭難地
点で巡礼回向
11. 8 印度の志士 両本願寺を訪問
11. 9 桃水で名ある 洛南仏国寺に 鮮人僧
の住職
11. 10 本門仏立講の 内鮮融合運動
11. 10 支那の世界紅印字教か 大本教と提携
し 何事か画策を急 ぐ
11. 10 ・ 朝鮮事情宣伝に 教育、 宗教家は無能
か
11. 15 大阪に出来る 内鮮融和協会
11. 15 鮮人救済の 演芸大会
11. 16 支那仏教界に 偉人現る (一) 谷大
教授 稲葉圓成氏談
11. 17 支那仏教界に 偉人現る (二) 谷大
教授 稲葉圓成氏談
11. 18 内鮮問題と教家
11. 18 支那仏教界に 偉人現る (三) 谷大
教授 稲葉圓成氏談
11. 18 朝鮮開教総長に 斯波随性氏
11. 20 朝鮮の人に真の 宗教心を植付けたい
(上) 内鮮仏教徒の覚醒と奮起とを望
む 朝鮮総督府警務局長 丸山鶴吉
11. 20 支那仏教界に 偉人現る (四) 谷大
教授 稲葉圓成氏談
11. 21 朝鮮の人に真の 宗教心を植付けたい
(下) 内鮮仏教徒の党醒と奮起とを望
む 朝鮮総督府警務局長 丸山鶴吉
11. 22 西蔵の経文金剛般若経 西蔵国宝の一
部な らん との説
11. 22 虐殺鮮人の骨はどう した 在留鮮人の
深い慨嘆
11. 22 朝鮮職業婦人夜学校
11. 28 民国高僧連の 歓迎会経緯 大阪仏教
団理事連怒る
11. 30 東京の支那僧歓迎会 上野寛永寺書院
で
12. 1 大谷光瑞氏三十万円で 満州本願寺創
設の噂
12. 1 蕃人開教に 総督府の認可
12. 2 朝鮮近情
12. 5 日支仏教徒の交歓 握手の契機熟す
12. 6 日支親善と仏教
12. 6 学術探検隊を アフガニスタ ンに送る
の議 (上) 井上朔郎
12. 6 民国人か連合して 横浜居留地に寺院
建立 日本に於ける支那人の宗教





























12. 7 学術探検隊を アフガニスタ ンに送る
の議 (中) 井上朔郎
12. 7 支那黄壁再建
12. 7 内鮮融和に当る 鮮僧金鼎堂氏が 京
都市の嘱託
12. 8 学術探検隊を アフガニスタ ンに送る
の議 (下) 井上朔郎
12. 9 大派朝鮮青年会近情
12. 18 在留鮮人の移動 (大阪の一例)
12. 19 之 も大谷派の新事業と して 朝鮮の山
林経営 鉱山事業と是非何れぞ
12. 19 蒙古学生の 日本留学生
12. 20 上海の仏教団体 青年教徒の武者振
12. 21 支那仏徒へ謝辞 (仏教連合会から)
12. 27 民国宗教代表の 調査意見開陳
12. 28 理蕃開教者 佐藤顕孝氏出立
1. 5 内鮮倶楽部の計画から 朝鮮文化研究
所の設置 鮮僧金鼎堂氏の計画
1. 5 上海で 日本密教の宣揚 支那の密教熱
に動かされた椛田雷斧氏
1. 10 海外布教政策論 在北京 加地哲定
1. 11 来る三月に開院する 世界紅田字教神
戸道院 と渡支する出口王仁三郎氏
1. 11 大本教が暗々裡にすすむる 普天教と
の提携運動 情報を嗇らして帰綾 した
松村真住氏
1. 19 支那回教徒覚醒運動 日本に布教計画
を策 す光社と寺院の建設
1. 22 根張り強 く巣喰つてゐる 支那の非基
督教運動 と排外思想の譲成
1. 25 支那渡日僧から 仏書寄贈
1. 26 内地に高まりつつある 朝鮮文化の研
究熱
1. 29 印度古典に顕はれたる結婚 泉芳環
1. 31 復興の新時代を迎へた 印度の仏教
(一) 井上朔郎
2. 1 復興の新時代を迎へた 印度の仏教
(二) 井上朔郎
2. 1 満蒙蔵版の蔵経に就て 在北京 加地
哲定
2. 2 復興の新時代を迎へた 印度の仏教
(三) 井上朔郎
2. 3 印度学の使命 (上) 谷大教授 泉芳
環
2. 3 復興の新時代を迎へた 印度の仏教
(四) 井上朔郎
2. 5 復興の新時代を迎へた 印度の仏教
(五) 井上朔郎
2. 6 復興の新時代を迎へた 印度の仏教
(六) 井上朔郎




2。10 朝鮮蔵経刊行企画 李、 鄭二氏同時に
企画
2. 10 回教の話 (一) (回教徒の覚醒するま
で) 河瀬蘇北
2. 13 回教の話 (二) (回教徒の覚醒するま
で) 河瀬蘇北
2. 14 鮮僧豊山派寺院の住職となる 最弘尊
氏が東京府下で
2. 14 上海に布教所 本門仏立講の海外布教
2. 15 回教の話 (三) (回教徒の覚醒する
まで) 河瀬蘇北
2. 16 回教の話 (四) (回教徒の覚醒する
まで) 河瀬蘇北
2. 17 北京に建設する 人文研究所
2. 17 印度の女性 (一) 泉芳環
2. 17 帰朝者に印せる日本 (一) 長谷川良
信
2. 19 帰朝者に印せる日本 (二) 長谷川良
信
2. 19 回教の話 (五) (回教徒の覚醒する
まで) 河瀬蘇北
2. 19 農村救済と 海外移民の要件
2. 20 帰朝者に印せる日本 (三) 長谷川良
信
2. 20 回教の話 (六) (回教徒の覚醒する
まで) 河瀬蘇北
2. 21 印度の女性 (二) 泉芳環
2. 21 回教の話 (七) (回教徒の党醒する
まで) 河瀬蘇北
2. 22 印度の女性 (三) 泉芳環
2. 22 回教の話 (八) (回教徒の覚醒する
まで) 河瀬蘇北
2. 23 印度の女性 (四) 泉芳環
2. 24 朝鮮宗教現状 総督府の発表
2. 26 回教の話 九、 回教改革運動 河瀬蘇
北
2. 26 印度回教徒騒乱
2. 26 朝鮮に起った同民会 (運動の理想は
宗教的民族結合)
2. 26 「朝鮮仏教興隆運動は 一種の水平運
動である」 朝鮮仏教大会一行は語る
2. 26 ガバーン氏の消息
2. 27 官憲の暴行から 在阪鮮人の大同団結
(内鮮融和の前途程遠し)
2. 27 台湾の神社規則
2. 28 支那に於ける基教事情 (仏教徒は営
利事業を起せ)
2. 291回教の話(10) 復古革新の二運動 (上)
河瀬蘇北
1924. 2. 29　 仏教研究希望の　 支那滞在の米人が
宗教学者を訪問
2. 29　 鮮人懇談会　 李元錫氏の仏教講演
3. 1　 回教の話(11) 復古革新の二迎動 (下)
河瀬蘇北
3. 1　 内鮮融和促進演説会の　 開催を政府に
要求する (大阪戎橋の鮮人殴打事件
の結末)
3. 1　 西本願寺か　 台北に布教拡張
3. 2　 回教の話(12) 汎イスラ ムズム (上)
河瀬蘇北
3. 4　 回教の話(13) 汎イスラムズム (下)
河瀬蘇北




3. 5　 回教の話(14) 汎イスラムの成績　 河
瀬蘇北
3. 6　 回教の話(15) 回教革新の方向　 河瀬
蘇北
3. 6　 回教主の　 国外追放
3. 7　 回教教変の報を手にして ( 日本の宗
教家の考ふ可き事) 上　 河瀬蘇北
3. 8　 回教教変の報を手にして ( 日本の宗
教家の考ふ可き事) 下　 河瀬蘇北
3. 9　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (一) 文
学士　 中野義照
3. 9　 創造の精神 (一) ( タゴール氏の芸術
観) 長谷部隆諦
3. 11　 支那道院が　 伯林に支部を
3. 12　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (二) 文
学士　 中野義照
3. 14　 創造の精神 (二) ( タ ゴール氏の芸術
観) 長谷部隆諦
3. 14　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (三) 文
学士　 中野義照
3. 15　 創造の精神 (三) ( タ ゴール氏の芸術
観) 長谷部隆諦
3. 15　 ケ マ ル ・ パ シャ の　 宗教排斥策
3. 16　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (四) 文
学士　 中野義照
3. 18　 阿富汗特使　 プ氏の消息
3. 18　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (五) 文
学士　 中野義照
3. 19　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (六) 文
学士　 中野義照
3. 20　 愈具体化されて来た　 内鮮仏教徒の提
携　 十年計画で五百の鮮人布教師
3. 20　 ウパニシャッ ド全訳の完成 (七) 文
学士　 中野義照
3. 21　 朝鮮と仏教





3. 29 高野山に三ヶ年を過す 喇碗僧十五名
の来朝
4. 1 日本喇啼僧入洛
4. 3 蒙古文化の先駆者 留学喇碗僧の使命
4. 3 入洛中の喇碗僧一行
4. 5 朝鮮人取締に関し 当局の反省を促す
崔善鳴氏の東上
4. 5 千年間宗教的につながれた 蒙古人の
日本礼讃
4. 6 印度の宗教、 学術、 政治 在カルカ ッ
タ 木村龍寛
4. 6 喇喩僧東京着
4. 8 留学喇碗僧 四日午前東京駅着
4. 9 朝鮮より
4. 10 関西朝鮮人連盟委貝 札弾書を提出
4. 10 「如来の使者」 を迎へんとする 支那
仏教徒の歓喜 国禁の密教再興
4. 11 喇綸留学生 各省を歴訪
4. 13 国際的運動と もいふべき 海外殖民研
究団起る 同志社の学生が発起
4. 13 朝鮮片々
4. 15 上海に於ける 基教同盟大会 列国も
大会の成行を注目
4. 16 日支印三大国民の提携 詩聖タゴール
氏の来遊
4. 16 大連に創設の 学芸大学
4. 19 台湾で優勢な 長老教会 名実伴はぬ
会衆教会
4. 20 大阪児童愛護定期運動と 国際的愛護
会を青島に
4. 22 蒙古全土に勢力を扶殖して 労股露西
亜と接触せんとする 活仏と提携する
大本 我が国知名の政治家も関係
4. 25 支那慮山世界仏教大会に 高楠博士と
佐伯管長を派遣?
4. 25 蒙古留学僧 各宗教養割宛
4. 27 攻学熱の高い 大阪鮮人夜学校
4. 27 七里恒順師と 朝鮮の教科書
5. 11 日印学界連絡の為に カルカ ッタ大学
教授 木村龍寛氏談
5. 11 米国の排日法案と 朝鮮の基督信徒
5. 15 カルカ ッタ大学より 京大に書籍寄贈
5. 16 タゴール翁 愈よ六月来朝
5. 17 日下開催裡にある 支那基督教連盟大
会 協議事項の内容
5. 17 蒙僧と補助金
5. 17 佐伯定胤氏の 満鮮旅行
5. 17 朝鮮仏教大会 副会長総務東上













6. 18 哲人タゴールよ (下) 長谷部隆諦
6. 18 日本国民に期待をかけて タ ゴール翁
の講演要旨
6. 18 「女性は蓮華の如くあれ ! 」 女専に於
けるタ ゴール翁の講演
6. 18 中外日報を 手にした夕翁 「オオ愛
すべき新聞 ! 」
6. 19 或筋の手が動いてか 蒙古学僧突如帰
国
6. 20 朝鮮仏教の興隆
6. 20 古代朝鮮の文化 文学博士 松本文三
郎
6. 20 朝鮮と考古学 文学博士 浜田耕作
6. 20 現代朝鮮仏教の大観 (上) 教務院、
仏教大会、 其他の教勢 神谷宗一
6. 20 朝鮮仏教興隆の曙光 「争闘は革新の
声也」
6. 20 仏教を羅麗の盛時に (朝鮮一僧の告
白と決心)
6. 20 松竹キネマの新しい試み 日鮮融和劇
6. 20 朝鮮禅学院
6. 20 朝鮮の 僧侶と役人へ 京都仏教護国
団長 大西良慶
6. 20 朝鮮の名物 大蔵経と梵鐘 龍谷大学
教授 禿氏裕祥
6. 20 蒙古僧の帰国と 仏連への非難
6. 20 渡鮮管長の教化と 観光団組織の希望
6. 20 朝鮮教況
6. 20 朝鮮片々
6. 20 朝鮮号を賛す 中外出版株式会社 長々
土岐償
6. 20 朝鮮を一巡して 法隆寺貫首 佐伯定
胤
6. 20 京城向上会館の 事業及び将来 (上)
向上会館主幹 青森徳英
6. 21 タゴール翁 車中談 (上) 宇津木二
秀
6. 21 喇碗僧一行の 帰国事情
6. 22 タゴール翁 車中談 (下) 宇津木二
秀
6. 24 京城向上会館の事業及び将来 (下) 向
上会館主幹 青森徳英
6. 28 朝鮮と考古学 文学博士 浜田耕作
6. 28 油頭より (上) 小林雨峰
6. 28 京都女専を訪れて 日支親善を叫んだ
広東学生赴日団
6. 29 佐伯、 木村両氏の 支那漫遊旅程
7. 1 日印学界の交渉拓けん 明二日関係者
の会合で決定
7. 1 日華学術界の親和に 相互研究機関の
設立 大谷大学の新しい東洋研究
7. 1 横田氏の台湾入り
7. 1 油頭より (中) 小林雨峰
7. 2 台南布教所寄宿舎
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1924. 5. 23 同志社で 夕翁の講演を 海外殖民研
究団が交渉
5. 24 大連市に湧出した 聖徳街太子待ち
その講演に又夢殿か建つ
5. 24 満鮮に於ける 佐伯法隆貫首 恵慈法
師が還つだと喜ばる
5. 25 三百年間埋れてゐた 公教村の復興を
計る ピーロース宣教師 (上)
5. 25 共進会の観がある 間島の宗教状態
5. 25 編めの暗爾賓 藤岡了淳
5. 27 三百年間埋れてゐた 公教村の復興を
計る ピーロース宣教師 (下)
5. 27 南洋の原始神 道と宗教研究
5. 28 夕翁の東洋旅行と使命 特に日本来朝
に就いて 桜井義肇氏談
5. 28 タゴール翁の 問題小説 コーラの邦
訳成らん
5. 28 黄堕管長渡支後援会
5. 28 満鮮は松浦百英 氏に変更さる
5. 29 支那で崇った 詩聖タ ゴール
5. 31 朝鮮より
5. 31 盧山に於ける 仏教徒大会に就て (上)
漢口にて 清原賓全
6. 1 蒙古学僧の教養は 下手をすると飛ん
だ失敗をする 寺本婉雅氏談
6. 1 喇碗僧の行方 遠からず各宗に配置
6. 1 支那基教界の諸問題 再び来朝した
ウィ ッテ博士談
6. 3 日支印連合で 夕翁歓迎会
6. 3 盧山に於ける 仏教徒大会に就て (下で)
漢口にて 清原賓全
6. 5 宗教詩人と しての タゴール (上)
金子白夢
6. 5 夕翁招待に 谷大の奔走
6. 5 大阪内鮮協和会発式
6. 6 宗教詩人と しての タゴール ( 中)
金子白夢
6. 7 宗教詩人と しての タゴール (下)
金子白夢
6. 7 夕翁の旅程
6. 8 印度の明珠 タゴオル翁 (上) 福永
勇賢
6. 10 盧山仏教大会に 木村博士出席 権田
氏にも出席方交渉
6. 11 仏連、 谷、 龍両大学連合で 夕翁歓迎
を
6. 11 佐伯定胤氏帰山
6. 12 最近土耳古に於ける 親日熱
6. 12 同志社で も 夕翁講演か
6. 14 印度の明珠 タゴオル翁 (下) 福永
勇賢









7。 2　 油頭よ り (下) 小林雨峰
7. 3　 西本樺太教区講習





7. 13　 シベリア布教の先駆者　 日持上人の記
念堂　 を樺太阿幸港に建立
7. 13　 支那唯一の阿闇梨　 明年来朝すべく準
備
7. 19　 盧山を下りて (一) (慧遠の墓に詣づ
るの記) 大屋徳城
7. 19　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (一)
- サー、 アシユ トーシユ博士一　 印
度カルカッタ大学講師　 木村龍寛
7. 20　 盧山を下りて (二) (慧遠の墓に詣づ
るの記) 大屋徳城
7. 20　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (二)
- サ 、ー アシユ トーシユ博士一　 印
度カルカ ッタ大学講師　 木村龍寛
7. 23　 内鮮融和と　 大阪府市
7. 23　 盧山を下りて (三) (慧遠の墓に詣づ
るの記) 大屋徳城
7. 24　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (三)
- サー、 アシユ トーシユ博士一　 印
度カルカッタ大学講師　 木村龍寛
7. 24　 主計監か得度 して　 間島に開教
7. 24　 盧山を下りて (四) (慧遠の墓に詣づ
るの記) 大屋徳城
7. 25　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (四)
- サ 、ー アシユ トーシユ博士一　 印
度カルカッタ大学講師　 木村龍寛
7. 25　 大阪内鮮協和会近情
7. 26　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (五)
- サ 、ー アシユ トーシユ博士一　 印
度カルカッタ大学講師　 木村龍寛
7. 26　 日支親善の上に好結果　 を廊ら した密
教徒の渡支
7. 26　 佐伯木村両代表　 天津歓迎会
7. 27　 支那の仏教研究熱と　 期待さるる両国
仏教徒の接触　 小林正盛氏の帰朝談
7. 27　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (六)
- サ 、ー アシユ トーシユ博士一　 印
度カルカッタ大学講師　 木村龍寛
7. 29　 印度に於ける　 仏教再興の偉勲者 (七)






8。 8 木津無庵氏の　 満蒙移民に就て 在満
三宅生
8. 9 日支仏教徒の握手 佐伯貫主木村博士
一行の成功
8. 9　 支那の大水害救助と　 日華仏教徒の運
勣
8. 9 新羅の古都より (上)
8. 10 虐殺鮮人の追悼 を盛んにせよ
8. 10　 新羅の古都よ り (下)
8. 12 民族無色種同 盟会設立さる
8. 12　 日支仏教提携と　 布教権問題
8. 12 釜山よ り
8. 12　 朝鮮に於ける　 龍大の教員資格
8. 13 釜山瞥見
8. 15　 支那水害救済に 寛乎たる仏連
8. 16　 日支親和と仏教
8. 21 ・　 亜細亜意識と　 産業振興から 日支親
善の　 第一歩を印する 大商会の支那
語講習
8. 21　 大谷大学へ来る アジアンタの壁画
8. 21　 大阪救世軍か 鮮人に日語教授
8. 22 来阪鮮人の激増 と共同宿泊所
8. 22 東本台北別院の　 全島布教所計画
8. 24　 朝鮮雑記　 梅原真隆
8. 24 日支親善と本邦禅林の新傾向 祖跡巡
礼から支那研究
8. 27　 朝鮮衡平社に就いて (上) 喜田貞吉
氏 (談)
8. 28 朝鮮衡平社に就いて (下) 喜田貞吉
氏 (談)
8. 28 朝鮮の日校宣伝
8. 29　 想起せよ一年前の大震災 芝増上寺で
挙行する 罹災鮮人追悼
8. 31 朝鮮雑記 (二) 梅原真隆
8. 31 内鮮融和と宗教家 宗教は民族意識を
超越し得るか
8. 31　 常磐博士の渡支 第四回目の仏跡調査
9. 2 支那政府に交渉して 満蒙文蔵経出版
9. 4　 朝鮮雑記　 梅原真隆
9. 4 大阪仏教団の 民国僧歓迎準備
9. 5 朝鮮雑記 (四) 梅原真隆
9. 5　 京城に太子堂を建立し 大乗主義で内
鮮融和を
9. 6　 京浜震災追悼会に 支那僧来朝の事情
一行は禅僧三分台僧一分
9. 6 水野梅暁氏 支那専門の雑誌計画
9. 7　 口本学界に初めて発表される 支那泥
像の研究 (漢、 唐の宗教研究に新し
い資料)
9. 7　 仏教の日華提携は　 将来を祝福されて
居る　 法相宗管長 佐伯定胤氏談
9. 7　 隠れたる学究徒により　 印度仏教史地
図成る　 著者は洞宗所属の一雲水
9. 9　 来朝中の支那僧こそ　 支那仏教の代表
者だ　 と五島朝太郎氏の紹介




























9. 12 日支親善の第一は 仏教徒の提携に限
る 油頭領事から外務省へ報告
9. 12 渡日支那僧一行
9. 12 朝鮮管理教会の 南北合併問題
9. 16 朝鮮雑記 (五) 梅原真隆
9. 16 日印学術交渉 と木村氏の奔走
9. 16 民国僧一行の 震災追悼法要 並に仏
述の歓迎会
9. 17 日支の仏教徒
9. 17 朝鮮雑記 (六) 梅原真隆
9. 17 印度回教徒動乱
9. 18 大本教の 海外宣伝部
9. 18 台北に於ける 青年教家活動
9. 21 朝鮮雑記 (七) 梅原真隆
9. 21 帰った筈の支那僧が 神戸で終日の法
楽 法式は全然黄柴のそれと同じ
9. 21 最早姑息の手段を許さぬ 在阪鮮人の
窮状
9. 25 朝鮮の教化
9. 26 支那潮安県 瀧頂修行に就て 権田雷
斧
9. 26 谷大のア ジア ンタ壁画 模写した井上
利正氏談
9. 28 張作霖の皇天祈願と 国王の超宗教的
信念 趣味ある狩野博士の談
9. 28 渡来朝鮮同胞に 暖かき眠りを与へよ
(上)
9. 30 支那布教権問題に 新しい希望と念願
9. 30 渡来朝鮮同胞に 曖かき眠りを与へよ
(下)
9. 30 朝鮮仏教大会懇談会
9. 30 阿部恵水氏 支那視察
9. 30 日蓮宗の蒙古留学生
10. 3 樺太の宗教事情 洞宗教学部長 佐川
玄邨氏
10. 5 朝鮮仏教大会 内鮮懇談会
10. 12 支那仏教徒の折角の芳志を 東京市が
すげな く 断る 苦心の大梵鐘が宙に迷
ふ
10. 12 下岡政務総監と 仏教朝鮮大会
10. 15 支那仏教徒寄贈の梵鐘は 「市では永
久に吊らぬ」 対外的に面倒な問題起
るか
10. 15 ハルビン名物の 露国寺院恐慌
10. 17 支那奉直戦で 宣教師大弱り
10. 17 佐伯僧正木村博士慰労会
10. 19 支那寄贈の梵鐘拒絶を 仏連で問題と
する
10. 19 益 増々える 鮮人労働者 漸次窮迫の
度高まる
10. 19 朝鮮仏教大会の 財団企図経過
10. 20 支那のバハイ教 紅1字教と誤り伝へ












生死の幔幕(1) (印度神話) シエ ン
キエ ウイチ作　 高田集蔵訳






10. 30 生死の幔幕(2) (印度神話) シエ ン
キエ ウイチ作 高田集蔵訳
10. 31 生死の幔幕(3) (印度神話) シエ ン
キエ ウイチ作 高田集蔵訳
10. 31 玄井と蓮如を 新し く観させる 今年
の京都大蔵会
10. 31 青島に慈党大師 の記念碑建設
10. 31 台北別院報恩講
10. 31 朝鮮人保護少年 宿泊所で保護す る
こと に決定
10. 31 印度仏教の再興者 ザー ・ ア シュ トー
シュ逝 く
10. 31 支那動乱と仏心 寺本婉雅氏日く
10. 31 日印学界連絡のため 力大学へ日本仏
教書寄贈
10. 31 宗教局で開かれた 朝鮮仏教 の後援
協議
10. 31 木村龍寛氏の 渡印送別会
11. 2 生死の幔幕(4) (印度神話) シエ ン
キエ ウイチ作 高田集蔵訳
11. 2 詩人の宗教 (三) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 4 印度の救主 (一) 鈴木大拙
11. 4 詩人の宗教 (四) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 4 支那仏教徒寄贈梵鐘 を東京市拒絶は
誂傅 ( ? )
11. 5 印度の救主 (二) 鈴木大拙
11. 5 詩人の宗教 (五) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 6 印度の救主 (三) 鈴木大拙
11. 6 詩人の宗教 (六) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 7 印度の救主 (四) 鈴木大拙
11. 7 詩人の宗教 (七) ( タゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 7 回教の話 (上) 回教行者 公文直治
郎氏談
11. 8 印度の救主 (五) 鈴木大拙
11. 8 詩人の宗教 (八) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 8 回教の話 (中) 回教行者 公文直治
郎氏談







1924. 11. 9　 未だ疑問が充分にある　 支那寄贈梵鐘
問題　 一井上東京公園課長の言明-
11. 9　 内鮮融和の機関　 京都協助会成立
11. 9　 回教の話 (下) 回教行者　 公文直治
郎氏談
11. 9　 表面頓挫の形にある　 印度スワラ ジ迎
動
11. 9　 大連より　 阿部恵水
11. 9　 ア ジャ ンタ壁画の　 展覧と講演
11. 11　 五千三百万の被圧迫者を　 救済した印
度のガンヂー
11. 11　 二人龍樹説の誤謬　 三、 四、 龍谷大
学教授　 羽渓了諦
11. 12　 二人龍樹説の誤謬　 五 龍谷大学教授
羽渓了諦
11. 12　 朝鮮学生の　 寄宿舎計画
11. 13　 二人龍樹説の誤謬　 六 龍谷大学教授
羽渓了諦
11. 13 「国家の為」 「東洋の為」 と言ふ　 日支
親善と宗教家
11. 14　 二人龍樹説の誤謬　 七 龍谷大学教授
羽渓了諦
11. 14　 詩人の宗教 (八) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 14　 京城帝大の　 法文学部
11. 14　 回教徒の漸減と　 民族運動
11. 14　 龍樹問題について　 井上右近
11. 15　 二人龍樹説の誤謬　 八 龍谷大学教授
羽渓了諦
11. 15　 詩人の宗教 (十) ( タ ゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 15　 失業鮮人救済　 融和会の奔走
11. 15　 第十回大蔵会出陳の　 宋版蔵経の摺工
及天竺図 (上) 藤堂祐範
11. 16　 詩人の宗教 (十一) ( タゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 16　 緬句独立運動の火の手は　 先づ仏教の
僧団から (十月八日　 ラ ングーン発
特報)
11. 16　 第十回大蔵会出陳の　 宋版蔵経の摺工
及天竺図 (下) 藤堂祐範
11. 18　 詩人の宗教 (十二) ( タゴオル翁の説)
長谷部隆諦
11. 18　 緬旬独立運動の火の手は　 先づ仏教の
僧団から (承前) (十月八日　 ラ ングー
ン発特報)
11. 18　 印度回教徒の　 戦勝祈祷式
11. 19　 詩人の宗教 (十三) ( タゴオル翁の説)
長谷部隆諦




11. 20　 印度史譚羅摩乗の梗概 (一) 長谷部
隆諦
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11. 21 印度史譚羅摩乗の梗概 ( 二) 長谷部
隆諦
11. 22 東亜仏教大会の経費を 政府と実業家
に要求せよ 某政治家談
11. 22 印度史譚羅摩乗の梗概 (三) 長谷部
隆諦
11. 23 東亜仏教大会の内容 割り込み運動屋
の警戒
11. 23 印度史譚羅摩乗の梗概 ( 四) 長谷部
隆諦
11. 25 印度史譚羅摩乗の梗概 (五) 長谷部
隆諦
11. 26 内鮮親善に努力 を決議した全国教育
大会
11. 26 印度史譚羅摩乗の梗概 (六) 長谷部
隆諦
11. 27 極東の国総てを耶蘇へ 旧教の 「極東
改宗の祈祷会」
11. 27 印度史譚羅摩乗の梗概 (七) 長谷部
隆諦
11. 28 東亜仏教大会と 朝鮮仏大会後援決る
(仏迎幹事総会第一口)
11. 28 在京仏教朝鮮学生 凡て三十名その一
割は苦学生
11. 28 印度史譚羅摩乗の梗概 (八) 長谷部
隆諦
11. 28 施樹龍猛 研究家に対して 井上右近
11. 28 コブラ とモ ングスの恋 ガンヂーの断
食苦行より 真の協同成るまで (上)
桜井義肇氏談
11. 29 印度史譚羅摩乗の梗概 (九) 長谷部
隆諦
11. 29 コブラ とモ ングスの恋 ガンヂーの断
食苦行より 真の協同成るまで ( 中)
檀井義肇氏談
11. 29 在京鮮人労働者の思想 (仏教朝鮮協会
の調査に依る)
11. 30 龍樹の梵名に就て (上) 文学博士
萩原雲来
11. 30 印度史譚羅摩乗の梗概 (十) 長谷部
隆諦
11. 30 コブラ とモ ングスの恋 ガンヂーの断
食苦行より 真の協同成るまで (下)
摺井義肇氏談
12. 2 印度史譚羅摩乗の梗概 (十一) 長谷
部隆諦
12. 2 ガンヂー断食前後よ り 十二月囚民議
前会へ (上) 樫井義肇氏談
12. 2 龍樹の梵名に就て (下) 文学博士
萩原雲来
12. 2 タゴール翁病む





12. 13　 内鮮協和会の　 木津協同宿泊所
12. 14　 対支教育施設　 欧米諸国と我国 の施
設の相違
12. 14　 印度史譚羅摩乗の梗概 (廿二) 長谷
部隆諦
12. 16　 印度史譚羅摩乗の梗概 (廿三) 長谷
部隆諦
12. 16　 印度回教徒を中心に (上) 一土耳古
革命に就て-
12. 17　 印度史譚羅摩乗の梗概 (廿四) 長谷
部隆諦
12. 17　 朝鮮仏教大会に望む　 下岡政務総監の
演説
12. 17　 感謝と希望に燃えた　 朝鮮仏教大会の
集り
12. 18　 再び龍樹に就て (上) 文学博士　 萩
原雲来
12. 18　 印度史譚 「羅摩乗の冒険」 (廿五) 長
谷部隆諦
12. 18　 印度回教徒を中心に ( 中) 一土耳古
革命に就て-
12. 19　 再び龍樹に就て (下) 文学博士　 萩
原雲来
12. 19　 短所を裸出した　 開教区の仏教寺院
浄宗支那教区長語る
12. 19　 印度史譚 「羅摩乗の冒険」 (廿六) 長
谷部隆諦
12. 19　 印度回教徒を中心に (下) 一土耳古
革命に就て-
12. 20　 印度史譚 「羅摩乗の冒険」 (廿七) 長
谷部隆諦
12. 21　 印度史譚 「羅摩の冒険」 (廿八) 長谷
部隆諦
12. 21　 回教徒中心で　 欧州の国際的注意を惹
起した　 モロ ッコ問題
12. 23　 印度史譚 「羅摩の冒険」 (廿九) 長谷
部隆諦
12. 24　 印度史譚 「羅摩の冒険」 (三十) 長谷
部隆諦
12. 24　 朝鮮に本能寺別院
12. 27　 東亜仏教大会と　 印度方面の交渉
1925. 1. 1　 真如法親王の記念碑を　 新嘉披に建つ
るの議　 文学博士 新村出
1. 6　 法親王の記念碑建設に　 寄付金を募集
せよ
1. 8　 新龍樹伝研究の批評に就て (一) 寺
本婉雅
1. 9　 新龍樹伝研究の批評に就て (三) 寺
本婉雅
1. 9　 回教国との交誼は　 日本人の思想に変
化を与へん
1. 9　 朝鮮基教徒の　 一斉独立宣言
1. 10　 新龍樹伝研究の批評に就て (四) 寺
本婉雅
1. 10　 真如法親王の建碑は　 英国の軍国主義
に対 して も　 重大な意義を有す
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
会 改暦早々招待状を発送
1924. 12. 3 印度史譚羅摩乗の梗概 (十二) 長谷
部隆諦
12. 3 ガンヂー断食前後より　 十二月国民議
前会へ (下) 楼井義肇氏談
12. 4 新龍樹伝の研究に就て (一) 大谷大
学教授　 寺本婉雅
12. 4 印度史譚羅摩乗の梗概 (十三) 長谷
部隆諦
12. 4 所謂スワラヂ党に就て (一) (ガンヂ
イズムの分派)
12. 5 新龍樹伝の研究に就て (二) 大谷大
学教授　 寺本婉雅
12. 5 満鮮地方の金石文 (上) 船橋水哉
12. 5　 満鮮拓本展観
12. 5 印度史譚羅摩乗の梗概 (十四) 長谷
部隆諦
12. 5 所謂スワラヂ党に就て (二) (ガンヂ
イズムの分派)
12. 6 新龍樹伝の研究に就て (三) 大谷大
学教授　 寺本婉雅
12. 6 満鮮地方の金石文 (下) 船橋水哉
12. 6　 印度史譚羅摩乗の梗概 (十五) 長谷
部隆諦
12. 6　 所謂スワラヂ党に就て (三) (ガンヂ
イズムの分派)
12. 7　 新龍樹伝の研究に就て (四) 大谷大
学教授　 寺本婉雅
12. 7　 印度史譚羅摩乗の梗概 (十六) 長谷
部隆諦
12. 7　 所謂スワラヂ党に就て (四) ‘(ガンヂ
イズムの分派)
12. 9　 新龍樹伝の研究に就て (五) 大谷大
学教授 寺本婉雅
12. 9　 印度史譚羅摩乗の梗概 (十七) 長谷
部隆諦
12. 9　 所謂スワラヂ党に就て (五) (ガンヂ
イズムの分派)
12. 10　 印度史譚羅摩乗の梗概 (十八) 長谷
部隆諦
12. 10 所謂スワラヂ党に就て (六) (ガンヂ
イズムの分派)
12. 10　 内鮮融和は 民衆の努力次第
12. 11 新龍樹伝の研究に就て (六) 大谷大
学教授　 寺本婉雅
12. 11 満鮮地方の塔　 船橋水哉
12. 11　 印度史譚羅摩乗の梗概 (十九) 長谷
部隆諦
12. 12　 新龍樹伝の研究に就て (七) 大谷大
学教授 寺本婉雅
12. 12　 印度史譚羅摩乗の梗概 (二十) 長谷
部隆諦
12. 13 新龍樹伝の研究に就て (八) 大谷大
学教授　 寺本婉雅






1925. 1。20 華鮮人学生労 働者の慰安会
1. 21 龍樹問題につき 寺本君の妄を埓ず
(二) 文学博士 萩原雲来
1. 21 壮気苦節の求法者 真如法親王
1. 21 千載の今と昔を語る 支那仏教と天平
仏教 支那仏教の特色を語る 唐招提
寺 北川智海氏
1. 21 年齢わづか二十四歳にして 支那仏教
界の第一線に起つ 精進主義の顕蔭芳
志を訪れて (下)
1. 21 神戸の仏教児童協会が 東亜児童大会
を開く 一二月中旬湊馬聚楽館で-
1. 22 龍樹問題につき 寺本君の妄を抑ず
(三) 文学博士 萩原雲来
1. 22 真如法親王建碑問題 英華先づ立つ可
し 宗教局長 下村壽一氏談
1. 23 龍樹問題につき 寺本君の妄を埓ず
(四) 文学博士 萩原雲来
1. 23 第一回の国際仏教大会を記念に 本邦
唯一の訳経者 這仙三蔵毒殺地に建碑
せ よ
1. 23 日露条約 愈 成々立調印
1. 23 日露協約調印と教界
1. 23 累鴻銘に寄す (一) 岡田播陽
1. 24 支那政治の目に映じた 宗教熱の二方
面の原囚
1. 24 朝鮮普天教と大本教 ここにも亦握手
か成立 したと
1. 24 朝鮮人の伊勢団参
1. 25 日露交渉の成立と 西伯利の布教 太
田党眠
1. 25 十数年前達頼喇綸と共に 三蔵遺跡の
探索 寺本教授の懐旧談
1. 25 ボ ンベ イ か ら 仏跡巡礼の一(1) 成瀬
賢秀
1. 25 皐鴻銘に寄す (二) 岡田播陽
1. 27 ボ ンベイから 仏跡巡礼の一(2) 成瀬
賢秀
1. 28 ボ ンベ イ か ら 仏跡巡礼の一(3) 成瀬
賢秀
1. 28 日露交渉の成立と 西伯利の布教 (二)
太田覚眠
1. 28 事鴻銘に寄す (三) 岡田播陽
1. 28 台北よ り
1. 29 ボ ンベ イ か ら 仏跡巡礼の一(4) 成瀬
賢秀
1. 29 日露交渉の成立と 西伯利の布教 (三)
太田覚眠
1. 29 台湾の独立迎動と その反対運動 文
化協会と公益会
1. 29 海外彙報 エヂプ ト回教徒の党醒
1. 29 真如法親王記念碑と 新嘉披に就ての
考察 宮崎忍海
1. 29 事鴻銘に寄す (四) 岡田播陽
1. 30 事鴻銘に寄す (五) 岡田播陽
1. 31 東六高倉会館に 鮮人夜学校設置か
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1。11 紅l 宗教の近況
1. 11 大本と紅田字とは 遂に提携の可能な
きか ?
1. 11 世論漸 く起る 真如法親王建碑問題
一宮内省一仏迎一最近史-
1. 11 共食共倒の朝鮮人 哀話に満ちた彼等
の新年
1. 11 タゴール翁 再び来朝 四月東北大学
の招聘で
1. 11 新龍樹伝研究の批評に就て (五) 寺
本婉雅
1. 11 南洋の旅から 小谷光子
1. 13 真如法親王建碑問題 宮内省は何して
い る ? 一具体案の作成を熱望さる-
1. 13 世界情勢はますます 日印の提携親善
を要求 新陣容を張る日印協会
1. 13 朝鮮間島に 無名の義人
1. 13 日本密教徒の観たる 龍樹菩薩伝 ( 1)
大山公淳
1. 14 真如法親王の 海外建碑に就て 高野
山 宮崎忍海
1. 14 日本密教徒の観たる 龍樹菩薩伝 ( 2)
大山公淳
1. 15 真如法親王建碑問題 その具体案は如
何
1. 15 朝鮮の三十一本山より 東亜仏教大会
に参加希望
1. 15 日本密教徒の観たる 龍樹菩薩伝 ( 3)
大山公淳 一
1. 16 真如法親王建碑問題 国民に徹底せし
めよ
1. 16 真如親王の記念事業につきて 文学博
士 新村出
1. 16 六百万の普天教徒か 内鮮融和運動
1. 16 「羅越国」 の位置如何 (真如法親王の
建碑問題について) 長谷部隆諦
1. 16 日本密教徒の観たる 龍樹菩薩伝 ( 4)
大山公淳
1. 17 壮気苦節の求法者 真如法親王 (一)
1. 17 密教研究で支那仏教の訣を補ひ 上海
に仏教復興運動
































1。31 事鴻銘に寄す (六) 岡田播陽
2. 1 真如法親王建碑問題 漸く実際運動を
其プラ ンは黒板博士が考案中
2. 3 漢訳蔵経による 仏伝紀日の疑問と
西蔵仏教の所伝
2. 4 真如法親王建碑問題 各方面に中心人
物 を作れと、 黒板文学博士談
2. 4 宗教排斥の トルコ政府 ギ リシヤ僧
正を追放す
2. 5 朝鮮三十一本山へ対し 仏連よ り正式
に回答
2. 6 東洋文化の融合を旗印に 日華中心の
趣味の集ひ




2. 10 大司教追放を中心に 土希国交愈々混
沌 猶太教徒も怒る
2. 13 土、 希問題に対して注意すべき 印度
回教徒の態度 一予想される英国の政
策-
2. 13 内鮮融和運動 大同団の活動
2. 13 真如親王建碑問題について 長谷部隆
諦
2. 14 日本の対支親善運動は 何故に効果な
きか (上) この鍛門は宗教家よ り外
に開く者はない 東亜同文書院の大津
院長は斯く語る
2. 14 土希国交は世界の平 和上と宗教の大
問題
2. 14 回教国の大連盟 回教徒大会に提案
2. 14 百万円の予算を もって 天理教外国語
学校の経営
2. 15 国際仏教大会の前景気 東渡西来諸祖
の事跡表彰や 東西大蔵会、 京都の支
那の集りな ど
2. 15 大西良慶氏と 朝鮮仏教界
2. 15 環爾氏の上海行
2. 17 朝鮮布教策は? 朝鮮人になり切った
巌氏
2. 17 日本の対支親善運動は 何故に効果な
きか (下) この鏃門は宗教家よ り外
に開く者はない 東亜同文書院の大津
院長は斯く語る
2. 18 鮮語を習って 外人教師の伝道
2. 18 東亜仏教大会 各部組織漸く成る
2. 19 亜弗利加宣教師の死
2. 19 西蔵仏教を研究する 支那仏教徒の新
計画
2. 19 京城仏青発会式
2. 20 海外通信 南亜弗利加の計画
2. 22 仏跡巡礼 (其二) 成瀬賢秀
2. 22 海外通信 印度の基教連盟



















2。26 朝鮮の普天教に就て (附、 日鮮融和
の主旨は他と異る)
2. 27 支那の土地買得問題に絡る経緯 百
五十万円の約手行衛 (下)
2. 27 朝鮮人の善いところ 悪いところ (下)
支那間島にて 上野興仁
2. 27 「回教徒は最早分散せず」 英国政策の
尻割れ
3. 1 印度其他を招待せぬ訳 東亜仏教大会
に就て 仏連の一幹部は語る
3. 1 朝鮮同盟の失業慰安の為め 慈善大講
演会
3. 3 支那に於ける猛烈なる 反基教運動に
就て (上) 在神戸 鮑振青
3. 4 支那に於ける猛烈なる 反基教運動に
就て (中) 在神戸 鮑振青
3. 5 支那に於ける猛烈なる 反基教運動に
就て (下) 在神戸 鮑振青
3. 5 大徳寺派管長を招いて 上海に日華僧
園の開堂
3. 5 鮮人女性の叫び 二千年来の旧慣打破
を叫ぶ 鮮人女性の同友会
3. 6 中華北京に来遊中の 西蔵バンチェ ン
喇碗を 東亜仏教大会に招待せよ と
某西蔵仏教通は斯 く語る
3. 7 支那布教権問題の絶望と 東亜仏大会
の注意点
3. 7 オ ン リ ー ・ ル ン ビ ンデー 一仏跡巡
礼記の一節一 成瀬賢秀
3. 8 オ ン リ ー ・ ル ン ピ ンデー 一仏跡巡
礼記の一節一 成瀬賢秀
3. 10 オ ン リ ー ・ ル ン ピ ンデー 一仏跡巡
礼記の一節一 成瀬賢秀
3. 10 第六回セイ ロン 仏教徒大会の模様
3. 13 支那に於ける 反基督教運動 (一)
河瀬蘇北
3. 13 仏教研究熱の旺盛な 支那南京の内学
院
3. 14 支那に於ける 反基督教運動 (二)
河瀬蘇北
3. 14 鮮人青年の 「離婚同盟会」
3. 15 支那に於ける 反基督教運動 (三)
河瀬蘇北
3. 15 老支那を物語る 真言の時局問題 委
員会は今度で決了




4。 1　 南洋から (二月四日夜九時半) 小谷
光子
4. 2　 莫如親王埋骨の地に就て (下) 山階
派管長　 和田大圓




4. 11　 神戸朝鮮労働同　 盟会組織成る
4. 15　 宗教伝道に　 ハルビンは有望
4. 16　 大本教宣伝の　 支那時文翻訳
4. 16　 芸術界に紹介する　 支那大洞石仏
4. 16　 世界宗教連盟の前提に　 亜細亜宗教
連盟の計画
4. 18　 西蔵学術界の権威デルケ版蔵経　 四千
余巻我国に到来　 ダライ ラマよ り遥々
多田氏へ　 欧米これを蔵する国未だ無
し
4. 19　 海外雑報　 ア ッ シ リヤ 将軍の演説
4. 19　 支那仏教の統一運動　 支那仏教の第一
者太虚氏の主張と運動
4. 19　 伊太利か好きになった　 タゴールの近
状
4. 19　 大同石仏大観に就て　 中井宗太郎
4. 21　 中国の名勝　 三段峡に大仏 を建立 し
よう との計画
4. 22　 台湾に綜合大学　 その予算一千万円
4. 22　 仏教朝鮮協会　 理事会協議事項
4. 22　 台北市の感化院　 西本願寺の事業
4. 22　 大谷光瑞　 明二十三日神戸着
4. 22　 尊由氏の朝鮮巡回　 六月中旬より約一
ヶ月
4. 23　 西蔵々経に就いて　 多田等観氏談
4. 24　 西蔵々経に就いて　 多田等観氏談
4. 24　 ハルビンの近況
4. 25　 西蔵々経に就いて　 多田等観氏談
4. 26　 西蔵々経に就いて　 多田等観氏談
4. 29　 支那からはるばる　 密教伝授をうけに
来る　 来月西下の権田雷斧氏を慕うて
4. 29　 印度夜話　 輪廻 (一) 渋川繁麿
4. 30　 青島紡績罷業　 事件に当面し 一部仏
教徒に
4. 30　 在東京朝鮮仏教学生か　 朝鮮暦で釈尊
降誕会を
4. 30　 印度夜話　 輪廻 (二) 渋川繁麿
4. 30　 陣容の整うた　 仏教朝鮮協会
4. 30　 支那全土に行はるる　 釈尊降誕会 =
今日か陰暦八日=
5. 1　 セオソヒー印度本部で　 創立五十年記
念大会　 来十二月各国から集って
5. 2　 朝鮮仏教大会の新留学生運動　 財団を
設定して学生を三種別に
5. 3　 印度夜話　 輪廻 (三) 渋川繁麿






















3。17 北京の大党精舎で 著述部を新設 諸
資料の蒐集を企つ
3. 18 支那に於ける 反基督教運動 (五)
河瀬蘇北
3. 18 神戸仏教児童協会主催の 東亜児童大
会近づく
3. 18 班禅喇喩北京入りの経緯 (上) 世界
外交界に興味ある問題
3. 19 支那に於ける 反基督教運動 (六)
河瀬蘇北
3. 19 班禅喇瞭北京入りの経緯 (中) 世界
外交界に興味ある問題
3. 19 日支親善や内鮮融和の為に 良通訳官
採用の急要
3. 20 支那に於ける 反基督教運動 (七)
河瀬蘇北
3. 20 班禅喇喩北京入りの経緯 (下) 世界
外交界に興味ある問題
& 20 支那仏教連合会設立運動 それと共に
仏教徒の社会的活動
3. 21 日露協商細則中の 宗教に関する事項
西本願寺より外務省へ交渉
3. 24 尾行付の 台湾視察 社会事業と社会
主義の間違ひ
3. 25 海外に注意を向け出した 支那仏教徒
の将来
3. 26 天理外語学校 陣容ほぽなる 授業は
四月十五日前後から






3. 28 宣教師の赤化運動と 朝鮮独立の大陰
謀 資金五十万弗の用意ありと琥す
3. 28 東亜自動大会に於ける 日華両国の交
歓詞
3. 29 ダージリン (仏跡巡礼の旅か ら) 成
瀬賢秀
3. 29 神戸の仏教徒に期待される 東亜民族
の連盟運動と 仏教会館建設熱 各宗
当局側も歓迎 してゐる
3. 31 年五万割以上の 金利になった土地
現在の状態はどうか ▽…鮮人と内地
人…△
















印度夜話　 輪廻 (四) 渋川繁麿
食人国の宗教と社会生活　 南洋旅行に
就き口口宇野教授談
印度夜話　 輪廻 (五) 渋川繁麿
北京より帰りて (上) 河口慧海氏語
る
北京よ り帰りて (下) 河口慧海氏語
る
印度夜話　 輪廻 (六) 渋川繁麿
西蔵班禅喇喩の来朝は　 到てい実現す















6. 4　 真如法親王の陵墓説に対し　 宮内省と
京都府か動 く 問題になってゐる円墳
形の小山に古い塔婆
6. 4　 北野越山貫主の　 満洲巡錫日程
6. 5　 安心してよからう 支那の排外運動と
今秋の東亜仏教大会
6. 6　 その日の座談会 (二) 支那学生の
憂国心と　 其の理想 文学博士 矢野
仁一
6. 6　 南洋統治領内の 産業と開教事業
6. 7　 大阪内鮮協和会彙報
6. 7　 日本組合協会　 朝鮮伝道記念日
6. 7　 朝鮮海印寺経版の研究 (一) (補版と
雑版に就て) 大屋徳城
6. 9　 プ氏の入洛
6. 10　 西本願寺から 上海へ慰問
6. 11　 亜富汗国王特使　 プ氏と語る
6. 11　 朝鮮海印寺経版の研究 (二) (補版と
雑版に就て) 大屋徳城
6. 13　 上海の暴動か崇って 途方に暮れてゐ
る水野氏　 梵鐘も気遣はれる…と仏連
幹部.
6. 14　 上海事件と 日本仏教徒 (一大反省を要
す)
6. 14　 動乱の真ッ最中の　 上海から帰って来
た　 松江萬壽寺 勝平大喜氏の入洛談
6. 14　 朝鮮海印寺経版の研究 (三) (補版と
雑版に就て) 大屋徳城
6. 16　 上海の暴動も知らぬ気に　 東亜僧園の
事業進む　 修道方法も経済組織も内地
の僧堂式
6. 16　 支那の雲水を連れて　 十字街頭にたつ
大徳の管長
6. 16　 気遣はれる　 水野氏の安否 梵鐘はや
はり来ない
6. 17　 宗教の上から東京仏女青と　 朝鮮婦人
との握手を (各地に出来る女青の支
部)
6. 18　 今度は北京の弘恩寺から　 名誉顧問に
推戴　 益々支那にもてる大徳管長
6. 18 「可驚この誤謬を如何に見る」 と　 中
華西蔵学者の詰問　 西蔵文法再度問題
とな る
6. 18　 朝鮮海印寺経版の研究 (四) (補版と
雑版に就て) 大屋徳城
6. 19　 揚げ足と り と見られて居る　 支那の西
蔵文典非難
6. 20　 洞宗の朝鮮開教
6. 20　 朝鮮視察の　 黄柴宗一行 新任師家も
渡鮮
6. 21　 今度は支那の西蔵学者に　 寺本氏から
一本参る
6. 21　 朝鮮海印寺経版の研究 (五) (補版 と
雑版に就て) 大屋徳城






5。21 海外思潮 南部亜弗利加 連合宣教運
動
5. 21 住宅周旋に専注する 大阪内鮮相助会
5. 23 チーホン大僧正の遺言 (上) 暗爾賓
東本願寺 藤洋宏澄
5. 24 組織的にな って行く 支那の非基教大
同盟
5. 26 朝鮮仏教談の 留学生入京
5. 27 支那仏教徒から寄贈の 梵鐘いよいよ
来る
5. 27 東亜仏教大会準備
5. 28 上海の東亜僧園 日華仏教徒の提携か
ら 更に印度仏教徒の握手
5. 28 来月下旬上海から 留学僧十名来朝
5. 28 実質的な傾向を有する 東亜仏教徒大
会
5. 28 支那仏教史跡 第一巻が出た
5. 28 北陸山中深く身を秘して 西蔵蔵経を
翻訳 文典の事業も完成
5. 28 チーホン大僧正の遺言 (下) 暗爾賓
東本願寺 藤洋宏澄
5. 30 東亜仏教徒大会の経緯と 日本仏徒へ
の希望
5. 31 印度ガンダーラの彫刻 (上) 文学博
士 浜田青陵
6. 2 パラオに布教所 (帝国南洋庁か応援)
6. 4 印度ガンダーラの彫刻 (下) 文学博
士 浜田青陵








1925. 6。23 支那暴動と 基督教 育々
6. 25 朝鮮海印寺経版の研究 (六) (補版と
雑版に就て) 大屋徳城
6. 28 大阪府下の 鮮人来還実勢
6. 28 支那仏教史跡調査の困難 (上) 大塩
毒山
6. 30 支那問題に 日本労働組合評議会声明
書
7. 1 支那古柴林に拝塔して 黄柴宗管長一
行帰る 北京の排外運動は猛烈だった
7. 2 支那仏教史跡調査の困難 (下) 大塩
毒山
7. 5 朝鮮仏教界の醜状 = 通度寺の住持問
題 海印寺の財物素乱=
7. 5 ジャガタラの獄門首 小谷光子
7. 5 数字の上から見た 在阪朝鮮人の生活
相
7. 7 マハ ト マ ・ ガ ンヂーが 釈尊降誕会を
司宰 詐偽と虚妄とを脱 して愛と 真
実との黎明期を迎へん
7. 8 支那雲水の先発隊 突然学生団に遮ら
る 近く大阪と黄柴に寄って入洛 ?
7. 9 景教碑を建てた ゴ夫人生前の研究
= 達磨大師は基督の聖 トマス = (基
督教から見たゴル トン夫人)
7. 9 数字の上から見た 在阪朝鮮人の生活
相 (承前)
7. 10 なぜ米国宗教家を招かぬと 東亜仏教
大会への注文 シャーウッ ド女史より
7. 10 支那雲水来る 七日神戸入港の春洋丸
で
7. 10 支那問題講演
7. 11 支那の排外運動 (上) (その根抵をな
す思想) 法学博士 末廣重雄
7. 11 中華仏教徒との 打合せも了えて 梅
暁氏近 く帰京
7. 12 支那の排外運動 (中) (その根抵をな
す思想) 法学博士 末廣重雄
7. 12 海外に四つの 開教監督部 京本願寺
の新企画
7. 14 支那の排外運動 (下) (その根抵をな
す思想) 法学博士 末廣重雄
7. 14 西本台湾教区の 教学財団設立
7. 15 シャム皇族の 西本願寺参拝
7. 17 上海問題と 日本仏教徒 その態度を遺
憾とされる
7. 19 支那服を着て 支那語学生の行商
7. 19 大なる期待と満足を以て 支那仏教徒
に迎え られた 東亜仏教大会 水野梅
暁氏帰来談
7. 19 失業鮮人の一傾向と 大阪内鮮協和会
7. 19 支那仏教徒寄贈の 追悼大梵鐘 暴動
の止み次第発送









7. 23 支那に於ける宗教史跡 (上) 伊藤忠
太博士談
7. 24 支那に於ける宗教史跡 (下) 伊藤忠
太博士談
7. 26 「惨苦に浸る朝鮮同胞を救へ」 東都の
仏教徒起つ 教界に先鞭を着けた三団
体
7. 26 その日の座談会 ジャガ タ ラ 文書そ
の他 波田博士の土産談
7. 27 お手のものの書画を どっさ り抱え込
む 支那仏教徒の乗気 講演の原稿も
送って来る
7. 27 朝鮮の大水害に 教徒仏護も起つ
7. 29 上海事件と基督教 民国人の国民的自
覚
7. 29 ・ 東亜仏教大会 支那僧見学日程
7. 29 在支班禅喇碗 五豪山へ避暑
8. 1 之はとんだ間違ひ 鮮僧巌さんか 大
学の教授になる等と
8. 1 中華仏教連合会簡章
8. 1 疑問視されてゐる 支那嘉魚県 知事
の書簡 内容は仏教図書寄贈の交渉
8. 6 正教会と天主教会か ハルビンで合同
運動 二派に別れて大騒動
8. 6 洋行し度いのも山々だが 隣邦の支那
へ行き度い と一道重縁山氏の気の多
さ
8. 6 朝鮮人問題に関し 大計画を立る 神
仏信順会
8. 7 支那問題講演 教徒仏護仏連主催
8. 8 早く も東亜仏教大会へ 出席を申込ん
で来た 北京内学院の尹氏
8. 9. 支那仏教徒遠来の労を慰すべく 日支
仏教関係の古書画展
8. 9 日華印協会の映画 純益は朝鮮水害援
助費に
8. 9 西蔵内乱 英国の策か 喇婉教国独立
運動 ’は今に始めぬこと
8. 9 教徒仏護団と 鮮僧見学団
8. 13 朝鮮本山の 住持戦 問題は普選から
制限選への逆転
8. 13 「全く宗教的な 内鮮融和」 朝鮮仏教
団の京都 奈良仏教巡礼団
8. 14 日支仏教徒提携の為に 「東亜の合掌」
創刊
8. 14 仁和寺門跡か 支那僧の追悼
8. 15 勝手の違った支那仏教 僧尼八十万、
宗名を異にする八宗
8. 15 在印ペルシャ教 徒の本国に於ける
復興運動 十四名の委員 本土に向け
出発
8. 15 非常に成績のいい 東京仏教徒の 朝
鮮水害義損
8. 16 東京の常任幹事か専任で 東亜仏教大
会の準備 支那から出席申込既に十数





















9. 18　 朝鮮仏教団の　 朝鮮水害救助
9. 18　 朝鮮仏教団宣伝
9. 19　 真如法親王の殉教地に　 記念碑樹立は
可能なり　 藤井草宣
9. 19　 仏教朝鮮協会理事会
9. 19　 支那仏教徒の好む　 南禅の境致、 建物
宗務本所は尚考慮中
9. 20　 東亜仏教大会　 地方日程略定
9. 20　 東亜大会と神戸
9. 20　 民族の心に　 触るる道 (下) 一回教
研究者の出現一　 藤井草宣
9. 23　 近く その二を印成する 「支那仏教史
跡」
9. 27　 世界的仏教運動の発生を　 使命と して
組織された　 アジヤ仏教伝道会 阿育
王の精神を継承して　 ビルマ ・ マ ンダ
レー市に
9. 30　 日支留学生の訓練の為に　 京都にも東
亜僧園　 之が経営には勝平大喜氏を
9. 30　 組合教会派の　 南洋伝道努力 政府は
六千円補助増額
9. 30　 叡山横川の二僧正が　 支那天台に拝塔
10. 1　 印光法師が大総統に起ったら　 支那は
必ず安定する　 と云ふ話のやうな話
10. 1　 支那にも教会の　 児童教育問題
10. 1　 東亜大会と太虚氏　 超宗派的運動と超
国家　 的団結の必要を力説
名
1925. 8. 16 大阪に出来た 朝鮮人自治会
8. 16 朝鮮侍天教を　 上帝教と改む 各宗へ
通告し来る
8. 16　 最近支那に於ける 反基教感情の原因
ホドツキン博士声明
8. 19 鮮満に於ける 基教連盟の運動
8. 20　 朝鮮仏教団の　 見学順序決定 京都仏
護団理事会
8. 20 鮮人の生活と一　 灯園生活の近似 黙
禅
8. 21　 タ ゴール翁の モスコー行き
8. 22 木村龍寛氏の帰朝と　 日印学術提携
8. 23　 南印度に著る しき　 仏教復興運動 ガ
ンヂーの遊説か直接の原因か
8. 25　 東西仏教大会に出席する 中華僧俗の
人々
8. 27　 支那仏教に近似する　 日本仏教の新傾
向
8. 27 「印度人はまったく 日本を誤解 して
ゐた」 と 日本仏徒の活動に驚く
8. 30　 朝鮮京城に民衆的な　 宗教市街を作る
計画 観音と聖徳太子を本尊と して
8. 30 朝鮮と仏教
8. 30　 東亜仏教大会を 政府も協力する
8. 30 朝鮮仏教団事業 本年の概況
8. 31 南満に於ける 洞宗の教勢
8. 31　 支那問題講演
9. 5　 大派海外開教 監督の物色難
9. 6　 朝鮮夫人の自覚 (上) 附、 朝鮮に於
ける日本仏教 高津正道
9. 6　 印度ポンペイ市に 大菩提会組織さる
光輝ある仏教を現在の印度に 復活
せしめよとバ教授の高潮
9. 6　 ダルマパーラ 氏今秋来朝か
9. 8　 朝鮮夫人の自覚 (中) 附、 朝鮮に於
ける日本仏教 高津正道
9. 8　 十余年の苦心漸く酬ひられ　 巴利仏教
辞典完成 高楠、 長井両博士によりて
9. 8　 東亜仏教大会に対する　 民国政府の誠
意
9. 9　 喇喩僧も来る
9. 9　 朝鮮夫人の自覚 (下) 附、 朝鮮に於
ける日本仏教　 高津正道
9. 9　 東亜僧園の近状　 向出氏入洛
9. 9　 北鮮長老派総会
9. 10　 朝鮮神宮
9. 13 「基督を冒涜する者」 在印宣教師の急
所を突く　 聖雄ガンジーの獅子吼
9. 13　 三大宗教の発祥地　 パレステナ見学団
9. 13　 モヒ中毒に悩む　 朝鮮同胞








10. 8 東亜大会に述ぷ可き太虚氏の 「東亜
仏教徒大会に告ぐ」
10. 8 内地の失業者 に排斥された 失業朝
鮮人 (同情どころか仇敵視される)
10. 8 仏教研究の為め 日支交換教授の派遣
を 大会教義研究部で決議
10. 9 朝鮮の新宗教 知我教 内地へも最近
盛んに手を延す
10. 10 西蔵語文典完成さる 川口慧海氏多年
苦心のもの

































10. 31　 善隣諸家を迎へ 日支親善の根本義を
論ず (下) 岡野増次郎
10. 31　 朝鮮か飢える 起て内地の宗教者よ !
10. 31　 大阪支那僧歓迎 仏教団が単独でやる
10. 31　 支那僧来る 三十日神戸から東上
11. 3　 日本仏徒五千名の万歳声裡に 中華仏
徒無事入京
11. 3　 増上寺に於ける　 支那代衣
11. 3　 千五百名の参集を得て　 東亜仏教大会
開かる　 盛大であった一日の発会式
11. 3　 東亜大会の　 開催を祝 して 文部大臣
岡田良平
11. 4　 反儒教思想に就いて (五) 浦川源吾
11. 4　 東亜仏教大会　 多数の研究発表で賑ふ
一日の午後の教義研究部会
11. 5　 東亜仏教大会　 教義研究部会状況
11. 5　 支那代表講演
11. 5　 反儒教思想に就いて (六) 浦川源吾







荘厳な り し　 閉会式
11. 7　 東亜気分
11. 7　 支那の青年僧侶を刺激している　 太虚
氏の口本仏教観　 日本仏教は密を内心
と して ゐる
11. 7　 仏教大会　 次回の開催地 今後の交渉
にまつ外ない
11. 7　 支那憎京都日程
11. 7　 大会終了後に於ける　 支那仏教徒
11. 8　 受難の朝鮮(1) 在朝鮮　 稲光黎民
11. 8　 内地布教家の　 台湾布教に就て 束亜
仏教大会にて　 立正大学生 彭蓬聯
11. 8　 内鮮融和の為めに　 彼我少青年の読本
編纂　 民族読本 朝鮮読本
11. 8　 蔵経の展観
11. 8　 名古屋に於ける　 支那僧一行
11. 10　 清浄居士を中心にした　 日支学術談話
会　 教義研究部特別会議の観を呈す
11. 10　 名古屋と福井の　 支那僧一行
11. 10　 支那僧と京都
11. 11　 支那僧入洛　 数千の出迎へ
11. 12　 基督教徒から見た　 東亜大会の欧州伝
道
11. 12　 どう各国使臣の眼に　 東亜大会が映じ
たか　 独逸大使の火望
11. 12　 又々熱をたかめ出した　 支那の反基教
運動　 一基督教者の声明







10. 17 桜の国の少年少女か 牡丹の国の天使
と握手 ◇…これは東亜の仏教児童大
会




10. 22 支那僧から 師事する権田氏へ
10. 27 東亜仏教大会に就て (上) 南天園
中島裁之
10. 27 反儒教思想に就いて (一) 浦川源吾
10. 27 殆んど顔触れの変った 支那の東亜大
会出席者 王一亭、 太虚法師等来る
10. 27 東亜大会教育事業部と して 仏教学科
の完成を付議 其他の重要案件委員長
の手に山積
10. 28 反儒教思想に就いて (二) 浦川源吾
10. 28 東亜仏教大会に就て (中) 南天園
中島裁之
10. 28 支那僧の留学難 気候風土と生活状態
の変化の為め 多く は短命に終るとい
ふ
10. 28 国内動乱の為め 支那僧出発区々
10. 28 京都少年団と 支那僧歓迎
10. 28 日支国民の仏教的意識開発の為 マ ン
字隊を組織せよ ◇…と寺本谷大教授
の提案
10. 28 支那仏教と 両本願寺の文書宣伝
10. 29 東亜仏教大会
10. 29 東亜仏教大会に際して (上) (支那僧
待遇上の注意点) 村上素道
10. 29 東亜大会の効果を疑ふ 識者の越えは
斯う云ふ
10. 29 東亜大会副会長は 道階法師か ・、
10. 29 文部省主催 支那仏徒歓迎
10. 29 東亜仏教大会に就て (下) 南天園
中島裁之
10. 30 反儒教思想に就いて (三) 浦川源吾
10. 30 束亜仏教大会に際して (下) (支那僧
待遇上の注意点) 村上素道
10. 30 善隣諸家を迎へ 日支親善の根本義を
論ず (上) 岡野増次郎
10. 30 支那来賓僧侶 本日神戸入港
10. 30 両国仏教徒の提携方策 を講じて帰る
二留学僧 岡野氏も支那時局に関係を
絶つ
10. 31 反儒教思想に就いて (四) 浦川源吾
10. 31 東亜大会に望む 妙心教学部長 後藤
朝鮮 (下) 稲光黎12. 10
12. 10 朝鮮人の仏教を朝鮮人に ーその運動
の第一歩に立った-
12. 10 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(3) 京大嘱託 梅原末治
12. 12 臨大生支那団体と連絡 仏化新青年会
設立 十八日新京極で発会式
12. 13 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(4) 京大嘱託 梅原末治
12. 16 ロシア展覧会と 浦潮本願寺 (太田
覚眠氏の活動)
12. 16 東亜大会支那代表の 日本宗教界観
12. 17 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(5) 京大嘱託 梅原末治
12. 19 支那北京に堀起せる 仏化新青年会と
は何ぞや (上)
12. 20 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(6) 京大嘱託 梅原末治
12. 20 南京より廬山へ (上) 成瀬賢雄
12. 22 支那北京に堀起せる 仏化新青年会と
は何ぞや (中)
12. 24 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(7) 京大嘱託 梅原末治
12. 24 南京より廬山へ (下) 成瀬賢雄
12. 24 各人種と各宗教信者を集め 印度でセ
オソヒー大会開催





12. 26 支那仏教視察団組織 学研十名、 各宗
重役十名 仏教連合会主催に決定
12. 26 エルサレム世界大会へ 日本基督教の
態度
1. 1 回教と人種問題 文学博士 赤松智城
1. 5 日華仏教徒の聯結に就て 水野梅暁
1. 6 東亜大会の記録
1. 7 支那に勃興しつつある 仏教主義の社
会事業
1. 8 印光法師が計画せる 南京慈幼院の壮
観 支那に勃興しつつある 仏教主義
の社会事業
1. 10 在阪鮮人の 分布状況
1. 12 朝鮮美術史研究家に望む (上) 柳宗
悦
1. 13 朝鮮美術史研究家に望む ( 中) 柳宗
悦
1. 14 朝鮮美術史研究家に望む (下) 柳宗
悦
1. 16 南洋土人に布教せよ (教へるままに
信ずる彼等)





























11. 14 支那に学者を派遣研究して 善導大師
大法要を厳修 浄土宗本山会議の決議
11. 14 北支那の 仏教流行
11. 15 内鮮冲和会 鮮僧の発起で設立
11. 15 日支協同研究の一具体化 敵煌発掘経
の書写を快諾 = 高楠博士から徐氏へ
依頼の=
11. 15 東亜大会の跡 不平苦情の巻
11. 15 受難の朝鮮(3) 在朝鮮 稲光黎民
11. 17 意義ある端緒
11. 17 支那仏教芸術の遺跡 (上) その保存
策は急を要す 京都帝大 演田青稜
11. 18 楽友会館に於ける 日支の唯識研究
11. 18 支那仏教芸術の遺跡 (中) その保存
策は急を要す 京都帝大 演田青稜
11. 19 東亜大会の影響
11. 19 支那仏教芸術の遺跡 (下) その保存
策は急を要す 京都帝大 演田青稜
11. 19 日支融合の実際を知るには 「長崎を
観ねばならぬ」 福済寺住職の躍動
11. 19 支那来賓僧中の 留日求法者
11. 19 東亜大会の跡 嵐の後の南善の巻
11. 19 受難の朝鮮(4) 在朝鮮 稲光黎民
11. 20 東亜大会の跡 近畿観光の巻
11. 21 大阪に於ける 支那僧一行




11. 22 受難の朝鮮(5) 在朝鮮 稲光黎民
11. 25 東亜大会の次回以北京 来十七年に開
く と支那側で決る
11. 29 朝鮮同胞横死者慰霊の為め 東京に朝
鮮寺か出来る
12. 3 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(1) 京大嘱託 梅原末治
12. 3 内鮮問題
12. 4 全イスラム主義の崩壊 (上)
12. 5 全イスラム主義の崩壊 (下)
12. 6 朝鮮に於ける 考古学上の調査の回顧
(2) 京大嘱託 梅原末治










1926. 1. 21 仏教よ り見たる朝鮮問題 (一) 文学
博士 椎尾辨匡
1. 21 「東方仏教」 に 関する懇談会
1. 22 仏教よ り見たる朝鮮問題 (二) 文学
博士 椎尾辨匡
1. 23 仏教よ り見たる朝鮮問題 (三) 文学
博士 椎尾辨匡
1. 24 仏教よ り見たる朝鮮問題 (四) 文学
博士 椎尾辨匡
1. 26 蒙古僧大巴林王妹を伴ひ 再び来朝す
・ るか 仏教的に依り東亜連盟をと く
鈴江少佐の内外蒙踏査
1. 27 仏教よ り見たる朝鮮問題 (五) 文学
博士 椎尾辨匡
1. 28 仏教よ り見たる朝鮮問題 (六) 文学
博士 椎尾辨匡
1. 28 東北大学に於ける 西蔵仏教の研究
1. 29 大阪百花村の 南清旅行団募集
1. 31 朝鮮問題の問題 (上) 横江龍三
2. 2 朝鮮問題の問題 (中) 横江龍三
2. 3 朝鮮問題の問題 (下) 横江龍三
2. 4 東亜大会経費
2. 14 白露の将軍セ ミ ョ ノ フ 日本仏教徒の
援助を求む = 仏連幹事とセ将軍突然
の会見= ‘
2. 17 セ ミヨ ノフ将軍の提議と 仏教連合会
の態度 未だ暗中模索で将軍の手 翰
か来ねば真剣にならぬ
2. 18 内鮮問題の種々相 ・




2. 21 ガンヂーの新運動たる 国民自党の三
大綱領 昨年十二月からの転回策
2. 21 印度タ ゴールの大学より 高楠博士を
招聘し来る 一但 し二つの理山で謝絶
す
2. 23 蒙古僧が満鉄に伝へた 日本仏教徒へ
の交歓
2. 25 支那に於ける真基督教と其影響 (一)
台湾総督府嘱託 在福建省 大内正
雄
2. 25 セ将軍の仏迎交渉問題 (セ将軍は露、
蒙の混血児)
2. 28 支那に於ける真基督教と其彫響 (二)
台湾総督府嘱託 在福建省 大内正
雄
2. 28 太虚法師を先頭に支那仏教徒が 教育
改造の運動 東亜仏教徒に飛檄す
3. 2 大阪府内鮮協和会の 満鮮視察団
3. 5 支那僧の日本 仏教研究熱 を充すべ
く支那全土に 密教の大宣伝 真言宗
徒の大奮発
3. 5 事鴻銘氏 ヤングイ ース トに 毎号執
筆
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
3。 5　 東亜少国民の握手　 神戸の国際児童大
会
3. 6　 セ将軍の申出は外務省に　 交渉して態
度を決める
3. 9　 支那に於ける真基督教と其影響 (三)
台湾総督府嘱託　 在福建省 大内正
雄
3. 11　 全亜仏化教育社組織さる (上) 水野
梅暁
3. 11　 朝鮮仏教学生
3. 12　 全亜仏化教育社組織さる ( 中) 水野
梅暁
3. 13　 支那に於ける真基督教と其影響 (四)
台湾総督府嘱託　 在福建省 大内正
雄
3. 13　 セ将軍の日本仏教徒との　 提携は好ま
: ぬと　 外務省の大体意見
3. 13　 全亜仏化教育社組織さる (下) 水野
梅暁
3. 14　 支那僧の為に開設する　 我国最初の仏
学院　 収容学生の詮衡中
3. 16　 逞羅皇帝から　 ヤングイー ス トヘ援
助
3. 18　 鮮僧内地見学　 日程決定
3. 21　 支那留学生を　 日宗青年に募る
3. 24　 セイロ ンに帰る　 二独逸僧
3. 24　 西本台湾教区廃止
3. 25　 亜細亜思想の世界宣伝に　 事鴻銘、 ベ
ツオル ド　 ヤングイース ト同人の提携
3. 25 「鮮人自身も自覚せよ」 同胞のために
語る安鍾哲氏
3. 25　 谷大図書目録第二期事業として　 西蔵々
書の目録
3. 31　 鮮人最密集地帯　 大阪鶴橋署 管内の
近情
4. 1　 怪しげなセ将軍の策動　 日本の各宗教
団体に　 外蒙問題を売り込む
4. 2　 郵船と トーマスク ックか　 印度仏跡観
光団を組織　 出帆は本年の暮
4. 3　 始政三十年の事跡からみた　 台湾の神
社と宗教
4. 3　 セ将軍の日本仏徒への提言は　 宗教の
合同運動 (暗に労農ロシヤを非難)
4. 6　 ガンヂーの国民自覚運動直後に　 回印
両教徒の大争闘
4. 8　 セ将軍 と仏連　 交渉は南禅に依頼





4. 11　 東亜仏教大会　 映画公開
4. 13　 全亜仏化教育社　 運動の劉氏入洛 仏
連出張所で幹事と会見
4. 15　 支那仏教徒の革命的に　 改変した日本





5。14 「マハヤーナ」 極東の精神的結合 (二)
東京駐在独逸大使 ソ ルフ
5. 14 天空から 故李王に敬弔 十五日の仏
教内鮮敬愛会発会式
5. 15 『マハヤーナ』 極束の精神的結合 (三)
東京駐在独逸大使 ソ ルフ
5. 16 「マハヤーナ」 極東の精神的結合 (四)
東京駐在独逸大使 ソルフ
5. 16 顧悛之雑記 中 伊勢専一郎
5. 18 炎熱に灼 く る印度を巡る う ら若き日
本尼僧の 消息と視察記 (上)
5. 18 「マハヤーナ」 極東の精神的結合 (五)
東京駐在独逸大使 ソルフ
5. 18 朝鮮仏教団の 花祭中止 李王殿下見
去のため
5. 19 炎熱に灼 く る印度を巡る う ら若き日
本尼僧の。 消息と視察記 (下)
5. 19 「マハヤーナ」 極東の精神的結合 (六)
東京駐在独逸大使 ソ ル フ
5. 19 刻々に急を告げる 朝鮮人雇用 条件
の改善
5. 23 顧憧之雑記 下 伊勢専一郎
5. 26 支那教育界の反基と 大学教授連の決
議
5. 26 高砂族教化講演会 基教の生蕃伝道の
壮挙
5. 27 内鮮融和の 正道社の叫び 新聞朝鮮
時論発行
5. 27 南洋に於ける同朋の 生活状態を紹介
せんとする中島氏
5. 27 印度に於ける大学の増設と カル カ ッ
タ大学 (一) 印度カルカ ッ タ大学研
究室 木村龍寛
5. 28 印度に於ける大学の増設と カ ル カ ッ
タ大学 (二) 印度カルカ ッタ大学研
究室 木村龍寛
5. 28 日本仏教徒と 全亜仏化教育社
5. 29 李王奉悼法要 仏連本部主催
5. 30 印度に於ける大学の増設と カ ル カ ッ
タ大学 (三) 印度カルカ ッ タ大学研
究室 木村龍寛
5. 30 支那にをける大衆的な最初の 釈尊降
誕会の盛況 ( 日本の花祭にならって)
6. 1 印度に於ける大学の増設と カ ル カ ッ
タ大学 (四) 印度カルカ ッ タ大学研
究室 木村龍寛
6. 2 印度に於ける大学の増設と カル カ ッ
タ大学 (五) 印度カルカ ッ タ大学研
究室 木村龍寛
6. 2 全亜仏化教育 社創立大会
6. 4 印度に於ける大学の増設と カル カ ッ
タ大学 (六) 印度カルカ ッ タ大学研
究室 木村龍寛
6. 5 今秋東京で開かれる 汎太平洋学術大
会
6. 5 印度に於ける大学の増設と カ ル カ ッ
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1926. 4. 16 内地仏教は永遠の大策と して朝鮮の
居士仏教を作振せよ 留学生のギブアッ
プ解決法と して
4. 17 太虚か南洋と欧州へ 仏化教育の宣伝
に
4. 17 本派開教監督部会議
4. 20 京城に方面委員制度 朝鮮総督府 李
党鍾氏談
4. 21 常磐博士 朝鮮帝大に転任
4. 21 朝鮮留学生の 待遇方法協議
4. 21 大阪府に必要な 鮮人方面委員
4. 22 本年初めて京城で大規模な 内鮮合同
の花祭り 南鮮一斉に挙行される
4. 24 一向はかどらぬ セ ミ ヨ ノ フ の 蒙古
宗教政策
4. 24 支那道俗二十二名列名する 国際宗教
記念碑 金石文となる東亜大会
4. 25 北京に落ついた フィ ッ シャー博士
期待さ るる東洋美術の新研究
4. 27 印度に大波乱を起 した ガ ンヂーの
自叙伝
4. 27 回印教徒の争闘
5. 1 東方仏教協会 発会記念講演会
5. 2 帝国外交の理想と 当局の無理想 (上)
(満蒙に於ける帝国の特殊利益) 京
都帝大教授 矢野仁一
5. 2 曇驚の遺跡や血涙の 房山石経など隋
唐の 仏教文化を物語る史跡 異邦の
仏徒斉 し く渇仰讃嘆
5. 4 帝国外交の理想と 当局の無理想 (中)
(満蒙に於ける帝国の特殊利益) 京
都帝大教授 矢野仁一
5. 4 堺市にできる 朝鮮人夜学校
5. 4 教学関係の代 表者を中心に 支那仏
教 一視察団を組織する
5. 5 帝国外交の理想と 当局の無理想 (Tド)
(満蒙に於ける帝国の特殊利益) 京
都帝大教授 矢野仁一
5. 5 神仏信順会の 朝鮮人無料 宿泊所建
設
5. 5 朝鮮人職工の 生活状態
5. 6 英訳法然を讃うる 詩聖タゴール と
デー ビ ッ ド
5. 7 各国語教典伝記を翻訳 天理教か海外
宣伝の為に
5. 7 鮮人生活の 個別的調査 内鮮融合の
為に
5. 9 古印度仏教思想の 新断層 井上右近
5. 12 顧憧之雑記 上 伊勢専一郎
5. 13 李王の追悼法要 縁山でこの二十六日
に
5. 13 支那仏教の視察団 ◇…は今秋十月一
日東京出発
5. 13 全亜仏化運動 いよいよ実動開始





























夕大学 (七) 印度カルカ ッタ大学研
究室　 木村龍寛
1926. 6. 8　 来二十日の組合教会　 朝鮮伝道記念日
献金を悉 く朝鮮へ
6. 9　 日宗支那布教　 北京に会堂設置計画
6. 9　 支那密教研究会創立　 民国数百年来禁
止のそれか　 復興を 目標に して
6. 11　 印度に於ける大学の増設と　 カ ル カ ッ
タ大学 (八) 印度カルカ ッ タ大学研
究室　 木村龍寛
6. 11　 京都市在住朝　 鮮人の遥拝式 協助会
か斡旋
6. 12　 念仏の中婆さんが一家を畳んで　 はる
ばる南洋の地へ　 女子の海外発展のた
めに
6. 13　 自ら救はんとする　 西蔵を救へ日本仏
教徒　 カ ンダセにて 人類の僕 マ ヘ
ン ドラ ・ プ ラ タ ップ
6. 13　 印度に於ける大学の増設と　 カ ル カ ッ
タ大学 (九) 印度カルカ ッタ大学研
究室　 木村龍寛
6. 13　 印度に復興し行く仏教　 サルナ ー ス に
仏堂建立
6. 15　 印度に於ける大学の増設と　 カ ル カ ッ
タ大学 (十) 印度カルカ ッ タ大学研
究室　 木村施寛
6. 16　 印度に於ける大学の増設と　 カ ル カ ッ
タ大学 (十一) 印度カルカ ッタ大学
研究室 木村龍寛
6. 18　 南洋庁統治下の　 宗教事情
6. 22　 日鮮融和運動の本質と表現 (上) 在
京城 稲光黎民
6. 23　 印度の賓客も迎へて ヤン グ、 イ ー
ス ト社例会
6. 23　 平凡な集会にも苦しむ 在阪鮮人基督
教徒　 説教にさへ正服巡査が臨検
6. 24　 日鮮融和運動の本質と表現 (下) 在
京城 稲光黎民
6. 24　 生蕃伝逆曙光見ゆ 聖公会の井上伊之
助氏の活動
6. 25　 朝鮮の問題
6. 25　 支那政界の大立者孫傅芳氏を推し 全
亜仏化教育社の活動
6. 26　 印度の実状
6. 26　 蒙古仏教に閃光　 鈴江氏の蒙文心経日
本語訳
6. 27　 洞宗両大本山の　 海外布教
7. 6　 支那済南で開かるる　 全国基督教学生
大会　 に日本からも六七名出席
7. 7　 朝鮮仏教団の　 支部設置運動 本年度
で全鮮重要都市を完了す
7. 10　 朝鮮苦学生か　 無縁墓地掃除
7. 11　 東亜仏教大会
7. 13　 印度国民運動の元首　 ガンデーも参加
7. 13　 在京の朝鮮同胞が　 無縁墓に連日の奉
仕　 ◇…仏鮮の肝入りで全市一斉に
7。14 暴状を極むる 鮮人相互団体と 緩漫
な取締
7. 15 在阪鮮人基教徒と 各派教役者
7. 17 在阪鮮人基教信者の為 赤沢ラ ンバス
女学院長の奔走 ある点まで諒解を得
た
7. 21 河崎顕了氏の 朝鮮支那布教
7. 23 支那仏教視察 団とその人選
7. 24 庫裡を開放して鮮人教が 檀徒の反対
を受けつつ決行
7. 25 本朝伝来の 梵蔵占写経 ( 上) 立正
大学教授 岡教逞
7. 27 亜細亜民族大会
7. 27 本朝伝来の 梵蔵古写経 (下) 立正
大学教授 岡教逡
7. 28 良き指導者を要する 支那仏教徒の現
状 一野口日主氏の帰来談-
7. 28 生蕃伝道と基督教 内部の事情と諸種
の考察
7. 29 現代憲識より見る 東洋古典の研究
一孝経の研究一 金子白夢 一
7. 29 伝道と支那視察 基教学生連盟の事情
7. 30 現代意識より見る 東洋古典の研究
一孝経の研究一 金子白夢 二
8. 1 現代意識より見る 東洋古典の研究
一孝経の研究一 金子白夢 三
8. 1 支那の時局をヨ ソに 呉佩孚氏 修養
を励む
8。12 印度の旅より 孟買より錫 脊の僧院
8. 12 亜細亜民族大会の意ぶ (上) - 「中外」
社説の非を一言す一 藤井草宣
8. 13 支那の反基督教と 基督教者の運動
8. 13 ハルビン地方の宗教事情
8. 13 亜細亜民族大会の意義 (下) - 「中外」
社説の非を一言す一 藤井草宣
8. 15 藤井草宣氏の 非を一言す


























1926. 8. 17 蒙古人に 嫌はれる日本人 よ く理解
する露人
8. 17 朝鮮宗教界現状
8. 17 京大支那視察団 (第二信)
8. 18 京大支那視察団 (第三信) 十四日午後
四時- (第四信) 十四日午後六時-
8. 18 悶宮英宗氏一行の 支那漫遊所見 仏
連の観光団は十月に限る
8. 19 仏教は印度で再興できるかと 日本青
年仏教徒に 印度から返答を求めて来
た







8. 31 日支宗教家交歓 太虚法師と 日本仏教
団
8. 31 両本願寺と知恩院に対し 大阪仏徒社
事同盟会から 殖民事業で懇談の要求
8. 31 蕃人の学生は 平安中学校に収容
9. 2 軍国主義の樫桔より 世界人類を救へ…
と ガンデー他七十名の人道戦士が
排徴兵の宣言を発表
9. 2‘ 支那仏教観光に際し 朝鮮仏徒を忘れ
るな 日程変更を要求する尾関管長
9. 3 京大支那視察団
9. 3 満州の貝塚発掘 瑞典皇太子御見学
9. 3 印度仏跡の 大図譜出づ
9. 11 戦乱の支那を救ふのは 仏教徒の責任
だ ーと 全国仏教停戦和平会設立
9. 12 支那旅行と旅費
9. 15 仏連支那仏教視察団の 決定 した日程
と人員
9. 15 京大支那視察団
9. 15 大派釜山別院の 開教五十年記念
9. 16 京大支那視察団
9. 17 京大支那視察団




9. 21 天理教本部の 満鮮布教方針
9. 21 京大支那視察団
9. 22 京大支那視察団
9. 24 智山大学の 満鮮旅行団
9. 24 在大阪鮮人を ヒ患者と当局
9. 26 東亜仏教大会 紀要観光さる
9. 26 新嘉披から 松宮石丈
9. 26 支那視察団の 打合せ会と出発
10. 3 鮮人基教者に対する 不当な干渉を悲
しむ朴冽瑞氏
10. 3 駅頭を埋めた見送人 支那観光団の一
行出発 (支那仏教徒の熱誠歓迎)




10. 7 朝鮮寸言 (上) 在京城 稲光黎民
10. 7 民国の動乱と仏教 戒律なき日本仏教
が不可解 ◇…だと亡命民国志士語る
市内某所に夏氏を訪ふ記
10. 7 佐伯法隆寺貫主の忠言か 支那官民へ
大反響 仏教史跡保存のため
10. 8 渡支仏教団より 朝鮮の一日
10. 9 支那観光団
10. 9 支那仏教への影響如何 日支仏教交歓
に対する杞憂
10. 9 渡支仏教団より
10. 10 朝鮮寸言 (下) 在京城 稲光黎民
10. 10 西蔵のダライ喇喩法主から 先帝に献
上した金銅仏 外務省で何時しか紛失
◇…既に他に搬出されて行衛不明…?






10. 21 東亜仏教大会の総決算 (全国的且つ
各宗的な好参考)
10. 23 渡支仏教団より
10. 24 鮮人教化は仏徒の使命 一第一は食を
考へること 寺院は鮮人に開放せよ-
10. 24 新しい出版物 東亜仏教大会記要 日
本仏教連合会編纂
10. 24 洞宗々会を前に 海外教学刷新 ◇…
の運動で人事往来激し
10. 27 大阪府内鮮協和会 鮮人住宅近情
10. 27 東を恋ふる 揚子江 上海にて 前田
聴瑞
10. 27 西本願寺の シベリヤ布教復活 太田
覚眠氏が浦塩に行く
10. 28 意外な効果を収めて居る 日本の支那
仏教視察団 外交と宗教の接点が了解
さ る
10. 28 朝鮮仏教協会が 同朋園女子部設置
10. 30 「外国語学校史の新時期」 天理外語の
新校舎成る
11. 2 けふ帰朝する 支那視察団
11. 2 現代意識よ り見たる 東洋古典の研究
一易の哲学一 金子白夢
11. 2 渡支仏教団より
11. 4 大乗仏教の印度再興 其可能性をサル
ヂュ氏に答ふ (その一) 日本青年仏
教徒 岡教逡




































12. 5 香港の半日 (下) - (十月二十三日)
前田聴瑞





1. 9　 労農ロシヤの命令で　 浦塩本願寺の安
聴け気遣はる
1. 9　 朝鮮仏教団が十三道に支部
1. 9　 カンディ 行　 - (仏牙寺詣で)一 前田
聴瑞 (上)
1. 13　 大谷光瑞氏から　 支那問題を聴 くか
西本近畿布研発会式
1. 13　 カ ンディ行　 - (仏牙寺詣で) 一 前田
聴瑞 (下)
1. 19　 露西亜の僧侶追放令に対し　 浦塩本願
寺は抵触せぬ　 = 居住券制度に依りて=
1. 19　 朝鮮全土に亘る　 大派の諒闇布教
1. 20　 浦塩本願寺が　 民衆から発砲され 会
堂を破批　 布教員は皆無事
1. 21　 回々教徒と酒精
1. 26　 上海の釈尊成道会　 日本仏教家招待方
法の設備
1. 27　 名もない洞門の尼僧が　 上海に観音堂
を建立　 一総領事館もこれを認可-
1. 27　 教内の枢要人物を三百名す ぐって　 支
那の宗教視察団を組織　 一支那布教に
発展せんとする天理教の大計画一
1. 29　 浦塩本願寺の所有権は　 露政府に委ね
る外ない　 その方が結局布教上に得策
2. 2　 支那俑初めての　 工場布教
2. 2　 樺太の西岸に　 西本願寺農場
2. 2　 大派朝鮮伝道日割
2. 3　 相愛美談　 朝鮮苦学生から 女中さん
へ莫心こめた贈物
2. 5　 朝鮮仏教団留学生か　 僧籍編入を忌避
それでは困ると仏連の抗議
2. 7　 東京仏連の朝鮮仏教学生　 僧籍問題は
誤解　 京都側は了解 して居る
2. 24　 全支那仏教徒革命同盟　 革命の巷を行
く支那仏教徒
2. 24　 支那天台学僧　 近く来朝するか
2. 24　 ダージリン紀行 (上) 間宮英宗






11. 12　 上海小景 (上) 前田聴瑞
11. 12　 要求書提出 で当惑の朝鮮に於 ける
ブース大将
11. 13　 上海小景 (下) 前田聴瑞
11. 13 現代意識よ り見たる 東洋古典の研究
一易の哲学一　 金子白夢
11. 16 現代意識よ り見たる　 東洋古典の研究
一易の哲学一 金子白夢
11. 16　 支那観光の　 臨済歓迎会 宗内空前の
盛観
11. 16 「支那満鮮の宗教」 二十日夜山口会館
で
11. 17　 現代意識より見たる　 東洋古典の研究
一易の哲学『 金子白夢
11. 18　 京城の太子街着々進む 太子の日鮮関
係が興味ある連続
11. 18 朝鮮仏教漫談 大西良慶氏
11. 19　 支那満鮮講演 午後一時から開会
11. 21 世界宗教事情　 朝鮮の救世軍騒ぎ
11. 21 朝鮮の思想界
11. 23　 内鮮融和と寺院
11. 28 支那天台山の 魚山を発見 梅谷門主
の発表
11. 28 中央亜細亜発見 古画草本展観
11. 28　 日本学生基督教者による 日支親善の
運動起る ( 日華基督学生友誼会成立)
11. 28 香港の半日 (上) - (十月二十三日)一
前田聴瑞
12. 2 大阪、 百花村の 支那玩具展
12. 2 中亜古画 模本展瞥見
12. 2 香港の半日 (中) - (十月二十三日)一
前田聴瑞
12. 3　 中華民国仏教の一大エポック　 仏教宣
伝と世界教育大会 = 中華仏化教育社
幹事会に於いて決定=
12. 3 太田覚眠氏 波瀾を経て漸く入露
12. 3　 中亜古画 模本展瞥見 (承前)
12. 4 小春日和を船出した 印度仏跡参拝団
感激にみちた間宮英宗氏
12. 5 捨鉢に進路をとる 朝鮮苦学生
12. 5 朝鮮同胞慰安　 仏教朝鮮協会の歳末運
動
11. 5 班禅喇喊の来朝は 恐ら く実現 しまい
白普仁等に会った視察団の談
11. 5 支那視察談の 帰朝歓迎会 記要の編
纂
11. 7 印度教よ りの開放 サルヂュ ・ ブラザー
ド氏に答ふ (その三) 梅田瑞巌
印度教よ りの開放 サルヂュ ・ ブラザー 12. 23
ド氏に答ふ (その四) 梅田瑞巌 12. 25






4. 20　 印度子ポール国王が　 殺生禁断の法令
を出す
4. 20　 ク シ ナガ ラ の　 涅槃塔再建
4. 21　 印度仏教徒の機関雑誌 「仏教徒印度」
を紹介す
4. 21　 印度大陸管見 (七) 画家　 秦如晨
4. 22　 教陣網を張る　 朝鮮仏教団
4. 23　 西本海外布教　 事情講演
4. 24　 南支動乱と基督教　 = 楽観派の観測=
4. 24　 生蕃の 「戒名」 と 「葬儀」 ◇一仏壇
の注文か多 くなるー◇
4. 24　 支那動乱と西本
4. 26　 天理教の鮮満視察団　 いよいよ来月二
十七日出発 (支那視察は動乱のため
中止)
4. 28　 逞羅国宝の釈尊像来る　 静岡県下で各
宗連合の奉迎法要
4. 28　 天下の珍宝と云はれる　 支那の仏像
四体福岡に現る
4. 28　 常磐博士また　 支那仏跡踏査 教授会
で決 し愈々十日出発
5. 1　 朝鮮の奇僧崔基南氏　 二十九日龍谷大
学で講演した
5. 1　 略爾賓の　 第一印象 盛一英
5. 5　 遠大の抱負をも って支那仏教徒が　 南
洋仏教連合会を組織
5. 6　 東京浄宗豊島組寺院有志の　 満鮮視察
団
5. 8　 動乱の支那を済ふべく　 武漢仏化新青
年会の活動
5. 8　 在支二十年の基教牧師が　 南京に寺院
を建立 (仏教と基教の契合を実証 し
て) 開山ライヘル ト (文香徳) 来朝
5. 10　 大派南支開教の報告　 光暢法主に大内
開教使から
5. 10　 同車して西下した　 三大東洋学者 レ
ヴイ ・胡適 ・高楠三博±
5. 12　 仏教と史学とへ進んでゐる　 新人胡適
氏の人物　 水野梅暁氏談
5. 15　 階級的意識を備へて来た　 支那農民運
動の現情
5. 15　 朝鮮京城に　 仏寺建立か
5. 17　 大阪基教青年会社会部　 移殖民相談部
開設
5. 19　 京城教信
5. 19　 鮮仏団全鮮支部　 発会式挙行
5. 21　 京城に基督教　 青年会館を建つ 三十
万円の建築費
5. 21　 浄土宗北豊宣揚会の　 満鮮旅行
5. 22　 海外移殖民の現状　 新制の移住組合法
は無　 産階級には難有 くない
5. 22　 鮮陣と神社信仰　 一水の信仰一神宮の
守護　 近畿神職会旅行団帰来談
5. 22　 支那の農民運動でも　 宗教宣教師を排
斥
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1927. 3. 1 近 く朝鮮京城に於て 内鮮仏教大会を
開催か ◇…朝鮮仏教団が之を斡旋
3. 6 内鮮仏教大会は 来る昭和四年に開催
◇…内地の各宗管長全部を招く
3. 9 印度観光団帰る 九日正午神戸着
3. 11 台湾人二名得度
3. 17 支那新聞を賑はした 上海知恩院の建
設 善導大師遠忌記念事業
3. 19 「朝鮮半島仏教未曾有の計画」 全鮮仏
教大会に就き 前田朝鮮仏教団副団長
談る
3. 23 上海に初めて吸々の声をあげた 日本
仏教青年会 会長に小笠原輪番を挙げ
る
3. 25 プラタ ップ氏より (モスコー発) 日
本仏教徒を激励 = 支那の現状をかへ
り見よと =
3. 27 印度大陸管見 (一) 画家 秦如晨
3. 31 印度大陸管見 (二) 画家 秦如晨
4. 2 南京騒乱避難者と 上海西本願寺
4. 3 一歳の戦禍か ら人間を救へ ! 哀曲
『南京玉』 を聴 く (上)
4. 3 英領ナタール政府か 仏教会堂を建設
する (釈迦協会が母胎となって)
4. 3 印度大陸管見 (三) 画家 秦如晨
4. 3 印度洋の庭風 暁鳥敏
4. 5 一歳の戦禍か ら人間を救へ ! 哀曲
「南京玉」 を聴 く (下)
4. 5 南京事件 で大乗会起っ





4. 7 印度大陸管見 (四) 両家 秦如晨
4. 7 支那と亜米利加
4. 9 天理教支那視察団 来る五月末出発か
4. 10 内鮮融和の 実現に進む 京城龍谷女
校
4. 10 青島より
4. 10 印度大陸管見 (五) 画家 秦如晨
4. 14 南支動乱と新聞
4. 14 支那動乱中心人物の歴々を 総括した
新仏教運動 軍隊仏化宣伝団組織なる
4. 14 支那の動乱と 西本願寺の対策 出兵
の際は直に従 軍布教に着手する
4. 17 南錫の小島に小鳥を友とせる チロカ、
バツボ両比丘の近状
4. 17 動乱中の 上海から
4. 17 上海に観音堂を設立する 仏化宣講所
の簡章
4. 17 印度大陸管見 (六) 両家 秦如晨
4. 19 支那雍和宮の 番兵と宝物 青陵項談
4. 19 仏陀伽耶寺院還付法案 印度立法議会
に提出さ る





1927. 5。26 支那に於ける一 基督教の将来
5. 26 天理教の鮮満視察団 いよいよ明二十
七日夜出発 一行五十名内外で行程廿
二日間
5. 31 班禅喇婉会見記 (上) 奉天黄寺にて
藤井草宣
6. 1 班禅喇婉会見記 (中) 本天黄寺にて
藤井草宣
6. 3 班禅喇碗会見記 (下) 奉天黄寺にて
藤井草宣
6. 4 大連市外星ケ浦に 前執政段騏瑞氏を
訪ふ (上) 大連にて 藤井草宣
6. 5 大連市外星ケ浦に 前執政段弑瑞氏を
訪ふ (中) 大連にて 藤井草宣
6. 5 臨済妙心寺派の 開教状況
6. 7 大連市外星ケ浦に 前執政段騏瑞氏を
訪ふ (下) 大連にて 藤井草宣
6. 8 略爾賓から 盛一英
6. 9 各宗委托の朝 鮮学生茶話会
6. 9 街頭雑感 隣国の右派 高津正道
6. 12 第二回アジア民族会議 今年は十一月
北京にて開催
6. 12 内地仏教各宗永年の懸案 鮮人仏化可
能の端緒 朝鮮仏教団の支部完成と共
に
6. 12 エル サ レム 宣教会議討議題 仏基提
携問題
6. 16 頗る好成績を 示して居る 朝鮮布教
学生
6. 17 京城通信
6. 25 北京に勃興せる 三時学会を観る (一)
三時学会に宿りて 草宣生
6. 25 行き悩める 朝鮮の宗教
6. 25 東寺大学生の 鮮満伝道旅行
6. 26 北京に勃興せる 三時学会を観る (二)
三時学会に宿りて 草宣生
6. 28 北京に勃興せる 三時学会を観る (三)
三時学会に宿りて 草宣生
6. 30 北京に勃興せる 三時学会を観る (四)
三時学会に宿りて 草宣生
7. 1 新しい出版物 支那仏教史講話 上巻
境野黄洋著
7. 2 エル サ レム への協議題 各地基教界
を 緊張せしむ
7. 2 「宣教師問題も出る 太平洋問題調査
会」
7. 2 京城教信
7. 3 京城仏教慈 済院を観る 一禿堂-
7. 3 大阪に於ける基教連盟の エ ルサ レ ム
会議打合せ 念に念を入れる提出議題
7. 3 エルサレム会議に 外務省の眼光る
原因は何んで もない誤解から
7. 3 支那革命と宣教師問題 (教会の独立
は未だし)







7。 6　 来年海外布教に従事する　 若人達の見
学団　 天理外語学生の海外宗教視察
7. 6　 上海西本願寺　 七万円の敷地
7. 7　 日支両国の提携を　 宗教家の握手から
始める　 大本教の計画漸次進む
7. 7　 エルサレム議題と　 同志社委員会
7. 10　 鉄網の上海に勇躍せる　 太虚法師の一
派 (一) 藤井草宣
7. 12　 日支に亘って　 善導大師の二十五霊場
華頂布教師会委員会
7. 12　 鉄網の上海に勇躍せる　 太虚法師の一
派 (二) 藤井草宣
7. 12　 八十一才の倫伽前智山老管長　 鮮満旅
行に出かける
7. 13　 異郷に労働する　 朝鮮同胞慰安 長崎
県下伊那水田で
7. 13　 鉄網の上海に勇躍せる　 太虚法師の一
派 (三) 藤井草宣
7. 13　 浄宗支那開教区会
7. 14　 印度の大乗仏教　 ◇…研究に木村博士
桁進
7. 14　 鉄網の上海に勇躍せる　 太虚法師の一
派 (四) 藤井草宣
7. 15　 古代印度の僧衣　 帝大教授 文学博士
松本文三郎　 一
7. 15　 鉄網の上海に勇躍せる　 太虚法師の一
派 (五) 藤井草宣
7. 16　 古代印度の僧衣　 帝大教授 文学博士
松本文三郎　 二
7. 16　 増山龍大教授の　 シャム行き 来月四
日神戸発
7. 17　 古代印度の僧衣　 帝大教授 文学博士
松本文三郎　 三
7. 17　 朝鮮人に倣ってモヒ注射　 をする内地
人か殖へた　 中にはコカイ ンをやるも
のさへある
7. 19　 古代印度の僧衣　 帝大教授 文学博士
松本文三郎　 四
7. 19　 仏教朝鮮協会で　 朝鮮人分布 大地図
作成
7. 20　 古代印度の僧衣　 帝大教授 文学博士
松本文三郎　 五
7. 20　 三道を残 した　 鮮仏団支部 全鮮仏教
大会　 は十月に決定
7. 20　 殺害されて も…　 帝国主義の犠牲 再
び支那革命と宣教師問題　 注目すべき
清水氏の文献
7. 22　 東寺大学満　 鮮旅行通信
7. 24　 東寺大学満　 鮮旅行通信
7. 26　 仏教発祥の地印度に於て　 キリス ト教
大会
7. 27　 人類文化に対する　 束洋諸宗教の貢献
(上) 組合教会理事　 海老沢亮
7. 27　 日本政府今次の出兵に対し　 中華仏徒
より意見開陳
7. 27　 エ ル サ レ ムへの　 代貝派遣に就て
間違えて　 遅塚麗水氏此の遺跡を発見
8. 30　 光暢法主の　 朝鮮巡教は 御芽出度で
延期か
9. 1　 光暢法主の　 朝鮮巡教は 明秋に 延
期
9. 2　 支那基督教の将来　 列強の干渉が支那
を壊す
9. 2　 デーリ ング大司教の　 印度帰任
9. 2　 奉天より北京に　 大谷大学鮮満支那見
学団　 穂積龍瑞




9. 7　 善導聖忌と 日支親善 (上) 江藤激英
9. 7　 逞羅先帝の記念に　 パリ語聖典の寄贈
9. 7　 間島の越山　 別院の発展 一樋口主任
の奮闘-
9. 7　 支那、 天童浄祖禅師の　 今年は七百回
忌に当る　 一越山では十七日山内限の
法要
9. 8　 善導聖忌と日支親善 (中) 江藤激英
9. 9　 善導聖忌と 日支親善 (下) 江藤激英
9. 9　 蓮花生菩薩の研究者　 駐支フランス領
事　 館の 卜博士か来朝
9. 9　 エルサレム宣教会議で　 東京教職者懇
談
9. 14　 大派間島の　 鮮人少年少女会
9. 14　 斉藤総督の帰朝を待って　 朝鮮仏教大
会期日決定
9. 15　 支那の基督教化運動は　 経済、 社会方
面に迄進む　 ◇…併 し実行は困難だ
9. 15　 満蒙奇観　 箕田党念居±
9. 17　 平和記念の為め　 満州の野に 日蓮建
像
9. 18　 r支那政府か青島に　 国営で捨児を収
容　 宮崎小八郎氏の土産話」
9. 18　 善導忌大遠忌法要には　 支那からも参
拝団　 日本からも巡拝団を送る
9. 18　 今後のシベ リア　 開教は如何 太田党
眠氏の後継者か必要
9. 20　 谷大見学団の　 五台山行 稲葉教授談
9. 20　 仏教朝鮮協会　 関西支部設置
9. 23　 赤松智城氏の　 京城行き
9. 24　 朝鮮少年専門の　 保護所がほしい 大
阪少審での熱望
9. 24　 大谷派朝鮮開教五十年　 法要と記念の
諸事業
9. 24　 国境慰問の旅 (一) 恵山鎮よ り新乞
披鎮まで　 藤波大圓
9. 24　 天理教の海外宣伝　 二十周年大祭にプ
ランを発表
9. 28　 国境慰問の旅 (二) 恵山鎮よ り新乞
披鎮まで　 藤波大圓
9. 29　 モヒ毒征伐　 ◇…をやりたいと仏鮮の
希望
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1927. 7. 28 人類文化に対する 東洋諸宗教の貢献
(中) 組合教会理事 海老沢亮
7. 28 渡辺海旭氏の 支那時局観
7. 28 青島の半日 (上) 船中にて 草宣生
7. 29 人類文化に対する 東洋諸宗教の貢献
(下) 組合教会理事 海老沢亮
7. 30 支那仏教研究の新方向 (上)
常磐、 関野両博士共著 「支那仏教史
跡」 完成に当りて 文学士 幸村法輪
7. 30 朝鮮成興郡に 寺院建設計画 西本開
教 務々所で
7. 30 東寺大学満 鮮旅行通信
7. 31 支那仏教研究の新方向 (中)
常磐、 関野両博士共著 「支那仏教史
跡」 完成に当りて 文学士 幸村法輪
7. 31 無産政党で絶対多数を占める 在阪朝
鮮人有権者
7. 31 浦塩市在住の 邦人で結んだ 西本紫
雲講
7. 31 青島の半日 (下) 船中にて 草宣生
7. 31 朝鮮雑記 = 或る文化政治の横顔=
森島黎民
8. 2 支那仏教研究の新方向 (下)
8. 2 エルサレム議題調査大阪委員から 市
内教育関係者に 四ケ条の質問
8. 2 浄宗樺太開教資談一近 く基本金募集
8. 3 「異邦人」 「異教徒」 等の言葉を除去
すべく (エルサレム会議に提出の議)
大阪基督教界で計画
8. 4 朝鮮雑記 = 或る文化政治の横顔=
森島黎民
8. 5 登山気分か濃厚であった 朝鮮の共生
会の 結衆とその将来
8. 7 朝鮮雑記 = 或る文化政治の横顔=
森島黎民
8. 9 光暢法主 朝鮮巡教
8. 10 大派朝鮮開教 五十年記念 ◇…と国
境軍の慰問
8. 10 満鮮支那古賢の跡へ = 釜山にて (第
一信) = 大谷大学鮮満支那見学団
8. 11 日本に善導霊場より 支那遺跡に建塔
8. 11 海外に発展する 村雲婦人会
8. 12 谷大鮮満北 ・支見学団 (第二信)
8. 14 仏連へ来た出兵非難の通告は 朝鮮独
立党員の仕業 ? .
8. 14 朝鮮の共生結衆 (一) 橘乃公
8. 16 全鮮に亘りて大派の 開教五十周年記
念伝道
8. 17 朝鮮僻阪地の 学校慰問
8. 18 仏派朝鮮の 新布教場
8. 20 印度の聖業に対する 日本仏教徒の冷
淡
8. 26 光暢法主の 朝鮮巡回日程
8. 27 西本映画班の 台湾巡回







10. 26　 朝鮮仏教大会の開催　 ◇…は昭和四年
と略定る
10. 27　 印度に在る　 木村龍寛 氏の著書
10. 27　 本派台北別　 院建築募財 二十五万円
10. 28　 羽渓了諦氏著　 「西域之仏教」 の 改
題増補出版
10. 29　 エルサレム会議は　 世界的に行詰った
宣教師の局面展開策　 やはり効果は
乏 しからう
10. 30　 朝鮮仏教団　 支部発会式
11. 1　 大谷光瑞氏の　 北京行き
11. 3　 逞羅仏像奉迎　 式次決定
11. 5　 南洋から
11. 8　 仏像奉迎の実況写真を　 逞羅皇帝に献
上す る
11. 8　 後藤子等の招きで　 蒙古カラチン王来
る　 高鍋日宗司監が出迎え
11. 10　 党王山日逞寺に於ける　 逞羅仏奉送の
盛観　 = 名古屋市空前の群衆=
11. 10　 逞羅雑記　 龍谷大学教授 増山顕珠
11. 11　 仏像奉迎映画試写
11. 13　 逞羅雑記　 龍谷大学教授 増山顕珠
11. 15　 満蒙政策
11. 15　 マハーバーラタ梗概 (一) 駒沢大学々
監　 山上曹源
11. 16　 朝鮮人問題
11. 16　 マハーバーラタ梗概 (二) 駒沢大学々
監　 山上曹源
11. 16　 第二回亜細亜　 民族会議より
11. 17　 マハーバーラタ梗概 (三) 駒沢大学々
監　 山上曹源
11. 17　 全朝鮮仏教大会は　 来年の巡びには行
かぬ
11. 17　 光瑞、 尊山両氏の　 北京行き 一骨董
買入れの為か-
11. 17　 計画か一つも狂はず　 完備した鮮仏団
第二期事業の為め東京で大会合
11. 18　 マハ ニーバーラタ梗概 (四) 駒沢大学々
監　 山上曹源
11. 19　 マハーバーラタ梗概 (五) 駒沢大学々
監　 山上曹源
11. 20　 国境慰問の旅 (六) 藤波大間
11. 20　 仏教朝鮮協会大阪支部が　 朝鮮人少年
の保護をやる
11. 20　 イエス使徒型 トマの　 印度宣教の証
11. 20 「わが国辱シ　 ンガポール」 守屋女史
講演会
11. 20　 曹洞宗新任　 海外布教使
11. 22　 国境慰問の旅 (七) 藤波大圓
11. 23　 国境慰問の旅 (八) 藤波大圓
11. 27　 逞羅雑記　 龍谷大学教授 増山顕珠
11. 27　 五台山の印画
11. 27　 国境慰問の旅 (九) 藤波大圓
11. 30　 国境慰問の旅 (十) 藤波大間








1927. 9. 29 日露国民の 社交機関 浦塩本願寺か
ら 日露協会へ提議
9. 29 朝鮮同胞を まごつかせぬ為め 東京
駅へ指導係
9. 29 国境慰問の旅 (三) 恵山鎬よ り新乞
披鎮まで 藤波大圓







国境慰問の旅 (五) 恵山鎬よ り新乞
披鎬まで 藤波大圓
10. 1 王仁三郎氏の 蒙古入中止 七ヶ年間
の事件中の整理で
10. 2 エルサレム大会 ◇…と 日本連盟への
非難
10. 2 浄土宗か支那に 逆伝道するの有利
10. 2 いよいよ本物になった 善導遺跡参拝
団 日支親善の髄と喜ぶ
10. 2 小林正盛氏の 朝鮮視察
10. 2 豊山留学生の 祖山拝塔
10. 4 外遊雑記 (二) 暁高敏
皿 4 仏教朝鮮協会のモヒ征伐は 大阪では
不賛成
10. 4 日緬仏教徒の提携 ◇…を主唱する緬
旬僧 京都浄土宗で大に歓迎さる
10. 5 支那を偲ぶ集ひ 向出東亜園主を迎へ
て
10. 6 朝鮮視察 団を募集
10. 6 中央仏教護国団へ 朝鮮協会も 合体
か
皿 6 ビルマ比丘と語る 保阪旭静 (投)
10. 7 支那仏教視察 紀行近 く上梓
10. 7 セイロン便り 浄土宗留学生 松本徳
明
10. 8 シャム皇帝からの仏像は 皇太子時代
来遊の際の お約束をはたす為め
10. 9 エルサレム宣教会議に就て 日本基督
教連盟幹事 宮崎小八郎
10. 9 日本を去る ビルマ僧
10. 9 豊山最初の 朝鮮布教場 鎮海布教場
の発展
10. 11 支那の広東大学が 宗教其他の文献調
査 東大史料編纂で調査に着手
皿 12 逞羅国王よ り遥々寄納の 仏像を迎へ
る日本仏徒 本月末の奉迎式後覚王山
上に
10. 13 中華民国に於ける 経済関係の基督教
化
10. 16 台湾の本派 婦人会奨励
10. 19 シャム仏像 奉迎会
10. 19 宮沢法主か先頭に 支那善導遺跡 巡
拝団に参加希望
10. 20 現実的効果を疑はれる エルサレム会
議
10. 20 近 く入洛する プラタ ップ氏
10. 25 プ氏入洛 直に日本を発 して 東亜民
国境慰問の旅 (十一) 藤波大圓


















1。22 南洋雑記 (七) 新嘉披 経谷孝道
1. 24 逞羅国皇帝陛下へ奉った 仏教連合会
の上表文
1. 24 南洋雑記 (八) 新嘉披 経谷孝道
1. 26 大阪に於ける エルサレム会議 調査
報告 [続]
2. 1 支那の正月より 満州開原本願寺出張
所 長谷川隆英
2. 2 仏教に対する カ ンディ の態度 (上)
ヤングイース ト社 佐野甚之助
2. 2 支那禅の完成者六祖伝 を伝教大師が
将来した 三階教以来の興聖寺の発見
2. 3 仏教に対する カ ンディ の態度 ( 中)
ヤングイース ト社 佐野甚之助
2. 4 仏教に対する カ ンディ の態度 (下)
ヤングイース ト社 佐野甚之助
2. 4 朝鮮基教者の 奇怪な行動 在満鮮人
圧迫に就て
2. 5 ハルビンで行はれた ク レス チーニェ
祭
2. 7 香港の経谷君へ (一) 上原芳太郎
2. 8 香港の経谷君へ (二) 上原芳太郎
2. 9 香港の経谷君へ (三) 上原芳太郎
2. 10 香港の経谷君へ (四) 上原芳太郎
2. 11 本願寺派台湾 開教使会議 一協議事
項-
2. 11 香港の経谷君へ (五) 上原芳太郎
2. 14 支那の孝治主義 (一) 文学博士 桑
原院蔵氏
2. 15 支那の孝治主義 (二) 文学博士 桑
原院蔵氏
2. 16 支那の孝治主義 (三) 文学博士 桑
原院蔵氏
2. 17 支那の孝治主義 (四) 文学博士 桑
原騰蔵氏
2. 18 支那の孝治主義 (五) 文学博士 桑
原院蔵氏
2. 19 台北の花祭 大谷派が当番
2. 20 トルコ見聞 (上) 二十日出逸暁
2. 20 逞羅の珍しい古仏像 一東大文学部に
寄贈さる-
2. 22 トルコ見聞 (中) 二十日出逸暁
2. 23 トルコ見聞 (下) 二十日出逸暁
2. 24 京都基青主催で 支那見学旅行
2. 26 中華の居士、 谷正明氏 日本仏教の研
究
3. 1 台湾本島人の 教師を養成
3. 3 遥かに朝鮮の一角にて 「中外日報」
を読みつつ (一) 朝鮮、 咸南の国境
恵山鎮にて 曹洞宗布教所 内藤義山
3. 4 遥かに朝鮮の一角にて 「中外日報」
を読みつつ (二) 朝鮮、 咸南の国境
恵山鎮にて 曹洞宗布教所 内藤義山
3. 4 中華僧志圓の来朝
3. 6 遥かに朝鮮の一角にて 「中外日報」





























12. 15　 日支親善のく さび　 一善導讃仰会の歓
喜　 官民に亘って大歓迎
12. 15　 国境慰問の旅 (十五) 藤波大圓
12. 17　 海外宗教事情　 国民革命治下の仏教徒
12. 17　 支那の石　 仏画展覧
12. 17　 朝鮮総督府寺　 刹令一部改正
12. 17　 京城教信
12. 18　 逞羅雑記　 龍谷大学教授 増山顕珠
12. 18　 朝鮮仏教大会は　 昭和四年に延期
12. 24　 現代の支那仏教について　 劉公使と語
る (上) 友松圓諦
12. 25　 現代の支那仏教について　 劉公使と語
る (下) 友松圓諦
12. 25　 南洋アカ リツ宗教と　 土人に仏教を教
るまで (上) パラオ布教所駐在　 武
村義昌
12. 27　 南洋アカ リツ宗教と　 土人に仏教を教
るまで (下) パラオ布教所駐在　 武
村義昌
12. 28　 在満朝鮮人問題　 三浦参玄洞
12. 28　 喇碗寺を学校に改む　 外蒙古に於ける
露国の活躍
1928. 1. 5　 今年の世界宗教大会と　 支那国民運動
と宗教界
1. 6　 蒙古に起った　 新しい宗教団体
1. 8　 露国文壇の近頃　 - ハルビンだよ り -
1. 12　 大阪に於ける　 エルサレム会議 提案
調査委員報告
1. 12　 南洋雑記　 新嘉披 経谷孝道
1. 14　 支那留学生の　 実情調査
1. 15　 南洋雑記 (二) 新嘉波　 経谷孝道
1. 18　 南洋雑記 (三) 新嘉彼　 紺谷孝道
1. 19　 海外宗教事情　 宗教学の権威印度に
1. 19　 南洋雑記 (四) 新嘉被　 経谷孝道
1. 20　 南洋雑記 (五) 新嘉彼　 経谷孝道
1. 21　 博多湾頭に竣成した　 蒙古大供養塔
落慶法要には喇碗が遥々参拝
1. 21　 南洋雑記 (六) 新嘉披　 経谷孝道
1. 22　 逞羅答礼使　 盛な見送 り
3。 8　 印度の自山と宗教の統合　 人類の僕
エ ム、 プラ タ ッ プ
3. 8　 上海の東亜僧園に　 日語学校を設置
一日支仏教と接近の為め-
3. 8　 青島日紡の　 人仏式
3. 8　 博多に来た　 ラマ僧一行
3. 8　 一般から閑却されてゐる　 問島の殖民
的価値
3. 8　 遥かに朝鮮の一角にて 「中外 日報」
を読みっつ (五) 朝鮮、 咸南の国境
恵山鎮にて　 曹洞宗布教所 内藤義山
3. 9　 遥かに朝鮮の一角にて 「中外 日報」
を読みつつ (六) 朝鮮、 咸南の国境
恵山鎮にて　 曹洞宗布教所 内藤義山
3. 10　 遥かに朝鮮の一角にて 『中外 日報』
を読みつつ (七) 朝鮮、 咸南の国境
恵山鎮にて　 曹洞宗布教所 内藤義山
3. 11　 浄土宗開教事業　 樺太に七教会所
3. 11　 大派僧侶の　 上海見学計画
3. 11　 蒙古軍供養塔除幕式に　 カ ラチ ン王遂
に来らず
3. 11　 台湾本島人の僧侶養成と　 台北仏教学
院
3. 11　 遥かに朝鮮の一角にて 「中外日報」
を読みっつ (八) 朝鮮、 城南の国境
恵山鎮にて　 曹洞宗布教所 内藤義山
3. 15　 蒙古軍供養塔　 を廻 ぐる噂そのまま
3. 15　 エルサレム会議に　 支那代表から 国
交問題を
3. 17　 古代波斯文化と仏教(1) 羽渓了諦
3. 18　 古代波斯文化と仏教(2) 羽渓了諦
3. 18　 太田覚眠氏の　 露国定住資格 と所得
税に関する抗議
3. 18　 浦塩市に日　 本居留民の 忠魂碑建設
3. 20　 古代波斯文化と仏教(3) 羽渓了諦
3. 20　 上海に新設された　 天理教の伝道庁
3. 21　 古代波斯文化と仏教(4) 羽渓了諦
3. 23　 古代波斯文化と仏教(5) 羽渓了諦
3. 23　 印度より (上) 長谷部隆諦
3. 24　 古代波斯文化と仏教(6) 羽渓了諦
3. 24　 印度より (中) 長谷部隆諦
3. 25　 古代波斯文化と仏教(7) 羽渓了諦
3. 25　 雑誌 「仏教徒印度」 から　 全印度仏教
大会の提議
3. 25　 セ イ ロ ン　 仏教徒の 馬来半島伝道
3. 25　 朝鮮仏教団の　 本年度留学生
3. 27　 印度より (下) 長谷部隆諦
3. 27　 逞羅国　 の繁栄
3. 27　 朝鮮僧侶の　 観光団来阪 中央教務
院主催














4. 5 朝鮮人モヒ忠者問題 際限かないとて
放っておけるか ? 大阪に於る悲惨な
現情
4. 5 迢羅の皇帝よ り賜った 日本仏教徒へ
の勅語
4. 7 ヱルサレム会議に於て 人種問題に関
し 朝鮮代表日本代表を反駁す












阿片と博突と (上) ハルビン　 豊島
欽爾











4. 15 本派朝鮮長 承浦出張所
4. 17 仏教朝鮮協会の紛擾は 一種の労働争
議 一死守する決心の横井主事-
4. 18 蒙古留学生 大本教で養成 一既に十
人の貴族子弟来朝-
4. 19 済州島共済組合の 簡易住宅建設
4. 22 善導大師に与へし 景教の感化
4. 22 「善導大師に与へし景教 (基 督教)
の感化」 に就いて (- ) 外村吉之介
4. 24 馬賊と六〇六 (上) ハル ビン 豊島
欽爾
4. 24 「善導大師に与へし景教 (基 督教)
の感化」 に就いて (二) 外村吉之介
4. 25 馬賊と六〇六 (中) ハルビン 豊島
欽爾
4. 25 仏教信仰を通 じて 両国の親善に資す
る ◇…逞羅皇帝の御希望
4. 25 逞羅答礼使 一行帰朝す
4. 25 「善導大師に与へし景教 (基 督教)






















対　 鈴木某氏か 「声」 で発表
5. 24　 済南事件と　 在支天理教
5. 24　 梅谷座主の濯頂に　 支那留学生 十二
名入壇　 信仰上の日支親善の歓談
5. 24　 公教で発表した　 セ イ ロ ンの 宗教勢
力
5. 24　 大派朝鮮の開教使転任
5. 25　 同志社で　 支那問題 の獅子吼 一日
本人をどう見てゐるか-
5. 25　 大派天津たより
5. 27　 密教研究の　 中華民人 醍醐で事相研
究
5. 27　 素破 しい回教徒の覚醒 (上) - アー
マジヤ運動の展開-
5. 27　 旅順より





5. 30　 素晴しい回教徒の覚醒 (下) - アー
マジヤ運動の展開-





6. 2　 開教の先達 「日持」 を偲ぶ
6. 3　 北京本願寺の慰問状況
6. 5　 日本基督教徒は挙って　 出兵撤退に尽
力　 されたしと支那教徒の依頼
6. 6　 善導遺跡参拝団　 支那動乱で延期にな
る
6. 8　 遼の国の夏よ り (上) ハルビン豊島
欽爾
6. 8　 青島より
6. 9　 遼の国の夏より (下) ハルビン豊島
欽爾
6. 10　 京城から
6. 12　 印度現時の仏教 (上) 長谷部隆諦
6. 13　 印度現時の仏教 (中) 長谷部隆諦





























4。26 「善導大師に与へし景教 (基 督教)
の感化」 に就いて (四) 外村吉之介
4. 28 日支親善と 善導奉讃 会の景気
4. 29 済州島共済組合の組織と 一般朝鮮人
の問題
5. 3 帝国社会教化団主催 シャム国答礼使
一行 帰朝講演会
5. 6 人口の問題と国際上の正義 (上) 中
川新吾
5. 8 権田正大総長の 朝鮮仏教視察





5. 12 仏連、 支那の時局に鑑みて 布教権獲
得運動に立つ 時局の進展は極力注意
5. 13 善導大師と景教 (道放氏の謬論を破す)
佐々木功成 一
5. 13 殖民地における小作争議 八千の荷衣
島民苦衷を 日農組合に訴ふ
5. 13 山東出兵と各宗派
5. 13 基督教青年会同盟の 海外事業の充実
5. 13 朝鮮三十一本山連合の 仏教専修学校
開設
5. 13 人口の問題と国際上の正義 ( 中) 中
川新吾
5. 15 善導大師と景教 (道放氏の謬論を破す)
佐々木功成 三
5. 15 山東出兵と各宗派
5. 15 支那布教権獲得運動は 火事泥式で不
可 仏連幹部の間に反対意見
5. 15 京城の花祭 五月廿六日、 陰暦四月八
日
5. 16 浄土宗従軍 布教使派遣
5. 17 善導大師と景教 (道放氏の謬論を破す)
佐々木功成 四
5. 17 善導大師と景教 (道放氏の謬論を破す)
佐々木功成 五
5. 17 支那布教権獲得に就ては 研究に止め
て運動せぬ 排、日思想の醸成を惺れ…
5. 17 人口の問題と国際上の正義 (下) 中
川新吾
5. 20 支那の天童山上に 道元の記念建碑
◇…を為せと学究から進言
5. 22 大阪本化聖教団 済南事件犠 牲者追
弔会
5. 22 支那南北両軍に対し 喇碗が和平勧告
5. 22 山東出兵に対し 日宗の慰問
5. 22 本派シベ リヤ開教総長 太田党眠氏の
後継者を物色
5. 23 浄土教と景教問題 カ ト リ ッ クから反
7。 6　 台中の不祥事件につき朝鮮統治に三省
を要求　 三浦参玄洞 (下)
7. 8　 ソヴエー ト治下に於る宗教団体の活躍
ブハー リンも之を認む
城
8. 9　 満蒙奇観 (二) 箕田党念
8. 9　 仏専講演部の朝鮮伝道旅行
8. 9　 暁烏敏氏の朝鮮九州行　 旅行日程
8. 9　 日本基青から支那基青へ
8. 10 ビルマに於ける素晴らしいカ ト リック
の発展
8. 10 本社を訪れた緬匈の怪僧ウ ・オツタマ
気炎を吐いて昔を偲ぶ
8. 12　 苦悶の支那仏教徒　 北平で三百余僧の
大会　 社会事業で応急策
8. 12　 満蒙奇観 (三) 箕田覚念
8. 15　 全仏教徒大会に鮮僧も列席
8. 16　 膨屏たる支那の排外思想に　 前途を悲






8. 21　 新義真言豊山か京城に一宇建立か= 場
合に依って臨宗を召集=
8. 22　 国際親善基督教世界連盟の　 日本から
支那への手紙




9. 2　 外遊偶感　 浅野研真
9. 7　 樺太通信
9. 8　 朝鮮半島唯一の 「朝鮮仏教」 誌　 経営
者変更
9. 9　 国民軍と旗
9. 9　 曹洞宗の朝鮮布教監理　 五十嵐氏辞任
9. 9　 曹洞宗海外布教師出発
9. 9　 大派朝鮮監督部　 国境慰問使発出
9. 9　 京城に於ける暁烏氏の講演
9. 9　 上海より
9. 12　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団より
9. 13　 救世軍小隊を台湾に創設
9. 13　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団より
9. 14　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団より
9. 15　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団より
9. 15　 朝鮮浄土宗開教事業現状
9. 16　 朝鮮京城に於ける豊山の新寺建立
9. 19　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団
9. 20　 南方支那国民党要人　 尹氏の密教研究
9. 20　 満鮮旅行便り　 智山大学伝遺団
9. 22　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団
9. 22　 洞宗朝鮮布教監理の更迭に就て　 信徒
総代よ り抗議




9. 23　 満鮮旅行便り　 智山大学伝道団





















印度カシュ ミールよ り (- ) 富田智
城










































8。 2 仏述、 支那国民政府へ寺院財産没収の
不当を力説し仏教徒へは警告を発する
8. 3 中華仏教の現態 (上) 数字に表れた
各省の実勢




8. 5 中華仏教の現態 (下) 数字に表れた
各宗の開教師
8. 5 新 しき外蒙の文化 露国医師最近の報
告
8. 5 満蒙奇観 (一) 箕田覚念
8. 5　 樺太の旅から
8. 7 日本国際親善基督教 世界連盟と日支
交誼
8. 8 支那全国の上地処分 ? 反対の仏徒大
会























12. 23 在米朝鮮人は極度に日本人を嫌ふ 世
界日校大会の韓国旗 掲揚問題とは別
だが
12. 23 支那基督教界の現状 支那基連代表の
発表


















































































10. 21 本願寺派の台湾仏教学院 島人三十八
名を入所
10. 21 危殆に瀕 しつつある 支那の孔子教
10. 23 韓世昌 礼讃
10. 25 半島仏教有史以来の計画たる 朝鮮仏
教の大交響楽
10. 27 日本教徒と提携を希望する 中華の基
督教徒 今後は交通を頻繁にする
10. 30 本派教線拡張調査会台湾朝鮮にも及ぶ
10. 31 大派の朝鮮開教資源と 寺院制度の採
用一教場主任、 信徒の代表者会議-
11. 1 マニラの香気 (一) 林敬一
11. 3 マニラの香気 (二) 林敬一
11. 10 大派朝鮮の御大礼奉祝
11. 10 マニラの香気 (三) 林敬一
11. 18 回教徒の義憤で 公教修院課税を免が
る
11. 19 仏教と社会事業九団体が カバフ ト開
発事業を 将来は国家的対外政策へ進
出
11. 19 全国一斉万歳に トルコ大使驚く 日
本国民には自我かない
11. 23 マニラの香気 (四) 林敬一
11. 23 本派の新予算に現はれんとする 海外
伝道部
12. 2 支那に浄土教義宣伝の為め ー「善導
大師と 日本」 出版-
12. 2 マニラの香気 (五) 林敬一
1。22 日支外交の革命 ( 2) 山田忠正 (愛
の強震著者)
1. 26 日支外交の革命 ( 3) 山田忠正 (愛
の強震著者)
1. 27 支那人ら しい 面白い信仰の流行…今
や信者か十数万人…
1. 29 日支外交の革命 ( 4) 山田忠正 (愛
の強震著者)
1. 30 日支外交の革命 ( 5) 山田忠正 (愛
の強震著者)
1. 30 学会を驚倒せしむる 朝鮮初版経発見
さ る 一文献あって も実物なきものを
束寺から小野教授に依り-
1. 30 今秋に決定した 大派朝鮮の 光暢法
主夫妻巡教
1. 31 日支外交の革命 ( 6) 山田忠正 (愛
の強震著者)
2. 5 支那で悪書 取締を請願
2. 7 朝鮮初版経発見の記事に就いて 禿氏
祐祥
2. 17 日支両国基督教徒 リーダーズの会合
を支那の基連から提案






























4. 11　 朝鮮に於ける学生の　 同盟休校激増
無為無能の半島教育当局者
4. 12　 続日本仏教見学記 (三) 朝鮮沙里院
金連声
4. 12　 妙心神月管長の朝鮮親化
4. 13　 続日本仏教見学記 (四) 朝鮮沙里院
金連声
4. 14　 朝鮮の私設墓地問題　 近 く道知事会議
で決定を見ん
4. 16　 池上政務総監の死で　 一頓挫した朝鮮
の初等教育




4. 18　 さ らにス博士からバ リ仏教の用具を
児童博物館に寄贈




4. 23　 印度人と子供　 六十三銭 ? (上) 柳
原場
4. 23　 印度人と子供　 六十三銭 ? (下) 柳
原場
4J 7　 海外事情　 蒙古の公爵
4. 28　 日本の三品市場に影響した　 印度宗教
騒助





5. 1　 大虚氏の　 神戸寄港
5. 1　 支那鎬江より
5. 4　 妙心寺派の　 朝鮮教勢
5. 10　 タゴール翁が日本で講演行脚
5. 10　 単称日蓮宗の満洲教況視察





5. 18　 印度代表としての　 ビルマ のオ ツ タマ
氏




5. 24　 物になった上耳其の桑畑　 光瑞氏の土
耳其行き
5. 25　 京城教信
5. 26　 めっき り熾烈にな った　 支那の廃娼運
動　 北平も近 く公娼廃止か





1929. 2. 28 全鮮一万余のモヒ患者を則絶すべく
総督府の新計画
2. 28 中亜仏教の思想的特徴 ( 2 ) 羽渓了
諦
3. 1 中亜仏教の思想的特徴 ( 3 ) 羽渓了
諦
3. 2 中亜仏教の思想的特徴 ( 4 ) 羽渓了
諦
3. 3 中亜仏教の思想的特徴 ( 5 ) 羽渓了
諦
3. 5 中亜仏教の思想的特徴 ( 6 ) 羽渓了
諦
3. 6 中亜仏教の思想的特徴 ( 7 ) 羽渓了
諦
3. 7 今年初めて留学生か帰る 朝鮮仏教団
3. 7 中亜仏教の思想的特徴 ( 8 ) 羽渓了
諦
3. 8 南支の仏教史跡めぐり (一) 佐藤泰
舜 (駒大教授、 文学博士)
3. 9 南支の仏教史跡めぐり (二) 佐藤泰
舜 (駒大教授、 文学博士)
3. 10 南支の仏教史跡めぐり (三) 佐藤泰
舜 (駒大教授、 文学博士)
3. 12 南支の仏教史跡めぐり (四) 佐藤泰
舜 (駒大教授、 文学博士)
3. 13 南支の仏教史跡めぐり (五) 佐藤泰
舜 (駒大教授、 文学博士)
3. 21 朝鮮民族解放運動と 教筋院の関係
3. 23 日本仏教見学記 (一) 朝鮮沙里院
金連声
3. 24 日本仏教見学記 (二) 朝鮮沙里院
金連声




3. 28 開教地の統制ができぬ 東西両派の海
外伝道
3. 29 詩聖タ ゴール カナダへ出発
3. 29 朝鮮仏教団支部の巡講 講師は藤波大
円氏
3. 31 台北市の花まつり 一 日よ り八 日まで
4. 2 朝鮮仏教教務院の陰謀云々は 一部の
憶測邪推 李宗教課長の声明
4. 3 朝鮮普天教の内証 教主の罷免を総督
府に嘆願
4. 3 国民政府から在満朝鮮人学校に 閉鎖
命令
4. 3 京城通信





















































































9. 1 最近支那に於ける 宗教界の展望 (二)
孔子祭の廃止、 回教徒の反乱、 中国
仏教会の組織等一 軽部秀治
9. 3 最近支那に於ける 宗教界の展望 (三)
孔子祭の廃止、 回教徒の反乱、 中国
仏教会の組織等一 軽部秀治
9. 4 朝鮮仏教大会 次第決る


























6. 30 光瑞氏の出立 来月三日に延ぶ
7. 4 朝鮮巡講雑感 (三) 藤波大円
7. 4 大連に居士団 出生せしむ一笠木良明
氏等の発起-
7. 4 支那黄柴復興のため 三段構の運動方
針
7. 7 朝鮮巡講雑感 (四) 藤波大円
7. 11 朝鮮巡講雑感 (五) 藤波大円
7. 14 支那寺院の美風 (上) 乙部呑海
7. 17 京都専門学校 満鮮旅行だより (一)
7. 18 支那寺院の美風 (下) 乙部呑海
7. 18 京都専門学校 満鮮旅行だより (二)
7. 20 朝鮮の社会運動
7. 21 京都専門学校 満鮮旅行だよ り (三)
7. 26 京都専門学校 満鮮旅行だより (四)
7. 28 支那仏典は殆ど未整理である 塚本善
隆氏帰朝談
7. 29 朝鮮仏教大会準備 全道と本部活気付
く
7. 30 国際キャ ンプ 沙、 支両国学生の来阪
7. 31 日本に亡命中の露人回教徒
7. 31 京都専門学校 満鮮旅行だより (五)






































































































10. 4 本島人を住職に 初めて任命した妙心
寺




10. 8 朝鮮開教私見 ( 1) 大派宣伝課主任
竹中怒照
10. 8 朝鮮開教私見 ( 2) 大派宣伝課主任
竹中慧照
皿 8 釜山より
皿 9 朝鮮仏教大会への希望 椎尾辨匡
皿 9 朝鮮開教私見 ( 3) 大派宣伝課主任
竹中慧照
10. 10 支那へ贈る大正大蔵経 福田氏の大奔
走
10. 10 朝鮮開教私見 ( 4) 大派宣伝課主任
竹中慧照
10. 11 全鮮真言宗信徒大会 開教以来の歴史
的盛況
10. 13 朝鮮仏教大会に先だって 曹洞宗布教
師大会
10. 13 山崎精華氏の童話全集 「印度篇」
10. 13 故渓内氏の閲歴と人為 友人安藤正純
氏の弔文
10. 15 内鮮の仏徒五百余名参加の下に 朝鮮
仏教大会の幕開く 一中国代表も遥々
来鮮参加-





10. 17 朝鮮全土に於ける 殉難横死無縁の霊
を 弔ふ 半島空前の盛儀 !





10. 24 蒙古王から西蔵一切経 か来る高野山
大学
10. 25 旅中雑記 乙部呑海
12. 5 バリ島の仏教僧侶の用具 ス博士から
児童博物館に
12. 5 朝鮮仏教大会私見 (下) 内蒙古茂林
瘤 吉田無堂
12. 5 北支那天津より 在天津 瀬辺淳信
12. 7 超政治的宗教の日支親善事業と して
日本外筋省も動き出した 古黄壁復興
運動
12. 8 全印度仏教大会 第二回か開かれる
12. 8 朝鮮思想大系 「李朝仏教」 成る 高
橋博士近著
12. 12 「李朝仏教」 を読みて (一) 石井教道
12. 15 「李朝仏教」 を読みて (二) 石井教道




12. 19 「李朝仏教」 を読みて (三) 石井教道
12. 22 r李朝仏教』 を読みて (四) 石井教道
12. 25 r李朝仏教』 を読みて (五) 石井教道
1. 7 満洲方面で も 神社問題起る
1. 12 支那黄堕復興運動
1. 26 朝鮮人帰国
1. 26 台頭 し来れる 印度の大衆 ( 1) 高
津正道
1. 28 台頭し来れる 印度の大衆 ( 2 ) 高
津正道
1. 29 台頭し来れる 印度の大衆 ( 3 ) 高
津正道
1. 30 台頭し来れる 印度の大衆 ( 4 ) 高
津正道
2. 2 台頭 し来れる 印度の大衆 ( 5 ) 高
津正道
2. 6 大戦後最初の中亜探検隊 橋川正
2. 7 台湾を見てから 藤沙堂
2. 16 大谷大学生の満蒙旅行計画
5。18 亜細亜仏教徒に訴ふ (下) 英国大菩
提会 副会長 B. L . フ ロー ト ン
5. 29 御嶽教を好餌に一湖南に大詐欺発覚
北村管長辞職に関係か?
5. 29 ホイ ッ トマンと東洋 (一) 幡谷正雄
5. 29 ホイ ッ トマ ンと東洋 (二) 幡谷正雄
5. 30 ホイ ッ トマ ンと東洋 (三) 幡谷正雄
5. 31 ホイ ッ トマ ンと東洋 (四) 幡谷正雄
6. 5 大派映両班の朝鮮宣伝
6. 7 中華の新思想胡適と語る (上) 九大
教授 佐野勝也
6. 8 中華の新思想胡適と語る (下) 九大
教授 佐野勝也
6. 8 闘争するガンジー (一) 大木雄三
6. 10 闘争するガンジー (二) 大木雄三
6. 11 闘争するガンジー (三) 大木雄三
6. 12 曹洞宗布教師に朝鮮人を任命 海外布
教に一時期を画すか
6. 13 闘争するガンジー (四) 大木雄三
6. 17 印度独立運動と宗教 福永漢
6. 18 ビルマを救へ と日大仏青会起つ
6. 19 印度独立運動と宗教 福永漠
6. 19 ビルマの震災と日印協会
6. 20 印度独立運動と宗教 福永漠
6. 22 朝鮮全土に仏教を 振興させよう と生
まれた 朝鮮仏教普及会 一先づ一般
家庭に仏壇を-
6. 22 安東県に於ける 基督教日校児童と神
社参拝問題
6. 28 釜山夏期大学講座
6. 29 朝鮮の仏教は朝鮮人の手でーと 奮起
した朝鮮仏教普及会 李元錫氏の大活
動
7. 3 境野黄洋氏著 「支那仏教史講話」 文
学博士望月信亨
7. 26 中華南京政府の 宗教学校弾圧 南支
教会学校側の対策
7. 29 同一教徒の立場から 印度ビルマ災民
を救へ 仏連- が近 く実働に-
7. 30 朝鮮を観てから 藤等影
8. 5 台湾の旅から 梅原真隆
8. 7 支那共産党の現勢
8. 17 南京政府の宗教教育禁止令と 新教側
の対抗策







8. 28 樺太開教二十五年 記念大法要を機し
大派教線の拡張成 らん
8. 28 日本に出来た 亡命露人協会
8. 28 西山三派のビルマ義援金
9. 4 支那国民政府の手 宗教圧迫を緩めず
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1930. 2. 18 印度聖地、 鹿野苑に 仏教大学の建設
ダンマ ・バーラ氏の発願
2. 19 大派の移植民調査
2. 19 朝鮮の珍訴訟 イエスと弘法大師
2. 20 朝鮮基督教界に 外鮮人の反目高まる
2. 20 印度の一富豪が 仏教叢書の刊行 各
国印度学者の総動員で
2. 20 朝鮮最初の小作官会議
3. 2 支那カ ト リック大学の発展
3. 9 日蒙の宗教的交渉で 日本ラマ僧の吉
田氏の運動
3. 23 京城通信
3. 28 福建大学に於ける 興味ある質問と解
答
3. 30 坊さんの霊と……印度人の守護霊 浅
野氏の心霊の話 しを聞く
4. 1 日本仏教連盟に対する 印度仏教徒の
希望 (上) 立正大学教授 カ ル カ ッ
タ大学教授 木村龍寛
4. 2 日本仏教連盟に対する 印度仏教徒の
希望 (下) 立正大学教授 カ ル カ ッ
タ大学教授 木村龍寛
4. 6 印度政庁よりの問合せと 西本願寺の
回答一国家宗教団体との関係等-
4. 6 中日両国の学者のために北平に 開設
された図書館
4. 6 これで も人間の生活か 朝鮮慶北道の
飢饉
4. 12 印度独立運動 (上) 大英国を悩ます
ガ ン ジー 高津正道
4. 13 印度独立運動 (中) 大英国を悩ます
ガ ン ジー 高津正道
4. 15 印度独立運動 (下) 大英国を悩ます
ガ ン ジー 高津正道
4. 23 朝鮮京城に唯一の 仏教専門学校設置
4. 27 盛大を予想される 大邱の花祭
4. 27 更生しつつある印度 (一) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
4. 29 更生しつつある印度 (二) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 1 印度婦人教会主催 明年一月ラホール
で開く 全亜細亜婦人大会
5. 1 更生しつつある印度 (三) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ポーズ
5. 3 更生しつつある印度 (四) ラ ス ・ ピ
ハ リ ・ ホース
5. 4 更生しつつある印度 (五) ラ ス ・ ピ
ハ リ ・ ポーズ
5. 5 朝鮮学生給費の廃止
5. 5 朝鮮に於ける教育熱 の勃興と就学難
5. 6 更生しつつある印度 (六) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ポーズ
5. 16 亜細亜仏教徒に訴ふ (上) 英国大菩
提会 副会長 B. L . フ ロー ト ン
5. 17 亜細亜仏教徒に訴ふ (中) 英国大菩





11. 8 「アジアの嵐」 を観る
11. 9 アフ リカの宗教 大阪府立貿易館のア
フ リカ国悄展よ り
11. 14 京城教信
11. 15 朝鮮に於ける 仏青連盟
11. 20 古義真言宗の 台湾布教伝道 明年一
月中旬より
11. 20 本年中に朝鮮鶏龍山に 朝鮮統一の聖
覇者か出現 ? 口韓併介以来の信仰だ
か ◆年末迄に現れねばどうする◆
11. 23 動乱の支那に於けるカ ト リ ック教勢
11. 27 「 トウルク シブ」 を観る
11. 29 支那黄柴復興運動 H、 華財界不況の
打撃
11. 29 コ ロ ンボよ り 藤井東洋男
12. 2 印度仏教徒現状 (上) ダムマパーラ
氏より
12. 3 印度仏教徒現状 (下) ダムマパーラ
氏よ り
12. 11 土耳古の回教に就て 新帰朝者日土協
会理事 山田寅次郎氏談
12. 21 支那料理 お精進の煽鶏汁 タ ーキー
チー
12. 28 泉芳環氏著 「印度漫談」 を読む 必
昇美
10. 9 朝鮮の教化問題 学校に宗教教育をウ 1931. 1. 6
ンと入れる
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
1930. 9. 6 朝鮮人と して聞 く に耐えない問題二つ
(上) 李迷鳥
9. 7 大派秋の大伝道を開始 東西両辺を繋
ぐ 北鮮方面の大伝逆 権藤 ・稲葉両
氏が
9. 7 台湾各地の秋の大伝道 本明龍貰氏を
特派
9. 7 セメ ヨノ フ将軍等 極東宗教連盟組織
共産的宗教否定と闘争
9. 7 朝鮮人と して聞く に耐えない問題二つ
(下) 李迷鳥
9. 12 今秋印度で一束洋学大会開かる 日本
の学者にも参加を希望
9. 16 大谷大学図書館で 西蔵秘宝の公開
法主寄贈のナルタ ン版= 西蔵蔵経の公
開を兼ねて
9. 16 基督教団の中を 全鮮六十八校に 藤
波大円氏の巡講
9. 21 朝鮮にできた純学術雑誌 「春丘学叢」
9. 24 木村博士著 「印度哲学 ・ 仏教思想史」
立正大学教授 山本快龍
10. 4 ソヽヴエー ト子弟の校舎にするとて 暗
爾賓本願寺明渡要求








10. 9 南洋所見 間宮英宗
10. 12 日本人の西蔵研究に関する 凡ゆる文
献の総目録 既に谷大図書館で脱稿
10. 12 教授と学生の手で 各国語伝道書の刊
行 天理教伝逆部と外国語学校
10. 17 精神的寂寥に悩む邦人 南洋群島開教
は有望 庁では思想善導をやらぬ と
種村大派特派使談




10. 23 東西文化の接触点の 新嘉披に発展
する本派の経谷氏
10. 28 ガンジーと恐怖 (上) 現代印度を動
かす二つの力 福永漢
10. 29 ガンジーと恐怖 (中) 現代印度を動
かす二つの力 福永漢
10. 30 ガンジーと恐怖 (下) 現代印度を動
かす二つの力 福永漢
10. 31 日、 支、 蒙、 西、 古代版画展
11. 2 大和民族と生蕃とは 同一神族に属す
る 言語学者北里蘭氏の話
11. 6 朝鮮情趣 [旅行逆説] 小谷徳水
11. 6 台湾暴動事件 死者弔意と義損金 仏
教大会で即行
11. 7 仏教の亜細亜運動と 印度仏跡参拝案
東京で世界大会も開催
11. 8 満州里の弁当 (外遊逆叙)
1。 7　 人道上より見たる霧社事件 (下) 中
井玄道
1. 11　 教筋部等の新設と　 海外伝道部の重要
視　 天理教庁職制規程快晴と態度
1. 12　 印度固有名詞辞典愈々全部完成
1. 13　 亡命露人が設けた　 回教小学校 羅沙
売り さんの汗の結品で
1. 14　 五大陸に於けるバハイ運動の発展 (上)
1. 15　 大谷派開教鳥瞰図　 仲び行 く海外教勢
1. 15　 朝鮮に断然唯一の　 女子高等専門学校
を本派別院か創設する
1. 15　 天理教五七年祭と　 陸橋百年記念の
海外伝道に驀進
1. 15　 浄土宗の開教瞥見　 一沿革と現勢-
1. 15　 五大陸に於けるバハイ運動の発展 (中)
1. 15　 北海 ・樺太へ　 大派教線拡る…台湾は
復興の道程…
1. 15　 大派殉難開教使物語　 犠牲になった大
派の人々　 明治初期の流血事件
1. 16　 五大陸に於けるバハイ運動の発展 (下)
紐育記者　 マルサ ・エル ・ ルー ト氏
1. 22　 朝鮮、 満洲、 布畦、 米国に及ぶ　 稲荷
大神の勢力圏　 人物養成、 貧民救済に
も活動
1. 23　 内鮮融和の使節　 東京の女学生から全
鮮の女学生に送られる雛人形
1. 23　 ク リスマスの当日　 浦塩に於ける宗教
撲滅運動
2. 1　 京城各宗僧侶の仏教懇談会
4。 2　 回教に就いて (二) 文学博士　 井上
哲次郎
4. 3　 回教に就いて (三) 文学博士　 井上
哲次郎
4. 5　 回教に就いて (四) 文学博士　 井上
哲次郎





4. 11　 集まる者十万　 日比谷の花祭り 感激
裡の逞羅皇帝奉迎式
4. 12　 山田長政の守本尊か　 逞羅から静岡ヘ
シャム皇帝から御下賜
4. 15　 回教に就いて補正　 井上哲次郎
4. 19　 南洋サイパンの花祭り
4. 19　 印度便り　 野口日主
4. 22　 新築地 「アジアの嵐」 を観て
4. 23　 ぶっ く れびゆう 「支那に於ける仏教と
儒教道教」 文学博士　 境野黄洋
4. 24　 プ・ レタ リヤ劇団 r新築地』 と観衆
「アジアの嵐の演技について」 真谷明
子
4. 25　 支那は打倒迷信運動で　 今でも寺は毀
たれる　 僧侶は平気で見てゐる
4. 29　 赤沼師の 「印度仏教固有名詞辞典」 に
就いて　 文学博士 松本文三郎
5. 3　 大本と支那紅1 字会との関係　 北村隆
光
5. 10　 農村進出に転μだ　 朝鮮の基督教 民
族運動から経済力涵養へ
5. 10　 支那仏教界動揺す　 廟産興学問題の再
燃と　 仏教整頓 (改革) 運動白熱
5. 12　 ザヴェ リオの遺骸を一般に顕示する
本年十二月印度のゴアで
5. 12　 支那仏教界動揺す　 第三回全支仏教代
表大会一上海に於て開会-
5. 16　 上海西本願寺の落成式　 大谷尊由氏を
迎へて　 十七、 八、 九三日間
5. 21　 日本委任統治　 南洋群島の力教
5. 23　 法規を整備 して　 植民地の神社を優遇
敬神思想普及のため　 一拓務省で目
下調査中-
5. 23　 支那で五ヵ年計画の　 大規模の特別伝
道　 目標は基督者の倍加と 各方面に
わたる基督化
5. 24　 国民会議代表に　 全支仏寺の惨状を訴
へ　 太虚法師飛檄す
5. 24　 東洋に於ける　 外国伝道は失敗でない
ガイ博士一行に絡る誤報を転載した
某紙の記事は与太
5. 25　 漸次発展する　 樺太のカ ト リック 露
領教会は破壊
5. 25　 中国統一政策には　 仏教を重視せよと
太虚代表の檄文
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1931. 2. 1 宗教的食味を僥 りて 支那の精進料理
か 黄壁の普茶か どち らが う ま いか
の問題
2. 1 支那の功徳林 仏壇に礼拝 しなければ
飯を食はせない料理屋
2. 3 天理教海外伝道に就いて (一) 中西喜
代造
2. 4 天理教海外伝道に就いて (二) 中西喜
代造
2. 7 神戸親和会で 印度事情を聴く
2. 7 天理教海外伝道に就いて (三) 中西喜
代造
2. 9 グロ百パーセ ン トの 朝鮮白々教事件
美人を生き埋めにした教主
2. 11 アラ ピヤ語の原典から コーラ ン経の
和訳 井上博士の勧めでクルワン僧正
が
2. 19 友邦仏教国逞羅 皇帝の御治療 は是
非日本でーと
2. 28 朝鮮人問題とは何 (上) 栗山耕三
3. 1 朝鮮人問題とは何 (中) 栗山耕三
3. 2 朝鮮人問題とは何 (下) 栗山耕三
3. 2 浦塩の幽霊 神秘嫌いの赤露の騒ぎ
3. 5 ミス印度 再婚を許されぬ 印度の女
性 一三四才の寡婦もある-
3. 8 印度文明史を揺す ヒンズー河畔の発
掘物 一近 く ロン ドンで出版-
3. 11 亜細亜を研究せよ ペ ル シ ャ ・ ア ラ ピ
ヤ各国でも日本研究を初めて居る 橋
川教授帰朝談
3. 16 大派が開拓する 朝鮮布教 開教監督
部の計画
3. 19 最近印度から出た 仏教研究上の収穫
シャス ト リ氏の密教とローウ氏の大
事の研究
3. 20 朝鮮仏教青年総同盟 いよいよ創立大
会
3. 21 写真出版を見る 印度仏跡の発掘物
木村龍寛氏が蒐集した仏像仏跡の資料
五百点
3. 21 女とラマ僧の国 ユー ト ピア西蔵 寺
本婉雅氏に聴く
3. 26 シャムから貰って来た 「お釈迦様の骨」
の持つナンセ ンス
3. 27 仏教に因縁の深い 逞羅皇帝歓迎 一
東京の花祭り連合会で-
3. 29 全印度仏教徒会議 主事ダルマチヤリ
氏の通信
3. 29 単身鮮人伝道に躍進する 若きグリス
チャンの信仰
3. 31 間島の共匪
4. 1 迢羅皇帝御来朝と 在京仏教徒の奉迎
両陛下花祭りに臨御 各宗管長御機
嫌を奉伺






1931. 5. 30 学界の稀品 敦煌出土の版本法華経
= 龍大図書館で人手=




6. 7 四十周年記念を迎える 曹洞の朝鮮開
教 範之和尚の渡韓から 現在に至る
開教の回顧
6. 14 満鮮の旅 暁烏敏
6. 17 日党むる支那の仏教界 北平仏教の新
傾向 (上)
6. 18 日覚むる支那の仏教界 北平仏教の新
傾向 (中)
6. 18 満鮮の旅 暁烏敏
6. 20 旅情片々 足利浄円 (一) 西へ西へ
6. 20 満鮮の旅 暁烏敏




6. 21 満鮮の旅 暁烏敏
6. 22 南京で発見された 印度高僧の古塔
銘文は日本沙門の筆
6. 22 旅情片々 ゛足利浄円 (三) 頭と脚の
国
6. 22 満鮮の旅 暁烏敏
6. 22 支那に於ける基督教の反撃 (上) 葵
イ ツ子
6. 23 旅情片々 足利浄円 (四) 墓の国
6. 23 支那に於ける基督教の反撃 (下) 葵
イ ツ子
6. 24 旅情片々 足利浄円 (五) 筋道
5. 24 「鮮支巡礼行」 中楊州の記事に関 し
常磐博士の為に釈明す (上) 大屋徳
城
6. 25 南京古塔の新発見を慶ぷ 一日本禅僧
中巽の事一 新村出
6. 25 旅情片々 足利浄円 (六) 支那人の
考
6. 25 「鮮支巡礼行」 中楊州の記事に関 し
常磐博士の為に釈明す (下) 大屋徳
城
6. 25 日党むる支那の仏教界 北平仏教の新
傾向 (下)
6. 25 満鮮の旅 暁鳥敏
6. 26 旅情片々 足利浄円 (七) 女傑
6. 27 旅情片々 足利浄円 (八) 新興支那
の思想
6. 28 旅情片々 足利浄円 (九) 支那の仏
教
6. 28 広東の夏 加藤正和
6. 30 南京古塔の新発見を慶ぷ 釈清潭
7. 1 西域学の発展 ( 1) 諏訪義譲
7. 2 東大印哲研究室へ 遇羅から大蔵経を
寄贈
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7. 2　 満鮮の旅　 暁烏敏
7. 2　 西域学の発展 ( 2) 諏訪義譲
7. 3　 曹洞朝鮮開教記念大会延期
7. 3　 立正大学講演部　 満鮮地方宣伝
7. 4　 西域学の発展 ( 3) 諏訪義譲
7. 3　 満鮮の旅　 暁烏敏
7. 4　 西域学の発展 ( 4) 諏訪義譲
7. 5　 満鮮の旅　 暁高敏
7. 7　 台湾と 「中外」
7. 9　 満鮮の旅　 暁高敏
7. 10　 朝鮮晋州の仏立講布教所　 二十六日開
蓮式挙行
7. 10　 満鮮の旅　 暁高敏
7. 11　 大本か南洋ポナペに　 一大理想郷の建
設　 全島を大本村に…海外進出
7. 11　 満鮮の旅　 暁烏敏
7. 12　 ・南洋片々　 乙部呑海
7. 12　 逞羅皇帝御寄贈の三蔵に就いて　 文学
博士　 長井真琴
7. 14　 仏跡参拝団　 明年組織する
7. 15　 満鮮の旅　 暁高敏
7. 15　 バハイ教と世界平和 (上) 在東京
ミス ・ アレキサンダー(宗教平和会議
日本委貝 桜井匡訳)
7. 15　 毒徒然　 紅・ 教 釈瓢斉
7. 15　 バハイ教と世界平和 ( 巾) 在東京
ミス ・ ア レキサンダー(宗教平和会議
日本委員 桜井匡訳)
7. 16　 イ ン ド人排斥のビルマ　 思想家宗教家
が迎動
7. 16　 立正大学生　 満鮮地方へ 伝道旅行決
定
7. 16　 仏跡最初の復興建築　 ムルガ ンダ ク チ .
精舎の落成　 今秋人仏式に一各国仏教
徒を招待
7. 16　 御殿場の基青　 夏期学校は 満鮮、 中
華からも　 宛然エルサレム会議
7. 17　 バハイ教と世界平和 (下) 在東京
ミス j アレキサンダー(宗教平和会議
日本委貝 桜井匡訳)
7. 19　 満鮮の旅　 暁高敏
7. 22　 支那訳された日本仏教家の著述 (上)
上海　 藤井草宣
7. 22　 毒徒然　 北平僧状 釈瓢斉
7. 23　 朝鮮人暴動について　 李迷鳥
・
7. 23　 朝鮮の古義派
7. 23　 満鮮の旅　 暁高敏
7. 23　 支那訳された日本仏教家の著述 ( 中)
上海　 藤井草宣
7. 24　 支那訳された日本仏教家の著述 (下)
上海　 藤井草宣
7. 24　 朝鮮木浦より　 武田雷雄
7. 25　 中国貴州省の宗教法案
7. 26　 朝鮮カ ト リック邦人教区準備









8. 21 最近の支那に於ける 宗教迫害運動
(九) 中国仏学会の請願及び内政部頒
布の 「神祠存廃標準」 (口)
8. 22 最近の支那 に於ける 宗教迫害運動
(十) 中国仏学会の請願及び内政部頒
布の 「神祠存廃標準」 (八)
8. 23 最近の支那に於ける 宗教迫害運動
(十一) 中国仏学会の請願及び内政部
頒布の 「神祠存廃標準」 (二)
8. 25 支那の布教禁止は 天理にと って打撃
だか 本部は重要視してゐない
8. 25 大派台湾開教部の蕃人教化 非常な意
気込みの伝道隊一行
8. 25 天理中山伝道部長 満鮮地方出張
8. 26 大本、 人類愛善会が 鉄嶺に満州本部
を 紅a!字会と提携して
8. 27 浦塩に出来る 太田党眼氏の胸像
8. 27 広東夜話 芳流生
8. 28 万国基督教青年会が 民国大水災義金
募集
8. 29 大邱刑務所に教洵用拡声電話の新設
8. 30 隣邦支那の水害に仏連、 義損金を募る





9. 2 仏教の海外進出 仲慶秀
9. 3 草案の中国憲法 信教自由で論争
9. 5 新嘉披より 経谷孝道
9. 6 逞羅の仏教 (一) 岡本春岳
9. 6 広東夜話 (承前) 芳流生
9. 8 逞羅の仏教 (二) 岡本春岳
9. 9 逞羅の仏教 (三) 岡本春岳
9. 10 広東夜話 (完) 芳流生
9. 10 逞羅の仏教 (四) 岡本春岳
9. 11 逞羅の仏教 (五) 岡本春岳
9. 12 全仏教徒の名で支那水害救済 事業行
はれ るか ?
9. 12 逞羅の仏教 (六) 岡本春岳
9. 13 逞羅の仏教 (七) 岡本春岳
9. 15 逞羅国皇帝 日逞寺親拝 当日の奉送
迎
9. 15 遥かに友邦中華民国の 水難映死の霊
を追弔 仏連の追弔会増上寺に於て執
行
9. 15 逼羅の仏教 (八) 岡本春岳
9. 16 紅a二!字と愛善会 長江水害見舞募集
9. 16 蕃界宗教事情瞥見 (一) 古野清人
9. 17 祖国を去るに当って (上) 江原亮勇
9. 17 蕃界宗教事情瞥見 (二) 古野清人
9. 17 満蒙問題遭難者追悼会 大阪仏教開館
で
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1931. 7. 31 満鮮の旅 暁高敏
8. 1 大本、 人類愛善会の斡旋で 鮮 ・支人
の融和なる一金沢に於ける衝突事件-
8. 1 満鮮の旅 暁烏敏
8. 2 外蒙古に於ける 反ラマ運動現勢 (上)
8. 2 満鮮の旅 暁烏敏
8. 6 外蒙古に於ける 反ラマ運動現勢 ( ド¯)
8. 6 満鮮の旅 暁烏敏
8. 9 毒つれづれ 狂堂先生 釈瓢斉
8. 9 満鮮の旅 暁高敏
8. 12 最近の支那に於ける 宗教迫害運動
(一)
8. 13 印度国民運動に於ける 宗教的要素と
反宗教的要素 一 福永漠
8. 13 支那に於けるカ ト リック排撃運動




8. 14 最近の支那に於ける 宗教迫害運動
(三) 廟産興学運動一一の教育経費政
策の建議 ( 口) 中華民国中央大学教
授耶爽秋
8. 14 印度国民運動に於ける 宗教的要素と
反宗教的要素 二 福永漢
8. 15 印度国民運動に於ける 宗教的要素と
反宗教的要素 三 福永漠




8. 16 バハイ教の委員会組織運動 望月百合
子
8. 16 夏のナンセンス ・宗教反宗教 映画に
現れた 南洋の宗教
8. 16 興正派最初の朝鮮開教根源地出来る










8. 19 彼の本願 境野黄洋氏 (七) 先づ支
那、 日本の仏教史を完成したい 出来
ればマルキシズムの研究も
8. 19 大本出口総裁補 奉天駐在 九月中に
出発
8. 19 最近の支那に於ける 宗教迫害運動
(七) 耶爽秋の廟産興学運動に対する
修正 (下) 釈太虚




















10. 11　 蒙古独立迎動拾頭で　 活仏の身辺危険
10. 13　 基督教々年会の手で　 中国の誤解を解
くか
10. 15　 大派朝鮮別院本堂 創立二十五周年記
念　 功労者衣彰を兼ねて来る 二十五
日盛大に法要執行





10. 16　 日支問題に関し組合基督教会が　 声明
書を出す　 十三日の総会で決議
10. 16　 創立二十五周年法要記念事業と して
京城別院沿革史の出版　 大派開教監督
部の計画
10. 16　 満洲事変慰問を終りて (上) 大谷派
朝鮮開教監督　 栗田恵成
10. 17　 満洲事変慰問を終りて (下) 大谷派
朝鮮開教監督　 栗田恵成
10. 17　 日支問題に対する　 仏教徒の対策
10. 17　 鄭家屯慰問行 (下) 四平街在勤　 鈴
木隆誠
10. 21　 海外伝道協会を　 創立せんとする塞督
教




10. 22　 ラマと襄銭　 巡錫地の疲弊
10. 23　 ビルマ来朝僧の　 短冊頒布会
10. 24　 大阪上中の　 満鮮事情展覧
10. 24　 ビルマの反乱と　 仏教僧侶の和平迎動
10. 25　 時局問題　 日本基督青年から中国基督
青年に送 られたメ ッセージ　 一日本ワ
キズメ ンクラブ日華関係委貝代衣奈良
傅氏発-
10. 27　 奉天のカ ト リックか連盟理事会に　 日
本の駐兵を要求す
10. 27　 黒龍会の内田良平氏　 全支親日のため
活躍　 道院庇護を政府に建白
10. 27　 大学生の軍事思想　 満蒙問題に対する
答案から観た
10. 28　 救国同志会　 満蒙視察団
10. 30　 大派台湾別院　 庫裏、 開館工事進む
10. 30　 満蒙の惑星大本が　 鉄嶺に別院新設
仮事筋所を奉天本部に設置
10. 30　 紅FL!字会を中心に　 満蒙の独立自治会
10. 30　 本門法華の満洲慰問
10. 30　 釜山大願寺　 女子講習会終る
11. 1　 イン ドの怪傑ガンジーの　 無所有主義
の生活
















9。22 ハルビン、 吉林無事 大派愁眉を開く
間島は今後危険?
9. 22 本派関係の 満洲各地情報 続々と打
電 し来る
9. 26 逞羅皇帝御入洛と京都仏教各派 奉送
迎等の注意
9. 26 奉天以北管下に 万一の処置を電命
内外に慰問の徹底を期す 大谷派の実
働進む
9. 26 古義真言の 日支時局対策
9. 27 仏蘭西が印度支那に 小乗大学を建設
一露無神同盟の皮肉-
9. 27 蒙古青年党の 活仏奪取劇 南京政府
の走狗だと
9. 27 中華民国の千字運動
9. 27 印度大菩提会の手になる 大寺院いよ
いよ落成 十一月中旬、 盛大なる開館
式
9. 27 日支衝突事件に対する 世界宗教平和
会議 日本委員会の態度
9. 29 仏教各派代表の奉迎裡に シャム皇帝
御入洛 仏連代表等に握手を賜ふ




10. 1 世界人類の平和を 宗教で実現せよ
中華留日YMCAの談
10. 2 長春で も満洲事変戦死者追悼会 感謝
される大派の活躍 栗田慰問使第三報
10. 2 中和国の建設至難 大本情報係 吉野
花月
10. 4 満洲事変追悼 児童大会順序
10. 4 満洲事変慰問使しての 私のメモ 奉
天にて 栗田恵成
10. 7 日支事変と本派 津村開教総長流支
10. 8 太平洋会議は取り止め 一満洲事変で
日本人とは合作せず-
10. 9 民国人が求道に来る 香落渓の招提寺
別院
10. 9 大阪浄宗布教団の 満洲戦死者法要
10. 11 学会に誇るべきニ ツの 敦煌出土古写
本を 同時に龍大でも入手
10. 11 日華仏教徒が連合して 奉天の窮民に
11. 5





満洲に於けるカ ト リ ックの活躍











11. 17 赤露革命記念日に 支那官憲の宗教圧
迫
11. 17 慰問使帰る 渡辺円流氏使命を果して
11. 18 我が国の踏むべき途 (三) 元大阪朝
日新聞記者 中平亮
11. 18 満蒙問題に 龍大の奮起 スカ ウ ト団
の運動
11. 18 金光健児母国の満洲軍慰問使
11. 19 満蒙問題の旗幟を掲げ て全国民に呼
びか ける 大本の宣伝使、 信者総動員
11. 19 満洲神社愈々建立 ?
11. 19 我が国の踏むべき途 (四) 元大阪朝
日新聞記者 中平亮
11. 19 支那と教団
11. 19 曹洞、 同宗を総動員し 出征軍愉兵金
を募る 一満洲に特派慰問使出向-
11. 20 我が国の踏むべき途 (五) 元大阪朝
日新聞記者 中平亮
11. 20 臨済黄柴各僧堂が連合して 満洲出征
兵慰問募金托鉢団 大挙、 京洛の巷を
練る
11. 20 高野山の国威発揚大祈祷会 御守札と
慰問金寄贈
11. 20 満洲事変をめぐりて 各宗教の動き
11. 21 派遣軍慰問で本派女子仏青の街頭運動
11. 21 軍人名号三千 満蒙出征軍に
11. 22 回々教民族と連盟して 無神論運動に
対戦する 西伯利亜人類愛善会の報告
11. 22 有意義な決議を見て 教化関係者大会
終る 一今後専ら諸決議を実践に-
11. 22 日支事変に対する基教連盟総会の宣言
11. 22 日本基督教組合教会へ 中華基教徒の
対時局メ ッセージ
11. 25 本派全教団の婦人に対し 本部総裁か
ら懇諭 一満蒙事件で本格的に動く -
11. 25 街頭出動 千五百人 本派の恰兵運動
11. 25 神戸日校連盟の鮮童救済運動
11. 25 満蒙の寒冷に就て回顧 加来幻堂
11. 25 日本仏教徒に寄する書 中華民国僧大
虚法師 同信同教徒に呼びかく
11. 25 満洲に真宗婦人会 大谷派満洲開教部
で 近 く 創立の計画
11. 26 本派の満蒙慰問運動と 婦人の国論統
一運動 垂示発表から全教団の動きな
る
11. 27 日支紛争論 (一) 井箆節三
11. 27 婦人に満蒙概念を注入し 惶兵金募集
に活動 婦人中心の時局講演会も開催
大派婦人法和会起つ
11. 27 大谷派本山 満蒙皇軍に更に軍人名号
11. 27 満洲戦病死者追弔会と 武運長久を亀
山帝前で 赤井管長けふ満洲へ出発
11. 27 天台宗の満洲慰問使 昨日神戸出帆
11. 28 日支紛争論 (二) 井箆節三









11. 10 急転歩めま ぐるし 廻れ、 右へ、 右へ
(下) 一味同じられた宗教一 福見涙
草
11. 11 日本梵文学界の現状を見て 松岡文夫
11. 11 隠岐島の浄土宗か 満蒙戦死追悼
11. 11 浄宗会が決議した 満洲事変の対策
霊場問題で華頂悩む
11. 12 国威宣揚祈祷会
11. 12 醍醐派修験聖宝会 満洲事変追悼会
11. 12 日蓮主義の旗の下に 朝鮮仏教普及会
生る
11. 12 大派婦法名古屋支部 慰問袋五千個を
満洲の駐屯軍に贈る
11. 13 本派で第二段の慰問使慰問袋 満蒙大
慰問の計画
11. 13 朝鮮開館設立計画 最高幹部会議で否
決さる ーがっかり してゐる関係者-
11. 13 口支共存共栄を宣明 東洋平和の確保
は日本の任務であると満鉄会起つ
11. 13 排日教育の根絶運動 帝国教育会を通
して盛んに
11. 14 大本の満蒙宣伝愈々本格的となる
11. 14 満蒙事変に対する 古義真言宗の活動
11. 14 在満真言宗会議 霊牌堂特設
11. 14 蕃界巡回伝道 木下氏の報告講演 大
派法主 ・裏方臨聴
11. 15 急に龍大スカウ ト団員を 満蒙に派す
学校と本山の応援
11. 15 撤江激戦の戦死者更に四名 何れも大
派門徒
11. 15 仏教済世会が 満洲に慰問使
11. 15 太田覚眼氏 来る二十日に帰朝
11. 15 我が国の踏むべき途 (一) 元大阪朝
日新聞記者 中平亮





















12. 19　 時局に関し、 上海のY. M. クラ ブか
ら大阪の同クラブへ　 漸く回答か来た
12. 19　 満蒙新興宗教　 観音信仰たる 「在理
会」 と　 大本との提携
12. 19　 満蒙佃兵金　 大谷婦人法話会の献金
12. 19　 太田覚眠氏の帰朝慰労会




12. 20　 冬至節と印度の 「マカラ、 サンクラ ン
ティ 」ー 祭 (上) 岡本春岳
12. 20　 斉々暗爾慰問記 (三) 暗爾賓　 月輪
孝雄
12. 23　 仏国土建設運動　 奉天城内自治指導部
笠木良明
12. 24　 冬至節と印度の 「マカラ、 サンクラ ン
ティ ー」 祭 (下) 岡本春岳
12. 27　 満洲事変傷病者に　 花を贈って慰問
歓迎された大覚寺の慰問
12. 27　 東京大学大谷児童協会の　 満洲慰問
12. 28　 満洲雑感　 大谷健児団満蒙慰問使 杉
村成仁
12. 28　 支那の排日に対して　 干支迷信排除の
提唱
12. 28　 斉々略爾慰問記 (四) 暗爾賓　 月輪
孝雄
12. 28　 常磐大定博士の近業　 一支那仏教史跡
記念号　 S. M生
12. 28　 山本一清博士と　 支那人の床屋
1. 1　 満蒙事変根元記 ( 1) 伊藤痴遊
1. 1　 駐満軍武運長久祈願祭　 伏見稲荷神社
にて
1. 5　 太虚法師台■ (一) 北京本願寺　 光
岡貞雄
1. 5　 満蒙事変根元記 ( 2) 伊藤痴遊
1. 5　 本願寺派と満洲事変　 錦州城頭に日章
旗翻るまで
1. 6　 満蒙事変根元記 ( 3) 伊藤痴遊
1. 6　 多く支那側も見舞ったと　 浄土宗慰問
使は語る　 一無事に帰朝して…
1. 6　 太虚法師台宏 (二) 北京本願寺　 光
岡貞雄
1. 6　 満洲より　 東京大派児童協会代表
1. 7　 満蒙事変根元記 ( 4) 伊藤痴遊
1. 7　 太虚法師台宦 (三) 北京本願寺　 光
岡貞雄
1. 8　 満蒙事変根元記 ( 5) 伊藤痴遊
1. 8　 支那馬匪賊の暴戻に　 苦しめられる司
教司祭
1. 8　 カ ト リ ッ ク宣教師の　 満蒙事変観 ク
ラウス博士の放送
1. 8　 太虚法師台皆 (四) 北京本願寺　 光
岡貞雄
1. 8　 従軍布教手記 (第一信) 本派本願寺
11. 29 白象国逞羅を語る ( 1) 在米 経谷
孝道
11. 29 在奉天、 日華仏教連合会 の第二回窮
民救済運動 (零下三十度の酷寒に飢
ゆるもの)






















12. 1 満蒙事変で 大派門徒の戦死者五十七
名
12. 1 満洲皇軍慰問に 各派競うて立つ 一
慰問品はあり余っている
12. 2 満洲事変と大谷派
12. 2 満蒙問題に於 ける 日本民族の正義
(下) 渡辺麻吉
12. 2 日支紛争論 (五) 井箆節三
12. 3 白象国逞羅を語る ( 2 ) 在米 経谷
孝道
12. 3 奉天喇碗教徒の 戦没日本将士慰霊大
会 各宗団体も挙って参列
12. 3 日蓮正宗の 満洲戦士慰問 一第二回
と して全国的に募集-
12. 3 国威宣揚の為 日宗大国祷会
12. 3 単称日蓮宗の満洲慰問使
12. 3 大宮御所の慰問品を寄託された 本派
満蒙慰問運動
12. 3 日支紛争論 (六) 井箆節三
12. 4 満蒙に関する時局ポスター




12. 6 南洋にも悟りの会 曹洞宗布教所主催
12. 9 満洲事変と中華留日YMcA r決し
て排日迅動はやらぬ」
12. 12 満洲軍慰問金 募集の 「義士会」 名
古屋大派林高寺で
12. 13 海外植民地の産業調査や伝道に 基教
海外伝道教会創立
12. 13 斉々略爾慰問記 (一) 暗爾賓 月輪
孝雄
12. 15 国体の精華 国難の打開 高見範雄
12. 16 全米支那人の 排日と分裂
12. 16 台湾蕃 人と本島人に食ひ入る 本派
台湾布教
12. 17 戦傷病兵を慰問して 田中義信
12. 17 斉々暗爾慰問記 (二) 暗爾賓 月輪
孝雄











1932. 1. 9　 満蒙事変根元記 ( 6) 伊藤痴遊
1. 9　 満蒙問題の真の解決は　 満蒙連合の拓
殖会社　 …の創設にありと大本の提唱…
1. 9　 従軍布教手記 (第二信) 本派本願寺
従軍布教使第一班　 光岡慈昭
1. 10　 朝鮮の新年　 鮮人に聴いた話しを中心
と して　 京城 館義賢
1. 10　 満蒙事変根元記 ( 7) 伊藤痴遊
1. 10　 全印度の恐怖時代　 反英運動愈よ激化
1. 10　 満蒙をかけ巡りて (上) 誂南にて
名越隆成
1. 10　 太虚法師台習 (五) 北京本願寺　 光
岡貞雄
1. 12　 満蒙事変根元記 ( 8) 伊藤痴遊
1. 12　 本派の婦人会代表　 更に満洲軍慰問使
を派せん
1. 12　 満蒙をかけ巡りて (下) 誂南にて　 名
越隆成
1. 13　 満蒙事変根元記 ( 9 ) 伊藤痴遊
1. 14　 満蒙事変根元記 ( 1 0) 伊藤痴遊
1. 15　 満蒙事変根元記 ( 1 1) 伊藤痴遊
1. 15　 錦州城其他をフ ィルムにして帰った
浅草本願寺の慰問使　 一名は発病して
帰らず
1. 15　 京都仏教倶楽部で　 満洲を語る夕
1. 16　 満蒙事変根元記 ( 1 2) 伊藤痴遊
1. 16　 メ タン本願寺基礎なる
1. 17　 満蒙事変根元記 ( 1 3) 伊藤痴遊
1. 17　 天理教の満洲進発　 松村氏出張
1. 17　 満鉄厭戦の耕地に　 日本村 の新建設
1. 17　 趙奉天市長の大本入り
1. 19　 満蒙事変根元記 ( 1 4) 伊藤痴遊
1. 20　 満蒙事変根元記 ( 1 5) 伊藤痴遊
1; 20　 ガンジーの処置に関し　 印度総督へ建
白　 人類愛善会か最初の意思表示
1. 21　 満蒙事変根元記 ( 1 6) 伊藤痴遊
1. 22　 満蒙事変根元記 ( 1 7) 伊藤痴遊
1. 23　 満蒙事変根元記 ( 1 8) 伊藤痴遊
1. 24　 満蒙事変根元記 ( 1 9) 伊藤痴遊
1. 24　 日蓮宗徒　 遭難事件 本圀寺に無関係
1. 26　 満蒙事変根元記 ( 2 0) 伊藤痴遊
1. 26　 印度の大殿堂壁画　 桐谷画伯に決まる
1. 26　 全国に放送される　 浅草本願寺の 満
洲事変死者追弔法会
1. 27　 支那天台史跡調査　 台宗教学部で
1. 27　 満蒙事変根元記 ( 2 1) 伊藤痴遊
1. 28　 満蒙事変根元記 ( 2 2) 伊藤痴遊
1. 29　 満蒙事変根元記 ( 2 3) 伊藤痴遊
1. 30　 仏教と戦争 (一) 古川確悟
1. 30　 喘術 ・武力 ・実力 (上) 一日支問題に
つ い て 一　 上海より帰航の日 藤井草
宣
1. 30　 満蒙事変根元記 ( 2 4) 伊藤痴遊
1. 31　 仏教と戦争 (二) 古川確悟
1. 31　 喘術 ・武力 ・実力 (中) 一日支問題に





満蒙事変根元記 ( 2 5) 伊藤痴遊
隔術 ・武力 ・実力 (下) 一日支問題に




















満蒙事変根元記 ( 2 8) 伊藤痴遊












2。 4 印度、 印度、 印度 ! ! ラス ・ ピハリ ・
ホー ス
2. 4 英国治下の印度の窮状
2. 4 仏教と戦争 (四) 古川確悟
2. 5 西本上海別院の砲撃は　 国際公法無視
と抗議　 一西本願寺と日支事件-
2. 5 上海事変と大派 弾雨を冒して全員一
避難民の救済に努む　 消息断絶三日
で気遣はれた 上海別院より漸 く着電
2. 5 印度、 印度、 印度 丿 (二) ラス ・
ピハ リ ●ホース　 ・　 、
2. 5 満蒙事変根元記 ( 2 9) 伊藤痴遊
2. 6 内鮮人共通の信仰により　 精神的融和
を嘱望　 ◇斉藤朝鮮総督が 観音の霊
場開発を申入れ
2. 6 改纂さるる小学地理書　 一特に満蒙方
面に関し-
2. 6　 満蒙事変根元記 ( 3 0) 伊藤痴遊
2. 7　 天理教の　 上海慰問使 近 く 出発の予
定
2. 7 大派が上海へ　 慰問使派遣
























2. 14　 台湾の上になるまでと　 妙心新監督
台湾仏教を 11本化に
2. 14　 一宗一派に偏せず　 仏教徒と して起つ
上海小変に際して　 長崎仏教会の申
合わせ
2. 16　 此際臼支仏教徒提携し　 和平運動を誘
発せよ (中) 藤井草宣
2. 16　 危 く 助かった特派　 上海俯
日支事変と本派
2. 16　 長崎仏教会、 全市托鉢　 上海事変で連
日奮闘　 大々的慰問の火を挙げる
2. 16　 満蒙事変根元記 ( 3 7) 伊藤痴遊
2. 17　 此際日支仏教徒提携し　 和平運動を誘
発せよ (下) 藤井草宣
2. 18　 続、 白象国逞羅を語る ( 2 ) 経谷孝
道
2. 18　 満洲の新天地に開けた　 青年の就職の
こ と
2. 19　 蘇州在留邦人も　 上海束本願寺に引揚
げ　 別院、 不眠不休の活動
2. 19　 日支事変と本派　 その後の状況
2. 20 「上海に物資を送れ」 光瑞氏帰りて西
本願寺教団内外に大迎動
2. 20　 その後のYM倶楽部　 日支問題に関す
る
2. 20　 セイ ロンの仏青創立記念日　 三月十二、
三日頃開かれん　 日・ 印仏教徒の握手
を要望
2. 20　 新独立国の創建と共に　 日宗満蒙に教
線の拡張　 ◇…近く調査委貝を派し
独立教区に昇格の方針
2. 21　 妹尾義郎氏に答ふ (上) 古川確悟
2. 21　 政府へも交渉して　 物資の急送運動
本派と日支事変
2. 21　 満洲に人類愛善堂　 外廓は加茂様式に
2. 21　 時局の平和的解決に動く　 日本基督教
諸団体
2. 21　 満蒙新国家成立宣言を　 地理教科書に
編纂　 図書局の計画
2. 21　 醍醐派から　 更に満洲へ
2. 21　 続、 白象国逞羅を語る ( 3 ) 経谷孝
道
2. 23　 妹尾義郎氏に答ふ (中) 古川確悟
2. 23　 動乱の上海から (上) 浜本まし枝
2. 23　 満洲慰問映画　 加藤教信氏の功績
2. 24　 妹尼義郎氏に答ふ (下) 古川確悟
2. 24　 慰問品五十梱上海急送　 大谷派特派慰
問使か携行
2. 24　 動乱の上海から (下) 浜本まし枝
2. 25　 臨済各派僧堂か再び挙って　 上海慰問
金募集托鉢　 南禅管長が光瑞氏に逢っ
て
2. 25　 凶作地救済に　 托鉢行脚 日支事変慰
問にも
2. 25　 山口県本派の　 上海飢饉救済
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
ピハ リ ・ ホース
1932. 2. 7 兵火相鍾 ぐ混乱 の巷に伸び行 く 支
那共産党の現状
2. 7 上海事変と大派佐世保別院の活助 塩
沢司令官よ り謝状
2. 7　 SADUの地から (中) コ ロ ンボに
て 江原亮リj
2. 7　 満蒙事変根元記 ( 3 1) 伊藤痴遊
2. 9 印度、 印度、 印度 ! ! ( 四) ラ ス ・
ビハ リ ・ ホース
2. 9 上海の邦人を救へ…と 東京YMCA
が発起の救済運動
2. 9 上海を引上げた　 同文書院 長崎で開
校
2. 9　 大谷派ハルビン教務所無事　 畠山従軍
慰問使　 からの着電で愁眉を開く
2. 9　 満蒙事変根元記 ( 3 2) 伊藤痴遊
2. 10 印度、 印度、 印度 丿 (五) ラス ・
ビハ リ ・ ホース
2. 10 満蒙事変根元記 ( 3 3) 伊藤痴遊
2. 11　 印度、 印度、 印度 丿 (六) ラ ス ・
ピハ リ ・ ホース
2. 11　 日支事変と本派　 戦地に入る布教使
2. 11　 日支事変と大谷派　 神戸、 長崎両教区
の活動
2. 11　 山口宮司の進退問題で　 台湾全島神職
動揺 政治問題化して紛糾
2. 11　 大派慰問使による 満洲事変実況映画
近 く封切り
2. 11 S A D　 Uの地から (下) コ ロ ンボに
て 江原亮勇
2. 11　 満蒙事変根元記 ( 3 4) 伊藤痴遊
2. 13 古川確悟氏の 「仏教と戦争」 を評す
(上) 新興仏教青年同盟 妹尾義郎
2. 13　 外務省や公使館等に　 抗議や了解を得
る　 一本派と日支事変-
2. 13 浄土宗青年教徒が アジア問題討議
明十四日家政高女で
2. 13 宋版大蔵経影印出版 動乱の上海から
計画発表 一流石に大陸的である-
2. 13 満蒙事変根元記 ( 3 5) 伊藤痴遊
2. 14 此際日支仏教徒提携し　 和平運動を誘
発せよ (上) 藤井草宣
2. 14 アフガニスタ ン革命一回教圧迫とその
反動
2. 14 日支事変と西本願寺
2. 14 大迎及奉天の婦人会連合会より　 本派
側脱退
2. 14　 上海の状況　 光瑞氏別院に帰る
2. 14 古川確悟氏の 「仏教と戦争」 を評す
(下) 新興仏教青年同盟 妹尾義郎
2. 14　 続、 白象国逞羅を語る ( 1 ) 経谷孝
道
2. 14 満蒙事変根元記 ( 3 6) 伊藤痴遊





3。 8　 朝鮮人問題解決　 の鍵を握るか? 大
阪府の朝鮮人生活調査
3. 8　 殉国戦病没将士に対し　 僧侶の公式葬
祭は不可　 一神職が従軍請願に 意見
書を提出す
3. 8　 上海避難民の語る　 大谷派別院の奮闘
◇…全く軍人以上だと…
3. 8　 京都市の失業対策と満蒙移民調査
3. 9　 スエダゴン仏社物語 ( 中)　 ビルマ僧
ピヤイ ・ ウ井スタ
3. 9　 上海外人の誤解を解く　 YMCAの慰
問使
3. 9　 事変の上海より　 豊原青雲
3. 9　 浄土宗宗会第一日　 戦死者追弔法要や
ら　 常任委員の選定やら
3. 9　 傷病兵の枕頭に　 花束その他の贈物
光暢法主夫妻の慰問　 …朝倉課長は先
遣に…
3. 9　 全国一斉に大追弔会　 古義真言と上海
事変
3. 10　 スエダゴン仏社物語 (下)　 ビルマ僧
ビヤイ ・ ウ井スタ
3. 10　 セイロンの島から (上) 印度に於け
る日支事変の影響　 コ ロ ンボにて 江
原亮勇
3. 10　 満蒙に活躍を計画する　 日本基督教青
年連盟
3. 10　 上海事変余聞　 上海東本願寺にて 藤
谷仙龍
3. 10　 満洲史談 (上)
3. 10　 三勇士の母堂なち入洛
3. 10　 朝鮮人のカ ト リ ック信者を　 専門に司
牧　 ベル トラ ン氏来る
3. 11　 大乗相応の地= 満洲国　 新国家建設の
巨歩
3. 11　 新満洲国の宗教行政
3. 11　 六百余の遺族を迎へ　 全国の賓客を招
じて　 西本の大追弔会盛大
3. 11　 肉弾三勇士弔訪記 (上) 池田堅正
3. 11　 諺文創製最初の　 朝鮮訳蔵経版 発見
されて刊行
3. 11　 満洲国建国式と古義真言の祝電
3. 11　 臨済各派の　 上海慰問使 妙心派に委
託か?
3. 11　 浄土宗宗会 (第三日) 満洲教線拡張
論に賑ふ　 国策と東洋の平和を 重ん
じ宗派を超越せよと　 渡辺執綱の大喝
3. 11　 法要延修の大谷派…　 日支事変に全力
集中




3. 12　 聖護院門跡の　 軍事慰問会 二千五百
円を寄託
3. 12　 大津仏連有志が　 県下戦死者 弔慰料
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1932. 2. 25 「満蒙新国家と教界」 を語る 東京仏
教倶楽部主催で
2. 25 続、 白象国逞羅を語る ( 4 ) 経谷孝
道
2. 26 満蒙への鴻圖樹立 『住職の師弟相続
は 創立の根本義に反す』 …日宗道
友会決議…
2. 26 茲は建設の国 萌え出す平和の報 鳳
凰城に日校新設
2. 26 続、 白象国逞羅を語る ( 5 ) 経谷孝
道
2. 27 大満洲と宗教
2. 27 癩撲滅運動を一 朝鮮にも及ばせ 激
化した釜山の現状
2. 27 三十万の日曜学校児童に 新満蒙国の
知識啓発 = 西本願寺日校課の計画=
2. 28 続、 白象国逞羅を語る ( 6 ) 経谷孝
道
2. 28 満蒙博覧会へ 「大本館」 参加
2. 28 布教戦線の展望 ヂリヂリの退却ぷり
2. 28 日支事変と宗教家の行動 一般の注文
は従前より 著し く変ってゐる
3. 1 豊山宗会 ・満蒙の教線拡張 と伝道費
増額 (二十七日)
3. 1 満洲に回教徒連盟結成 ? 並に世界回
教徒大会の計画
3. 3 新満洲国のポスター 児童博物館に展
観
3. 3 続、 白象国逞羅を語る ( 7 ) 経谷孝
道
3. 3 満洲国建設まで (上) 一宗教関係を
説 く 一 王中将顧問 吉田無堂氏
3. 4 新満洲国への関心
3. 4 大谷派満蒙開教監督部を 首都長春に
移す = 臨時出張所は奉天= 宮谷氏
任命と共に発令
3. 4 新 「満洲国」 創建と共に 禅風の一大
恢復 曹洞の保坂部長の方図
3. 4 根本正邦氏 上海に従軍す
3. 4 特派布教使と一派 代表慰問使を急派
西本願寺と上海事変
3. 4 満洲国建設まで (下) 一宗教関係を
説 く 一 王中将顧問 吉田無堂氏
3. 4 大谷派高岡寺院の愉兵品募集
3. 5 満洲国開教 、
3. 5 長春を中心に仏立講の 満蒙弘通移民
計画
3. 5 上海慰問 真言宗の活動
3. 6 支那に於る宗教の研究 一日本宗教協
会の企て-
3. 6 満蒙への躍進 女はまだ…
3. 6 愛善会の上海特派
3. 6 満洲建国と回教徒 - タルパ ンガ リー
氏談-












セイ ロンの島から (下) 印度に於け


















3. 17 満蒙に志を仲べんとする もの 満蒙人
への開教は 施薬と芝居が第一
3. 17 教貝の就職地獄と満蒙 彼地進出は目
下絶望
3. 17 満洲国家 と 日米問題で 意見交換会
日本宗教協会主催
3. 17 経済鎖国主義と東亜モンロー
3. 18 事変と宗教家 (上) 商津正道




3. 20 事変と宗教家 (下) 高津正道
3. 23 大派と満洲国 満洲国の開拓は北海道
の開拓と全く 異ふ 出発前宮谷法含氏
談る
3. 23 満洲を偲ぶ 粉雪と烈風の中に 厳粛
に殉国者を弔ふ : 涙新たな肩衣姿の遺
族 東本願寺の追弔大法要
3. 23 満洲国宗教利権獲得の 潜行運動が始
ま る 抜けかけの功名を 目ざ して
3. 23 文部省か満蒙映画作製
3. 23 上海通信
3. 24 東洋に醒めよ 中平亮
3. 24 満洲会館設立の議 福田宏一
3. 24 観音信仰の下に経営さるる 大迎の無
料宿泊所
3. 25 共存共栄の原理 日支宗教家よ考えよ !
一塹壕の中に芽む新興支那精神一
3. 27 上海窮民へ 大本から二千弗 紅1字
会を経て
3. 29 南洋の花祭 曹洞宗布教所主任
3. 30 南洋庁本派本願寺へ 布教所設置を認
可
4. 1 東洋文化伝統の復興 (上) 伊福部隆
輝
4. 1 愈よ近 く組織を見る 曹洞の満蒙協会
三十口発起人総会を開いて決定
4. 1 恐るべき支那の統制 本派上海特派八
雲氏の便り
4. 1 事変の生んだ奇縁 …京城で同じ日に
二 つ … 月輪ハルビン在勁を僥って




4. 2 東洋文化伝統の復興 (下) 伊福部隆
輝
4. 2 満洲開教
4. 3 曹洞満蒙協会 ▽= の会則及び役只の
顔触決し ▽一愈よ四月一日から実動
へ !
4. 3 朝鮮の天逆教 (上) 李北満
4. 3 光暢法主夫妻三たび 傷病兵慰問の旅

















3. 15 戦没勇士追悼 日蓮宗東京修法師会
3. 15 上海雑信 (下)
3. 15 天理教理生会が 北満に 「理生村」 を
八百家族の移民を計画
3. 15 追弔飛行も行はるか ? 故中村少佐、
殉難記者遺族等の参拝を迎ふ 大派の
殉国戦病死者追弔法要
3. 15 大谷派婦人法話会 慰問袋発送
3. 15 近 く慰問袋二万個を すでに大半 本
山に到着
3. 15 大派の慰問激励に 植松司令官の感状
3. 15 支那はどうなる (中) 高群逸伎
3. 16 上海雑信
3. 16 上海銃後の 婦人の心境 …虹口婦人…
3. 16 臨黄各派の上海慰問使 妙心派管長に
委託




3. 16 支那はどうなる (下) 高群逸技
3. 17 満洲史談 (下)
3. 17 日満相互の文化的接触 各文化団体が
競って視察見学
3. 17 東洋平和の大使命を説く 光暢法主の
親教 堂々たる裏方の法話










『満洲国』 が　 我教育家を招いて 教
育の根本改革　 一日本語を第二外語に一
朝鮮の天道教 (下) 李北満









4。22 満蒙進出の第一歩と して 大派、 斉々
略爾 に布教所設置 宮谷監督全満蒙
視察
4. 22 大本海外宣伝部か エス語を満洲に普
及 近 く宣伝貝も渡満する
4. 22 「我邦の態度を内外に閑明し 日華間
の紛争を速に解決せよ」 日本基督教
連盟の進言
4. 22 経典に現れた 印度の自然 深浦氏帰
朝談
4. 23 東亜風雲録 内閣の人々 (二十五)
伊藤痴遊
4. 24 東亜風雲録 内閣の人々 (二十六)
伊藤痴遊
4. 24 西本願寺か満洲の現地に 大追弔法会
を修行 大谷尊由氏自ら出馬し 教陣
発展のために活動
4. 26 東亜風雲録 内閣の人々 (二十七)
伊藤痴遊
4. 26 京城仏教徒懇談会の 教化振興の実行
4. 26 満洲追弔会に 光瑞氏も 出席するか
4. 26 京城あかつき会の 釈尊伝絵寄贈の壮
挙 全鮮二千三百の初等学校へ
4. 26 帝国社会教化団 満洲居留民 慰問に
出発
4. 26 満洲文化の 開発に 拓殖大学か 分
校設置か
4. 27 支那寺院経済問題 (上) 一支出費に
就いて一 奥村良秀
4. 27 東亜風雲録 内閣の人々 (二十八)
伊藤痴遊
4. 27 印度の青年 ナイ ル君に 聞く 会
*大阪百花村で *
4. 27 上海のアメ リカ牧師 来朝して巡歴
非常に慎重な態度で 十年後の上海を
心痛
4. 29 支那寺院経済問題 (中) 一支出費に
就いて一 奥村良秀
4. 29 東亜風雲録 内閣の人々 (二十九)
伊藤痴遊
4. 29 案外な神道と基教 上海に使いして帰っ
た 西本願寺八雲円成氏
4. 29 布教使を集団移民と共に 随伴派遣す
る 浄土宗の満蒙対策
5. 1 満洲開教
5. 1 支那寺院経済問題 (下) 一支出費に
就いて一 奥村良秀
5. 1 東亜風雲録 内閣の分裂 (一) 伊藤
痴遊
5. 3 東亜風雲録 内閣の分裂 (二) 伊藤
痴遊
5. 3 日満仏教連合会が 国際連盟調査委員
長に ステー トメ ン ト手交
5. 3 西蔵大蔵経甘殊爾 勘同目録完成す
谷大、 桜部氏の世界的貢献 シルバ ン ・
ルピー博士功績を讃美
須賀巡回
1932. 4. 3　 大谷派日校連盟から　 小山乙若丸氏
朝鮮童話巡回　 児童協会主催で
4. 3　 満蒙博　 四月十五日から五月二十九日
迄　 岡崎講演で盛大に
4。17 満洲人の好 く 色と形
4. 20 日満仏教協会を設立 ▽して両者戮力
一致して ▽普済の大道を擁護せん
超派別的に秩序ある活動へ
4. 20 満洲開発の基礎準備 文部省では調査
委貝会を設置
4. 20 移住者のために 満蒙学校 創設さる
4. 21 異郷の空で進退両難は陥る 憐れな満
洲移民の群れ ◇…渡満を思い止まら
して く れと 若本曹洞監理からの情報

















4. 6　 大派の上海慰問品　 第二回六千袋を
来る七日長崎丸で
4. 7　 大阪大倫寺の日支事変追弔講演
4. 7　 事変と宗教　 支那軍の再生信仰
4. 9　 満洲国執政宣言雑感 (上) 於長春
笠置良明
4. 10　 満洲国執政宣言雑感 (下) 於長春
笠置良明
4. 12　 仏立講大阪清風寺が　 満洲で硝子工業
を計画　 有望視されるその将来
4. 13　 大阪仏教少年団の　 全東洋こども花祭
印度逞羅支那代表参拝
4. 13　 満洲国を覗いて　 長春にて 三村日謙
4. 15　 英提督の娘スレー ドか　 聖雄ガ ンジー
の侍女となるまで
4. 15　 単なる集団移民は不可　 日本移民の根
本方策　 宗教、 教育、 医術の三要件
宗教家の奮起を熱望　 植民政策の山本
美越乃博士談
4. 16　 上海を中心の　 国際的診療隊出発 西
本願寺仏教婦人会の主動
4. 17　 印度の国富　 印度志士 ラス ・ ピハ リ ・
ポーズ
4. 17　 日露役後からやってゐる　 本派の満洲
布教政策　 津村開教総長談
5。18 満洲国沁儀執政に 王逆政治の根本精
神に 「太子十七憲法」 を 光暢法主
から進言 宮谷満蒙監督が謁見して
鄭孝行総理も太子尊崇
5. 20 東亜風雲録 其後の朝鮮 (一) 伊藤
痴遊
5. 21 東亜風雲録 其後の朝鮮 にこ) 伊藤
痴遊
5. 21 「満蒙新布教所開設は 速急に実施出
来ぬ 現在ではチチハル、 錦州が第一
着」 大派宮谷満蒙開教監督談
5. 21 本派満洲 開教本部を 本天に設置
5. 22 東亜風雲録 其後の朝鮮 (三) 伊藤
痴遊
5. 22 太子の十七条憲法は 溥儀氏先刻御承
知 幼少の時から教はってゐると
5. 24 東亜風雲録 其後の朝鮮 (四) 伊藤
痴遊
5. 24 満洲国の心臓に触れ 大派の満蒙特派
使 武田氏、 廿日奉天発帰る
5. 25 ボンベイに入る (上) 江原亮勇
5. 25 朝鮮の釈尊の降誕祝賀会
5. 25 大本の満洲博 華々し く 開催せんとす
5. 25 満鮮日記 (上) 小山乙若丸
5. 26 ボンベイに入る (下) 江原亮勇
5. 26 渡辺円流氏の 上海慰問
5. 26 満鮮日記 (中) 小山乙若丸
5. 27 日満文化の提携と 振興等を議する
全国連合教貝大会 月末三日間金沢市
で




5. 27 満鮮日記 (下) 小山乙若丸
5. 29 新満洲国と独逸主義 文学博士 谷本
富 一
5. 31 新満洲国と独逸主義 文学博士 谷本
富 二
5. 31 土地、 風俗、 人情に精通 せしむべ く
新京で 開教使の養成 大派の満蒙開
教進出
6. 1 新満洲国と独逸主義 文学博士 谷本
富 三
6. 1 束亜風雲録 其後の朝鮮 (五) 伊藤
痴遊
6. 1 文部省社教局か 満蒙搬彫隊を派遣
6. 3 曹洞宗満洲視察貝 八日東京発 約一
か月実情調査
6. 3 日満班士の英霊を祀る 護国寺を建立
趙欣伯氏から建識
6. 3 東亜風雲録 其後の朝鮮 (七) 伊藤
痴遊
6. 4 東亜風雲録 其後の朝鮮 (八) 伊藤
痴遊





1932. 5. 4 東亜風雲録 内閣の分裂 (三) 伊藤
痴遊
5. 5 東亜風雲録 内閣の分裂 ( 四) 伊藤
痴遊
5. 6 東亜風雲録 内閣の分裂 (五) 伊藤
痴遊
5. 7 東亜風雲録 内閣の分裂 (六) 伊藤
痴遊
5. 7 谷大から渡辺、 旭両君が 選ばれて満
蒙学校へ 末寺子弟の海外発展に着眼
5. 8 東亜風雲録 内閣の分裂 (七) 伊藤
痴遊
5. 10 東亜風雲録 内閣の分裂 (八) 伊藤
痴遊
5. 11 東亜風雲録 内閣の分裂 (九) 伊藤
痴遊
5. 11 西鮮の一隅から 中島昌隆
5. 11 大谷派朝鮮開教団が 鮮陣布教進出を
決議 私塾開設、 鮮童教養等々 根本
案を樹て意気旺ん
5. 12 東亜風雲録 内閣の分裂 (一〇) 伊
藤痴遊
5. 12 児童博物館に 満洲土俗玩具を 大派
満蒙監督宮谷氏が
5. 12 笠木良明氏に 聴くの会 十三 日大阪
百花村で
5. 12 池田澄達氏著 初等西蔵語読本 杉本
義男
5. 13 東亜風雲録 内閣の分裂 (一一) 伊
藤痴遊
5. 13 満洲や上海事件の真相を 大本がS語
で各国へ 支那エスペラ ンチス トの
校滑な逆宣伝に対抗して
5. 14 東亜風雲録 内閣の分裂 (一二) 伊
藤痴遊
5. 14 「満洲の日本児童達は 宗教童話に飢
えてる」 満鮮童話巡回か ら帰 った
大派の小山乙若丸氏談
5. 15 東亜風雲録 内閣の分裂 (一三) 伊
藤痴遊
5. 15 鮮人布教所、 鮮人青年講習所等を新設
し 朝鮮仏教渡日記念日制定 一大派
朝鮮開教団の答申内容-
5. 15 大派と満蒙開教熱 開教資金献金相次
ぐ 八十老僧三百円寄付
5. 15 市内寺院から 満蒙視察計画 近く宮
谷氏に聴く会
5. 15 拓務省等と意見を交換し 宮谷監督ら
帰る
5. 17 東亜風雲録 内閣の分裂 (一四) 伊
藤痴遊
5. 17 新満洲国の 新教陣 を練って赴いた
本派河村開教総長
5. 17 満洲統治と指導員 一笠木氏の談片-




1932. 6. 4　 朝鮮同胞の信仰は　 観音さま中心 布
教も朝鮮同胞があたる　 京城に生まれ
る観音堂
6. 5　 日、 満、 鮮の可愛い六人が　 満洲国の
少女使節　 東京では仏教少年少女連盟
も之を歓迎する会
6. 5　 東亜風雲録　 其後の朝鮮 (九) 伊藤
痴遊
6. 7　 ある支那基督教徒の　 戦争に就ての祈
り (チャイニーズレコーダー)
6. 7　 青年教化と教育政党化排撃に　 八百の
教育団体断然起つ　 注目さ るる今日か
らの連合大会　 日満教育提携の具体案
6. 7 「偽らざる慰問使吏理を　 謙虚 に告白
する」 十九路軍の強い理由　 一大派
藤谷仙龍氏談-
6. 7　 東亜風雲録　 京城の兵変 (一) 伊藤
痴遊
6. 8　 付属地仏教ではね?　 満洲国建設と仏
教徒
6. 8　 龍大生の満洲視察団
6. 8　 王道の意義とその　 社会的根拠につい
て　 松村謙
6. 8　 東亜風雲録　 京城の兵変 (二) 伊藤
痴遊
6. 9　 支那に行はれたる　 仏教社会事業 (上)
小笠原宣秀
6. 9　 東亜風雲録　 京城の兵変 (三) 伊藤
痴遊
6. 10　 日本即満洲国 ・満洲国即日本　 聖な る
大乗道のなかに　 渾然匂ひ綻ぶ満洲国
解放= 融合調和の美しき色彩
6. 10　 妙心寺にて　 満洲事情講演
6. 10　 支那に行はれたる　 仏教社会事業 ( ド¯)
小笠原宣秀
6. 10　 東亜風雲録　 京城の兵変 (四) 伊藤
痴遊
6. 11　 満蒙開教か重要議題　 教区会 ・学階両
条例も改正　 総予算額は百廿四万円
大派宗議会けふ開会
6. 11　 東亜風雲録　 京城の兵変 (五) 伊藤
痴遊
6. 12　 印度の宗教衝突と英国　 所謂回印教徒
事件につき
6. 12　 斉藤首相の念願になった　 内鮮融和の
観世音像　 朝鮮曹沃寺に安置
6. 15　 臨黄宗務当局　 上海を聴 く 臨黄合議
所で
6. 16　 高遠なる宗教的信念を基調と し　 善隣
の友好中外の平和を目標に　 教化振興
会の満蒙開発　 一京都で講習会を開催-
6. 16　 支那の王道　 日本の皇道 千家尊建
6. 17　 大連より




6。19 東亜風雲録 京城の兵変 (七) 伊藤
痴遊
6. 21 日満仏教連合会の 新国家建設犠牲者
大追悼会 来る二十六日奉天で
6. 21 西本願寺の満洲国に於る 活動愈よ本
舞台 大谷尊由氏けふ渡満
6. 21 東亜風雲録 京城の兵変 (八) 伊藤
痴遊
6. 22 満蒙開発とその開教 (上) 五十嵐賢
隆
6. 22 大派宗議会 [二十日午後] 開教費問
題沸騰 剰余処分論 も出る 質問相続
く本会議
6. 22 大派開教の歴史に鑑み 満蒙開教に警
告 宮谷監督の説明
6. 22 二十一日 内部崩壊の本山に 満蒙進
出は早計稲葉道意氏の熱論
6. 22 現在は 満洲人への布教は 危険か伴
ひ困難 ◇…先づ特殊の布教使養成が
´ 急務と 豊山の中村部長の報告
6. 23 大派宗議会 (廿二日) 開教課の特設
と 達令式更改建議 直達問題で難色
あり
6. 23 東亜風雲録 京城の兵変 (九) 伊藤
痴遊
6. 23 満蒙開発とその開教 (下) 五十嵐賢
隆












6. 24 大谷派の満蒙開教進出 吉林、 錦州既
に往 く きのふ橘開教使出発
6. 25 満洲国少女使節を迎へて 東京仏教徒
の歓迎準備 - その歓迎方法の具体案-
6. 25 大派宗議会 (廿三日) 各建議案可決
満蒙回教万全を期す 常任委員会設
置建議
6. 25 東亜風雲録 京城の兵変 (一一) 伊
藤痴遊
6. 25 龍大学生の手で 仏教の海外紹介 英、
独、 仏、 支那等へ
6. 26 大派宗議会 (廿四日) 布教権確立で
質問 布教条例改正、 芳原議員建議案
可決さる
6. 26 東亜風雲録 京城の兵変 (一二) 伊
藤痴遊
6. 26 満洲国少女使節を迎へ 日満交騒講演
会 大谷派本山の主催で = 二十八日
山内白書院に於て=
6. 28 宗教、 人類の異同を問はず 日蒙親善




6。28 満洲国少女使節にキモノ を贈る 大谷
婦人法話会が
6. 28 東亜風雲録 京城の兵変 (一三) 伊
藤痴遊
6. 28 講習会、 追悼法要を兼ねた 凹洞宗朝
鮮布教師大会
6. 29 東亜風雲録 京城の兵変 (一四) 伊
藤痴遊
6. 30 満洲国使節の 「三大使命」 団長 于
静遠
6. 30 建国最初の民間使節 満洲国証人を叫
ぶ 東本願寺の歴史的光景
6. 30 東亜風雲録 京城の兵変 (一五) 伊
藤痴遊
9858号(1932. 6. 30) ̃ 9999(1932. 12. 17?) 号まで欠号
藤田、 大逆両氏渡満す　 満洲人開教の
使命へ !
1. 10　 月に吼ゆ ( 2) 新嘉披　 経谷孝道
1. 10　 考古学的にも深い関係をもつ　 台湾生
蕃の土俗品　 京大国史陳列室を賑はす
1. 11　 月に吼ゆ ( 3) 新嘉披　 経谷孝道
1. 11　 日満教育文化協会　 十二日東京で 創
立発企人会
1. 11　 鮮人給仕の悲願一　 生命を本願寺に捧
ぐと　 血書の請願書を　 ◇大谷派本願
寺へ !
1. 12　 月に吼ゆ ( 4) 新嘉披　 経谷孝道
1. 12　 仏教の海外紹介論文等　 一龍大近信一
1. 13　 月に吼ゆ ( 5) 新嘉披　 経谷孝道
1. 14　 月に吼ゆ ( 6) 新嘉披　 経谷孝道
1. 14　 龍大生で満洲建国創建事業に志すもの
続々と現れ注目さる
1. 15　 月に吼ゆ ( 7) 新嘉披　 経谷孝道
1. 15　 すべての手続きを了して　 日満仏教提
携促進　 世界大同仏教会の飛躍
1. 15　 日満鮮人が一堂に会し　 時局に就て懇
談　 東亜仏教協和会の主催
1. 17　 極東を護る人々に (上) 江原亮勇
1. 17　 近日発会する　 日満教育文化協会 水
野錬太郎氏を会長に　 綱領決る
1. 18　 極東を護る人々に (下) 江原亮勇
1. 21　 印度梵教徒の宗教生活 (一) 岡本春
岳
1. 22　 印度梵教徒の宗教生活 (二) 岡本春
岳
1. 22　 満洲開教三十年史の　 根本から批判研
究　 西本、 津村開教総長談
1. 23　 印度梵教徒の宗教生活 (三) 岡本春
岳
1. 24　 満洲開教等を力説　 大谷執行長の施政
方針演説
1. 24　 満洲のクラブ運動　 協和会の文化活動
機関
1. 25　 印度梵教徒の宗教生活 (四) 岡本春
岳
1. 26　 印度梵教徒の宗教生活 (五) 岡本春
岳
1. 26　 約五万円の予算を投 じ　 日宗、 満蒙に
進出　 ◇布教師量を増加して 日満学
校、 施薬施療を始む
1. 27　 マンチウリ事変の一　 山崎領事に会ふ
記　 宮谷法含
1. 28　 印度梵教徒の宗教生活 (六) 岡本春
岳
1. 28　 日満鮮時局一　 懇談会に臨みて
1. 29　 印度梵教徒の宗教生活 (七) 岡本春
岳
1. 31　 印度梵教徒の宗教生活 (八) 岡本春
岳
1. 31　 西六集会　 新教線拡張案 満洲国の独
立問題
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12. 20 日満仏教提携の 大理想に燃えて 句
仏氏来春渡満か 本山では健康を憂慮
12. 20 朝鮮青林教の大動揺 幹部悉く逮捕さ
る
12. 22 東洋に楽土建現の為 宗祖の精神に還
り 祗然渡満を決行す 旬仏氏の壮挙
に対し 大谷家で支援を望む
12. 23 炳眼可畏 百十余年前の 満蒙経略大
論 佐藤信淵の 「混同秘策」
12. 24 出軍の順次を示 し 渡海の法に及ぶ
仮皇居は南京に 信淵の 「混同秘策」
より
12. 25 内鮮融和と 日満親善を目し 東亜仏教
協和会生る 日比谷公会堂で華々しく
発会
12. 25 先づ執政府で 溥儀執政と懇談 渡満
の句仏氏
12. 27 「粟少の国に相食む 日本仏教徒の眼
光狭し」 達磨や隠元に学べ r満洲開
教」 の名に恥ぢよ ! 句仏氏初めて抱
負を語る

















2. 25 浄宗の満洲開教策 葬業者の移植たる
勿れ一 宗会に提案の最重要事項
2. 25 京城雑信 伊東恵
2. 25 或る南蛮僧に関して 故壷月海旭師を
懐ふ (中) 加藤朝鳥
2. 26 或る南蛮僧に関して 故壷月海旭師を
懐ふ (下) 加藤朝鳥
3. 1 コロンパイル事件 犠牲者の 大供養
会
3. 3 大派満洲屯田僧の壮観 「埋骨豊期墳
墓地 東洋に理想郷を建設せよ」 ・・・
感激深き親示式…
3. 3 日満児童の交碧 更に材料を多数あつ
む 西本願寺伝灯法要準備彙報
3. 4 屯田僧を送る
3. 4 宗教に国境あり 井上右近
3. 4 大派満洲開拓陣第二線 さ らば屯田僧 ! !
殉教の悲願雄々しく 勇躍、 満洲の
荒野へ 大、 駅頭の歴史的光景
3. 4 東洋労働会議 俄然時を得て設立の提
唱 しかしそれは階級的 本筋のもの
で はな い
3. 4 非常時の陰に隠れた 朝鮮の左翼迎動
全鮮に蔓延の兆で警戒
3. 4 満洲の布教所へ 提灯を贈る妙心寺
3. 5 伝灯法要宣伝使を 満洲国にも特派
西本願寺伝灯法要準備彙報
3. 5 建国と開教
3. 5 神戸埠頭を埋めた 熱烈 ! 数百の歓送
感激の怒濤に涙 ぐむ 大派の屯田僧
満洲へ !
3. 7 支那の新聞から (一)
3. 8 日宗布教師長尾氏の 海外巡教
3. 9 支那の新聞から (二)
3. 9 神式と仏式を もって 上海の大追悼会
三月三日停戦日を 卜して
3. 10 伝灯奉告会を期し 日支事変大追弔会
西本願寺伝灯法要準備彙報
3. 10 浄土宗会 宗門行政根本革正叫ぱれ
論戦また論戦 緊張の場面二三を見せ
る 満蒙開教の抱負は如何
3. 12 観音信仰を中心に 日満人の融合 笠
木良明氏の発願
3. 12 支那の新聞から (三)
3. 14 三陸惨害と教界の動き 子弟は満洲に
在り 天災の三陸を救へ 本派本願寺
から全国に飛檄
3. 14 日満仏教提携の為 釈尊降誕会の日に
句仏氏愈よ渡満 溥儀執政と会見
3. 14 宗門教育体系の確立後 仏専の移転を
行へ 満洲開教問題も相当賑やか
3. 14 支那の新聞から (四)
3. 15 満蒙の宗 教統一に 皇道大本進出
3. 16 満洲より帰りて (上) 医学博士 松
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1933. 2. 1 北満の奥地佳木斯の 孤独の武装移民
団に 温い慰問の一番乗り 大派、 月
輪開教使が 屯墾生活を共にして
2. 1 印度梵教徒の宗教生活 (九) 岡本春
岳
2. 1 仏教徒を基調と した アジヤ述盟たれ
前順天時報社長 渡辺哲信氏談
2. 3 吉林軍を も慰問 屯墾隊の歓喜 大派、
月輪開教使手記
2. 3 国民教育に対する 新しい仏教運動
京城 「あかつき会」 の運動
2. 4 大アジア主義は 我桁神文化を基調
満洲国側の方針決定
2. 5 国禁の書 「鄭鑑録」 を巡る 朝鮮の類
似宗教 (一) 兎川寛二
2. 7 国禁の書 「鄭鑑録」 を巡る 朝鮮の類
似宗教 (二) 兎川寛二
2. 8 米国ミ ッショ ン の東洋伝道 調査報
告書発表 全日本基督教徒の関心と調
査
2. 8 国禁の書 「鄭鑑録」 を巡る 朝鮮の類
似宗教 (三) 兎川寛二
2. 9 国禁の書 「鄭鑑録」 を巡る 朝鮮の類
似宗教 (四) 兎川寛二
2. 9 満洲国開拓開教の 有為の人材を養成
大派満洲拓事講習所 規程愈々発示
さる
2. 10 拙摩さ るる米国ミ ッショ ン平信徒団の
東洋伝道調査報告書の内容 教外の
者にも多大の興味かある
2. 10 国禁の書 「鄭鑑録」 を巡る 朝鮮の類
似宗教 (五) 兎川寛二
2. 10 満洲大霊廟 の建設促進 西岡大元氏
出発す
2. 11 朝鮮カ ト リ ッ クの恩人 ミューテル区
長
2. 11 国禁の書 「鄭鑑録」 を巡る 朝鮮の類
似宗教 (六) 兎川寛二
2. 11 屯田僧を師ゐる者… 満身これ胆の人
= 金沢市外で農耕し多 数の青年を
指導した= 大派伊藤勇氏と語る
2. 15 大派満洲陣 満洲建国記念日 (三月九
日) に 拓事、 開所されん 屯田僧は
三月三 日出発 = 沙包屯開拓の黎明=
2. 16 満洲国の宗教行政は? 語って語 られ
ぬ方針 トッテモ忙しい西山さん
2. 19 仏教東漸の源泉を探る 支那祖跡参拝
団 全日本有力仏教者の 賛成を得て
計画成る
2. 21 満洲に創建する 「大阪」 の主動者の
一人 本派の谷間領誠氏 …日く、 移
民は信念…と
2. 22 印度の排英親日 前印度総領事 酒匂
秀一氏談









3。19 本場の高梁粟 で調理 される 満洲民
衆食試食会
3. 19 満洲の馬賊 (下) 旅順 光岡蒼村
3. 21 ハルビン郊外に 商租地契約 天理青
年会の満洲移民
3. 21 満洲蘇家屯に 妙心の布教所
3. 23 印度仏教界の現状 野生司画伯の 滞
印通信から (上)




3. 24 印度仏教界の現状 野生司画伯の 滞
印通信から (下)
3. 24 支那の新聞から (九)
3. 25 支那の新聞から (十)
3. 26 いよいよ着いた ! 屯田僧労働日誌
不平無 く糞車を曳く 型 ( ひじ り) の
丘に大喜び
3. 26 満洲に建つ智山の寺院 ◇…慰問と視
察を兼ねて 御嶽宗務長近 く 渡満か
甲斐





4。 9　 医者になって朝鮮へ　 医療施設の充火
と　 迷信打破の為に　 内地の宗教家に
望む
4. 9　 大派戦病死者追弔　 けふ、 殉国将士を
弔ふ　 千五百の遺族を迎へ 追弔大法
要勧修
4. 11　 文那の新聞から (十五)
4. 12　 支那の新聞から (十六)
4. 12　 メ ッ セ ー ジ　 日支問題を中心と して
圓際ワヰズから　 米国新大統領に
4. 13　 支那の新聞から (十七)
4. 14　 満洲国と本願 ¥　 日本留学生の事業
◇…鄭総理の祝詞
4. 14　 台湾と布畦 (一) 台湾に於て　 甲斐
静也
4. 15　 台湾と布畦 (二) 台湾に於て　 甲斐
静也
4. 16　 菩薩逆の実践 (上) [大亜細亜誌の発
刊に就て]　 笠木良明
4. 16　 支那の新聞から (十八)
4. 18　 菩薩道の実践 (下) [大亜細亜誌の発
刊に就て]　 笠木良明
4. 18　 ネパール敢行 (一) 楳泉杜民
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
浦有志太郎
満洲の馬賊 (上) 旅順 光岡蒼村
近 く布かるる　 朝鮮神社令
支那の新聞から (五)
満洲よ り帰りて (下) 医学呻士 松
浦有志太郎
3。17 内地に一足お先に 朝鮮小作令 ◇…
草案なる
3. 17 アフガニスタ ン仏閥考古探検隊の 報
告 「仏教考古学」 アッ カ ン氏が日本で
出版
3. 17 支那の新聞から (六)
3. 18 支那の新聞から (七)





















4。 8　 旅行中の画家の見た　 満洲建国と其前
後
4. 8 「満洲を法の温みで」 屯田僧通信
3. 26
3. 29
4。19 満洲国開発の 留学生募集 光瑞氏も
出発
4. 19 人類愛善会の 満洲語講習
4. 19 ネパール敢行 (二) 楳泉杜民
4. 20 ネパール敢行 (三) 楳泉杜民
4. 20 日満の空を結びつける 飛行場開設を
天理教本部か計画
4. 20 「光は束方」 よ りの実現に 大亜細亜
建設協会創立 今日盛大な祝賀会
4. 21 天台宗の満鮮開教視察 加藤、 武藤両
部長 来月下旬出発
4. 21 ネパール敢行 (四) 楳泉杜民
4. 25 支那の新聞から (十九)
4. 26 日本文化の真髄を知ら しめる 対外文
化事業部 一外務省に近く設置-
4. 26 奉天の万寿寺に出来た 曹洞宗満蒙協
会研究生 ◇…第一回研究生と して
樫村、 前川氏等を派遣
4. 26 支那の新聞から (二十)
4. 27 支那の新聞から (二十一)
4. 29 北満の宗教を統一 して 王道文化を拡
充 ホロンバイルで宗教団体代衣会議
4. 29 霧杜たより 谷本梨庵
4. 29 支那の新聞から (二十二)
5. 1 旧条約御破算時代と一 植民地分け換
への熱求 (一) 富士辰馬






南支の港から (上) 福州にて　 江原
亮勇





















5。11 忠勇なる 傷ける兵士を 曹洞宗慰問
軍人布教使黒田氏派遣
5. 11 禅林寺派近藤氏の満鮮布教
5. 11 最近十年間に於ける 日印関係の推移
(中) 今後の十年を待望す 小林義道
氏談
5. 11 日印通商条約の破棄と 印棉不買は共
に反対と ガンヂ協会の声明
5. 12 最近十年間に於ける 日印関係の推移
(下) 今後の十年を待望す 小林義道
氏談
5. 12 台湾僧を養成する 妙心派の専修道場
台北に= 本島人は本島で-
5. 13 西本、 津村支那開教総長 遂に辞表を
出す 後任理事長問題を生ず
5. 14 亜細亜の復興 (一) A. M. サハイ
5. 16 亜細亜の復興 (二) A. M. サハイ
5. 16 比叡山中学へ無料で 満鮮人学生を収
容 当局より満洲国へ提案せん 三年
制に高中より も照会
5. 16 支那の新間から (二十五)
5. 17 亜細亜の復興 (三) A. M. サハイ
5. 17 逞羅のデ氏 西本願寺教団 と学制を
研究
5. 18 亜細亜の復興 (四) A. M. サハイ
5. 18 満洲国産業建設の 学徒動員運動 各
宗教大学生も行 く
5. 18 京都日印協会 創立委員会 来二十二
日開催
5. 19 宗教的指導による 満洲農業移民を待
望 光瑞氏の商工移民主義を排す
5. 19 ハイ ラ ル に一 事業会社を企画す 皇
道大本の第二次工作
5. 20 国際の港上海から (上) 江原亮勇
5. 20 新京より
5. 21 国際の港上海から (下) 江原亮勇
5. 21 上海雑観 (上) 伊藤栄蔵
5. 23 上海雑観 (下) 伊藤栄蔵
5. 23 支那の新聞から (二十六)
5. 24 支那の新聞から (二十七)
5. 25 印度問題の手引 (上)
5. 26 怨親平等の = 塔婆= 向出哲堂氏の
満洲慰問
5. 26 印度問題の手引 (下)
5. 27 天台宗の満洲開教 新京郊外に十万坪
満洲国の割譲通達来る
5. 28 屯田僧、 留学生は 何れも元気旺盛だ
コロンパイルの宗教連合会では大寺
院建立 大派宮谷満洲監督談
5. 28 光瑞氏も教務所に滞在 本派の満洲
津村氏帰朝
5. 30 印度古代の政治 (一) 岡本春岳
5. 30 京城若草観音 奉賛会設立
5. 31 印度古代の政治 (二) 岡本春岳
6. 1 印度古代の政治 (三) 岡本春岳
6. 1 露満国境佳木斯に 大派開教線仲ぷ ?
部主催
1933. 5. 1　 日印仏教徒により　 東亜連盟 結成促
進
5. 2　 旧条約御破算時代と一　 植民地分け換
への熱求 (二) 富士辰馬
5. 2　 満洲国の天理農村　 既耕地七割を占む
肥沃な大農場　 橋本正治氏の調査帰
来談
5. 3　 旧条約御破算時代と一　 植民地分け換
への熱求 (三) 富士辰馬
5. 3　 満洲から襲ふカラ ッ風に　 西六政変の
序曲?　 一斯波氏満洲へ抜かれん-
5. 3　 往かう 丿　 聴かう ! ! 「今 日の印
度」 を　 今夕 ・七時半から
5. 3　 支那の新聞から (二十三)
5. 4　 旧条約御破算時代と一　 植民地分け換
への熱求 (四) 富士辰馬
5. 4　 大谷派能登教学財団か　 満蒙視察員派
遺　 = 近 く三名を厳選=
5. 4　 御嶽宗務長の　 渡満送別会
5. 4　 ジャ ガ タ ラ の　 日蘭関係資料や マ ホ
メ ッ ト教に　 征服された仏跡
5. 4　 支那の新聞から (二十四)
5. 5　 斯波隨性氏の　 開教総長は 決定的
津村氏と入れかへ
5. 5　 東洋モンロー主義を掲げて　 日本仏教
徒の外交進出　 ホース、 プラタ ップ氏
らを迎へて　 京都日印協会誕生せん
5. 5　 金光教祖大祭で　 満洲巡教
5. 6　 わか東洋主義への　 一つの序論 (一)
伊福部隆輝
5. 6　 京都日印協会　 創立準備会 明後八日
第一回を
5. 7　 わが東洋主義への　 一つの序論 (二)
伊福部隆輝
5. 7　 台湾より申上候 (上) 在台北　 米沢
玄尚
5. 7　 ダムマパーラ追憶　 B. M. ブ ロー ト
ン氏談 (上)





ダムマパーラ追憶　 B. M. プ ロー ト
ン氏談 (下)
5。10 わが東洋主義への 一つの序論 ( 四)
伊福部隆輝















6. 14 まだ見ぬ隣国の 同志に告ぐ (上)
6. 14 印度覗きに対する疑問 千家尊建
6. 14 満洲に於て 日本天台と 支那天台との
提携 学生、 教師の交換もする 和光
主講今秋米朝せん
6. 14 満洲国の教況視察 本派の会衆たちが
団体組織で行く
6. 15 まだ見ぬ隣国の 同志に告ぐ ( ド¯) …
[先つ日、 中華民国人数名の小集にて
語れる] … 高田集蔵
6. 15 南洋土人の宗教的様相 (一) 竹下源
之介
6. 15 日満学生協会 福田宏一氏等尽力
6. 15 皇道大本雑記
6. 16 印度古代の政治 (十一) 岡本春岳
6. 16 南洋土人の宗教的様相 (二) 竹下源
・之介
6. 16 神社と拓殖事業は不可分 日本民族の
海外発展 の特色は神社の奉斉 小笠
原氏 「海外の神社」 を著し 在留同胞
の注意を喚起
6. 17 印度古代の政治 (十二) 岡本春岳
6. 17 南洋土人の宗教的様相 (三) 竹下源
之介
6. 17 満洲人への教化はまづ 祭典主の法要
で (上) 満洲語を知 った布教使に
日本語講習をさせて優遇せよ
6. 18 南洋土人の宗教的様相 (四) 竹下源
之介
6. 18 満洲人への教化はまづ 祭典主の法要
で (下) 満洲語を知った布教使に
日本語講習をさせて優遇せよ
6. 20 本派会衆の満 . 鮮旅行団決る
6. 21 大派宗議会 (第九日午後) 「屯田僧は
健在なり」 宮谷満洲監督の説明
6. 24 僧侶の白衣と 朝鮮の白丁 (上) 斉
束野人
6. 24 近世支那僧の行持生活 (一) 藤井草
宣 ’
6. 25 僧侶の白衣と 朝鮮の白丁 ( 中) 斉
東野人
6. 25 満洲大派教線 ク ロ ッ キー
6. 27 僧侶の白衣と 朝鮮の白丁 (下) 斉
束野人
6. 29 近世支那僧の行持生活 (二) 藤井草
宣
6. 29 屯田僧に以上あり ? 善後策のため
伊藤勇主事本山へ
6. 29 皇道大本雑記
6. 29 広範囲に亘り 朝鮮布教 使を異動
人材主義の曹洞宗
6. 30 近世支那僧の行持生活 (三) 藤井草
宣
6. 30 七百万の親日宗団 満洲で活躍 聖道
理善会代表者上京






























6。 6　 植民地土民の教化　 とその根本問題
(上) 在台北　 米沢玄尚
6. 6　 印度古代の政治 (七) 岡本春岳
6. 6　 朝鮮の音楽会　 東亜仏教協和会の催
6. 6　 タゴールと仏画
6. 6　 南洋伝道の志を抱いて　 帰国の途につ
いた　 天理青年エラケヅ君
6. 7　 植民地土民の教化　 とその根本問題
(中) 在台北　 米沢玄尚
6. 7　 印度古代の政治 (八) 岡本春岳
6. 7　 ベナレス仏堂の壁画に　 野生司画伯の
奮励　 石崎光瑶画伯の土産話
6. 7　 社事、 教化事業団体へ　 低資で土地売
譲　 新京の都市計画方針 豊山は五千
坪を購入し　 満洲別院を創設する
6. 7　 ハルビンで天台寺を発見　 台宗満鮮視
察一行より
6. 7　 ちょいと覗いた印度 (三) 楳泉杜民
サンタル人
6. 7　 出口王仁三郎　 氏の書画類か 満洲国
へ　 抜目ない支那商人　 本部では搬出
防止策
6. 8　 植民地土民の教化　 とその根本問題
(下) 在台北　 米沢玄尚
6. 8　 天理教伝道庁　 新京に移転 市の中心
地帯　 五千坪を買収
6. 8　 ちょいと覗いた印度 (四) 楳泉杜民
宗教　 日本の商品
6. 8　 皇道大本雑記
6. 9　 印度古代の政治 (九) 岡本存岳
6. 9　 新京に曹洞宗両本山別院　 建築の計画
進む　 ◇…日満寺敷地購入其他で 満
蒙協会の理事会
6. 9　 満洲開教の草分　 押野ハルビン駐在
移動否定迎動
6. 9　 ハルビンの天理農村　 すでに測量を終
る　 工作には一々軍隊が護衛　 橋本参
事の帰朝談
6. 11　 日満の新教育会議　 今夏大連で開催
6. 11　 朝鮮人の増加と　 大阪市の救護対策問
題
6. 11　 世界基教学生連盟の　 ジヤバで 太平
洋協議会　 菅教授も講演に出席
6. 11　 故小村侯を　 満洲国の守護神に 生地
沃肥町民の熱望
6. 13　 印度古代の政治 (十) 岡本春岳
7。22 朝鮮に於る思想犯を中心に 民族性の
問題 (下) 伊東恵
7. 22 旅情片々 (六) 足利浄円 朝鮮人の
民族意識
7. 23 旅情片々 (七) 足利浄円 漢民族
(上)
7. 23 満鮮の教況を見て帰った 本派会衆団
語る 一鄭総理の王道論も紹介-
7. 25 旅情片々 (八) 足利浄円 漢民族
(下)
7. 29 満洲事変記念日 大阪城東練兵場で
神仏式慰霊祭
8. 1 満洲の本願寺教況 大別院建立 托子
裏方巡錫 斯波開教総長帰来談 軍部
後援の大追弔会 光瑞氏の採用学生配
属 医学、 農産等に 蒙古新開発ソビ
エー ド近 く も啓く 別院の土地を得
支那僧養成 満洲語と布教使
8. 1 朝鮮にも保存法施行 国宝史跡名勝を
法律で保護
8. 2 満洲国の人柱と… 消えゆく青年の魂
虎狼住む地の屯墾隊 大派 ・月輪氏
の北満便り (上)
8. 2 ク シナ ガ ラ に 記念塔建設 高見代議
士の念願




8. 3 オール ・ ハルビン ・ ボーイ ・ スカ ウ ト ・
リー グ 王道主義で躍進 大派 ・ 月輪
氏の北満便り (下)
8. 3 鏡泊学園の健児ら けふ愈渡満す 敦
化よ り行軍七 日問 鏡泊湖畔へ一路進
発
8. 6 満洲語で満洲人を基教化する 満洲伝
道会の設立
8. 8 日宗満蒙開教の本拠一 新京に六千坪
余購入 全国同宗寺院を糾合して新た
に 満蒙協会を組織せん
8. 8 上海で暗殺された 玉観彬居士を想ふ
(上) 藤井草宣
8. 9 京都府教育会の 満蒙視察員 一来る
十五日出発-
8. 9 満蒙学徒研究団から (通信) 谷大の
田原 ・豊満両君
8. 9 上海で暗殺された 玉観彬居士を想ふ
(下) 藤井草宣
8. 10 印度に於ける 宗教の発達 (一) 在
神戸 A ・ M ・ サハイ
8. 10 出口王仁三郎氏 台湾巡笏 幹部八名
と共に 約一ヶ月の予定で
8. 11 印度に於ける 宗教の発達 (二) 在
神戸 A ・ M ・ サハイ




1933. 7. 1　 近世支那僧の行持生活 (四) 藤井草
宣
7. 1　 旅情片々 (一) 足利浄円　 人を たづ
ねて
7j　 1 新京に林立の各派別院　 豊山別院計画
進む
7. 2　 台湾使行漫筆 (一) 杉山元治郎
7. 2　 旅情片々 (二) 足利浄円　 顕はれて
居る人　 と隠れたる人
7. 2　 民族運動台頭で　 南印度のカ ト リ ッ
ク伝道難
7. 4　 台湾使行漫筆 (二) 杉山元治郎
7. 4　 旅情片々 (三) 足利浄円　 白衣の本
場
7. 5　 曹洞宗朝鮮　 布教師異動 …人材主義
に立脚して…
7. 5　 台湾使行漫筆 (三) 杉山元治郎
7. 5　 旅情片々 (四) 足利浄円　 求むるも
の与へるもの
7. 6　 台湾使行漫筆 (四) 杉山元治郎
7. 6　 旅情片々 (五) 足利浄円　 大馬鹿小
馬鹿
7. 6　 アジアの諸問題に　 基教は如何にのぞ
むべきか　 YMCA極東大会の開催




7. 7　 台湾使行漫筆 (五) 杉山元治郎
7. 13　 三島一平翁　 北満に新 寺を建立
7. 14　 英国品をボイ コ ッ トせよ !　 ガンジ協
会の提唱
7. 14　 満洲国宗教団　 在理一行入洛 皇道大
本々部訪問
7. 14　 夥 しき満洲　 への家出人 生活と貞操
の　 危機を物語る
7. 16 「日本人は満洲人の　 総てを理解せよ」
在理教代表者祖憲庭氏談
7. 16　 日支事変戦没　 将士の魂祭り 大束京
魂祭会-
7. 16　 満鮮紀行　 茂手木不生
7. 18　 在理教の名士　 社を訪れる
7. 19　 浄土宗信仰を中心に　 鏡泊学園愈々開
く　 一行二百五十名増上寺の　 樹下部
長に引率され近く渡満
7. 19　 日印関係 (上) 楳泉杜民
7. 20　 プラタ ップさんの得意
7. 20　 京都府教育会の　 満洲視察団
7. 20　 日印関係 (中) 楳泉杜民
7. 21　 朝鮮に於る思想犯を中心に　 民族性の
問題 (上) 伊東恵
7. 21 「印棉の不買は　 結局日本の損失 日
本の誠意を示すが緊要」 エー・エム・
サハイ氏談





8. 27　 朝鮮神宮御鎮座満十年　 官民合同で本
賛会
8. 29　 印度旅行記 (六) 楳泉杜民
8. 29　 日満船説法　 福田宏一
8. 29　 朝鮮で賛美歌を　 差押へるか 不穏句
の発見で
8. 29　 混乱裡に結成された　 極東平和の友の
会　 反戦公議反対のビラ撒布さる
8. 29　 一座法要で　 満洲嘔変の追弔会 西本
願寺にて
8. 29　 満洲事変の日　 金沢西別院の追弔会
8. 30　 仏、 独、 英に於る　 敦煌文書の調査
(上) 一三千六百余通の-
8. 30　 満洲紅十字会　 人類愛善会と提携 更
に国際的連合成るか
8. 30　 印度旅行記 (七) 楳泉杜民
8. 31　 朝鮮人ナザレン教会　 設立不許可 担
当布教使が排日思想抱持で
8. 31　 印度旅行記 (八) 楳泉杜民
8. 31　 仏、 独、 英に於る　 敦煌文書の調査
(下) 一三千六百余通の-
9. 1　 回り来る 日支事変の　 二周年、 曹洞宗
か ら　 けふ、 同宗へ諭述
9. 1　 来十八日　 満洲事変の日 大追弔会と
飛錫　 西本托子裏方の声明書
9. 1　 印度旅行記 (九) 楳泉杜民　 カ イ バ
ラ峠
9. 2　 印皮旅行記 (十) 楳泉杜民　 ラ ホ ー
ル
9. 2　 もっ と も要望さ るるは　 日本仏教の満
洲化　 最近満洲国の宗教事悄
9. 2　 好成紋の　 大阪内鮮協和会 朝鮮人モ
ヒ患者の治療
9. 3　 学生禁酒使節　 一満洲国ヘー
9. 3　 一千のヤコビ　 ッ ト教徒を直ちに 加
特力に入信さす
9. 3　 知恩院初め各本山で　 満洲事変追弔法
会
9. 3　 満洲事変記念日に　 慰霊祭執行 昭和
青年会か　 岡崎公会堂で
9. 5　 印度旅行記 (十一) 楳泉杜民　 ア ム
リ ツ サー
9. 6　 西本願寺と満洲事変　 二川年の法要
本山と満洲と別院で






1933. 8. 12 印度に於ける 宗教の発辻 (三) 在
神戸 A ・ M ・ サハイ
8. 13 印度に於ける 宗教の発達 (四) 在
神戸 A ・ M ・ サハイ
8. 15 印度に於ける 宗教の発達 (五) 在
神戸 A ・ M ・ サハイ
8. 15 孟蘭盆会と 「マハーラヤ・アマワスヤ 」ー
祭 (一) 岡本春岳
8. 15 全満の在理教を 連合組織に改正 今
後の活躍を期待さる
8. 15 数千年の歴史を誇る 古代文化を保存
す る 朝鮮最初の法令
8. 16 孟蘭盆会と 「マハーラヤ・アマワスヤ 」ー
祭 (二) 岡本春岳
8. 16 西本願寺の一 大満洲教陣プラ ン 雨
の六甲で中枢部の会合
8. 17 孟蘭盆会と 『マハーラヤ・アマワスヤ 』ー
祭 (三) 岡本春岳
8. 17 日満親善の障害は 日本人の優越感 一
未墾の北満沃野で-
8. 18 孟蘭盆会と 「マハーラヤ・アマワスヤ 」ー
祭 (四) 岡本春岳
8. 18 上宮教会か 満洲移民計画 通遼に百
町歩を得て
8. 18 印度旅行記 (一) 楳泉杜民
8. 19 印度旅行記 (二) 楳泉杜民
8. 20 印度旅行記 (三) 楳泉杜民 カ シ ミー
ル
8. 22 印度旅行記 (四) 楳泉杜民 シ リ ナ
ガ ル
8. 22 奉天で急逝 した 奇僧向出哲堂物語
(一) 藤井草宣弔
8. 23 思想家 ・宗教家の名士で 「極東平和
の会」 創立さる 上海の反戦大会を支
持 して 明後日創立大会開かる
8. 23 海外布教の先駆 日持上人の遺志を継
承 して 日蓮宗満洲開教協賛会 同宗
絹素を動貝して 満蒙開教に拍車をか
ける
8. 23 印度旅行記 (五) 楳泉杜民 グルマ
グル
8. 23 物を聴 く 満洲移民は牧畜など 大組
織農業ヘ ー武装移民は一時的-
8. 24 奉天で急逝 した 奇僧向出哲堂物語
(二) 藤井草宣弔
8. 25 奉天で急逝 した 奇僧向出哲堂物語
(三) 藤井草宣弔
8. 25 全国神職会の満洲国視察
8. 26 平壌府博物館の開館と 偉代墓地の発
掘調査
8. 26 奉天西本願寺 人仏落慶式 武田連枝
渡満
8. 26 朝鮮にも 債務調停法 実施の計画
8. 26 首都新京大道街に 大派満洲別院建立
近く起工に着手されん
8. 26 奉天で急逝 した 奇僧向出哲堂物語

















1933. 9. 7 印度旅行記 (十三) 楳泉杜民 ア グ
ラ
9. 7 宗教から見た支那の飲食 福田宏一
9. 7 血の惨む苦闘の移民に 形式的布教は
恥晒し 満洲の奥地、 佳木斯に働く
大派高橋開教使手記
9. 7 満洲国人口 約四千万人
9. 8 満洲事変二周年 妙満寺では 法要と
講演 余興に琵琶 本能寺は彼岸中日





9. 8 府教育会満洲視察団帰る 非常時はこ
れか ら 一移民の失敗 も経過-
9. 8 大阪三越の印度展覧会
9. 8 匪族の銃声を聞きつつ 開教の準備
北満寧安に赴任の 大派 ・石崎開教使
9. 8 大派浅井氏実写 台湾生蕃映画 仏教
倶楽部主催 児童博物館で公開
9. 8 満洲国の教育 を見て帰った 原、 棚
原教諭等 ‘
9. 9 印度宗教 人口統計 三一年度国勢調
査
9. 10 印度旅行記 (十四) 楳泉杜民
9. 10 けふ満洲へ発つ 大谷托子裏方 五十
万婦人を代表し 婦人会の声明書
9. 10 満鮮基督教伝道一 教線拡張は多難
9. 12 佳木斯とはど んな処か ? ( A ) 奥
山中に斧響き 伐採班か独立 大丘陵
に跨る小隊 大派 ・月輪氏の騎馬視察
9. 12 全満洲国の 宗教統計
9. 12 印度旅行記 (十五) 楳泉杜民 フ ア
テ プール シ ク リ
9. 14 匪族さへ平定すれば 満洲は理想の楽
土 一日本より も健康地-
9. 14 佳木斯とはど んな処か ? ( B) 今
後は畜産農業を 加味して行く方針
味噌醤油、 製粉、 製油、 製靴 鍛工、
木工等々自給自足
9. 15 支那人の更生力 福田宏一




9. 16 来十八日 各州は記念の催 し 法要に
講演に 日支事変第二周年
9. 17 満洲から帰って (上) 満洲産業建設
学徒研究団谷大代表 田原至誠
9. 17 仏連幹事会 満支布教権その他重要事
項協議
9. 17 来十八日 各州は記念の催し 法要に
講演に 日支事変第二周年
9. 17 満洲国人が競って 日本の神様を祭祀
人類愛善会の西村保男氏帰朝談
9。17 奉天空前の盛儀と して 西本願寺落慶
両日にわたり法要= 群参
9. 17 佳木斯とはど んな処か ? (完) 家




9. 19 慶州仏国寺の 舎利塔復原 廿日慶賛
供養会
9. 20 満洲から帰って (下) 満洲産業建設
学徒研究団谷大代表 田原至誠




9. 21 朝鮮基督教の 革新運動熾烈 朝鮮は
朝鮮人の手で
9. 21 東京日宗の 満洲事変二 周年大法要
9. 21 大阪日宗寺院 日支事変満 二周年法
要
9. 21 大阪仏教団 日支事変満 二周年法要
9. 21 学園雑記
9. 22 この人を見よ ! 黙々十三年の苦闘酬
ひ られ 山東誦川に一大法城建立 支
那人から師父の如 く仰がれる 曹洞宗
の山下黙応氏
9. 22 道教は 全満寺廟の統一 満洲国宗教
家視察 団の五十嵐氏の話
9. 26 マニラの蔵書家が 日本の外交官に贈っ
た 南蛮珍籍
9. 26 弔問 ・慰問 ・歓迎 満洲国飛錫の托子
婦人 = 好印象を与ふ=
9. 26 北平から ウォ レ ン
9. 27 日本留学生の眼に映じた 印度の宗教
事情 曹洞宗当局に寄せた 興味ある
松永駒大教授最近の報告
9. 27 支那の善書 福田宏一








9. 28　 日本留学生の眼に映じた　 印度の宗教
事情 (承前) 曹洞宗当局に寄せた
興味ある松永駒大教授最近の報告
9. 28　 朝鮮に入った　 満洲国訪問を終り 大
谷托子夫人
9. 29　 日本留学生の眼に映じた　 印度の宗教
事情 (承前) 曹洞宗当局に寄せた
興味ある松永駒大教授最近の報告
9. 29　 全国神職会満　 洲視察派遣員 執政に
謁見　 唐櫃形手筥を献上
9. 30　 満洲布教の前に　 栗山耕三
10. 1　 蒙古人の　 仏教会堂へ 仏連から仏具
本尊を送る
10. 3　 現代支那宗教批判 (上) 一中国之宗
教改革と救国事業一　 国民政府委貝
戴天仇
1933. 10. 3 満洲を見て… 皇軍の医大なカ ー
一大偉観の別院 西本 ・八尋慈薫氏帰
来談




10. 4 現代支那宗教批判 (中) 一中国之宗
教改革と救国事業一 国民政府委貝
戴天仇
10. 4 廿五万円かけて 上海神社創廸さる
居留民一同大喜び
10. 4 ガンヂ翁とタ ゴール詩聖の祝電 京都
日印協会の発会式 広田外相、 下村宗
教局長の祝辞
10. 5 現代支那宗教批判 (下) 一中国之宗
教改革と救国事業一 国民政府委員
戴天仇
10. 5 “印度の現情” 刊行
10. 5 京都日印協会発会彙報 副会長 ・理事
等決定 頭山翁よ り自署の祝辞
10. 5 印度の解放こそ 真の世界平和を将来
アール ・ ビー ・ ホース氏
10. 6 ブロ ッ ク経済よ り 見たる 日印関係
(一) 谷口吉彦博士講演
10. 7 ブロ ッ ク経済よ り 見たる 日印関係
(二) 谷口吉彦博士講演
10. 7 大邱における 大谷柾子夫人
10. 8 藤井草宣氏に呈す 村上素遣
10. 8 満洲国三教代表 日本宗教視察団 小
学生の旅行の様に東上
10. 8 ブロ ッ ク経済よ り 見たる 日印関係
(三) 谷口吉彦博士講演
10. 10 晴れの東京入り した 満洲国宗教代表
東京駅頭に日満親善風景
10. 10 全神満洲視察 派遣一行帰朝 鄭総理
にも会見 ◇…額賀宮司談 .
10. 11 ブロ ッ ク経済よ り 見たる 日印関係
(四) 谷口吉彦博士講演




10. 13 金光教祖大祭第三日 異色ある満鮮の
団参 教祖帰幽の日で信徒殺到 下村
宗教局長等も参列
10. 13 老躯を敢へて、 再び 河口慧海氏西蔵
へ 豊山留学生に決った… 橋本光宝
氏を伴って
10. 13 イ ンド ・ タイムスの記事 ラル君の京
見物
10. 13 大会後記 福音新報Q再興は 全基教
の機関に 一満洲教線の近況-
10. 14 日支青年の個々的結合に就いて 村上
素道師に答ふ 藤井草宣




10. 14　 植民地の興隆気分か　 神社の発展に影
響　 財政的にも豊だ 額賀宮司の視察
談 (上)
10. 15　 印度理解は　 親し く イ ン ドへ 印度視
察団を　 小林義道氏が発企
10. 15　 将来満洲に行く神職は　 活動力旺盛な
もの　 工夫の余地ある建築様式 額賀
宮司の視察談 (中)
10. 15　 小栗州栖香頂　 北京護法論
10. 15　 天理青年会総会と　 満洲移民頓挫問題
10. 17　 支那を救ふ逆　 鷹尾全映
10. 17　 歓迎ぜめに疲れた　 満洲宗教家一行人
洛
10. 17　 満仏教夫人の提携　 満鮮巡錫を終りて
大谷柾子裏方談
10. 17　 蘇聯　 東方政策の真相 (一) [陸軍省
調査班発表]
10. 17　 砂塔を築く如き　 信徒の移動に悩む
往時の面彫なき青島
10. 17　 新京の面目一新　 日支関係も好転と
メーソン氏の談片　 名古屋では県が歓
迎　 駅頭、 少女使節代表の見送
10. 19　 朝鮮の寺を巡る一　 荒廃の李朝史庫
潭陽の石灯施
10. 19　 京都に於ける　 満洲三教代表 祭日に
は本山等参拝　 昨は登叡延暦寺一泊
10. 19　 数十万の満洲国人が　 愛節会の門標掲
出　 試みに一万五千枚発送
10. 19　 蘇聯　 東方政策の吏相 (二) [陸軍省
調査班発表]
10. 19　 早 く …　 植民地の神社制度を 実現し
て貰ひたい　 各地に神社建設の計画
額賀宮司の視察談 (下)
10. 19　 プラ タ ップ氏の　 日本巡講計画 旅費
滞在費で招に応ずる　 一日印協会で斡
旋-
10. 20　 朝鮮人保護に疾駆する　 珍し 移動隣
保車　 大阪府内鮮協和会の試み
10. 20　 蘇聯　 東方政策の真相 (三) [陸軍省
調査班発表]
10. 21　 支那、 満洲僧侶のため　 奉天に仏教中
学を設けよ　 藤井草宣
10. 21　 満洲三教代表　 大阪へ二十三日
10. 21　 蘇聯　 東方政策の真相 (四) [陸軍省
調査班発表]
10. 24　 蘇聯　 東方政策の真相 (五) [陸軍省
調査班発表]
10. 25　 現代美術の国宝的粋を槃め　 朝鮮李王
職主催展
10. 25　 蘭領印度から和蘭へ　 生蕃言語の起源
を究ね　 大派 ・浅井教授か向ふ こ の
種の留学の唱矢






11. 17 『西域伝』 について (上) 「西域記」
の旧名と しての… 板橋倫行
11. 17 汎太平洋仏青大会に 印度仏教徒を招
請 緒方宗博氏の渡印
11. 18 『西域伝』 について (中) 「西域記」
の旧名と しての… 板橋倫行
11. 18 大阪津村別院 日支事変大追弔会
11. 18 蒙古喇婉の真宗化 両者提携で喇喩に
大革命 斯波従性氏談
11. 19 「西域伝」 について (下) 「西域記」
の旧名と しての… 板橋倫行
11. 19 印度雑記 (下) 杜民
11. 21 レスター女史支那に向ふ
11. 21 熱河承徳に一 大派教線の躍進 既に
布教所設置さる
11. 21 対支文化研究の大殿堂 東方文化学院
落成 全束洋学者を集めて開所式
11. 22 改善さるる 朝鮮書堂 道参与会議で
決議
11. 23 高級すぎて 朝鮮語訳 「法然上人」 …
本場に向かぬ 訳文刊行に苦慮
11. 23 外人宣教師団が 本国に対して 満洲
国承認を懲憑




11. 26 朝鮮群山の華道講演会 二十九日、 府
庁で
11. 28 古義当局の 満支実地調査 高橋部長
か来春 早々に渡満
12. 1 智山派の 満洲開教 更に中里氏渡満
す
12. 2 古義宗会後記に意義あり 附、 満洲開
教問題につき 真言宗満洲開教監督
菅野経禅
12. 2 中平亮氏の… 「大亜細亜主義」 を読
む
12. 3 開教第一線の新人 (上) 北支に井上 ・
南支に神田 藤井草宣
12. 3 朝鮮仏教の教会所 内地設立不認可問
題 大阪府では内鮮融和上一 大問題
として本省と交渉
12. 6 江田俊雄氏の 「朝鮮仏教史」 ◇…研
究に補助費
12. 7 本島人の教化問題と 台湾統治の清算
[一] 台光社主 米沢尚
12. 7 開教第一線の新人 (下) 北支に井上・
南支に神田 藤井草宣
12. 7 承徳 ・赤峰 ・兆南等 満洲奥地に教線
伸ぶ 本尊を背負って大派の 若き開
拓者は行く
12. 7 東洋諸国の中堅、 会 して 民族更生 と
精神作興の 亜細亜民族青年大会 …
十六日、 日比谷公会堂で…
12. 8 本島人の教化問題と 台湾統治の清算
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1933. 10. 25 蘇聯 束方政策の真相 (六) [陸軍省
調査班発表]
10. 26 西本願寺 満洲国人最初の 住職か出
来る 満洲朝陽西本願寺主任に
10. 26 大阪に於る 満蒙宗教使節 四天王寺
に於る 仏教団の歓迎会
10. 26 渡満兵へ軍人 名号の下附と 壮行の
辞 大派東北教務所か
10. 27 満洲産建学徒団が 京大満蒙研究会設
立 各学部共同研究と して
10. 27 皇道大本雑記
10. 28 天理教の移民に就いて 橋本正治
10. 29 近時流行の 『アジアに帰れ』 は 明
治大帝の五ケ条の 御誓文に反す 新
渡戸博士の最後の講述
10. 31 天台宗が十万円で 満洲開教局新設
今次宗会に提案する
江 1 天理のム ッ ソ リーニ と 移民問題
11. 1 世界宗教大会に出席した 印度ジンク
王を招いて 日本宗教協会の例会
11. 2 エム ・ プラタ ップ氏等の 「大亜細亜
義勇軍」 中野正剛氏等が最高執行委
員
11. 2 日満文化協会創立 清朝実録、 四庫
全書の出版など
11. 3 満洲開教局設定や 職制改正等 木下
総務の施政方針演説 (上)
11. 3 東方文化学院 京都研究所の 開所三
周年記念 公開講演会
11. 5 広州西湖の付近に 禅浄一味の道場
ゴザー ト氏も参加
11. 7 京都日印協会の イン ド展覧会 今日
から大丸で
11. 7 満洲熱河で活躍する 蓮門の井上義澄
氏 坂西将軍もその熱意に感心
11. 7 紅汪!教大動揺 亀井君の霊術
11. 9 印度展を見る




11. 9 越山後董問題 朝鮮の鈴木天山氏 立
候補を表明す 斯く て箭は弦を離る !
海を越えての吉報に歓声揚る
11. 10 天台宗会 満洲開教局の 関係五議案
通過 開教予算は原案可決
11. 12 本派朝鮮より
11. 14 古義の満洲国開教 先づ人物を送り出
す 来年度も大学出を五名
11. 14 宗教国際委員の 東洋委員と して 印
度ネパールの王子 メ ッセージを発表
11. 14 印度雑記 (上) 杜民
11. 15 印度雑記 (中) 杜民
11. 16 栄えある 印度の連盟代表 を も加へ







1933. 12. 8　 これは耳よりナ　 二百万円ポンと 満
洲へで も放出せ　 西本願寺歳末の綺譚
12. 8　 あかつき会か　 全鮮小学校に 仏教聖
画を　 更に内地で普及
12. 9　 台湾人、 支那人の　 開教に着手 した
神田恵雲氏の労苦　 大派間野氏の帰朝
談
12. 9　 本鳥人の教化問題と　 台湾統治の清算
[三]　 台光社主 米沢尚
12. 10　 本島人の教化問題と　 台湾統治の清算
[四]　 台光社主 米沢尚
12. 14　 雌伏の一年を終へて　 一大飛躍を企図
する　 曹洞宗の満蒙協会
12. 15　 台湾雑記　 間野敬重 (マハヤナ協会)
12. 16　 天台宗が満洲国　 開教師並に 留学生
募集
12. 17　 新駐支教皇　 使節任命
12. 19　 東洋民族の若人　 団結と更生 を誓ふ
精神作興青年大会
12. 19　 ラル君の手紙　 印度に帰着して
12. 19　 真綿壷千袋　 大阪婦人法話会か 駐満
将士へ
12. 20　 国士田中逸平君の西南　 亜細亜に行 く
を送る (上) 小林雨峰
12. 21　 国士田中逸平君の西南　 亜細亜に行 く
を送る (下) 小林雨峰
12. 21　 神仏基三教合同の　 中外満蒙視察団
◇…を作れと池田大佐の提案
12. 21　 達頼喇碗　 十七 日逝 く
12. 21　 満洲国の青年僧を　 天台宗か五名招聘
叡山で教育交換　 特使、 武藤舜応氏
談
12. 22　 宣教師宅を解放 し　 労働者の至恩夜学
校や　 鮮童日曜学校 = 国語研究会な
ど=
12. 22　 達頼喇婉の死を悼む　 礼譲厚き学者
西蔵に擾乱起らん　 日蔵密約を企てた
志士　 谷大 ・寺本教授懐旧談
12. 22　 内地鮮人児童教化に　 積極策を採れ !
宗教教育家も立て-
12. 22　 懸賞で　 アジア青年男女から 宗教論
文募集　 ニューヨークの新歴史協会で
12. 22　 日満提携の捷経は宗教　 鄭満洲国総理
談
12. 23　 達頼喇碗は…　 一服盛られた ? 英国
の野心通りにな らぬ　 谷大 ・寺本教授
懐旧談 (続)
1934. 1. 1　 日満提携の捷径第一歩一　 輝かしき新
春五日　 満洲僧、 暗爾賓を出発 叡山
で温かき国際教育
1. 1　 南方巡礼記　 雲水 河野宗寛 緒方宗
博
1. 7　 仏教の海外進出
1. 11　 満洲建設学徒団　 満蒙問題大講演会
十三日市公会堂で
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
1。14 印度旅行記 (三ノ上) 楳泉杜民
1. 16 天台宗の 留学満洲僧 廿日頃来朝
1. 16 印度旅行記 (三ノ下) 楳泉杜民
1. 17 朝鮮仏教大阪布教所開設問題 大阪府
の横極的好意 ◇…近 く公文書で本省
に上申手続
1. 20 清朝以来の長夢を破り 蒙古ラマは斯
く 自党す 正しき蒙古人、 正しきラマ
たれ 本派本願寺との提携は 全く こ
の自党運動か動機
1. 20 出口王仁三郎氏人蒙 十周年記念祭
殉難者慰霊祭等 満洲では愛善工作拡
大
1. 20 朝鮮仏教々会所 設立は不可能だ 法
規を語る大阪府社寺課長
1. 21 満洲産建学徒団が 至誠会を創立
一京大満蒙研究会-
1. 21 満洲国文化当局の 礼教に基 く … 文
化再建運動 三月十一日に
1. 23 米系朝鮮基督教 宗教教育機関 ◇…
の経営難を どうする
1. 23 満洲国、 建国第三の新春に 王道楽土、
帝政施かる
1. 23 南方巡礼記 (二) 雲水 河野宗寛
緒方宗呻
1. 24 満洲国は朗かデス 帝政満洲囮と 本
派本願寺の対満政策 斯波総長帰山し
て語る
1. 25 大阪市郊外に朝鮮人の 日鮮寺建立の
計画 新寺建立で もな く非合法的でも
ない
1. 25 天台留学の 満洲僧 けふ午後叡山へ
武藤部長ら 神戸まで赴 く
1. 26 南方生命線に起る 泌河たる愛善運動
宇城昭唯氏の帰来談
1. 26 学院の 台宗専修院別科を廃止し 内
容を刷新向上 満洲語も開講予定 三
十日、 理小会に提案
1. 26 満洲天台留学僧 元気に来朝 直に叡
山宿舎に入る
1. 27 支那仏教研究の展開 (上) 塚本善隆
氏著 「唐中期 の浄土教」 を読みて
逆端良秀
1. 27 叡山入りの満洲留学僧 坂本の小学生
か全校で歓迎
1. 27 二十年振 りで 救世軍マ ップ中将
一近 く来朝-
1. 28 支那仏教研究の展開 (下) 塚本善隆
氏著 「唐中期 の浄土教」 を読みて
逆端良秀
1. 28 満洲国三千万民衆の 精神界に光明と
安心を 仏の慈悲によって与へよ 留
学僧に一天台梅谷座主の訓示
1. 28 救世軍マ ップ中将の 日本に於る聖戦
愈よ二月二十六日来朝




















1。30 支那文化と基督教 (二) 高田集蔵訳
1. 30 印度旅行記 (四ノ中) 楳泉杜民
2. 1 印度旅行記 (四ノ下) 楳泉杜民
2. 3 考古学的高き 価値を もつ 関東庁博
物館 一光瑞氏の印度式建築-
2. 3 支那文化と基督教 (三) 高田集蔵訳
2. 4 満洲国語大蔵経 水野氏の発見
2. 4 生蕃 ・熟蕃と 本島人の布教 本派台
湾別院の落成で 総督府まで動かして
運動
2. 4 間島 ・朝鮮に 大派教線仲ぶ 朝陽川
と上三峰
2. 4 満洲に根強い ラマ教と 仏教家の援
助 一日満民族融合の契機-
2. 6 開教地の百科全書 海外布教学院愈よ
創設 各宗派の積極的援助で = 四月
十日開校の準備成る=
2. 7 支那文化と基督教 (四) 高田集蔵訳
2. 8 支那文化と基督教 (五) 高田集蔵訳
2. 11 台湾統治の危機 (上) 政商混同の弊
愈よ其極に達す 在台北 米沢尚
2. 13 惟神の道と 日本精神 日本人は好戦
国民に非ず 本社主催、 日本精神に
関する座談会
2. 13 満洲における智山派の 基本道場建設
計画進む 智専の学制は当分現状維持
と し 教学審議会無事に終了
2. 13 曹前外交総長を院長に 日華密教学院
開かる 在満開教師会議も開催 古義
務、 高橋部長帰る
2. 14 チラ リ、 片鱗を見せた 日本精神と仏
教 『惟神の道』 は神道独占か ? 本
社主催、 日本精神に関す る座談会
(承前)
2. 14 支那文化と基督教 (六) 高田集蔵訳
2. 14 満洲では…各宗派と も、 いまだ 移民
宗教を出ぬ 古義、 高橋部長帰る (承
前)
2. 15 特に 『日本精神』 と 選び称さるる所
以は? 本社主催、 日本精神に関する
座談会 (承前)
2. 15 台湾統治の危機 (下) 政商混同の弊
愈よ其極に違す 在台北 米沢尚
2. 15 愈よ提出された 新京の大別院と龍大
図書館建築を中心の 明如上人法要
案
2. 16 実際的の必要に迫 られて 叫び出され



















2. 18 海外渡航者への み ち し るべ 京都府
社会課か 夜間移植民相談所を開設
2. 20 日本国民の性情の発露と 惟神の道の
交際 本社主催、 日本精神に間する座
談会 (承前)
2. 20 京城あかつき会作製 教育聖画 ひじ
りのみあと 盛大な披露の集まり
2. 20 日満親善の前途如何 ? = 天野子爵の
スケー ト靴に秘められてゐた秘密=
2. 21 日本精神と宗教 霊的直覚力が重大役
割を演ず 本社主催、 日本精神に関す
る座談会 (承前)
2. 21 台湾一の大西本願寺 落慶式及び記念
運動と し ての開教方針根本改正
2. 21 満洲 将来に悔を残さぬため 開教課
を特設せよ 満洲人伝道に際して 大
派開教使員の要望
2. 22 本地垂述説と 日本精神との交渉 本
社主催、 日本精神に間する座談会 (承
前)
2. 22 全印仏教徒大会への招請 来る三月末
に開催
2. 22 汎太平洋仏青大会に 支那代表の欠席
一藤井草宣氏勧説に渡航か-
2. 22 溥儀皇帝に = 竹刻心経= を竹内氏
が献上





2. 24 満洲間島の開教 朝鮮本派教陣北進
2. 24 満洲国皇帝御即位の 御祝いに西本願
寺より 慶賀使記念奉献
2. 24 新京を中心と して全満 イスラム教と
の大結成
2. 25 台湾に膨屏たる 神社建立の機迅
2. 25 汎太平洋会議に 支那側の出席希望多
し
2. 25 新京の大別院建立 満洲開教の新計画
◇…をみやげに勇み帰任 した 西本
の斯波随性満洲開教総長
2. 28 智山宗会の結果 満洲国開教の施設
3。 9　 印度震災救援金募集　 神戸仏教連合会
か　 全会員を動貝して 市民によびか
く　 まづ理事が各十円宛醵出
3. 9　 朝鮮青年を　 理髪師に 内鮮協和会の
試み
3. 9　 八十余年前の　 黒龍江探検 官神父の
手紙　 衛藤利夫 四 貪官汚吏
3. 10　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 五 釣魚の秘密
3. 11　 印度大震災救援金募集
3. 11　 印度罹災救援等に就いて　 仏護で協議
3. 11　 八十余年前の　 黒龍江探検 宜神父の
手紙　 衛藤利夫 六 役人の出現
3. 13　 ヤップ島の伝説とその信仰 (三) 竹
下源之介
3. 13　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 七 役人の略奪
3. 13　 愚衆 ・ 識者 ・満洲帝国　 藤井草宣
3. 14　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 八 黒龍江へ
3. 15　 教主釈尊を生める　 印度への報恩 救
援運動に熱をあげよ
3. 16　 カルカ ッタ三宅総領事から　 外務省へ
の公報　 ◇…は印度大震災を斯 く語る
3. 16　 全世界に呼びかけて　 印度仏教徒の趾
起
3. 16　 印度大震災救援金　 浄土宗会から拠金
台宗京都教区会からも　 寄付金第三
回発表
3. 16　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 九 凶悪の流人
3. 17　 義金の雨をふらせ　 印度の罹災者へ
3. 17　 印度震災地救援金　 阪神光明会の趾起
寄付金第四回発表
3. 17　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 十 魚皮族
3. 17　 一九三六年度の　 万国聖体大会 マ ニ
ラで開催
3. 18　 世界文明に於ける　 アジアの地位 (上)
ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
3. 18　 印度震災地救援金　 勧業債券利札や
大津寺院の結束拠金　 寄付金第五回発
表
3. 18　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 十一 魔除けの法
3. 18　 更に満人小学校語　 学院等を私費設立
大派熱河本願寺　 来月満人健児団来
朝
3. 18　 熱河健児より 「満洲読本」 其他　 新
法主に贈る
3. 20　 世界文明に於ける　 アジアの地位 (下)
ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
3. 20　 八十余年前の　 黒龍江探検 宜神父の
手紙　 衛藤利夫 十二 皇帝の食料
3. 21　 印度震災の救援に　 日印協会、 仏連、
仏護、 仏青、 仏倶等　 帝都の諸団体も
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1934. 2. 28 満洲国新皇帝へ 賀表捧呈 大乗会代
表公 使を訪問 して
3. 1 印度大震災につき 日本仏教徒に訴ふ
小林義道
3. 1 八十余年前の 黒鮑江探検 賓神父の
手紙 二人の仏蘭西加特力僧 衛藤利
夫 一、 暗黒時代の満洲
3. 2 満洲留学僧 比叡山参拝 と京都見物





3. 3 八十余年前の 黒直江探検 官神父の
手紙 二人の仏蘭西加特力僧 衛藤利
夫 三、 地名の推定難
3. 3 印度の大震災に 義援金の募集 内務
省が全国に通達
3. 4 印度大震災救援金募集
3. 4 大派の満洲開教に 施薬事業を付設
売薬業者の援助を受けて
3. 4 八十余年前の 黒龍江探検 賓神父の
手紙 二人の仏蘭西加特力僧 衛藤利
夫 四、 加特力教の満洲伝道
3. 4 仏跡壊滅 ‘仏教徒と して座視できぬ
印度大震災の惨害 救援運動を開始す
3. 4 関東大震災に数倍する 印度大震災に
つ いて エ ・ エム ・ サハイ氏談
3. 6 支那軍に没収され 将に誄詞されんと
した 大派の濠州教堂 厦門領事館の
努力で 漸く危難を免る
3. 6 朝鮮天女も美々しく 三日、 盛大に行
はれた 日鮮寺落慶式
3. 6 シャム国にみなぎる 皇道宣布の熱
同国要人か皇道大本に 神式による祖
霊復活を希望
3. 6 八十余年前の 黒龍江探検 賓神父の
手紙 衛藤利夫 一 阿什河
3. 6 布畦から、 満洲から 大法会に団参
朝鮮、 台湾、 支那からも
3. 7 八十余年前の 黒龍江探検 賓神父の
手紙 衛藤利夫 二 苦難の旅行
3. 7 満洲帝国へ 宗会から賀表
3. 8 ヤップ島の伝説とその信仰 (一) 竹
下源之介
3. 8 と らぬ狸の皮算用 年計七万円の香焚
返 し 釜山社会事業協会の 資金獲得
の名案
3. 8 八十余年前の 黒龍江探検 賓神父の
手紙 衛藤利夫 三 三姓の町
3. 9 ヤップ島の伝説とその信仰 (一) 竹
下源之介
3. 9 印度震災救援金 寄付金第一回発表








1934. 3. 21　 日本朝野の同情現はれず　 印度各地に
漸く怨嵯の声　 印度在留邦人よりの電
報
3. 21　 印度震災地救援金　 遠く 朝鮮 ・ 満洲や
雲水の托鉢信施　 寄付金第六回発表
3. 21　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 十三 乾魚と防寒
3. 23 『真先に起った　 仏教徒に感謝する
印度救援に起てよ』 エ ・ エム ・ サハ
イ氏の熱望
3. 23　 印度震災地救援金　 日校生 が一銭づ
っ　 加行僧二百六十四名も 寄付金第
七回発表
3. 23　 八十余年前の　 黒龍江探検 賓神父の
手紙　 衛藤利夫 十四 旅行の仕方
3. 24　 印度と函館ヘー　 京都花祭連盟少年部
が　 児童一銭拠金の計画
3. 24　 印度震災の義援金募集に　 東京の 女
学校連盟起っ　 仏青連盟 と共同で
「音楽と映画の夕べ」 を開く
3. 25　 日満を結ぶ　 仏様の修好特使 新潟の
故藤井界雄氏　 苦心政策の乾漆仏を
満洲国へ献上　 ◇…の計画すすむ
3. 25　 印度震災地救援金　 寄付金第八回発表
3. 25　 印度大震災救援金募集
3. 25　 満洲国総理鄭孝行氏を迎ふ
3. 25　 満洲国人の日本観光団　 人類愛善会の
計画
3. 27　 ヤップ島の伝説とその信仰 ( 四) 竹
下源之介
3. 27　 群衆の歓呼に迎へられ　 鄭特使晴れの
来朝
3. 27　 ガンジー翁の偉大さを語る　 レス タ ー
女子の書簡　 民衆は翁を神の様に迎へ
る
3. 28　 聖雄ガンジーの震災救援　 遊説班内の
24時間 (上) ミュ リエル ・ レスター
3. 28　 全印度の仏教徒から　 震災の救援方を
日本仏教徒に　 依頼された緒方宗博
氏
3. 28　 台湾で　 仏青連盟組織 柴田理事長遥々
西下す　 中華厦門方面と も連絡
3. 28　 仏連 ・ 全連が共同発起で　 満洲使節歓
迎会　 文化を通じて日満両国の交碧
3. 29　 聖雄ガンジーの震災救援　 遊説班内の
24時間 (下) ミュ リエル ・ レスター
3. 29　 京都の印度震災の救援に　 各僧堂が動
く ?　 一各派合議所も会議-
3. 29　 印度震災地救援金　 同教民を救へ !
英国に乗ぜられるなと激励　 寄付金第
九回発表
3. 29　 満洲国帝政実施　 祝電への答礼
3. 29　 印度代表　 汎太平洋仏青大会に 出席
きまる















3。30 ダージ リ ンに於ける 西蔵大乗仏教の
復興 英人ラダンラ将軍により
3. 30 大派熱河布教所の 熱河健児 ・少年
赤十字代表児童粒よ りの優秀揃ひ
3. 30 今春開始する 支那基督教化運動 蒙
古、 西蔵に及ぶ
3. 31 印度と函館の救援一 臨済黄堕の態度
決定し 各僧堂も一斉托鉢 ?
3. 31 天津の大本 天津日本祖界 皇道大本
天津分院 平木隆二郎
4. 1 小学校令改正や 不動産取得税撤廃
印度の義援金募集など 京都仏護団の
提案
4. 1 印度震災救援金 寄付金第十回発表
4. 3 ガンジーの手紙に就て
4. 3 大聖釈尊の 聖跡印度を救へ 義損金
を同宗に募る 秦洞宗管長末派細徒に
告諭す
4. 3 四天王寺における 印度大震災惨死者
追悼法会 一日厳粛に執行さる
4. 3 皇軍への感謝 国華日 四月五日全国
一斉に 昭和坤生会の活躍
4. 3 満洲国鄭総理に (上) 若き一医学徒
の立場から 東海山人
4. 5 華北名人書画展の開催
4. 5 印度震災に対する 日本人の冷淡さ
一各府県の義金の僅少-
4. 5 満洲国鄭総理に (下) 若き一医学徒
の立場から 東海山人
4. 5 印度思想の影響深き 奈良朝時代のわ
が国民思想
4. 5 サハイ氏の放送 今日OKから
4. 6 満洲国特使の一行を迎へて 熾んなる
日満の交駆 文化を通じて両国の親善
へ ! 春雨煙る日一堂に会して懇談
4. 7 来る二十三日創立発会する 国際仏教
協会 先づ海外留学生を募集する 藤
井氏から一万円を寄贈
4. 7 印度震災救援金 寄付金第十一回発表
4. 8 大隈侯の印度震災放送 京都三団体主
催、 本社扱の 救援金は四地末日締切
4. 10 八十余年前の黒龍江探検 袁神父を捜
索 衛藤利夫
4. 10 印度函館の罹災救援の 音楽舞踏会
全連の催しに東京市も後援
4. 10 鄭総理の入洛
4. 11 八十余年前の黒龍江探検 袁神父の手
紙 衛藤利夫 一、 シザンの王国へ
4. 11 支那の宗教使節 密教篤信者の王揖唐
氏 十八日頃入洛、 座談会開かれん
4. 11 鄭満洲国総理、 桃山御陵参拝 十一、
二両日市内観光
1934. 4. 11　 浄宗京都同塵会が　 義損袋を配布 して
募集　 印度震災救援金 寄付金第十二
回発表
4. 12　 八十余年前の黒龍江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 二、 一種の共和国
4. 12　 両本願寺と鄭総理
4. 12　 満洲国皇帝親書聯　 束福寺大本堂を飾
る
4. 13　 八十余年前の黒施江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 三、 同行者の恐怖
4. 14　 支那における弘法大師 ( 1) 小林正
盛
4. 14　 八十余年前の黒直江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 四、 天の子の軍隊




4. 14　 満洲国の宗教行政　 全て自山であり
平等である
4. 14　 印度救援に起て　 濁江空虚
4. 15　 支那における弘法大師 ( 2 ) 小林正
盛
4. 15　 八十余年前の黒龍江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 五、 使者還る
4. 15　 熱河健児ら上洛 卜 日本の治安維持の
完全さにびっ く り　 登坂団長以下本
杜訪問
4. 17　 支那における弘法大師 ( 3 ) 小林正
盛
4. 17　 八十余年前の黒施江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 六、 官神父惨殺の事情
4. 17　 印度大震災を一版に知らせるため　 大
阪全仏教徒総動員　 ◇…の托鉢行列を
計画する大阪仏教社
4. 17　 新度震災救援金　 寄付金第十三回発表
4. 18　 支那における弘法大師 ( 4 ) 小林正
盛
4. 18　 八十余年前の黒施江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 七、 山野逃避行
4. 18　 北支の宗教使節一　 王揖唐氏来朝 来
る二十五日入洛　 本社主催の歓迎座談
会に
4. 19　 支那における弘法大師 ( 5 ) 小林正
盛
4. 19　 八十余年前の黒直江探検　 袁神父の手
紙　 衛藤利夫 八、 篤人の探検
4. 19　 全印度の仏教徒から　 印度大震災救援
を　 全世界の仏教徒に訴ふ
4. 19　 印度救援一　 大阪仏教徒大会 二十日
四天王寺で
4. 19　 鈴木大拙氏の支那仏跡見学
4. 19　 満洲天台宗の　 如光法師 明二十 日神
戸入港
4. 19　 印度各地旅行中の　 平等通昭氏 五月
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帰国する
4. 20 支那における弘法大師 ( 6 ) 小林正
盛
4. 20　 八十余年前の黒龍江探検　 袁神父の手
紙 衛藤利夫 九、 樺太と大陸
4. 21　 支那における弘法大師 ( 7 ) 小林正
盛
4. 21 八十余年前の黒龍江探検 加特力僧の
跡を弔ふ　 衛藤利夫 一、 奉天城外の
教会
4. 21　 胡適、 印光、 太虚ら 支那諸高僧と交
騒 「文化的日支同盟」 の憲気で　 谷
大、 鈴木博士の一行
4. 22 八十余年前の黒龍江探検 加特力僧の
跡を 弔ふ 衛藤利夫 二、 部室文明へ
の抗議
4. 22　 印度を救援せよーと 大阪仏教徒大会
愈よ全市の托鉢に着手
4. 22　 バナナを売って　 神社建立 但し台湾
の蕃社で
4. 22　 大満洲帝国天台宗　 仏教答礼参観団
弘教の力をかりたい 如光法師メ ッセー
ジ発表
4. 22　 満洲国を独立教区で…　 声明書を発表
ガッペ司教、 謝外相訪問
4. 22　 喇喩活仏来朝せん 更に深く蒙古に入
る 西本願寺の堀賢雄氏
4. 22　 満洲より 高野へ
4. 24　 タゴールを語る (一) 印度志士　 ラ
ス ・ ピハ リ ・ ポーズ
4. 24　 支那における基督教大学
4. 24 来朝 した 王揖唐氏 昨二十三日高野
山へ 港を預かる旧知、 泉氏と 『痩
せま したね』 「肥えま したね」
4. 25　 タゴールを語る (二) 印度志士 ラ
ス ・ ビハ リ ・ ホース
4. 25 印度震災救援金募集 浄土宗京祁教区
が告諭して募集　 まづ三百円を寄託
一善光寺大本願等も-
4. 25 盛大だった全述主佻 函館 ・ 印度救援
音楽と舞踏の会
4. 25 満洲天台僧ら 叡山当局と 会見答礼
す
4. 25　 印度仏教史講話
4. 26 タゴールを語る (三) 印度志士　 ラ
ス ・ ビハ リ ・ ホース
4. 26 印度震災救援金 寄付金第十四回発表
4. 26　 大亜細亜建設を 目標に 蒙古人を教育
田中隆乗氏談
4. 26　 高野山に於る 王揖唐氏 法要に参列
し段会 長の慶讃文を代読
4. 26　 東京に於る　 王氏歓迎
4. 26 合祀英雀千六百八十八柱　 靖国神社臨
時大祭 きのふ奉告祭、 招魂式
4. 27　 タゴールを語る (四) 印度志士　 ラ





5。 6　 支那仏教徒招待に就いて (上) 藤井
草宣
5. 6　 仏陀とガンジーとを語る　 エルバー ト ・
トーマス氏
5. 6　 印度震災救援金　 全国仏教大会や 女
学生や店員等からも　 ◇…寄付金第十
七回発表 、
5. 6　 日鮮寺青年団　 汎太平洋仏青 にも代
表者参加
5. 8 .仏教史上に於ける　 朝鮮と 日本の交渉
大正大学宗教学研究室　 金孝敬 四
5. 8　 支那仏教徒招待に就いて (下) 藤井
草宣





5. 9　 仏教史上に於ける　 朝鮮と 日本の交渉
大正大学宗教学研究室　 金孝敬 五
5. 9　 印度大乗仏教中心思想史　 一宇井伯寿
述-
5. 10　 仏教史上に於ける　 朝鮮と 日本の交渉
大正大学宗教学研究室　 金孝敬 六
5. 10　 思想犯激増で　 朝鮮保護事 業界の統
一　 研究会と協会を設立
5. 10　 印度震災救援金　 大谷派朝鮮開教団や
福井廿八講等より　 ◇…寄付金第十
八回発表
5. 10　 蜃気楼の町…魚津で　 印度震災救援托
鉢　 去月下旬各宗和親会で
5. 11　 満洲事変を境に　 社会運動の転換 特
に目立つ学生の愛国運動
5. 12　 メ ッカ巡礼の　 田中逸平氏 一十七日
帰朝-
5. 12　 印度救済義損金は　 五万十万では恥し
い　 京都各宗学校から義損
5. 15　 貧困朝鮮女児に　 初等教育施設 天理
婦人会朝鮮出張所か
5. 17　 廿ニケ村を巡講 して　 印度震災義金募
集　 山口県都濃郡仏教団で
5. 17　 印度震災救援金募集　 天台宗が宗報号
外で　 住職及び壇信徒に告示 公募前
すでに八百数十円集る
5. 18　 カルカ ッ タ より　 ミュ リエル ・ レスター
5. 18　 釈尊を忘れぬ日本国民の　 印度救援に
対して　 プ委員長から感謝の手紙
5. 18　 今年も印度で盛大に　 全印仏教大会行
はる
5. 19　 熱河省の奥地から　 施薬布教に着手
大谷派満洲開教監督
5. 19　 中華画家の　 本社訪問
5. 20　 北平雑感　 一支那をかう見る一 京大
教授　 牧健二 一
5. 20　 京城仏誕奉賛記念会の　 大がかりな奉
ヽ祝大会　 昨、 今両日特に盛大に
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1934. 4. 27 印度震災救援金 募集の三主催団体が
愈よ実働に着手 三十日には仏教関
係学校会
4. 27 山口県都濃郡仏教団の 仏誕記念と印
度救援
4. 29 一人一銭の結合力に因って 大連に太
子館建設
4. 29 タゴールを語る (五) 印度志士 ラ
ス ・ ビハ リ ・ ホース
4. 29 海外宗教情報 近く来朝すると… ダッ
ト氏のだよ り
4. 29 伏見仏教青年会や 婦人会で も義損袋
を 印度震災救援金 寄付金第十五回
発表 寄付金受付を五月末迄延期
5. 1 タゴールを語る (六) 印度志士 ラ
ス ・ ビハ リ ・ ホ ース
5. 1 印度震災救援金 ◇…寄付金第十六回
発表
5. 1 満洲国と宗教 帰朝中の文教部総務司
長 西山政猪氏を訪ふ
5. 1 「日支は同血同色」 王揖唐氏宗教的親
善を強調 東京の交騒会盛ん
5. 1 熱河健児団 大阪市見学
5. 2 タゴールを語る (七) 印度志士 ラ
ス ・ ピハ リ ・ ホース
5. 2 海外宗教事情 回教徒の聖服 イ ン ド
に帰る
5. 2 京都各宗学校で 印度震災救援 金拠
出法協議
5. 2 すわらじ劇園か ニケ月に亘り 満洲
各地で祈演
5. 3 珍らしい光明氏の 声明書発表 本島
人に国語教育 を説く大谷妊子裏方
5. 3 大阪市と印度救援 仏教徒と実業家団
休と がう ま く 協力する ?
5. 3 在上海日本仏教僧の マハヤーナ会生
る 一大同団結 して活躍-
5. 3 満洲国の文教行政 信教は自由主義に
たつ 西山氏歓迎会席上で語る
5. 4 支那の高僧 道階和尚の入寂 藤井草
宣
5. 4 支那満鮮は土造の文化 満洲国の国籍
問題 大学を置かぬ満洲
5. 5 仏教史上に於ける 朝鮮と 日本の交渉
大正大学宗教学研究室 金孝敬 二
5. 5 海外宗教事情 印度婦人の手に依る
国際平和運動
5. 5 印度救援の決定と 汎太平洋会議の応
援 全国仏教大会の総会 各部会案の
全部を承認










1934. 5. 20 熱河赤峰の宗教事情 仏教再興の任重
大 北条 (月) 開教使手記 (上)
5. 22 北平雑感 一支那をかう見る一 京大
教授 牧健二 二
5. 22 印度震災救援金 三叉の団杖につった
健児帽の中へ浄財 日蓮宗京と八本
山等より 寄付金第十九回発表
5. 22 熱河赤峰の宗教事情 仏教再興の任重
大 北条 (月) 開教使手記 (下)
5. 23 北平雑感 一支那をかう見る一 京大
教授 牧健二 三
5. 23 いよいよ大阪仏教徒の 印度救済街頭
デモ ー来る二十六、 七 日両日決行-
5. 23 東方の光、 復活の機運…と 二 コ ラ ス ・
ジョージ氏の語る 西蔵仏教の研究
5. 23 宗教的提携によって 日支親善の計画
一元国務総理、 陸徴章氏 と平山政
十氏が-
5. 23 回教徒と白人の抗争 三十年を侯たず
して一大事 日本よ回教徒を理解せよ
5. 24 北平雑感 一支那をかう見る一 京大
教授 牧健二 四
5. 24 浄宗共生会が 満洲旅行団 朝鮮金剛
山で結衆
5. 25 北平雑感 ・一支那をかう見る一 京大
教授 牧健二 五
5. 25 台湾蕃族に観る 死の観念 (一) 立
正大学心理学研究室 及川真学
5. 25 汎太平洋仏青への 支那代表の出席
◇…は相当な数に上る模様
5. 25 雲南に対する英仏の活躍 (一) 陸軍
省軍事調査部
5. 26 北平雑感 一支那をかう見る一 京大
教授 牧健二 六
5. 26 台湾蕃族に観る 死の観念 ( 二) 立
正大学心理学研究室 及川真学
5. 26 福井市の花祭りで 印度義金募集さる
婦人会から本社に寄託
5. 26 満洲国神社 奉仕養成等 評議員か建
議提出
5. 26 文化の解明 による日満親善へと 東
亜民族文化協会が 全学会を動貝して
日満文化講座開設
5. 27 台湾蕃族に観る 死の観念 ( 三) 立
正大学心理学研究室 及川頁学
5. 27 中米サルヴア ドルの 満洲国承認は
ワチカン聖庁の力
5. 27 雲南に対する英仏の活躍 (二) 陸軍
省軍事調査部
5. 29 満洲熱河から








5. 30　 印度救援に政府所有の古米を　 神戸商
工会議所の　 岡見潤吉氏奔走
5. 30　 立正大学の印度救援
5. 30　 流石は首都新京 !　 新興の気燃えて活
気横溢　 商租契約の話を進めて 智山
の遣満使節ら帰る
5. 31　 印度震災救惶金　 日印協会等で 現在
僅か四万円 「更に最後の馬力をかけ
る ! 」 と　 同協会理事副島氏の意気込
み
5. 13　 出口日出麿氏の　 満洲巡教
6. 1　 満洲国産建学団　 京大は三十名募集
6. 1　 今夏の汎太平洋仏青大会へ　 印度カル
カッタのスワミイ殿下か遥々御参加
6. 1　 南洋代表　 遥々五名参加
6. 1　 神戸に於る朝鮮人の寺　 西本公認を急
ぐ
6. 2　 雲南に対する英仏の活躍 (三) 陸軍
省軍事調査部
6. 2　 台湾蕃族に観る　 死の観念 ( 四) 立
正大学心理学研究室　 及川真学
6. 2　 日支親善は密教から　 蒋支那公使、 高
野で語る
6. 3　 震災印度に　 新たな る危険 七、 八月
の豪雨期に直面して　 小作農民の 集
団的撤退策
6. 5　 雲南に対する英仏の活躍 (四) 陸軍
省軍事調査部　 仏国
6. 5　 天童山再登記 (上) 藤井草宣
6. 5　 鄭総理と　 日満仏教提携を約し 西本
願寺千葉執行帰り　 新対満教線布陣
6. 7　 天童山再登記 (中) 藤井草宣
6. 8　 満洲移民の為　 多摩河畔に一大農場建
設　 東京府の依託により 上宮教会 ・
救世軍と共に起つ
6. 8　 朝鮮基督教界に　 改革の運動起る 伝
統教理への反逆
6. 8　 小崎弘道氏の　 南洋宗教 事情調査
一十九日出帆-
6. 8　 天童山再登記 (下) 藤井草宣
6. 9　 天童より阿育王へ来り　 圓瑛法師に会
す (上) 藤井草宣
6. 9　 全国植民地等三万の　 小学校へ天台宗
から贈る　 伝教大師伝成る 一小学国
史登載を機に-
6. 10　 印度震災救援金　 寄託金第二十回発表
6. 10　 近頃珍らし く十数ケ所の　 布教所を満
洲に　 西本教線拡張会で決る
6. 12　 南京より　 藤井草宣
6. 13　 印度震災義　 損金募集に 講演行脚
印度大菩薩会主事
6. 13　 高野山大学の　 満洲伝道団
6. 13　 天童より阿育王へ来り　 圓瑛法師に会
す (下) 藤井草宣






7. 5　 西本願寺の問題　 開教地の世襲相続は
台湾に於て も不可　 ◇…と決り、 画
期的の　 刷新運動を起す
7. 6　 汎太仏青大会彙報　 総国寺本山と 満
洲仏青代表　 ヒンズーのバラモン来る





1　 ’i　 夏の集まり　 満洲から台湾 全国に活
動の龍大生等夏の陣
7. 8　 鮮人開教上画期的な　 朝鮮人僧俗大会
鶏林八道よ り続々馳参ず　 大派朝鮮
開教監督部主催
7. 8　 京都各宗学校連合会の　 印度震災救援
金　 金一千余円 本社に寄託さる
7. 10　 汎太仏青大会彙報　 満洲国代表 仏青
一行
7. 10　 印度震災救援金　 締切後弐千円を突破
◇…寄託金 (続) 第二回発表
7. 14　 汎太仏青大会彙報　 汎太平仏青不参
加の　 中国仏教会決議破らる 僧俗六
名の代表出席
7. 15　 朝倉委貝長歓迎辞に　 満洲団長の挨拶
7. 15　 相国寺に於ける　 満洲代表 一殊勝な
朝の読経
7. 15　 汎太仏青大会彙報　 何故中国仏教会は
仏青大会に反対したか　 帰朝した藤
井交渉員語る
7. 17　 大亜親善と仏教　 中華民国 R紫陽
7. 17　 大阪仏教各宗団体募集の　 印度震災義
金本社に寄託　 天台宗から第二回分寄
託
7. 17　 印度震災救援金　 合せて約七千円に垂
とす　 ◇…寄託金第三回発表
7. 17　 上海、 厦門、 台湾の　 汎太仏青出席者
を迎へて　 大阪の河上座談会
7. 18　 白人の無稽な優越感 (上) 印度志士
ラス ・ ピハ リ ・ ホース
7. 18　 フィ リ ピンに於る　 基督教諸会派の
合同気運濃厚
7. 18　 けふ開会式を挙ぐる　 汎太平洋仏教青
年大会　 賑々し く入京の満洲国代表
メ ッセージの第一声
7. 19　 白人の無稽な優越感 ( 中) 印度志士
ラ ス ・ ビハ リ ・ ポーズ
7. 19　 汎太平洋仏青会議の　 組織を変更せよ
= 太虚法師の評論=
7. 20　 汎太仏青大会第一日後報　 中華民国出
席者　 メ ッ セ ー ジ 印度代表ヴア リシ
ンハ氏
7. 21　 白人の無稽な優越感 (下) 印度志士
ラ ス ・ ビハ リ ・ ポーズ
7. 22　 汎太仏青　 印度代表のスワミ氏 敢然 !
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
本社に寄託　 一引続き月末まで募集中-
1934. 6. 14 蔵 ・蒙 ・漢三 訳の珍籍 龍大図書館
、 に入る
6. 14　 王兆銘院長と会見す 藤井草宣
6. 15 『東洋こそが悩める人類に 平和の音
信を送 り得る』 - ガンジーのメ ッセー
ジに対する涙骨の返書-
6. 15　 十八日来朝の シャム代表
6. 16　 太虚法師を問う 藤井草宣
6. 17　 印度震災に寄せた 日本全国民の同情
たった、 これだ け ! = 総額 ・ 内訳
はこの通 り =
6. 19　 私の満洲人観　 印度志士 ラ ス ・ ビハ
リ ・ ホース
6. 19　 巫女の盛んな 硫黄島その他 大正元
年に初めて　 真宗か入る
6. 19 中山管長の 台湾視察 昨十八日神戸
出帆
6. 19 大阪朝鮮人住宅問題解決の 曙光を見
出す ?
6. 20 汎太平洋仏青大会に 支那遂に不参加
中国仏教総会で出席否決
6. 21 海外事情調査に 天理外語 生の進出
満 ・鮮 ・支 ・ 南洋へ
6. 21　 印度震災へ 『仏の子供』 も同情　 駒大
日曜学園生徒が
6. 23 天台宗務庁募集の印度震災救援金 ◇…
寄託金 (続) 第一回発表
6. 24 汎太平洋仏青大会に対して 上海の全
支代表大会に於て 不参加に決す (詳
報) 常惺法師　 参観団組織を主張す
6. 26 天理農村 工事も進歩して 今秋移民
を送る 深谷満洲伝道庁長談
6. 26　 再び上海に戻りて 藤井草宣
6. 26　 大派屯田僧の　 将来を協議 = きのふ
伊藤主事帰山=
6. 27　 大蔵大臣の許可を得て 印度救援金第
一回発送 直ちに送金手続きを終る
6. 27　 支那仏教をかう見る 中村戒仙氏談
6. 28 スワラ ジ劇園　 満洲で大成功
6. 28 「善知識は誰かと言へば　 まあ印光で
せうなア」 支那仏教は衰へて ゐぬ
鈴木大拙博士の行脚談
6. 28 豊山満洲別院 建設準備 教学部長の
帰朝で 懇談協議
6. 29　 支 ・英 ・エス ・邦文の　 四ケ語人に紹
介の　 西本仏青運動 汎太仏青大会を
記念に
7. 1 大谷派が積極的に 南洋開教に躍進
教線拡張の前提と して　 開教使を増員
派遣
7. 3　 駒沢大学生の 満鮮お伽行脚
7. 4　 汎太仏青大会　 支那の不参加に対し
中国仏教会へ　 再び正式参加を促す
[全連本部最後のつとめと して]







1934. 7. 22　 シャム代表ら　 日本仏教徒に感謝 仏
舎利殿建設計画に対 して
7. 22　 中華民国代表出席問題　 普く照す法の
光で解消　 蒋介石氏 ・太虚法師と会談
汎太仏青大会の一収硬




7. 25　 錫倫の仏教徒は　 仏教議会を もつ 主
席代表アベスンダラ氏談




7. 25　 煌の如く に　 一万二千七百四十九キロ
の　 満洲の旅を終へて
7. 26　 汎太仏青余聞　 ヒ ンズー教徒の 差別
待遇　 朗かに解消
7. 31　 印度震災救援金　 寄託金 (続) 第四回
発表　 取扱は本日を以って打切
7. 31　 ガ ンジー氏秘書よ り　 日本国民に与ふ
る書　 本紙を通じて発表を寄託
7. 31　 サハイ氏に物を訊く会　 大阪水曜会
8. 1　 法華正法を一　 支那へ逆綸入 口持上
人の事
8. 1　 セイ ロンは印度とは別　 日本人の認識
を嘆く　 セイ ロン仏青代表
8. 2　 満洲囮県旗参事官の　 誓願文書朗読
(上) 笠木良明
8. 2　 遂に発表されなかった　 ヒン ドウのメ ッ
セージ 「有識者だけで も読んで くれ」
8. 2　 チャムス武装移民談の　 状況報告 巡
回講演　 高橋閥教使が
8. 2　 救世軍本部から　 南鮮地方 水轡義損
8. 2　 満洲移民の将来一　 人の和と勤勉第一
大阪地方職業紹介事務局長　 遊佐敏
彦氏談
8. 3　 満洲国県旗参事官の　 誓願文書朗読
(下) 笠木良明
8. 3　 玉川の丘に展 く　 日満親善の楽園 美
はし ! 彼此青年の睦み　 雄々し ! 彼等
留学生の姿 !
8. 4　 民度の低い　 満洲股村の教育には 小
さな 「塾」 か適応
8. 4　 最原始民族の樺太アイヌに　 仏教女青
を作るまで　 本派の山本蓮生氏談
8. 4　 仏青大会出席の　 南洋島民青年か 全
部日本名に改名　 純真溢るる 「お挨拶」
8. 4　 両国親善は　 文化外交から 日支文壇
人が破談




8。 5　 印度震災救援金 寄託金 (続) 第六
回発表
8. 5 浄土宗務所が 樺太教勢視察
8. 5　 西派台湾移動傍観 (上) 大谷派回教
使 出雲路康哉
8. 5　 大派J]輪ハルビン聞教使の 献身的行
動への感激から 「社会館」 建設 「兵
士ホーム」 は八月開館
8. 7　 ハワイの覆轍を踏まぬよう 今から
「第二世」 を警戒する 満洲学生郷土
連盟
8. 1　 曝徳皇帝に 拝謁の光栄 天理農村は
順調に進展　 満洲から帰った中山管長
談
8. 7 「満洲国の伝道は満洲人の手で」 大連
基青総主事 稲葉好延氏談
8. 7　 西派台湾移動傍観 (下) 大谷派聞教
使 出雲路康哉
8. 9　 渡満に胸躍る 「新農民の姿 ! 」 上宮
教会の移民訓練所参観記 (上)
8. 9　 皇道大本 満洲通信 万国道徳会と
愛善会の提携
8. 10　 渡満に胸躍る 「新農民の姿 ! 」 上宮
教会の移民訓練所参観記 (下)




8. 12 斯界の権威 伊東忠太博士に 宗教建
築観を訊 く 「寺院建築は変化 してよ
い 神社建築は断じて然らず」
8. 12　 満洲国文教部の予算　 その文化的施設
各部の文化機関を統管
8. 12　 満洲建国の王道主義は　 仏教主義 そ
の将来と使命
8. 12　 天理教満洲伝道庁 新京移転に決定
来春の解氷を待ちて着工
8. 12 光暢法主の 関東州巡錫 今秋十Jj実
現されん
8. 14　 満洲建国秘史を聴く公　 大阪社事水曜
会
8. 14　 満洲に於ける　 社会事業の現状 大連
では渡満内地人 の救済に全力を槃中
8. 15　 印度震災救援金 横浜仏教各宗同盟
会から本社に寄託　 寄託金 (続) 第七
回発表
8. 16　 朝鮮総督府の　 レプラ忠者一掃 ◇…
の二十年計画成る
8. 16　 天岫総長の 満洲行 二十七日京都発
















8. 19 天理教か台湾に 伝道庁を設置 本島
人教化に光明
8. 19 大派開教使、 出雲路康哉氏の 西派台
湾移動の傍観を論ず (上)
8. 19 ガンヂイズムの修正 無抵抗主義より
行動主義へ 印度国民運動の転向




8. 21 朝鮮同胞の開教の基礎成る 大派鮮人
僧侶養成所 規程いよいよ発布さる
注目すべき今後の展開




8. 22 支那の新生活運動と汎太仏青 第三回
開催地問題 福田宏一
8. 22 仏青大会後に勃然たる 日支融合への
気迅 全連有志 ・中華代表等発起で
日華仏研会創立を急ぐ
8. 22 愛知仏教会 満洲国訪問と慰問
8. 24 志士ホース氏等を援け 印度民族を中
心に 大亜細亜教会結成 町日、 松本
楼で発会式
8. 24 印度救援へ 日印教会の奔走で 遅れ
馳せながら 束京市が五千円 ◇…を
内諾、 九月の市会で決定
8. 24 内鮮融和に 天理教が全力を 朝鮮同
胞への教化 管理所の画期的飛躍
8. 24 近づく満洲事変三周年 陸軍省から神、
仏、 基三教へ 迅悼時局再認識 ◇…
の行事 ・催 し等の依頼通牒
8. 24 満洲国に年、 す くな く も 三、 四百万
人を送れ 日本の積極的支援を希望
康徳帝令甥憲原氏談
8. 25 書斎漫談 二十五年振りの 朝鮮平壌
の旅 小西重直博士は語る
8. 25 皇道発揚、 宗教革新も期 して けふ発
会の 大亜細亜独立協会 会長以下陣
容成る
8. 25 世界連盟倶楽部か蹴起 して 極東平和
への実践運動 北鉄譲渡交渉の坐礁を
憂へて 先づソ、 満両国政府へ訴願
8. 25 蒙古に展開する ブ氏の運動
8. 25 同宗僧俗に呼びかける 智山の満蒙協
会 半官半民的に今秋創立










8. 28 印度震災救援義金 領収、 礼状来る
8. 28 満洲人布教使の 養成機関を設置 各
宗派に率先して 天理教満洲伝道庁が
8. 29 興味ある訴願を提起 した 印度のスワ
ミ氏 (上) その語る所と プロフ ィ ル
印度へ一万人の布教使を送れ 一布
教使学校の設立-
8. 29 天理の北平人布教 青年に日本研究熱
旺盛で 天理教会へ来る者が多い
8. 29 仏跡奪還運動に就いて 日本仏教徒の
援助を求む バリ、 シンパ氏、 仏連訪
問
8. 29 京都仏護団の 満洲事変の迫 悼記念
講演
8. 30 興味ある訴願を提起した 印度のスワ
ミ氏 (上) その語る所と プロフ ィ ル
ブ ッデイズムは不可 ブ ッダ ・ ダル
マと言へ
8. 30 高野山大学 満鮮大伝道団 明日出発、
二十七日間 和田性海団長抱負を語る
8. 30 東洋伝来の宗教に還れ 朝鮮にも仏教
復興 キリス ト教も革新運動
8. 30 東洋民族か参集 して 禁酒の円卓会議
9. 1 満洲国で社会施設 金光教本部で立案
中 遠からず実現する
9. 1 東本願寺の 満洲事変三周年大法要
9. 2 教派を超えて禁酒に盟ふ 印度のスワ
ミ氏も出席 して 東洋禁酒連盟成る
9. 2 藤村古義管長代理の 満鮮五十ケ所親
教 明三日夜西下、 ニケ月間
9. 4 東西両都に期せずして 仏教的日華融
合運動 同一名義を機縁に合同か
9. 4 京都古義各山から 満洲出動皇軍部隊
ヘ ラ ジオ十台を贈る
9. 5 満鮮から帰って 東京にて 宮崎みね
を




9。 6　 どう かと思はれる　 満人僧養成問題
= 花田龍大学長帰洛談=
9. 7　 金参千百八拾八円参拾壱銭也　 印度震
災への義援金　 第二回送金完了
9. 8　 安東県臨済寺で発見された　 トル コ玉
や犬養氏等の　 亜細亜経綸連判状 寒
山寺南岳氏、 当時を偲び語る
9. 8　 ローマ教皇庁いよいよ　 宗教上満洲国
を承認　 カ ト リ ック代表正式に文書手
交










1934. 9. 13　 土耳古の無字運動　 印度志士 ラ ス ・
ビハ リ ・ ホース
9. 13　 印度仏徒の叫び　 実現の緒につ く 聖
地奪還、 仏大建設　 バリシンパ氏に希
望を聞く　 帝都有力者の相談会
9. 13　 満洲事変三周　 記念大講演会 ◇…十
八日高倉開館で
9. 14　 妙心寺派の新京開教　 漸 く其第一歩を
確立　 一満洲巡錫の天岫総長が-
9. 15　 内鮮仏教の　 融合に努力 曹洞伊束泰
邦氏の功績
9. 15　 十八日　 満洲事変第三周年記念 各派
の法要と講演
9. 16　 満洲事変法要　 大阪真宗青年会
9. 16　 印度仏教徒の想望漸 く叶日　 印度仏教
復興後援会生る　 聖地奪還、 ベナレス
国際仏大等　 日印協会内に陣容成る
9. 18　 小学校一年から四ケ国語　 まだ国定教
科書のない　 満洲の教育
9. 18　 印度人には 「日本は不思議な国」
9. 18　 新刊紹介　 朝鮮神宮年報
9. 19　 印度仏教復興後援会生る
9. 19　 朝鮮基督教連合公議会　 第十一回総会
9. 19　 鮮人教育は溌刺と して　 内地人は之に
及ばず　 国内教育にも反省の要
9. 19　 華頂開館を事務所と して　 日華仏教研
究会着手　 趣旨大綱と第一回会貝の発
表
9. 19　 満洲事変茲に三周年　 日比谷の大会堂
を埋め尽 く した　 日蓮宗の記念大会




9. 19　 京都日蓮宗の　 追悼法要と講演会
9. 20　 敦煌ものに匹敵する　 支那西域発掘品
新帰朝出口常順氏の出品　 京都大蔵
会の準備なる
9. 20　 印度の貧乏と英国 (一) 印度志士
ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
9. 20　 バリシンパ氏のバリ一語 レ　 コー ド頒
布
9. 21　 印度の貧乏と英国 (二) 印度志士
ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
9. 21　 支那から来朝の教育視察団
9. 21　 愛善の本aに則り　 真の内鮮融和に努
力　 朝鮮同胞の修行者激増 注口すべ
き田中省三氏の今後
9. 23　 印度の貧乏と英国 (三) 印度志士
ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
9. 24　 印度の貧乏と英国 (四) 印度志士
ラ ス ・ ビハ リ ・ ポーズ
9. 24　 ミナ ト神戸における　 日印親善の集ひ
(一)




9. 26 ミナ ト神戸における 日印親善の集ひ
(二)
9. 27 ミナ ト神戸における 日印親善の集ひ
(完)
9. 28 曹洞釜山の大授戒会伊東泰邦氏の晋山
9. 29 大谷光瑞氏始め 西本願寺に厄介をか
けた…と 天岫総長の土産話
9. 29 新京に別院 敷地を購入 風害復旧費
と共に ・妙心派参事会の議案
9. 30 于同及び支那仏教の公伝は 大月氏王
丘就却の 護法的熱意に基く
10. 2 匪賊の危険を冒して チャムスの皇軍
を慰問 民間最初の決死行 大派の大
河内 ・石川両氏
10. 2 ・黒龍江便り 河上渓生
10. 4 バリシンパ氏愈よ帰錫
10. 4 満洲基督教学校教職貝 日本視察団来
る 京都連盟で大歓迎
10. 9 満洲開教と其将来 (上) 赤峰束本願
寺開教使 北条月照
10. 10 大派光暢法主 ・智子裏方 満洲皇帝に
賜謁 満洲巡錫日程決す 阿部総長も
随行渡満
10. 11 内鮮融和の実を挙げた 高麗王若光を
祀る 荒廃の神社奉賛運動 斉藤前首
相等が発起して
10. 11 天台宗の 満洲留学生 一愈よ出発-
10. 12 満洲国上下を感銘せ しめられた 秩父
宮殿下の御恭謙
10. 13 「委任統治の南洋諸島に於る 宗教事
情」 (一) = 小崎道雄氏の語る=
10. 13 いよいよ満洲国と 教皇庁との修交密
謝外交部大臣から 正式回答公文書
10. 13 日満カ トリ ックの親善
10. 14 「委任統治の南洋諸島に於る 宗教事
情」 (二) = 小崎道雄氏の語る=
10. 16 荒び行 く北満の野に 偉人来れ !
10. 17 満洲開教と其将来 (下) 赤峰束本願
寺開教使 北条月照
10. 17 読書界 満鮮百話 山本勉編著
10. 20 隣邦の罹災児童へと 満洲人の児童の
義金 訪日児童か中心となり 大派熱
河健児 ・赤十字団が
10. 21 出動将士の郷土に一 熱河省奥地 と
外蒙古の 実情を報告 大派登坂開教
使
10. 21 皇道大本雑記 南洋ポナペに陸稲栽培
満洲最北の愛着会貝
10. 23 光瑞氏の露憲一下で 本派満洲教団紛
擾が 斯波総長、 辞職して来る
10. 23 長江及び英領海峡に活動の 大派長江
開教監督部 明々年開教六十年記念式
先づ開教史の編纂に着手















11. 9　 満洲開教費　 は徴収ニケ年延期 一八
日本会議上提-
11. 9　 鈴木大拙博士の 「支那仏教印象記」
(下) 藤井草宣
11. 11　 日本人に解って欲しい 「ナゼ英が譲
歩するのか」 入洛のポーズ氏は語る
(上)
11. 11　 印度に壁画揮毫中の　 野生司画伯を後
援　 国際文化振興会か
11. 13　 東京の日華仏教学会　 大阪部会組織懇
談　 好村主事下阪、 各方面歴訪
11. 13　 南禅寺派の　 満洲進出
11. 13　 天理教伝道庁　 愈よ新京に移転 等分
羽衣待ちの仮庁舎で執務
11. 13　 満洲国参議一行　 保津に清遊 人類愛
善会の案内で
11. 13　 ラマ廟と　 糞の供物
11. 14　 大派満洲安東布教所か　 朝鮮同胞開教
のた めに　 鮮人の手で納骨塔建立 開
教三十周年を記念して
11. 14　 大派比律賓に　 布教所増設 ダバオに
伽藍建築中
11. 15　 印度志士ホース氏　 天恩郷で講演 王
仁三郎氏等と懇談
11. 15　 川崎随行布教使　 満洲帝都訪問 報告
大講演会
11. 16　 十年振りに満洲を訪ね　 国威の輝に打
たれた　 之を機縁に満洲開教に拍車
大派阿部宗務総長談
11. 16　 内鮮融和の根本策と して　 大阪府か拵
へた　 協和信用購買利用組合
11. 16　 来月中旬比島で　 極東三国 教育大会
帝教から二代表派遣
11. 17　 満洲国の王道主義は　 カ ト リ ック教と
一致　 謝外交総長の演説
11. 21　 仏青大会の海外反響　 南洋島民間に
俄然仏教熱台頭　 カソ リ ックの牙城崩
れるか !　 = 島民代表から純情の私信=
11. 22　 熱河承徳と喇碗寺 (上) 在承徳　 登
坂渓雲
11. 23　 海外宗教の動き　 支那は基督教を要求
するか ?
11. 23　 大派の屯田僧は　 粒か揃ひ過ぎて 停
頓したのだ　 実際の仕事はこれからだ
太田外世雄氏将来を語る
11. 25　 熱河承徳と喇碗寺 ( 中) 在承徳　 登
坂渓雲
11. 25　 七十二の高齢で　 単身渡満する 墨照
玄氏　 彼の土と化す決意で
11. 28　 妙心派の　 開教制度 高林案を基礎に
研究
11. 28　 酒、 女、 民族意識　 長尾半平氏 満洲
観察談






10. 24 「委任統治の南洋諸島に於る 宗教事
情」 (三) = 小崎道雄氏の語る=
10. 24 支那仏教学は仲びる 塚本善隆氏土産
話
10. 25 匪賊に対する 安全保障を誓ふ 黒龍
王と愛善会の握手
10. 25 朝鮮神宮賛歌 一般から募集
10. 26 ボンベイで二十六日から 注目さ るる
印度国民会議 一在東京、 ホース氏
の声援電報-
10. 26 満洲国史編修 朝鮮修史官の 稲葉岩
吉博士が
10. 27 大派光暢法主 ・智子裏方 けふ満洲巡
回へ 阿部総長以下を従へて
10. 28 康徳皇帝に拝謁し 宏謨を翼賛し奉る
昨朝満支巡化出発直前 大派光暢法
主は語る
10. 28 鄭国務総理から 満洲仏教統一を希望
菱刈全権からは叱られた 川崎英照
氏帰朝談
10. 28 セイロン仏青の 暴風被害見舞
10. 28 クリッ トン氏 満鮮の旅行
10. 30 ビハール救援委員長より 救援に対す
る感謝の書 A. M. サハイ氏あて
10. 30 大派光暢法主 ・智子裏方 けふ康徳皇
帝に拝謁 日満官民歓呼裡に入京
10. 30 問題に悩む大阪府の 内鮮融和大綱決
す (上)
10. 31 汎太仏青大会後に セイ ロ ンで起っ た
紛耘 - ニ ッサンカ氏の書簡-
10. 31 問題に悩む大阪府の 内鮮融和大綱決
す (下)
10. 31 光暢法主の 新京入り 軍官民各宗
婦人に挨拶
10. 31 印度国民会議 エ ・ エ ム ・ サハ イ氏
の同志等 帰印の挨拶
11. 2 錦州布教所の発展と 満洲 ・誂安県に
大派布教所
11. 3 大派朝鮮牧島 開教廿五周年 五 日か
ら記念法要
11. 3 異彩 ! 成道の聖日 帝国ホテルで
印度の精進料理
11. 6 印度復興後援会 堂々の陣容整ふ 近
く最初の発起人会
11. 6 鈴木大拙博士の 「支那仏教印象記」
(上) 藤井草宣
11. 6 印度志士 ホース氏 の入洛を待ちて
11. 8 妙心派台湾の 新計画 本島人僧侶と
寺院制
11. 9 ビハール救援会より 第二回救援金の
1934. 11. 27 上海で活躍中の 大派映画班 陸戦隊
と銀幕 慰問を ト ップに
11. 27 熱河承徳と喇碗寺 (下) 在承徳 登
坂渓雲
12. 1 日本大檀越夫妻の 満洲国巡化 ◇実
は大谷光暢法主一行◇
12. 1 支那古代の 天文学の歴史や 揚子江
の研究など 上海自然科学研究所長
に内定の新城ほ士
12. 5 土地開墾に 南洋へ進出 愛善公貝が
12. 7 印度論理学 方法論上の 一問題 五
十嵐智昭
12. 15 大いに進歩した 日華仏教研究会 会
則も大体決定
12. 18 満洲国の教線拡張は 積極的に行へ
宮坂詰宗氏当局へ期待
12. 19 大連の支那街で トラ ンク泥棒と活劇
ヒゲの巡監長の武勇伝 [大派法主
満支巡化挿話]
12. 21 日本仏教の良き友 イ ン ドの富豪よ り
風害仏徒に救援金
12. 22 在満日本人官吏に 聖観音画像を回向
信念堅持と生活依憑に
12. 22 印度のお金 感謝は満腔- だが どう
分配する ? 西本願寺で首を ヒネクル
12. 24 鮮内は… 愛善運動に 燃えて ゐる
宗教合同見事に完成 出口日出麿氏、
車中談
12. 24 ペルシア詩人 フイルダウシ一千年祭
12. 25 各宗は、 満洲国布 教の根本策と して
ラマ青年を養へ 小林義道
12. 25 治安は維持され 移民は元気だ 督務
部の移民会議で称賛 深谷徳郎氏の天
理農村漫談
12. 25 琉球開教の恩人 田原法馨氏を偲びて
(上) 菊池亮
12. 27 儒教未だ支 那に滅びず
12. 27 琉球開教の恩人 田原法馨氏を偲びて
(下) 菊池亮
1935. 1. 1 愈々陽春の五月発会する 日華仏教学
会 先づ好村代表渡支して 要人を歴
訪一準備の満全を期す
1. 1 印度人の寄付金 寄付者の意思と お
国と宗教と教育と 全て ピタ リ合った
処分法 西本願寺で斯く 決る-
1. 6 大派浅草別院再建と 新京別院建設
今春三月より本工事に着手
1. 6 最近の西蔵事情 ここにも日本商品
人口は百万位 教育程度は極めて低い
1. 8 宗教を主題とする 朝鮮参与官会議
統治上の一大画期 と して大に注目さ
る
1. 9 印度国民運動 A. M. サハイ
1. 9 印度基督教 国民宣教師協会の宣言
危機に瀕して三十年の功績を語る
1. 9 日宗開教師養成へと 立正大学に満鮮
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
科新設
1. 9　 日支仏徒の融合への　 二新機関遂に対
立　 その成行注目さ る
1. 10　 印度国民運動 ( 2) A. M. サハイ
1. 10　 愛善運動と　 相呼応 して 全満に神聖
運動勃興
1. 10　 支那冴鳥の　 西本の発展 大本堂と庫
裏新築
1. 11　 印度国民運動 ( 3) A. M. サハイ
1. 12　 印度国民運動 ( 4) A. M. サハイ
1. 13　 印度国民運動 ( 5) A. M. サハイ
1. 13　 内鮮一如の　 宗教運動を展開 来る十
五日から参与官会議
1. 15　 印度国民運動 ( 6) A. M. サハイ
1. 15　 会則綱領等成り　 日華仏教研究会 束
京で創立総会を挙行
1. 15　 開教五ヶ年で　 別院姓立迄運ぶ 興正
派朝鮮の活動
1. 16　 朝鮮文化史上に於ける　 仏教の地位
(一) 正大研究室　 金孝敬
1. 17　 朝鮮文化史上に於ける　 仏教の地位
(二) 正大研究室　 金孝敬
1. 17　 日蓮宗で愈よ決意した　 満洲開教司監
部の建設　 取敢へず明年度予算に 新
規に一万円計上
1. 17　 立大で編成 した　 新設 「満鮮科」 案
二千四百円の予算で
1. 18　 朝鮮文化史上に於ける　 仏教の地位
(三) 正大研究室　 金孝敬
1. 18　 朝鮮総督府の　 宗教精神運動 近 く懇
談会を開催
1. 19　 日華仏教研究会　 会長役員等決定 支
那公使、 外筋省も後援
1. 19　 朝鮮文化史上に於ける　 仏教の地位
(四) 正大研究室　 金孝敬
1. 20　 朝鮮文化史上に於ける　 仏教の地位
(五) 正大研究室　 金孝敬
1. 22　 日華仏教研究会と　 蒋公使の努力にて
中日仏教研究会設立
1. 22　 日華仏教の連絡に　 会心の二機関 日
華仏教学会　 発起人の一人 藤井草宣
1. 23　 満洲皇軍の　 慰問も協議
1. 24　 議会の問題にするか　 北平在留邦人取
締　 清水安三氏の運動
1. 24　 亜細亜復興運動に　 満洲政府認識不足…
と　 印度志士　 ナイル氏慨く
1. 26　 光瑞氏と別院の努力で　 大辻に女学園
創立　 事務科設置や、 校外教育の新方
法　 天長節に開校式
1. 26　 李朝五百年来の　 排仏思想を殲滅 朝
鮮総督府か乗り出し　 仏教復興を内地
宗団と鮮僧に依頼
1. 29　 日華仏教研究会　 関西側役員凡て決定
会則も全部承認







3. 1　 西岡氏に対して　 意外な暴露 “仕事
は進んでゐない” と　 満洲から帰朝の
某氏談
3. 2　 国境都市の風景　 樺太断片 出雲路宏
3. 3　 畏 く も明治大帝　 御下賜の勅語奉戴
西本の日露戦役三十年記念　 大規模な
追弔会
3. 3　 蒙古僧の　 留学計画 天台宗で 引う
ける ?
3. 5　 日華仏教研究会　 大阪支部結成 協議
会
3. 7　 日支経済提携と　 新人の活躍 藤井草
宣
3. 7　 日華仏教学会の　 好村代表渡支 十二
日長崎発
3. 7　 独身主義の人格者　 国士と しての王寵
恵氏　 天岫接三和尚の懐旧談
3. 7　 朝鮮民族の　 心田開発に 三十二本寺
会合
3. 7　 今日の問題　 北鉄交渉成立後の 日サ
関係
3. 8　 聖徳太子と 日支両先覚　 福田宏一
3. 8　 中国仏教年鑑　 編纂に着手 多方面の
期待多大
3. 8　 仏教はヒ ンヅーの一派　 日本は自国と
同宗の　 国と して親しみを感ず 印度
水産大臣は語る
3. 8　 金光各支部長等連署の　 文相への陳情
書内容　 北米 ・関東州等も加盟
3. 10　 けふ日露戦役丿廿周年記念の催　 第四師
団長宮殿下　 親し く 御参拝 四天王寺
の日露　 戦没者迫悼法会
3. 10　 基教海外　 伝道協会 本年度の 伝道
方針
3. 12　 中華民国を訪れるに際して　 日本仏教
徒に告ぐ　 日華仏教学会準備委員 好
村春輝　 釈墨禅
3. 14　 印度人の眼で見る　 日本の秘密 チ ャ
マ ン ・ ラ ル
3. 15　 各宗管長、 門跡の　 康徳皇帝奉迎送
金閣寺門前なら差支なし
3. 16　 朝鮮開教草分の資料や　 小早川画伯苦
心のヂオ ラマ　 大派現如法要記念展
3. 16　 大亜細亜建設社の慰霊祭執行
3. 17　 支那燕京大学から　 同大へ交換教授
= 親日家の徐宝謙氏=
3. 17　 日露戦役三十周年記念　 慰霊弾奏 …
満洲大連忠霊塔に於て一　 聖徳会顧問
江頭法絃
3. 20　 仏教主義の内鮮興助会、 近く　 公認説
教所設立　 全国に及ぼす 鮮人教化建
動
3. 21　 大谷光瑞氏の　 満洲経済開発一く さり
気炎万丈を聴く
3. 23　 秦徐服来朝記 (上) 一瀬歳雄
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
乗り出す
1935. 2. 5 開教は内地のみで 駄目ぢゃないか…
四日目で本会議 本派定期集会
2. 6　 熱河で発見された　 日持承認の足跡
居士将軍のあひだに 銅像建設の計画
2. 8 西蔵語活字字母を 龍大で新鋳 斯学
会に貢献
2. 8　 賛仏歌を通 じて　 恩や感謝の観念の全
く ない 南洋土人の児童教化へ… 大
派岡田開教使は語る
2. 9 私の満洲僧素描 ( 1) 日本天台宗満
洲留学生　 広岡純道
2. 10 私の満洲僧素描 ( 2) 日本天台宗満
洲留学生　 広岡純道
2. 13 “喇碗僧教化は 先づ青少年から”
本派の 「蒙古僧」 といはれる　 石橋岱
城氏の新事業
2. 13　 満 ・鮮 ・台 三開教地方の 新鉄道布
教運動 西本願寺で着手
2. 13　 私の満洲僧素描 ( 3) 日本天台宗満
洲留学生 広岡純道
2. 14　 新嘉披本願寺　 本堂建立運動
2. 14 私の満洲僧素描 ( 4) 日本天台宗満
洲留学生 広岡純道
2. 14　 印度仏教復興の　 実行方法を協議 け
ふ、 印度復興講演会か
2. 15　 満洲国皇帝の 御親臨を仰ぐべく 東
京花祭会の　 必死の奔走 レコー ドに、
踊の振付に 準備着々進む
2. 16　 印度仏教復興後援 漸く その緒につ く
仏青連盟と協力 して
2. 17　 大派朝鮮の新開教線 鮮人のみの教会
と　 満浦線への教線拡張
2. 20 大アジア民族の団結へと 日満各地に
拡充され行く　 極東 トルコ族の文化運
動 ▽…イデール ・ ウラル文化協会の
グバイ ドラ支部長は語る
2. 20　 トルコと日本 国際交歓 駒大の児童
大会で 美しい情景展開
2. 21　 印度とは何か (上) 印度志士　 ラス ・
ビハ リ ・ ホース
2. 22　 ハル ビ ンで　 全世界 ファシス ト大会
メ ーデーに
2. 22　 米布その他 本派開教地 留学生と
懇談をする会　 、
2. 26 印度とは何か (下) 印度志士 ラ ス ・
ビハ リ ・ ホース
2. 28 「移民即宗教」 の大旗を立て 間島の
資源開発に出発 柳生道場の招聘を断
り　 けふ満洲入りの池田大佐
2. 28 大東山布教所実現に 鮮僧の大派帰属
要望 ▽…が漸次旺んとなる 内鮮協
力の結晶
2. 28 基督教の満洲伝道会 組織成る






1935. 3. 23 シャム国に揚る 愛善運動熱 支部会
堂の新築
3. 24 満洲国皇帝陛下へ 本派本願寺の “献
上品” 緋絨飾りの大鎧
3. 24 満洲撫順に 日本人天主教会 四月に
改築完成
3. 26 伏見宮殿下の台臨を仰ぎ 孔子祭 稀
有の盛儀 日・満 ・支の代表参列
3. 27 故光宝法主に宛てた 達頼ラマの親書
仏教永住の方法につき提携 大派現
如上人展の一偉観
3. 27 秦徐服来朝記 (中) 一瀬歳雄




3. 28 全世界を通じ 1935年3月24日 “仏
陀伽耶デー” 決行 日本に求めた声援、
間に合はず
3. 28 台湾教界の裏 出雲路康哉
3. 29 「大韓阿弥陀本願寺」 の 勅額 と皇帝
の御祝辞 貴重資料続々到る 現如法
要記念展彙報
3. 29 支那へ 善導大師を 逆輸出の話
3. 29 満洲国皇帝御来訪を機に 東方文化の
学的宣揚 関係二大学会か儒教復興へ
拍車
3. 29 印度のニュ ース ト リピタ カ (三蔵)
の ベンガル語訳本刊行に 一退職技
師が一万円寄付
3. 30 満洲国皇帝の 奉送迎に 仏教各宗派
代表の参列 仏連、 各派へ通告
4. 5 青年の手で 日印の親善 日印青年協
会の創立
4. 6 蒙古活仏 きのふ奉天集合 七日大連
出帆
4. 7 満蒙の天地に秘められた 燦然たる東
方文化の紹介 …期待される東方文化
学院 等の初の研究発表展望…
4. 7 大連よ り
4. 9 満洲国皇帝へ 各宗派代表 御機嫌奉
伺
4. 10 秦徐服来朝記 (下) 一瀬歳雄
4. 11 満洲国皇帝に… 献上の東京 花祭映
画出来 連合会か奉迎の誠意を表して
4. 11 真言曼陀羅を 満洲皇帝に献上 五島
信教氏の篤行
4. 11 満洲国皇帝の 御帰路御安泰祈念 日
蓮宗務が
4. 14 日華仏教研究交換に 林彦明、 大西良
慶氏等渡支 上海に支部を設置し活躍
せん
4. 16 満洲国皇帝陛下 古都に御安着 あす
平安神宮御成 天平裂の図案を模した
写真帳を献上
4. 17 朝鮮総督府の教化方針たる 全道心田
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
開発布教に　 大西良慶氏が三ヶ年巡錫
4. 17　 震災印度の一　 復興に精進する 国際
義勇隊一万五千
4. 18　 日支親善の波に乗って　 よき スタ ー ト
を切った　 日華仏教学会の組織 太虚
法師と好村氏の打合せ
4. 18　 日逞国交の進展に鑑み　 第三回汎太仏
青大会は　 是非シャムで開け 名古屋
連盟か率先提議
4. 18　 全日本仏青の　 満洲布教を語る
4. 20　 日支親善は仏教から !　 各団体の活躍
目覚ま し
中日密教研究会が天津に　 百二十万円
の “平和塔” を建立　 近く東京で宣言
決議
4. 20　 日華仏教研究会　 大阪支部の素晴しい
景気　 拠金三千円を突破せん
4. 21　 留日満洲司法官　 築地別院参拝 司法
保護問題で　 日満提携に触れん
4. 23　 印度カ ト リ ックの　 教化運動新計画
五十年記念と して
4. 24　 大派満洲開教の新進路　 青少年教化に
着手　 野間指導嘱託を迎へ 安東で全
満開教使の講習会
4. 25　 海を超えて (一) 町田 ト シコ　 ー上
海ヘー
4. 26　 支那組合派　 教会大会 六月初旬北平
で
4. 26　 満洲所見　 旅行途上奉天で 星涛生
4. 26　 台湾救援の報続々到る　 本派の義損運
動　 第一回の現地慰問報告
4. 26　 瓢然来朝する　 印度僧ナーラダ
4. 26　 河南の龍泉寺へ　 蒙古の歓喜天 活仏
か開眼供養
4. 27　 仏教を見直した　 満洲人 都甲文雄氏
談
4. 27　 中華厦門の束本教堂に　 日語専門研究
所　 常惺法師等と提携 して 支那の留
学僧を養成
4. 27　 海を超えて (二) 町田 トシコ　 ー上
海着-
4. 27　 芝原総長現地到着　 本格的運動整ふ
本派と台湾震災
4. 27　 比島独立を前に　 若き学徒の…日本視
察　 本派山ノ内氏が東道役で
4. 28　 台湾大震災に一　 曹洞の義損金募集
伊藤管長同宗に告諭す
4. 28　 支那の仏教寺院は　 近年頓に勃興の気
味　 支那の仏教行脚から帰った好村春
輝氏談
4. 28　 日本キリス ト教連盟から　 米 ・支両国
へ…親善使節派遣
4. 28　 海を超えて (三) 町田 トシコ　 ー上
海所見-
5. 1　 東亜の親善を強調して　 吾国最初の儒






1935. 5. 1　 儒道大会席上で　 支那代表の苦しい態
度　 満洲国との同列忌避から
5. 1　 台湾震災義金募集
5. 1　 台湾震災と各宗　 本派在研生、 四日間
に　 千二百余円を得




5. 2　 東亜各国の情緒豊かに　 孔子祭壮麗に
終る　 儒道大会第三日詳報
5. 2　 海を超えて (五) 町田 ト シコ　 ー強
力球と犬の競争-
5. 3　 ヒ リッ ピン独立の　 気分を脹らして
学生視察団入洛　 団長山ノ内氏は語る
5. 3　 海を超えて (六) 町田 ト シコ　 ーな
つか し い ノ ソ キー
5. 3　 キ リス トは印度に旅行 した　 チ ャーチ
ワー ドの興味ある研究　 イエス臨終の
言葉に新解釈現はる
5. 3　 ゴダー ド翁　 帰米の途へ
5. 4　 叡山へ留学の　 喇碗青年僧 三名決定
して　 近く来朝
5. 4　 台北基青の　 震災救援運動
5. 4　 ヒ リッ ピン学生団と　 交歓会 西本願
寺が
5. 5　 遥 々セ イ ロ ンから　 優秀な学究僧二人
仏教国日本に憬れて　 けふ、 安洋丸
で神戸へ
5. 7　 満洲国政府の正式留学生　 蒙古喇楡僧
七名高野ヘ　 ラマ教革新の 熱望認め
らる
5. 7　 日宗日持派総本山蓮永寺　 愈よ満洲に
移転か　 十四日、 檀家有志と協議 成
行き頗る　 注目さ る
5. 7　 国際平和祈祷に関し　 全世界基督教が
日本基教連盟に通帳
5. 7　 日華仏研　 渡支前の協議会
5. 9　 台湾の大震災で　 YMCAの活動
『託児所開設など』
5. 9　 東亜聖跡巡拝　 団の組織計画 今秋第
一回募集　 亜細亜学苑か
5. 10　 印度の青年運動の　 指導者はYMCA
ラホア市基青主事ナサー氏談
5. 10　 「観察記」 をものして　 支那仏教の興
隆に資 したい　 来朝第一に湊川神社参
拝　 大醒法師は語る
5. 10　 満洲よ り (一) 町田 トシコ
5. 11　 台湾震災横　 死者追悼会 曹洞東京第
一　 宗務所主催
5. 11　 満洲より (二) 町田 ト シコ　 一大連
5. 11　 衰へつつ も残る　 亜細亜北方文化の







5。11 北米、 布畦その他 海外にも布教使派
遣 文書伝道部の創設等、 本派 布教
部本年度計画案
5. 12 光瑞氏発願の… 大連高女愈よ創設
来る二十一日開校 将来の発展を期待
5. 12 日華仏教研究会の 訪華旅程殆んど決
定 駐支各領事館に 太子尊像を寄贈
5. 12 衰へつつ も残る 亜細亜北方文化の
朝鮮の巫俗の話 ( B) 京大民族学会
で 赤松智城博士の発表
5. 12 満洲より (三) 町田 ト シコ 血染の
リ ン ゴ
5. 14 衰へつつ も残る 亜細亜北方文化の
朝鮮の巫俗の話 ( C) 京大民族学会
で 赤松智城博士の発表
5. 14 満洲より (四) 町田 トシコ
5. 15 日本在留の青年学徒か 印度学生協会
結成 けふ、 東京の事務所で発会
5. 15 満洲より (五) 町田 ト シコ ー博物
館と ダンスホールー
5. 16 日逞親善へ拍車 両国語の習得 研究
機関の設置 講師や学生を派遣交換
「関西日逞文化協会」 初協議










5。17 台湾震災被害 状況を報告 大派両開
教使帰山 今後の慰問方法を講究
5. 17 満洲より (六) 町田 ト シコ 一流線
型の汽車-
5. 17 支那の坊さんは 日本の坊さん達から
学ぶべき ものあ りや 大阪某新聞社
某部長談
5. 17 注目される回教の 新興と新陣容の形
成 欧州再軍備を続る 回教国 トルコ
の気勢
5. 18 赤色こまやかなる 蒙古人への精神運
動 佐藤氏の蒙文釈尊伝の編纂 近 く
上梓、 十万部を蒙古へ配布
5. 18 学界未紹介の 支那系経典調査 常磐
博士入洛す 最初の収穫を智山で
5. 18 束本訪問の 大醒法師 昔の支那留学
僧 一柳参務 等と歓談
5. 18 満洲より (七) 町田 ト シコ 一万丈
の黄塵-
5. 18 日華儒道家の提携は 両国親善に有意
義 儒道大会に出席の帰途 中国代表
引率者豊田神尚氏談
5. 19 印度の学僧 ナーラダ長老 プロフ ィ ー
ル
5. 19 満洲より (八) 町田 ト シコ ー撫順
より -
5. 21 吾国最初の回教寺院 建設に教徒の献
身　 タタール学校と合一し 更に弘教
に邁進 !
1935. 5. 21　 満洲の皇軍傷病兵の　 慰問に浪満 福
井本派日校代表　 五百通の慰問状を頂
り
5. 21　 満洲特産工　 業会社創立 愛節会金井
氏　 の研鎧tに基き
5. 21　 オーソ リチーを もった　 宗教運動が望
ま しい　 笠木良明氏談 思想対策の
ない満洲
5. 22　 満洲よ り (九) 町山 ト シコ　 一新京
に て -
5. 23　 東洋人と科学、 哲学 (一) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 23　 満洲よ り (十) 町田 ト シコ　 ー奉天
北陵参拝-
5. 24　 東洋人と科学、 哲学 (二) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 24　 日・ 印 ・支三国仏教徒の　 国際親善の
集ひ　 外来の諸名僧知識を 仏青、 仏
連等か歓迎　 六月一日、 電通開館で
5. 24　 印度の二学僧　 初の講演 一立正大学
で -
5. 24　 満洲より (十一) 町田 ト シコ　 捨子
院とエロ仏
5. 25　 東洋人と科学、 哲学 (三) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 25　 ナーラダ氏の講演会場　 感激の一駒
“日本の仏教学界に真の　 人格者かゐ
な い” と　 通訳木村氏の通棒
5. 25　 回教国南洋　 回教の伝来 ・ イマムの権
威　 交易には度外視できぬ勢力 元大
阪外語教授　 瀬川亀氏談
5. 26　 東洋人と科学、 哲学 ( 四) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 26　 印度国民運動の首領　 D. N シン氏
夫妻来朝
5. 28　 東洋人と科学、 哲学 (五) ラ ス ・ ピ
ハ リ ●ホース
5. 28　 仏舎利か取り持つ　 日・逞 ・米の交歓
シャム皇帝よ り賜る　 仏骨奉迎に
本派増山顕珠氏出発
5. 28　 シャム少年団が　 像を進上 日本少年
団に
5. 28　 天台留学の　 喇碗僧ら けふ叡山着
5. 29　 東洋人と科学、 哲学 (六) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 29　 トルコの新宗教法令一　 儀式外の法服
着用は法度 !　 愈よ適用 ・ その功罪注
目さ る
5. 30　 東洋人と科学、 哲学 (七) ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
5. 30　 印度のシン氏　 を囲む茶話会 京都日
印教会が
5. 30　 日華仏研大阪の　 浪華送別会
5. 31　 真実に法を求める　 出家志望者を募る
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
中華 ・嶺東仏学院の 研究内容一斑
6. 1　 束洋人と科学、 哲学 ( 八) ラ ス ・ ピ
ハ リ ・ ホース
6. 1　 朝鮮仏教復興の具体策 今後、 継続研
究会で樹立　 第一回懇談会で大綱浹る
6. 4 索倫路の 愛善戦線 画期的成功
6. 4　 全鮮主席布教使会並に 刑務教海主任
会 本派朝鮮開教教筋所で開催





6. 5　 中日密教研究会が　 愈よ日本側の陣容
統制 「平和塔」 建設への準備工作に
今月中旬、 東京で全休会議
6. 5 支那留学生の　 学寮建設 高野山東京
別院内に







6. 7 熱河省で未曾有の　 大宗教会議を開く
グロ ・曼荼羅を携へ　 大派 ・野閥氏
帰る
6. 7　 名所見物以上に、 融和 親善の実を挙
ぐ　 満鮮就学旅行を終へて 平安女学
院 早川喜四郎氏談
6. 8　 台湾未曾有の人気 総督府のお役人が
下足番 お茶子から大入袋 すわ ら じ
劇団物語
6. 9　 満洲国内と北鮮に　 未曾有の大教線
合せて十三ケ所の出張所設置 西本願
寺の計画決定
6. 11 セイ ロ ンのナ ラ　 ダ比丘を迎へて 藤
田義亮
6. 12 熱河赤峰よ り (上) 北条月照 = 開
教懺悔=
6. 13　 熱河赤峰よ り (中) 北条月照　 = 開
教懺悔=
6. 13　 訪華日誌 ( 1) 禿氏裕祥
6. 14 マハ ト マ ・ ガ ン ジーの 守勢抵抗 (上)
在東京　 ソ ホ ン ・ シ ン
6. 14　 訪華日誌 ( 2) 禿氏裕祥
6. 14 世界仏教徒の 結合統一を強調 ナヘ
ラダ比丘の熱論
6. 14　 回教主　 マ ホ メ ッ トの 降誕祭
6. 14 熱河赤峰よ り (下) 北条月照　 = 開
教懺悔=
6. 15 マハ トマ ・ ガ ン ジーの 守勢抵抗 (下)
在束京　 ソ ホ ン ・ シ ン

























訪華日誌 ( 3) 禿氏裕祥
喘ふべき錯誤　 出過ぎた全日本仏青連
盟　 満洲国への仏教復興宣言
6。23 印度革命 殉難者の 慰霊祭 今秋増
上寺で
6. 23 今度はジャバから 日本仏教輸入の交
渉 世界の日本研究の波に うまく乗っ
た日本仏教 西本願寺に珍客来訪
6. 25 印度人は果た してその 自由を取返し
得るか (下) 在東京 印度志士 ソ
ホ ン ・ シ ン
6. 25 中華を歴訪して 禿氏教授帰朝
6. 25 大派宗議会 (第十二日) 屯田僧解散
の 真相を提げて 老野生 (無所属)
議貝起つ 悲壮な面持ちで 屯田僧の
実情を披浬
6. 26 訪華日誌 ( 4) 禿氏裕祥
6. 26 熱気の奔騰、 百二十度 卜 画筆進まず、
この苦難 野菜の払底に天然痘の流行
涅槃像完成の野生司画伯の訴へ
6. 27 満洲国に四十日間 仏の子慰問の旅
福井仏教日校代表の 細江道子さんら
帰る
6. 28 訪華日誌 ( 5) 禿氏裕祥
6. 29 超人種超宗教的に 日・遇 ・米三国を
釈尊仏骨で結ぷ 仏骨奉安の本派
増山総長帰朝す
6. 30 訪華旅行を終りて 禿氏裕祥
6. 30 日・支関係学生一致で 日華密教青年
会創立 けふ東京高野別院で発会
7. 2 聊か熱を失った 朝鮮仏教復興懇談会
形式的会談に終る
7. 3 日支親善は密教から 日華密教青年会
華々し く発会、
7. 5 満洲の宗教を語る (一) 多摩川労働
移民訓練所長 高木武三郎
7. 6 満洲の宗教を語る (二) 多摩川労働
移民訓練所長 高木武三郎
7. 6 日華仏教研究会 支那旅行記 吉祥真
雄
7. 6 朝鮮神道十三派教師が 神逆連盟を組
織 心田開発運動に邁進
7. 7 満洲の宗教を語る (三) 多摩川労働
移民訓練所長 高木武三郎
7. 9 満洲の宗教を語る (四) 多摩川労働
6。23 印度人は果た してその
得るか (中) 在東京









7. 11 一切の陣容整った 日華仏教学界 け
ふ電通開館で発会
7. 12 日華仏教研究会 支那旅行記 (承前)
吉祥真雄 一戒厳令下の北平-
7. 13 日華仏教研究会 支那旅行記 (承前)
吉祥真雄
7. 14 諸民族に劣ることなき 印度人の政治
能力 (上) ラス ・ ビハリ ・ ホース
7. 14 例のナーラダ長老から 日本の仏教徒
へ抗議書 小乗仏教てふ 侮蔑的言辞
を廃せと
7. 14 日華仏教学界 華々し く発会 規約、
役員等決定し 愈よ本格的事業開始
7. 16 諸民族に劣るこ となき 印度人の政治
能力 (下) ラス ・ ピハリ ・ ホース
7. 16 アジア問題を中心に 皇道宣布に邁進
愈よ本来の使命に向ふ 昭和神聖会
の今後
7. 16 「印度仏跡を 観る」 を読む 福田正
夫
7. 17 回教芸術の宣伝等 (一) 駒大教授
大久保幸次
7. 17 南洋の愛善 運動躍進
7. 18 回教芸術の宣伝等 (二) 駒大教授
大久保幸次
7. 18 印度と世界平和 (上) ソホン ・ シン
7. 18 日逞親善朗話 同地愛善会本部に敷地
献納 シャム式の第一回館を建築
7. 19 回教芸術の宣伝等 (三) 駒大教授
大久保幸次
7. 19 印度と世界平和 (下) ソホン ・ シン
7. 19 盟邦満洲国の仏教 復興を促す進言書
謝大使と会見 ・進達 十七日仏青か
ら
7. 20 回教芸術の宣伝等 (四) 駒大教授
大久保幸次 卜
7. 20 日宗が管長代理を派し 支那の教線視
察 柴田一能氏八月下旬出発
7. 21 東亜密教協会の 会長を清浦伯固辞
二次交渉に委員等腐心




調査の結果は 以外 ! 期待に反すと
7. 23 セイ ロ ンにおける マラ リア椙振の惨 !
死者十万を突破す
7. 24 朝鮮ニュース




得るか (上) 在東京 印度志士 ソ
ホ ン ・ シ ン
異動　 首藤氏の退職に伴ひ
1935. 7. 27　 長安青龍寺問題復活　 支那僧範成法師
によ り　 解決への謎、 古碑発見 更に
一大論戦展開か
7. 27　 支那仏教は日本仏教に　 何も求めて居
らぬ　 伝へたい三勇士の遺跡 大西良
慶氏帰朝談
7. 31　 蒙古 ・西蔵の天地に永住　 東亜仏教連
盟の聖業　 満蒙三年、 人蔵準備を急ぐ
谷大寺本教授の同志加藤氏
8. 1　 昭和十年訪華団批判 (上) 一禿氏 ・
林 ・大西諸羅漢に呈す一　 藤井草宣
8. 2　 満洲股業移民問題　 = 緑陰漫語= 杉
山元治郎
8. 2　 昭和十年訪華団批判 (下) 一禿氏 ・
林 ・大西諸羅漢に呈す一　 藤井草宣
8. 3　 嗚呼ガンジ　 ー猶健在也 井上右近
8. 3　 ルンビニー復興保存に　 ネパール王の
燦たる業績
8. 3　 京都女専 「講演と音楽」 の　 巡礼日記
[ 1] 吾国栄誉の尊称を贈れ…と　 ワ
アリ シンパ氏から切望
8. 4　 “七十余年振りで友を　 印度に得” と
喜ぶ　 律宗管長北川智海氏 印度僧ラ
フラ氏談 ‘
8. 4　 京都女専 「講演と音楽」 の　 巡礼日記
[ 21
8. 6　 南洋開教区独立と　 本派開教監督区の
統制法規発令さる
8. 6　 京都女専 「講演と音楽」 の　 巡礼日記
[ 31
8. 7　 エチオピア基 ・ 回両教、 国難米で　 皇
帝に融和協力を宣誓　 伊 ・エ紛争で宗
教界緊張　 コプ ト派を国教とする 唯
一の国エチオピア　 エ国の宗教事情を
語る　 駒大教授 大久保幸次氏
8. 7　 京都女専 「講演と音楽」 の　 巡礼日記
[41
8. 8　 満洲国開催を決定づけた　 一部報道に
当惑　 汎太仏青次期開催地問題で 大
村理事長語る
8. 9　 訪華団批判を読みて (上) 井上隆森
8. 9　 京都女専 「講演と音楽」 の　 巡礼日記
[ 51
8. 10　 ・訪華団批判を読みて (中) 井上隆森
8. 10　 大派満洲拓講の　 伊藤主事 京都駐在
に任命
8. 10　 京都女専 「講演と音楽」 の　 巡礼日記
[ 61
8. 11　 訪華団批判を読みて (下) 井上隆森
8. 11　 欧州政局と回教復興　 トルコ国新興の
気勢に　 意気を復活の回教徒 クルハ
ンガ リー僧正を訪ふ








8. 13 王道を説いて倦まぬ 鄭前総理の熱誠
= 我親のみを親とせず= 天香さん
は語る (A) 満洲土産話
8. 15 三派鼎立の在日回教徒 各々の反目注
目さ る 三者各様の言分を聞く
8. 15 「急がぬ王道」 一日を生き延びる為
住民の馬賊化 天香さんは語る ( B)
満洲土産話
8. 16 実際生活には役立たぬ 上品な王道学
心から祈れる方法を考慮 天香さん
は語る (完) 満洲土産話




8. 16 ジャワへ贈る仏教は 吏宗がよからう
アビンハ氏のジャワ談
8. 17 朝鮮仏教会の 設立認可ならず 鮮僧、
転宗して出直す
8. 17 笑はせる満洲の… 脱税いろいろ 一
灯園実業座談会から
8. 17 更に新布教 所を開設 大派富城開教
使 ダバオに赴任
8. 17 この現状を何と観る ? 日本仏教徒に
よ る ラマ教の改革指導こそ 内蒙救
済の急務 善隣協会野副金次郎氏談
8. 18 輝く ! 日宗の満洲開教 今秋、 初の管
長親教に当り 満洲皇帝に宗書捧呈
各地に一大布教陣展開
8. 18 アフ リカ救世軍 結婚の司式権獲得
8. 20 ゴダー ド翁の 伝道年報 幽境に修道
の 礎を置く
8. 20 野山大学生の満鮮伝道 一来二十四日
出発-
8. 21 京城よさ らば ! 京都女専 「巡礼日a已」
補遺
8. 21 十月八日 神保管長親修で 日宗満洲
開教司監部の開堂式と国持会 ◇全満
布教師大会も開く◇
8. 22 今春、 訪日、 西本に参詣した 活仏 ・
阿氏非難さる 進歩派なるが故にか?
8. 22 民心より官心作興だ 朝鮮の変化が目
につ く 五島瑞巌氏の土産話
8. 23 朝鮮よさ らば ! (上) 京都女専 「巡
礼日記」 補遺
8. 24 朝鮮よさ らば ! (下) 京都女専 「巡
礼日記」 補遺
8. 24 班禅喇碗が 西蔵に帰る ? 達頼急死
して
8. 27 全米基教徒に辰る エチオ ピア擁護運
動 急先鋒はプレスビテリアン
















9. 13　 エチオピア旅行の思出話 ( 3 ) 京大
助教授　 小牧実繁
9. 13　 半島の総鎮守 朝鮮神宮鎮座十周年
盛大な奉祝大祭挙行
9. 14　 エチオピア旅行の思出話 ( 4 ) 京大
助教授　 小牧実繁
9. 14　 仏教に特別保護法なきや　 西本 ・満洲
国と交渉　 新京別院収益税で
9. 14　 現皇帝は教育の　 徹底に御邁進 エ チ
オピアの教育
9. 15　 エチオピア旅行の思出話 ( 5 ) 京大
助教授　 小牧実繁
9. 15　 南方仏教の聖跡並に　 産業映画作製を
計画　 十二万円の巨費で お馴染の熊
谷国造氏が
9. 15　 南洋回教徒一億人の　 コーラ ンを大阪
で　 為替関係で印刷所を移す
9. 17　 エチオピア旅行の思出話 ( 6 ) 京大
助教授　 小牧実繁
9. 18　 朝鮮天主教が…　 開教百五十周年 十
月中旬平壌で祝典
9. 18　 日華仏教研究会　 訪華報告講演会 あ
す華頂会館で
9. 19　 汎太仏青次回開催地で 大村理事長シャ
ム公使と会見　 早速シャム本国に照会
公使は極力自国開催を説く
9. 19　 満洲天理中学　 留学予備科開校 申込
定員の三倍を突破　 既に大拡張の計画
9. 20　 仏教の世界伝道 (一) は日本の責任
であ る　 在京都ヘルマン ・ ア ビンハ
9. 20　 ヒンヅー ・仏教両教徒の　 共同官吏に
帰着す　 彼等の提案を仏教徒遂に承認
聖地仏陀伽耶問題解決
9. 20　 台湾始政四十年記念　 全島社会事業大
会　 十一月十二、 三両日台北で
9. 20　 吉祥真雄氏の　 支那旅行談 京都専門
で
9. 21　 仏教の世界伝道 (二) は日本の責任
であ る　 在京都ヘルマン ・ アビンハ
9. 21　 日宗神保管長の　 満洲皇帝拝謁 愈々
確定す
9. 21　 今秋 ・台北に開催の　 全島仏教徒大会
一千名の出席者　 着々準備を進む
9. 21　 朝鮮の仏跡を訪ねて　 岩見護 新羅の
旧都　 栢栗寺
9. 22　 仏教の世界伝道 (三) は日本の責任
であ る　 在京都ヘルマン ・ アビンハ
9. 24　 仏教の世界伝道 (四) は日本の責任
であ る　 在京都ヘルマン ・ アピンハ
9. 24　 世界危機に関する座談会 7　 満洲事変
に於る日本と　 伊太利のエ国攻略
9. 24　 朝鮮の仏跡を訪ねて　 岩見護 芥皇寺
の古塔









9。 1　 支那の張慰氏　 歓迎座談会 日華仏教
学会で
9. 1　 満洲国開催は 時期尚早が有力 汎太
仏青次期開催地で 帰朝 した大村理事
長語る
9. 3　 朝鮮の仏跡を訪ねて　 岩見護 金剛山
神渓寺
9. 3　 満洲国とエチオ ピア 千家尊建




望 だか、 満洲の現在では これが決
定は不可能
9. 3 基教満洲伝道会　 新たに医療運動計画
近く具体化せん
9. 4　 朝鮮の仏跡を訪ねて　 岩見護 毘廬峰
越え
9. 5　 朝鮮の仏跡を訪ねて 岩見護 摩詞行
と表訓寺
9. 5　 エチオ ピアの宗教 一　 酒肉を断ちて
国難克服を神に祈る その宗教は何?
9. 6　 朝鮮の仏跡を訪ねて 岩見護 金剛山
長安寺
9. 6 エチオ ピアの宗教 ニ アフ リカ最初
の基教信奉 その期間千六百年 工国
特有のキリス ト教
9. 7　 朝鮮の仏跡を訪ねて　 岩見護 法起菩
薩の国±
9. 7　 エチオ ピアの宗教 三 如何なる迫害
攻撃にも よ く堪へて来た 本来のエ
国陣には転宗はない
9. 8 エチオ ピアの宗教 四 僧侶は徒食し
尊敬を受ける 而も兵役は免除
9. 10 朝鮮の仏跡を訪ねて 岩見護 平壌永
明寺
9. 10 満洲国都新京に開く　 日宗開教陣の蘭
菊美 皇帝拝謁、 法要、 講演等々 管
長親教の万般決る
9. 10　 エチオ ピアの宗教 五 裁判官を牛耳
る僧侶 全信者の永い断食行
9. 11　 エチオ ピア旅行の思出話 ( 1) 京大
助教授 小牧実繁
9. 11　 エチオ ピアの宗教　 六 国内統一と重
荷外交 裏面に動 く 国教





1935. 9. 27 朝鮮の仏跡を訪ねて 岩見護 慶州博
物館にて
. 9. 29 日宗神保管長 満洲親教に出発 東京
駅頭盛んな見送り 満洲国皇帝拝謁変
更
9. 29 朝鮮の仏跡を訪ねて 岩見護 百済の
旧都
10. 1 世界危機に関する座談会12 回々教の
エ国に於ける地位
10. 1 朝鮮の仏跡を訪ねて 岩見護 扶蘇山
皐蘭寺
10. 1 西本、 新様式の 海外門徒肩衣決る
名も 「式章」 と改め
10. 1 世界危機に関する座談会13 回教徒 と
してエ国を 救援する事は無からう
10. 2 大村 ・柴田氏の 満支視察談 仏青 ・
日華学会で
10. 3 世界危機に関する座談会14 教義の展
開か ないマホメ ッ ト教
10. 3 朝鮮同胞五十名が 先亡追悼の法会
土居、 菊人両氏の肝煎で 始政二十五
年の一日に
10. 4 世界危機に関する座談会15 エ チオ ピ
アの実力 まことにお話にならぬ貧弱
さ
10. 4 帝国の南方 政策拝聴 近頃有意義の
五宗派懇談会
10. 4 鮮人子供会 けふ、 宝樹寺で
10. 5 支那仏教界の危機来る (上) 一大醒
法師決起す一 藤井草宣-
10. 6 支那仏教界の危機来る (下) 一大醒
法師決起す一 藤井草宣-
10. 8 大村 ・柴田氏等の 満 ・支視察談 座
談会の賑ひ
皿 9 クルバンガ リ氏 初の満洲行 王道治
下の 回教徒視察
皿 9 朝鮮の仏跡を訪ねて 石見護 開城の
半日
皿 10 東亜南方諸国代表を招き 民族親善交
歓の集ひ 専修大学南洋研究会か 躍
進日本の南方政策に貢献
10. 10 我国義侠の士から エ国へ激励打電
“神は正義に幸すべし 堅忍不抜奮闘
されよ”
10. 10 朝鮮の仏跡を訪ねて 石見護 永遠の
童女
10. 11 伊工回戦に就き 人類同胞の霊に忽ふ
尾家天霊
10. 11 サハイ氏慰安会
10. 12 世界危機に閔する座談会21 英吉利の
印度征服と 伊太利のエ国侵略
10. 12 印度独立の 犠牲者慰霊祭 ホース頭
山翁等発起で 二十日、 増上寺で執行
10. 13 世界危機に関する座談会22 エ国が苦
しい以上に 伊はもっと苦しんでゐる
10. 15 伊、 エ問題に於る 有色民族の立場
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
(上) ラス ・ ピハリ ・ ホース
10. 15　 世界危機に関する座談公23　 口本の満
洲活動　 は国民的活動と して当然
10. 15　 鎮座十周年記念祭　 朝鮮神宮の盛儀
今日、 閑院 ・梨本両宮殿下御参拝
10. 15　 全群島を囲続する　 南洋の愛善運動
ジャボール島では二千名の　 島民か運
動に参加
10. 16　 伊、 エ問題に於 る　 有色民族の立場
(下) ラス ・ ビハリ ・ ホース
10. 16　 大連、 旅順に　 布教 して 田村澄善
10. 17　 世界危機に関する座談会25　 伊太利の
エ国侵入には　 正しい名分かない
10. 17　 東洋平和の建設と　 民族独立の雄叫び
人類愛に充ちた　 東亜南方民族交歓
の集ひ
10. 17　 南洋に女学　 校を創設 浄土宗が委託
経営
10. 17　 神保日蓮宗管長　 満洲親教の旅から
( 1)
10. 19　 内鮮融和と仏教 (上) (朝鮮施政二十
五年に際して) 東亜仏教協和会副会
長　 李元錫
10. 19　 世界危機に関する座談会26　 座談会棹
尼の論戦 ( 日本 と伊太利の立場 に就
いて)
10. 19　 神保 日蓮宗管長　 満洲親教の旅から
( 2)
10. 20　 内鮮融和と仏教 (中) (朝鮮施政二十
五年に際して) 東亜仏教協和会剛会
長　 李元錫
10. 22　 内鮮融和と仏教 (下) (朝鮮施政二十
五年に際して) 東亜仏教協和会副会
長　 李元錫
10. 22　 日宗台湾の　 記念布教 始政四十年で
10. 24　 印度独立運動　 犠牲者慰霊祭 京都で
も十一月中旬
10. 24　 台博と相呼応して　 西本願寺法要 全
プログラム決定　 未曾有の盛況を予想
10. 24　 五族協和を力説　 満洲親化の旅を終へ
神保日宗管長車中談
10. 24　 パーリ大般涅槃経に就いて　 長井真琴
(東京帝大教授)
10. 26　 タ ゴールの霊魂観　 島彫盟




10. 30　 関東庁より　 土地払下げ 光瑞発願の
大迎高女敷地
10. 31　 皇帝御下賜の一大寺域に　 日憎発願の
満洲霊廟　 百万円の予算で工事進む
口満蒙の文化の交流に資す
10. 31　 満洲霊廟建立の　 趣旨宣布に来りj 日
満蒙僧侶三十余名





11. 19 印度独立旗 も高く 華頂大殿は感激に
渦巻く 感無量 ! ホース氏の祭文 犠
牲志士慰霊祭の盛況
11. 19 柴田一能氏が会長とな り 日華仏教学
会愈よ実働 ! 会則役員等の陣容成り
日語学院経営初め其他事業開始
11. 19 中国仏教界の 復興に乗り出す 味得、
体得の仏法を堅持し 愈よ談玄法師等
帰国
11. 20 印度独立運動犠牲志士 慰霊祭を終り
て
11. 22 満洲国僧侶の法式と 黄璧言行法式を
比較 震東居士林の珍 しい試み
11. 26 転換期に臨める 台湾仏教の現状 (一)
藤井草宣
11. 27 転換期に臨める 台湾仏教の現状 (二)
藤井草宣
11. 27 朝鮮半島基督教者の 神社への認識是
正 神道との混同誤解に依る 神社不
参拝の原因蔓除
11. 27 翼東防共自治委員長 殷さんは仏立信
者 信仰も支那人ぱなれ
11. 28 転換期に臨める 台湾仏教の現状 (三)
藤井草宣
11. 28 日本僧耶元禅師の 撰井書の碑を発掘
山東省済南霊巌寺で
11. 29 陶庵公と湖南先生 ( 1) 安藤徳器
11. 29 満洲国に於る 基教迫害へ同情 全日
基教代表を派遺
11. 30 陶庵公と湖南先生 ( 2) 安藤徳器
11. 30 有力後援財団令組織し 民族布教四海
帰妙へ邁進 日宗海外布教に新動力 !
11. 30 耶元の碑の発見で… 松本博士助かる
12. 1 陶庵公と湖南先生 ( 3) 安藤徳器
12. 1 日蓮門下各派を一丸とする 海外布教
財団の新設 僧俗懇談会で= 実現に決
す
12. 3 エチオ ピア問題と 有色人種の運命
ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
12. 3 陶庵公と湖南先生 ( 4) 安藤徳器
12. 3 伝戒幇助に赴いた 中華の仏教二法師
が 奇怪 ! 台湾で獄死 ! 中国仏教界
で問題視
12. 4 陶庵公と湖南先生 ( 5) 安藤徳器
12. 5 陶庵公と湖南先生 ( 6) 安藤徳器
12. 6 陶庵公と湖南先生 ( 7) 安藤徳器
12. 6 道社 ・府社 ・ 邑社制設置 京城 ・龍頭
両神社を 新に国幣社に昇格か 朝鮮
総督府の神社法規整備
12. 7 印度の真の姿は? ラス ・ ビハ リ ・ ボー
ス
12. 7 陶庵公と湖南先生 ( 8) 安藤徳器
12. 7 十年間空文化の一 開教地布教法改正
奥村部長の映画伝道案等 曹洞宗会
への提出議案 (完)
12. 8 陶庵公と湖南先生 ( 9) 安藤徳器
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
願者江頭氏の感激
1935. 10. 31　 神保日宗管長の一行の　 新京と暗爾賓
行
11. 1　 遼陽よ り
11. 3　 床し ! 鮮人同胞の集ひ　 尽忠報国を誓
ふ　 仏教報国敬信会発会式
11. 3　 江藤氏南洋へ　 浄宗の…女学校創設で
11. 5　 印度の現状と　 アタルの死 ( 上) 印
度志士　 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
11. 6　 印度の現状と　 アタルの死 ( 中) 印
度志士　 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
11. 6　 汎太仏青次期　 開催地を シャムへ 外
務省を通じて　 全連更に交渉開始
11. 6　 台湾全島未　 曾有の盛儀 尊由氏を迎
えて　 西本別院の法要
11. 7　 印度の現状と　 アタルの死 ( 下) 印
度志士　 ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
11. 7　 伝道百五十年を迎へた　 朝鮮カ トリ ッ
クの現勢　 心田開発の一機関
11. 8　 印度独立志士　 犠牲者慰霊祭 十七日
五後七時から　 洛東知恩院大殿で
11. 9　 世界宗教大会を　 満洲で開催せよ 来
朝する日満蒙僧の準備で　 先発滞在中
の満洲僧の気炎
11. 12　 全島の代表者…　 一千余名参集 各種
大会中の異色　 台湾仏教大会開かる
11. 13　 島人 ・邦人の二機関創設　 浄宗の南洋
女学校　 隣接の教会所有地 新たに五
千坪購入
11. 13　 日満支仏教徒の和合に　 華音でお経を
習ふ　 = 満洲僧を聘し震束居士林が=
11. 13　 セ イ ロ ンの　 安国論英訳 ‥・若き二学
徒…
11. 14　 未開人種を滅亡する　 西洋文明の恩沢?
(一) ラス ・ ビハリ ・ ホース
11. 14　 問題の朝鮮…　 仏教教会所が 次第に
増加　 大阪府警察当局か 取締の弁法
を設ける
11. 14　 満洲国の成育と　 “日本神道” 菅沼
啓道会長　 ◇…の意見書
11. 14　 神保管長満洲親教記念に　 日僧、 感激
の献金一万円 !　 日頃の蓄財を布教資
金へ　 本山妙国寺貫首長亮静氏の篤行
11. 15　 未開人種を滅亡する　 西洋文明の恩沢?
(二) ラス ・ ビリ リ ・ ホース
11. 15　 内地僧侶と して稀有の　 鮮人葬儀を執
行　 愛児の死に起ち上っ た 大派安武
氏の悲願
11. 16　 未開人種を滅亡する　 西洋文明の恩沢?
(三) ラス ・ ビハ リ ・ ホース
11. 16　 裏南洋の　 テニアンに教線拡大 西本
更に力を注ぐ
11. 17　 未開人種を波亡する　 西洋文明の恩沢 ?
(四) ラス ・ ビハリ ・ ホース








1. 9　 満洲出征皇軍に　 不断的慰問運動 西
本山立六中等学生か　 二月を最初に開
始
1. 11　 汎太仏青次期開催を続り　 見物の日遇
間のかけ引き　 吾が持参金付で決着か?
乗気の外務省等焦燥
1. 12　 大派宗務貝が拠金　 在満皇軍に慰問袋
全国各教区にも指令か
1. 12　 日逞親善に　 国訳一切経を シ ャ ムに
寄贈　 大東出版社の岩野真雄氏
1. 12　 逞羅内相の　 歓迎会中止
1. 14　 福州に友を弔ふ　 藤井草宣
1. 14　 鎮南浦より　 加藤新平
1. 16　 黄薬行前記 (上) 藤井草宣
1. 17　 ・　 黄薬行前記 (中) 藤井草宣
1. 17　 極東 トルコ民族の回教運動　 依然、 対
立意識濃厚に　 教界内部の桔抗 文化
協会対東京回教団
1. 18　 黄堕行前記 (下) 藤井草宣
1. 19　 北満克山からS ・O ・ S　 酷寒 ・病魔・
匪賊 と戦ふ　 在満同胞を支援せよ 本
紙を通じて国民に訴ふ　 血で綴 られた
この書信
1. 19　 日華両国交換　 講座開催の計画 日華
仏教研究会か
1. 23　 エチオピアは疲れた　 駐英公使、 英国
民に訴ふ
1. 24　 朝鮮普天教代表者か　 仏立講へ人講中
込　 本部では快諾に躊躇
1. 25　 信者三億六百万　 印度方面への超飛躍
(上) クルバンガ リー
1. 26　 将来の中心地は?　 伊 ・エ戦争の結果
危ぶまれる埃及説 (中) タルパン
ガ リ ー
1. 26　 神戸で印度　 志士追悼会
1. 28　 日本と回教との精神的　 融和への歩み
事実を知る世界回教徒 (下) クル
ハンガ リー
1. 30　 動く 回教圏 (一) 一現代的更生を続っ
て 一　 小林元
1. 31　 動く 回教圏 (二) 一現代的更生を続っ
て 一　 小林元
1. 31　 満洲農村の打開に　 奉天省の実験村
一灯園の托鉢下座の　 精神を加味して
2. 1　 動く 回教圏 (三) 一現代的更生を続っ
て 一　 小林元
2. 2　 動く 回教圏 (四) 一現代的更生を続っ
て 一　 小林元
2. 4　 動く 回教圏 (五) 一現代的更生を続っ
て 一　 小林元
2. 5　 日本文化を会得せしめ　 日逞親善の強
化へ　 名古屋の日逞協会の招聘で 近
く来朝のシャム留学生
2. 7　 動く 回教圏 (六) 一現代的更|生|を続っ
12. 10 江藤教学部長 南洋行 十二日横浜解
裁
12. 10 日本仏教の 海外普及本 第一輯 「日
蓮読本」
12. 10 北満のカラーボタ ン ハルビン情緒
経谷孝道
陶庵公と湖南先生 ( 1 0) 安藤徳器





12. 10 印度寺院の紛乱 在東京ソホン ・ シン
12. 10 印度に釈尊の壁画を描く 野生司画伯
後援会 オツ タ マ比丘と 伊藤次郎左
衛門氏
12. 11 陶庵公と湖南先生 ( 1 1) 安藤徳器
12. 12 陶庵公と湖南先生 ( 1 2) 安藤徳器
12. 13 陶庵公と湖南先生 ( 1 3) 安藤徳器
12. 13 朝鮮施政二十五 年記念講演会
12. 14 陶庵公と湖南先生 ( 1 4) 安藤徳器
12. 14 大谷光瑞氏 南洋初等巡回
12. 15 陶庵公と湖南先生 ( 1 5) 安藤徳器
12. 17 日華仏教上の一奇譚 (上) 広東にて
藤井草宣
12. 17 陶庵公と湖南先生 ( 1 6) 安藤徳器
12. 18 日華仏教上の一奇譚 ( 中) 広束にて
藤井草宣
12. 18 陶庵公と湖南先生 ( 1 7) 安藤徳器
12. 19 日華仏教奇譚 (下) 広東にて 藤井
草宣
12. 19 大谷宝潤氏の 満洲視察談 東京大谷
派社事協会で
12. 20 開教地布教法 特別委員に付託
12. 20 汎太仏青第三回大会に 逞羅、 国庫補
助を決す 事実上、 開催地問題解決
12. 21 故伊藤祐晃師の 『日露従軍日記』 (一)
白崎巌成
12. 21 中岡良一 満洲を追はる 妄想膏肖に
入る
12. 22 回教徒の… “ラマザンの月” 三十
日の断食、 廿六日で満行 一厳格な特
異の行事-
12. 22 故伊藤祐晃師の 『日露従軍日記』 (二)
白崎巌成
12. 24 故伊藤祐晃師の 「日露従軍日li己」 (三)
白崎巌成
12. 27 故伊藤祐晃師の 『日露従軍日記』 (四)
白崎巌成
12. 28 “満洲は朗かでず 堀本派満洲開教
総長談
12. 28 江藤浄宗教学部長帰る 南洋調査の旅
か ら














2. 29　 智山宗会　 満洲開教費借入金問題で
当局、 議員側全く背理す　 特選議貝の
斡旋 も無効?　 夜に入るも打開成らず
3. 1　 満洲開教費問題　 急転直下解決 非常
時局に鑑みて　 議貝当局共に善処す
智山宗会
3. 3　 神社人異色鑑　 砲煙弾雨の中を潜った
日露役従軍通訳官　 露国国立極東大
学に留学　 建部神社 大神正道宮司
3. 3　 波乱の智山宗会閉づ　 満洲開教法撤回
問題の借入承諾案は　 警告を発 して
承認
3. 4　 神社人異色鑑　 露兵三名を斬って 血
糊の除れぬ愛刀　 一時郷里では露探扱
ひ　 建部神社 大神正道宮司 (B)
3. 6　 教界に待望久 しき　 日満仏教協会愈よ
誕生　 大谷宝潤氏の畢生の大業 近く
堂々名乗 り出でん
3. 6　 支那の天童山に　 “道元” の木像奉安
高祖の同情を偲んで　 高階盾仙氏の
発願
3. 7　 寄席風景よろ し く　 浄宗の鎌倉出張宗
会　 第五日から再び東京で
満洲開教問題で　 三井議員質問の先
陣　 大した質疑もな く 鎌倉宗会早仕
舞ひ
3. 7　 岩井浄宗管長　 満鮮親教
3. 8　 独逸のユダヤ人　 出家のためセイロン
ヘ
3. 19　 日本の警官に　 見せたいエロ建築 あ
はよ く ばネパール入 り　 気ま ぐれな独
り旅　 印度仏跡巡礼 [天沼博士の通
信]
3. 21　 南洋初等の布教に　 奸を競ふ先進二大
宗派　 片や浄土宗 ・ 片や大谷派 彼地
への一段の認識が急務　 躍進日本の
海の生命線
3. 21　 北満の戦死僧　 柳本新君
3. 21　 日満仏教協会　 愈よ創立準備総会 廿
三日、 電通開館で
3. 24　 彼岸の中日はー　 バハイ教徒の元日
アグネス ・ B ・ ア レキサンダー
3. 24　 日本へ速かに　 宣戦布告せよ 北平新
聞記者協会の決議
3. 25　 日満仏教協会　 四月早々に発会 創立
準備会で協議
3. 27　 新設の “日満仏協” と　 各宗派の満洲
開教問題　 今後、 相当の問題にならう
あすの懇談会注目さる
3. 28　 近代印度の名士　 故ジンク氏の記念堂
世界各国の知己に　 建設費の拠金を
希望




1936. 2. 8　 動く回教圏 (七) 一現代的更生を続っ
て 一 小林元
2. 9　 動く回教圏 (八) 一現代的更生を続っ
て 一 小林元
2. 11 “ラマ僧の信仰と 統治確認さ る”
石橋岱城氏帰朝談
2. 13　 資金調達に絵の行商　 涙をそそる苦難
の歩み 印度新仏寺壁画 遂に仏伝の
みに止む 野生司画伯よ り断念の報
2. 13　 満洲霊廟、 日・月両光殿 愈よ六月迄
に竣工 日満両国僧侶を養成 立正卒
業生も応募
2. 14　 わが北満移民の　 “心の統制” 如何 ?
大派東京宗務の新テーマ あす移民
団長等と懇談
2. 14　 喇碗の指導改善策一擲 遂に妥協協調
策を採用 行く処迄行ったラマ僧の堕
落 重要視するに足らぬと断定
2. 14　 更に百霊廟に診療所　 徳王王府に小学
校を開設 内蒙の文化開発に 躍進す
る善隣協会
2. 15　 宗団人に必要な　 満蒙への認識 曹洞
宗満蒙協会が 近く視察団を組織
2. 15　 朝鮮西別院が 愈大本堂建築 女学校
完成で門信徒が 先づ要求を持ち出す
2. 16　 船中で覚えた 日本語で巧みな挨拶
シャムの親善留学使節　 元気で名古屋
入り
2. 18 印度の一梵語学者から 我が留学生の
派遣を希望　 先づ候補者の一人に 正
大研究室の瀧照道君
2. 18　 青島に東亜 禅林の開設





2. 19　 北満移民は　 前途有望 大派の招待会
で 団長等 世評を訂正
2. 22 “吠陀” の世界的学者 ラ ッ ク ・ ビー
ラ氏の横顔　 末永駒大教授の談
2. 23 ラ トビア僧引見記 (上) 上海にて
藤井草宣
2. 25 ラ トビア僧引見記 (中) 上海にて
藤井草宣
2. 26 ラ トビア僧引見記 (下) 上海にて
藤井草宣
2. 26 満洲国の開教方策 新京に開教本部設
置
2. 27　 智山宗会　 満蒙の開教 方策その他
各部長よ り説明 一第一日午後-
2. 28　 満洲開教借入金で 俄然 ! 議事停滞
協賛権を無視した…と　 幹事より善処
を希望
















聖雄ガンジー (上) 在京都　 ウ イ ン
バ ン ・ トマ ス
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
4。16 印度の自治は困難 植物学者 ミツター
氏に 印度の宗教情勢を聞く
4. 17 満洲国の治外法権撤 廃は在満仏教界
に 如何彫響するか (下) 半谷範成
4. 17 中華I?年 留学僧歓迎 口華仏教の集
ひ
4. 18 満洲の保健確立に 各地に休俘館施設
北村直躬博士満洲医大へ
4. 19 満洲に飛躍する 金光教の拡大 更に
監理所を設置
4. 22 “朝鮮の宗教 事情についで 西本
よ り諮問
4. 24 現今の世界に於る 東洋人の地位 (一)
印度志士 ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
4. 24 喇碗教改革に対する満洲国蒙政部の方
針 新巴爾虎左翼旗公署 酒井二郎氏
4. 25 現今の世界に於る 束洋人の地位 (二)
印度志士 ラ ス ・ ピハ リ ・ ポーズ
4. 25 イ ン ド回教の有力者アーガ汗 回、 印
両教徒の融和を力説 但、 目的達成は
前途遼遠か
4. 25 在留同胞に心の慰安 青年実業家がマ
ニ ラ に 独力で仏青運動
4. 25 図椚布教所に日満語学園 西本か開設
4. 26 現今の世界に於る 東洋人の地位 (三)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホ ース
4. 26 一足お先きに 基督教青年公館 Jlt万
円で本天に姓設
4. 26 蒋委員長通令 廟宇不許駐軍 中華の
寺廟保護
4. 26 パ レ ス チ ナで 回教徒と衝突 実現を
侈まれる ユダヤ人の祖国再建
4. 28 ダバオ ・ グラ フ
4. 28 キ リス ト教伝道戦線 飛躍への準備
4. 28 “帰国後、 仏青を 組織しますよ”
第六回仏青総会で 満洲圓の二僧語る
4. 28 現今の世界に於る 東洋人の地位 (四)
印度志士 ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
4. 29 班禅喇碗の 人蔵は絶望 ? 一英国の
陰謀政策で-
4. 29 スリナガル市に 仏教寺院建立
4. 29 在満基教開教使の ニ ュ ー ス ・ スパイ
4. 29 新米親日の渦巻く 比島から観光団来
朝 山内本派布教使を団長に マ ニ ラ
仏青の口本紹介迎動
5. 1 現今の世界に於る 東洋人の地位 (五)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
5. 2 現今の世界に於る 東洋人の地位 (六)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
5. 2 猶太人対回教徒の紛争 益々拡大の佼
様 遂に全パ レスチナに波及
5. 3 全日本仏青から 二代目仏教使節派遣
汎太仏青次期開催地決定で 仏舎利
奉迎以来の快事 親善弥増す シ ャ ム
国へ
5. 3 日辺寺の秘仏 ハ ンコ ックへ渡る 両
3。29 京城龍谷高女の 新入生と卒業生
3. 31 台中市仏教 連合会発会
3. 31 日満仏協会 創立準備 慎重を極む
4. 1 蒙古から日本観光団 留学生等続 来々
朝 対蒙文化事業に躍進を示す 善隣
協会の斡旋で
4. 1 朝鮮禅宗の 本堂建立 グロ事件の
主人公か申請
4. 1 大醒法師の日本仏教視察記を読む ( 1)
石崎建二
4. 2 南洋の今昔を語る (上) 小林信隆
4. 2 大醒法師の日本仏教視察記を読む ( 2)
石崎建二
4. 2 イ ンチキ療法は 満洲か本場 福民仏
教会長検挙さる
4. 3 満洲国から 欣然 ・参加の申込み 世
界大同仏教会の幹部か 全述 (仏青)
総会へ
4. 3 半島人の 教育指導 簡易学校増設
4. 3 慶州よ り
4. 3 大醒法師の日本仏教視察記を読む ( 3)
石崎建二
4. 5 大醒法師の日本仏教視察記を読む ( 4)
石崎建二
4。 9　 大派 ・神田氏か引率して　 支那青年留
学僧二名来朝　 日華仏協で 口英文を学
び　 谷大と正大で仏教研究
4. 10　 聖雄ガンジー (中) 在京都　 ウイ ン
バ ン ・ トマ ス
4. 11　 聖雄ガンジー (下) 在京都　 ウ イ ン
バ ン ・ トマ ス
4. 11　 皇帝を僣称する　 満洲国白羊教 幹部
三名逮捕さる
4. 12　 日満仏教協会の　 発会創立総会盛ん
激励、 鞭蛙、 期待等　 祝辞オンパレー
ド
4. 12　 京都日印協会　 印度国民会 議に祝電
4. 14　 日満仏協の人選に　 浜田氏が反対 但
し全述は笑殺
4. 14　 基督の出世地…　 パレスチナ危機 聖
地基教の弱勢に乗じ　 回教の進出を見
る
4. 16　 満洲国の治外法権撤　 廃は在満仏教界
























5。15 東洋人の文明と 西洋人の手 (一)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
5. 15 日華仏教徒の親善は まづ生活様式の
一致 仏徒よ り儒教に転向の 梁瀬況
氏は語る
5. 15 内鮮融和の障害 ◇…となる漢字 Cド)
スギヤマ ・ ノ ブソ
5. 15 シャム公使を招聘 仏都 ・長野を紹介
善光寺の御開帳を機に
5. 16 日本仏教を視る(1) 沙門 大醒
5. 16 東洋人の文明と 西洋人の手 (二)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
5. 17 日本仏教を視る(2) 沙門 大醒
5. 17 東洋人の文明と 西洋人の手 (三)
印度志士 ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
5. 19 日本仏教を視る(3) 沙門 大醒
5. 19 東洋人の文明と 西洋人の手 (四)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
5. 19 岩井浄土宗管長 満洲親教日程決まる
5. 20 東洋人の文明と 西洋人の手 (五)
印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ホース
5. 20 最悪の結果に至るも ダバオを確守せ
ん 大派保木氏の近況
5. 20 日満交歓会 YMCA学生会員か
5. 21 日本仏教を視る(4) 沙門 大醒
5. 21 東洋人の文明と 西洋人の手 (六)
印度志士 ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
5. 22 日本仏教を視る(5) 沙門 大醒
5. 22 在満将士のため 総持寺で大般若会
護符一万枚を携行 今井総務が軍隊慰
問
5. 22 新京別院建 設委員会 清水氏等も渡
満
5. 22 神社参拝に 不謹慎な言動 台湾本島
人訓導 謎責処分に附さる
5. 22 新京長春寺へ 本尊仏下附
5. 23 日本仏教を視る(6) 沙門 大醒
5. 23 国際文化親善の 佳話 ・相寄る魂 山
田長政を担いで 日逞親善の共同工作
5. 23 第二世の指導機関設置と 日満支親善
に精進 婦人平和協会大会
5. 23 淡水中学の移譲 難関に逢着 注目さ
るる今後
5. 23 満洲開教情報 ( 1) 半谷範成
5. 23 日満仏協会 初の理事会
5. 26` 日本仏教を視る(8) 沙門 大醒
5. 26 孔子と音楽 一雅楽から一 川島静哉
5. 26 満洲開教情報 ( 2) 半谷範成
5. 26 内鮮融和充実へ 大師協会支部設置
金隆昌氏が大阪に
5. 27 日本仏教を視る(9) 沙門 大醒
5. 27 満洲開教情報 ( 3) 半谷範成
5. 27 支那の視察談を聴く 日華仏教学会へ
5. 28 日本仏教を視る(10) 沙門 大醒




1936. 5. 3　 愈よ実働に入る　 日満仏教協会 大谷
会長、 中旬に渡満
5. 5　 東満洲に築く　 臨済宗の基 入葉山江
嶽寺の　 盛大な入寺式
5. 6　 禅僧の見た台湾　 伊勢大廟遥拝所 設
立の必要など　 核梧宝嶽氏帰る
5. 6　 新京の曹洞　 両本山別院 建設委貝会
組織
5. 6　 日満仏協の　 理事任命
5. 7　 聖雄ガンジー健在 !　 神秘の国ネパー
ル入 り　 天沼博士の土産話




5. 8　 聖徳太子の精神を　 海外にまで拡充
四天王寺か満蒙会館を企画 近く陸軍、
外務、 拓務各省と交渉
5. 8　 禅による日満融和　 軍部方面の支援を
得て　 東方会近 く発会
5. 8　 支那仏跡参　 拝団帰る
5. 9　 空の謎　 電離層を探る 京大研究団一
行　 北満国境へ出発
5. 9　 石径を縫ふ十一里　 支那天台山参拝
武装軍警に衛られて　 大森亮順氏談




5. 10　 愈よ月末来朝の　 蒙古留学生十名 二
人の喇喊僧がゐる !　 仏教大学へ入学
か ?
5. 10　 聖地仏陀伽耶へ　 聖塔建立を計画 全
国居士へ檄 !　 十三日京都で協議会
5. 10　 事変以来初の　 日支親善教育使節 け
ふから富山に開催の　 全国小学教貝会
へ出席
5. 10　 朝鮮に輝く　 白井氏の浄業
5. 12　 印度に初めて生れた　 仏教青年連盟
5. 12　 満洲人の崔居士　 東本願寺で得度 信
正院連枝にお弟子入り
5. 13　 “中日仏教徒は相互に　 紙上の言論に
注意せよ”　 無畏比丘が熱々的忠告
柴田氏の観察記問題となる
5. 13　 教育統制遂に　 台湾にまで延ぷ 淡水
中学等、 州移譲か　 長老派の態度注目
5. 13　 曹洞両本山所有　 基隆の土地名義を
台北中学校へ移譲
5. 13　 内鮮融和の障害　 ◇…となる漢字 (上)
スギヤマ ・ ノ ブ ソ
5. 14　 朝鮮の特殊宗教事情に鑑み　 留意すべ
き点如何　 本山当局の諮問に答申 西
本朝鮮刑務教洵師会同
5. 14　 内鮮融和の障害　 ◇…となる漢字 (中)





1936. 5. 28 カルカ ッタ市に 開いたわが作品展
在印度 野生司香雲
5. 28 満洲開教愉報 ( 4) 半谷範成
5. 29 日本仏教を視る(11) 沙門 大醒
5. 29 満洲開教情報 ( 5) 半谷範成
5. 30 日本仏教を視る(12) 沙門 大醒
5. 30 中国仏教公改組問題で 全中華仏教界
の混乱 断然漁夫の利を占める 太虚
法師一派の “仏学会”
5. 30 新京衛戌病院へ 知恩院から慰問袋
鮮満親放を機会に
5. 30 台湾に異彩を放つ 妙心派の社会事業
仏教慈愛院の活躍
5. 30 市内随一の鮮人セツルメ ン ト 児童収
容所を 寺院に求める
5. 30 日華仏研年報発刊
6. 2 抗争月余に亘る パ レスチナの種族闘
争 焦心する世界の基教徒
6. 2 日華仏教徒の提携に 政治的意味を断
乎排撃 華僧監禁の台湾事件で 中国
仏教紙の憤慨的論調
6. 2 南洋ダバオに建つ 曹洞の南海禅寺十
時大円氏の苦心報いらる
6. 2 巫女を利用 して 寄付金募集の奸計
日満人の信仰篤き 大連龍華宮を背景
に
6. 2 1 6 ミ リで支 那仏教を偲ぶ
6. 2 満洲開教情報 ( 6) 半谷範成
6. 6 パレスチナの種族闘争に ア メ リ カ に
本部を有する 猶太の秘密結社 ザイ
オンの活動
6. 7 印度ハ リチ ャン族の 寺院出入問題
6. 7 満洲開教愉報 ( 7) 半谷範成




6. 9 小乗仏教を求めて 支那僧侶一行渡印
す 仏教による印 ・支の接触復活 !
6. 9 満洲開教愉報 ( 8) 半谷範成
6. 9 支那でも生産 教育の提唱
6. 10 問題の淡水中学 再び邦人教師三名辞
職 事実上、 休校となる 長老会の態
度に注口
6. 10 内蒙救援義金募集 善隣協会で着手
6. 11 満洲開教愉報 ( 9) 半谷範成
6. 11 奉天で満洲 長老派教会大会 日本基
教連盟代表出席 両者のタイア ップ成
る ?
6. 11 印度人の見た 東亜の仏教 ( 1) ラー
フ ラ ・ サー ンク リ トヤヤ
6. 12 日華仏教関係に 政治的背景なし (上)
日華仏教学会常務理事 藤井草宣
6. 12 上陸第一歩 ! 大連神社に参拝 岩井
浄宗管長大連安着




6. 12 パ レス チナ の 宗教的習慣
6. 12 満洲間教情報 ( 1 0) 半谷範成
6. 13 日華仏教関係に 政治的背景なし (中)
日華仏教学会常務理事 藤井草宣
6. 13 日迦親片に拍車 彼地仏青から全連へ
う れ しい プ レゼ ン ト
6. 13 満洲間教情報 ( 1 1) 半谷範成
6. 13 日宗朝鮮護国寺 開教司監部と分置
打続く 紛擾禍に鑑み 宗筋当局の方針
決る
6. 13 浦塩本願寺の 引揚説は信じられぬ
本派宇野部長声明
6. 14 印度人の見た 東亜の仏教 ( 2) ラー
フ ラ ・ サー ンク リ トヤヤ
6. 14 ・ 日華仏教関係に 政治的背景なし (y )
日華仏教学会常務理事 藤井草宣
6. 14 渡満巡錫に際して 思ひ出る事ども
浄土宗管長 岩井智海
6. 14 浄土宗に於ける 満洲開教の過去及現
在 浄土宗教学部長 江藤潭英
6. 14 今後の満洲の開教事業 随行長 細井
照道
6. 14 満洲開教情報 ( 1 2) 半谷範成
6. 14 印度の珍客に 国際情景展開 ! 教育
家、 画家等来社
6. 14 三十年の歴史を もつ浄土宗満洲開教
殉国の聖地に捧げる 浄土宗大法要
全満開教使総動貝で執行
6. 14 献上 満洲国皇帝陛下に 四季の華頂
山額面 軍司令官へ華頂衆盲
6. 14 江藤部長の 満洲視察
6. 14 満洲国に於る 浄土宗寺院 教会所現
状
6. 14 新築の 長春寺 本尊仏 遷座法要
6. 14 開教と人 奈弥陀草
6. 14 西本願寺の 日満語学院 生徒七十余
名
6. 16 印度人の見た 東亜の仏教 ( 3) ラー
フ ラ ・ サー ンク リ トヤヤ
6. 16 人種、 宗教、 言語と 自治との関係
(上) 印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ボー
ス
6. 16 九大内に 亜細亜文化研究所
6. 16 躍進日本と国民信念 (上) 矢吹慶輝
6. 17 印度人の見た 東亜の仏教 ( 4) ラー
フ ラ ・ サー ンク リ トヤヤ
6. 17 シャム留学生を 顧みぬは仏教徒の恥
辱 仏教精神の家庭寮を建設 花村 ・
山田両女史奔走
6. 17 躍進日本と国民信念 (下) 矢吹慶輝
6. 18 人種、 宗教、 言語と 自治と の関係
(下) 印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ボー
ス






1936. 6. 19　 愈よ日華仏教学会と　 研究会の合同実
現　 両者の相互了解成る
6. 20　 感激の法隆寺参拝　 日本仏教を視る
(14) 沙門　 大醒
6. 20　 支那湖北省地方の　 寺院に大恐慌 !
“寺院財産の六割を巻上げ　 教育事業
に流用する” と
6. 20　 釜山知恩寺四十　 周年記念法要
6. 21　 印度人の見た　 東亜の仏教 ( 5) ラー
フ ラ ・ サー ン ク リ トヤヤ
6. 21　 感激の法隆寺参拝　 日本仏教を視る
(15) 沙門　 大醒
6. 21　 満支の仏教は　 桁神も形もない 後藤
枝道氏の観察談
6. 21　 新京護国寺　 大法戒師 武藤舜応氏出
発
6. 23　 佐伯僧正との夜話　 日本仏教を視る
(16) 沙門　 大醒
6. 23　 思想犯保護観察法　 台湾にも適用か
近く具体案発表　 注目さ るるその成果
6. 23　 満洲開教に就いて (上) 北満　 今泉
定順
6. 23　 岩井管長親しく　 護国の英霊を弔ふ
新京忠霊塔、 群参で埋る　 浄宗の大法
要盛儀
6. 24　 性相学聖典編集部参観　 日本仏教を視
る(17) 沙門　 大醒
6. 24　 岩井浄宗管長　 皇帝陛下に拝謁 華頂
山四季の額面御嘉納
6. 24　 逞羅への “仏教使節”　 愈よ来月中旬
出発　 汎太仏青大会開催で “資産金”
の皮算用
6. 24　 再びサイパン開教へ　 南洋開教の草分
大派、 小林信隆氏
6. 25　 高野山 ・三日記 (A) 日本仏教を視
る(18) 沙門　 大醒
6. 25　 世界大同仏教会と提携　 日満開の新大
乗運動へ　 愈来月上旬 渡満する 日
満仏教協会の一行






6. 25　 西本、 満洲開教　 三十周年法要 明年
六月執行を　 主任大会で決定
6. 26　 高野山 ・三日記 ( B) 日本仏教を視
る(19) 沙門　 大醒
6. 26　 満洲開教に就いて (下) (チチハル発
第一信) 北満　 今泉定順
6. 26　 印度とセイ ロン　 に頒布された 聖書
数
6. 26　 満洲より








6. 27 満洲国留学僧を 比叡山に訪ねて (上)
日満仏教協会主任 藤井晋




6. 27　 満洲国武官　 知恩院参拝
6. 28 高野山・三日記 (D) 日本仏教を視
る(21) 沙門 大醒
6. 28　 満洲国の宗教統制と　 奉天警察庁の調
査 (上) チチハル 今泉定順
6. 28　 日華仏教両学会の 合同に難色か　 関
西側の意見は時期尚早
6. 28　 時代の要求で　 台北仏教女青生る 盛
会だった発会式
6. 28 満洲国留学僧を 比叡山に訪ねて (下)
日満仏教協会主任 藤井晋
6. 28　 日・ 印相互の親睦に　 “印度交友会”
生る 三十日夜、 初の会合




査 (下) チチハル 今泉定順







7。 1 満洲を終へて けふから朝鮮へ 岩井
浄土宗管長
7. 2　 高野山 ・三日記 (G) 日本仏教を視
る(24) 沙門 大醒
7. 2　 フア ン ドフ オルノ　 ア リラ ンの謡
7. 3 高野山 ・三日記 (H) 日本仏教を視
る(25) 沙門 大醒
7. 3 一都市一教会を目標に 金光教、 満洲
国に大展開 満洲布教管理所の陣営整
ふ
7. 3 各宗合同、 満洲人への　 仏教の進出が
急務 細井照道氏の感想
7. 3　 大谷派南洋　 開教線拡張 新人を起用
7. 4　 高野山 ・三日記 ( I ) 日本仏教を視
る(26) 沙門　 大醒
7. 4　 満洲より
7. 5 日、 印の四氏を招き 文化外交座談会
東方文化連盟か
7. 7 高野山 ・三日記 ( J) 日本仏教を視
る(27) 沙門 大醒
7. 8 密教を探りて (上) 日本仏教を視る
(28) 沙門 大醒
7. 8 満蒙視察談
7. 9　 密教を探りて (下) 日本仏教を視る
(29) 沙門　 大醒
7. 9 満鮮より　 江藤生
1936. 7. 10 最後に諸学資参観 日本仏教を視る
(30) 沙門 大醒
7. 10 搾 らるる印度 (上) 光栄な る悲惨
“わが印度帝国” 印度志士 ラ ス ・
ビハ リ ・ ホース





7. 10 印度の四大仏跡に 大灯龍を寄進建立
二万円ニケ年計画で 大正十年の参
詣者違が
7. 11 さ らば高野よ ! 日本仏教を視る(31)
沙門 大醒
7. 11 搾 らるる印度 (下) 光栄な る悲惨
“わか印度帝国” 印度志士 ラ ス ・
ビハ リ ・ ホー ス
7. 11 日満宗教教化団体懇談会の 感想と希
望 (上) 浄土宗開教使 今泉定順
7. 12 再び大阪見学 日本仏教を視る(32)
沙門 大醒
7. 12 日満宗教教化団体懇談会の 感想と希
望 (下) 浄土宗開教使 今泉定順
7. 12 東洋文化は 世界の至宝 印度名士、
渡印学徒の 盛大な歓送迎会 東方文
化迎盟主催
7. 14 再び大阪見学 日本仏教を視る(33)
沙門 大醒
7. 14 五台山大仏光寺大殿に就いて ( 1)
諸先学の御教示を仰ぐ 杉山信三
7. 14 満洲よ り
7. 15 再び大阪見学 日本仏教を視る(34)
沙門 大醒
7. 15 五台山大仏光寺大殿に就いて ( 2 )
諸先学の御教示を仰ぐ 杉山信三
7. 15 黎明の型徳へ 離宮とラマ廟を訪ねて
北満 今泉定順
7. 16 京都各山巡拝 日本仏教を視る(35)
沙門 大醒
7. 16 五台山大仏光寺大殿に就いて ( 3 )
諸先学の御教示を仰ぐ 杉山信三
7. 16 黎明の聖徳へ (二) 離宮と ラマ廟を
訪ねて
7. 16 朝鮮の ドンメ ル群
7. 17 京都各山巡拝 日本仏教を視る(36)
沙門 大醒
7. 17 五台山大仏光寺大殿に就いて ( 4 )
諸先学の御教示を仰ぐ 杉山信三
7. 17 国民政府か 中国仏教会を改造 会則
草案を民訓部内示
7. 17 黎明の聖徳へ (三) 離宮と ラマ廟を
訪ねて
7. 18 遊歴の感想急度様 日本仏教を視る
(37) 沙門 大醒




7. 19　 遊歴の感想急度様　 日本仏教を視る
(38) 沙門　 大醒
7. 19　 秦永平寺貫主が　 樺太へ初の巡錫 施
政三十年記念を機に
7. 19　 岩井管長　 明後日帰山
7. 21　 遊歴の感想急度様　 口本仏教を視る
(39) 沙門　 大醒
7. 21　 日迦親普朗話　 かんも僧正に 贈る ・
秘蔵の仏像　 駐日迦羅公使から
7. 21　 西蔵仏典の刊行を待つ　 林国之助
7. 21　 パレスチナ宗教民族紛争の　 逮捕者千
五百名に上る
7. 22　 清潔清浄の妙心寺　 日本仏教を視る
(40) 沙門　 大醒
7. 22　 満鮮の旅から　 岩井管長無事帰る 二
ヶ月間に亘る親教の感想
7. 22　 宗教国策の使命を帯び　 太田党眠氏の
人蒙　 明二十三日、 神戸出帆
7. 23　 清潔泌浄の妙心寺　 日本仏教を視る
(41) 沙門　 大醒
7. 23　 仁川少年刑務　 所新設さる 初代教斑
師は　 大派 ・伊東恵氏
7. 23　 パレスチナ紛争　 熾烈に再燃す
7. 23　 京城あかつき会　 の 「あさおき会」
7. 23　 世界的社会事業施設　 満洲本天同善堂
の話　 一五十七年の歴史をもつ-
7. 24　 清潔清浄の妙心寺　 日本仏教を視る
(42) 沙門　 大醒
7. 24　 反宗軍に対峙して　 束蒙の教化戦線へ
太田党眠翁出発
7. 24　 移民招致に尽 した　 大城孝蔵氏の追弔
ダバオ本願寺で
7. 24　 ソ述の北満開拓　 北鉄三十年間の秘庫
北満、 ロシア文献資料
7. 24　 世界的社会事業施設　 満洲本天同善堂
の話　 一五十七年の歴史をもつ-
7. 25　 浄土宗総本山知恩院　 日本仏教を視る
(43) 沙門　 大醒
7. 25　 世界的社会事業施設　 満洲奉天同善堂
の話　 一五十七年の歴史をもつ-
7. 25　 満訳仏典の急要
7. 26　 浄土宗総本山知恩院　 日本仏教を視る
(44) 沙門　 大醒
7. 26　 世界的社会事業施設　 満洲奉天同善堂
の話　 一五十七年の歴史をもつ-
7. 28　 東西本願寺を歴訪　 日本仏教を視る
(45) 沙門　 大醒
7. 29　 束西本願寺を歴訪　 日本仏教を視る
(46) 沙門　 大醒
7. 29　 日本研究に来朝の　 イスラム教宣教師
教へを説 く セディ ークイ氏
7. 29　 日華仏教研究会の　 訪支日程決定す
南方支那を中心に






8. 7　 実情調査のため　 比島に行 く高橋氏
天理教の花嫁注文対策




8. 7　 四月以来の犠牲者　 死者三百を算す
パレスチナの紛争
8. 8　 崩大完備の永平寺　 日本仏教を視る
(55) 沙門　 大醒
8. 8　 中国仏教会　 上海市分会 役員改選
王氏理事に
8. 8　 国語学校、 日校の　 増設か望ましい
台湾布教に関し　 西本槙藤開教総長談
8. 8　 日満社事大会　 プログラム決定
8. 9　 慶大完備の永平寺　 日本仏教を視る
(56) 沙門　 大醒
8. 9　 日印文化提携に　 梵語学者の美挙 我
が留学僧の生活費負担
8. 9　 北満の荒野に闘ふ　 農業移民を慰む
上宮教会の運動
8. 9　 日本と満洲　 同一時刻に改定 来年一
月よ り
8. 11　 東京の支那留学僧　 日本仏教を視る
(57) 沙門　 大醒
8. 11　 中国青年僧へも　 軍事訓練を施す 仏
教会、 殺戒の故を説き　 救護隊編成を
政府へ陳情
8. 11　 日満語学院　 卒業式挙行
8. 11　 朝鮮大聖山麓、古墳発掘陣
8. 11　 日満社事大会への　 我国の議案詮衡
内務、 中央、 全連で共同審議
8. 12　 ラマ葛根廟の法要　 参拝者雲集、 盛大
を極む
8. 12　 在阪半島人の為　 納骨堂建設を企つ
内鮮協和会と協力して
8. 12　 淡水中学事件　 円満解決す 遂に州移
譲に決定
8. 12　 正式招待状　 到着後審議 日満社事大
会　 我国の議案選定
8. 12　 朝鮮に延びる　 黄柴宗の教線
8. 13　 東京の支那留学僧　 日本仏教を視る
(58) 沙門　 大醒
8. 13　 シャーマン祭り　 樺太奥地に現存
8. 13　 朝鮮開教四十年記念に　 知恩寺で共生
開館建設　 共生青年会の飛躍
8. 13　 朝鮮神社制度確立　 多年の懸案解決
五勅令公布さる　 諸社へも饌幣料奉納
8. 13　 質から量への開教　 近く台湾駐在異動
西本願寺の南 ・北教線
8. 13　 新興満洲国に　 仏青 ・婦人会生る 大
谷氏等一行を迎へ　 新京で盛大な発会
式
8. 13　 大谷氏一行　 勇躍渡満
8. 13　 人蒙直前の　 太田党眠氏を …新京に
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
沙門　 大醒
1936. 7. 31 京都全市の遊覧 日本仏教を視る(48)
沙門　 大醒
7. 31 基教の日満ブロ ック 確立されるか
メ ソ教会の積極的工作
7. 31　 回教の世界史的鳥瞰書 “現代回教圏”
近 く 刊行さる
7. 31 台湾神社後任宮司 白羽の矢は何処へ
権宮司制も論議さる
7. 31 朝鮮語 トーキー 「洪吉童伝」 上映禁
止 半島文化のために反対運動
8. 1 叡山に古今を偲ぶ 日本仏教を視る
(49) 沙門　 大醒
8. 1 大谷理事長等 愈よ十一日渡満 汎太
仏青次期開催地で 再度満洲国を口説
く
8. 1 夏の集まり 釜山仏教日校 青年部の
野営
8. 2 支那と日本のやり方 一皇国の名に
適しき　 事をやれ-
8. 2 叡山に古今を偲ぶ 日本仏教を視る
(50) 沙門　 大醒
8. 2 朝鮮の社寺法規改正 近 く発令されん
独特の政情を活かす
8. 4 叡山に古今を偲ぶ 日本仏教を視 る
(51) 沙門 大醒
8. 4 サイパン丸 船中にて 堀川龍音
8. 4　 第三日 日満社事大会 九月新京に開
催
8. 5 叡山に古今を偲ぷ 日本仏教を視る
(52) 沙門　 大醒
8. 5 隣邦満洲国は果して 宗教統制を行ふ
か　 風当り強き某々教団
8. 5 赤匪に悩む喇碗 西康の喇碗自衛団
共産軍と対峙激戦中
8. 5 日華仏教研で 年報発刊さる 五百頁
の堂々たる もの
8. 5 信仰に基き 過去の路線に沿ひ 文芸
に従事して　 民族の自由を戦ひとる =
中国文芸工作者宣言=
8. 5　 南無妙法蓮華経 七万遍の曼陀羅 一
一青年が日印親善のだ めガンジー氏
に贈る-
8. 5　 朝昼夕に響 く教会の鐘 サイパ ン港の
第一印象 (上) , 堀川龍音
8. 6 支那三代文化の基本 三種制度は新時
代 の精神に合致 してゐる 江尤虎氏
中国文化の復興
8. 6　 叡山に古今を偲ぶ 日本仏教を視る
(53) 沙門 大醒
8. 6　 自転車で飛び回る　 開教使さんと施餓
鬼 サイパン港の第一印象 (下) 堀
川龍音
8. 7　 叡山に古今を偲ぶ　 日本仏教を視る
(54) 沙門 大醒






8. 21　 各宗当局等に呼びかけ　 鮮人教化団体
の結成を促す　 まづ教化道場の建設計
画　 東亜仏教協和会が
8. 21　 仏教枯神で内鮮融和　 鮮人同胞の信仰
座談会
8. 21　 奥地深 く巡歴し　 在満将士を慰問 藤
巻宮司ら一行十名か　 湊川神社氏子青
年団の壮挙
8. 22　 大正大学を参観　 日本仏教を視る(66)
沙門 ・大醒
8. 22　 “シャム” 紹介の　 国際芸術と講演
曹洞宗向上会の催し
8. 22　 次期汎太仏青大会は　 満洲国に開催
日満代表協議会で決定
8. 22　 北海道樺太旅行記　 龍谷大学講演部
森下敏行 (一)
8. 23　 尚武的仏教　 日本仏教を視る(67) 沙
門　 大醒
8. 23　 神風漫談　 館神社局長と語る (上)
虎村生
8. 23　 明春、 カルカ ッタで　 世界万教大会開
催　 ラマキシナ教徒か
8. 23　 浦塩本願寺　 戸泉氏釈放
8. 23　 満洲開教寺院の届に　 領事館の目光る
デタ ラメ な檀信徒数
8. 23　 北海道樺太旅行記　 龍谷大学講演部
森下敏行 (二)
8. 23　 問題の淡水中学　 更生のスター トへ
州に移譲し財団組織
8. 23　 全道の水害救済に　 朝鮮社事協会起津
8. 25　 尚武的仏教　 日本仏教を視る(68) 沙
門　 大醒
8. 25　 満洲移民
8. 25　 神風漫談　 館神社局長と語る ( 中)
虎村生
8. 25　 中国仏教人名辞典成る　 鎮江竹林仏学
院振華法師の　 編纂で年内に出版の予
定
8. 25　 満洲国の宗教統制に　 奉天省の積極運
動　 各省に率先して
8. 25　 名古屋市にできた　 在留鮮人教化事業
まづイ ンテ リの訓練へ
8. 25　 印度留学の山本智教氏　 昨日出帆
8. 25　 近 く渡満する　 館神社局長
8. 25　 北海道樺太旅行記　 龍谷大学講演郎
森下敏行 (三)
8. 26　 川越喜多院　 日本仏教を視る(69) 沙
門　 大醒
8. 26　 神風漫談　 館神社局長と語る (下)
虎村生
8. 26　 朝鮮民社の　 供進神社 指定さる
8. 26　 台湾講演旅行記 (一) 上杉記
8. 26　 鮮人の生活　 改善対策




1936. 8. 14 日本国史と仏教 日本仏教を視る(59)
沙門 大醒
8. 14　 束亜仏協 で 信仰座談 鮮人同胞の
教化
8. 14　 人蒙直前の　 太田党眠氏を …新京に
訪ねて… 半谷範成 (下)
8. 14　 北海道樺太 講演旅行 ( 1) 龍谷大
学講演部　 藤利生
8. 15 日本僧の戒律悶題 日本仏教を視る
(60) 沙門　 大醒
8. 15 “日華仏教会” の 看板 寺院の立退
を救ふ　 上海清涼寺の訴訟事件
8. 15 満洲留学生 募集 大派教学課
8. 15　 大宅壮一氏の見た　 ダバオ公論の星氏
と　 わが涙骨社主
8. 15　 蒙古葛根崩梵通寺に　 滋野氏を訪ふ記
一雨に濡れ揮一う で入室
8. 15　 北海道樺太 講演旅行 ( 2 ) 龍谷大
学講演部 藤利生
8. 16　 東京仏教の横顔　 日本仏教を視る(61)
沙門 大醒
8. 16　 イスラエルの民の 子孫が民族国家を
建設すべく躍進
8. 16 北海道樺太 講演旅行 ( 3 ) 龍谷大
学講演部　 藤利生
8. 16 大派南越布教団の 夏講と公開講演
木津 ・ 山辺氏ら出講
8. 18 東京仏教の横顔 日本仏教を視る(62)
沙門　 大醒
8. 18 北海道樺太 全仏青大会 防空展会場
内で戦 没将士の追悼法要
大派旭川別院で
8. 18 満洲に延びる　 妙心寺派の教線 基礎
を固めた新京別院
8. 18　 北海道樺太　 講演旅行 ( 4 ) 龍谷大
学講演部 藤利生
8. 19　 東京仏教の横顔 日本仏教を視る(63)
沙門　 大醒
8. 19 日支親善 “亜細亜賛歌” の レ コ ー
ドを御嘉納 献上者は上海在住の老教
師
8. 19　 北海道樺太　 講演旅行 ( 5 ) 施谷大
学講演部 藤利生
8. 19 満洲国の宗教統制 順調に進展する ?
新秋を期して動く各省の運動 各宗
派と も静観の態度
8. 20 大正大学を参観 日本仏教を視る(64)
沙門 大醒
8. 20 マイ クを通じて 国歌の普及運動 満
洲国の国歌週間
8. 20 日満社事大会 東京代表決定
8. 20 満洲事変記念日に　 戦病没者の慰霊祭
各宗合同の講演会等 奉天省の宗教
工作
















9. 2　 奉天省の貧困救済 いよいよ積極化
新に職業紹介にも進出
9. 2　 行ってまゐります 一満鮮支の旅ヘー
特派員 高橋重蔵
9. 2　 満洲開教監督　 愈々決定す 満蒙開教
に活を入るべ く　 巨材、 藤岡氏起つ
快刀乱麻を断つ利れ者　 大派教学部の
英断
9. 2　 大陸政策の研究者で　 無欲恬淡な禅僧
型　 ◇…宗門某消息通談
9. 2　 村雲尼公が　 満洲巡教 事変戦跡で追
弔
9. 2　 吉林省日宗　 布教所本堂 落成式挙行
9. 3　 高楠博士を訪ふ　 日本仏教を視る(75)
沙門　 大醒
9. 3　 中国回教代表から　 満洲教徒へ不穏な
通知　 全満的に散布された形跡
9. 3　 西本願寺の　 朝鮮災害見舞
9. 3　 学生巡回班の問題　 一満洲の旅にてー
(上) 内田憲堂
9. 3　 大派満洲別院造営で　 新監督に引出物
宮谷前監督の朗挙　 藤岡氏は十日頃
渡満
9. 4　 湖南の名勝を巡る　 日本仏教を視る
(76) 沙門　 大醒
9. 4　 蒙古は招 く　 ラマ教の指導者出でよ
興安西省林西県にて　 北条月照
9. 4　 満鮮視察の途に　 日満社事大会出席の
高橋特派員ら出発　 京都駅頭の見送
り賑ふ
9. 4　 満洲事変の　 戦病死者慰霊祭 軍部、
各宗に法要執行依頼　 浄宗では全国へ
通諜
9. 4　 大山元帥の遺品展や　 アヂヤンタ窟壁
画展　 満洲国関東州施政 三十周年祝
賀会
9. 4　 朝鮮僧侶十四名の　 内地仏教視察団
慶尚北道知事主催で　 来十一日、 大阪
を振出しに
9. 4　 朝鮮満洲　 講演旅行つれづれに (一)
龍大　 中西専躍
9. 4　 学生巡回班の問題　 一満洲の旅にてー
(下) 内田憲堂




9. 4　 寺産及び収入を　 厳重に取締る 違反
者には住持職を罷免　 奉天省が寺廟管
理法制定
9. 4　 各宗教代表　 座談会 奉天市公署主催
9. 5　 明治神宮に参拝　 日本仏教を視る(77)
沙門　 大醒







8。28 中国僧侶にも 国選権認めらる 仏教
会の陳情容れらる
8. 28 神社局長の 渡満延期 九月一 日出発
8. 28 台湾講演旅行記 (三) 上杉記
8. 28 日満社事大会 浄宗の出席者
8. 28 一切鮮語を禁じ 桃山御陵で修養 内
鮮協和会の試み
8. 29 東方文化学院の威容 日本仏教を視る
(71) 沙門 大醒
8. 29 満洲回教徒の幹部養成に 奉天回教師
範校設立
8. 29 満洲国皇帝陛下か 御祖先追念の祭祀
中元節に奉天東北 二陵へ専貝を欽
派
8. 29 台湾講演旅行記 (四) 上杉記
8. 29 満洲国移民の為に 医療の拡充か必要
日満社事大会に提案か
8. 30 東方文化学院の威容 日本仏教を視る
(72) 沙門 大醒
8. 30 朝鮮同胞教化
8. 30 天理のダバオ花嫁問題 結局、 不可能
か ? 手続かとても煩瓊だ 大派ダバ
オ某開教使談
8. 30 新計画のため 満鮮視察の旅に 西本
願寺、 前田執行長
8. 30 満洲国第一軍 孟蘭盆会執行
8. 30 満洲監督の後任 朝倉大阪所長が有力
8. 30 朝鮮への特信 へ見舞状 知恩院から
8. 30 台湾講演旅行記 (五) 上杉記
8. 30 新生活運動 民国の更生運動と しての
斉藤惣一
8. 30 白系露人経営の 各学校を統制 王道
教育実施 学年制、 教科書等を改正
ハルビン市の方針決る
9. 1 矢吹博士と語る 日本仏教を視る(73)
沙門 大醒
9. 1 南鮮暴風雨禍の 被害報告一番槍 大
派牧島、 池田開教使談
9. 1 テニアン島の奥地 チユーロに教会所
西本の南洋教線拡張
9. 1 五族融和を 目的に 京城と新京に 鮮
満拓殖会社設立 注目すべき移民解決
策
9. 1 日支事変五周年で 曹洞宗務の諭述
戦病死者の追悼会厳修
9. 1 “海の生命線” 南洋へ 日宗布教陣の
強化 新に布教監督を設置
9. 2 大正大学の講演 日本仏教を視る(74)
沙門 大醒
9. 2 印度の高僧千古 の珍籍発見
9. 2 大派の北海道 樺太特派巡回 青壮年
9。11 一高に新設する 支那留学生 に特設
予科
9. 11 支那学研究で 仏 ・支に留学 谷大 ・
名畑教授
9. 12 拡充される国際仏教網 更に “口辺仏
教協会” 結成 十月、 名古屋で発会式
挙行 “仏教協会氾濫時代”
9. 12 満鮮スケッチ(3) 本社特派以 高橋
重蔵
9. 12 在京半島労 働者の慰問 南鮮風禍へ
9. 12 朝鮮満洲 講演旅行つれづれ (七)
一鴨緑江を越える一 龍大 中西専躍
9. 12 日満社事大会 華々し く 開かる 議案
は各委員会付託
9. 13 満洲国イスラム総会から 同国教胞に
警告書 中国政治不関与問題で
9. 13 満鮮スケ ッチ(4) 本社特派員 高橋
重蔵
9. 13 各学校に仏教専科 増設を政府に陳情
中国仏教会から
9. 13 朝鮮満洲 講演旅行つれづれ (八)
- シヨウ トル街一 龍太 中西専躍
9. 13 社会事業を通じて 口満不可分関係強
化 日満社事大会に於ける 呂民政部
大臣式辞
9. 15 東亜仏協会の内鮮融和巡動 先づ曹洞
朝鮮教会設立 十八口、 第一回発起委
貝会
9. 15 重大使命を帯びて 第二回訪華団出発
十三日、 一路上海へ






9. 15 朝鮮満洲 講演旅行つれづれ (九)
一啖野の大路一 龍大 中西専躍
9. 15 西蔵の班禅喇碗から 教書 ( メ ッセー
ジ) を発せん 第七回仏青総会へ 期
待される国際色
9. 16 年中行事と して 印度仏跡巡拝団を組
織 国際仏教協会等の計画進む 各方
面から実現を期待
9. 16 大派藤岡満洲監督昨夜渡満 大阪駅頭
の歓送
9. 16 前田執行長の 波満日程浹る
9. 16 朝鮮満洲 講演旅行つれづれ (十)
一宗教愉勢 (上) 一 龍大 中西専躍
9. 17 支那人の心理学 於青島 メ ー ソ ン
四



















9。 5　 四川仏学院　 新設さ る 有名になった
成都武聖街に
9. 5　 朝鮮満洲　 講演旅行つれづれに (二)
龍大　 中西専躍
9. 5　 支那の男女同権
9. 5　 満洲移民事業には　 宗教家の率先参与
か急務　 大谷派 藤岡新満洲開教監督
の抱負
9. 6　 東本願寺独壇場 ( ? ) の　 ダバオ開教゛
線異状　 当局の同地認識を要望
9. 6　 秦永平寺貫首　 初の樺太巡錫 効果百
八 -　 一平沢前布教総監談-
9. 6　 朝鮮満洲　 講演旅行つれづれ (三)
龍大　 中西専躍
9. 8　 満洲国の　 健全な補導育成に 何を寄
与すべきか　 仏教の使命に就いて意見
交換　 軍部と仏教徒の懇談会
9. 8　 満洲国の小乗的仏教を　 大乗的への純
化　 我が仏教徒の新使命 …内…容…
概…説…
9. 8　 朝鮮満洲　 講演旅行つれづれ (四)
龍大　 中西専躍
9. 8　 満鮮スケッチ(1) 本社特派員　 高橋
重蔵
9. 9　 廬山・杭州中心の　 支那浄土教の調査
中華仏教研究会の　 大派 ・春日氏の
実地研究
9. 9　 日支事変で　 智山の通牒
9. 9　 前田執行長の　 満鮮視察日程
9. 9　 朝鮮満洲　 講演旅行つれづれ (五)
龍大　 中西専躍
9. 9　 朝鮮短信
9. 10　 日華仏研親善仏教使節　 十三日訪華の
途へ　 “長安まで長駆したい” と 一
行の春日礼智氏語る
9. 10　 満鮮スケッチ(2) 本社特派貝　 高橋
重蔵
9. 10　 朝鮮満洲　 講演旅行つれづれ (六)
龍大　 中西専躍
9. 10　 中国仏教公本年度大会　 十月、 南京毘
廬寺で開催　 会則改定政府案で議論沸
騰か
9. 11　 仏、 道、 回、 喇碗総動貝で　 宗教ラ ジ
オ講演　 奉天市公署の試み
9. 11　 牡丹溝中心の移民に　 捨身の青年僧を !
その踏出しを確立 したい　 大派藤岡
満洲開教監督談









9. 20　 甫朝鮮総督に (二) 光山百川
9. 20　 大派新満洲駐在 月輪氏辞退 檀家の
猛反対で
9. 20　 一粒種の愛嬢の骨を　 首に懸けて任地
へ　 朝鮮開教に捨身を誓ふ 大派上野
朝鮮開教監督
9. 20　 仏教徒の恥　 容疑濃厚の 印度僧に非
難
9. 20　 満洲より
9. 22　 満鮮スケッチ(8) 本社特派員　 高橋
重蔵
9. 22　 皇軍の英霊を弔し　 “満洲仏教を語る”
想ひ出新たの記念日に
9. 22　 満洲事変　 追弔会 西本鹿児島別院
9. 22　 ブース大将　 印度に転戦
9. 23　 満鮮スケッチ(9) 本社特派員　 高橋
重蔵
9. 25　 満鮮スケッチ(10) 本社特派員　 高橋
重蔵
9. 25　 第三回汎太平洋仏教大会の　 満洲国開
催は時期尚早 (上) チチハル　 半谷
範成
9. 25　 満洲事変殉国　 戦病死者追悼法要 け
ふ、 東本願寺で法主親修
9. 25　 新興満洲国　 文教部の英断 初等教育
補助機関に　 全国的に私塾を振興
9. 25　 全満洲挙げ　 て中秋祀孔
9. 25　 村雲日浄尼　 公満洲親教
9. 25　 西本朝鮮義信
9. 26　 満鮮スケッチ.(11) 本社特派員　 高
橋重蔵
9. 26　 南朝鮮総督に (三) 光山百川
9. 26　 第三回汎太平洋仏教大会の　 満洲国開
催は時期尚早 (下) チチハル　 半谷
範成
9. 26　 北平柏林寺　 清龍蔵経印刷 林国民政
府主席の発願
9. 26　 全鮮曹洞宗　 布教師大会 元山法秀寺
で　 盛大に挙行
9. 26　 太田覚眠氏　 無事着蒙
9. 27　 満鮮スケッチ(12) 本社特派員　 高橋
重蔵
9. 27　 南朝鮮総督に (四) 光山百川
9. 27　 旧校舎を改造し　 朝鮮同胞アパー ト
9. 27　 班禅喇碗一行愈よ帰蔵の途に　 南京政
府、 礼を厚 く して送る
9. 27　 西蔵入りのラーフラ氏　 貴重な梵本を
発見　 因明疎註 ・喩伽師地論
9. 27　 抗日テロで物情騒然たる　 上海に仏化
運動　 市仏学会か大童になって 映画
館で も上映前を利用 して
9. 27　 各蕃社に　 国語講習所 今月中に何れ
も開講
9. 27　 西山誓願寺の　 日満国運祈願
9. 27　 丙子訪華録 (上) 杭州にて　 春日礼
9。17 朝鮮満洲 講演旅行つれづれ (十一)
一宗教情勢 (下) 一 龍大 中西専
躍






9。17 カルカ ッタ大学の 仏教学者 グッ ド
教授来朝 関係団体で歓迎準備
9. 18 支那人の心理学 於青島 メ ー ソ ン
五
9. 18 満鮮スケ ッチ(5) 本社特派員 高橋
重蔵
9. 18 けふ満洲事変記念日 多彩な記念の催
熊本の記念祭 国威発揚祈願 兵庫
県神道 各教連合会 本山頂妙寺 迫
悼法要 西本の法要 知恩院の 追悼
会 厳粛に修行 大谷国防研の 事変
記念講演 ‘大谷和洋截女 追悼と講演
9. 18 殉国日満英霊を合祀 新京に建国廟建
立 百四十万円で近く着工
9. 18 南洋ナヤラン カノア布教所 盛大な
入仏法要
9. 18 朝鮮刑務所の 西本関係異動
9. 18 平間寿本氏 一昨日渡満
9. 18 満洲より
9. 18 蔵梵対照翻訳名義大集 “西蔵語索引”
成る 谷大西尾教授の労作
9. 19 支那人の心理学 於青島 メ ー ソ ン
六
9. 19 南朝鮮総督に (一) 光山百川
9. 19 満鮮スケ ッチ(6) 本社特派員 高橋
重蔵
9. 19 日本娘に乱暴して ? 印度僧取調べら
る 昨日、 太秦署で対決
9. 19 大派台北別 院再建成る 盛大な落慶
法要準備
9. 19 全国の遺族参列し 満洲事変慰霊法要
護国寺本堂の盛儀 石川県下の各
宗合同追弔会 曹洞東京寺 院の追悼
会 智積院法要、 西本、 樺太別院 仁
峨では 十九日
西念寺では追悼会
9. 19 震災、 風水害、 朝鮮水害法要 建仁寺
で
9. 19 野生司香雪画伯の 壁画 「釈迦一代記」
◇…の御礼に印度古文献を 帝国図
書館に寄贈
9. 19 渡印の湯沢龍 岳氏送別会
9. 20 支那人の心理学 於青島 メ ー ソ ン
七






10. 4　 佳記斯移民地に　 純日本式本堂建立
日満両国人の喜捨で　 大派吉田開教使
の活動
10. 4　 日出高女の　 慰問隊出発 慰問袋二千
携行
10. 4　 台湾の日本語　 普及運動の積極化 公
用には必ず国語使用　 高雄市の申合せ
10. 6　 ハルビンの各宗　 満鮮スケッチ(18)
本社特派貝　 高橋重蔵
10. 6　 大乗仏教発祥の道場　 那爛陀寺の復興
近 く中国僧により実現
10. 6　 僅かに目立つ　 紅1 字教の施設 満洲
の社事はこれから　 秦隆良氏視察談
10. 6　 訪華の使命果し　 大西団長帰る 一行
より一足先に
10. 7　 近く新寺建立の　 錦州浄土寺 田中主
任の　 苦心を聴 く
10. 7　 中逞の仏教的提携　 中国仏教徒から遇
羅へ　 影印宋版蔵経贈呈 逞羅巴利文
蔵経を返礼
10. 8　 同善堂の創始者　 満鮮スケ ッチ(19)
本社特派員　 高橋重蔵
10. 8　 中国僧の抗日参加は　 大勢に順応か
最近帰朝の某氏語る
10. 9　 支那は果して　 統一されるか ? ( 1)
J . W . T . メ ー ソ ン
10. 9　 満洲国の大本教 ?　 紅iU字会を見る
満鮮スケッチ(20) 本社特派貝　 高橋
重蔵
10. 9　 中国僧侶の兵役義務　 一般人同様に課
す　 中央政府、 全国へ通達
10. 9　 日満社事の連絡提携　 満洲から十名研
究生来朝　 内務省で三ヶ月間の講習
10. 10　 支那は果して　 統一されるか ? ( 2)
J . W . T . メ ー ソ ン
10. 10　 浄祖 ・両祖の三像を　 支那天童山に奉
納　 愈よ募財運動を開始 道元讃仰会
主催
10. 10　 印度仏跡の　 旅に上る 余田義雄氏来
社




10. 10　 南洋神社　 創建に着手 パラオの一角
に
10. 11　 支那は果して　 統一されるか ? ( 3)
J . W . T . メ ー ソ ン
10. 11　 一灯園と天理教　 満鮮スケッチ(21)
本社特派貝　 高橋重蔵
10. 11　 北海、 樺太を実地踏査し　 アイ ヌ民族
と地名の研究　 八旬に亘って資料を蒐
集　 = 谷大国語学の亀田教授=




1936. 9. 27 日華仏教研究会 訪華団遂に帰国か
一一行無事との入電-
9. 27　 故国へのお土産　 南方仏教の 戒律生
活紹介 壁画完成の野生司画伯 愈よ
来月末帰朝
9. 29 抗日戦線に中国僧の参加 太虚、 円瑛
両氏等提携し 熾烈極る抗日運動暴露
示された実証の数々 仏教徒を唖然た




9. 29　 満鮮スケッチ(13) 本社特派貝 高橋
重蔵
9. 29　 丙子訪華録 (下) 杭州にて　 春日礼
智
9. 30　 中華僧の運動
9. 30 般若窟精神に依り 五族融和に邁進を
誓ふ 新京妙心寺別院、 隆々たる発展
大橋外交次長の熱烈な支持
9. 30 大派朝鮮教海師異動 新進組の起用目
立つ
9. 30 現代日本人は支那を 正 し く 認識して
ゐるか　 支那研究の権威原勝氏中心に
京都基青の現代支那講座
9. 30　 新興満洲国の　 文化国策愈よ固し 大
連に社会教育委貝生まる
10. 1　 南支巡礼記 (一) 日華仏教研究会貝
春日礼智
10. 1 満鮮スケッチ(14) 本社特派貝 高橋
重蔵
10. 1 在満勇士へ 心から慰問 猿江善隣館
が
10. 1 印度学研究 会梵文講座
10. 2　 満鮮スケッチ(15) 本社特派員　 高橋
重蔵
10. 2　 抗日中国僧
10. 2　 汎太仏青大会と　 満洲 ・ 支那 (上)
一久保田、 半谷両兄に一 藤井草宣
10. 2　 半島仏青団を トップに　 報国会の白衣
軍 きのふ東本願寺で 真摯な第一回
総会
10. 2　 匪賊に巣窟提供など　 意外不埓な満洲
寺院　 当局対策に腐心
10. 3 満鮮スケッチ(16) 本社特派貝 高橋
重蔵
10. 3 中国僧の排日参加で 善後策を講ず
あす緊急理事会開く　 日華仏教学会
10. 3 決定促進のため 浅野主事再度渡満
汎太仏青次期開催地で
10. 3 南支巡礼記 (二) 日華仏教研究会員
春日礼智
10. 4　 汎太仏青大会と 満洲 ・ 支那 (下)
一久保田、 半谷両兄に一 藤井草宣





10. 23 半才余に亘る エルサレムの紛争 英.
徹底的解決に乗出す
10. 23 南支巡礼記 (六) 日華仏教研究会員
春日礼智
10. 24 ああ友邦中華よ 満鮮スケ ッチ(29)
10. 24 何故宣教大会を 支那に開 くか . “日
支印の教会使命達成の為” ベ ト ン氏
重大声明
10. 25 台湾彰化寺の 素晴しい活躍
10. 25 南支巡礼記 (七) 日華仏教研究会員
春日礼智
10. 25 天津から大連へ 満鮮スケ ッチ(30)
10. 27 東洋に誇る大埠頭 満鮮スケッチ(31)
10. 27 世界紅印字総会が 新京に総会開館建
設 諸種の社事施設完備
10. 27 大壁画の偉観を添へて 印度鹿苑新寺
の年祭 十一月下旬、 盛大に挙行 故
ダンマバーラ記念塔成る
10. 28 満洲国で も類 似宗教取締
10. 28 満洲人の宗教 顕本法華州布教師 松
岡乾丈氏は語る
10. 29 グリーの会社 満鮮スケッチ(32)
10. 29 大派台北別院再建 全島を挙げて 盛
大な落成法要 法主代理、 宝誠連枝参
向 台湾全島に 教書披露
10. 29 厦門と洛陽へ 大蔵経寄贈
10. 29 鮮人アパー ト具体化 旧校舎二棟購入
二十家族を収容 大派、 金松氏の運
動進む
10. 30 印度農民の貧困 ラ ス ・ ビハ リ ・ ボー
ス
10. 30 梵語研究者への福音 梵和大辞典の編
纂 愈よ明日から店開きの 荻原博士
の大事業
10. 30 南支巡礼記 (八) 日華仏教研究会員
春日ネL智
10. 30 露満国境 第一線守護神 黒河神社の
御霊代 先づ領事館に仮奉安
10. 31 旅順の戦跡 満鮮スケッチ(33)
10. 31 満洲、 朝陽県天主教会に 軍器の大量
密蔵発覚 満人信者三万の大教会
10. 31 満洲国民政部社会科が 主要都市に婦
女教化団 向隅而泣之不幸婦女の絶滅
10. 31 名称を改め 組織内容を改革 満洲国
社会教化の 主力団体、 道徳会
10. 31 佳木斯束本 願寺竣成 柳本通訳の慰
霊祭
10. 31 在満宗教の粛正に “宗教学校” の設
立 満洲中等学校長会に提出
10. 31 明春イ ン ドで 世界基教青年大会 我
国からも十四氏出席
10. 31 曹洞宗会 第五日 日支の時局を 再
検討せよ 上野議貝力説す
11. 1 大連神社に詣づ 満鮮スケ ッチ(34)
11. 1 南支巡礼記 (九) 日華仏教研究会貝
春日ネL智
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1936. 10. 13 頭山翁揮毫の法名抱き 酷寒の武装移
民地へ 大派佳木斯の本多開教使




10. 13 新京を中心に 満洲の教線大開発 本
派前田執行長帰来談
10. 13 南支巡礼記 (三) 日華仏教研究会員
春日礼智
10. 14 支那は果 して 統一さ れるか ? ( 4)
J . W . T . メ ー ソ ン
10. 14 秘境= 熱河 満鮮スケッチ(23) 本社
特派員 高橋重蔵
10. 14 台北市に国民 桁神研究所生る 明年
より事業開始
10. 15 支那は果 して 統一さ れるか ? ( 5)
J . W . T . メ ー ソ ン
10. 15 秘境= 熱河 満鮮スケ ッチ(24) 本社
特派員 高橋重蔵
10. 15 太虚法師に果して 抗日的策動ありや
(上) 在日中国僧 釈墨禅





10. 15 中国仏教会 代表大会 上海に開催
10. 16 秘境= 熱河 満鮮スケ ッチ(25) 本社
特派員 高橋重蔵
10. 16 太虚法師に果 して 抗日的策動ありや
(中) 在日中国僧 釈墨禅
10. 17 秘境= 熱河 満鮮スケ ッチ(26) 本社
特派員 高橋重蔵
10. 17 太虚法師に果 して 抗日的策動ありや
(下) 在日中国僧 釈墨禅
10. 17 蒋介石先生誕生慶祝 中国仏教団体か
10. 17 満洲伝道に 積極的に乗出す 明春よ
り直に実行 組合教会青年会
10. 17 南支巡礼記 (四) 日華仏教研究会員
春日礼智
10. 20 比島へ大乗仏教宣布 中国人が大乗信
願寺建立 仏学研究所は勿論、 慈児院
や 精進会提唱館の設備もある
10. 20 日支問題とイ ンテリ 末広重雄氏談
10. 20 満洲国留学生 浪速中等学校へ
10. 21 山海関を越えて 満鮮スケッチ(27)
10. 21 朝鮮仏教青 年会を組織 東亜仏教協
和会
10. 22 翼東政府殷朝刊発企で 北支仏教復興
運動起る 翼東仏教連合会を組織
10. 22 南支巡礼記 (五) 日華仏教研究会貝
春日礼智
10. 22 満洲伝道に 愈よ乗出す 組合教会青
年連盟





1936. 11. 1 熱河省凌南県に行く 新京西本願寺
光岡滋昭 (上)
11. 1 二十五、 六才の “学童” 蕃人子弟を
養成 西本願寺の台湾新教化方策 槙
藤台湾開教総長談
11. 1 半島人二百 桃陵に熱願
11. 3 南支巡礼記 (十) 日華仏教研究会貝
春日礼智
11. 3 熱河省凌南県に行く 新京西本願寺
光岡滋昭 (下)
11. 3 樺太 ・ シベ リア ・満洲 三十三年間開
教苦闘史 樺太東西開眼をゆく 二百
八十里徒歩の旅 (一) 日蓮宗 花木
即忠氏
11. 3 帝国の躍進策に同調 “昏迷蒙古” と
の文化親善 活躍の善隣協会の医療班
明年愈よ寧夏省に進出
11. 5 満洲開教の 立替 西本内局、 現地
重役と協議
11. 5 大派台北別院 要次第決定
11. 5 樺太 ・ シベ リア ・ 満洲 三十三年間開
教苦闘史 樺太東西開眼をゆく 二百
八十里徒歩の旅 (二) 日蓮宗 花木
即忠氏
11. 5 奉天救世軍か 窮民暖房を施設 市公
署から補助
11. 6 奉天、 ひとのみち会館 アパー トに変
る 近く全面的に刷新か
11. 6 南方生命線に 仲びゆく浄土宗 南洋
寺の落成で 膨大な教化網を画策
11. 6 留日中国僧 浄徳氏帰国
11. 6 中国仏教会か全国的に 仏教災区救護
団を組織 壮年僧には赤十字訓練を施
す
11. 6 西本満洲 開教会議
11. 6 大連仏教各宗 派連合懇談会
11. 6 南支巡礼記 (11) 日華仏教研究会員
春日礼智
11. 6 樺太 ・ シベ リア ・ 満洲 三十三年間開
教苦闘史 樺太東西開眼をゆく 二百
八十里徒歩の旅 (三) 日蓮宗 花木
即忠氏
11. 6 満洲国に旅して (一) 岩野喜久代
11. 7 南支巡礼記 (12) 日華仏教研究会員
春日礼智
11. 7 満洲国に旅して (二) 岩野喜久代
11. 7 閔秋の鳥城下で 第七回全国仏教大会
愈よけふ、 華々し く開幕 日支関係
好転へ 教団人の活躍要望 その他時
節柄注目すべき 提出議案の内容
11. 7 満洲式コロニーを建て 被救護者に移
民訓練 弘済会廿五年記念事業
11. 8 南支巡礼記 (13) 日華仏教研究会員
春日礼智
11. 10 中華民国仏 教徒の覚醒
11. 10 ハ ル ビ ンで 不良私塾狩り 共産、 三
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
民主義一掃
11. 10　 建国精神徹底のため　 満洲回教徒の平
和境　 新京郊外に建設
11. 10　 満洲国人に　 愈よ開教を始む 西本か
ら専任布教使派遣　 大同仏教総会と握
手
11. 10　 1南支巡礼記 (14) [1華仏教研究会貝
春日礼智
11. 10　 満洲国に旅して (三) 岩野喜久代
11. 11　 満洲の基督教　 = 満鮮スケッチ= (35)
11. 11　 三百万円を投 じ　 台湾神社大造営 愈
よ明春より着工　 角南内筋技師、 近く
渡鳥
11. 11　 ダバオ教線に立ちて (上) 重藤廓亮
11. 11　 満洲国に旅して (四) 岩野喜久代
11. 11　 満洲の漢方医界　 西医圧迫で奮起
11. 12　 信如法親王の記念碑は　 ジ ョ ホー ルが
適当　 羅越国問題の再検討 広島文理
大学杉本直次郎教授談
11. 12　 ’ダバオ教線に立ちて (中) 重藤廓亮
11. 12　 北支を探る(1) 一南支巡礼の旅につ
い で 一　 中華仏教研究会貝 春日礼智
11. 12　 満洲国に旅して (五) 岩野喜久代
11. 13　 総工費十万円の　 朝鮮別院完成近し
黄聚宗布教戦線振ふ
11. 13　 ダバオ教線に立ちて (下) 重藤廓亮
11. 13　 北支を探る(2) 一南支巡礼の旅につ
い で 一　 中華仏教研究会輿 春日礼智
11. 13　 満洲国に旅して (六) 岩野喜久代
11. 13　 日華仏教研　 第二回報告 大阪で開催
11. 14　 植民地と神社
11. 14　 満洲移民への悲観論は　 咳ふべき机上
の空論だ　 “この生々しき現実を見よ ! ”
と　 大派佳木斯、 本多氏の巨弾
11. 14　 印度仏跡献灯会　 積極的募金に着手
11. 14　 北支を探る(3) 一南支巡礼の旅につ
い で 一　 中華仏教研究会貝 春日礼智
11. 14　 満洲国に旅して (七) 岩野喜久代
11. 15　 チチハル西本願　 寺落成と遷仏式
11. 15　 南満洲撫順で　 開教記念法要 天地山
妙心寺で
11. 15　 バハーウラの誕生日　 在東京 アグネ
ス ・ B ・ ア レキサ ンダー
11. 17　 満洲国に旅して (八) 岩野喜久代
11. 17　 神述精神による　 拓殖事業の計画 華
北大学の買収等　 東亜民族文化協会
11. 19　 満洲国教化団体に　 龍江省から警告
宗教改革の第一歩 ?
11. 19　 望月日宗管長らと　 隔意なき意見交換
満洲開教等の方針につき　 霊廟建設
の西岡大元氏
11. 19　 満洲基督教　 連盟創立 十二月一日総
会
11. 19　 向寒の満洲に　 救世軍の前進
11. 19　 龍江省仏教　 会長選挙





















11. 21 北支を探る(5) 一南支巡礼の旅につ
い で 一 中華仏教研究会員 春日礼智
11. 21 満洲国に旅して (一一) 岩野喜久代
11. 21 最北満移民村を訪ね 熱河省辺阪を巡
察 大派、 藤岡満洲開教監督
11. 22 支那仏教史家の 奮起を熱望す (二)
能令実円
11. 22 禅宗独自の立場で 日支関係の好転に
資す 明年開校する “束亜禅林”
11. 25 支那仏教史家の 奮起を熱望す (三)
能令実円
11. 25 馬来のバ トバハアに 本格的の開教
西本願寺の人仏式
11. 25 満洲最長寿の老僧 再び歯か生えた
暗爾浜駅頭冬の朗景
11. 25 中国仏教会第八回大会 党部代表も臨
席して指導 円瑛、 王一亭氏等を主席
団に
11. 25 満洲国新教育令 愈よ明春公布 旧政
権時代の自由主義的教育方針を道徳教
育中心に
11. 25 北支を探る(6) 一南支巡礼の旅につ
い で 一 中華仏教研究会員 春日礼智
11. 25 満洲国に旅して (一二) 岩野喜久代
11. 26 支那仏教史家の 奮起を熱望す (四)
能令実円
11. 26 北支を探る(7) 一南支巡礼の旅につ
い で 一 中華仏教研究会貝 春日礼智
11. 26 満洲国に旅して (一三) 岩野喜久代




11. 27 満洲霊廟の西岡氏 大阪で大募金計画
日満戦没軍人慰霊や 日満僧の大挙
托鉢
11. 27 西本満洲開教本部 愈新京に移転す
11. 27 曹洞満洲布教 総監部主事に 井上道
友氏起用
11. 27 北支を探る(8) 一南支巡礼の旅につ
い で 一 中華仏教研究会貝 春日礼智
11. 27 満洲国に旅して (一四) 岩野喜久代
11. 28 支那仏教史家の 奮起を熱望す (五)
能令実円
11. 28 印度壁画の大成者 野生司画伯歓迎会
関係団体か共催 来月十二日、 上野
桁養軒で
11. 28 北支を探る(9) 一南支巡礼の旅につ





11. 29 マホメ ッ トと 日本 (上) 教徒の対日
関心熾盛 本多浦亭
11. 29 北支を探る(10) 一南支巡礼の旅につ
いで 一 中華仏教研究会員 春日礼智
11. 29 満洲国に旅して (一六) 岩野喜久代
12. 1 マホメ ッ トと日本 (下) 教徒の対日
関心熾盛 本多浦亭
12. 1 北支を探る(11) 一南支巡礼の旅につ
いで 一 中華仏教研究会員 春日礼智
12. 1 満洲国に旅して (一七) 岩野喜久代
12. 2 南鮮華厳寺に詣でて (上) 橋爪観秀
12. 3 北支を探る(12) 一南支巡礼の旅につ
いで 一 中華仏教研究会員 春日礼智
12. 3 西蔵仏教 伝来攻 立花秀孝氏
12. 3 大派、 赤峰布教所で 在留邦人に 満
洲語を
12. 3 訪問華報告
12. 3 南鮮華厳寺に詣でて (中) 橋爪観秀
12. 4 南鮮華厳寺に詣でて (下) 橋爪観秀
12. 4 中国仏教徒の 救緩運動猛烈 全国的
に護国 息災法会執行 義ln金募集
12. 4 翁の愛硯が 蒙人の薬に 太田覚眠氏
の悲壮な活躍
12. 4 武田範之和尚の躍る 日韓合併の全貌
伊東痴遊氏が執筆 中野束英氏の念
願叶ふ
12. 4 故段緋瑞氏の 追悼会執行 高野と帝
都で








12. 5 満洲国に旅して (一九) 岩野喜久代
12. 5 北支を探る(13) 一南支巡礼の旅につ
いで 一 中華仏教研究会員 春日礼智
12. 5 左翼犯罪者監視に 中国に反省院施設
世界は思想犯に悩む




12. 6 会員の冥霊を祀る 奉天に協和塔建設
一満洲国の協和運動基本-
12. 6 全日本仏青からも 逞羅仏青ヘメ ッセー
ヂ 朝日訪逞機に託し
12. 6 続々新築の浄 宗朝鮮開教区
12. 6 中国蒙蔵委員会 辺彊宗教領袖等を招
集









12. 13　 明年第三回訪華団組織　 南北に別れて
視察　 日華仏研、 明年度事業
12. 13　 満洲学術調査の旅 (二) 春日礼智
12. 15　 対支外交　 釈瓢斉
12. 15　 血を吐く 苦闘談　 壁画完成を讃ふ 野
生司画伯貴重歓迎会
12. 15　 印度と仏教を語る
12. 15　 満洲学術調査の旅 (三) 春日礼智
12. 15　 学究的機関の　 特色発押に努む 反省
的申合せをなす　 日華仏教学会理事会
12. 16　 歩み寄るアーリヤ教と仏教　 印度各所
に仏教寺院建立　 献身的に働く米沢領
事と　 大金持ピラル氏の努力
12. 16　 上山善治氏　 満洲国視察
12. 17　 龍大に満語科　 新設等建言 西本当局
と　 都甲氏懇談
12. 17　 皇軍慰問　 の為渡満
12. 18　 蒋介石と張学良 (上) 武田雷雄
12. 18　 朝鮮基督教中　 央協会堂設立
12. 18　 支那の時局問題で　 日華密教青年会が
昨夜、 懇談会開く
12. 18　 満洲国開教の　 根本案の基礎づけ 第
三次の会見を遂げた　 西本当局と都甲
氏
12. 19　 蒋介石と張学良 (下) 武田雷雄




12. 19　 新帰朝の大久保氏に　 聴 く トルコの宗
教事情　 宗教問題研究会か




12. 20　 動乱支那の　 今後を語る 日華密教青
年会
12. 20　 満洲国の　 孔道尊崇 各県文廟 修理
を急 ぐ
12. 20　 北平仏教会 “微妙声” 創刊
12. 22　 東洋民族の団結は　 お互いの理解か緊
要ど 回教文化研” 誕生　 外筋省文化
事業部援助の下に　 近く発会式を挙ぐ
12. 22　 事変の功で　 表彰状下附 上海西別院
に
12. 22　 印度の大乗仏教学者　 グッ ド教授の視
察　 きのふ、 谷大 ・ 施大に
12. 23　 大阪在住半島出身者の団体か　 自発的
に大麻拝受　 各宗庁に 神棚を設けて
奉斎
12. 23　 西蔵文書の要求　 出版製作苦解消に
活字印刷の研究　 各方面から期待さる
12. 24　 社会事情を調査　 使節を再検討 京城
府の新計画





1936』 2. 8 皇軍症候は馬、 檎で 部落救済 宣撫
に活躍 討伐だけか仕事ではない
12. 9 グッ ド博士歓迎公
12. 9 匪偽軍に告ぐ 醒めよ同胞達 急ぎ中
国軍隊に帰れ 内蒙、 緩遠両軍の戦ひ
で 蒋介石の “兵に告ぐ”
12. 9 中国災区救護団総部 団長に円瑛法師
常務理事会で決議
12. 9 朝鮮別院完成 更に満洲へ 延びる黄
壁宗
12. 9 台北浄宗別 院完成近し
12. 9 南京 ・杭州 ・蘇州方面へ 大派松本氏
慰問行脚 呉鉄城氏と歓談
12. 9 満洲国文教部が 国民生活改善への調
査 民衆信仰から葬祭等に至る迄
12. 9 駒大にも愈よ明春から “満洲科” を
創設 土民の開教師を速成 曹洞宗の
満洲開教躍進
12. 9 浄宗樺太開教監督 勝部清憲氏に決る
12. 9 日満合弁で 満洲図書会社設立 教科
書の印刷統制
12. 9 朝鮮仏青等 の仏教講演
12. 10 大亜細亜協会 京都支部の結成 あす、
発会式挙行
12. 10 匪族出没の暗喇河子に 唯一人の日本
青年 米を作って孤軍奮闘 大派月輪
開教使 (第二信)
12. 10 日華の国交憂慮の際 彼此仏徒神前の
快報 福田氏生前の努力遂に報はれ
厦門南普陀寺で蔵経贈受式
12. 10 満鮮、 米布開教従事者 養成機関の拡
大 西本布研、 改組か
12. 10 脱兎の如く慌 し く来朝 直ぐ帰るダッ
ト博士 けふ、 歓迎会開く 国際仏教
協会で
12. 11 友愛と平和を もとめて 阿育王を思念
す 在東京 ラ ス ・ ピハ リ ・ ホース
12. 11 満洲人間にも 神式行事流行る 神社
で国旗掲揚式や神前結婚式を挙行
12. 11 満人子弟に開放 した 大連高女に好感
西本全満布教使 川瀬真証氏帰る
12. 11 日華仏教学会 今夜、 理事会開く 後
任主事の詮衡を中心に
12. 12 盟邦満洲国に基教連合会生る 十一団
休代表集り 去一日、 歴史的創立総会
12. 12 満洲学術調査の旅 (二) - “北支を
探る” につづ く 一 春日礼智
12. 12 国際仏教協会の グッ ド博士歓迎
12. 12 日華仏教学会 藤井草宣氏により 豊
橋へ移転か きのふ理事会で協議
12. 13 娯楽機関は殆ど絶無 北満奥地の寂し
さ 月遅れの雑誌か貴重品 大派月輪
氏第三信





ト ンダ迷惑　 浦塩本願寺 戸泉氏受難
遂に出来上った　 満洲国刑法典 明年
一月四日公布　 三月一日より施行
1。 9　 布利秋氏に聴 く (2) 女装の話 満ソ
国境探検談　 中外クラブ座談会
1. 9　 支那へは誰を派遣 ? 日華仏教研 目
下詮衡中
1. 9　 東満武装 移民開教へ 主義清算の
大派佐々木氏





1. 10　 在満皇軍の　 武運長久祈念 立正高女
1. 10　 布利秋氏に聴 く (3) 女装の話　 満ソ
国境探検談　 中外クラブ座談会
1. 12　 満洲研究の　 留学生派遣 西本願寺で
計画
1. 12　 布利秋氏に聴 く (4) 女装の話　 満ソ
国境探検談　 中外クラブ座談会
1. 13　 布利秋氏に聴 く (5) 女装の話　 満ソ
国境探検談　 中外クラブ座談会
1. 14　 神聖冒涜罪には　 満洲国は厳罰主義
祖先崇拝重視の新刑法
1. 14　 日本仏教徒の　 海外発展の先駆 東本
上海別院六十年史　 五月、 上海で法主
親修記念法要




1. 16　 新生の日本回教文化協会　 堂々の陣容
確立す　 注目すべき事業内容
1. 16　 滞印生活漫描　 角度を変えた日本観
入洛した野生司画伯
1. 16　 満洲皇帝訪日宣詔記念　 最初の大美術
展　 日満文化協会の主催で
1. 20　 デイ ゴス小学校では　 児童の七割か混
血児　 ダバオ各校巡回中の 大派、 保
木開教使談
1. 20　 印度交友会　 ム画伯歓迎
1. 21　 日本美術研究に　 印度の力教授 二月
上旬来朝
1. 21　 満洲国の鄭前総理か　 王道研究院を設
立　 邸宅と私財十万円投出す
1. 21　 駒大に開く満洲語科　 六ヶ月の短期養
成　 講師も間に合ふ
1. 22　 ハルビン大谷会館　 見事に昨冬竣工
1. 23　 中国仏教会災区救護団　 一百の青年僧
に軍事訓練　 終了後は緩遠へ送り出す
1. 23　 タゴール翁の　 回想の月な ど二三 野
生司香雲画伯談片
1. 24　 阿片問題で　 政府に陳情運動 中国仏
教会か
1. 26　 満洲国に活躍する　 人物養成の新計両
西本願寺で実施
1. 26　 イスラムに於ける　 アフマディ ヤ運動













12. 27　 満洲国 児童の向学心旺盛で 小学校
の入学難　 奉天では六年計画で緩和
12. 27　 中国仏学会 ・太虚法師 蒋介石氏の
安全祈祷を電請　 全国仏教絡素同仁に
12. 27 盛儀を極めた 段祓瑞氏追悼会 許駐
日大使等参列
12. 27　 許駐日大使の 懇ろな感謝状
12. 27 京城最初のノ シ餅運動 西本願寺別院
で
12. 27 台湾、 琉球の 宗教事情視察 来馬琢
道氏
12. 27 結成発会急ぐ “東亜密教協会” 中
日密教研究会 日本側援助機関
12. 27 全満教職者 理想の象徴 大教育塔建
設
12. 28 海外派遣艦隊へ 明春、 慰問使派遣
臨黄各派が慰問状 動乱続く 上海で接
心会
12. 28 南洋島民の教化は まづ教育から 島
民住宅を塾風に改造 日本式学園創立
1937. 1. 6　 朝鮮同胞教化の為め 内地仏教家の奮
起を望む (上) 李元錫







1. 6　 朝鮮同胞教化の為め 内地仏教家の奮
起を望む (下) 李元錫
1. 7 天津に西本別院 建設までやる 無か
ら生じた教線 桑野淳城氏談
1. 7　 帝国の “南進論” に拍車　 真如法親王
の顕彰運動再燃
盤谷に建碑 ・具体化に期待
1. 7 炉辺雑談 明石染人 一、 画家の近著
1. 7　 牧場経営を捨てて 南洋開教の途へ
大派越前の旭賢雄氏
1. 7 孔子の誕生 日が 問違ってゐる 新城
博士か誤謬を指摘
孔子様の末裔 徳成氏の結婚
1. 8　 炉辺雑談　 明石染人 二、 北満国境
線を両く
1. 8　 布利秋氏に聴く (1) 女装の話　 満ソ
国境探検談 中外クラブ座談会
1. 8　 鮮人同胞の　 ため奮闘 東亜博愛会
若松兎三郎氏
1. 9 「台湾仏化」 発行
1937. 1. 26 五族融和に 実績挙る 新京に見る
臨済禅の興隆
1. 27 明年の汎太仏青大会は 満洲国開催に
決定す 連盟初の全国理事会
1. 27 会の更生を図る 日華仏教学会理事会
1. 27 行け、 満洲へ ! 彼地で飛躍の学生を
龍大で募集公示




1. 28 日満文化協会が 大清歴朝実録完成
更に古典出版
1. 28 第三回日華仏研 訪華団の顔触れ大半
決る 今夏、 交換使節実現か
1. 28 光照法主の外護で 支那仏教史学会生
れん 新鋭学徒の純研錯機関 最初の
準備委貝会開く
1. 28 満洲宗教事情と 日校健児団の資料
谷大で月綸開教使が発表
1. 28 本紙を満洲留 学生の慰問に 台宗伝
道部
1. 28 印度のム画伯 歓迎会盛ん
1. 28 日華親善殿が 静岡の名所に
1. 28 大谷光瑞氏 渡台延ぶ
1. 29 日支の外交停頓を外に 両国民の心に
結ぶ親善 永田氏初め朝野の名士発起
で 故段倶瑞氏の追悼会を営む
1. 29 サイパン ・カラパン街に “大谷学院’
創設 土人子弟を収容教育
1. 30 台湾本島人への 各宗の布教は困難
台湾、 琉球を視察した 来馬琢道氏の
土産話
1. 30 斑禅喇婉に 一等勲章 辺境教化の功
で 国民政府から
1. 31 満洲開教区へ 新教会設立 浄土宗会
に提出
1. 31 移民宿泊使節を 大派当局に陳情 佳
木斯の吉田開教使
1. 31 印度の文化使節 “日印文化協会” 生
みの親 ナーグ教授愈よ来朝
1. 31 満洲国の首都新京では 街頭死者年に
千名 首都の景観を害すると 市公署
が処理に努力
2. 2 開教使の被選挙権 一外筋省令の改廃
を要望一 浅野研真
2. 2 李教主ら 本山で得度
2. 2 支那では尼さんにも 軍事訓練を尖施
浙江省で尼衆訓練班組織




2. 3 支那貧民救済に 寒夜托鉢行脚 天津
仏教連合会






2. 4 『中国人不打中国人』 抜記帳
2. 5　 親日か親革か　 台湾で拘束された支那
僧　 厦門に帰り実情報告
2. 5　 満蒙僧六十余名が　 満洲霊廟建立の托
鉢　 三月上旬来阪 ・ 目下準備中
2. 6　 けふ本島人か　 大派で得度 林火生君
2. 6　 清真寺協和　 会を組織 満洲国回教徒
2. 7　 支那仏教研究の学徒か 「支那仏教史
学会」 を結成　 研究雑誌、 四月に発刊
光照法主も同人と して参加
2. 7　 対支開教戦線に異常　 外務省の 「寺院
教会取締規則」 特殊事情の考慮なし
2. 9　 鮮人散在地域に　 矯風会新たに生まる
注目すべき新方針
2. 9　 満洲僧も交って　 叡中生本社見学
2. 9　 全国仏教徒連合して　 “中国仏徒護国
和平会” 結成　 班禅喇碗、 太虚法師を
導師に　 王一亭氏を名誉理事長に
2. 10　 民族教化に　 満語を修得 新京妙心別
院
2. 10　 波上独語　 気の毒な エチオピア (上)
大島天愚
2. 11　 中国仏教徒団結
2. 11　 印度 ・那爛陀寺の　 復興勧募運動 朱
慶爛、 王一亭氏等の発起
2. 11　 満洲国斉々略爾で　 反無神論示威運動
ソ迎の反宗大会に対し
2. 11　 日宗満洲開教司監部の　 建設案蒔直し
経王寺側移転を拒む
2. 13　 印度の文化 (上) 一人類の指導者と
しての印度　 人一世界に於ける印度の
地位　 印度志士 ラ ス ・ ピハ リ ・ ボー
ス
2. 13　 基督者の　 花嫁を媒介 救世軍か 満
洲移民へ
2. 13　 波上独語　 気の毒な エチオピア (下)
大島天愚
2. 14　 印度の文化 (下) 一人類の桁導者と
しての印度　 人一世界に於ける印度の
地位　 印度志士 ラ ス ・ ビハ リ ・ ボー
ス
2. 14　 イスラムの観たる十字架 (上) A ・
Q ・ ニ ヤー ズ
2. 14　 必須科目と して　 回教講座を開設 日
本大学宗教科
2. 14　 北平柏林寺の　 清刻大蔵経 林主席発
起で再び印刷
2. 16　 イスラムの観たる十字架 ( 中) A ・
Q ・ ニ ヤーズ
2. 16　 満洲建国五周年記念日　 三月一日から
各種行事　 建国精神作興週間執行






2. 26　 李象龍とは　 どんな人か ? 朝鮮水雲
教主
2. 27　 武田範之和尚に就いて ( 5 ) 祥雲晩
成
2. 27　 支那心道法師　 日本へ留学
2. 27　 支那太虚法師　 無錫で静養中
2. 28　 孟裔大剛先生　 高m集蔵 (1)
2. 28　 武田範之和尚に就いて ( 6 ) 祥雲晩
成
2. 28　 廟行鎮に三勇士の　 英霊を弔ふ (上)
上海別院　 太田孝輝
3. 2　 孟裔大剛先生　 高田集蔵 ( 2)
3. 2　 武田範之和尚に就いて ( 7 ) 祥雲晩
成
3. 2　 孟裔大剛先生　 高田集蔵 (2)
3. 2　 廟行鎮に三勇士の　 英霊を弔ふ ( 中)
上海別院　 太田孝輝
3. 2　 大阪で喇瞭僧の “跳舞”　 日、 満、 蒙
三国僧侶合同で　 亜細亜興隆祈祷会営
む
3. 3　 武田範之和尚に就いて ( 8 ) 祥雲晩
成
3. 3　 孟裔大剛先生　 高田集蔵 ( 3)
3. 3　 世界的大著に適はしき　 超豪華版 「新
西域記」 経典 ・美術 ・ 工芸等学術の
綜合宝庫と して刊行
3. 3　 廟行鎮に三勇士の　 英霊を弔ふ (下)
上海別院　 太田孝輝
3. 4　 孟裔大剛先生　 高田集蔵 ( 4)
3. 4　 武田範之和尚に就いて ( 9 ) 祥雲晩
成
3. 4　 崇ったバイブルの聖旬　 満洲、 プ レス
ピテリアン教会　 突如、 礼拝中止を命
ぜ ら る
3. 4　 日、 印、 支三国提携 して　 亜細亜問題
研究会　 今月末、 神戸で発起人会
3. 4　 中国物故要　 人の追悼会
3. 5　 武田範之和尚に就いて ( 1 0 ) 祥雲
晩成
3. 5　 亜細亜興隆法会に　 大阪仏教団の参列
3. 6　 武田範之和尚に就いて ( 1 1) 祥雲
晩成
3. 6　 日露戦役慰霊大法要厳修
3. 6　 日満蒙僧の　 固き握手 満蒙僧一行き
のふ来阪
3. 6　 東亜文明の黎明期に資す　 彩文土器発
掘
3. 6　 宗教専門学校設立や　 日満宗教留学生
交換など　 愈よ満洲国奉天市公署が
宗団統制指導方針を樹立
3. 6　 今度は満人少年を　 留学せしめる 西
本願寺の対満策
3. 6　 梵語学は近 く 印度　 学界を制覇せん
ハワイアン吉上氏帰朝








イスラムの観たる十字架 (下) A ・






2。17 萩原梵語辞典 第一期の事業完成 今
夏中に第一分冊出版
2. 17 台湾の仏教系 唯一の中学 台北中学
の発展
2. 17 印度の哲学者 ジャ氏来朝
2. 17 朝鮮仁川から 藤村氏再選の檄
2. 18 南洋異風景 サイ パ ン 日野律 一
2. 18 汎太仏青大会記念 満蒙人に贈る仏教
既刊 “仏教聖典” の漢訳と 日満蒙
対訳の “釈尊伝” 出版 各方面に期待
さ る
2. 18 全鮮に誇る使節 本年度完成の土幕民
移植事業 京城和光教団の躍進
2. 19 武田範之和尚に就いて ( 1 ) 祥雲晩
成
2. 19 南洋異風景 サイ パ ン 日野律 二
2. 19 マニラ聖体大会を語る 日本代表は会
議の花形 ’古屋司祭の土産話






2. 19 東亜禅林の 申込み超過
2. 20 黒河省より
2. 20 南洋異風景 サイ パ ン 日野律 三
2. 20 武田範之和尚に就いて ( 2 ) 祥雲晩
成
2. 20 満洲移民の国策に応じ 天理村完成に
邁進 鉄道を新設、 産業開発に資す
来年、 第三次移民入植
2. 20 朝鮮開教初の 鮮人仏前結婚 扶峠東
本願寺
2. 21 南洋異風景 サイパ ン 日野律 四
2. 21 武田範之和尚に就いて ( 3 ) 祥雲晩
成
2. 21 渡満開教使らに 満洲教育を施す 西
本願寺で開設
2. 23 武田範之和尚に就いて ( 4) 祥雲晩
成
2. 24 印 ・羅 ・支諸国に 文化使節を派遣
東方文化連盟で決議
2. 24 日逞親善に拍車 四月よ り東京外語に
シャム語講座新設
2. 24 満洲人牧師を養成 満洲伝道を計画
基教連盟の満洲教会
2. 25 ブローカーの手に踊るな 南洋ダヴァ
オに進む 六千余の花嫁問題に就いて
日本の姉妹達に讐告す
2. 25 日華基教連盟の交歓 交誼増進のメ ッ
善隣協会で具体案考究
1937. 3. 7　 外交国策をどうする (6) 法学博士
蘆田均
3. 7　 国際仏教徒の手で　 世界平和へ第一歩
上海の日、 米、 中、 印代表協議　 近
く 「仏徒平和会議」 結成
3. 7　 国を捨てて宗教を求める　 白系露人の
熱烈さ　 反宗教排撃講演会に出席の
大派佳木斯、 吉田氏語る
3. 7　 亜細亜への　 認識深む 満洲事業講習
3. 7　 東亜天文協会　 けふ臨時総会
3. 9　 外交国策をどうする (7) 法学博士
蘆田均
3. 9　 武田範之和尚に就て(12) 祥雲晩成
3. 9　 亜細亜興隆祈祷会に　 大阪仏教団参加
を拒絶　 国際情勢と教義上の見地から
単に殉国慰霊祭にのみ参加
3. 9　 国語不解者には　 過怠料を課す 台南
州新化郡の　 国語普及徹底運動
3. 9　 科学　 日本の精巧誇る プ ラ ルタ リウ
ム見学など　 東亜天文協会総会
3. 9　 部隊葬に新例　 故東少佐未亡人の申請
で　 仏式で厳かに執行
3. 9　 ハ ッキ リせぬ　 台湾神宮宮司 内定の
秋岡氏　 再び拒絶す
3. 10　 外交国策をどうする (8) 法学博士
蘆田均
3. 10　 武田範之和尚に就て(13) 祥雲晩成
3. 10　 けふ日露戦　 役追悼法要
3. 10　 満洲国東辺復興工作に　 宗教各派代表
活動　 講演会開催、 宣撫に努力
3. 10　 島民に　 国民桁神の涵養 台湾神社の
御造営　 百万円で外苑施設
3. 10　 彼我文化の研究に　 日印文化協会創設
か　 関係者で寄々準備を進む
3. 11　 外交国策をどうする (9) 法学博士
蘆田均
3. 11　 法要に織りなす　 非常時風景 日露戦
役指三回忌法要
3. 11　 政治上より見たる　 トルコの回教 駐
土特命全権大使　 徳川家正氏談
3. 11　 武田範之和尚に就いて　 祥雲晩成師に
呈す　 福岡 草野 江上秀静
3. 12　 外交国策をどうする(10) 法学博士
蘆田均
3. 12　 亜細亜興隆と大阪仏教団
3. 12　 満洲国奉天省が　 思想工作に全力 建
国精神の本義徹底
3. 12　 官民合Rで　 釜山の花まつり 新しい
試みも加へて　 極めて盛況を予想
3. 12　 帰属問題愈よ実現　 朝鮮水雲教々主ら
最高幹部の徳度式　 十六日、 東本願
寺で行はる　 今夜、 一行晴れの上洛
3. 12　 台湾神宮々司　 愈よ決定す 近く発令
さ る
3. 12　 朝鮮開教史上の異彩　 大派金貞黙氏の
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
偉業 !　 鮮人の帰依者数千 “新生学
校” 設立と　 十六出張所を擁す
3. 12　 蒙古喇碗僧　 跳鬼の伝説
3. 13 外交国策をどうする(11) 一日ソ相闘
ふか 一 法学博士 蘆田均
3. 13　 台湾MT L　 の予防週間
3. 13 朝鮮 ・水雲教が 仏教一本に帰す迄
本部に講習会も開催 大派本山から近
く本尊下附
3. 13 南洋に進展する 大谷派の開教 サイ
パン布教所本堂再建と 口夕島布教所
新築
3. 13　 満洲国協和会主催で　 日満宗教代表懇
談会　 協和会と宗教団共同工作
3. 13 歌集半島の村を読む 町田 トシコ
3. 13　 鮮人釈放者の 対策をどうする ? 大
阪保護観察所が　 一般事業家に質問
3. 14 外交国策をどうする(12) 一日ソ相闘
ふか一 法学博士 蘆田均
3. 14 水雲教の大派帰属 ◇…とその将来性
(一) 池浦南洋
3. 14 日本仏教の偉大さに驚く わしの長寿
は山中で 万難万苦を重ねたお蔭 水
雲教 ・李教主と語る
3. 14　 満洲国佳木斯に 曹洞宗布教所建設
川瀬県参事の支持
3. 14　 日華基教親善の　 我が施設代衣決る
一行は四月末出発　 今秋、 彼地使節団
来朝
3. 14 授業は鮑大内で 訓練は山科別院 西
本、 満洲語学院は 愈よ四月五日開院
3. 16 外交国策をどうする(13) 一極東と口
ジャ ー 法学博士 蘆田均
3. 16 水雲教の大派帰属 ◇…とその将来性
(二) 池浦南洋
3. 16 満洲国新京でも　 各宗教代表懇談会
協和会中央本部主催
3. 16 ハルビン極楽寺 如光氏から書信
3. 17　 外交国策をどうする(14) 一極東と 口
ジャ ー 法学博士 蘆田均
3. 17　 水雲教の大派帰属 ◇…とその将来性
(二) 池浦南洋
3. 17　 李旧教主の 得度感激談
3. 17 東方文化連盟　 創立五周年 記念大講
演会
3. 17 満洲大同仏教会と　 提携桁導等を協議
西本の全満主任会議
3. 17　 満洲国の邦人子弟　 教育に光明 天理
教婦人会か新京に “ひのもと幼稚園”
開設
3. 18 水雲教の大派帰属 ◇…とその将来性
(四) 池浦南洋
3. 18　 蒙古の少年、 今度は 西本願寺に留学
近 く 、 ハイ ラルから








3. 25　 白系露人の　 宗教調査など 更生の意
気に燃える　 ハルビン仏教青年学会
3. 25　 汎太仏教大会満洲国開催　 絶対反対論
( 1) 在満洲　 半谷範成
3. 25　 満洲語学院の　 協議と異動
3. 26　 全支に住職再教育施す　 三民主義を規
則で訓練　 中国仏教会が寺廟住持 訓
練規則を設け近 く実施
3. 26　 汎太仏教大会満洲国開催　 絶対反対論
( 2) 在満洲　 半谷範成
3. 26　 半島人に授ける　 日の丸五百本 ! 送
還旅費も見債った　 京都府協和会予算
3. 27　 逗羅仏青に贈る　 親善のメ ッセージ
訪逞少年団一行に託し　 全日木仏青か
ら
3. 27　 サイパン東本願寺　 改築実現近し 南
洋唯一の大伽藍
3. 27　 映画 “カルマ” 封切　 日印親善の集ひ
国際芸術礼讃会
3. 27　 在満将士武運　 長久祈願祭 建部神社
で
3. 27　 満洲開教に警告　 流れ込み僧防止 野
心家は排せよ
3. 27　 隣邦中華民国の　 日本への希望 (上)
中央通迅社東京特派員　 陳博生氏の
説く
3. 28　 面目一新した　 満洲大同仏教会 明如
上人の面目がたつ　 西本人野氏の近況
報告
3. 28　 日校少年団の　 記念運動決る 満人団
体も来訪　 西本願寺法主慶事彙報
3. 28　 隣邦中華民国の　 日本への希望 (下)
3. 28　 満洲基教牧師が　 日本視察に来朝 四
月一日、 奉天出発
3. 31　 日本内地化の　 台湾東海岸 山本輝之
氏土産話
3. 31　 次期汎太仏青　 満洲国開催に異議 慎
重熟議の上、 態度表明　 宗教公論社主
幹部会
3. 31　 西蔵、 中国両　 政府の連絡 緊密化計
る
4. 1　 同大神学科生　 台湾伝道へ
4. 1　 日華親善殿に瑞頴を寄進
4. 1　 義州より (一) 杉山信三
4. 2　 巴利三蔵のヒンデイ訳　 第四部成る
4. 2　 義州よ り (二) 杉山信三
4. 2　 浄土宗　 南支へ教線拡張 福州に教会
設置　 主任に勝田円誠氏任命
4. 2　 台湾神社宮司　 その他異動 漸く 決定
す
4. 2　 朝鮮仏教の振興方法等　 三十一本山住
持会　 総督府に開催協議
4. 2　 本派朝鮮教会　 けふ発会式
4. 2　 第一回全国　 内鮮大会 大阪開催に内
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1937. 3. 18 史実を通 じて 内鮮一如へ 国体明徴
の徹底化で 半島の教科書改定
3. 19 半島民族の王座 天道教 (一) 金孝
敬
3. 19 水雲教の大派帰属 ◇…とその将来性
(五) 池浦南洋
3. 19 満洲僧ら登叡
3. 19 満洲国の上丁 仲春孔子祭
3. 19 龍大の二留学生と 満洲語学院生決る
満洲国の開拓者
3. 19 支那文化研究に 学生の交歓使節 束
大支那学科学生十三名 明後日、 神戸
出帆
3. 19 蒙古の宗教 風俗展覧会
3. 20 半島民族の王座 天道教 (二) 金孝
敬
3. 20 聖地パ レスチナへ 巡礼の途に上る
彼地に唯一の日本人藤田氏 ア レキサ
ンダー女史談
3. 20 李旧教主を絶対的に 崇拝する在阪信
徒 大派、 牧一岳氏談
3. 20 内鮮融和への関心 将来、 公然と三十
万半島出身 大阪府民へ布教可能
3. 21 半島民族の王座 天道教 (三) 金孝
敬
3. 21 上山氏愈よ 満洲視察へ
3. 23 半島民族の王座 天道教 (四) 金孝
敬
3. 23 印度と世界文明 印度志士 ラ ス ・ ビ
ハ リ ・ ホース
3. 23 奉天に朝鮮 寺院を建立 満洲国協和
会の斡旋で
3. 23 汎太仏青次回開催地 満洲国と正式決
定 全日本仏青連盟の 全国理事会で
議決
3. 23 東方文化連盟創立 五周年記念午餐会
昨日、 京都ホテルで 夜は記念講演
会
3. 23 支那仏教史学会 “支那仏教” の全学
徒を糾合して愈よ成立 四月から研究
誌発行
3. 24 半島民族の王座 天道教 (五) 金孝
敬




3. 25 半島民族の王座 天道教 (六) 金孝
敬
3. 25 日算外れの 満洲霊廟建設運動 近 く
満蒙僧を帰国せしむ 寄付行為氾濫の
大阪
3. 25 満洲僧らの 比叡参拝団
3. 25 龍大の学士さんたち “満洲” をノ ッ
クア ウ ト 本山等で小首を傾ける






4. 15　 悉公字記の文　 を説明して大島仲太郎
氏の謬を正す (上) 文学博士　 萩原
雲米
4. 15　 天主教朝鮮伝道悲史 (三) 金孝敬
4. 15　 カ ンディ の衣鉢　 を継いだジャワ ノ ゝ
ルラル ・ ネール ( 2) ク リ シュナラ
ル ・ シュ リ ドハラニ
4. 15　 新京の人派　 満洲別院 一日、 上棟式
4. 15　 軍属祭官設置問題　 満洲神職会で 実
現促進を決議　 近く軍の意向打診
4. 15　 日満文教協会の誕生 (上) 四湖山秀
暢
4. 15　 満洲伝道に　 献金参加 組合教会青辻
4. 16　 悉公字記の文　 を説明して大鳥仲太郎
氏の謬を正す (下) 文学博士　 萩原
雲来
4. 16　 天主教朝鮮伝道悲史 (四) 金孝敬
4. 16　 カ ンディ の衣鉢　 を継いだジャワ / ゝ
ルラル・ ネール ( 3) ク リシュナラ
ル ・ シュ リ ドハ ラニ
4. 16　 日印親善の　 芸術の集ひ 国際芸術礼
讃会
4. 16　 日満文教協会の誕生 (下) 四湖山秀
暢
4. 16　 在満基教牧師　 十四名人洛
4. 16　 胡適氏の説く　 支那の囮体明徴 仏教
渡来前の純支那思想　 ハーバー ド大学
で講演
4. 17　 カ ンディ の衣鉢　 を継いだジャワ ノ ゝ
ルラル ・ ネール ( 4) ク リ シュナラ
ル ・ シュ リ ドハ ラニ
4. 17　 半島人の冊格　 を弱く するモノ 唐辛
子　 京城帝大の申博士の 優れた研究
4. 17　 鮮語で正信渇　 先生は上野開教監督
旧水雲教本部視察の　 大派宗議、 間野
氏談
4. 18　 カンディ の衣鉢　 を継いだジャワ ノ ゝ
ルラル・ ネール ( 5) ク リ シュナラ
ル ・ シュ リ ドハ ラニ
4. 18　 完成を急ぐ　 台北浄宗別院 全島に偉
容誇る
4. 18　 大辻の花まつり
4. 20　 カ ンディ の衣鉢　 を継いだ ジャワ ノ ゝ
ルラル・ ネール ( 6) ク リ シュナラ
ル ・ シユ リ ドハ ラニ
4. 20　 “軍事画即宗教画” の　 新境地開拓に
精進　 満蒙再認識の “追憶展” を近
く満洲で も開きたい　 小? 川秋声画伯
談
4. 20　 満洲国の宗教　 事情を語る 文教部学
筋局　 林英信氏
4. 20　 満洲国に　 建国大学




4. 3 義州よ り (三) 杉山信三
4. 3　 慣習の殼を脱ぐ 京城の花まつり 十
周年と指導的立場から
4. 3 東亜民族文化協会　 祭政一致の講演会
井上博士のパンフ レッ トも配布
4. 3　 海外布教を強調　 予算案無事可決 仏
立講政会議一第二日-
4. 6 義州より (四) 杉山信三




4. 6 西本の満語 学院開院式
4. 7 無一物から出発して 満洲一の大別院
を 刻苦惨澄二十八年 大派新田輪番
引退
4. 1　 波羅門教僧　 ジャ氏来社
4. 7 毎日、 天御中主神に 五度礼拝を捧ぐ
大日本イスラム教運動　 有賀文八郎
氏の献身的伝道
4. 9 新京高野山別院 敷地五千七百坪決定
南嶺郊外の公園地に
4. 9 新京で極東反宗排撃大会　 東京で全世
界大会を開催
4. 9 満洲基教牧師団
4. 10 半島人仏徒も加はり 雨中大行進 中
央公会堂の式典盛大
4. 11　 満洲僧から　 仏像等寄進 比叡山法要
4. 11 日支官民合同で 美し ・ 大蔵経授経式
日本寄贈の大正大蔵経を　 南普陀寺
に納む
4. 11 支那響堂山石窟 調査の帰朝文献 学
会待望裡に近 く発表 東方文化学院京
都研究所
4. 13　 天主教朝鮮伝道悲史 (一) 金孝敬
4. 13　 台湾民風是　 正に乗出す 臨済宗の
宗教革正
4. 13　 南洋ロタに　 教会所竣成 鳥民教化に
浄宗の活躍
4. 13 上海の花祭 (上) 太田孝輝
4. 13　 東亜博愛会　 会員大会
4. 14 天主教朝鮮伝道悲史 (二) 金孝敬
4. 14 カ ンディ の衣鉢 を継いだ ジャワ ノ ゝ
ルラル ・ ネール ( 1) ク リ シュナラ
ル ・ シュ リ ドハラニ
4. 14 高野山大塔落慶法会に 北支仏教界の
要人参列 ? 来朝を伝へられる三氏
4. 14　 秦陸軍中将と 半島の少年 皇学館人
学
4. 14 山辺習学氏 満支巡講
4. 14　 ポナペ島に 初の開教陣 日宗の躍進
4. 14 比叡山法要 満洲の団参 けふ神戸へ
4. 14 上海の花祭 (下) 太田孝輝









カ ンディ の衣鉢　 を継いだ ジャワ ノ ゝ
ルラル・ ネール ( 7) ク リシュナラ











4。25 支配力の源泉 ポーズ (天来)
4. 25 平等通昭氏近著 「印度文学読本」 (三)
徳永茅生
4. 25 神社界有志の主唱で 満洲鮮人部落に
神社建立 総督府外事課で近く着工
4. 25 満洲居士団 結縁館濯頂う く
4. 25 仏教と満洲 (三) 遼陽城内 念仏堂
藤井晋
4. 27 満洲布教考
4. 27 けふ中日を迎へる 比叡山開創一千百
五十年 記念大法要の盛儀 満洲僧参
拝
4. 27 移民開教使養成機関等 満洲四ケ所に
本部設置 開教監督部が指導統制 大
派満洲開教陣の刷新
4. 27 印度鹿野苑に 中華寺建立
4. 28 平等通昭氏近著 「印度文学読本」 (四)
徳永茅生
4. 28 日支修好使節 中華基教全国 大会へ
出発
4. 28 仏教と満洲 (四) 遼陽城内 念仏堂
藤井晋
4. 28 印度デー
4. 29 梅谷座主から 満洲別院へ 仏具を寄
進
5. 1 王道楽土の礎石に 新京般若寺に寄進
大蔵経 故福田宏一氏の発願
5. 2 俄然、 シ’ヤム国への 誘導論台頭す
好村 ・ハンチ ョ ン両氏の折衝 汎太仏
青次期開催
5. 2 仏教と満洲 (石) 遼陽城内 念仏堂
藤井晋
5. 2 半島同胞教化の 道場と住宅竣工 四
日 “報国邑” 開場式 伏見の仏教報国
会
5. 4 宗教を通 じて一端を知る 蒋介石の社
会政策 中国メ ソ年会で演説
5. 4 縁りの殿堂に 日辺仏教協会誕生 華々
しき発会式
5. 5 新婚の婦人とと もに 満農に身を投ず
堀善尭氏の日満融合運動
5. 5 内鮮協議会や 職員の養成に努む 輔
成会の新事業
5. 5 全国最初の 内鮮協和事業講習 大阪
社事開館で
5. 5 満洲僧一行 本社訪問
5. 6 広東の生地獄 - レプラ患者虐殺事件
につ い て 一 栗山耕三
5. 6 忘れられたる重大問題 鮮 ・台に於る
神社問題
5. 6 日印交換学生ス嬢 きのふ叡山で濯頂
更に台密を研究
5. 6 世界教育会議に 支那側参加
5. 6 曹洞、 満洲布教法 新に制定発布 直
に総監部を新京へ 噂に上る後任総監














4. 22 平等通昭氏近著 「印度文学読本」 (二)
徳永茅生
4. 22 我国最初の 逞日辞典の編纂 活字か
ないので一苦労 近 く語彙の蒐集終る
4. 22 満洲イスラム総会
4. 22 軍属祭官設置問題 満洲神職会では植
田関東軍司令官に建議
近く具体運動に着手
4. 22 仏教と満洲 (二) 遼陽城内 念仏堂
藤井晋
4. 22 満洲王道学の 最高学府設立 鄭前総
理の王道学院 愈五月二日開校式
4. 22 口逞芸術使節 歓迎演奏会
4. 23 海の彼方南洋に 初めて響く鐘の音
午後九時 ・ 島民の祈り 躍進、 浄宗の
南洋開教
4. 23 汎太仏青満洲国開催問題 満洲国仏教
界の 現勢力では開催不能 未だ決定
の通告な し 如光法師、 率直に語る
4. 23 満洲国から 仏教視察 仏青大会出席
4. 23 明年支那杭州で 世界宣教大会開く
基教戦線の拡大強化
4. 23 西田天香氏 南洋へ出発
4. 24 大連明照寺の 本堂竣成近し




4. 24 満洲布教に行く なら 移民の第一線へ
立て 都市集中をやめ、 地方分散へ
上山善治氏視察談
4. 24 飽 く迄汎太仏青満洲 国開催の初志に
邁進
4. 24 明春、 シンガポールで 先史考古学大
会 我国からも初の代表派遣 各国学
者注目の的
4. 24 縁り深き 日逞寺に 五月一日発会式を
挙行 “日逞仏教協会” 結成
4. 24 友邦シャム 日本視察団
4. 24 ハルビン白系露人達 日本仏教徒の承
認求む 更に全日本仏青 連盟大会で
諮る “打倒反宗教運動”
1937. 5. 7 奥満洲の蒙古青年に 西本の学校に人
学
5. 7 支那国民政府外交部が 僧侶の外遊に
制限 “国家の対面汚す者が多い” と
5. 8 “満洲国がまだ支那領” 改訂なしに
七年間 新英和大辞典の失態
5. 8 遼陽県下を一斉巡回 日本仏教宣揚運
動 仏青大会出席の満洲僧等 感激を
胸に昨日帰満
5. 8 台州満鮮視 察団日程
5. 9 華北基教教育 協会視察団 けふ東本
参拝
5. 9 満洲国新学制 改正令を公布 東方道
徳を徳育の基本 日本語 も国語の一種
と して教授
5. 9 満洲王道学院 教授顔触決定
5. 11 銃を笏に代へて 北満の野に奉仕 赤
誠に部隊長等感激 梨樹鎮八幡宮建立
武装神職感激談
5. 11 旧劇を上演し民衆を教化 鉄道は臨時
列車増発 北満極楽寺浴仏会
5. 11 シンガポールの日本娘 ( 1) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 11 日印協会本 年度総会
5. 12 世界人口の趨勢 (上) 印度志士 ボー
ス (天来)
5. 12 血達磨の怪支那人か 大派17島別院に
侵入 放火 ・暴行の不祥事件
5. 12 カナカ族 初の仏教葬 大谷派南洋
開教の収穫
5. 12 日宗伝道株式会社 創立総会開く 取
締役社長は宇都宮氏
5. 12 シンガポールの日本娘 ( 2 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 13 世界人口の趨勢 (下) 印度志士 ポー
ス (天来)
5. 13 シンガポールの日本娘 ( 3 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 13 半島人受刑者 の教海問題 乙亥会協
議会
5. 14 南冥悲史の人 真如法親王 (上) ◇
未刊著作 “日本南海史” 中より◇ 南
条蘆夫
5. 14 上海菩提会か 成道日を四月十五日に
改正 記念節制定を政府に陳情 華北
居士林は反対
5. 14 光照法主の 満洲行き 鹿児島、 大連
の 西別院の法要
5. 14 印度音楽の 研究披露 仏音協会が
5. 14 シンガポールの日本娘 ( 4 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 15 シンガポールの日本娘 ( 5 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 15 南冥悲史の人 真如法親王 ( 中) ◇
未刊著作 “日本南海史” 中より◇ 南
条蘆夫
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5。15 満洲大同仏 教会を語る 入野契則氏
5. 15 今秋満洲へ 慰霊使派遣 名古屋市仏
教会
゛
5. 16 南冥悲史の人 真如法親王 (下) ◇
未刊著作 “日本南海史” 中より◇ 南
条蘆夫
5. 16 大派朝鮮開教団総会 先づ朝鮮神宮に
参拝 開教振作に関し討議
5. 16 前二回の実績に鑑み 第三回訪華団を
組織 秋に大西、 神林二氏を派遣 日
華仏教研究会
5. 16 シンガポールの日本娘 ( 6 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 18 蒋介石氏、 その 信仰を語る (上)
在洛 ウイ ンパ ン ・ トマ ス
5. 18 印度志士ポーズ氏の 青年亜細亜の勝
利 服部如実
5. 18 大邱 ・平壌両神 社国幣小社に
5. 18 京城、 興正寺本山 出張所の落慶人仏
式 招魂堂建設も計画
5. 18 ジナラ ジヤダサ氏が けふ谷大で特別
講演 “仏陀時代よ り現代 に至る仏
教” を説く
5. 18 支那は何を考へ 何を行ふ ? 世界平
和のキー中華
5. 18 半島人を首班とする 国人教区の出現
画期的なカソ リックの伝道
5. 18 シンガポールの日本娘 ( 7 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 19 蒋介石氏、 その 信仰を語る (下)
在洛 ウイ ンパ ン ・ トマ ス
5. 19 浄宗満洲開教区に 堂々・異彩を放つ
大述明照寺近く完成
5. 19 シンガポールの日本娘 ( 8 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 20 満蒙派遣皇軍の 武運長久祈祷
5. 20 各宗協賛の形で 日華親善に尽す 青
島 “東亜禅林” 開く
5. 20 シンガポールの日本娘 ( 9 ) 古川利
隆作 富士川洋画
5. 20 山東省風井学校へ 曹洞宗務の助成
山下氏、 涙の奮闘
5. 20 本派朝鮮協会 千住支部結成
5. 21 大派満洲開教人事刷新 古豪藤永氏も
勇退 後任は本明龍貫氏
5. 21 古義布教部長 を満洲へ派遣 廿六日
神戸出帆
5. 21 仏教文化による 日印の提携を強調
来朝中の印度突業家と 我が仏教徒の
交歓
5. 23 華道教授を一助に 独力十七年の結実
台宗京城布教所仮堂 来月六日、 人
仏供養会










1937. 5. 23 満支図書館行脚 図書館の指導員に
大学教授級を置け 渡辺幸三氏帰来談
5. 25 北平訪書偶感 (上) 主と して仏典に
就いて 渡辺幸三
5. 25 大西良慶氏 の朝鮮巡錫
5. 25 瓢 乎々と して 満洲から帰る 森本瑞
明翁
5. 26 サ ンス ク リ ッ ト 研究と其恩沢 (上)
印度志士 ホース (天来)
5. 26 北平訪書偶感 (中) 主と して仏典に
就いて 渡辺幸三
5. 26 印度教徒と仏教徒の 精神的結合を訴
ふ コ ック同伴の大名旅行で ダ ンダ
ニヤ氏一行本社を訪ふ
5. 26 支那仏教徒の英皇帝慶祝会
5. 26 支那仏教史学会 初の発表講演 廿九
日、 龍大図書館で
5. 26 露満を繋ぐ羅津に 大谷派の基礎成る
元町通の中心街に
5. 26 日本仏教徒に告ぐ ロ ク ナ ツ ダ ンダ
ニ ヤ
5. 27 サ ンス ク リ ッ ト 研究と其恩沢 (下)
印度志士 ホース (天来)
5. 27 北平訪書偶感 (下) 主と して仏典に
就いて 渡辺幸三
5. 27 日本仏教徒に告ぐ (承前) ロクナツ
ダンダニヤ
5. 28 日本仏教徒に告ぐ (承前) ロクナツ
ダンダニヤ





5. 28 満洲国婦人界に 革新を暗示 西本留
学生を入れ 家庭工芸伝習所
5. 28 真摯な托鉢姿に 内外人、 脆いて感激
“東洋の聖者来る” と反響甚大 南
洋巡回中の天香さん一行
5. 28 大谷派満洲 別院建立 年末迄に竣工
5. 28 旅順に関東州 総鎮守の神社
5. 28 天台臨宗けふ開会 別院落慶で満 洲
開教局にも
5. 29 日本仏教徒に告 ぐ (承前) ロクナツ
ダンダニヤ
5. 29 南船北馬の光暢法主 あす四国巡化へ
六月の宗議会を終へ 北海 ・樺太地
方へ長駆
5. 29 海外神社には 大国魂神を合祀 土着
民を も信仰せしめよ 神社人の意見略々
一致
5. 30 満洲国学生 見学団結成
5. 30 大泊西別院 の降誕会
6. 1 大谷光照伯も列席 大いに気を吐く
支那仏教史研究会















6。 3　 満洲開教Jlt　 年の藤永氏 天満別院輪
番へ
6. 3　 藤井草宣氏　 近く波支
6. 4　 南洋よ何処へ行 く (上) 在サイパン
島　 日野律
6. 4　 仏陀伽耶の聖域　 仏教徒の管理を離る
憤激のビルマ仏教徒　 印度政府に抗
議
6. 4　 若き血による理解　 今夏マニラで開く
汎太国際青年会議
6. 4　 印度交友会
6. 5　 ビルマ仏教風景　 南条蘆夫 国亡びて
金塔燦たり
6. 5　 南洋よ何処へ行 く (下) 在サイパン
島　 日野律
6. 5　 民族解放を自党し　 回教国相互間に同
盟締結　 今年のメ ッカ大祭賑ふ
6. 6　 ビルマ仏教風景　 南条蘆夫 仏教の渡
来
6. 6　 クシナガラの聖土 (上) = フエ ドル
チアツク氏の音信=　 柴山慶
6. 6　 満洲四ケ所に　 基教日校部会新設 三
年後には地方大会
6. 8　 南条蘆夫氏の 「南冥悲史の人　 真如法
親王」 を読む (一) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
6. 8　 西本海外研　 究貝決る 月輪、 鷲山両
氏
6. 8　 ラーフラ荻原両氏のコ ンビで　 世界的
梵本の公刊　 今月中に着手の予定
6. 8　 三十余年かかって　 漸く軌道に乗る
“支那仏家人命辞典” 刊行　 高楠博士
の苦心
6. 8　 海外雄飛の　 日本青年僧 五名を募集
6. 8　 ビルマ仏教風景　 南条蘆夫 沙弥の式
6. 8　 クシナガラの聖上 (中) = フエ ドル
チアツク氏の音信=　 柴山慶
6. 8　 海外雄飛の　 日本青年僧 五名を募集
6. 9　 南条蘆夫氏の 「南冥悲史の人　 真如法
親王」 を読む (二) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
6. 9　 軍艦 “知床” で　 学徒 ・南洋視察へ
大量二百名を送る
6. 9　 中国青年僧二　 人日本へ留学
6. 10　 クシナガラの聖土 (下) = フエ ドル
チアツク氏の音信=　 柴山慶





親王」 を読む (三) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
1937. 6. 10　 満鮮開教三十年　 奉天の草分時代を
語る藤永彰隆氏
6. 10　 不可抗力の日支親善　 根本的障害は?
胡適氏の見た排日問題
6. 11　 南条蘆夫氏の 「南冥悲史の人　 真如法
親王」 を読む (四) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
6. 11　 満洲天理村　 軽便鉄道 廿日頃完成
6. 11　 労訓出の満洲移民は　 農村出と折合ぬ
大阪基青小倉氏視察談
6. 11　 満蒙開拓訓練所に　 大派、 留学生派遣
将来移民指導に当らす
6. 11　 北支 ・ 満洲へ　 開教使増貝
6. 11　 今秋の仏教大会　 朝鮮、 別府か有力
仏連の常務幹事会
6. 11　 飛躍の光明会　 満洲に光明村建設
6. 11　 クシナガラの聖土 (承前) = フエ ド
ルチアツク氏の音信=　 柴山慶
6. 12　 南条蘆夫氏の 「南冥悲史の人　 真如法
親王」 を読む (五) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
6. 12 考古学会総動貝で 東亜民族発祥 ○ ・・
の地を探りに満洲奥地へ
6. 12　 訪満天台参　 観団から (一)
6. 12　 “大いにやりたい”　 汎太仏青満洲開
催に自信　 ハリキル大谷理事長
6. 12　 世界教育会議　 比島不参加
6. 13　 南条蘆夫氏の 「南冥悲史の人　 真如法
親王」 を読む (六) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
6. 13　 回教民族から先輩と仰がれる　 日本は
もっと彼等を研究せよ　 日本回教徒の
内部軋傑は残念だ
6. 14　 南条蘆夫氏の 「南冥悲史の人　 真如法
親王」 を読む (七) 広島文理科大学
助教授杉本直治郎
6. 15　 旅順に百万円を投じ　 関東州立神社の
創設　 神社局角南技師帰京
6. 15　 訪満天台参　 観団から (二)
6. 15　 満蒙人に贈る　 新大乗仏教の紹介 満
蒙対訳の “釈尊一代記”　 愈脱稿 ・ 印
刷に着手
6. 16　 訪満天台参　 観団から (三)
6. 16　 これは珍しい　 平和愛好民族 西比利
亜ブリアッ ト族
6. 16　 曹洞樺太の　 天岡氏辞任
6. 17　 訪満天台参　 観団から (四)
6. 17　 釜山ひとのみち教会所　 曹洞宗で引受
ける　 修養道場と して更生　 公共的方
面に開放
6. 17　 全鮮に特別の　 仏教講演を 西本の試
み




6. 18　 訪満天台参　 観団から (五)
6. 19 訪満天台参 観団から (六)
6. 20　 訪満天台参　 観団から (七)
6. 20 除夜の鈍か聴けると 上海居留民の喜
び　 東本願寺別院に 民会の総意で梵
鐘寄進 日本寺院唯一の鐘
6. 20　 海外開教戦士や　 尼僧に新登竜門 教
会所主任も腕次第　 古義の教師検定法
改正
6. 20 樺太の旅 (上) 筧潮風
6. 22　 訪満天台参　 観団から (八)
6. 22 治外法権撤廃後の 満洲国の神社問題
満洲神職会で対策審議　 当局の態度
注目さ る
6. 22 樺太の旅 (中) 筧潮風
6. 23　 北米 ・支那に於る基督教　 股村伝道lf
業 (上) ウイ ンバン ・ トマス
6. 23 樺太の旅 (下) 筧潮風
6. 23　 訪満天台参 観団から (九)
6. 24 北米 ・支那に於る基督教 農村伝逆事
業 (下) ウインバン ・ トマス
6. 24　 一日満天台の提携強化　 居士の進歩に驚
く　 台宗満鮮視察団還る
6. 24　 訪満天台参　 観団から (十)
6. 24 印度学研究会
6. 24 日満文教協 会組織さる
6. 25　 女教貝迎合会 支那旅行団 今夏休暇
を利川し
6. 25 訪満天台参 観団から (十一)
6. 26　 樺太の一　 難易二道 筧潮風
6. 26　 訪満天台参　 観団から (十二)
6. 26 台中州東勢 神社創立
6. 26　 中国を睨む者 竹隣
6. 26　 新日本主義基教を叫び　 朝鮮に無教派
運動起る 内地に与へる彫響多大 ?
6. 27　 訪満天台参　 観団から (十三)
6. 27　 さなから口本喇喊 !　 蒙古を牛車で独
歩 医療施薬の青年僧 葛根廟に永住
の決意
6. 27 仏教研究の外人に “解脱” の要諦剛
明 カルカ ッタ大学より 解脱道論の
英訳刊行 新進仏教学徒 感激の精進
6. 29　 訪満天台参　 観団から (十四)
6. 29 静岡日華親善殿の夕
6. 30 訪満天台参 観団から (十五)
6. 30　 印度の花祭に参加して (上) 在ボン
ベ イ 余川義雄
6. 30 タゴール大学 中国図書館成る 往時
の精神文化交通の 殷盛を両国間に再
現 支那卯
6. 30　 陸軍省から表彰　 満洲事変従軍 大派
開教使















7. 16 五教派神道連合会 緊急幹部会を開催
北支事変の対策協議 北支事変で
西本の訓示
























7. 1 仏陀伽耶の聖域問題 錫蘭で も仏教徒
大会 議会の問題にも発展
7. 4 宗教的に純真な 半島人同胞の求霊
転居したら先づ教会を捜す





7. 4 印度の花祭に参加 して (下) 在ボン
ベイ 余田義雄
7. 4 訪満天台参 観団から (十六)
7. 4 光暢法主更に遠く 北海道樺太に長駆
廟塔に開拓の偉業を偲ぶ 巡化愈終
りに近づく
7. 6 南洋を見直せ 西田天香氏 ら帰洛 托
鉢16000キロ
■ ’i ガンジー翁に 弥栄の本義教ふ 日本
来朝工作進めらる




7. 8 蕃人教化に 新方策を 西本小笠原
新総長巡視
7. 9 満洲神宮御創建地は 旅順に決定す
近く建設に着手
7. 10 神社参拝問題から 半島教育事業全廃
朝鮮 ミッショ ン会の企て
7. 10 人格ゆかし 満洲行の薄田 秋吉両氏
絶賛
7. 11 更に蔵経二部を 中国寺院に贈る 福
田氏の遺業、 実を結ぷ 日華仏研訪華
団か持参
7. 11 どうや らハケロ整ふ 満洲国に活躍の
青年 西本の満語学院生
7. 13 朝鮮ミ ッショ ンの決意
7. 13 朝鮮仏教協会設立 内鮮教徒の握手
会長に有賀殖銀頭取
7. 13 中国仏教会 新生活運動 実施に協力














7。17 南洋土人の 宗教教化は難事 だが興
味は多い パラオの高島芳信氏談














7. 17 三名の特使 皇軍慰問 神習教の対策
7. 17 神道家の態 度を協議 けふ神職有志
7. 17 下鴨神社の国威 宣揚祈願祭 けふ執
行
7. 18 、文明とは何ぞや ( 2) 印度ぶ士 ボー
ス (天来)
7. 18 北支事変
7. 18 宗教家の “銃後の守り” は
北支事変語













文明とは何ぞや ( 1) 印度志士　 ホー
ス (天来)
満洲赤化戦術の点描　 経谷孝道
7. 27　 悲壮 ! 殉教の決意固く　 従軍嘆願の鮮
血文字　 “骨を砕きて も” の恩徳賛 !
大派満支開教使続々蹴起
7. 28　 比類のす く ない　 印度の憲法 (下)
印度志士　 ホース (天来)
7. 28　 満洲国に於ける共産運動 ( 2 ) 特に
満洲赤化戦術の点描　 経谷孝道
7. 28　 中国仏教徒の　 反省促す声明近く発表
明和会本部の時局対策
7. 29　 基教青年会同盟か　 時局に対し決議
軍隊慰問、 委員会一人
7. 29　 朝鮮教会　 半島同胞の献金
7. 29　 石井大佐に北　 支状況を聴く 仏連出
張所




7. 29　 中村前教学部長を　 管長代理で特派
浄土宗の慰問使派遣
妙心の活躍
7. 29　 従軍布教使　 と して出発 藤井留学生
7. 29　 豊台の第一線を突破して　 禍乱の北平
一番乗り記 (A) 藤井草宣
7. 29　 仏陀伽耶の聖地を　 仏教徒の管理ヘ
ガンジー翁の獅子吼
7. 29　 満洲図椚の　 西本活動
7. 29　 ミ ッ ショ ン廃棄の　 朝鮮三校を引継か
七十万円で特志者か










7. 30　 豊台の第一線を突破して　 禍乱の北平
一番乗り記 ( B) 藤井草宣
7. 30　 シナの兵隊さん　 “丘八爺” を談る
都甲文雄氏の漫談
7. 30　 笛吹けど踊 らず ?　 汎太仏青の満洲国
開催　 悲観説濃厚となる
7. 30　 中国仏教徒に反省促す　 皇国日本の真
意を徹見　 全支仏徒の菩薩行を念願
“明和会” から勧告文を伝達
7. 30　 日本全仏教徒並に　 軍民の公鑑を請ふ
仏迎宛の太虚法師の全文
7. 30　 仏連本部の　 回答全文





日華仏教の使命は あ く まで も教育
事業





7. 18 事変現地から 報国第一報来る 浄土
宗の今村特使活躍　 宗務所更に対策協
議
7. 18　 樺太とよはら　 筧潮風
7. 20 文明とは何ぞや ( 3) 印度志士 ボー
ス (天来)
7. 20　 本願寺網の　 組織化なる 満洲と北支
第二次布教 使集結す
各教区の活躍　 満洲、 福岡、 福井等
7. 21　 文明とは何ぞや ( 4 ) 印度志士 ボー
ス (天来)
7. 21 一日一人 満洲で共産党 退治をやる
よ　 秋吉成郎氏
7. 21　 表面、 平等互恵を装ひ　 裏面に深刻な
抗日 十九日、 陸軍省発表 北支事変
資料





7. 22　 南洋開教に　 新方策 西本願寺先づ
南洋庁に交渉





7. 23　 慰問の ト ップを切り　 最前線で活躍
大派、 天津の首藤氏ら 婦法会貝は憚
を贈る
7. 23 谷大の北支　 時局講演会
7. 23 朝鮮に満洲に 報国運動愈よ目覚 し
西本願寺教団
新卒業生は 全部渡満 満洲語学院
7. 24　 天津へ入る (上) 関東軍嘱託 (於天
津) 光岡慈昭
7. 24　 泉氏苦心の 迢日辞典近 く完成 八月
中で整理完了
7. 24　 奉天婦人会 献金運動
7. 25　 天津へ入る (下) 関束軍嘱託 (於天
津) 光岡慈昭
7. 25　 我が明和会の活動に　 中国仏教界の衝
動 日本同様全国仏教徒を集め 対日
仏教護国団結成
7. 27　 比類のす く ない 印度の憲法 (上)
印度志士 ホース (天来)






























8. 8　 新戦場の月かげに 勇士の霊を弔ふ
従軍僧 石黒英俊 (手記) = 大谷派
天津別院在勤=
8. 8　 世界教育代表に強き反響　 事変を僥る
正義日本の 立場を堂々と論証 ハ ー
マン ・ ジョルダン委員会で　 藤沢親雄
氏の熱弁
8. 8　 自ら銃を執り 天津市街戦に参加 二
十九日夜から朝まで 西本四布教使の
活躍
8. 8　 更に従軍僧七名を 大派、 前線に急派
布教使二十三名に上る
8. 8　 ダバオ邦人教育の苦心 女子教育機関
をと念願
8. 8　 支那居士仏教の　 正しい認識深める
東京府仏青連盟が　 近く講習会開く
8. 10　 蒋介石と日本基督者　 一抗日の非韓国
の問題一　 三浦参玄洞
8. 10　 日支両国代表の交歓　 オ ッ ク ス フ ォ ー
ド、 グループ　 運動極東指導者会で
動乱の北支に　 美はしい集ひ
8. 10　 大派の二青年留学生　 南苑の激戦に参
加　 絵像を胸に月輪氏ら出発 従軍僧
の決死行
8. 10　 大谷特派連枝無事　 北平よ り天津に入
る　 西本願寺の活動
漢口の白石氏　 消息をたつ
8. 10　 西本台湾本島人の　 目覚しい皇軍慰問
8. 10　 金光教臨時　 議会招集 事変に対処
通州で犠牲者　 慰霊祭執行





8. 11　 支那民族の特異性 ( 1) 一北支事変
を顧みて一　 於新京 光岡慈照
8. 11　 仏教による日支　 民族の提携誓ふ 南
支の老女学校長





8. 11　 これぞ精神報国　 本島人教化事業に
台湾臨済宗の活躍
8. 12　 支那民族の特異性 ( 2 ) 一北支事変
を顧みて一　 於新京 光岡慈照
8. 12　 更に南、 中支へ　 対策を練る 西本願
寺の情報
落知済南主任　 青島に避難
8. 12　 宗教団体に率先　 上海特派慰問使急派
大派の迅速な慰問運動
8. 12　 日本美術に魅了　 フイ リ ッピン大学に
従軍僧任命 首藤輪番
7。31 愈よ満洲へ 西本満語学院 卒業式挙
行
8. 1 北支の旅の土産話を聞く 日本人と話
をすると 袋叩きにされる 山辺習学
氏談




8. 3 満洲国に於ける共産運動 ( 3 ) 特に
満洲赤化戦術の点描 経谷孝逆
8. 3 殉国将士の 現地慰霊 青年神職を
派遣に決す
8. 3 皇軍将兵の 慰問を通牒
8. 3 志村牧師 北支慰問
8. 3 消息を絶つ ? 北平入りの大谷氏 西
本願寺の事変彙報
8. 3 魂と魂の結合による 仏教外交の確立
が急務 明和会の対支仏徒声明不評
仏教者の時局方策批判座談会
8. 4 満洲国に於ける共産運動 ( 4 ) 特に
満洲赤化戦術の点描 経谷孝道
8. 4 青海暗西巴地方で 転世達頼発見か
なほ慎重に協議
8. 4 日支同慶昇平に 普陀山で祈祷 上海
世界和平会仏教組
8. 5 満洲国に於ける共産運動 ( 5 ) 特に
満洲赤化戦術の点描 経谷孝道
8. 5 一時危険に瀕 した 大派天津別院無事
四名従軍、 二名死守
8. 6 満洲国に於ける共産運動 ( 6 ) 特に
満洲赤化戦術の点描 経谷孝道
8. 6 蒋介石に対して 抗日の非を勧告せよ
基督者に課せられた使命
8. 6 満洲語学院生 満洲に出発
8. 7 死の街を訪ひ 大谷連枝感激を受く
西本願寺各地の運動
8. 7 宗教と教育で 華々しい論戦 漸く峠









1937. 8. 13　 新国際主義の開眼へ　 日本文化中央連
盟の結成に因む (上) 三浦参玄洞
8. 13　 支那民族の特異性 ( 3 ) 一北支事変
を顧みて一　 於新京 光岡慈照
8. 13　 通州事件の犠牲者　 両将校の合同葬
東本天津別院で執行
大山大尉ら　 の合同葬 上海別院で
8. 13　 半島同胞の仏教報国会　 皇軍慰問に蹴
起　 汗と膏の赤誠献金
8. 14　 新国際主義の開眼へ　 日本文化中央連
盟の結成に囚む (下) 三浦参玄洞
8. 14　 支那民族の特異性 ( 4 ) 於新京　 光
岡慈照
8. 14　 内地仏教か口だけの　 鮮人教化に献身
興正派京城布教所　 寺号公称決定す
8. 14　 上海の日本仏教団は　 宿舎給養部を分
担　 最悪に備へてハ リキル
済南、 細川両　 布教所在勤 最後迄
頑張る
8. 14　 邦人避難者を抱へ　 不安状態に対処
大派青島別院の活動
8. 14　 大谷照乗連枝　 更に山海関を訪ふ 天
津で大慰霊祭　 西本願寺の迎動
8. 15　 武装移民地を中心に　 北満心田開発に
着手　 大派、 根本方針を確立 岩見氏
各移民地を馳駆
8. 15　 支那民族の特異性 ( 5 ) 於新京　 光
岡慈照
8. 15　 大谷照乗法主自ら　 戦場に皇軍を稿ふ
西本願寺の赤誠愈よ熾烈　 教団未曾
有の壮挙
法主の戦地楠軍は　 全 く レコー ド
流石は軍人法主
西本各地の稿軍迅動
8. 15　 北平両大学　 南遷存続説
8. 15　 上海の世界仏教居士林　 第六回林貝大
会　 理監事の改選行はる
8. 17　 南支情勢の悪化で　 避難者収容に待機
大派台湾開教監督部




8. 17　 北平庇城より　 天津入りまで 西本願
寺特派慰問使　 大谷照乗氏の活躍
8. 17　 東洋諸民族に開放の　 建国大学申込み
殺到　 その将来に幾多の期待
8. 18　 大派 “前線従軍部隊”　 悉 く 従軍僧に
任命さる　 首藤氏は指令部付となる
総勢二十四名に上らん
8. 18　 北平の藤井氏　 重要任筋に活躍
8. 18　 浄宗名越氏　 従軍許可 現地に派遣





8. 18 友邦皇軍の神聖 威力を信頼せよ 満
洲イスラム協会か諭告
8. 19 “我等の本尊様” と　 離れるのは嫌だ
泣口よ り二千の避難民と婦る 西本
願か 白石顕照氏 死の旅を談る
8. 19　 少年三万人　 愈よ満洲へ移民 今秋期
して火施
8. 19 門木を代衣し 皇軍にお礼の旅 けふ
の出発を前に 光照法主のステー トメ
ン ト
8. 19　 “中国民衆に告ぐ”　 懸賞論文を募る
満洲国弘報協会か
8. 19　 憤起の妙心寺　 第一線に決死隊を派遣
天岫総長悲憤の談
8. 19　 邦人二百人を 収容する 肖島妙心寺
別院
8. 20　 大谷光照法主 歴史的鹿鳥立ち 駅頭
はまさに感激の渦 きのふ、 北支第一
線へ
8. 20 更に北南支へ 従軍布教使陣
8. 20　 戦雲渦巻 く上海　 避難民収容に活躍
大派上海別院第一線
8. 20　 半鳥に於る “土幕民” の 集団的移住
整理を終る 私立学校令の大谷学校を
建設 大派朝鮮開教の画期的事業
8. 20　 0 0 路の峻険越え　 皇軍慰問に長駆
大派従軍布教別動隊
8. 21　 芝緊束本願寺　 大連に引揚げ
8. 21 大派朝鮮開教 監督部の活躍
8. 21　 敵機に襲撃された 上海西本願寺別院
弾丸雨飛中の活躍
8. 21　 白石顕照氏 再び上海へ
8. 21　 中千救世軍　 本営の活動
8. 22　 壮烈 ! 慰問陣の花と散った　 故伊東正
伺氏の事ども 盟友立花大亀氏に尋く
8. 22 誦川東本願 寺も引揚げ
8. 22　 大谷派青島 別院の動き
8. 22 敵機の空襲 爆弾に見舞はる 上海の
各宗派別院
8. 22 日宗慰問使の 動静判明す
従軍僧十名
8. 22　 上海方面の稿軍 慰問に連枝特派 西
本願寺の対策
8. 22 弾丸雨飛の 中に活躍 大派両留学僧
8. 24　 事変後の平和工作を 口標の現代支那
研究 支那語の作及が急務だ 同志社、
森川政雄氏談
8. 24 稿軍行を迎へ 大迎市の感激 ! 初の
玄海も平安 大谷光照法主
8. 24　 中国仏学会　 太虚氏飛檄
8. 24 本天市にも 隣保委員会 我国方面委
員 制度に則り













8. 27 戦雲渦巻 く現地へ ここにも管代派遣
曹洞宗皇軍を稿ふ
8. 27 人の嫌ふ汚物の処理 邦人から感謝の
的 戦乱の上海に光る 天理教ひのき
しん
8. 28 新興イラ ンの 建設者リザ ・ シア ( 2)
印度志士 ホース (天来)
8. 28 仏都長野に 日逞親善の歓び 駐日逞
羅公使ラ クサ氏 善光寺に仏像寄進
8. 28 戦乱の上海に 健気、 尼僧頑張る 稿
軍に懸命な努力
8. 28 対岸各地引揚民を 別院本堂に収容
荷物運搬等にも奉仕 台北束本願寺の
活躍
8. 28 厦門の神田氏 遂に引揚げ
8. 28 大谷光照法主 香月司令官を慰問 天
津に於ける動静
8. 29 新興イラ ンの 建設者リザ ・ シア ( 3)
印度志士 ホース (天来)
8. 29 日清役を想ひ出して (上) 上原芳太
郎
8. 29 大派従軍記 (一) 長城を越えて
8. 29 木下輪番ら 北平慰問
8. 29 ニヨー夫妻 歓迎茶話会
8. 29 我が教育者の拠金で “訪日宣統記念
塔” 新京に建国精神強調
8. 29 秘仏本尊を胸に懸け 戦火の上海へ決
死の稿軍行 国民外交の決意も固し
大派管長代理、 昨夜出発
8. 29 大谷光照法主 昨日北平へ
8. 29 上海の第一 線を稿ふ
8. 31 支那民間思想の瞥見 (何故に支那人は
惨忍性なるか) 光岡慈昭 (一)
8. 31 満洲国に慶 祝の瑞気 国都建設 記
念式典
8. 31 戦火の上海へ ! 大派法主代理稿軍行
左藤義詮氏 (第一信)





上海稿軍行の メ ッ セ ー ジ
8. 31 北平大使館に入る 大追弔会や慰問
北支で本格的な 稿軍の光照法主
北平大使館で 大追弔法要
特派連枝よ り 随行か先へ 上海に
特使
トラ ッ クを上 海西別院に
9. 1 支那民間思想の瞥見 (何故に支那人
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1937. 8. 24 駐屯諸外国軍も慰悶 我が正義認識に
努む 束本願寺戦時体制成り 上海に
宣暢院連枝特派?
決死奉公の 党悟で行 く 宣暢院迎
枝談
深奥特派慰問 使各方面慰問
8. 24 妙心寺派が北支戦線へ 従軍慰問使
8. 24 布教使の お掃除 西本福沢氏 北平
日記
8. 24 西本各地の 赤誠運動
8. 24 各宗派に率先 軍事救護義金 大派平
壌布教所
8. 24 内地慰問部と連絡保ち 台湾教会の活
動 全台湾基教奉仕会結成
8. 25 北支従軍布教使便り ( 1) 某部隊副
官部 藤井晋
8. 25 半島に愛国運動高揚 全鮮の学童を動
員 来る六日愛国日執行
8. 25 池川を脱出 本山に現地報告 大派加
藤豊生氏
8. 25 青島別院 死守の決意 西田輪番が
8. 25 引揚邦人に 宿舎開放 慰問に活躍
8. 25 ビルマ仏青会長 ニ ョ ウ氏夫妻 再度
来朝
8. 25 ガンジー翁の 愛弟子 卜氏 一灯園見
学











8. 26 北支従軍布教使便り ( 2 ) 某部隊副
官部 藤井晋
8. 26 血の汚れもそのまま 負傷兵の着替へ
不足 戦乱の上海○○病院に奉仕 西
川鈴子さんの実見談
8. 26 上海各宗の被害 一戦火の巷に活躍一
束本願寺別院の情報
8. 26 支那留学生の 処置に感謝 我が文部
省へ
8. 26 全支に活躍 西本願寺の情報
敵弾の被害 上海 青島に頑張る
済南 泰然自若 ! 青島
8. 26 事変拡大に伴ひ 諸種の対策樹立 日
宗院議で協議 第一線稿軍使に 管代
派遣
8. 27 新興イラ ンの 建設者リザ ・シア ( 1)
印度志士 ホース (天来)








9. 4　 東北満洲を巡る　 第一信 一武装移民
地を中心に一　 岩見護
9. 4　 上海へ天理教　 本部慰問使 けふ出発
9. 4　 従軍俑三名　 許可さる
9. 4　 光照法主は　 まだ北平に 予定狂ひか
ち
9. 5　 抗日戦線に躍る　 支那要人の戸籍調べ
9. 5　 陸海軍傷病兵　 慰問の旅に出づ 手製
の細帯 ・
9. 5　 駐支英大使負傷事件で　 ト ップ切る民
問外交　 英国民の公正な与論を喚起
対支国際動向研究会起つ
9. 5　 漸く活動　 状況判明 日宗従軍僧
9. 5　 砲弾下に活動の　 上海東本願寺別院日
誌　 敵正規兵の墓も弔ふ
9. 5　 日清戦役を想ひ出して ( 中) 上原芳
太郎
9. 5　 支那事変　 大野玄泰
9. 5　 蒙古喇婉法会と　 怪奇跳舞の物語 外
蒙赤峰寺にて　 生駒雄堂
9. 5　 謎の国 ・支　 那の全貌 室伏高信著
9. 5　 杉本哲郎画伯　 渡印送別会賑ふ 僧堂
生活の画憎が随行
9. 5　 光照法主　 愈よ満洲へ
9. ゛5　 最後迄頑張る　 香港の西本願寺
9. 7　 死線突破の稿軍行談　 恩讐の彼方、 大
乗一味の世界　 大谷迎枝四十余日目に
帰る
9. 7　 日出高女の　 現地稿軍行 計画進む
9. 7　 蒙古方面唯一の従軍僧　 大派滋野氏戦
線へ　 事変終息後も在蒙し 蒙古民族
の福祉に捨身
9. 7　 徹底的宗教統制へ　 “宗教研究会” 結
成　 文教部の宗教政策
9. 7　 満洲国開催は　 既定方針で進む 時局
対策委員会設置　 全連全国常務理事会
汎太仏青
9. 7　 北満各地へ　 慰問行開始 光照法主
9. 7　 大派天津別院　 現地の活動
9. 8　 東北満洲を巡る　 一武装移民地を中心
に 一　 岩見護 第二信 第三信





9. 8　 最悪の場合は　 慰問品を海中へ 無事
搬入のうれしさ !　 大派法主代理上海
稿軍行




9. 8　 北支現地に入る　 大谷光照法主の ー
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
は惨忍性なるか) 光岡慈昭 (二)
1937. 9. 1　 涙 ぐま し、 半島婦人の　 “金かんざじ
献納運動 各宗の英霊弔慰 京城通信





9. 1 台湾全島に 特命布教 浄宗台北別院




9. 1　 妙心慰問使　 今日出発
9. 2 陣中日記より (一) 「日の丸」 の光
栄 ○○部隊 岩倉彰宣
9. 2　 支那民問思想の瞥見 (何故に支那人
は惨忍性なるか) 光岡慈昭 (三)
9. 2　 戦火の上海語る　 激戦の最高潮に上陸
砲弾下に活躍した 大派深奥慰問使
報告談
9. 2　 台宗、 都築慰問使ら 愈よ国境長城線
へ　 薬品を携行して出発
9. 2 杉本哲郎画伯 渡印送別会
9. 2　 布教網確立に　 更に多量の従軍僧 西
本願寺の対陣策
9. 2 大派法主代理一行 無事上海に上陸
現地各方面歓呼裡に 直に慰問活動開
始
9. 3　 陣中日記より (二) 再び満洲に来て
○○部隊 岩倉彰宣
9. 3 支那民間思想の瞥見 (何故に支那人
は惨忍性なるか) 光岡慈昭 (四)
9. 3　 銃砲声を聞く よ りも　 胸に応へる悲壮





9. 3 上海領事館に 大日章旗贈る
9. 3 戦線地区に 従軍布教使を訪ふ 大学
教授達事変調査委員会 小松日大教授
ら帰る
9. 3 奉天宗教団体 連合時局大会
9. 3　 満洲喇婉教寺 院も皇軍慰問 義金募
集
9. 3　 全神の慰問使 派遣等見合せ
9. 3　 日華仏教研　 究会の見舞 在支仏教団
体に
9. 3　 駐支英大使の 負傷に見舞 日本基教
連盟
9. 3 本島人に国語 講習会開設 台北浄宗
別院　 内台融和の模
9. 3　 北支の稿軍を終へ 昨日満洲に出発
西本願寺光照法主


















9. 12 執拗な抗日教育 足利浄円氏談
9. 12 オマール雑録 (一) 浦亭生
9. 12 日清役を想ひ出して (下) 上原芳太
郎
9. 12 黄浦江に流れる 無数の支那兵 土左
衛門 支那街は諸所に火災 一上海便
りの一節-
9. 12 飛行機で慰問行 北満で活動の 大谷
光照法主





1937. 9. 9　 東北満洲を巡る　 一武装移民地を中心
に 一　 岩見護 第四信 第五信
9. 9　 戦火の上海より　 一在泥各宗の活躍一
東本願寺慰問使　 左藤義詮
9. 9　 支那兵三百余の　 屍体に読経回向 行
方不明を伝へられた　 上海の西本願寺
脇坂氏
9. 9　 法衣に銃を執り　 敵を斬りまく る 遺
棄死体に合掌回向　 豪僧灘上氏の武勇
伝
9. 9　 印度仏跡巡拝　 遂に延期さ る
9. 9　 “秋風や卒塔婆も　 血の香新ら しぎ
一岡部宗城氏の通信一
9. 9　 大谷光照法主 ハルビン安着
9. 9　 皇軍の武運　 長久祈願 日満蒙の宗教
家　 時局大会挙行
9. 9　 駐支英大使　 負傷を見舞ふ 国際仏教
協会
9. 10　 東北満洲を巡る　 一武装移民地を中心
に 一　 岩見護 第六信 第七信 第八
信
9. 10　 在満回教徒　 皇軍に感謝
9. 10　 半島に初めて　 曹洞の専門僧堂 釜山、
総泉寺に開く
9. 10　 赤心こめて　 傷病兵の看護に ひのき
しん報国団　 甲斐々々し く北支へ
9. 10　 支那留学生全滅で　 悲鳴あげる各大学
開校不能もある
9. 10　 智子裏方も随行　 白衣の勇士も涙 !
感激に終始した慰問行　 古賀随行長の
感激談
9. 11　 戦火の巷から　 上海に使 して 末広愛
邦　 第一信
9. 11　 東北満洲を巡る　 一武装移民地を中心
に 一　 岩見護 第九信 第十信
9. 11　 北支の西部戦線に　 法主と戦争問答
北平行国際列車中に稿軍行の　 大谷光
照氏を訪ふ
9. 11　 老躯に鞭打ち前線へ　 皇軍将士感謝の
旅　 黄璧、 関管長稿軍行
9. 11　 朝鮮教会常　 務委貝会
9. 11　 西本北平にも　 橋軍本部増設







9. 12　 戦火の巷から　 上海に使 して 末広愛
邦　 第二信




9. 14 大義を明鑑せよ ( 2) 勅語を拝 し民
国に寄せて 東福義雄
9. 14 戦線から 佐々木義人




9. 14 緊張せる香港 戦時と台風と避難 西
本願寺の活動
9. 14 秋風を衝き 奉天から飛行機で帰る
稿軍行の全プ ロを終り 光照法主十六
日大阪着
9. 14 日本人の犠牲的桁神は 実に大乗仏教
の影響だ 支那の坊さん口惜しげに通
論
9. 14 大派、 北支、 上海に稿軍急派 為郷議
長等三氏を 北支戦線に派遣 今十四
日夜勇躍出発
9。15 大義を明鑑せよ ( 3) 勅語を拝 し民
国に寄せて 束福義雄
9. 15 北鮮で稿軍の 二つの異色調
9. 15 淋し、 されど美はし ラ博士を偲ぶ
記念事業 国際文化振興会か 奨学資
金を創設 支那盲弾の犠牲
9. 15 全天台を代表 青木総務満支へ
9. 15 残留民保護や 兵隊さんの代筆 上海
日本人基青の奉仕
9. 15 基隆で香港の 避難者救援
9. 15 駒沢大学で 満洲布教僧養成 新秋、
満洲語講座開く














9. 22　 0 0 部隊付　 従軍僧日記
9. 22　 支那兵の強いのは　 抗日教育の影響
ポイ ン トのある教育を熱望　 皇軍の勇
猛に唯々感嘆　 上海時局委員会 揖野
救済部長談
9. 22　 従軍布教使の　 真の姿はこれだ 法主
稿軍随行座談会 ( 3)
9. 23　 日支問題　 根本的解決の鍵 (下) 末
広重雄
9. 23　 先づ歓迎に　 巨弾十五、 六発 支那陣
地に迷ひこみ　 危ふ く死をまぬかる
西本、 上海慰問使帰る　 聞 ・富永氏
9. 23　 明朗北支建設は　 先づ仏教から 日本、
華北両仏教徒の提携　 中日仏教学会結
成
9. 23　 支那青年に　 仏青運動始む 西本願寺
の三上氏　 北平で宣撫工作
9. 23　 内鮮融和の為　 王仁神社建立
9. 23　 北支慰問使　 けふ伊勢神宮参拝 精神
作興に備へて　 パンフ レッ ト発行 金
光本部












9. 25　 基教関係者を招き　 宗教懇談会を開く
外来宗教の旺盛に鑑み　 満洲国吉林
省で
9. 26　 渡印の旅から　 杉本哲郎
9. 26 「戦ひ」 ( 2) 上海戦線に使 して　 富
永昭雄
9. 26　 オマール雑録 (三) 池亭生　 コ ー ラ
ンと剣
9. 26　 日清戦争を思出して (追加) 上原芳
太郎
9. 26　 上海より　 左藤義詮







9. 26　 墓標なき戦場へ　 塔婆三千贈る 上海
知恩院別院へ
9. 26　 半島同胞の赤誠　 釜山共生団の教化













9。16 大義を明鑑せよ ( 4) 勅語を拝 し民
国に寄せて 束福義雄
9. 16 従軍記者も乗込まぬ 呉肢へ一番駈け
黙々と砲弾の破片を掃く 天理教徒
の姿に学べ ! 大谷埜朗迎枝談
9. 16 在日回教徒 皇軍へ献金
9. 16 英本国議会に 上提されるか 聖地仏
陀伽耶の所管争ひ
9. 17 大義を明鑑せよ ( 5) 勅語を拝 し民
国に寄せて 束福義雄




9. 17 新聞の標題は支那勝 内容は日本の勝
利 尻尾を出した支那電信局 今は支
那を相手にせぬ 北米の支那事変観
9. 17 曹洞の成田 従軍僧帰る 再び上海へ
9. 17 冷気漸く 北支に迫る 西本北支近信
従軍布教の 本陣北平へ 北平西本
願寺 に火葬場設置
9. 18 大義を明鑑せよ ( 6) 勅語を拝 し民
国に寄せて 束福義雄
9. 18 光照法主の稿軍行 秋風截つて完成




9. 18 管長代理ら 上海に慰問
9. 19 支那人士に檄す 一支那事変の貞意義
を閲明す一 弁護士 藤田玖平
9. 19 オマール雑録 (二) 旅亭生 回教徒
と芸術
9. 19 “軍人を教へる” 布教使は駄目 法
主稿軍随行座談会 ( 1)




9. 19 北支開教権を拡大 政府の意図に協力
せよ 岡田幹事、 仏連に進言?
9. 19 豊太閤大明征伐と 支那事変の精神
別格官幣社豊国神社主典 高山貴
9. 21 日支問題 根本的解決の鍵 (上) 末
広重雄
9. 21 金光教慰問使 再び北支へ
9. 21 上海への従軍 慰問の布教使
9. 21 軍人法主の理解度 無警告親教 法主
稿軍随行座談会 ( 2)
9. 21 本派朝鮮教会
9. 22 日支問題 根本的解決の鍵 (中) 末
10. 1 「慰問行」 (上) (戦ひ 「続編」) 富永
昭雄
10. 1 弾丸のしづく 久富保一




10. 2 ヒ ン ドゥ ーは 仏教をかう見る (上)
在印度ラホール 山本智教
10. 2 爆弾の箱に乗って 大同一番乗り 敢
行 山岳追撃戦に驚嘆 ! 大派千部従
軍僧活躍
10. 3 戦禍の上海へ 高橋本社特派員出発
知恩院慰問使と共に
皿 3 北支も北満も 宣撫工作か第一 魂と
魂の結合か 皇軍の功を完全にする
人野氏談
10. 3 明朗北支の文化建設に 日支学徒の提
携 湯北京大学総長快諾
10. 5 ヒ ン ドゥ ーは 仏教をかう見る ( 中)
在印度ラホール 山本智教
10. 5 東亜文化史上の宝庫 北平文化を護れ
満鉄や日満文化協会動く 斯学の権
威を派遣
10. 5 錦州浄土寺 美事竣成
10. 5 上海丸から 高橋特派員
10. 5 朝鮮仏教振興に 中堅僧が内地巡歴
非常時克服を祈願
朝鮮智山派の寺 院布教所の赤誠
10. 6 ヒ ン ドゥ ーは 仏教をかう見る (下)
在印度ラホTル 山本智教
10. 6 印度国民会議派 組閣承諾の経緯 (一)
印度志士 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 6 武力的解決と相悦ち 文化的工作の急
務 満支関係各団体代表者と 具体運
動を協議 事変対策
10. 6 宗教団体の 現地工作 宗問研が 座
談会開催
10. 6 タオル一万本携行 天津に皇軍慰問
汎太仏青対満折衝兼ね 昨日、 大谷理
事長急行
10. 6 砲煙弾雨の中に毅然 英霊弔ふ従軍僧
○○部隊将兵も驚嘆 村上独潭氏の
活躍
10. 6 居留民から聴く 天理教への感謝 上
海丸にて 高橋特派員
10. 7 印度国民会議派 組閣承諾の経緯 (二)
印度志士 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 7 天津、 保定に “憩ひの家” 開設 皇
軍将士の労苦を稿ふ 日本基教連盟慰
問部
10. 7 事変戦没者と 二兆館の追悼 南洋初
の盛儀
10. 7 日宗の皇軍慰 問使上海へ




1937. 9. 26　 支那事変を契機に　 北平仏教の飛躍
中日仏教学会成立す
9. 26　 秋風蕭々死の都 ! 通州 (二) 一従軍
日記の一節から一　 東本願寺従軍布教
使　 三角貫思
9. 28　 支那太虚大師へ　 在米 千崎如幻
9. 28 「戦ひ」 ( 3) 上海戦線に使 して　 富
永昭雄
9. 28　 明朗支那建設への民衆運動　 二百余種
に上る　 支那各宗団を統率 動乱渦中
の宗教工作





9. 28　 基青同盟が在支　 民団教会と連絡 支
那良民に福祉事業
9. 29　 東亜窮民救　 恰会の結成
9. 29 「戦ひ」 ( 4) 上海戦線に使 して　 富
永昭雄
9. 29　 北平の文化建設　 現状はどう ? 消息
待つ学界人





9. 29　 老躯を提げて　 精神報国の第一線に起
つ　 鈴木曹洞宗管長の 稿軍巡錫プロ
決定
9. 29　 感激の的　 天理教婦人会 北支で活躍
9. 29　 宣撫工作に　 つ と めたい 前田徳水氏
談
9. 30　 両国仏教徒団結
9. 30　 一日一人　 支那を望みて 久富保一氏
9. 30　 出動将兵現地慰問は　 当分遠慮された
し　 内務省各府県に通牒発す　 各宗教
団体にも影響
9. 30　 本社の皇軍慰問使　 あす一斉に南北支
に出発　 創刊四十一年を意義づける
記念日当日の行事決定
9. 30　 戦線に描き出す　 従軍僧ユーモア集
“偽ラマ僧は日本語がうまい”
9. 30　 私設社会事業連盟が　 北支社事委員会
を組織　 明朗北支建設の文化運動に
先づ戦後の社会事業樹立
10. 1　 東亜窮民救惶会　 早く も成算成る 当
路より　 三千万円支出の内意 朝野挙
げて期待
10. 1　 オマール雑録 (四) 浦亭生　 回教 と
印度







1937. 10. 8 印度国民会議派 組閣承諾の経緯 (三)
印度志士 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 8 半島人 も開教地同胞も 日の丸の旗の
下に 西本、 バッチ迎動の反映 国民
意識は強し
10. 8 南支沿岸封鎖の 軍艦○○から 通訳
兼従軍僧の 神田恵公氏活躍
10. 8 上海両本願寺 輪番等帰朝
10. 8 トラ ック帯同 第一線慰問 天理教第
二回
10. 9 印度国民会議派 組閣承諾の経緯 (四)
印度志士 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 9 崇高な靖国の神の前に 布教などは要
らぬ 従軍工作 ・宣撫工作 ・文化工作
等 期待薄き宗教の現地工作 宗教問
題研究会座談会
10. 9 宣撫工作の 新方針着手 前田西本総
監 現地に到着
10. 9 張家口に於て 各宗教代表と懇談 大
派慰問宣撫班一行 愈よ保定へ
10. 9 パラオ東本願寺 岡田氏辞任 後任は
川島氏
10. 9 全国宗教家 代表者会議 満洲国民政
部
10. 9 戦場こそ真の人生 宗教は天主教か最
大 追撃戦の陣中から 岩倉○隊長の
便り
10. 9 薬品 ・手拭各二万に 氷砂糖を携へて
台宗慰問使、 十一日出帆 昨日、 叡
山で祈願祭
10. 10 印度国民会議派 組閣承諾の経緯 (五)
印度志士 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 10 オマール雑録 (五) 池亭生 回教と
印度 (続)
10. 10 蒙古平原を 越えて大同へ 千部良知
10. 10 「慰問行」 (下) (戦ひ 「続編」) 富永
昭雄
10. 10 灯火管制の船内 呉肢沖に仮泊 好奇
と戦慄への 衝動高く胸打つ 五日呉
肢で 高橋特派貝
10. 10 印度国民会議派の 反日運動停止要望
在京印度志士ホース氏ら カ ンディ
氏に警告電報
10. 10 シャム秘仏 善光寺入山
10. 10 サイパン本願寺 事変戦没者法要
10. 10 北支に向ふ 角田特派貝
10. 10 弾丸のしづく 久富保一
10. 10 秋風蕭 死々の都 ! 通州 (四) 一従軍
日記の一節から一 束本願寺従軍布教
使 三角貫思




10. 10 明朗北支の文化建設工作 河北大学を
中心に 東亜民族文化協会動く 小笠
原省三氏、 近 く渡支




10. 12　 印度囮民会議派　 組閣承諾の経緯 (六)
印度志士　 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 12　 礼拝用のテン トに僧侶　 宗教的な各国
少年団　 ヒッ トラー少年団と交歓 世
界少年団大会土産話
10. 12　 ドカーンと一発　 巨砲火蓋を切る 早
く も空襲の洗礼　 さあ、 愈よ上海上陸
だ　 高橋特派員
10. 12　 北満の一隅より
10. 12　 北支に向ふ　 角田特派貝
10. 12　 滅尽日本得安然 !　 保定農大教室に躍
る　 抗日学生の狂奔振り　 大派、 月輪
氏の蒐集資料
10. 12　 太子の御精神に則り　 先づ一服の薬を
・贈れ　 明朗北支の再建目指し 水野梅
暁氏抱負を語る　 仏教徒に望む
10. 12　 現地の修稜を基礎に　 国魂を祭祀 鎮
守社の観念を植ゑつける　 沢田国大教
授提唱
10. 13　 次の肉弾 (上) 暁高敏
10. 13　 印度国民会議派　 組閣承諾の経緯 (七)
印度志士　 エ ・ エ ム ・ サハイ
10. 13　 “口本が支那と戦ふは　 東洋平和確立
の聖戦”　 デマ爆撃の金髪佳人 ス ト
ラ ミ ジョ リー嬢
10. 13　 支那民衆への宣撫　 協和運動に一端緒
さ らに長駆、 徳州へ !　 大派北支慰
問宣撫班
10. 13　 北支に向ふ　 角田特派員
10. 13　 対支文化開発　 実行委貝決定す
10. 14　 次の肉弾 (下) 暁高敏




10. 14　 上海の名物　 袈裟がけの運チャン 目
党しい活躍語る　 西本別院伊東輪番談
10. 14　 北支に向ふ　 角田特派員
10. 14　 佐藤曹洞樺太　 総監辞任か 布教使間
に　 反対の声
10. 15　 支那事変から見た　 日本と 日本人の態
度 (上) ス トラ ミジョ リー





ホ ロ リ　 砲煙弾雨の中に追悼会
10. 15　 雨 ・雨 ・ また雨　 待機の上海に砲声殷々
高橋特派員
10. 15　 支那女学生三百名が　 沿州第一線で戦
ふ　 大派、 尾家従軍僧の便り










10. 20 曾ての “赤” の闘士 北支へ皇軍の慰
問 先づ東京班の出発 感慨無量 ・事
変佳話
10. 20 草に寝ね、 土に臥す 血のにじむ報国
行 何処まで も徒歩主義 日宗の清水
行守氏
10. 20 満洲国開催は 無期延期と決定 但し
準備は続ける 汎太仏青
10. 20 無言の凱旋 勇士を送る 上海西別院
10. 20 浄土宗開教 副使上海へ
10. 20 中日仏教会復活と共に 大谷派、 北京
別院を創建 北支開教と宣撫に新展開
既に仮入仏式を挙行
10. 21 一千万円の資金で 戦後の文化工作開
発 東亜文教国策委員会成る 混沌の
支那匡救
10. 21 日本基青連盟 更に二氏派遣
10. 21 実地職場で習得の 知識を満洲に活用
中条洋大学長秘書近 く渡満 諸会社、
工場と交渉
10. 21 日本仏教徒は 釈迦の弟子ではない
支那仏徒、 世界に飛檄 列国干渉へ一
役
10. 21 地獄のサタ も金次第 支那軍のお守り
デス
10. 21 “北京の三上” に お寺を寄進 広安
門事件の桜井中佐 宗教のと り持つ美
談
10. 21 一本の煙草に心をこめ 野戦病院を見
舞ふ 月明に味ふ江南の秋 従軍僧座
談会開く 上海にて 高橋特派貝
10. 21 “海の護 りは固い” 支那軍殲滅の巨
砲 長谷川司令官を訪ふ 高橋特派員
発




10. 21 北支への第一歩 さあ塘活上陸だ 国
際列車待つ車粘風景 角田特派貝
10. 22 天津に入る 桑野淳城氏の奮闘 角田
特派員
10. 23 印度の旅より 杉本哲郎 香港
10. 23 悟り切った塹壕の兵士 艶れた愛馬へ
回向 秋漸く深い江南の戦場で 第一
線従軍僧座談会
10. 23 兵隊さんの喜びは 畳の上の憩ひ !
入浴、 ラ ジオ、 新聞も設備 天津東別
院 “軍人ホーム”




1937. 10. 15 天津より
10. 15 北支布教の 確立工作 西本支那布教
総監部実働へ
10. 15 略爾賓極楽寺から 北支宣撫工作のた
め 日満僧三名を従軍
10. 16 支那事変から見た 日本と日本人の態
度 (下) ス トラ ミ ジョ リー
10. 16 北支戦線を往 く 一第一信一 張家口
から大同へ 兵姑○部にて 藤岡了淳
10. 16 平等一如、 皇軍の崇高さ 俘虜を葬ひ、
法話 敵味方を感激せしめた 美し ・
二 柱松部隊長
10. 16 満洲国民政部が 宗教調査行ふ 全満
に調査班派遣 第一次は斉々略爾中心
に
10. 16 大連を去り 北支に向ふ 港外で脆城
一昼夜 角田特派貝
10. 16 半島婦人同胞の 仏教報国婦人会
10. 17 支那事変と英国 (上) 印度革命志士
ホース、 天来
10. 17 弾丸のしづく 久富保一
10. 17 欺喋詩人 ? 馮玉祥 彼が近作の 「郷
居紀事詩」 川戸懐邱
10. 17 オマール雑録 (六) 旅亭生
10. 17 亜細亜維新を認識せよ 日支要人の仏
教復興熱 戦後工作の国民的覚悟は?
大派慰問宣撫班メ ッセージ
10. 17 急テンポの近代戦 従軍布教の再認識
通州犠牲者の遺骨奉じ 西本、 清水
俊海氏帰る
10. 17 明日の明朗支那建設を目指す 大亜細
亜協会の使命を見よ 下中弼三郎氏に
聞くその活躍振り
10. 17 保定にて 清水州一
10. 17 秋風蕭々死の都 ! 通州 (五) 一従軍
日記の一節から一 東本願寺従軍布教
使 三角貫思
10. 17 支那事変への 声明と申合せ 両国信
徒の親交計る 組合教会五十三回総会
10. 19 支那事変と英国 (下) 印度革命志士
ホース、 天来
10. 19 弾丸雨飛の戦場で奇跡 ・ 同僚と廻遊
“江南の花と潔く 散りまず 安藤本
社貝の覚悟
10. 19 急転直下の爆発で残念 外交に献身的
努力 上海岡本総領事談
10. 19 泥淳に喘ぎつつ 楊行鎮の第一線へ
本紙を貪り読む兵士 安藤本社員との
奇遇 上海にて 高橋特派員
10. 19 宣撫工作と相撲つ 寺院建立の策動を
止めよ 高田派慰問使帰朝談
10. 19 日本回教文化教会 改名 ・陣容建直し
なほ実力に疑問符 今後の動きを注
視








10. 28　 支那事変と海外仏教徒　 与論は日本に
不利　 “仏徒と して断じて許されぬ”
激越な辞句で毒づく
10. 28　 満洲における開教使を増加　 西本全満
主任会議
10. 28　 大派朝鮮開教団　 時局挺身隊結成 宣
誓の上総合的活動
清州仏教愛国　 処女団結成
10. 28　 中央仏教学院　 に開教研究会
10. 29　 中華国民を党醒せしむべき　 日本仏教
の使命　 椎尾辨匡
10. 29　 世界と中華宗教団体に　 帝国の正義宣
揚されん　 全日本仏教徒の名により
明和会、 各宗管長に提議か
10. 29　 息つ く暇な く　 迫撃砲の落下だ ! 月
光冴える塹壕に　 悠 、々 勇士の高軒
上海にて　 高橋特派貝
10. 29　 力教徒の日本支持に呼応　 回教徒も蹴
起せん　 東京回教団既に我が立場を
支那回教徒に閑明
10. 29　 前田総監自身　 従軍布教使となる 愈
よ本格的に動く　 西本願寺新支那運動
10. 29　 支那事変に対し　 海外者の認識匡正促
全国大学教授迎盟　 米国記者を招
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
1937. 10. 23 野心的研究著作 龍大、 明石恵達教授
の “西蔵語文典綱要” 成る




10. 23 廃墟に帰した南開大学 爆撃の跡を見
る 天津軍指令部訪問 角田特派貝
10. 24 印度の旅より 杉本哲郎 怪飛行機
10. 24 秋風蕭々死の都 ! 通州 (六) 一従軍
日記の一節から一 東本願寺従軍布教
使 Ξμj貫思
10. 24 欺晦詩人 ? 馮玉祥 彼か近作の 「郷
居紀事詩」 …中… 川戸懐邱
10. 24 猛烈な市街戦 敵の逆襲で砲声殷々
秋冷頓に加り 冬仕度
10. 24 傷病兵の手紙の代筆や 理髪の奉仕
ホテルを管理する 上海基青の活躍
10. 24 北京中心街に 大派別院出現
10. 24 基教の “憩ひの家” 天理の “ひのき
しん” 新設の浄土宗天津寺 角田特
派員








10. 24 紅茶の後 一大連紳士の問答覚え書一
特派貝 角田素江
10. 24 弾丸のしづく 久富保一
10. 24 読書界 支那は生存 し得るか
10. 26 日本の国際正義に基き 亜細亜問題解
決へ 新に “青年亜細亜連盟” 結成
国際運動に乗出す
10. 26 全満各都市一斉に 排共国民運動起す
宣伝機関を総動員 民衆の関心を喚
起
10. 26 大派北京別院 初代輪番決る 藤岡了
淳氏任命
10. 26 北支開教監督 部北京に移転
10. 26 友邦シャムに 仏教国民使節派遣
“正義日本” を岡明
10. 27 上海戦線から
10. 27 仁川で全国 支所長会議
10. 27 応募者尖に75倍 来春開校を前に教授
の詮衡 建国大学の礎石決る
10. 27 大陸文化工 作座談会 仏教記者連盟
10. 28 けふ 亜細亜民族解放へ 頭山翁初め
各民族代表集り 青年亜細亜連盟結成
10. 28 武人画伯も袈裟懸けて 戦場に英霊を
弔ふ 全支戦線彩管行語る 小早川秋
声画伯







10. 30 献堂式に皇軍へ捧ぐ ミサ 奉天にカ ト
リ ッ ク 日本人教会堂成る
10. 30 亜細亜の解放叫ぶ 宣言、 決議を英大
使に手交 青年亜細亜会議
10. 30 地下室に弾道避け 戦慄の一時間 冒
険、 暗夜の市街に 危く死線を越ゆ
上海にて 高橋特派貝
10. 31 印度の旅より 杉本哲郎 シンガ ポー
ル (上)
10. 31 蕭々秋風死の都 ! 通州 (七) 一従軍
日記の一節から一 束本願寺従軍布教
使 三角貫思
10. 31 戦争と仏教 (上) 五百井眠雄
10. 3レ 北支新政権の目標確立に 先づ新学府
を設立 文化工作開発の計画を練る
東亜文教国策委員会
10. 31 北支の宣撫工作 軍部より激賞さる
西本願寺の活動
10. 31 欺泌詩人 ? 馮玉祥 彼が近作の 「郷
居紀事詩」 ・・・下… 川戸懐邱
10. 31 上海よ 町田 ト シコ
10. 31 愉けの華は満洲に 本庄大将と江頭法
絃氏
10. 31 “日満合作は 教育の基礎から” 満
洲里に西本の 日語学園を設立
11. 2 印度の旅より 杉本哲郎 シンガポー
ル (中)
11. 2 事変発端の地に 激戦の跡を偲ぶ 偶
然聴き得た秘話 今宵は豊台泊りだ
角田特派員
1937. 11. 2　 日蒙両軍進撃で　 弥や増す親善 最初
の日蒙軍追弔会　 莫力廟の西本願寺
11. 2　 北満全移民村に　 東本願寺の新展開
更に第五、 六、 七移民開村へ　 今後の
動向注視
11. 2　 宣撫工作に献げる一石　 中国仏教徒に
声明書送る　 更に北支へは大西氏を派
遣　 日華仏教研究会の事変対策
11. 2　 曹洞宗会　 一第六日 (三十日) 一
戦後の文化的　 工作の用意ありや
用語で議場喧騒
11. 3　 印度の旅よ り　 杉本哲郎 シンガ ポー
ル (下)
11. 3　 在京半島同胞有志か　 国威宣揚の行進
桃山御陵、 東本願寺参拝　 明治節
11. 3　 風なほ晟い　 保定の新戦場 「日本軍
場之霊位」 に黙祷　 往時を偲ぷ城内の
結構　 廿日保定にて 角田特派員発
11. 3　 日本を中心に　 アジア民族団結の雄叫
び　 亜細亜民族青年代表大会
11. 3　 台湾仏教団の神式公葬反対に　 全国神
職会より一矢　 “仏式こそ多数決の強
制だ”　 機関誌を通じ意思表示
11. 3　 国家創造過程の宗教の型を示す　 満洲
大同仏教会が　 初めて聖典出版





11. 5　 印度の対日ポイコ ッ ト続り　 在留印度
人の軋慄　 A. M. サハイ氏の一文崇
る　 老檜英国の奸策
11. 5　 北支を中心に　 アジアの文化工作検討
東京仏教記者連盟の　 大陸文化工作
座談会
11. 5　 素乱北支の匡救　 あす東京軍人会館で
文化施設講演会
11. 6　 印度の旅より　 杉本哲郎 印度洋 (上)
11. 6　 児童の楽書や　 劇に織り込む排日 徹
底した抗日排日指導　 角田特派員
11. 6　 呻吟の傷病兵に　 まんが似顔の慰問
「涙がこぼれて仕方かない」 台宗慰問
使落合氏談
11. 6　 浄土宗か上海に慰問使　 管長代理に本
山法主を派遣　 宗務所、 本山側と協議
進む
11. 6　 大派両従軍僧　 直ちに前線へ 慰問使
も安着
11. 6　 村井氏北支へ
11. 6　 日支文化提　 携を懇談 大学教授連盟
幹部を派遣
11. 7　 印度の旅より　 杉本哲郎 印度洋 (下)













11. 7  
志社大学からも 米国へ使節派遣
11. 7 敗残兵の襲撃に 連夜不眠の警備 無
蓋車に乗って 娘子関方面に向ふ 井
脛県にて 角田特派員
11. 7 石家荘にて歌へる 梶原重道
11. 7 神社の設定等 例外を保留 満洲国治
廃条約締結
11. 7 日満小学児童 学芸親善交歓
11. 9 印度の旅 よ り 杉本哲郎 コ ロ ンボ
(下)
11. 9 満洲国皇帝陛下が 御批註の孝経頒布
全満中小学校に対して
11. 9 娘子関一名処女関 空爆で も歯がたた
ぬ 砲声山々に響く 井口県にて 角
田特派員
11. 9 日印親善の促進には 互に協調して当
れ サハイ氏の態度は終始一貫 関西
日印協会小林義道氏語る
11. 9 “移植民の宗教政策” 浅野氏の所論
注目さ る 人口問題全国協議会




11. 10 印度の旅よ り 杉本哲郎 ケラニ ヤテ
ンプル
11. 10 台湾の公葬神式問題 高田曹洞総監の
陳情 仏連に於て善処す
11. 10 共産軍のピラ撒き 敗残兵三万の行方
井口県にて 角田特派員
11. 10 神社既設団体の 対外活動無能 神祗
思想実践団体を新設 十七日、 第二回
準備会




11. 11 遂に娘子関陥落 尊き犠牲者にただ一
言 “すみません、 有難う ! ” 井口
県にて 角田特派員
11. 12 支那とモハメ ッ ト教 (上) 金孝敬




11. 12 日満蒙を宗教で結ぷ 禅を携へて人蒙
妙心派山本氏 徳王に招かる
11. 12 通州事件邦人 の分骨奉安 高野山に
11. 12 北支の文化工作 外務軍部方面の具体
案 四項目に亘 り決定
11. 13 支那とモハメ ッ ト教 (中) 金孝敬
1937. 11. 13 支那布教権獲得問題 事変後の日支折
衝期し 一挙解決に当れ 各宗教派一
致団結 して 政府当局を鞭蛙せよ
11. 13 破損甚だしい 蘆溝橋を渡る 愈よ北
京に入る 角田特派貝
11. 13 おしるこ接待 石家荘に進出 ・好評の
“救世軍報国茶屋”
11. 13 満洲里神社 竣工奉祝祭
11. 13 満洲国演江省全学生の 支那学生に告
ぐる書 楽土満洲国の現状を力説し
大亜細亜主義の必要を強調
11. 13 蒙古人留学生の ドン ドツク君中心に
蒙語研究会開設
11. 13 “華北人の華北” 建設 指導を如何に
すべきか 下中弥三郎氏談
11. 13 内鮮仏徒の団結図り 至誠奉公を誓ふ
時局重大に蹴起 した 中鮮地方内鮮
仏教徒大会
11. 13 各宗僧侶に 支那語教授 大西良慶氏
発願
11. 13 明年日本で開く 基督世界二大会議
印度開催に変更か
11. 13 京都YMCA 支那語講習会
11. 13 ペ ン光ル 東洋人による 東洋の建設
11. 14 支那とモパメ ッ ト教 (下) 金孝敬




11. 14 伝道目標を 北支へ集中 日本基督教
会
11. 16 朔北の戦場よ り 遥かに盛儀を偲ぶ
北支に勇戦中の 瀬古口禰宜陣中通信
11. 16 砂塵の大同府 女子供も手榴弾投げた
山西戦線の特異性 大同にて 角田
特派員
11. 16 全国神職会が 現地で慰霊祭 十二日
天津商業講堂で
11. 16 訪湿国民使節 の壮途を祝す




11. 17 雲南の石仏拝見 遺憾、 蒙古入りを断
念 角田特派員
11. 17 北支の各重要地に 一斉に出張所を開
設 宣撫工作に先づ施薬事業 西本、
全門末に呼びかく
11. 17 満邦協和の信念を表し 皇国の正義を
中外に宣明 重大宣言、 決議を満場一
致可決 仏教各派管長重役時局懇談会
11. 17 赤魔を撃滅せん ! ソ連の不当圧迫に
内地在住半島同胞起つ
11. 17 留日満洲学 生会を組織 開館も新築




11. 18　 北京の大学を今後　 如何に建設するか
全部閉鎖された国立大学　 大学生の
大多数は戦死
11. 18　 大阪にあがる　 亜細亜民族の叫び 各
国代表参加して　 あす、 中央公会堂で
11. 18　 ペン光る　 在留印度人よ 一致団結せ
よ
11. 19　 最も慎重を要する　 支那布教権獲得問
題　 渡辺哲信
11. 19　 宗派を超えて　 浄宗からも寄付 西本
の北支宣撫工作　 薬品募集の好反響
11. 19　 これはまた奇縁　 全神代表と同席
一北京を発った列車の中一　 角田特派
貝
11. 19　 問題の台湾で　 神仏両式葬執行 軍公
葬の佼範示す
11. 19　 大連物部守屋　 千三百五十年祭 高山、
賀茂氏等が建碑
11. 20　 北支と我国との経済合作の　 重点を何
処に置くべきか ( 1) (北支経済の展
望) 鐘紡社長　 津田信吾




11. 20　 徳州の尼僧、 従軍僧に　 本尊奪還を哀
訴　 蒋介石偶像打破の犠牲
11. 20　 上海西本の復　 旧は案外容易
11. 20　 張総理入洛　 と西本願寺







11. 20　 中国仏教徒に贈る　 声明書と共に施薬
日華仏教研幹部会
11. 20　 波瀾万畳の公葬問題　 台北市神仏両式
採用　 軍人公葬の ト ップ切る
11. 20　 “内鮮一如は真宗から”　 鮮人信徒合
宿訓練　 大派咸興の真宗講習会
11. 21　 北支と我国との経済合作の　 重点を何
処に置くべきか ( 2) (北支経済の展
望) 鐘紡社長　 津田信吾
11. 21　 オマール雑感 (九) 池亭生　 メ ッ カ
巡礼
11. 21　 日本仏教の　 真髄を中国に贈る 各宗
概諭の刊行計画　 日華仏教研で着手か
11. 21　 上海と北支へ　 醍醐寺慰問使
11. 21　 仏光寺が満洲　 へ慰問使派遣
11. 21　 西本が北京に　 日語学校開設







処に置くべきか ( 5) (北支経済の展
望) 鐘紡社長　 津田信吾
11. 26　 支那事変に対する　 正き認識 (三)
古川確悟
11. 26　 大都市の風格 ・天津　 一再び数々の奇
遇一　 角田特派員
11. 26　 保定 ・石家荘に　 大派軍人ホーム 大
慰霊祭執行
11. 26　 良山猛追撃　 戦に参加
11. 26　 蒙彊回教徒が　 防共運動に起つ 同地
方回教徒大会開催
11. 26　 香月部隊の　 合同慰霊祭 石家荘で挙
行
11. 26　 清水安三氏の　 北京寵城談 京都YM
CA
11. 26　 満支語教授機関　 教育機構の検討 西
本願寺三大会議　 先づ龍商会議から
11. 26　 “北支文化” 工作に　 政府愈よ本腰
内務省、 正式に事務官派遣　 積極的活
動に注目
11. 26　 本願寺日語学校　 愈よ北京に開設 先
づ三十名を募集
11. 27　 今次支那事変の発生と　 英国の伝統的
政策 (下) 印度革命志士　 ホース、
ラ ス ピハ リ
11. 27　 北支と我国との経済合作の　 重点を何
処に置くべきか ( 5) (北支経済の展
望) 鐘紡社長　 津田信吾
11. 27　 印度独立目指し　 ヒンヅー教徒の武装
軍官学校設立運動起す
11. 27　 訪逞仏教使　 節壮行会
11. 27　 天津よさ らば　 一愈よ帰国の途ヘー
角田特派員
11. 27　 光照法主の　 出発時間決る
11. 27　 平和工作第一線の戦士　 宣撫班裏面の
活動　 北支の広汎な文化工作
11. 28　 北支と我国との経済合作の　 重点を何
処に置くべきか ( 7) (北支経済の展
望) 鐘紡社長　 津田信吾
11. 28　 支那事変に対する　 正き認識 (四)
古川確悟
11. 28　 平漢戦線を征く (下) 保定にて　 月
輪孝雄
11. 28　 “馬は駄目でず　 文字通り慰問行脚
出発を前に光照法主談
11. 28　 諸英霊を弔ふ　 骨粉の仏像建立 上海
の知恩院別院で計画
11. 28　 更に金光教　 上海へ慰問
11. 28　 訪逞仏教使節　 更に一名参加
11. 28　 支那農民唯一の慰安　 開廟復興が急務
容共、 排 日の転向には　 心の中心を
造る こ と
11. 28　 日華三教連合会を指導　 三民共産主義
撲滅運動　 黄氏を会長に陣容成る 束
本願寺、 実働に入る
11. 28　 教団発展の基礎　 満支語学校を創建
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1937. 11. 21 思想転向者の 北支皇軍慰問使 報国
講演会
11. 21 露よ、 支那から手を 引いて呉れ 東
洋は明朗となる ! 中辻吐雲
11. 21 オ リェ ンタ リズ ムの確立
11. 21 北支当面の 思想的対策について 高
都持雪潮
11. 21 平漢戦線を征く (上) 保定にて 月
輪孝雄
11. 21 宗教関係学校に 支那語課を設けよ
「まづ親しみ」 への導火線 田中智学
氏の提唱
11. 23 北支と我国との経済合作の 重点を何
処に置くべきか ( 3) (北支経済の展
望) 鐘紡社長 津田信吾
11. 23 支那事変に対する 正き認識 (一)
古川確悟
11. 23 更に上海方面の 陸海皇軍慰問行 西
本願寺光照法主
11. 23 徳王に贈る 日蒙親善の書 “卿等の
祖先は日本人だ” 鞍馬山の信楽貫主
11. 23 一派を代表して 陸海軍への献金 斉
藤智山派管長 稿軍に寧日なし
11. 25 北支と我国との経済合作の 重点を何
処に置くべきか ( 4) (北支経済の展
望) 鐘紡社長 津田信吾
11. 25 支那事変に対する 正き認識 (二)
古川確悟
11. 25 今次支那事変の発生と 英国の伝統
的政策 (上) 印度革命志士 ホース、
ラ ス ピハ リ
11. 25 為政者への反抗心を 巧に日本へ向け
る 野外劇で民衆に呼びかく 徹底せ
る排日教育 大連にて 角田特派員
11. 25 孫文銅像を撤去 日支戦没勇士供養塔
近く北京中央公園に建立 藤井草宣
氏の活動
11. 25 浄土宗の皇軍 慰問使陣容決る 宗務
所から江藤部長随行 六日、 上海丸で
発つ
11. 25 仏教の名の下に 益々親善友好を 日
本仏教を代表して 逞羅ヘメ ッセージ
11. 25 シャムの水兵さん 知恩院で異国のお
勤め さすかは仏教国
11. 25 支那の左翼的文献は 英蘇より も日本
物を翻訳 日本の左翼文献を取締れ
安達大阪観察所長語る
11. 25 “民族自覚に邁進せよ” 支那紙の大々
的報道 思想転向者の皇軍慰問
11. 25 “アジア文化を語る会”
11. 25 黄大仙寺に 布教所設置 上海の日宗
清水従軍僧
11. 26 今次支那事変の発生と 英国の伝統的
政策 (中) 印度革命志士 ホー ス、
ラ ス ビハ リ







1937. 11. 28　 仏教を民国の　 国教とせよ (上) 郭
維麟
11. 30　 北支と我国との経済合作の　 重点を何
処に置くべきか ( 8 ) (北支経済の展
望) 鐘紡社長　 津田信吾
11. 30　 “防共聖戦” の真意義　 一宗教に課せ
られたるもの一　 浅野研真 一、 カ ン
タ僧正　 の場合
11. 30　 支那事変に対する　 正き認識 (五)
古川確悟







11. 30　 畳の上の一夜を !　 一線兵の軍人宿舎
東本上海別院の施設
11. 30　 光照法主一行　 上海へ出発
11. 30　 木辺管長の奔走で　 台湾公葬問題好転
せん　 大谷拓相善処を約東す 仏式に
依る非難の三囚
11. 30　 支那開教の　 根本的大方針 文書、 留
学、 派遣等々　 西本願寺教審会
11. 30　 北支情勢と宗教　 宣布状況を聞く ペ
ン光る会の盛況
11. 30　 大派諏訪教授　 北京へ留学 派内留学
生の　 指導に当る
12. 1　 事変および事変後に処す る道 (上)
馬田行啓
12. 1　 “防共聖戦” の真意義　 一宗教に課せ
られた る もの一　 浅野研真 二 、 ロ ー
マ法王　 の場合
12. 1　 赤化路線断絶を叫んで　 蒙疆回教徒大
会開催　 代表者五千名が結集して
12. 1　 石家荘に二万五千坪　 別院日語学校に
加へて　 公園建設を計画 高= 野= 山
12. 1　 北支に浄宗の開教進出　 十名の開教使
派遣　 監督に福田閑正氏を起用か
12. 1　 ・事 ・変 ・対 ・ 策 ・　 日支両国民の精
神　 的物質的提携こそ 我等の望むと
こ ろ　 対支文化工作協議会声明
12. 1　 満洲国奉天省では　 寺院財産保護のた
め　 街村公所管理に移す
12. 1　 ラ ト ビア僧　 “防共聖戦” 参加と献
金
12, 1　 文化工作に支那学者が一腎の力
12. 2　 事変および事変後に処ずる道 ( 中)
馬田行啓
12. 2　 “防共聖戦” の真意義　 一宗教に課せ
られたるもの一　 浅野研真 三、 東亜
宗教政　 策の重点
12. 2　 北支児童の頭に映じた　 時局並に日本
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
軍　 懸賞文に現れた一二例
12. 2　 日支外交略年譜を編み 聖戦の真義を
岡明 木津無庵翁の近業
12. 2　 北京文化の大研究機関　 ひろ く老碩学
を招聘して 北京古学院設立さる
12. 2　 日支要人懇談　 東亜文教国策 = 文部
省で=
12. 2 和平米- の北支は 教育の革新から
小池定雄氏か引率して 教育界の代表
者来朝
12. 3 事変および事変後に処す る道 (下)
馬田行啓
12. 3 北支各線十二要地に 軍人ホーム開設
軍が家屋提供、 設備袖助 大派、 北
支一帯に開教網
12. 3　 南京方面猛追戦の一閑 将兵と従軍僧
座談会　 思はず念仏が出た話 [上]
12. 3　 宣撫工作の薬 北支で大歓迎 西本第
二回発送
12. 3 支那事変は道義 世界実現の契機 満
洲国に愛国運動起る　 協和会首都本部
を中心に
12. 4 津田信吾氏の 北支経営論を読む
(上) 久富保一
12. 4　 馬の仏性は如何?　 宗教談に華か咲く
将兵と従軍僧座談会 [下]
12. 4　 満洲支那開教の確立 浄土宗でまづ人
材養成
12. 4　 ここ数日中に　 第一回留学生派遣 日
支文化の戦士養成 西本願寺より北京
へ
12. 4 満支皇軍将士に贈る　 香春氏の大西郷
劇　 独立座劇団一行が 来春早々戦線
行脚
12. 4　 我等ぱ 日本の信仰の友” 国民会議
の反日決議に無関係 ヒ ンヅー教徒叫
ぷ
12. 4　 人類共同の敵たる 共産党を排撃せよ
中国仏徒は我が誠意を知れ 日華仏
教研究会の声明書
12. 5 大乗的見地に立つ 北支開発が急務 !
至急、 第一人物を送れ 花井氏曹洞
宗当局に陳述
12. 5　 津田信吾氏の 北支経営論を読む
(中) 久富保一








































パレスダイ ンに於る　 英帝国主義 (上)


















1937. 12. 5　 酷寒を衝いて　 析る武運長久百日 各
神社に参拝者の奔流　 大連市民銃後の
熱誠
12. 5　 戦地で追悼会 出発に際してメ ッセー
ジ　 桑田管代慰問使あす出発
12. 7　 津田信吾氏の 北支経営論を読む
(下) 久富保一
12. 7　 浄宗南洋寺の　 鐘楼落成式
12. 7　 杉本哲郎画伯　 愈よア ジャ ンタに寵る
明春一月まで滞在
12. 7　 朝鮮神宮の御鎮座十周年　 記念事業完
成
12. 7　 物のわかった人　 死んだ西蔵の活仏班
禅ラマ　 河口慧海氏の追憶
12. 7　 愈よ北支に　 のべる慈母の手 全仏教
婦人東洋平和壽備会
12. 7　 五台山の聖地を冒して　 共産軍三万が
侵入　 軍絶賛の太原束本願寺 福島少
将の航空特報
12. 8　 戦跡と巡礼　 絵と文 小早川秋声
12. 8　 “印度の実　 情を聞ぐ ホース氏招
き　 龍大講演部が
12. 9　 官僚臭に反対　 対支文化工作の真の実
働体近 く結成
12. 9　 南京陥落の　 歴史的祝賀 府下各神社
戦捷奉告会
12. 9　 上海方面から　 蘇州、 無錫へ 光照法
主一行
12. 9　 命令で全僧侶将士か　 英霊に朝夕勤行
○○部隊の原隊に於て　 最も注目す
べき一動向
12. 9　 北支の新文化　 建設大綱定む
12. 10　 海外神社の再検討　 事変に直面、 当事
者の　 批判の的となる 信念問題
12. 10　 天使終焉の地　 皇軍の手で発見 支那
力教徒の感謝
12. 10　 戦後の支那　 仏教家教育 仏教読本編
纂
12. 10　 けふ南京　 攻略祝賀 大派奨義事務局
12. 11　 南京城門初め　 占領地ぺ 鎮縄” 伊
勢神宮より頒布　 神威洽く隣邦を覆ふ
12. 11 台湾で も珍らしい 本島人のみの桁
神総動員講演会
12. 11 組合教会の 北支開拓決定 八千円募
金





12. 14 比律賓群島同胞の悩み 生き別れの悲
劇を救ふ 特異な女学校を設立 ダバ
オ東本願寺で実現 旭主任談





















12. 12　 国都南京遂に陥落 !　 祝祷法要、 街頭
行進ET C 溢れる各種団体の祝賀
12. 12　 愈よ南京訪問　 けふ句容へ、 ○○で追
悼会 光照法主の稿軍行拡大
12. 12　 満洲にな らひ 北支にも “光の家”
一灯園の宣撫工作
12. 12 満洲行花嫁ヤーイ 白粉塗の嫌ひな方
を募る 新郎はハリギリ青年
12. 12　 太原城頭の 大慰霊祭
12. 14 皇軍の使命に就て (中) 楠秀岑
12. 14　 パレスダイ ンに於る　 英帝国主義 (下)










リア、 東洋　 綿花バンガローにて 杉
本哲郎
12. 18　 軍の威厳を汚す　 創作的現地報告 某
宗従軍僧の舌禍
12. 18　 皇軍と居留民の歓び　 上海に響く除夜
の鐘 !
松本 (文) 博士、 高野山に庇り　 束
本願寺の歴史的撰文完成　 けふ晴れの
船出 !
12. 18　 観音大士と対談　 掲を嘱さる 中華民
国臨時政府委員　 江北京市長の霊夢
12. 18　 上海知恩院別　 院で追悼会 桑田管代
一行　 更に蘇州へ
12. 18　 一層教家の　 奮起活動を望む 南京陥
落に際し　 松尾宗教局長談
12. 18　 本島人僧侶総動貝で　 本島人のみの精
神作興　 開教にも新方策を樹立
12. 18　 稿軍費に　 寄付決議
12. 19　 英国の章魚的把握 ( 3 ) 印度は英国
の為に戦ふ可からず　 印度国民委貝会
会長　 エ ・ エ ム ・ サハイ
12. 19　 一日一人　 支那通の支那観 後藤朝太
郎
12. 19　 オマール雑録 (十一) 浦亭生　 波羅
門後日物語 (下)
12. 19　 北支戦塵抄　 一素江-
12. 19　 北支方面に　 第一回配薬 江北京市長
西本に感謝
12. 19　 北支皇軍慰間中の　 見聞を陣中双六に
大谷埜潤連枝が　 出征家族の子供に
贈る
12. 19　 新京の蒙古学校　 講堂 (校舎) の建築
に　 台宗一万円寄付
12. 19　 戦没将士の　 英霊を護持 間島従軍僧
も　 南京入城式に参列
12. 19　 戦雲漠々　 日蓮宗従軍僧 結城瑞光
(一) 上海
12. 19　 支那事変に　 教団の処すべき途 吉水
霊家
12. 19　 名誉の負傷を綴る　 陣中日記五日間
- (三) 一　 梶原重道
12. 21　 英国の章魚的把握 ( 4 ) 印度は英国
の為に戦ふ可からず　 印度国民委貝会
会長　 エ ・ エ ム ・ サハイ
12. 21　 歳晩記　 一行動宗教の半ケ年- (上)
12. 21　 さながら密教政府　 中華国民臨時政府
要人　 喜ぶ中日密教研究会
12. 21　 “大地” への愛着利用　 支那民衆の心
に喰入る　 大地への尊敬説く 金光教
割合容易に理解される ?
12. 21　 西欧諸国から　 東洋工作へ急転 国際
文化振興会の方針
12. 22　 英国の章魚的把握 ( 5 ) 印度は英国
の為に戦ふ可からず　 印度国民委員会
会長　 エ ・ エ ム ・ サハイ
























12. 15 対支開教問題 懇談会開く 廿三日、
日比谷 “松本楼” で 東京支社主催
12. 15 西本の第一回北支留学生 五名決定
第二期来春
12. 15 名実と もに 東洋の大学へ 洋大の債
極的満支進出
12. 16 漢民族はどこまでも 尭舜の理想実現
へ 近く政府委員と して渡支する 鹿
子木員信博士の熱論
最後に彼らの 宗教問題で
12. 16 おお倅よ ! 北支慰問使福地氏か 陣
中に父子一夜を明す
12. 16 民国 “臨時政府” 成立す 十四日、 北
京居仁堂で歴史的挙式
12. 16 現地の支那 人宣撫には教家の協力
が大いに必要
12. 16 神習教管長等一行 皇軍の慰問を終へ
て帰る 加藤氏初の神道従軍教師に採
用
12. 17 英国の章魚的把握 ( 1) 印度は英国
の為に戦ふ可からず 印度国民委員会
会長 エ ・ エ ム ・ サハイ
12. 17 半島人牧師が 正義日本強調
12. 17 王道文化運動の一翼 満洲文芸協会設
立 新満洲文学の中央機関
12. 17 新京忠霊塔慰霊祭
12. 17 諏訪谷大教授 北京留学出発
12. 17 吾が宗教教団に於る 対支開教方策の
樹立 各宗団管長重役招き 支社主催・
対支開教懇談会 、
12. 17 東京と北京に本部 明春、 発会式 対
支文化工作機関 “東亜文化教会” 設
置
12. 17 支那語講習 支那宣撫の 仏徒養成に
12. 17 北支へ伸びる 天理の触手 布教陣か
たむ
12. 17 留学生派遣、 交歓など 多面多彩に拡
大発展 戦死者の追悼、 物故者慰霊祭
国際仏教教会本年度総会
12. 18 英国の章魚的把握 ( 2) 印度は英国
の為に戦ふ可からず 印度国民委員会
会長 エ ・ エ ム ・ サハイ
12. 18 アジャ ンター壁画の模写 州当局より
許可さる
= カルカッタ富豪 ピルラ氏 (印度人)















12. 27　 各宗仏教団　 上海で慰霊祭 神式と同
時刻
12. 27　 廃墟の上海を　 背負ふ蘇錫文 醍醐派
従軍僧談
12. 27　 大同、 緩遠に　 西本出張所
12. 27　 北支河北省に　 塘活東本願寺 石黒主
任活躍
12. 27　 全印度教大　 会へ打電 ホース氏
12. 27　 本願寺、 化して　 ソ連の赤き兵営 無
茶な官憲 ・デマの徹底　 戸泉賢龍氏談
・　 る
12. 28　 新京、 大連、 天津　 北京を馳駆して
北京ホテルにて　 藤田玖平
12. 28　 浄土宗中の　 従軍僧帰る
12. 28　 理事長の言明に反し　 満支開催説具体
化　 全日本仏青理事会 次期汎太仏青
大会
12. 28　 打倒英国決議　 在京国家主義 印度人
協議
1937. 12. 22 稿軍行の 光照法主 愈よ二十二日
帰朝の途に
12. 22 老輪番奮起 支那語講習 大派南浮氏
12. 22 大派の宣撫工作に 宣撫映画班特設
映写に撮影に画期的進む 主任加藤氏
壮図につく
12. 22 台湾の教会にも 反英的傾向の表れ
向上する本島人教育
12. 23 英国の章魚的把握 ( 6) 印度は英国
の為に戦ふ可からず 印度国民委貝会
会長 エ ・ エ ム ・ サハイ
12. 23 歳晩記 一北支開発前途-
12. 23 寒山寺も虎邱塔も 支那軍に揉朋 廃
墟 ! 馬小屋同然 仏教寺院の惨禍語る
12. 23 つぶさに嘗る この辛酸 南禅寺派前
山氏
12. 23 戦場の皇軍 数珠を望む 上海西別院
で頒布
12. 23 京大浜田総長 台湾視察旅行
12. 23 台湾彰化通信
12. 24 英国の章魚的把握 ( 7) 印度は英国
の為に戦ふ可からず 印度国民委員会
会長 エ ・ エ ム ・ サハイ
12. 24 カナカ青年に 仏青訓練
12. 24 南洋殉職者の 追悼大法会 パラオ東
本願寺
1。 1　 お尋ね






用意 (特に思想的) を　 う けたまはり
た し
1. 1　 対支文化工作に於る　 宗教家の任務
(第一問に答へて) 杉本直次郎
1. 1　 対支文化工作と我が神祗思想　 国学院
大学学長　 文学博士 河野省三








1. 5　 躍動する新支那 (上) 北支の現状を
現場に観て　 支那国民戦線代表 藤田
玖平
1. 5　 西田天香氏を国民使節に派遣 ?　 一部
実業家の希望





12. 24 赤い国の “寺院” 日本仏教史に記録 1938. 1. 1
1. 1して終る 戸泉主任漸く帰朝 浦塩本
願寺
12. 25 亜細亜と回教徒 (上) シ ョ ウ翁の回
教観その他 須田正継
12. 25　 北支並に中支満洲に　 大谷光暢法主酷
寒稿軍行　 国策翼賛、 宣撫工作に重点
一月十三日壮図に就く
12. 25　 中華臨時政府訪問　 東亜興隆の為に
支那民衆提携を徹底 関根総長談
12. 25　 淵江禅林寺管長 一月上海北支へ
12. 25　 宗教諸般の対支工作案　 多面多画的に
論議 対支開教問題懇談会 東京支社
主催
12. 25 北支へのびる触手 天理教河原町大教
会 北支出張所設置
12. 25 大乗仏教に依り 国策に適応 成功の
施薬 ・ 日語学苑　 更に宣撫読本頒布
12. 27　 亜細亜と回教徒 (下) シ ョ ウ翁の回
教観その他　 須田正継





12. 27　 支那の名勝杭州に 何んと50米の大仏
建立　 日支戦没将士の冥福祈る 奥村
代議士令息の発願
12. 27　 血なほ毘き　 南京に唯一法主 朝香宮
殿下に拝謁 大谷光照法主帰山
七日飛行機で出発
1938. 1. 5　 戦傷兵慰問に　 積極的活動促す 関天
竜管長ら提唱　 各派懇談会で協議
1. 5　 逞羅との国民外交　 仏教徒か先駆せよ
珍ら しい国民皆僧主義　 仏教使節浅
野研真氏談
1. 5　 北支開教根本策　 樹立に研究協議会
浄土宗が椎尾氏らの　 任務完了を待ち
開く
1. 5　 陣容すべて成り　 活躍の西本願寺 北
支最前線の石家荘
1. 5　 北支開教出張所　 日語学校も設置 金
光教の意気込み
1. 6　 躍動する新支那 (中) 北支の現状を
現場に観て　 支那国民戦線代表 藤田
玖平
1. 6　 台湾の廃仏毀釈　 議会の問題化せん
釈迦観音等信仰すべからず　 本島人へ
の信教弾圧
1. 6　 対支開教問題懇談会　 第一回研究座談
会 ( 1) 本社東京支社主催
1. 6　 台湾に仏青網　 旧瞰 「仏化」 幹部会で
申合　 近く連盟結成準備会
1. 7　 躍動する新支那 (下) 北支の現状を
現場に観て　 支那国民戦線代表 藤田
玖平
1. 7　 印度の旅から　 杉本哲郎 孟買上陸
(上)
1. 7　 従軍僧観を一変させた　 輝く登坂担架
部隊　 日蒙学校建設に私財を拠つ 秋
声画伯征旅の秘材語る
1. 7　 東洋の平和確立に　 日印一致の歩み
在阪神印度人が協議会
1. 7　 盗まれた権利　 基教の支那布教権
一渡辺哲信氏の歴史談一　 対支開教問
題懇談会 ( 2)
1. 8　 印度の旅から　 杉本哲郎 孟買上陸
(上)
1. 8　 教学界の対支仏教工作　 新春と共に活
発　 東亜文教関係者初の協議会
1. 8　 文教上の問題を　 独自の立場から検討
宗教問題研究会を中心に　 “新支那
文教委貝会” 設置
1. 8　 北京官立大学の一を　 仏教総合大学と
して開校　 日本印度学界巨頭の一団
北京新政府等に要望伝ふ
1. 8　 邦人遺骨百六十帰る　 赤い国の宗教圧
迫　 レコー ド盛んに製造
1. 8　 南支避難民に　 古着を贈る計画 力教
婦人会か
1. 8　 盗まれた権利　 基教の支那布教権
一渡辺哲信氏の歴史談一　 対支開教問
題懇談会 ( 3)
1. 9　 印度の旅から　 杉本哲郎 ア ジャ ンター
行
1. 9　 オマール雑録 (十二) 浦亭生　 ア ラ
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
ピヤの文部大臣




1. 9　 菅野経禅氏　 南京に向ふ
1. 9 北支民衆の教育基本は 仏教思想より
な い 教学界巨匠らの文化工作 北支
新政府への陳情要旨
1. 9 名誉の負傷を綴る 陣中日記五日間
(四) 梶原重道
1. 9 南京入城式 に列 して
1. 9　 北支戦塵抄　 一素江-
1. 9 先づ何よ り も　 実力ある仕事をせよ
安藤正純氏の強調 対支開教問題懇談
会 ( 4)
1. 11 印度の旅から 杉本哲郎 ジヤルガオ
ン (上)
1. 11　 防共と友邦提携　 新政権絶対支持の
二省回教徒代表
1. 11　 日本力教徒を代表　 田口司祭再び北支
へ あす飛行機で出発
1. 11　 細川復興に 大派加藤氏急行
1. 11 “布教” か印象づける　 権益獲得の誤
解 活眼を開いて進め 対支開教問題
懇談会 ( 5)
1. 12 北支工作と仏教 一諸学者に呈す-
1. 12　 印度の旅から　 杉本哲郎 ジヤルガ オ
ン (下)







1. 12 “仏教文化” の海外普及 非常時色を ‘
盛って懸案の　 華頂興学済世会愈誕生
1. 12 妙心寺派の 従軍僧帰山
1. 12　 神殿新築成り 活躍に移る 天理上海
伝道処
1. 12　 印度の独立 運動を語る ホース氏の
京都講演
1. 12 北支民衆の救済に 社事使節の樹立
中央社事協会 政府へ建議
1. 12　 新支那精神文化　 礎石を目ざす 西本
第一回留学生北京着
1. 12　 北支征旅九十日の 決死彩管行を聴く
小早川秋声画伯に 17日、東洋亭で ・
ベン光る会
1. 12 今後の支那は 経済開発が中心 同時
に精神工作か必要 対支開教問題懇談
会 ( 6)













用意 (特に思想的) を　 う けたまはり
た し
1. 16　 満支慰問のため　 智子裏方も壮図へ
近 く其実現を見ん　 随行長は阿部内事
顧問か
1. 16　 新支那は真宗相応の地　 前田徳水氏談
1. 18　 印度の旅から　 杉本哲郎 エ レ フ ァ ン
タ島 (上)
1. 18　 新支那への　 献策 大谷光照法主 前
田氏を稿ふ
1. 19　 新支那の建設　 一帝国政府の声明-





1. 20　 東亜経綸の指導原理 ( 1) 藤沢親雄
1. 20　 日本は支那の道教を　 如何に消化した
か　 金孝敬 (一)
1. 21　 東亜経綸の指導原理 (2) 藤沢親雄
二、 典型的犠牲下の支那
1. 21　 日本は支那の道教を　 如何に消化した
か　 金孝敬 (二)
1. 21　 現状維持の怯儒を排し　 吾等自ら難局
打開に邁進　 北支立法に対する希望
藤田玖平氏談
1. 21　 北京市内には　 北京神社の分祠創建
大使館構内に神宮遥拝所　 北支の神社
創建と造営
1. 21　 老躯引提げ　 北支慰問
1. 22　 東亜経綸の指導原理 (3) 藤沢親雄
三、 マルキシズムの動向
1. 22　 日本は支那の道教を　 如何に消化した
か　 金孝敬 (三)
1. 22　 盛儀を極めた　 班禅ラマ追悼会 追悼
余光三千部印施　 中日密研静岡支部
1. 22　 青島西本願寺　 本堂庫裏無事
1. 23　 東亜経綸の指導原理 (4) 藤沢親雄
四、 日本国内の思想的転換
1. 23　 日本は支那の道教を　 如何に消化した
か　 金孝敬 (四)
1. 23　 私は真の平和の曙光を観た　 浦東の大
同政府治下で　 皆帽子を取って挨拶し
合ふ街　 従軍布教使 茂平木亮戒
1. 23　 宣撫策と して実に評判のいい　 石家荘
本派本願寺の　 日曜講座
1. 23　 戦線に枕 して　 涌田常一
1. 23　 名誉の負傷を綴る　 陣中 日記五日問
(六) 梶原重道
1. 23　 戦禍の杭州に　 日華提携の矩火 日華
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
樹立 束亜民族文化協会工作始む






1938. 1. 13　 西本上海別院へ　 侍従武官御差遣 皇
軍英霊に懇ろに参拝











1. 13　 権利問題を忘れ 先づ実質を取れ
対支開教問題懇談会 ( 7)
1. 14 印度の旅から　 杉本哲郎 ア ジャ ンター
ケープ (上)
1. 14　 対支工作の大成期し 仏教の統合運動
近く具体化を期待
1. 14　 “海外神社” 研究と　 神職養成機関設
立運動 大陸神社創建に呼応 全神当
局の提唱
1. 14 上海戦線土産話 真島如亀雄氏談
1. 14　 大派天満別院 支那語講習会
1. 14　 東天問題も論議　 臨黄合議信念総会
従軍布教使の報国
1. 14　 権利と して 条約に明記せよ 日支宗
教家の提携か肝要　 対支開教問題懇談
会 ( 8) つ
1. 14 雪の駅頭埋める　 旺んな数百の歓送
酷寒行に相応しい首途　 光暢法主一行
出発す
1. 15　 印度の旅から 杉本哲郎 アジャ ンター
ケープ (下)
1. 15　 “英文仏教綱要” 逞羅で好評を博す
シャム語に翻訳して頒布
1. 15 余韻姻々の鐘声に　 聴き惚れる将兵
野戦聖典でお経の講習　 山西省太原の
朗話
1. 15　 日本基青同盟 上海に憩の家
1. 15 中華民国戦禍 罹災民救済会 力教婦
人会が設立
1. 15　 二十一ケ条の連想は やめて貰ひたい
対支開教問題懇談会 ( 9)
1. 16　 “海外神社” の創建問題
1. 16 対支開教と仏教総合大学 高島米峰
1. 16 印度の旅から 杉本哲郎 古城







1938. 1. 23　 日木仏教徒の名で　 贈る曖ぎ 薬”
戦禍と極寒の北京へ　 六万五千個発送
江朝宗氏から　 早 く も感謝
1. 23　 太子精神に則り　 北支に医療機関 四
天王寺当局か計画
1. 23　 白崎従軍僧に　 感謝状授与
1. 25　 東亜経綸の指導原理 (5) 藤沢親雄
B東亜連盟の　 基礎的論理 一、 束亜
は運命　 的共同体 (上)
1. 25　 日本は支那の道教を　 如何に消化した
か　 金孝敬 (五)
1. 25　 戦没勇士の遺族を　 戦地から御見舞
感激の栞将軍、 従軍僧派遣　 最初の涙
ぐましい朗景　 第一線と銃後結ぶ
1. 25　 北支へ相国寺　 管代慰問使
1. 26　 東亜経綸の指導原理 (6) 藤沢親雄
一、 東亜は運命　 的共同体 (下)
1. 26　 浦塩の街は軍人氾濫　 流行の先端行く
自転車　 お手のものの宣伝戦 戸泉賢
龍氏の土産話　 最近の赤いロシヤ
1. 26　 軍部の神祗思想研究と　 対外宣揚運動
を協議　 けふ 神代文化研究同人会
1. 26　 川崎大師満　 洲別院建設
1. 26　 単なる布教問題より　 先づ宗教的情操
対支開教問題懇談会(18)
1. 26　 対支伝道の　 新陣容結成 東亜伝道会
1. 27　 東亜経綸の指導原理 (7) 藤沢親雄
二、 武力行使の　 思想的真義 (上)
1. 27　 関天龍管長ら　 愈よ北支慰問へ 二月
十四日神戸出帆
1. 27　 上海で初めて　 従軍僧の講話
1. 27　 南洋土民学校に　 神宮遥拝碑建立 徳
重氏の念願近づ く
1. 27　 在京印度人の印　 度独立運動記念
1. 27　 近代的意味の布教　 文化的使節の経営
対支開教問題懇談会
1. 28　 東亜経綸の指導原理 (8) 藤沢親雄
二、 武力行使の　 思想的真義 (下)
1. 28　 宣撫工作と　 回教に努力せよ 各議案
委員付託　 知恩院門末会第一日午後
1. 28　 政府当局を して　 理解せしめよ 対支
開教問題懇談会(20)
1. 29　 東亜経綸の指導原理 (9) 藤沢親雄
三、 盟主日本の必然的使命 (上)
1. 29　 智子裏方を歓迎し　 日華仏教婦人大会
支那婦人五百参加せん　 記念に腕輪
念珠を贈る
1. 29　 蒋介石西本願寺に柴る　 非常時笑へぬ
ナ ンセ ンス　 飛んだ安心弄り
1. 29　 大派青島別院　 略奪の跡惨澄 建物は
無事
1. 29　 曹洞の青木　 氏青島へ
1. 29　 山西省大同に 「日華仏連会」





1. 30 支那で用う る経典 稲垣伊之助
1. 30 新しい支那の顔 輝ける眼ざしを見よ
1. 30 従軍僧の現在と将来 ○○部隊付従軍
布教使 鷹川恵正
1. 30 支那戦線を語る 一本の彩管で 各部
隊を感激させた 小早川画伯を囲む夕





1. 30 全日本教会連合で 皇軍慰問事業行ふ
基教連盟とYMCA
I . 30 徳州永慶寺設立の 仏教日語学院開く
日支の要人参列して 盛んな開校典
礼
1. 30 けふ知恩院で 北支開教協議
1. 30 大黄河の歴史的渡河と 済南城攻略戦
に参加して 浄土宗総本山特派従軍布
教使 名越隆成
1. 30 名誉の負傷を綴る 陣中日記五 日間
(七) 梶原重道
1. 30 支那紙に現はれた抗戦の無益
1. 30 束亜経綸の指導原理 ( 1 0 ) 藤沢親
雄
1. 30 支那で用う る経典 稲垣伊之助
1. 30 新しい支那の顔 輝ける眼ざしを見よ
1. 30 支那戦線を語る 一本の彩管で 各部
隊を感激させた 小早川画伯を囲む夕
1. 30 従軍僧の現在と将来 ○○部隊付従軍
布教使 鷹川恵正




1. 30 全日本教会連合で 皇軍慰問事業行ふ
基教連盟とYMCA
I . 30 徳州永慶寺設立の 仏教日語学院開く
日支の要人参列して 盛んな開校典
礼
1. 30 けふ知恩院で 北支開教協議
1. 30 大黄河の歴史的渡河と済南城攻略戦に
参加 して 浄土宗総本山 特派布教使
名越隆成
1. 30 名誉の負傷を綴る 陣中日記五日間
(七) 梶原重道
1. 30 支那紙に現はれた抗戦の無益
1. 30 日支文化提携 会議速記録
1. 30 宗派我をすてて 連盟を常 く せよ 対
支開教問題懇談会 (22)
2. 1 東亜経綸の指導原理 ( 1 1) 藤沢親
雄







2. 4　 カラチン王が作 らせた　 600年前の
蒙古語大般若経　 埋蔵保存された一部
帝都へ　 近く展観して世に紹介
2. 4　 古跡保存に留意　 満洲国政府、 同法を
改正　 熱河ラマ廟等を国宝指定
2. 4　 寿司詰めの軍用列車　 光暢法主元気旺
盛　 支那兵の屍体に黙礼 熱河承徳で
慰霊法要　 法主稿軍行 第三輯
2. 4　 智子裏方、 飛行機で　 きのふ南京に向
ふ　 ○○で朝香宮殿下御訪問
2. 4　 現地の実情に基き　 支那国民に声明書
七日、 仏連幹事会開き　 椎尾博士の
帰朝報告
2. 4　 北、 中、 南支に　 溌剌開教陣固め 日
宗現地 レポ
2. 4　 対支仏教工作で　 第二回懇談会開く
東都中堅仏教徒が
2. 4　 支那より印度へ　 開催地を変更 世界
宣教大会
2. 5　 印度の旅から　 杉本哲郎 水曜会と日
本人協会
2. 5　 英帝国主義の　 伝統的外交と ア ジヤ
の解放(4) 印度革命志士　 ポーズ
2. 5 「高野山」 から初めて　 婦人の皇軍慰
問使　 愛媛の山岡八重子夫人 廿二日
出発、 北支中支へ
2. 5　 売上げ全部を　 皇軍慰問に ボンベイ
日本人協会で　 杉本哲郎画伯作品展
2. 6　 印度の旅から　 杉本哲郎 タ ジマ ハル
ホテ ル
2. 6　 仏教宗派の合同(1) 生田得雄
2. 6　 戦死を したら　 同郷の誼みで万事を
大黄河の歴史的渡河 (二)




2. 6　 淵江禅林寺管長　 北支皇軍慰問へ 愈
よ十四日出発
2. 6　 鳥瞰図と絵巻で　 戦跡の記念作成 吉
田初三郎画伯の従軍
2. 6　 衆院予算総会　 対支文化工作に 仏教
徒を動員せよ　 加藤代議士の質問に
各閣僚賛意を表明
2. 6　 支那文化への悲哀　 上海派遣軍○○部
隊　 曽我裕章
2. 6　 剣を笏に代へ　 銃を取って将兵を祓ふ
感激 ! 輸送船上の銃剣祭典　 浅野部
隊末安隊　 久保少尉
2. 6　 名誉の負傷を綴る　 陣中日記五 日間
(七) 梶原重道
2. 8　 智子裏方を迎へて　 上海時局婦人会結
成　 感激裡に使命を果し 更に青島皇
軍慰問へ
2. 9　 ラマ僧招致に　 小林義道氏入蒙 きの
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
親修慰霊法要
1938. 2. 1 “画龍点晴” の慰問 智子裏方ら先づ
中支へ 小早川画伯の隠れた努力
2. 1　 三月中旬を期して北支 ・南支で慰霊祭
全国神職会、 準備に着手
2. 1　 満蒙開拓青少 年義勇軍募集
2. 1 対外神社問題 研究の重要性 全神理
事会で具体化
2. 1　 志願者殺到 厳選の上派遣 浄宗北支
開教
2. 1　 教線拡充特に 主力を北支へ動員 来
宗会に提案の 日蓮宗の生命案
2. 1　 青年教徒を 進出させよ 対支開教間
題懇談会 (23)
2. 2 東亜経綸の指導原理 ( 1 2 ) 藤沢親
雄
2. 2 英帝国主義の 伝統的外交と ア ジヤ
の解放(1) 印度革命志士　 ホース
2. 2 支那人の面子を超越 頗る有望視さる
官学、 公立か不可能ならば　 私学、
私立と して開設
2. 2　 先づ何よ り も　 窮民に業を与へよ 対
支国策の指導精神 椎尾氏日本教学確
立を力説
2レ2　 日本人たる歓び 天竜寺派従軍僧 村
上独潭氏語る
2. 2　 ラマ僧招致に　 小林義道氏人蒙 知恩
院宣撫工作の一助 ラマの留学僧同伴、
廿日出発
2. 2 対支皇道 宣布方策 神社界有志 協
議会開く
2. 2 協和会指導の下に　 ハルビン宗教連盟
結成 三十余民族の各宗教を融合 全
宗団の非常時動員
2. 2 日本の使節を 印度に派遣せよ 印度
国民日本委員長声明
2. 3　 印度の旅から 杉本哲郎 バア シイ と
沈黙の塔
2. 3 英帝国主義の 伝統的外交と ア ジヤ
の解放(2) 印度革命志士　 ホース
2. 3 北支へ送る 愛国給仕 軍の依頼で
天理教から
2. 3 両本願寺上海別院に 護国の英霊弔ふ
上海神社に正式参拝 智子裏方の皇軍
慰問行




2. 3　 日華提携は あく まで仏教を基調に
湯臨時政府委貝長談
2. 4　 印度の旅から　 杉本哲郎 カネ リーケー
プ
2. 4　 英帝国主義の 伝統的外交と ア ジヤ
の解放(3) 印度革命志士　 ホース






1938. 2. 9　 歴代各版大蔵経　 満洲国で一斉調査
帰朝蔵経の埋蔵予想
2. 9　 満支に移民運動等　 珍ら しい内容盛る
西本願寺予算案　 けふ当直勘定会
2. 9　 北支開教対策や　 時局活動費中心に
浄宗予算十三万円程度増額
2. 9　 智子裏方ら　 北支に入る
2. 9　 保定西門城　 璧上に建つ 戦没者供養
塔
2. 9　 翼東政府　 要人参列 束本で追悼会
2. 9　 感激の支那民　 青島は朗か
2. 11　 香港に “真言” が結ぶ　 美しい日支親
善風景　 黎氏の一周忌に豊山派 加藤
前管長ら近く渡香
2. 11　 寺内最高指揮官　 光暢法主を訪問 太
原の大慰霊祭に　 将兵念珠を腕に参拝
2. 11　 愈よ思想局実現　 支那事変関係や移民
奨励等　 西本の予算案全貌
2. 11　 新支那の皇図翼賛　 西本支那布教総監
規程
2. 11　 世界人類に貢献すべき　 日支両国共同
の任務実行　 対支文化工作協議会が
決定した正式声明内容
2. 13　 “中日仏教婦女大会”　 支那要人の待
受け運動　 両国戦死者追悼会も勤修
智子裏方の活動期待さる
2. 13　 光暢法主満洲入り　 新京神社 ・忠霊塔
参拝　 北支稿軍行終る
2. 13　 国境なき奉祝　 神戸アジア民族晩餐会
2. 13　 中支戦線に　 大塔婆 現地で法要 本
門仏立講
2. 13　 皇軍歓迎の旗振る中を　 済南入城式に
参列　 大黄河の歴史的渡河 浄土宗総
本山　 特派布教使名越隆成
2. 13　 支那事変と　 秘密結社の活動 は しが
き　 X Y Z
2. 13　 施薬は支那民に　 平和の弾丸となる
西本宣撫工作着 成々功
2. 13　 満支語や英語を　 布教使に叩き込む
西本布研の新方針
2. 15　 印度桁神の種々相　 溢れる精神と徹底
性　 ホース、 ラ ス ビハ リ
2. 15　 禅浄合作の慰問　 関天龍、 淵江禅林管
長ら　 きのふ北支へ出発
2. 15　 新疆五馬迎盟遂に蹴起か　 開教民族の
防共と宗教擁護　 延々四千里の支那辺
境の風雲急
2. 15　 中国開教総連合会　 北京懐仁堂で結成
2. 15　 支部設置と　 施薬に就て 日華仏研幹
事会
2. 16　 暗爾賓別院で　 慰霊大法要 光暢法主
2. 16　 防共を 目的と した　 民間警察軍の組織
国民戦線軍結成の要
2. 16　 “四海帰妙” に立脚　 全力注ぐ支那開
教　 超多額予算や座談会等々 ハ リキ
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ル日蓮宗
2. 16 台湾の皇民統一策と 臨済宗の仏教護
持運動　 皇化と仏化の競争
2. 17 印度の旅から 杉本哲郎 シネマと劇




2. 17 中・北支皇軍慰問から 九州傷病兵慰
問　 智子裏方、 予定を延長
2. 17 北支の明朗化建設に 雄々し く 中国婦
人の活躍 社事進出に重大な役割 牧
賢一氏の現地報告
2. 17　 東亜文教会 (仮称) 日本側発会式 ・
会長に近衛首相推戴
2. 17 対支文化工作初 の常務委員会
2. 17　 満洲の天理村 産業組合を結成 今後
の開発に期待
2. 17　 大陸青年会 問題等議す YM総主事
会
2. 18　 長谷川司令官厳父が　 親心こめた田舎
餅 光暢法主上海行に託す
2. 18　 奉天の慰霊法要と 光暢法主の親教
きのふ全満に放送
2. 18 全満夫人に 喚びかく 大谷智子裏方
2. 18　 裏方通州慰問
2. 18　 芝栗東本　 願寺復興
2. 18 “日支親善は 仏教から” 東福寺慰
問使 高橋氏帰来談
2. 19 印度の旅から 杉本哲郎 デ ワ リー
2. 19 今こそチャンス 印度国民よ起て 全
印度国民会議大会に　 ホース氏の激励
電報 印度憲法危機問題





支那側に送る　 メ ッセージ決定 東
亜文教会日本側発起人 けふ、 第一回
実行委員会
2. 19 北京華北大学を 十万円で買収 大東
文化協会か
2. 19 南洋開教に 西本願寺の根本策 光瑞、
尊由両氏も近く南洋へ 岩佐氏上山し
て協議
2. 19　 西本槃会 前田氏に聴く 支那現地の
事情　 本会議なしで練りあぐ 一第四
日 (十八日) -
2. 20 印度の旅から ア ジャ ンターの生活
杉本哲郎　 孟買出発
2. 20 印度問題と支那事変 印度革命志士
ホース、 ラ ス ピハ リ
英国の伝統政策と　 日本及び支那






1938. 2. 20 宣撫随筆 杭州特務機関員 東本願寺
布教使 秦龍勝
2. 20 仏徒の宣撫工作 参加問題を協議 八
木沼現地宣撫班長招き 対支仏教協議
会が
2. 20 蒙古僧教育に 満洲国全幅の支持 留
学生の人選引受 く小林義道氏国務院訪
問
2. 20 皇軍の仁愛に感謝 支那民衆の献納品
倉林部隊が勇士菩提の為 大派高田
別院と浄興寺へ
2. 20 天台宗で も 北支に開教 水尾寂晩氏
を 北京に派遣
2. 20 支那語講習
2. 20 大亜細亜主義に 印度を振向かせよ
先づ防共思想を
2. 20 砲声を聞かねば 飯が味ない此頃 大
黄河の歴史的渡河 (続) 浄土宗総本
山 特派従軍布教使 名越隆成
2. 20 支那事変と 秘密結社の活動 二 X
Y Z
2. 20 待機中の各部隊 戦死者慰霊祭に列し
て 織田敏雄
2. 20 朝鮮青年団 定期総会
2. 22 闘争と解放 一印度国民会議派に-
2. 22 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 グエ ス トハ ウス
2. 22 明朗五色旗の下で 中日仏教婦女会結
成 北京に仏教女学校設立 智子裏方・
阿部随行長の祝辞
2. 22 西本集会 一第五日 (十九日) 一
支那人の布 教は可能だ
2. 22 済南日語学校に 無償献身的活動
2. 22 曹洞管長代理 台湾皇軍慰問
2. 23 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 ワンサプゼ ク ト
2. 23 同姓のホース氏語る 猛将印度国民会
議議長 日本のホース氏
2. 23 杭州方面紅1 字会の 収容所近く解散
宣撫班の努力奏効
2. 23 恒に合唱したい気持 支那要人と歓談
光暢法主 ・智子裏方語る




2. 23 北支稿軍の 禅浄両管長 天津に到着
2. 24 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 アジャンター (上)
2. 24 霊肉を提げて 北支明朗化 ク リスチャ
ンが北支へ 大挙移民計画協議
2. 24 漢文教師比 支那語を
2. 24 支那仏教会の 監督に依嘱 田中清純
氏




2. 24 回教徒ブロ ック強化の 民族的宗教運
動 全満二百万教徒動く 防共日満支
の提携
2. 24 今集会の中心案 支那事変費上程 西
本集会 一第九日 (二十三 日) 一 宣
撫工作は国策順応
2. 24 南洋開教は 特別にやる
2. 25 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 アジャンター (下)
2. 26 蒋介石、 各将領に命じ 在支力教宣教
師を弾圧 背後に共産党反宗動く
2. 26 印度教と回々教の 闘争を巧に利用
英国の対印政策 印度独立運動は 何
処へ行 く ?
2. 26 印度最近の 情勢等を聴く
2. 26 遼代の古建物 義州白塔修築 満洲国
民生部
2. 26 “宣撫” 工作とは? 八木沼宣撫班長
に聴 く
2. 26 仏教宣撫員 養成問題など協議 対支
仏教協議会
2. 27 印度と共産主義 (上) 印度志士 ボー
ス
2. 27 青峨室 稿軍行 (二) 無文侍者誌
2. 27 臨済寺復興は 支那伝道の具体化だ




2. 27 日本かア ジヤの柱
2. 27 早春、 蒙古の話題乗せて ラマ教徒か
信頼しう るもの 日本以外にない 西
蔵に熾烈の排英思想 小林義道氏帰朝
談
2. 27 日華婦人の文化工作に 女性最初の輝
く功績 ! 仏教を通じ東洋平和へ 智
子裏方雄々し く語る




2. 27 光暢法主の 中支稿軍 きのふ蘇州へ
2. 27 日独支協力で “景教” の探検 内蒙
に科学のメ ス
2. 27 曹洞の慰問使 今井総務発つ 盛んな
見送り
2. 27 妙心寺派の 支那開教政策 来宗会に
予算審議
2. 27 地球全皮面の大沸騰 ここ世界一週間
の出来事
極東日本の力を 印度国民はどう見












3. 1 印度と共産主義 (中) 印度志士　 ポー
ズ





印度と共産主義 (下) 印度志士　 ホー
ス
青峨室　 稿軍行 (四) 無文侍者誌
現地にまざまざ見た　 わか大乗仏教精
神　 日本将兵の “尊 く強い” わけ 阿
部恵水老しみじみ語る
関近 く 設置か
3. 5　 満支現地指導　 者の短期養成 日本文
化協会
3. 5　 曹洞宗慰問　 使十日出発 北支方面へ





はない 次は思想を利用 して 日貨ボ
イコ ッ ト・は事実はやらない　 日本は次
の英国以上だとのデマ
3. 6　 日満支親善は 太子信仰から 大連聖
徳会蔦井氏談
3. 6　 満洲国で も　 公娼廃止 浜江省近 く断
行
3. 6　 杭州宣撫余録　 杭州特務機関 東本願
寺布教使　 秦龍勝
3. 6　 北支だより　 カフェ ー一日五百円 西
村正典
3. 6 「建国廟」 御祭神問題で　 満洲国へ意
見書提出決る　 海外神社問題研究の喫
緊




3. 8　 日本仏教の海外宣揚　 仏教著作刊行記
念会盛況　 追悼展観もゆかし
3. 8　 朝香宮殿下の御仁慈に　 全山挙げて感
泣　 上海別院の御奉公に対し お使ひ
頂いた西本願寺の光栄
3. 8　 対支開教は各派提携　 国策翼賛の立場
か ら　 野上浄宗執綱の施政方針
3. 9　 青峨室　 稿軍行 (五) 無文侍者誌
3. 9　 宣撫官に　 二人パス 龍大から
3. 9　 山田突鳳氏　 朝鮮に派遣 曹洞管長代
理
3. 9　 けふ、 光暢法主が　 現地報国の第一声
東本願寺で公開
3. 9　 北満の “上宮村” に　 力強い赤ん坊の
泣声今春と共に希望辰る　 第七期生近
く渡満
3. 9　 浄宗台北別院　 本堂落成法要 神居氏
を持派
3. 9　 満洲と九州　 両大会決識
3. 10　 対支文化工　 作の根本義
3. 10　 埃及皇帝の御慶事　 回教精神に燃える
埃及青年　 須田正継
3. 10　 青峨室　 稿軍行 (六) 無文侍者誌




3. 10　 四月から　 小学一年生 留学のラマ僧
3. 10　 妙心寺従軍僧　 再び中支へ
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3。 2　 宣撫工作に重大寄与　 中国人少年団を
結成 太原東本願寺の新運動
3. 2　 光暢法主 中支稿軍行
3. 2 印度僧歓迎会
3. 2　 日独伊満親善　 児童大会プロ
3. 2　 印度国民会議派の決議は 国民の総意
で はな い 日貨排斥と印度革命
3. 3　 “支那人伝道　 計画の愚”
3. 3 求法南進の一大先駆 真如法親王の奉
賛 (上) 浅野研真 一　 二
3. 3　 ラマ僧を全部還俗させ　 兵隊に仕立て
る 蒙古新政権内一部の意見 小林義
道氏のラマ僧救済論
3. 3　 反国民党運動 西蔵で熾烈化 党庭下
支那人に退蔵命令
3. 3　 世界各国の扱助得て 梵本資料総目録
を出版　 印度マ ドラス大学
3. 3 奉天で孔道 市民大会




3. 3　 予算案、 事変費総て可決　 西本願寺集
会終る 一最終日一
海外移民や　 満洲の刑務教海事業
3. 4 求法南進の一大先駆 真如法親王の奉
賛 (下) 浅野研真 三
3. 4　 光暢法主上海で　 戦没者大追悼会
3. 4 新東亜建設策に添ひ ラマ僧教養の具
体案　 近く発表、 教界に働きかく 満
洲、 北支当局支援の下に
3. 4 世の次男坊よ 支那、 満洲に行け 西
本願寺で運動 全国管事会で付識
3. 5　 北京街頭で 示威行進 中国回教総連
3. 5 事変を機に台湾に 靖国神社創建せよ
実情に鑑み現地の要望熾烈 近 く具
体運動に着手
3. 5　 “対支文化工作には 先づ各宗は手を
握れ”　 現地の出先軍部その他 各方
面一致 して希望









四　 道院 ・紅iE字会 (一)
3. 15　 印度の旅　 アジャ ンタ ーの生活 杉本
哲郎
3. 15　 仏教各宗立学校に　 支那語科を設置せ
よ　 在上海　 結城瑞光
3. 15　 事変を契機と して　 支那力教の躍進
ウィーンの力教新聞に見る　 明朗化を
喜ぶ支那宣教師
3. 15　 謬まれるガ ンジー翁に　 正義日本の立
場を説 く　 日本山妙法寺藤井行勝氏
十年振りに廿四日帰朝
3. 15　 ウカウカすると 「打和尚だ」 支那陣
の真宗理解に　 洋々たる天地啓く
3. 15　 お伽噺も出さ うな　 北鮮の奥地巡回
十六 ミ リと紙芝居担いで　 大派池浦開
教使
3. 15　 支那臨時政府に　 敬意を表明 青海代
表阿活仏　 王委員長と歓談
3. 16　 朝鮮最初の　 曹洞選仏道場 愈よ四月
より開く
3. 16　 輸送将士を泣かす　 銃後国民の力強さ
済南入城の感激語る　 大派 ・渡部従
軍僧
3. 16　 満洲の寺院で　 施薬療病使節 法会期
間中
3. 16　 印度友の会
3. 16　 支那経済制覇目指す　 国際猶太思想排
撃へ　 京都明和会も決起せん 来月十
日東本で講演会
3. 16　 専ら半島人中心　 天理教朝鮮布教管理
所　 教化方針の転換
3. 17　 北京、 上海、 南京で　 全神の 現地祈
願慰霊祭　 廿三日理事会で正式決定
3. 17　 芸術を通じての　 日華文化工作に寄与
北京の画壇人と手を握り　 小早川秋
声画伯再渡支
3. 17　 助手台に乗った　 “管長さん” ア ン
ペラの上で寝た一夜　 淵上禅林管長の
土産話
3. 17　 南洋移民徒労堂訓練　 企両院等の支援
得て　 輔成会具体化に努力
3. 17　 北支開教使を　 誓願寺で募集
3. 18　 印度の旅　 アジャ ンタ ーの生活 杉本
哲郎
3. 18　 北京高野山の　 風神廟修築 神田代議
士ら奔走
3. 18　 “燃える信仰　 血闘の覚悟” 日支提
携で味な事言ふ　 日中満協会皇軍慰問
宗教関係学生慰問
3. 18　 満洲に培ふ村の　 育ての親は談る 奉
天実験村、 鈴木寿氏
3. 18　 宣伝抜きで　 語学校を現地に設置 金
光教の対支文化事業
3. 18　 済南知恩院　 別院開設 日語学校も創
設さる
3. 18　 日本仏徒の決起促し　 膨大な 日華親善
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1938. 3. 10 待望の北支新政権に 開く宗教活躍の
新部門 注目すべき動向
3. 10 対支文化工作 と仏教座談会
3. 10 北支で活躍中の 関天竜寺派管長 二
十日帰朝の予定
3. 10 日語学院と満人救済 大同仏教会 盛
んに活動
3. 11 北満回教徒 反共に敢然起つ 支那回
教徒と も提携し所期の目的達成に邁進
3. 11 北支は 若き学徒の目に どう映じた
か 「日中満協会」 皇軍慰問の 龍大
代表土橋秀高君帰朝談
3. 11 “逞日辞典” に代る 会話読本の刊行
仏教による日逞親善志す 泉学州氏
の事業
3. 11 宗門出身の 北支宣撫官
3. 11 戦禍の青島に 日語講習所創設 先生
は日支仲良く 湛山、 善導両寺の握手





3. 11 満洲国建国廟 建設具体化す 政府創
設協議会開く
3. 11 支那方面に 六ヶ所の開教所 各宗派
‘と提携し 対支文化に貢献
3. 12 印度の旅 アジャ ンターの生活 杉本
哲郎
3. 12 北京市内 カー ド階級に 恵む仏の慈
悲 日支仏徒の救済運動
3. 12 戦跡を弔うて そぞろに暗涙 曹洞慰
問の一行
3. 12 叡山中学の 満僧留学生 更に五名卒
業
3. 12 天理教北支の開教陣を拡大強化 通州
に伝道所設置 青年教師送る河原町大
教会
3. 12 浄宗北支に 開教使派遣
3. 12 満洲国開教陣 人事の整備成る 西本
前田総監再度渡支
3. 12 北支宣撫工作に 仏教主義看護婦養成
所 在阪洞宗青年の発起
3. 12 現地の情勢基礎に 対支方策協議 曹
洞事変局参与会
3. 13 皇軍の 文化保護
3. 13 印度の旅 アジャンターの生活 杉本
哲郎
3. 13 開教服に輪袈裟で “支那の刺繍” 説
く 本紙記事か縁で 広義布教で気を
吐く
3. 13 約六割に達す 本島人の大麻拝受
3. 13 西真也旗省からも ラマ僧派遣の申込
み ラマ僧に響く 日蒙親善 各方面か
ら知恩院へ照会










3. 25　 真如法親王の御遺　 徳奉賛の企に就て
(2) 杉本直治郎
3. 25　 戦場の土を　 故国へ 満支楠軍行脚
仲居祖門会主
3. 25　 陸の荒鷲大内氏　 徐州で戦死 谷中配
属将校




3. 25　 外観は寺 ・ 内は兵営　 兵器弾薬が一八
イ　 山西山岳戦を終へた　 岩倉隊長の
陣中便り
3. 25　 今夏北京で　 東洋全回教徒会議 在日
回教徒立つ
3. 25　 北支への関心　 華語講座開設 天理教
河原町　 修養部の計画
3. 25　 時節柄特に 「中華版」 編集　 我が国
各宗教を紹介　 “宗教公論” 五月号
3. 26　 真如法親王の御遺　 徳奉賛の企に就て
(3) 杉本直治郎
3. 26　 印度国民運動の　 現在と将来 (上)
印度青年志士　 デス ・ ハ ンディ





3. 26　 台宗の対支事業　 満洲同様留学僧交歓
武藤内局初局議
3. 26　 北支知恩院別　 院輪番等赴任
3. 26　 台湾本島人の　 廟の改善に呼応 斎友、
道士等を網羅し　 仏教団体結成運動
3. 26　 これだけは別 ?　 開教地寺院の住職
相続性不可に一石
3. 26　 北支二百万の　 信徒動貝 明朗支那の
建設へ協力　 羅馬教皇庁の指令
3. 27　 真如法親王の御遺　 徳奉賛の企に就て
(4) 杉本直治郎
3. 27　 北 ・支 ・稿 ・軍 ・行 ・記　 奥村洞麟
3. 27　 印度国民運動の　 現在と将来 (中)
印度青年志士　 デス ・ ハ ンディ
3. 27　 支那医学と　 仏教の彫響 藤田良仙
3. 27　 最初の東京回教礼拝堂　 愈よ堂々たる
偉容出現　 世界各国の教徒代表参列
教祖誕生日に晴れの竣功式
3. 27　 初めて出版される　 全邦訳のコーラン
在留回教徒の努力で





3. 18　 臨済学院の英断 支那語を新学期から
3. 18　 鴛淵 ・野上両教授 満洲へ研究旅行
3. 19　 印度の旅 ア ジャ ンタ ーの生活 杉本
哲郎
3. 19　 英人の支配を脱し　 日本人自主に改組
朝鮮救世軍の転回
3. 19　 神国日本への感激から　 北満移民団で
尊き捨身行 再び法衣を着る佐々木悠
氏　 赤の尖鋭分子転向
3. 19 セイロン島の シギ リア壁画模写 在
印の杉本哲郎画伯
3. 19　 大派、 北支開教陣刷新 近 く断行され
ん　 経済的 ・人事的に注目さる 藤岡
満支開教監督等上洛
3. 19 浄土州支那回教の 根本策樹立 最高
統制機関組織され　 事変事務連絡委員
会
3. 19　 天理教が太原　 に日語学校
3. 19 深草派唯一の 海外布教所 パラオ島
に　 愈よ建設
3. 20 「いい人」 を待 つ満洲国
3. 20　 朝鮮基教徒に挙る 国民意識の高潮
鄭牧師の 「欧米の親友に告 ぐ」 海外
の反響素晴し
3. 20 満蒙教化の 覚悟雄々しく 叡中留学
生けふ帰国
3. 20 内台人一緒 に慰霊法要 羅東教会所
3. 20　 支那事変と秘密結社の活動 X Y Z
3. 20　 杭州の紅氾字会は　 特務機関の一部門
化 然し物資の不足に悩む 大派関係
両機関貝の活躍
3. 20 満洲国の国旗掲揚日 日満の差別な く
励行　 両国の緊密化実践に
3. 20 新民学院卒業生 帝都の歓迎会 けふ、
上野精養軒で
3. 20　 春の読書界 「イ ン ドの叫び」










3. 23 満洲国の最高学府 建国大学開校 五
民族学生百五十名合格
3. 23　 映画になる孔子　 天津教育文化振興会
が　 日支両国から脚本募集
3. 24　 真如法親王の御辺　 徳奉賛の企に就て
(1) 杉本直治郎









1938. 3. 27 社事による日満提携 両国統制団体で
連盟組織 厚生省の斡旋、 五月結成式
3. 27 救世軍の 報国茶屋 済南で奉仕
3. 29 支那語学習に因みて 高田集蔵 一
3. 29 印度国民運動の 現在と将来 (下)
印度青年志士 デス ・ ハ ンディ
3. 29 皇太后陛下より 有難き御言葉を賜る
南京入場図政策に邁進 感激の鹿子
木画伯出発
3. 29 遥々渡洋の 皇軍慰問使 北米本派教
団 支那に特派
3. 29 満洲国前国務総理 鄭孝行氏逝く
3. 29 “物言はぬ戦士” に 捧ぐ可憐な赤誠
日独伊満児童交歓 軍用動物慰霊祭
3. 29 有為の宗侶選び 宣撫員布教使を養成
仏連 ・文部省後援で
・ 3. 29 西田天香氏 満洲北支へ托鉢 四月下
旬実現 ?
3. 30 支那語学習に因みて 高田集蔵 二
3. 30 支那の国家 組織とその検討 (上)
新京 光岡慈昭
3. 30 北支文化工作に拍車 宗教報国目指し
天理の人材派遣計画
3. 30 新支那建設には 先づ 「人物」 を 西
本留学生全部決る
3. 30 台湾本島人の 徹底的皇民化運動 全
島に護国団結成し 西本開教にエポッ
ク
3. 31 中支新政府 の成立
3. 31 支那語学習に因みて 高田集蔵 三
3. 31 支那の国家 組織とその検討 (中)
新京 光岡慈昭
3. 31 印度独立運動語る 所謂志士は利口す
ぎる 帰朝した藤井行勝氏
3. 31 錦州回教徒 排共大会挙行 宣言決議
を可決
3. 31 題目唱へて 怨親平等の回向 清野氏
全支に慰霊行脚
3. 31 満洲人の神社崇敬 日増しに旺盛 奉
天市に崇敬会設置
3. 31 レコー ドに収めた 印度の古典音楽
升氏か近 く楽壇へ発表
3. 31 宣撫教化師 中支に派遣 日宗の教線
拡張
3. 31 日華仏教研究会か 使節を北 ・中支に
派遣 四月下旬頃実現されん 大西良
慶、 神林礼堂両氏
3. 31 関天竜管長 あす帰朝
3. 31 満支に耕適地求め 視察員派遣 京都
府親和会が 地区民中移住計画に
3. 31 臨時教皇巡 察使を任命 力教が北支
新 事態善処に
3. 31 田中清純氏 梁首席に祝電
3. 31 率直に説く 仝支稿軍行 阿部氏等に
物を聴 く会




























4。 2　 辺疆回教徒一千万　 独立政府樹立の機
運　 反蒋熱益々激化
4. 2　 代表けふ渡満　 折衝の成否予断許さず
汎太仏青満洲国開催
4. 3　 孝行先生　 足利浄円
4. 3　 中華民国維新政府成立に際し　 湖州自
治会の要人と語る　 宮崎宮主典 田村
伍長の便り
4. 3　 蒙古事情調査の為に　 小林知恩院庶務
部長　 再度入蒙 ラマ僧を招致して帰
る
4. 3　 世の冷飯達 !　 満蒙に雄飛せよ 大阪
基青、 二三男会組織
4. 3　 北支少年代表迎へ　 日支親善キャンプ
4. 3　 満洲国文展
4. 3　 揮毫二百枚に及び　 摺仏で海陸供養
稿軍帰来の関拉拙氏
4. 3　 従軍者の責せる　 支那事変展
4. 5　 台湾本島人教師　 養成機関近く実現
教勢の実情に応じ　 天理教伝道庁の計
画
4. 5　 北支布教と　 金と人物
4. 5　 印度の最窮乏地の　 更生指導員に対し
て　 仏教主義教育を 初転法輪の聖地
で
4. 5　 世界紅己字会満洲総会　 新京に漢医施
診所と　 西医外科施療所を設立
4. 5　 満洲国の治外法権撤廃で　 在満日本寺
院も同国の監督下に　 之に鑑み寺廟条
例改正要望
4. 5　 全国神職会主催の　 北京、 南京大祭典
当局は有馬宮司の出張希望
4. 5　 吉林回教徒　 排共大会 決議文を河北
新政府に提出
4. 5　 満支布教陣に　 学識の士を 前田徳水
氏　 本山と交渉
4. 5　 宣撫工作に協力　 上海 ・ 太倉の 「憩
の家」 支那信者に愛の手
4. 6　 回 教々を語る(1) 五十嵐賢隆
4. 6　 孝行先生　 足利浄円
4. 6　 蘇州河付近の　 敵死休を葬る 工部、
紅1 字、 仏教の活躍　 妙心、 丸山氏支
4. 2
那僧指導
1938. 4. 6　 北京 ・海会寺に　 貧児院設立 北支名
士を発起人に　 王揖唐氏等を董事に推
す
4. 6　 大派北支人事難礁　 工作面、 再検討か
今後の動向注目さる
4. 6　 大派への答礼行　 北支大官婦人団の訪
日　 陳女史厳父死去で延期
4. 6　 時局を受けて　 海外留学中止 西本学
事関係諸会
4. 6　 英霊に祈り　 仏跡巡礼 伊藤治郎左衛
門氏　 中庸支へ
4. 7　 回々教を語る(2) 五十嵐賢隆
4. 7　 ビルマの奥地パカ ンに　 一万余の寺塔
拝す　 小松原国乗
4. 7　 かく て仏教完 し　 戒律のため痛論
「立正護国論」 を　 支那僧、 居士二頒
つ　 北側律宗管長
4. 7　 逞、 印順歴の　 小松原国乗氏 明八日
帰名
4j 7　 “:支那で働く|人’ を求む　 品折の上海、
台湾を語る　 西本、 小笠原彰真氏帰朝
台湾人教育
4. 7　 本島人相手の　 伝道を切望 台湾の皇
民化運動語る　 飯沼台北帝大教授
4. 7　 折伏説示の意義深く　 毘沙門天像贈る
北支政権の誕生を祝し　 西村頁盛派
管長、 鮮満支へ
4. 7　 学園の五族融和　 更に中華、 満洲両国
少年　 東山中学に入学
4. 7　 中島部隊長慕火　 第一中今会生る 会
員各自の国民的修養
4. 7　 臨済日満支　 提携懇談
4. 7　 明朗北支将来の　 指導者目ざす 崇貞
学院生　 日本留学
4. 7　 成田昌信氏を　 北京に派遣 浄土宗留
学生
4. 8　 回々教を語る(3) 五十嵐賢隆
4. 8　 我ら兄弟は血を献げ　 歓ぴ、 死んで行
く のだ !　 石家荘西本願寺に見る 日
支親善の尊き朗景　 支那仏教復興に
4. 8　 全満洲青年を動員　 満洲建国廟建立
七月、 労働服務運動挙行
4. 8　 天理教愈よ北支進出　 布教大綱決定の
ために　 山沢海外伝道部長現地視察
4. 8　 皇典講究所か　 海外神社問題解決に
調査方針決めて研究
4. 8　 各国人を も招待し　 全世界に宣言文を
発表　 日支合弁の 「東亜文教会」 愈
四五月上旬発会式挙行
4. 8　 北支の宗教運動は　 回教問題か第一
尾崎亘氏の帰来談
4. 9　 回々教を語る(4) 五十嵐賢隆
4. 9　 満人のみの仏徒で　 崇仏会を結成 満
洲開原本願寺で
4. 10　 日支要人に訴ふ (上) 鷹尾全瑛
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
4。10 戦場だより ○○地にて 涌田常一
4. 10 仏塔栄に囚飢ゆ 仏教王国ビルマ、 印
度は復興 小松原国乗氏の仏跡巡礼談
4. 10 内鮮融和へ 朗かなスター ト イ ース
ターを契機に 朝鮮基督団の提携




4. 10 愈々回教連合軍決起し 反共の蜂火を
挙げる新疆省
4. 10 - 流学者を総動員 日本仏教紹介号編
集 日華仏研の親善計画





4. 12 小林義逆氏 再び蒙古へ 約一ヶ月間
の日程決る
4. 12 従軍神職の派遣 銃後活動の強調を決
議 中州九県神職大会
4. 13 “支那仏教徒は悩む” 杭州霊隠寺の
行義は叫ぷ 日本に留学生を派遣した
い 杜多氏談
4. 13 鄭孝行全集編纂 王道学に不抜の指示
年末迄に上梓の予定
4. 13 北支の宣撫工作に 生長の家も一役
◇…外国宗教家は危険- と
4. 14 日華仏教提携 ◇…に努力した江戸千
太郎氏 の護法的功績 好村春基
4. 14 日満蒙親善の拐に 東亜大聖堂建設
外蒙の活仏招致のため 谷天祥氏の決
死的蒙古行
4. 14 半島女性の熱誠 宣鮮向上女子学校
中南北支 宣撫救護費を献納
4. 14 上海知恩院別院へ 日語の先生30名
第一回を宗務所で人選
4. 14 北支を中心に 大派海外開教異動 き
のふ第一次異動発表
4. 15 日華仏教提携 ◇…に努力した江戸千
太郎氏 の護法的功績 好村春基
4. 15 先づ人を作れ 慰問使はよこせ ! 日
本大乗仏教を忘るな 桑野淳城氏談
4. 15 愈よけふ開く 浄宗布教講習所 対支
開教の人材養成兼ぬ 入所生十一名決
る
4. 15 組合教会か 北支進出計画 中堅牧師
を動員
4. 15 深草派の 中国開教
4. 15 関展龍管長の 皇軍慰問報国
4. 15 ヒ リ ッ ピン から観光団
4. 15 浄宗台北別院 本堂完成す 入仏慶讃
会







1938. 4. 16　 時局の中心北京に　 日支人を驚かす
北京西本願寺で　 花まつりの朗景
4. 16　 文化と民族性に喰ひ込め　 貧弱な仏教
の開教現状　 党生女学校開設に活動の
出雲路善尊氏よりの近信
4. 17　 鄭氏追悼会　 大阪福園で
4. 17　 弥栄会の曽根氏　 従軍神職で渡支 武
神の神号を持参　 各部隊庁室に鎮祭
4. 17　 北京党生高女は　 今秋九月に開校 出
雲路校長と交替し　 今夜北畠氏渡支
4. 17　 デパー ト中心に　 北支進出計る 連合
婦人会か後援　 天津組合教会の方針
4. 17　 出征半年を綴る　 松岡善毅
4. 17　 朝鮮軍慰問使　 山田管長代理巡錫記
大内素俊





4. 17　 日支要人に訴ふ (下) 鷹尾全瑛
4. 17　 回教国独立近 し
4. 17　 縫鞘
4. 19　 日華女性提携し　 東亜和平に魁せん
宣言、 決議を可決した　 大派婦人会幹
部協議会
4. 19　 海外神社問題　 研究愈よ具体化 吉田
茂氏を委員長に準備会　 海外神社祀官
の養成も考慮
4. 19　 北支人事に関連　 財団理事会開く 大
派今後の動向に注目
4。23 現代支那文 日本仏教読本 “宗教公
論” 特集刊行
4. 23 西田天香氏 けふ北支へ
4. 23 中支宣撫工作に 勇士 ・体験を進言
西本願寺へ戦場通信
4. 23 北支第一線の充実と 一派施設の確立
津田参務の決起に対し 大派当局、
所信披露
4. 23 弥栄村、 天理村等 移住地事情を視察
中央融事協会派遣日程
4. 23 文部省宗教局が 小関事務官派遣 北
支に常在せしめる 初の重要人事注目
4. 23 開教監督陣 異動予想
4. 23 朝鮮学生の 寄宿舎設置
4. 24 日華仏教徒総動員で 久々に釈尊降誕
記念祭 寺院の改修、 名僧優遇等 晋
北自治政府 仏教復興計画注目さる
4. 24 日支の仏子 融け合ふ
4. 24 皇軍慰問記 浄土宗総本山特派慰問使
福栄部隊付 名越隆成
4. 24 満洲と移民地開教 中外を通じ宗団人
に訴ふ 佳木斯にて 吉田智信
4. 24 出征半才を綴る 松岡善毅




4. 26 朝鮮基督教の 皇道化運動 朱牧師内
地の事情調査
4. 26 神祀思想による 対支文化工作 海外
神社問題の研究と共に 中心機関設置
論起る
4. 26 ダバオ開教人事 大派の処置は不当
ダバオ公論の星氏談
4. 28 対支文化工作の諸問題 寺島隆太郎
北支に於る 「新民会」 と 「東亜文
教会」 戒慎すべき独善的態度
4. 28 仏教徒よ、 断乎反駁しろ セイロン独
立で国民会議派 日本に不埓な言辞弄
す
4. 28 絶対に日本ピイキの アラ ビアに関心
を持て 雨露を全然知らぬ民族 “あ
らびあを聞ぐ 夕べ 中外読者倶楽部
4. 28 南洋独逸宣教団が 組合教会へ国防献
金 宗教に結ぷ日独親善
4. 28 満洲の一部も参加 全鮮開教使会議
西本願寺で


























4. 21 通州殉難者 納骨供養会
4. 22 全満からラ マ僧選抜 知恩院へ引継
ぐ
4. 22 曇惣 ・善導両大師の 霊跡保存に特請
太原東本願寺の 了世和尚の歓び





























5. 5　 大派全満開 教団会議
5. 6　 印度の旅から　 アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎　 ハイ デラバア ド
5. 6　 内蒙に仲ぷ　 文化の触手 小学教員送
る
5. 6　 高野山で も　 太原に別院
5. 6　 ラマ僧を帯同　 十三日頃帰山 小林義
道氏
5. 6　 日華親善殿で交歓　 北支名流婦人団一
行と　 中日密教研究公静岡支部
5. 6　 モリモ リと新支那は　 誕生 しつつあり
漸く落着きを取り戻す　 関哲雄氏は
語る
5. 6　 留学生や　 特別任務 西本と支那
5. 7　 神仙憧憬に現れたる　 支那国民性(1)
金孝敬
5. 7　 印度の旅から　 アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎　 サア ・ハイ ドリー卿 (上)
5. 7　 皇民化運動奏効し　 蕃人の針供養塔
浦里大師教会に建立
5. 7　 満洲国全体に見る　 熾烈な宗教的躍動
小笠原氏の見聞録
5. 7　 あす、 上海で　 日支婦人の交歓 大同
市政府要人婦人と　 天理教婦人会貝が
5. 8　 神仙憧憬に現れたる　 支那国民性(2)
金孝敬
5. 8　 再び戦線より　 ○○陣中より 小早川
秋声
5. 8　 北京の初夏　 北京 藤井草宣
5. 8　 日支経済提挑の根本要素は　 桁神工作
を其精髄とするにある (下) 安藤代
議士、 議会に叫ぶ
5. 8　 紅田字会開拓に成功　 杭州難民整理殆
ど終る　 日本人の積極進出を援助 特
筋機関 ・秦龍勝氏談
5. 8　 従軍僧よ り一躍　 一県の宣撫班長に
大派、 藤井晋氏就任　 仏教各宗派通じ
て最初
5. 8　 蘇州の名刹で　 けふ、 合同慰霊祭 谷
天祥氏の努力で　 日華仏教会を組織
5. 8　 全支の緑化図る　 “支那全土に植樹せ
よ”　 名古屋仏青 全連大会に提案
5. 10　 神仙憧憬に現れたる　 支那国民性(3)
金孝敬
5. 10　 印度の旅から　 アジャ ンターの生活
杉本哲郎　 サア ・ハイ ドリー卿 (下)
5. 10　 懸案の対支神社問題　 基本要項決定す
細目を成案、 関係官庁に送付 「海
外神社研」 代表近く渡支
5. 10　 上海の都市計画と　 上海神社の整備
中島課長等派遣団渡支











5. 1 アラ ビア雑話 細川将氏の談話から
5. 1 回教徒の防共旗幟燦然 東亜の和平確
立に　 重大な役割演ず 「支那西北角」
に起 った 五馬反蒋運動愈よ顕著
5. 1　 “開教民族との 提携は語学から”
アラ ビア、 トルコ語講習会 イ ス ラ ム
文化協会か
5. 1　 芸術を通じ日支親善　 “中日芸術協会″
成る 江朝宗氏等十一氏発起 小早川
秋声画伯の歓び





5. 1 支那名流婦 人の訪日団 十二日北京
出発
5. 1 痛快至極 ! デマ粉砕の旅 ヒ リ ッ ピ
ン視察団入洛 山之内団長語る
5. 3 印度の旅から アジャ ンターの生活
杉本哲郎　 壁画の村
5. 3 門外不出の支那婦人 破天荒の盛挙 !
大派へ答礼の訪日婦人　 軍部外務方
面で も注目
5. 3 「海外神社問題研究会」 準備会で規約
決り近く発会式　 祀官の養成訓育を も
期す
5. 3 英人官吏任命で ガンジー氏支持 印
度独立迎盟の決議
5. 4　 印度の旅から　 ア ジャ ンターの生活
杉本哲郎 孟買へ
5. 4　 時局と神社問題で 熱烈な意見吐露
圧倒的盛会裡に十時終る　 神社問題研
究座談会 東京支社主催
5. 4　 非家庭的な欠陥救ふ 中国子女教育の
改革 党生財団理事長に余市長 東本
願寺の教育大綱成る
5. 4 日宗支那開 教戦線 レポ
5. 5　 海外神社創建の急務　 外地にも招魂社
時局と神社問題に白熱的論戦 東京
支社主催座談会盛況
5. 5 北支の神社対策 海外神社問題研究会
が　 七日、 第一回協議会
5. 5　 宣撫の言葉か　 支那人は大嫌ひ 大派
水尾氏の上海便り
5. 5　 宗門総動員と支那　 現地施設で評定
経費問題で相当難色か 大派、 戦時体
制を急ぐ 時局宗務審議会
5. 5　 新京 ビル街中心に　 緑化地帯の計画
問題









5. 15　 全回教民族　 代表歓迎会
5. 15　 内蒙に骨埋む覚悟で　 ラマ教の開拓に
三年後知恩院が青年僧送る　 早く も
志願者殺到
5. 15　 小早川秋声画伯　 訪日団と帰洛
5. 15　 中日親善婦人　 大阪のプロ
5. 15　 北 ・ 中支に亘る　 日宗の開教陣 充実
発展を遂 ぐ
5. 15　 満洲大同仏教会　 初の花まつり 日 ・
満両国親善に拍車
5. 15　 増える青年移民　 拓務省か国立訓練所
を　 関西に一ケ所増設
5. 15　 平安高女生の　 満鮮就学旅行
5. 17　 氏神の鎮祭なき淋しさ　 海外発展に支
障　 海外神社の総論説く高階氏 支社
主催時局と神社問題座談会(2)
5. 17　 日華婦人親善大会開く　 有史以来の盛





5. 17　 北支の将来に鑑み　 日華大乗仏教連盟
済南で盛大な結盟式
5. 18　 日華婦人交歓
5. 18　 心から寛いだ訪日団　 日華歌謡を歌ふ
東本願寺での親善風景　 明けゆく北
支 !
5. 18　 支那婦人初の　 傷病兵慰問 桃山御陵
参拝
5. 18　 支那窮民の　 救援に起つ 自国協会
連盟
5. 18 「よ う おいでヤス」 名園に集ふ日支婦
人　 清水寺での交歓
5. 18　 中国新民　 仏青結成
5. 19　 海外の神社は内地の　 延長ではいかぬ
御祭神問題が最も重要　 “時局と神
社問題” 座談会
5. 19　 愈よ南京と蘇州に　 西本願寺を建設
軍隊の休憩所や日語学校等　 広義の宣
撫工作にも資す
5. 19　 けふ、 帝都で　 日華婦人交歓大会 陸
海軍病院も慰問
5. 19　 留学生を具し　 福田寺総長帰任 古義
満洲開教へ






1938. 5. 11 神仙憧憬に現れたる 支那国民性(4)
金孝敬
5. 11 印度の旅から ア ジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 ハイ デラバア ド ミ ウヂアム












5. 12 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 3度目のアジャンター入り
5. 12 日本的ラマ教の 建設が急務 十八名
の留学生引具 し 小林義道氏帰る
5. 12 東本を振り出に 北支婦人訪日団 滞
洛三日、 東京のプロ
5. 12 東京の日華 婦人交歓
5. 12 東洋は東洋人の手で 欧米依存主義を
清算 日満支三国プロテスタ ン ト 代
表者ら北京で懇談会
5. 12 半島40万の基督者 皇国臣民の誓ひ固
し 朝鮮基督教連合会
5. 13 神仙憧憬に現れたる 支那国民性(6)
金孝敬
5. 13 印度の旅から アジャンターの生活
杉本哲郎 官設宿舎
5. 13 仏教国ビルマから 愈よ留学生来朝
日本紹介のオ氏の一文 俄然、 反響を
呼ぶ
5. 13 済南に実業学校 更に四年制小学校
知恩院教会所新設
5. 13 先づ日本語 来朝のラマ僧
5. 13 中央融事協 会特派員 牡丹江へ
5. 13 対支開教問題や宗門の時局対策 豊山
派の高等講習
5. 13 印度独立連盟 日本々部大会
5. 13 宣撫教化事業 視察に渡支 見山知恩
院 教務部長
5. 14 神仙憧憬に現れたる 支那国民性(7)
金孝敬
5. 14 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 壁画マ ドババニー
5. 14 アラーの神に祈、る防共 近東各国祝賀
使節迎へ 回教礼拝堂落慶の歓び




5. 14 日逞会話 便覧完成 両国親善に拍車
泉氏の努力
5. 15 印度の旅から アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 模写に着手
5. 15 全国民の生活基調 神祗思想の討究
「時局と神社問題」 座談会 海外神社
5。25 群島最初の 代表出席 刑務教海師講
習
5. 26 反共運動転回に 回教青年団結成 華
北連合総部か訓練所開設 幹部の猛訓
練始む
5. 26 現地稿軍行の産物 “東洋平和の黎明”
光暢法主の記録映画成る
5. 26 満洲道徳会 一灯園訪問
5. 26 惟神道で外人を感化 世界平和を建設
海外、 日本両神社の区別 “時局と
神社問題” 座談会
5. 26 駐支要人へ 曹洞管長感謝
5. 26 日宗支那間教 快調を続く
5. 27 “時局と神社問題” 座談会 神職の海
外進出や 神社の形式移植等が 海外
神社の意でない
5. 27 白衣の勇士達に マッサージ奉仕 李
王妃殿下の御感畏し 盲少年の赤誠 !
5. 27 徳王と語る 北、 中支の皇軍慰問 北
米仏教代表 三上弘之氏の通信
5. 27 天津 日基教会内に バラ ッ ク建て
「憩の家」 も長期対戦
5. 27 徐州の戦死者 追弔会営む
5. 27 事変に活躍の転向者か 中国共産党の
誤謬指摘 “民族楠神に立ち還れ” と
大阪保護観察所へ書面
5. 27 長江開教監督は 北支監督当分兼務か
大派鮮満支開教陣人事 曲りな りに
一段落
5. 27 国策線に沿ひ 愈よ 「拓殖科」 新設
洋大、 立案に着手
5. 28 対回教策 につ い て
5. 28 印度友の会 宗教座談会
5. 28 華北婦人団 盛り場漫歩 在阪の一行
5. 28 転戦半才余 村井従軍僧の 現地報告
講演
5. 28 大派青島別院輪番に 芳原政範氏起用
仁川輪番に増田園麿氏
5. 28 稲荷講社の 支那進出
5. 29 衆生済度は網よ り釣 台湾巡講所感
今川園勝
5. 29 北支奔馬 建長寺派慰問使梶浦逸外
5. 29 東洋維新の先駆 青少年義勇軍訓練所
を訪ふ 石原芳正
5. 29 張満洲国司法大臣が 敬神の範を示す
神武天皇を御祭神とする 神社を郷
里撫順県に建立
5. 29 蒙古ラマ僧の 学生教育を聴く 中外
読者倶楽部の夕
5. 29 一灯園精神との 一致に感激 今後提
携を約す 満洲国道徳会
5. 29 高僧招いて 支那僧を指導 山西の太
原西本願寺
5. 29 日語学苑卒業 生に精神教育
5. 29 天理教の太原 日語学校強化
















5。21 友あり遠方よ り来る また楽しからず
や 帝都の日華婦人交歓
親善の契り固し 豪華な歓迎晩餐会
5. 21 日蓮州管代 馬場氏渡支 皇軍慰問に
5. 21 末藤上海身延 別院主任出発
5. 21 上野朝鮮監督の転任で 旧水雲教が起
つ 氏の赴任は極めて困難 大派海
外開教陣難航 如何に打開するか
5. 21 日本文化紹介の 写真アルバム刊行
国際文化振興会
5. 22 “時局と神社問題” 座談会 海外神社
の本質 神道を日本的に解釈するな
余りに小さ過ぎる
5. 22 殉国の英霊弔ふ 徐州の大慰霊祭 仏
式は束西本願寺で 神式は上海神社神
職
5. 22 徐州陥落 奉告祭
5. 22 支那回教徒の 倒蒋防共運動
5. 22 雄々し ・ 中国青年 中国復興建設青年
隊結成 済南に名越氏の努力
5. 22 神社の海外進出 招魂社制度の確立強
調 社司社掌懇談会
5. 22 外か ? 内か? 飛躍に備ふ金光教 教
学方針一転機に直面 地方教会問題か
将来の悩み
5. 22 内鮮融和の 教化伝道陣布く 友松園
諦氏朝鮮へ
5. 24 “時局と神社問題” 座談会 敵の戦死
者も祀る これぞ惟神の道 神社建設
の根本
5. 24 大派北支開教監督に 宮谷前参務決定
朝鮮、 上海開教監督も内定
5. 24 第三次移民団で 開拓者第二世教育
今後は新坊守と共同戦線 大派 ・五反
田氏語る
5. 24 伊藤総持寺貫首 初の鮮満巡錫 満洲
国皇帝へ謁見
5. 25 徐州陥落に際し 末寺教会に通牒 大
派、 奨義で宗門総動員
5. 25 我が大陸政策の成否 ア ジア回教徒を
如何するかで決る 世界回教運動の
審議機関 総連合会を東京に作れ
5. 25 山東省一帯に躍進譜 文化事業部其他
を特設 中国人の就職斡旋 済南東本
願寺
5. 25 朝鮮開教監督は 上野興仁氏留任 大
派の開教陣立直し
5. 25 “宗門の為に” 宮谷北支監督談
5. 25 大派の蓄音器 寄贈に感謝状 鈴木部
隊長
部省会議室で開く
6. 2　 宗教報国の　 固き握手に 朝鮮長老会
代表ら　 内地の兄姉訪問
6. 2　 海外神社問題研が　 諸問題の根本方針
決定　 八日、 各関係者と協議
6. 2　 大派宗議会条例　 開教条例等改正 今
次宗議会に提出
6. 2　 天台宗でも　 開教規定制定
6. 3　 満洲国の建国廟と　 招魂社との関係
満洲神社創建当時の事情　 “時局と神
社問題” 座談会
6. 3　 太原の治安回復　 経済開発完成へ 邦
人二千人を突破　 福島少尉の陣中便り
6. 3　 海外神社の　 祀官養成 講究所、 実行
予算に計上　 三ヶ月に十人程教育
6. 4　 印度の旅から　 アジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎　 ジャパ ンア ーチ ス ト
6. 4　 満洲国監獄に　 西本より本尊交付 将
来の監獄教洵に　 重大ポイ ン ト示す
6. 4　 伊藤総持寺貫首　 満鮮巡錫の途へ 束
京駅頭を圧 して　 多数僧俗の歓送
6. 4　 大派天満別院内に　 大束学院を創立
速成支那語講座　 “藤永輪番の語学報
国”
6. 4　 満洲女学生 らの　 日本へのあこがれ
教育の力の偉大さ　 平安女学校生の就
学旅行談
6. 4　 印度を中心に　 東亜問題語る




6. 5　 中支戦線で歓迎　 自転車修繕奉仕隊
実意の箆った慰問袋　 永尾慰問使帰る
6. 5　 日本一移民村訪問の　 呪満洲国駐日大




6. 5　 愈よ乗 り出す　 我が大乗仏教経典の世
界化　 西本翻訳課会議
6. 5　 力教を通じ　 日蒙支の融和 防共拝を
かけて　 蒙古婦人の意気
6. 5　 中支戦線慰問記　 長野県従軍神職 曽
根朝起
6. 7　 “時局と神社問題” 座談会　 従軍祭官
の問題　 公けの名称と して認めぬ で
は、 何をするのか
6. 7　 東洋平和の人柱祀る　 一大寺院の創建
日露役爆破行の勇士、 禅林派　 大島
与吉翁の発願
6. 7　 杉本哲郎画伯　 来る十日帰洛 両壁画
の模写携へ
6. 7　 満洲国の　 喇喩教復興策 寺有財産や
経営法調査


















5。29 戦線朗便 北支よ り 中支より 満洲
よ り
5. 29 海外事情講習会 六月六日から五日間
開催 東洋協会主催の下に
5. 31 差当り満洲神社の 奉祀は時の問題
さて、 祀官を如何にするか “時局と
神社問題” 座談会
5. 31 運営意の如 く な らず 遂に解消に決定
「対支仏教協議会」
5. 31 浜田本悠氏の 北支稿軍談
5. 31 多元に過ぎる 現地の宗教政策 目下
の悩みはこれだ 浜田氏の蒙支視察談
5. 31 外国資金を排し 平壌神学校改組 内
地資金と内地人指導
5. 31 お寺から街頭へ ! 支那語講習会 旧
湖北陸軍学堂教官の 大派南浮輪番活
躍
5. 31 今次支那事変と宗教団体 事変の新段







6. 1 印度の旅から ア ジャ ンタ ーの生活
杉本哲郎 アジャンター画家
6. 1 祀官養成の必要 中島氏の理由中心に
“時局と神社問題” 座談会
6. 1 防共の大旛の下 「東亜回教大会」 今
秋開催、 計画進む
6. 1 対ラマ、 回教工作に 我が専門学者招
聘 蒙疆自治政府の 宗教対策具体化
6. 1 ラマ僧招致に 各宗派乗出すか 京都
仏連、 護国団で 歓迎協議会開催
6. 1 日満親善に輝く 故鄭総理の墓地を無
償提供 奉天高野山の井上氏
6. 2 “時局と神社問題” 座談会 拓務当局
に告ぐ 海外神社問題等に対して もっ
と熱意を注げ
6. 2 支那事変を拝啓に 全島の各宗派結束
台湾仏教連合会成る
6. 2 上海で初めて 仏教講話を放送 中支
方面に皇軍慰問の 馬田日宗管代一行
6. 2 天津と北京で 「全神」 の慰霊祭 斉
主その他決る
6. 2 日支基教有力者 平和工作を懇談 対
支伝道方針近く決定




1938. 6. 8　 “時局と神社問題” 座談会　 陣中にお
祀 り しつつ　 宣撫工作を行ふ 従軍祭
官の一つの仕事
6. 8　 印度の旅から　 アジャ ンターの生活
杉本哲郎　 ナー ムダ
6. 8　 大陸文化開発に　 京大の精鋭進撃 目
下各部が人選中
6. 8　 ミンタル女学院　 愈よ開院式挙行 岩
永領事等の祝辞
6. 8　 満洲での差別観念は　 “日本人だ” の
一語にK. 0　 地区民移住地視察から
阪口真道氏の報告
6. 8　 更に上海にも　 東亜仏教会設立 日華
の仏教提携
6. 8　 国策に基 ぐ 保護” の確立　 輔成会か
時局即応対策協議会組織　 南洋移民
問題研究
6. 8　 好村春基氏　 勇躍北支へ
6. 8　 朝鮮基教の刷新　 先づ外人宣教師の
勢力範囲を脱すべし
6. 8　 知恩院天津別院　 日語学校開設
6. 9　 戦没者の英霊奉祀と　 靖国神社祭典と
の関係　 従軍祭官の任務で論戦 “時
局と神社問題” 座談会
6. 9　 印度の旅から　 アジャ ンターの生活
杉本哲郎　 古城の月
6. 9　 時局の前途重且大の砺　 東亜将来の慶
福に資せ　 浄宗管長か一宗に諭示
6. 9　 国家を挙げての　 新支那育成時代だ
互いに協調和合して進め　 両本願寺の
提携
6. 9　 満洲移民に　 積極的に乗出す 調査団
帰り具体案練る　 中央融和事業協会
6. 10　 “時局と神社問題” 座談会　 神社と宗
教の提携　 時間切迫 ・一先づ閉会
6. 10　 海外神社問題で　 関係者会議 研究会
の原案大体承認
6. 10　 変な信仰対象除き　 立派な御祭神祀れ
海外神社の研究か逆に　 内地神社に
課題与ふ




6. 11　 お土産に壁画模写　 濃厚な印度の排日
語る　 帰朝した杉本画伯
6. 11　 汎太仏青満洲国開催　 今年は遂にお流
れ　 九日、 新京市協和会館の 関係者
会議で決定
6. 11　 在満支の本邦　 神社と氏子数 外務省
の調査完了
6. 12　 印度の旅から　 アジャ ンターの生活
杉本哲郎　 感覚以上の感覚









6. 12 満洲に皇典講究所 分所設置を計る
高階理事渡満して工作 神祗思想の宣
揚機関
6. 12 満洲回教徒は 日本軍に献金 小林不
二男氏談
6. 12 徐州陥落に寄す 浄土宗総本山特派○
○部隊付従軍布教使 名越隆成
6. 12 宗教家は軍人以上の精神力が要求され
て い る 北支山東省にて 勝山和郎
6. 14 第三回汎太仏青の流会
6. 14 印度の旅から アジャ ンターの生活
杉本哲郎 南京陥落
6. 14 因脈を授与 半島人の法悦 朝鮮巡錫
の伊東貫首
6. 14 辺疆民族に 及ぼす対回教策 善隣協
会が先づ 調査研究機関設く
6. 14 馬田日宗管代 きのふ帰京 中支稿軍
から
6. 14 今年度の主眼を 特に大陸開教へ 中
央布教講習会に示す 日宗の布教方針
6. 14 大派宗議会 開教発展の統一図る 布
教条例を改革 宗議会に上程さる
6. 15 印度の旅から アジャ ンターの生活
杉本哲郎 昭和十三年一月一日
6. 15 杉本画伯 帰朝歓迎会
6. 15 北支文化建設の一翼 清水安三氏の事
業 柿強施設の募金
6. 15 教学部長 渡満中止 曹洞宗制調会
委員の意見で
6. 15 鈴木管長の 樺太巡錫も
6. 15 大阪に生れる ボロプ ドウル研究会
十七 日三笠屋で発会
6. 15 大派宗議会 大派の最大欠陥は 人の
和を欠く こと 支那間教を見直せ !
山名義芳議員の巨弾 一第三日午後-
6. 16 印度の旅から アジャ ンターの生活
杉本哲郎 スチ ューデ ン ト ・ オ ブ ・ ア
シャ ンタ ーアー ト
6. 16 日本の実力に 英を屈服せしめよ 束
洋平和の確立には 日印支の提携不可
欠
6. 16 豊山派北支 回向団出発
6. 16 仏迎、 仏護団 ラマ僧歓迎会
6. 16 日語学校北支進出 今後は文部省で統
制 現地軍部は許可せぬ
6. 16 皇軍慰問満支視察に 宗議会議貝団派
遺 全会一致建議案可決 一第五日-












6。26 討匪行よ り帰 りて 弔亡友 ○○県
宣撫班長 藤井晋
6. 26 支那開教の新動向で 希望意見旺ん
宗門総動員と事務局の拡強 大派時局
審議答申注目さる
6. 28 北支仏教の中心人物 夏蓮居老居士(4)
北京にて 柴田玄鳳
6. 28 弔亡友後記 ○○県宣撫班長 藤井晋




6. 28 西本満支 首脳更迭
6. 29 徐州陥落の跡に妙音を弾じ 一篇の詩
を献 じつ 護国の忠魂を訪ねて (上)
大連聖徳会 江頭法絃
6. 29 特に東亜大陸に於る 教化宣撫工作に
協調 全教界に一大ショ ック 両本願
寺が連合諭連発示
6. 29 胎動の新支那へ 進展の財源捻出 従
来の開教地自給案 曹洞宗制調会へ
6. 29 満支の情勢に即応 首脳部の異動 西
本願寺、 きのふ発表
6. 29 高遠な仏教より 支那の俗間信仰を
宗教的宣撫工作語る 弁護士 藤田玖
平氏
6. 30 ヌーボー精神との接触面 - バ女史の
「支那事変観」 評一 一 一灯園 玉
井冬至
6. 30 徐州陥落の跡に妙音を弾じ 一篇の詩
を献 じつ 護国の忠魂を訪ねて (下)
大連聖徳会 江頭法絃
6. 30 ヌーボー精神との接触面 - バ女史の
「支那事変観」 評一 二 一灯園 玉
井冬至





6. 30 事変発端の地に 西本願寺が寺を創設
6. 30 南京に浄宗 教会所創設
6. 30 智山新京別院 建設委員依嘱
6. 30 支那へは同行二人 ハリキッた連枝総
監 大谷照乗氏語る
6. 30 半島人基青に 内地人名誉理事 内鮮
教会の提携強化
7. 1 ヌーボー精神との接触面 - バ女史の
「支那事変観」 評一 三
7. 1 ソ満国境の軍隊と 移民地慰問伝道
大派、 慰問使を特派
7. 1 大陸進出の前奏曲 大学教授陣を指揮
在阪転向者の思想指導
7. 2 ヌーボー精神との接触面 - バ女史の
「支那事変観」 評一 四





6。18 満洲庶民生活一斑 (中) 新京 光岡
慈昭
6. 18 印度の旅から アジャ ンターの生活
杉本哲郎 チイバーテ イ
6. 18 曾ては赤の闘士か 時局活動に積極参
加 大陸進出や国精運動など協議 時
局対応全国委員会
6. 18 杉本画伯模写の 印度古代壁画 京都
恩賜博物館に
6. 18 皇軍の慰問 禅風の挙揚に活躍 伊東
総持寺貫首 南朝鮮総督と歓談
6. 19 満洲庶民生活一斑 (下) 新京 光岡
慈昭
6. 19 ボロプ ドウル研究会の発会
6. 19 日華仏教研究会
6. 21 支那事変と 英国の動き (上) ボー
ス ・ ラ ス ビハ リ
6. 21 満支出先の協調を 両本願寺で懇談
具体的協定な らん 昨夜第二次会同
6. 21 臨時黄槃合議所会議 時局対策の催数々
臨済従軍僧会議も開く
6. 22 支那事変と 英国の動き (下) ポー
ス ・ ラ ス ビハ リ
6. 22 満蒙支で協力の 連合諭達を公布 束、
西本願寺か
6. 22 印度壁画模写 博物館に到着
6. 22 蒙疆50万力教徒 我が宣撫版に感謝
防共に尽力を乞ふ 張視察団長語る
6. 23 北京で合同慰霊祭 全神派遣神職団が
奉仕
6. 23 殉国勇士に “慰霊献茶” お茶で日
華婦人親善へ 山辺京子夫人単身渡支
6. 23 法主稿軍映画等 愈よ街頭で公開 束
本願寺の新しい試み 皇軍慰問映画 ・
音楽会
6. 23 遂に立消えの 運命を辿るか さて結
末をどうする 国際仏教通報局
6. 24 北支仏教の中心人物 夏蓮居老居士(1)
北京にて 柴田玄鳳
6. 24 “宗教家は満洲で 何も しと らん”
大谷拓相に叱られた 前田徳水氏語る
6. 25 北支仏教の中心人物 夏蓮居老居士(2)
北京にて 柴田玄鳳
6. 25 創設七周年記念 「支那室」 を特設
大陸進出の陣容成る 宗教問題研究会
6. 25 日本仏教読本 中華版を刊行 先づ日
蓮宗
6. 26 本紙を通 じて 支那仏教徒から 日本
仏徒に告ぐ
6. 26 北支稿軍行雑感 (一) 米本孝巌
6. 26 北支仏教の中心人物 夏蓮居老居士(3)
北京にて 柴田玄鳳
6。18
7。10 愈よ地に着く 妙心の宣撫工作 済南
に開教所新設
7. 10 藤岡満洲開教監督 遂に辞表を提出
当局の態度に非難
7. 10 講究所満洲 分所設置で 高階理事満
神 幹部と協議
7. 10 夢窓国師問題と 支那小変誤信問題
最後は真価である 龍木逸蔵
7. 11 新支那の建設をみる 於北京 寺島隆
太郎(3) 思想と教育の動き 思想界
新民会教化部長 宋介談
7. 12 大派満洲開教監督 後任詮衡困難
7. 12 鮮満初の巡錫終へ 伊藤総持貫首帰る
メ ッセージ発表
7. 13 新支那の建設をみる 於北京 寺島隆
太郎(4) 教育界 師範大学総長 王
謨
7. 13 北米第二世が 鮮満北支の見学 今夏
休暇を利用 して 日米ホーム学生
7. 13 “今回の訪満は精神 融和に大きな力”
代表問題は追及せぬ 伊藤総持貫首
に代って語る 伊東泰邦氏
7. 13 東亜政策で要路へ進言 大谷光瑞氏
7. 14 支那革命不絶の思想根拠 (一) 金孝
敬
7. 14 新支那の廸設をみる 於北京 寺島隆
太郎(5) 文学と演劇 文学界 銭稲
孫談
7. 14 満洲と台湾へ 西本特派講師
7. 14 皇学館学生ら 海外神社視察
7. 15 支那革命不絶の思想根拠 (二) 金孝
敬
7. 15 新支那の建設をみる 於北京 寺島隆
太郎(6) 演劇と民情 村上知行談
7. 15 “支那に骨埋む” 古川妙心管代報告
に帰朝 再び現地へ引返す
7. 15 肉食妻帯目指し 支那仏教界に改革の
声 南普陀寺が近 く宣言
7. 15 難産を重ねた 大派満洲開教監督 木
下輪番か兼任
7. 15 大邱別院輪番 安田氏辞任
7. 15 西本朝鮮別院 夏季大学講座 仏教勝
友会主催
7. 16 支那革命不絶の思想根拠 (三) 金孝
敬
7. 16 支那仏教史跡踏査 小笠原宣秀、 塚本
善隆両氏
7. 16 露満人も献金 皇軍慰問一銭献金 西
本奉天仏青の活躍
7. 17 支那革命不絶の思想根拠 (四) 金孝
敬



























7。 5　 荒魂の一面に和魂の精神こそ　 宣撫工
作の根本　 神仏基三教の代表者が 宣
撫班の苦心語る
7. 5　 内蒙古豊鎬に　 日華満蒙万霊塔を建立
塔下に般若心経埋蔵　 国際的儀式で
地鎮祭
7. 5　 皇帝陛下より　 優渥なる御下問 満洲
国訪問の伊東総持貫首　 遥々感話を寄
す
7. 5　 台湾本島人の　 尼僧留学生 誓願寺で
研究
7. 5　 満人児童に　 施す情操教育 新京大同
仏教総会か　 星期日曜学校を開設
7. 5　 印度マ ドラスで　 国際基督教大会 今
冬十二月開催
7. 6　 我が支那事変観 (上) 一事変一周年
を迎へて ごーー　 エ ・ エ ム ・ サハ イ
7. 6　 内地の保母求む　 勇躍大陸に進出する
新日本女性はゐませんか
7. 7　 事変一周年
7. 7　 支那事変一周年に際し　 教界諸大徳に
言す　 高島米峰
7. 7　 我が支那事変観 (下) 一事変一周年
を迎へてー　 エ ・ エ ム ・ サハイ
7. 7　 中支開教監督も包含　 相当広範囲の異
動　 大派、 今明日中に発表
7. 7　 南支開教の基は　 厦門か台湾から 今
後は文化事業に努力　 復興東本願寺へ
邁進
7. 7　 全一仏教の大陸工作　 指導的母体結成
を期待　 新に 「東亜仏教文化協会」
僧侶有志で創立されん
7. 7　 内地教会より　 徹底した皇国化 行事
に表はれた　 半島基教会の種々相
7. 9　 新支那の建設をみる　 於北京 寺島隆
太郎(1) 支那の日本化 (上)




7. 9　 回教知識普及に　 日本最初の講習会
十五日から五日間　 日本青年会館で
7. 9　 皇軍慰問かね　 北支へ青年仏徒派遣
全日本仏青連盟総会の　 決議案実行へ
7. 10　 新支那の建設をみる　 於北京 寺島隆
太郎(2) 支那の日本化 (下)








1938. 7. 17　 天津の各宗教団体か　 教化連盟を組織
内地に先んじ結束を固む　 聖戦一周
年記念日
7. 19　 支那革命不絶の　 思想根拠 (五) 金
孝敬
7. 19　 八月、 居留民団法制定後　 北京神社創
建具体化　 全神理事らの工作奏効 高
階全神代表の報国
7. 19　 北京本願寺　 お盆の法要
7. 19　 寺族達も挙って　 支那語を勉強 妙満
寺本山で開講
7. 19　 工費二百万円の　 建国廟殆ど完成 御
祭神は天照大神と五族忠霊　 祭祀形式
など未定
7. 19　 支那要人も　 一様に玉串奉捻 夜の瑠
璃場で日本語教授　 福島宮司の現地感
想
7. 20　 支那革命不絶の　 思想根拠 (六) 金
孝敬
7. 20　 特別宣撫工作従事に　 大量の壮年僧派
遣　 西本願寺直に人選へ
7. 20　 妙心寺宣撫　 工作協議 古川氏中心に
7. 20　 日本語も鮮かに　 研讃の功成り帰国
高野山招致のラマ僧
7. 20　 基連婦人委員部が　 北京に医療機関
十月竣工の予定
7. 20　 御祭神は天照皇大神　 我が神社そのま
まを創建　 海外神社問題研の結論と
北支現地の意見全 く対立
7. 20　 神社創建と並び　 神祗中心の対支工作
現地に指導機関設置要望
7. 21　 支那革命不絶の　 思想根拠 (七) 金
孝敬
7. 21　 大陸に於る宣撫教化　 刷新を要望さ る
柴田北支総監の帰洛で　 浄土宗更に
対策を考究
7. 21　 日華婦人多数参列し　 殉国勇士慰霊献
茶　 山辺京子夫人活躍
7. 21　 北満の地に　 仏 ・道二教の提携 道教
徒の生活改善奏効　 日宗開教使の奮闘
7. 21　 日宗北支開　 教監督更迭
7. 21　 厦門に西本願寺　 新方面の分野啓く
7. 21　 内地に先鞭っ く　 全鮮転向者連盟の組
織化　 あす、 京城で大会
7. 22　 海外神社と　 祭神の問題
7. 22　 日本精神文化の枠　 仏教の海外宣揚
在留外人への仏教講座開設等　 国際仏
教協会の企て





7。22 満洲拓殖の 訓練司事決る 西本の長
納氏突如起用
7. 23 “一灯園は何人も必要” 北支、 満洲
の旅から帰った 西田天香さんの感想
談
7. 23 児童の作品が縁で 日支親善に拍車
中国臨時政府中日弁事処 日宗関係者
と懇談
7. 23 “日本民族の信仰を 現実に示ぜ
海外神社問題に関し 矢野上賀茂宮司
の意見
7. 23 妙心の対支 宣撫具体化 北京に開教
本部を置く
7. 24 新= 興= 卜= ル= コ ホース、 ラ ス ビ
ハ リ
7. 24 北支の布教問題(1) 常光浩然
7. 24 日逞親善の仏舎利 けふ、 善光寺で御
供養 厳粛、 晴れの伝達式
7. 24 全鮮転向者 連盟の誕生
7. 26 北支の布教問題(2) 常光浩然
7. 26 新= 興= 卜= ル= コ ホー ス、 ラ ス ピ
ハ リ
7. 26 日華 ・童心交歓 日本的教育の反映
児童作品、 東本へ 満洲宣撫官の朗挙
7. 26 支那救民運動に 刺繍工場を開始 徹
底的日支融合 三上諦聴氏帰来談
7. 26 新= 興= 卜= ル= コ ホース、 ラ ス ピ
ハ リ







7. 28 北支の布教問題(4) 常光浩然
7. 28 樺太日ソ国 境線を視る 天岡大器
7. 29 民心安定 した 青島で仏教講座 曹洞
の高階氏渡支 稿軍と禅風宣揚
7. 29 けふ通州で 合同追弔会
7. 29 宣撫工作に内地 宗教界の応援佼つ
神仏基三教指導者を動員 宣撫班感謝
激励会
7. 29 旅日華僑の願ひ 仏教による日支提携
強調 東亜夫人協和会の懇談
7. 30 石家荘に愈よ 本願寺建築 将来は別
院に
7. 31 フラ ンク ・ アルナウの 「長城」 鈴木
英
7. 31 大同石仏と善導大師 (上) 井上隆森















8。 6　 活動の全貌示す　 浄宗の事変報告書
島野氏入洛、 近 く完成
8. 7　 入唐求法巡礼記中の　 支那語に就いて
(4) 牛場真玄
8. 7　 満支瓢蕩 (一) 角野辻堂
8. 7　 裁縫 ・家事の　 学習希望な く 支那家
庭の欠陥暴露　 覚生女学校の入試施行
出雲路谷中校長談
8. 7　 対支開教戦線の統制　 先づ今秋布教講
習会開く　 仏連主催 各派に団結の熱
意
8. 7　 街の天使も通学　 蒙古政府後任の 厚
和の学校談る　 藤谷道威氏
8. 7　 新支那創立に　 仏教儒教の役割絶大
桜井中佐に 「物を聴く」
8. 7　 中支の各宗団結束　 大同宗教連盟生る
仲よ く宣撫教化へ
8. 7　 大同石仏と善導大師 (中) 井上隆森
8. 9　 入唐求法巡礼記中の　 支那語に就いて
(5) 牛場真玄
8. 9　 湖州宣撫教化に　 ーエ ポッ ク画す
8. 9　 転向者の大陸進出　 更新会農園に訓練
所設置　 藤井観察所保護司渡満
8. 9　 満洲国新京と奉天に　 同時に別院誕生
西本願寺発展への新体勢
8. 9　 理屈はやめて　 勝れた宣撫貝の養成へ
宗教家の協力懇請　 宣撫班感謝激励
の会
8. 10　 入唐求法巡礼記中の　 支那語に就いて
(6) 牛場真玄
8. 10　 渡台雑信　 高島米峰 高砂丸より
8. 10　 支那土民への　 社会救済か主 布教宣
布は従　 全て特務機関の指示受く 支
那開教に注意
8. 10　 浄宗の事変活動全貌　 各種の統計完成
す　 時局講演、 祈願会六万回
8. 10　 南京は四派が　 統制下に活動 南京西
本願寺の　 広橋静恵氏談
8. 10　 サハイ氏　 渡満支
8. 11　 思想転向者群　 の大陸進出
8. 11　 入唐求法巡礼記中の　 支那語に就いて
(7) 牛場真玄
8. 11　 渡台雑信　 高島米峰 高砂丸より
8. 11　 満洲北支の　 仏教遺跡を調査 文部省
よ り派遣の　 京大教授 羽渓了諦氏
8. 11　 宣撫教化効あり 「中国青年建設隊」
徐州で大いに活躍　 浄宗名越従軍僧語
る
8. 11　 東亜文教協会　 愈よ廿九日発会式挙行
日支文化の新紀元
8. 11　 浄土宗従軍僧　 六氏共に帰国 現地事
情報告　 再び戦線へ
8. 11　 西本願寺の　 開教使異動
8. 11　 樺太原住民族　 の宗教風俗調査
8. 12　 支那開教に　 関する通牒
















8。 2　 ラマ僧留学生 各寺院で分宿 実際生
活指導
8. 2 ア ジャ ンタ ー壁画 模写も特別陳列
八月の恩賜京都博物館
8. 3　 全支の浄土教徒で　 東亜浄宗会の結成
信仰中心の教化で行く 柴田浄宗教
監談
8. 3 浄土宗現地 開教協議会 柴田氏中心
に
8. 3 厚和に政府認可の 蒙古少年学校 西
本願寺が創設
8. 3 ウスリー江岸　 虎林よ り 山名義芳
8. 4 入唐求法巡ネL記中の 支那語に就いて
(1) 牛場真玄
8. 4 北支災民の救済も 為替管理で意の如
く な らず 満洲国紅a!字会が方法議す
8. 4　 北支視察の体験から 大派、 開教方針
を確立 宮谷監督、 当局と協議
8. 4　 樺太西別院　 仏教講習 教学諮問会
8. 5 中支に於る 現地祭典 軍部と折衝
具休案定む
8. 5　 入唐求法巡礼記中の　 支那語に就いて
(2) 牛場莫玄
8. 5　 世界紅iE字会の…　 非合理的なるもの
三石神社社掌





8. 6 入唐求法巡礼記中の 支那語に就いて
(3) 牛場裏玄




8. 6 支那青年僧を厳選 杭州で仏教講習
修了者は各社事機関へ進出 特務機関
部で目下実施中
8. 6 浄宗の開教人事　 問題は教監の権限
支那開教制度確立が急務 命令系統の
一元化を要望
8. 6 宗教による対支文化工作 官民協力邁
進誓ふ　 文部省の対支布教協議会
8. 6 既に派遣の布教陣は? 更めて推薦状
下附申請を要す 出先での連絡は
小関派遣貝か当る

























8. 19　 胡氏日本仏教を持帰る 新京で仏教運
動
8. 19　 北京覚生女学校　 予算六万円計上か
けふ、 出雲路氏再渡支 束本願寺
中支実行予算　 同時に審議
8. 20　 半島に於ける 敬神観念の啓培 吉田
貞治 一
8. 20　 渡台雑信 高島米峰 草山より
8. 20　 半島同胞家庭に　 神棚設置を励行 国
体観念の把握ヘーと　 京都府協和会懇
談事項
8. 20　 戦果収集と 日本仏教徒　 中支に支那難
民施療所　 蘇州 ・南京 ・杭州 ・鎮江に
開設　 束本願寺別院の計画具体化
8. 20　 北京覚生女学校の　 新職員等決定 女
性では浜岡節技さん　 大派の教育方針
注目
8. 20　 人材難の妙心開教　 経験だけでは駄目
8. 20　 商工都市に　 支那語普及
8. 20　 大陸進出の社事団体　 三上名古屋衆善
館長　 慰霊と視察に渡支
8. 21　 半島に於ける　 敬神観念の啓培 吉田
貞治　 二
8. 21　 渡台雑信　 高島米峰 草山より
8. 21　 北支教界の権威　 夏蓮居老居士 柴田
玄鳳






8. 21　 東亜文教の　 確立に参加 古希越えた
松本博士　 けふ、 北京へ向ふ





8。23 半島に於ける 敬神観念の啓培 吉田
貞治 三 四
8. 23 兵隊さんも 校長さんも生徒 石家荘
西本願寺の 華語講習会盛況
8. 23 海軍青今上陸 一周年記念法要
8. 23 本島人の皇民化 運動を協議 調査会
を設置 して研究 台北州仏教会総会






8。13 張鼓峰方面に 西本の慰問 前田総長
特派
8. 13 日満蒙支殉国者供養塔建設 洛北鞍馬
山に 今十三日発表
8. 13 特務部を中心に 中支の宗教対策 近
く根本方針確立されん 日支共存共栄
の理想実現へ
8. 13 中支宗教大同 連盟大綱案成る
8. 13 東亜和平建設に献身 留学僧大量養成
の機関 東本願寺か北京に建設 指導
に当る藤井草宣氏
8. 14 満洲仏教の研究 機関と して見た 満
鉄大連図書館 岸田究明 二
8. 14 北支那教界の権威 夏蓮居老居士 柴
田玄鳳
8. 14 満支瓢蕩 (二) 角野達堂
8. 14 北支便り 或日の日記から 北支○○
部隊 古森正夫
8. 14 熱河省承徳で 満人教員再教育
8. 14 北中支に設置の 曹洞布教総監部 主
任に派内、 成田氏ら任命
8. 16 台湾皇民化運動 千余の仏像を焼く
日本仏教化も奏効
8. 16 中支宗教大同 連盟の計画
8. 16 抗日教育の徹底に驚く 余程の忍耐か
必要 中支視察の境舜英氏談
8. 16 千葉開教使 に帰国命令 曹洞指令す
8. 16 仏教による 親善運動 東亜精神振興
同盟会生る
8. 17 満洲仏教の研究 機関と して見た 満
鉄大連図書館 岸田究明 三
8. 18 海外神社に就て (上) 神社人並に神
社当局に寄す 正西寺善雄
8. 18 渡台雑信 高島米峰 高砂丸より
8. 18 稲荷講社の 大陸進出具体化 準備工
作に朝鮮視察 行弘氏今明日帰社
8. 19 海外神社に就て (下) 神社人並に神
社当局に寄す 正西寺善雄
8. 19 渡台雑信 高島米峰 草山よ り
8. 19 満洲仏教の研究 機関と して見た 満
鉄大連図書館 岸田覚明 四
8. 19 山西文化保護に 大派関係軍民の活動
砲弾雨下に愛馬傷く 岩倉隊長の現
地報告
8. 19 奈良東大寺か ラマ僧招待
8. 19 旧慣の寺廟を整理廃合 迷信打破に努
西本朝鮮の　 開教使異動
今後の開教方針と　 事変活動を協議










1938. 8. 24 半島に於ける 敬神観念の啓培 吉田
貞治 五
8. 24 居留民団正式に結成 北京神社創建愈
よ具体化 北支神宮への昇格に努力
貢院跡一万坪の神域決る
8. 24 張鼓峰の現地で 戦没勇士慰霊祭 北
鮮では傷病将士を慰問 大派慰問使一
行国境へ
8. 24 恐るべき 紅a二!字の勢力 満人に不適
当な解脱の教 妻帯僧の教化は到底駄
目 逸見氏、 高大で熱演
8. 24 開教師の再教育 豪華な支那開教講習
仏連、 文部省後援で開く 当代一流
の権威招き
8. 24 大連聖ヶ丘に 宗教的学生寮 詩吟で
意気を昂ぷらす
8. 24 府が満洲移民 視察団を派遣
8. 24 満洲皇帝に 大師像献上 金剛峰寺か
ら
8. 24 現地外人宣教師と 軍との連絡図る
基連の教職奉仕団
8. 25 台湾本鳥人 の教化問題
8. 25 半島に於ける 敬神観念の啓培 吉田
貞治 六
8. 25 満洲建国廟御祭神問題 将来神社界に
重大化 ? 小笠原氏の視察談
8. 25 北京神社創建で 祀官養成具体化す
「海外神社研」 近く対策協議
8. 25 満洲最大の 仏教建築 大派別院竣工
8. 25 帰朝初の作品 描ぐ アジヤの婦人”
杉本画伯の貴き報告
8. 25 雲肖石仏寺の 発掘を語る 水野清一
氏
8. 25 日本僧侶の協力望む 支那仏教寺院の
復興 抗日太虚法師は目下英国に 従
軍僧村上独潭氏帰朝談
8. 25 日支文化の 提携に一役 本紙連載、
大醒法師の 「日本仏教視察記」 出版
8. 26 蒙疆自治連盟の宗祀に 成吉斯汗神祠
創建 彼我要人ら計画進む
8. 26 六十八歳で 支那語勉強 妙満寺講習
あす終了式
8. 26 ソ満国境へ 移民地から慰問
8. 26 束寧軍病院で 本尊を安置 束本か下
附 、
8. 26 釜山西別院の 黎明修養講座
8. 26 石家荘の合 同慰霊祭
8. 27 留学生派遣 その他協議 西本の対支
策
8. 27 アメ リカ宗教団体の 蒋政権へ借款説
我基教各派否定す
8. 27 神祗を中心とする 文化工作担当の人
材養成 海外神社の奉仕者養成機関
皇典講究所で設置と決定
8. 28 米宗教団体 と対支融資
8. 28 満支瓢蕩 (四) 角野達堂
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
8。28 クロパ トキンの印象 日露役と張鼓峰
事件 ロシア怖るるに足らず 池田大
佐ソ迎を語る
8. 28 親日中国建設隊と協力 明朗徐州の再
建目指す 東本願寺の社会施設 日本
小学校 ・ 日語学校も設置
8. 28 大陸に鍬執る 若人に花嫁探し “部
落繁栄と内助の功” 移民地花嫁の便
り
8. 28 北中支に拡充 日宗の大陸開教陣 活
躍振 りはこれだ
8. 28 読書界 少年満洲読本 長与善郎氏著
8. 30 渡台雑信 高島米峰 プヌン族の青年
8. 30 徳王の来朝求め 蒙古へ向ける知恩院
の活動 厚和に出張所設置計画
8. 30 我国では 前代未聞 禿氏氏も激賞
蒙古芸術品展
8. 30 張鼓峰事件突発と共に 大派間島開教
陣活躍 従軍慰問と寺院解放
8. 30 海外神社には 純粋な内地様式を 政
策的妥協は不可 副島宮司の意見
8. 31 愚民政策不可
8. 31 渡台雑信 高島米峰 台北帝大見学
8. 31 唯一の僧と して 弾丸雨飛に立つ 応
源高谷、 雄基寺田両氏 上野大派慰問
使報告
8. 31 満人青少年教化の 日満仏教徳育学校
満人僧侶と協力、 近 く創設 大谷派
高山開教使の計画
8. 31 満人のみの 仏教の集ひ 大同仏教会
に 西本が本尊を
8. 31 妙心の臨時開教規則 愈よあす発布
極めて平凡なもの
8. 31 回教事情調査に 専門家初の派遣 回
教圏考究所の小林氏ら 北支、 蒙疆、
満洲へ
9. 1 渡台雑信 高島米峰 鷺と烏その他
9. 1 メ ソ信徒の重鎮 日支平和工作に献身
一家を纏めて渡支
9. 1 浄宗北支の 開教方針 幼児保育中心
に
9. 2 渡台雑信 高島米峰 台湾の宗教政策
9. 2 軍指導の下に現地へ 大挙、 僧侶軍の
出動 平和工作に永住せしめよ 今こ
そ感謝報恩行 ・具現の秋
9. 2 別院を開放 宿泊所を設置 渡支邦人
の便宜図る 大同の浄宗井上主任
9. 2 漠口攻略前に 武運長久祈願 住吉大
社で
9. 2 福知山教会 日高牧師 北支に献身
9. 2 皇軍慰問に 仏教使節を派遣 束亜仏
教協和会か 臨時総会を開く
9. 2 支那問題特別講座 藤田元春氏を講師
に 京都府教育会が開講
9. 2 朝鮮両青年会 完全に合流






9. 8　 支那学僧顕曇氏招き　 日華仏教の交換
近く 日本にも来朝せん　 南京大派保
木従軍僧通信
9. 8　 西本派遣の　 北支留学生 二人決定す
9. 8　 日基、 北京に　 教会設置 初代牧師村
上氏




9. 9　 青島の曹洞布教所　 寺号を公称す
“祥嶽山曹硲寺”
9. 9　 占領地域内に在る　 外国宣教師の勢力
今後の宣撫工作に　 これを如何に指
導するか
9. 9　 支那の居士達と　 親善を結ぶ 大阪浄
青の居士林　 柴田教監の斡旋で提携
9. 9　 一灯園の　 満支進出
9. 9　 厦門商密学校跡に　 東本願寺を復興
妙釈寺で日華仏教連絡
9. 9　 日満蒙を一丸に　 新に 「仏青総連盟」
結成準備を開始
9. 10　 現地○○部隊長の警告　 果然、 神社界
に衝動　 神職葬儀の可否を究明せよ
神社局の行政的裁断痛望
9. 10　 北支大同の華厳寺に　 日本僧宿泊禁止
の貼札　 某々従軍僧の非行遺憾視さる
今後への戒慎資料
9. 10　 留学ラマ僧の　 教授課目決定
9. 11　 紅1 字会と乱示
9. 11　 軍の指導を受けて　 皮革業者大陸に進
出　 蒙疆皮革株式会社を起す 同地方
軍の自給自足図る
9. 11　 精神国策樹立の急務　 日支親善は彼我
宗教の　 連鎖によ り初めて全し 東亜
仏教協和会
9. 11　 映画と講演で　 満蒙移民初の慰問伝道
日蓮宗か率先敢行
9. 11　 “勇まし ・若武者”　 仏光寺有教新法
主と　 応召前のイ ンタ ーピュー
9. 11　 蒙疆方面民衆に　 贈る 「仏教使節」
蒙 ・漢対照 “釈尊聖伝”　 遂に堂々出
版さる
9. 11　 わが黄堕、 一宗を挙げ　 対支方策の樹
立　 寺岡内局 ・慎重の構へ
9. 11　 傷兵保護の　 精神汲む 日宗開教使
9. 11　 中支の宗教　 事情視察へ 日宗の三氏
慰問使許可
9. 11　 満支S蕩 (六) 角野達堂
9. 11　 北京発刊 「新民報」 を読みつつ (上)
懐邱生
9. 11　 時局と支那問題中心に　 府神の異色講
習　 来る廿二日より三日間
9. 13　 満洲国における　 布教進出問題につき
(一) 常光浩然
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1938. 9. 3 渡台雑信 高島米峰 阿片と水彩画
9. 3 支那開教に就て 西山三派重役会
9. 3 村上独潭氏の 従軍一年後援 国歌協
会奉仕
9. 3 東洋平和の根本国策 愈よ本格的開始
西本願寺か五ヶ年計画で 満蒙義勇
軍幹部訓練開始
9. 4 新民工作と 留日青年僧
9. 4 渡台雑信 高島米峰 台北卒業
9. 4 満支瓢蕩 (五) 角野達堂
9. 4 デマ ・ 日本の敗残兵 これで辛く も士
気を繋ぐ 一和波豊一中将談-
9. 4 稿軍行に 随行して 光岡良雄
9. 4 留学生に先立ち 花嫁さん来朝 神戸、
小林義道氏のもとで 日本的教養受く
9. 4 北満各地の 皇軍慰問 前田西開教総
長
9. 6 無期限の大業 (附、 海外の神社建立
問題) 陸軍省新聞班陸軍歩兵中佐
大久保弘一
9. 6 渡台雑信 高島米峰 台巾台南より
9. 6 稲荷講社の大陸 進出愈本格化 近く
鈴木本部長渡支 要路と折衝の予定
9. 6 復興の上海に 更生の支那婦人 ミ シ
ン教習所開設 天理上海時局委員会の
試み
9. 6 武漢三鎮 陥落祈願祭 けふ白峰宮で
9. 6 申込殺到 西本の満蒙義 勇軍訓練生
9. 6 渡台雑信 高島米峰 台中台南より
9. 6 中日両国の協力で 文化集団を形成
全世界に改革運動 人文、 自然両科学
部会決議 東亜文化協議会
9. 6 北中支の文教視察に 安藤正純氏十四
日出発
9. 7 西本と義軍 訓練の開設
9. 1 疸台雑信 高島米峰 高雄より
9. 7 満洲国が人文科学の 国立研究機関を
設置 近 く 官制公布、 明年度よ り
「人文学研究院」 を確立
9. 7 回教との提携志す 本門法華妙蓮寺皇
軍慰問団 いよいよ人蒙す
9. 7 満洲国に 鉄眼版蔵経 納蔵終る
9. 7 支那開教講習会に 大派聴講生を派遣
終了後開教吏員に採用
9. 7 関天竜管長 北京に駐錫 彼岸頃帰洛
9. 7 村上独潭氏の 現地帰還延期
9. 7 半島同胞か傷痍軍人 療養所に注ぐ熱
誠 京都府協和会の 講習会と勤労奉
仕
9. 8 渡台雑信 高島米峰 再び高砂丸より
9. 8 神職界に示唆与ふ 勇士の公葬神式論
に 烈々たる警告送る 現地の○○部
隊長
9. 8 小早川秋声画伯の 横浜束本願寺壁画
成る 近 く北支に空の旅







9. 18　 出雲路谷中校長　 北京党生高女学監へ
後任は幸村法輪氏　 きのふ正式発表
9. 18　 党生女開校式　 名誉校長祝電
9. 18　 北京発刊 「新民報」 を読みつつ (下)
懐邱生
9. 20　 報国托鉢に刺激され　 新結束本願寺起
つ　 単身托鉢行脚十四日





9. 20　 東本の蘇州施療院　 十月一日開院か
軍特務部か積極援助
9. 20　 西本支那開教機関　 南北の連絡成る
事変勃発以来初めて　 大谷 ・小笠原両
氏の握手
9. 20　 繁昌する　 軍人休憩所 婦人会の奉仕
で　 上海知恩院別院
9. 20　 コーラン全訳成り　 開教研究雑誌増加
外務省も頗る熱心
9. 20　 満蒙開拓義勇軍　 府出身者激励会
9. 20　 宣撫班希望　 者はないか 保護観察陣
第二次募集
9. 20　 時局下若人の　 大陸進出は? 天理教
各学校卒業生の調査　 五割の高率示す
十二、 三年生
9. 21　 宣撫班の任務 (上) (北支宣撫班貝第
三　 次内地募集について) 北支宣撫
班敦化係主任　 好村春基
9. 21　 戦場に祈る兵の尊い姿 !　 公葬をいか
み合ふ勿れ　 宗教本来の姿を国策に
○○部隊胤沢社掌現地報告
9. 21　 朝鮮西別院　 讃仏会中心に 経国迎動
実施
9. 21　 村上独潭氏に　 従軍談を聴 く 中外読
者倶楽部
9. 22　 宣撫班の任務 (下) (北支宣撫班貝第
三　 次内地募集について) 北支宣撫
班敏化係主任　 好村春基
9. 22　 支那仏教徒に贈る　 日本仏教紹介論文
集　 施薬三万個 も発送 日華仏教研究
会
9. 22　 吾が大陸国策に順応の　 仏教各派協力
の対支教化 「対支教化事業委員会」




9. 23　 妙心寺派から　 中支宣撫班員派遣
9. 23　 せめて神前に果物で も　 英霊に捧 ぐ ・
戦友の友情　 戦地から送る神饌料 !
9. 23　 印度の一隅から　 わが大乗仏教聴 く
牛津大学生失うた父が　 西本翻訳課に
1938. 9. 13 大束文化同志会創設 仏教を模に対支
策 先づ百万円で師範学林経営 隠元
の芳司黄桑宗に顕現
9. 13 日本宗教連盟成る 上海の戦後工作に
神仏基三教の提携
9. 13 北満は既に 朔風すさむ 前田徳水氏
報告
9. 13 先づ東京に第一声 “精神報国迎動”
正 しき信仰で桁神力養ひ東亜の建設
に邁進せよ ! 運動趣旨・ プ・ 決る
9. 13 日満支の 仏教大会 実現困難 ?
9. 13 現地部隊長警告の反響 神職の自粛自
戒 研究か先だ 禰宜等の向上機関施
設 京阪神有志神職申合せ
9. 13 祀官養成問題で “海外神社研” 協議
会 十五日内務省で開催
9. 14 満洲国布教進出につき (二) 常光浩
然
9. 15 満洲国布教進出につき (三) 常光浩
然
9. 14 北京覚生高女 十七日開校式
9. 14 寝食を共にし 支那僧を教育 大派南
京布教所
9. 14 支那事変 従軍画展 陸軍省後援 南
海高島屋で
9. 16 満洲国布教進出につき (四) 常光浩
然
9. 16 戦塵治る徐州に 早く も法輪旗翻る
祥嶽山正法禅寺
9. 16 青年支那僧 憧れの日本へ
9. 16 日宗北支の 日語学校 続々開校
9. 17 亜細亜に於ける 欧羅巴の佼略主義と
支那事変の意義 (上) 印度志士
ホー ス、 ラ ス ピハ リ
9. 17 満洲国布教進出につき (五) 常光浩
然
9. 17 部隊長初め一斉に 霊前に修証義読む
中南支の戦跡を巡って 曹洞第二陣
慰問使帰る
9. 17 半島人家族の 内地入り許可 家族制
度の美風養成










ポーズ、 ラ ス ビハ リ
9. 18 満支瓢蕩 (七) 角野違堂
9. 18 仏舎利を贈献 した 仏青代表排日運動
を指導 錫倫代表ニツサンカ氏
9. 18 各部落に “愛護村” 軍民協力治安維
持 犠牲村長を僧侶軍人か追弔 後方
部隊から束本へ快報
9. 18 邦人小学校と 交換提携 山本模範学
校
9. 18 済南東本願寺文化部 日語学生三百名
9。30 移民実習団の 学生報告講演
9. 30 仏光寺派が 初めて支那開教 篤信者
の特招で
9. 30 仏派満鮮 教況視察
9. 30 新支那への用意に 青年仏教学者派遣
西本願寺か北京方面へ 既に人選を
開始
9. 30 海外神社の 祀官養成問題 外人研究
員の意見注目
9. 30 ホース氏講演
9. 30 真理運動宣布に 大陸行脚の旅 友松
円諦氏プラ ン作成
10. 1 支那から見た 日本及 日本人 ( 中)
新京 光岡慈昭




10. 1 銃後婦人の心意気 ! 夫君応召で帰る
代表に 女人代表か万歳の嵐 満洲国
防婦人の驚き
10. 1 満洲国々防 婦人会代表
10. 1 対支教化工作で 京都明和会態度決定
精神報告講演でも協議
10. 1 大同団結 した 石家荘の各宗寺院 日
本宗教団を結成 難民救済に乗り出す
10. 1 漢口陥落近く 西本願寺待機
10. 1 特別講座も開設 駒大満洲語講座を
支那語講座と改称
10. 1 全鮮高野山 の祈願週間
10. 2 支那から見た 日本及 日本人 (下)
新京 光岡慈昭
10. 2 慰問視察 北満の旅 (上) 大連 前
田徳水
10. 2 嬉々たり ! 日華女学生 北京党生女学
校風景 他校から転校生か続出 本願
寺臭は一寸ご遠慮
10. 2 曹洞宗に委託の 留日支那僧愈よ来朝
一行五名、 九日に入京
10. 2 前線将兵と聖典 求めては居るが 語
句の難解に閉口 ○○攻略部隊将校の
要望
10. 2 天理教支那大陸 伝道の大綱成る 直
轄教会より伝道班派遣 大天理の主力
を傾注
10. 2 現地の実情は各宗の 提携協力が焦眉
の急務 きのふ、 今井理事長の力説
支那開教講習会愈よ始る
10. 2 台湾に於ける本 願寺派教線の 進展
に関して 台湾 紫水生
10. 2 満支瓢蕩 (八) 角野達堂
10. 2 読書界 日華仏教研 究会年報 日本
仏教研究
10. 2 ビルマと 日本 仏教の提携図る ムネ
インタ氏来朝
10. 4 慰問視察 北満の旅 ( 中) 大連 前
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
中出る
1938. 9. 23　 東洋大学分校　 北京に設置せん 新設
見る 「大陸科」 の　 実際的薫陶のため
9. 23　 御最新問題再燃　 近く斯界の与論を纏
め　 満洲国当局へ建議 建国廟
9. 24　 北京発刊 「新民報」 を読みつつ (下)
懐邱生
9. 24　 新興蒙疆民衆へ　 “正義日本” を鼓吹
力教蒙疆訪問団出発
9. 24　 涙流し感激語る　 中外読者倶楽部の
村上従軍僧を囲む夕
9. 24　 奉天西本願寺　 彼岸会バザー
9. 24　 西本の支那　 開教講習者
9. 27　 海越えて　 呼び合ふ童心 女生徒も宣
撫に一役
9. 27　 憲兵射殺事件直後　 国境最前線虎林へ
部隊に本派 ・仏派出身兵　 大派 ・徳
永開教使談
9. 27　 西本願寺が　 全国に指令 “宣撫班員
に　 応募せよ”
9. 27　 台湾仏教系唯一の　 台北中学認定さる
近く維持財団組織
9. 27　 印度仏僧を優待しては?
9. 28　 宗教的政策からも　 承徳廟修繕の急
復興途上の朝鮮仏教　 羽渓博士談
9. 28　 蒙古青年へ　 嫁ぐ大和乙女 小林義道
氏の尽力で　 日蒙親善に拍車
9. 28　 党生女学校　 晴の開校式
9. 28　 皇軍慰問使派遣　 全国私大連合会が
けふ正式に決定
9. 29　 支那から見た　 日本及日本人 (上)
新京　 光岡慈昭
9. 29　 南支方面の　 人心に落着き与ふ 香港
と厦門の西本願寺
9. 29　 南支窮民医療の　 志村氏ら病む 一行
過半数倒る
9. 23　 各省から権威を派遣　 生彩放つ ・収穫
を期待　 申込者 も二百五十名突破
“支那開教講習会” 本極り
9. 29　 婦人矯風会の　 三女史満支視察
9. 29　 第三回汎太仏青大会　 北京開催説提示
か　 新支那理解のため
9. 29　 日本僧の蒙古留学　 新局面を展開 内
蒙要人と知恩院当局会見
9. 29　 保険衛生に努め、 敬神思想の普及　 日
宗北 ・ 中支開教陣営に　 光る ・天津立
正日語学園
9. 30　 明日の日本と使命への感激　 佐藤彰三
9. 30　 将来、 宗教工作等の　 専門宣撫班が必
要　 現在も必要だが人が無い 北支宣
撫班藤井晋氏談
9. 30　 張鼓峰事件の華　 忠霊追弔法要 声涙
共に降る現地報告　 咸興東本願寺で執
行









1938. 10. 4　 植民地、 外地の　 教員養成問題 海外
祀官も同機関で　 外務、 文部両省で研
究進む
10. 4　 “日満支青年仏教徒の　 防共協議会は
結構だ”　 来年度大会は京阪で開催
全日本仏青連常務理事会
10. 4　 “海外神社研” の　 拡大強化論起る
10. 4　 満洲移民村に　 巡回講演の旅 西田天
香氏
10　 4 支那人相手の　 布教主義を見切る 北
京、 天津に語学校建設　 金光教が計画
10. 4　 対支仏教文化　 運動に就て 日華仏研
幹部会
10. 5　 慰問視察　 北満の旅 (下) 大連 前
田徳水
10. 5　 蘇州難民　 救療開始 東本願寺
・10. 5　 日満支親善と世界　 平和の促進図る
我が国民問有識者により　 世界紅汪!字
会後援
10. 5　 支那の工場に　 日支融和の働きかけ
基本的工作をせよ　 安藤龍英氏談
10. 6　 作戦の不利を忍び　 山西文化を保護
皇道宣布の正 しい態度 !　 福島少尉の
現地便り ‘
10. 6　 中秋名月の夜　 日満華親善懇話会 八
日、 大阪に開く
10. 6　 “天文月見の夕” に　 第四次皇軍慰問
東都仏教主義女学校　 = 近頃出色の
催二つ=
10. 6　 華僑の不正　 ダバオの恐 日 重藤廊亮
氏談
10. 7　 戦塵 (一) 小笠原義雄
10. 7　 布教使や慰問　 使は寄来すな 特務部
員の進言
10. 8　 外蒙二注ぐソ連の魔手　 熾烈なラマ教
への圧迫　 仏像、 経文は焼却され ラ
マ僧の還俗者続出
10. 8　 内蒙派遣使節　 高野登山
10. 8　 平壌基教親睦会　 内地教会を訪問 内
鮮教会と親善提携
10. 8　 宣撫事業、 大陸建設に　 都市青年は劣
る ?　 前回の宣撫班貝募集結果に鑑み
第三次は専ら地方青年採用
10. 8　 明春訪華団派遣　 更に会員有志で視察
団組織　 日華仏教研究会
10. 8　 ソ満国境に　 新教線開かる 西本願寺
を開設
10. 8　 覚生女学校と　 難民診療院 束本願寺
二大事業の発展を企図
10. 8　 出色の出来栄え　 中華文 「日蓮読本」
初版五千部刊行
10. 9　 0 0 艦に御遷座の　 漢口神社御祭神
陥落と同時に更めて鎬斉　 歴史的入城
の祭典執行
10. 9　 満支瓢蕩 (九) 角野達堂
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
10. 9 支那文化の王座 四庫全書の再刊 廿
二年間、 予算二百万円で
10. 11 民族的にも教徒的にも 画期的重大会
議? 目下埃及カイ ロに開催中の 回
教民族大会 (アラ ピヤ連合大会)
10. 11 アラ ビヤ語版 「日本」 誌の反響
“これこそ歪められざる 躍進日本の
真姿” と好評
10. 11 “明日に語る” 印度有志も加り 日
満華親善懇話会盛況
10. 11 留日支那僧 元気で入京
10. 12 日支要人と会見 北京よ り啓上 安藤
正純
10. 12 対満鮮支開教方針確立で 大派か調査
視察貝派遣 鈴木会計部長、 関山教学
課長 けふ突如、 現地に出発
10. 12 正義日本の立場閑明 世界的反響のヤ




10. 12 英印の仏教誌 日本攻撃を中止 第三
者の容噪を戒む
10. 13 日支要人と会見 北京より啓上 安藤
正純
10. 13 東方文化迎盟 サハイ氏に聴 く
1(口 3 更に北アメ リカで デマ粉砕の大任
日満支の任務終へ 三上弘之氏帰米
10. 13 信川できぬ支那社会に 信用できる唯
一の団体 維持会貝の半以上占めて活
躍 彼等と心から提携せよ 紅1 字会
10. 13 支那難民救済の 志村氏ら一旦帰朝
第二診療班の組織
10. 13 西田天香氏 今朝満洲へ ニケ月の予
定
10. 13 満支研究報告 羽渓、 小笠原両氏
10. 14 戦塵 (二) 小笠原義雄
10. 14 暴民に破壊された 香港仏租界金光教
会所 本部、 仏国に損害賠償請求
10. 14 政治的仲介分離 束亜伝道会は協力
日基大会の重要問題
10. 14 現地の慰問使が 従軍僧となる 懇望
された 「葉隠仏青」 代表
10. 14 日華仏研の 日華仏教事情 月刊誌刊
行
10. 15 戦塵 (三) 小笠原義雄
10. 15 “漢口陥落を控へ 愈よ奉公の赤誠披
懲” 南豊山派管長一宗に訓示
10. 15 忠魂 ・殉教の三兄弟の 誉の寺に同情
集る 大派有志の弔慰迎動
10. 15 “教家一統” の 感謝の誠意披涯 宣
撫聖業激励の会 宗教問題研主催
10. 15 “日本仏教徒の 一段の奮起望む”
松井大将を中心に 仏連主催の懇談会









ミナ ト神戸に　 印度教寺院創る ポー
ズ氏の提唱で
種児童教化　 機関を動員して
10. 23　 広東陥落奉告祭 府下全神社で執行
10. 23　 大派台北別院　 改革を要望
10. 25　 満洲国に於 ける 宗教政策の現段階
(上) 新京　 光岡慈昭
10. 25　 北支から満洲へ　 熱河より啓上 安藤
正純
10. 25　 北支見聞記　 龍大講師 小笠原宣秀
四、 大同
10. 25　 支那人を侮辱する　 文句を一切厳禁
子供の雑誌を統制
10. 25　 中山天理管長の　 皇軍慰問行内定す
目下、 当局と交渉中
10. 25　 有終の美納め　 対支講習終る 感謝決
議と国防献金
10. 25　 安藤正純氏　 歓迎会 非常な盛況
10. 25　 軍属その他　 大陸に進出 京都YMの
支那語科
10. 25　 対支院の創設控へ　 支那に於る神社問
題で　 神社局か意見書提出




10. 25　 一層の躍進へ　 満洲開教を約す 西本
全満主任会議
10. 25　 馬田日宗管代　 満洲から北支へ 国精
総動員運動の　 講習会に獅子吼
10. 26　 満洲枢要都視察　 暗爾浜より啓上 (上)
安藤正純
10. 26　 満洲国に於ける　 宗教政策の現段階
(下) 新京　 光岡慈昭
10. 26　 北支見聞記　 龍大講師 小笠原宣秀
五、 承徳、 其他
10. 26　 対支工作や 「釈迦」 問題協議　 徳王
に歓迎文と香炉贈る　 仏連本部理事会
10. 27　 満洲枢要都視察　 暗爾浜より啓上 (下)
安藤正純
10. 27　 祝漢口陥落　 一億赤子の 参拝に沸く
社頭　 公表待ち全国神社で 漠口陥落
奉告祭
10. 27　 慶尚北道から　 内地仏教視察団 崔氏
を団長に一行十名人洛
10. 27　 勇士の家を開設　 貧童教育に着手 浄
宗石家荘出張所
10. 27　 妙心北支開教　 中間報告会
10. 27　 基督教者の大陸に　 対する使命を主題
基教青同関西地方総会
10. 27　 馬田日宗管代　 北支に活躍
10. 27　 半島各地の　 教化巡講 友松円諦氏
10. 28　 漠口陥つ !
10. 28　 北鮮と玄海灘とより　 汽車と汽船との
中よ り啓上　 安藤正純












10. 16 漠口陥落目指す 皇軍慰問袋一万個
日宗臨時国義会で募集




10. 16 満支瓢蕩 (十) 角野辻堂
10. 16 満ソ国境へ 三角貫思
10. 19 北支見聞記 龍大講師 小笠原宣秀
一、 北京
10. 20 蒙疆三政権の来訪で 徳王にメ ッセー
ジ 留学ラマ僧が贈る
10. 20 全満一斉に開始した 銃後強調運動週
間 満鮮囚人に対して も 天児氏等喚
びかく
10. 20 満洲赤十字社に 総括される社事 成
績あげる紅1字会 牧野同志社総長談
10. 21 北支見聞記 龍大講師 小笠原宣秀
二、 保定
10. 21 北支から満洲へ 蒙疆よ り啓上 (上)
安藤正純
10. 21 来朝した徳王へ 歓迎文と記念品 日
本の仏教徒から贈る
10. 21 サハイ氏放送
10. 21 対支開教の現状と 今後の企画調査
勧告的意見を発表 各宗派に説明回答
依頼 松井大将
10. 21 安藤正純氏の 支那視察談
10. 21 大谷照乗連枝 北支に活動
10. 22 北支から満洲へ 蒙疆よ り啓上 ( 中)
安藤正純
10. 22 北支見聞記 龍大講師 小笠原宣秀
三、 張家口
10. 22 支那事変と 印度問題を談る 中外読
者倶楽部の夜 サハイ氏の熱弁
10. 22 神宮大麻を 支那へ頒布 北京に神部
署 嘱託を置く
10. 23 北支から満洲へ 蒙疆よ り啓上 (下)
安藤正純
10. 23 戦塵 (五) 小笠原義雄
10. 23 宣撫事業を語る 林田宣撫班長輔佐官
成績良き宗教家出身 転向者は断然




10. 23 満洲○病院に 本尊を下附 西本願寺
か ら
10. 23 パラオ寺創建 十二月人仏式 西山深
草派の 南洋教線拡張








11. 1　 東福寺でも 開教方策 北中支に
11. 1 「龍谷支那語 講習所」 開設 釜山西
別院
11. 2　 薬　 武淡陥落後 宣撫に愈よ必要 西
本久々で大量送る
11. 2　 徳王との会見を機に　 外地布教の転換
日宗、 蒙疆地方に吟念
11. 2　 天津神社　 大造営
11. 2　 馬田日宗管代
11. 3　 “日蒙親善の歌”　 静岡、 田中清純氏
か ら　 徳王一行に贈る
11. 3　 徳王に歓迎　 文を手交 真言宗五派
11. 3　 実社会に接触なき　 中国僧の一大転向
東亜の新体制に即応　 日華仏連結成
へ　 南京仏連
11. 3　 台湾本島人　 参宮団帰台 けふ京都発
臨済宗で台湾　 臨済僧招待会
11. 3　 南京の素描　 軍人 ・苦力 ・ 自動車の氾
濫　 鶏明寺に二空氏を訪ふ 安藤慶爾
氏手記







11. 5　 日光殿完成　 西岡氏発願 の満洲霊廟
近 く身延の釈迦像安置
11. 5　 武淡並に広東方面へ　 大谷堕潤辻枝法
主代理を派遣　 長期建設への新使命 !
束本願寺を現地に建設
11. 5　 転向者の大陸進出　 組織的に陣容整備
司法省も北支に工作始む
11. 5　 蒙古と南支に　 西本願寺開設
11. 6　 満支瓢蕩 (11) 角野辻堂
11. 6　 精神作興週閥に　 大陸経営講演会 大
阪府市共同主催　 長期建設
11. 6　 武漠の地に　 聖徳太子神宮を創立せよ
高橋常雄
11. 8　 蒙疆の各地で　 有為の人材切望 “開
教使を送れ” と　 馬田口宗管代現地で
活躍
11. 8　 移民地の殉教精神　 北支のハ リギリに
感動　 束本願寺代表帰る
11. 8　 大陸の宗教経営か　 立案の第一目標
回教等にも新しく適用　 緊急提出の理
山　 宗団法
11. 9　 中山天理管長　 皇軍現地慰問 一週閥
延期
11. 9　 今事変勃発以来　 初の大合同慰霊祭
各宗従軍僧総出動　 北京宮城内で執行
11. 9　 大遺骨本安殿　 北京西本願寺内に 愈
よ建設着工中










10. 29 満洲建国廟御祭神問題 与論反映、 大
詰へ 「海外神社研」 も対策協議
10. 29 明朗北支の トップ 保定神社創建成る
神職ら神璽奉戴して帰る 明治節に
奉告祭
10. 29 各層を対象に 文化工作の新展開 北 ・
中支に亘って 藤井静宣氏抱負を実現
10. 30 文学部隊の一貝と して 一海軍従軍の
感想一 吉川英治
10. 30 宗教学大会発表 朝鮮に於ける引 路
王菩薩に就て 金孝敬
10. 30 徳王知恩院を訪ふ 一山歓迎準備に着
手 日蒙親善に拍車
10. 30 武漢陥落に 世紀の歓び
10. 30 思想転向者が 蒙疆政府教育局へ 受
刑一復学者の唱矢 京大の鷲谷氏就任
10. 30 全支教線 巡視終る
10. 30 神宮大麻奉斉と 日本文化の宣布 北
京 「国風会」 結成 北京神社創建具体
化
10. 30 戦塵 (六) 小笠原義雄
皿 30 武漢陥落と其後につき 教派神道教師
に覚悟促す 興味ある吉野少将の講演
10. 30 本島人代表に 白衣白袴の政講習 一
郡一社主義で町村に末社 台湾の皇民
化運動
10. 30 台湾本島人 参宮団 台北仏教会主催
10. 30 国際仏教躍進へ 幾多の収穫 皇軍戦
線視察で 感謝されたブ ッ シュ氏
10. 30 約五十日の予定で 北中南支皇軍慰問
中山天理管長来月出発
11. 1 先づ与へよ 一支那開教の三原則一
曹洞宗北支布 教総監部主任 花井嶺
松





11. 1 喇碗教問題で 重要会談を 華頂衆宝
や記念品贈る 徳王迎ふ知恩院
徳王一行と 西本願寺
11. 1 漢口陥落祝祈 の採灯大護摩 浅草の
会が
11. 1 蒙古開教に ついて懇談 日宗当局
11. 1 台北州仏教会の 神宮参拝団 きのふ
入洛、 本社参観
11. 1 妙心開教方針進歩 北中支両総鑑初顔
南支開教監督部　 近 く 開設の運び
1938. 11. 9　 湯浅博士の　 支那観の批判検討 世界
基教大会へ出発控へ　 京都YM支那研
究会
11. 9　 戦火に焼失の漢口神社　 再建と御鏡斉
期す　 神職東上、 関係者と協議
U . 9　 東本両代表の 開教地視察談
11. 10　 “対支宣撫工作に　 基教を採用せよ”
京都YMCAの末包総主事　 特務機
関長に献策
11. 10　 東洋的な新 しき　 基教を樹立せん 末
包総主事談
11. 10　 印度世界大会に　 基教芸術も参加 音
楽は全代表が合唱
11. 11　 長期建設に備ふ　 新支那の思想社事基
本調査　 西本の北畠氏急派
11. 11　 包頭の西北に　 日持上人の遺跡 ? 満
蒙開教に努力の　 日宗に投げる興味
11. 11　 サイパン島の　 娘が神前に献花 青柳
∧　 氏の教化実結ぷ 日本人への憧れ
11. 11　 半島の不良少年専門　 修養道場を建設
教護事業に新機軸
11. 11　 東亜仏教　 協和会
11. 11　 台湾本島人が　 深草派に僧籍編入 既
に三十名に及ぷ
11. 11　 北京に於ける　 内地仏教社事 西本財
団経営か
11. 12　 神武天皇尊像を安置し　 張満洲法相が
神社創建　 橿原神宮の神札も奉受
11. 12　 北支戦線の　 合同慰霊祭 盛大に挙行
11. 12　 浄宗北京別院　 日華学校愈よ開校 幼
稚園は明春から
11. 12　 愈よ看板上る　 妙心寺北京別院 藤井
草宣氏が保証人
11. 13　 新支那建設の責に　 宗教運動の振興を
内ケ崎次官の熱望
11. 13　 機会と自由あらば　 日本訪問を考慮
ホース氏の勧誘に　 タゴール翁の返事
11. 13　 仏教徒と して　 是非是正せよ 台湾代
表仏連を歴訪　 太子十七憲法問題




11. 15　 本堂は焼失　 会館庫裏大破 漢口西本
願寺の　 被害初めて判明
11. 15　 蒙疆の新文化建設に　 教化指導部隊派
遣　 宗教界関係者も参加





11. 16　 厦門 ・香港 ・広東から　 漢口慰問慰霊
の旅　 大谷蜃潤氏らけふ出発
11. 16　 満支の布教方策　 智山派視察情勢を聴
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
く
11. 17 信徒十万を有する 念仏者 ・呉佩孚氏
元老級憂国の士を糾合し 抗日陣営
に反省促す
11. 17 戦火にさすらふ 支那の孤児を養ふ
大阪の社会事業団体 結束 して起つ
11. 17　 大谷螢潤氏 昨日出発
11. 17 蘇州では各宗合同事業 一宗派単独行
動は認めぬ 浄土、 日蓮、 本派団結
11. 17　 宗教と神社問題　 大陸政策等 宗調特
別委員会の内容
11. 17　 西本新京別院　 光岡輪番辞任
11. 17 名称を改め 軍属祭官設置へ邁進 海
外神社問題研究会
11. 17 東亜の平和に 心的基礎を確立 南京
日華仏教連合会 規約決定愈よ実働へ
11. 18 感激の遺灰で 皇軍大納骨堂 北京西
本願寺に竣工迫る
11. 18 全満鮮人農村に 神社奉斉の熱望 祭
神祭祀様式打合せに 拓政省尹少佐来
朝
11. 18　 北支豊台の　 西本入仏式
11. 18 日本仏教の大陸 進出に貢献 馬田日
宗管代の 蒙疆北支視察談
11. 18　 半島人の犯罪少年　 九割以上か飲酒、
喫煙癖 禁酒同盟、 当局へ陳情




11. 19 満洲国の宗教対策は? 近 く 満洲人仏
連結成されん　 各宗本山の再認識要望
11. 19 小早川秋声画伯 三たび従軍 彩管報
国へ
11. 19 ペ ン光る 支那事変と印度人
11. 20　 私の眼に映じた南京僧侶　 知恩院南京
別院 織田教雄
11. 20　 揚子江沿岸地区の 多数力教信者宣撫
仏教徒の手に委ねてよいか 力教徒
の進出要望 新東亜の建設
11. 20 国都新京の偉観 大派満洲別院竣工
近 く仮移転して 報恩講を厳修
11. 20　 雲肉石仏の写真展　 足場を組んで苦心
の撮影 東方文化研の学術講演
11. 22 新支那建設に 我れ等 も参画 ! 中支
の神仏基三教が進んで 大同連盟を結
成
11. 22　 開山聖人前に 東亜永遠の和平強調
満洲国青年将校と　 西本青年僧懇談
11. 22　 台北で大追悼会 台湾別院参拝と傷病
兵慰問　 東本法主代理大谷連枝
11. 23　 緩遠に観る東、 西 回教圏の接触点
だか北支、 蒙時の教徒は沈滞 小林元
氏調査収穫







11. 30　 老躯を提げて　 寺本氏愈よ渡満 ラ マ
教改善指導に活躍
11. 30　 台湾の皇民化運動語る　 江藤激英氏
11. 30　 智山派の　 満支開教
11. 30　 青年外交協会に　 民族研究を進言 外
交方針の前提に
11. 30　 新支那の指導　 精神を聴 く
12. 1　 開教陣を　 刷新か 大派教学部
12. 1　 外人の目に映じた　 尊き宗教工作の偉
業　 河田軍属僧の宣撫か縁で ハ ミ ル
トン氏ら日宗研究　 “再建支那” の
精神的如実相
12. 1　 北京の一灯縁　 平和工作に本腰か 天
香氏の帰洛は中旬
12. 1　 中支大同連　 盟協議会 けふ仏連で
12. 1　 皇民化の一翼に　 寺廟の連絡鳴る 浄
宗台湾開教区　 更に具体的進出
12. 1　 石家荘に　 禅苑開く 慈雲山観音寺
12. 2　 新東亜の創建　 学徒の使命遂行 第一
線に働 く人材養成に 「大陸研究会」
結成
12. 2　 慶大有志か 「雄飛会」 近く結成
12. 2　 敗残兵の放火で　 大谷迎枝等活躍す
戦傷の栞将軍見舞ふ　 大派法主代理慰
問現地報告
12/ 3　 統制案により　 事業計画成る 江蘇仏
教連合会
12. 3　 対支宗教工作で　 神仏基三教の打合せ
八日、 文部省で開催
12. 3　 満洲建国大学　 副総長に就任 作田荘
一博±
12. 4　 石家荘の知恩学園設立まで (上) 浄
土宗北支教監　 柴田玄鳳
12. 4 「征きて死なば」 伊藤栄蔵
12. 4　 新疆回教徒　 各地に蜂起







12. 6　 大陸研究会　 の結成




ドす るか　 第四日 (五日)
12. 7　 東寧県知事等の要望　 国境に僧侶送れ !
時局と朝鮮婦人の至誠　 吉田黄雲氏
の慰問談
12. 7　 これこそ天下一品　 兵隊さんたちか
湖州に日校開く
12. 7　 仇に報ゆるの恩　 残虐の跡通州に一灯
園が　 無怨堂と半労半学の塾建設
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1938. 11. 23 敵兵の埋葬弔慰 上海仏教団で実施
仏連の対支宣撫工作
11. 23 興亜の精神の下に 宗派的劣悪根情を
排除 中支宗教大同連盟 小笠原委員
長談
11. 23 大陸の宗教的経営は 結局実力あるも
の 伝へらるる現地某方面の意向 宣
撫工作の仕事は大きく
11. 23 安藤正純氏の 満支視察談 あす東本
で
11. 25 中支宗教大同連盟結成と 仏徒の認識
是正を聴 く 予決算何れも無修正可決
仏連第廿九回評議員会
11. 26 支那の憂国 の士に与ふ
11. 26 新東亜建設の文化工作 儒教 ・仏教の
精神に依れ 現地の教権争奪を止めよ
安藤氏各宗は管長に提唱
11. 26 大派ダバオ問題解決 今井香厳氏に再
任命 信徒代表上原氏帰比
11. 26 大谷連枝 広束入り
11. 26 現地軍当局は何故 仏教の進出を望む
か 支那民衆をキャ ッチ した 基督教
の社事教育機関
11. 27 文化工作上の一問題 蘆谷蘆村
11. 27 台湾に於ける 皇民化について 紫水
生
11. 27 済南知恩院別院 入仏慶讃会
11. 27 新東亜の文化建設へ 洋大か傍系の研
究機関設立 「学志会」 「東洋学会」 等
を綜合 年内にも具体化か?
11. 27 各宗派と も横に連絡 開教使の旅費補
助 保険掛金等も負担 台宗海外開教
協会
11. 27 文教的に観だ 北支と蒙疆 支那民衆
の包擁性に学べ 馬田行啓氏語る
11. 29 国策の線に沿ひ 回教の研究 外務省
後援で埃及へ留学 浄宗の後藤信厳氏
11. 29 大派大谷法主代理 愈よ南支前線へ
空路、 哨れの広東入り
11. 29 支那視察団組織さる 日華仏研総会
11. 29 支那民衆の福利増進に 民間有力別動
隊 中日両国の各種団体を包含 “中
国福民協会” 結成
11. 29 内外相呼応して 新支那建設の大業へ
結成近き日本宗連 昨、 三教委貝協
議
11. 29 連絡機関を 東京に設置せん 中支宗
教大同連盟 内地への働きかけ
11. 29 初の “国際成道会” 在留外人に対し
釈尊成党の意義高調
11. 30 東亜再建と 人格的活動
11. 30 北支民衆救済に 仏教利生会誕生 本
格的楽土建設へ 意気高らかに燃ゆ
11. 30 日宗も広東へ 慰問使派遣
11. 30 蒙疆厚和方 面の開拓へ 開教使任命




















12. 10　 京都YMCA　 支那語講習会
12. 10　 中国の青年イ ンテ リと　 東亜共同体で
意見交歓
12. 11　 石家荘の知恩学園設立まで (下) 浄
土宗北支教監　 柴田玄鳳
12. 11　 迫るX マスに　 蒙疆のお友達へ贈り物
力教婦人東亜親善会
12. 11　 陣容を一新　 済南知恩院の 山東共生
院
12. 11　 中南支に要望　 基督教伝道者 宣撫を
第一、 伝道第二
12. 11　 厦門に日語講習所　 天理児玉氏の努力
12. 11　 開教陣営の強化　 布畦監督に興地荏晃
氏　 上海主事に稲浦氏任用 大派の開
教人事
12. 11　 “中支宗連” 中心に　 各宗派代表の協
議　 近 く現地委員ら決定
12. 11　 広東よ り　 西本願寺従軍僧 財部哲心
12. 13　 中支宗教工作　 と代表者会議
12. 13　 新興満支に仏教各宗は　 何を為す可き
か (下) 金孝敬




12. 13　 遭難を気遣はれた　 古林寺の仁性法師
中日仏教連盟組織に奔走　 南京西本
願寺も協力
12. 13　 小早川秋声　 画伯蒙疆へ
12. 13　 半島同胞が　 遺家族の稲刈奉仕 例月
研究会も開催　 石原宣隆氏の努力
12. 13　 満洲奥地移民の　 科学的体質調査へ
京大正路教授ら渡満
12. 14　 中国人インテリの　 語る事変の将来
今事変はアジアの内乱
12. 14　 難民救済に　 美しい国際風景 印度人
の施米を　 上海西本願寺で配給
12. 14　 朝鮮咸興仏教各宗が　 支那民衆宣撫資
金托鉢　 新東亜建設に新運動




















12. 7 泥だらけにな って 自ら示ず 皇道”
精神 北支にひたむきの活躍 目党し ・
転向者の宣撫
12. 7 東洋大学校友 満洲支部結成
12. 8 仏徒よ須らく 大陸社会事業 に進出
せよ (上) 川上賢叟
12. 8 悪化の一路を辿る 逞羅の対日感情
日本仏徒の対逞再認識要す 親日否定
の逞羅外務省
12. 8 東本満洲別院 仮入仏式 引続き報恩
講
12. 8 黄壁各派合同の 支那間教機関設置
嘆願書を各派へ
12. 8 防共の外郭 回教国の実情を聴く 東
方文化連七周年総会
12. 9 新興満支に仏教各宗は 何を為す可き
か (上) 金孝敬
12. 9 仏徒よ須らく 大陸社会事業 に進出
せよ (下) 川上賢叟
12. 9 大同に描く親善風景 支那語で民衆に
説く 正信偶の連続講義 東本の服部
信道開教使
12. 9 64歳の小林氏 一家挙 り大陸移住 開
教戦線に意気壮 ! きのふ、 長崎出帆
12. 9 寺本婉雅氏 今朝壮図へ
12ご 9 守備隊将兵へ 西本雑誌慰問
12. 9 醍醐派満洲別院 大連樫花台に新建
遷仏会執行さる
12. 9 長期建設に対応 組合教会の計画変更
北支三教会と惶兵慰問 可急的に二
万円募集
12. 9 北支三教会の現状 人的資源の確保に
よ り 一路、 復興の途へ
12. 9 厚和に浄宗 出張所新設
12. 9 東亜の現実知るには 一層朝鮮を認識
せよ 内鮮仏教の連絡か必要 半島の
青年僧は語る
12. 9 中支宗教大道連盟に 教派神道挙って
参加 現地代表に天理教 上海伝道庁
長就任
12. 10 新興満支に仏教各宗は 何を為す可き
か (中) 金孝敬
12. 10 郡下の寺廟閉鎖 一布教所に統一 浄
宗台湾開教区か管理
12. 10 南京陥落 一周年記念 法要や講演
京都妙満寺









1938. 12. 14 整備拡充の 日宗支那開教陣 北支方
面は教会所予定地の 全部に主任開教
使配置完了
12. 15 “支那の心が 欲しい”
12. 15 “大陸認識の布教使や 国体主義を開
顕せよ” 西本願寺の時局対応 布教
調査会の答中
12. 15 新東亜創建に参画 紅1 字会講演会成
る
12. 15 当局との諒解成り 北京へ孤児を引と
りに 来春、 在阪社事団波支
12. 15 漢口神社御神体の還御 組立社殿を携
行 して 米光神職近 く帰任
12. 15 増田1!山氏 満洲布教に
12. 16 印度最近の対日動向 ホース ・ ラ ス ピ
ハ リ
12. 16 北京神社創建具体化 居留民会長小菅
博士上京 関係諸権威と意見の交換
来春より着工
12. 16 まづ、 僧一千人を送って 軍隊式訓練
を実施せよ り華仏教研究会改組問題
で 大西良慶氏、 林幹事長と会見
12. 17 印度最近の対日動向 ホース ・ ラ ス ビ
ハ リ
12. 17 晋北大同に 博物館を開設 蒙疆文化
を蒐集
12. 17 御供米寄進 奉告祭 大辻聖徳太子殿
12. 17 日華仏研会長を 大西良座氏受諾 一
月十四日役員会招集 今後の新方針懇
談
12. 17 先づ大陸に進出 非常時下の宗門 華
園興正派総務の演説
12. 18 日華仏教研 究会に与ふ
12. 18 印度最近の対日動向 ホース ・ ラ ス ビ
ハ リ
12. 18 支那に活路を拓かん とする宗教界に
与ふ 医学博士 駒井一雄
12. 18 現地で南殿下に拝謁 御慰問品を献上
漢口で慰霊祭厳修 東本大谷連枝の
中支慰問
12. 18 大連明照寺 印度式偉容成る 吉武浄
宗監督の努力
12. 18 満人教化を根本的に 北京では支那人
の医者や看護婦使用 前田西本満洲開
教総長談
12. 20 印度最近の対日動向 ホース ・ ラ ス ビ
ハ リ
12. 20 仏教徒の本格的 新東亜建設参加 文
部省か仏辻と協議
12. 20 事変最初の 陸軍省嘱託 従軍歌人出
発
12. 20 聖壇に礼拝中心物 納骨棚も設備する
洛陽基教会の改造
12. 20 大陸の神社問題 海外神社協会から
興亜院へ意見書提案
12. 21 東亜を結ぶ 動議的紐帯
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12. 21 上海英字誌は伝ふ 変転する国際政局
を外に 昂る各外人の東洋研究熱 支
那再建へ 文化面の動き溌測
12. 21 “音楽隊長” か陣中 題口と念仏の優
劣論 桑木部隊日宗従軍僧便り
12. 21 保衛団を指揮して 匪団撃退一番乗り
田中宣撫班貝 (大派) の勇戦
12. 21 満洲国の神社制度 確立期し調査会設
置 明年皮から外筋省東亜局に
12. 21 草繋古義総務 ラマとの提携で渡支
上局会は来春に延期
12. 21 満洲移民の 諸問題を協議 日本社事
研究会
12. 21 日本基督者が贈る 「誠」 哀れな在留
支那人を慰む スラムに咲く 国際佳話
12. 22 北支の日支仏教提携 政治的重要性持
つ 北京に 「世界仏教連合会」 文部
仏教代表協議会出決る
12. 22 対支問題は総て 仏連中心に進む 曹
洞宗態度を閑明
12. 22 奉天市長 鄭萬 けふ退洛
12. 22 国策の一 満洲移民慰問 前田徳水氏
進策
12. 22 小、 中学校の 日語教授には 南京仏
教団 があた る
12. 22 天親 ・曇鸞を説き “真宗的” に説明
支那民衆相手に仏教会 大派 ・加藤
豊正氏が開教
12. 23 支那孤児は 悲田院に収容 財団邦人
組織で養育 余すは外務省との交渉の
み
12. 24 病床に結ぷ日満親善 旧誼に篤き鄭萬
氏帰国の途 涙骨社主を訪ふ




12. 24 内鮮一体の発祥地に 官幣大社扶除神
社創建 南朝鮮総督の提唱で 明年度
より着手
12. 24 全印ヒンヅー教徒 第20回年次大会
二十六日から三日間開催 その成果期
待される
12. 24 逞羅は依然 親日的 浅野研真氏談
12. 24 渡支視察者の 御相談に乗ります 北
京に華北事情案内所
12. 24 [] 華仏教研究会の 新職員決定す 幹
事長は林彦明氏
12. 24 明春渡支 皇軍慰問 山神融念管長
12. 25 民族生活と宗教生活 (上) (支那視察
の旅行から帰って) 関口野薔薇
12. 25 具体的実働議す 世界紅1字会講演
けふ、 初の理事会
12. 25 支那僧、 俗の 帰順や宗教的宣撫 バ
イアス湾上陸軍参加の 和治正夫氏談






12. 27　 民族生活と宗教生活 (下) (支那視察
の旅行から帰って) 関口野薔薇
12. 27　 戦線の思想問題　 調査の旅から瓢然帰
る　 西本願寺の北畠教真氏談
12. 27　 大谷螢潤連枝　 今朝帰山決定
12. 27　 谷天祥氏　 或は生存か 太原東本願寺
井上従軍僧談
12. 27　 印度教と仏教の提携で　 人類救済に驀
進を期す　 全印ヒンヅー教徒年次大会
に　 吾が国際仏教協会の祝電
12. 27　 印度の対日情勢　 反共親日のヒ ンヅー
教徒と　 提携促進の必要
12. 27　 北支那宣撫に　 気を吐く 西本願寺が
支那人小学校
12. 27　 一路広東へ　 日宗の南支 皇軍慰問
12. 27　 天津、 青島、 上海に　 医療機関設置決
る　 金光が支那向教師養成
12. 28　 南京特信 (下) 事変下の蘇州 ・ 南京
に　 支那僧の消息を探る 藤井草宣
12. 28　 中華民国は二分され　 末永 く戦ふであ
らう　 西部へ渡る支那イ ンテリ
12. 28　 厦門の支那僧も　 肉食妻帯を実践 有
力者に帰敬式を行ふ











1. 1　 光暢法主　 と会見 東本願寺訪問
1. 1　 大陸仏教工作　 文学博士 常磐大定
1. 5　 紅l 字講演会　 規約 (案) 成る
1. 5　 我仏教との提携を前に　 臨時政府肝煎
で仏教同願会　 支那仏教の大道団結成
る
1. 6　 蒙疆に新年を迎へて　 晋北大同武廟
知恩院大同別院主任　 井上隆森
1. 6　 絵本や玩具と共に　 文房具も贈る 臨
時政府弁事処も後援　 浄宗児童協会動
く
1. 6　 支那大陸に於る　 仏教各派のルー ト
断然多い東本願寺　 日華仏教研の調査
1. 6　 満洲の分村移民　 聖戦の後追って行 く
日本人に 「誠」 の必要　 西田天香氏
の帰来談
1. 6　 西山深草派の　 台湾開教進出
1. 6　 南洋の開教語る　 帰朝した日宗深沢氏
1. 7　 日支一体の基礎は何か ? (世界紅l
で受訓
南京特信 (上) 事変下の蘇州 ・ 南京
に　 支那僧の消息を探る 藤井草宣
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
字会を正 し く理解せよ) 山口和光
1. 7　 大社教を通 じて　 日支の信仰的握手
劉氏、 千家管長へ手紙 上海 ・大社の
輝く 親善ルー ト
1. 7　 秋声画伯の彩管か　 熱河幼稚園を生む
登坂主任との名コ ンビで 東本願寺
に園舎新築
1. 7 皇民化で 法式改善 妙心の台湾開教
1. 7 古川老師を訪ねて 仏教治国を語る
王臨時政府内政部総長
1. 7 日華仏教研 役員協議会
1. 7　 日蒙仏教研究会 張家口高野山の 飯
野俊宣氏か設立
1. 8 新東亜の建設と 日本仏教徒の役割
(上) 馬田行啓
1. 8 大連に関東 保護観察所 転向者の大
陸　 進出に応じ
1. 8 抗日意識の深い 支那YMCA対策
長期の努力で彼等を指導 末包敏夫氏
談
1. 8 本年度の大事業に　 先づ臨黄満支開教
本部を 合議所機構改革の第一
1. 8 ニケ所の連 絡寺廟成る 浄土宗台湾
竹東教会所
1. 8 満洲道教の話 道教の三名山 五十嵐
賢隆
1. 8 回教漫筆 於白厚秘市 小村不二男








1。 8 各宗合同の開教使 養成機関設置 三
ヶ月 ミ ッチ リ訓育
1. 8　 興亜の理想　 実現に技術的参加 基教
医学生らが　 新に連盟を結成
1. 8　 “平和と親善は　 我々仏徒の手で”
広東に南支仏教協会 近 く結成の運び
1. 10 新東亜の建設と 日本仏教徒の役割
(下) 馬田行啓
1. 10 新春と共に積極的に 金光教の大陸進
出 青年教師で宣撫班を結成 来る廿
三日頃渡支
1. 10 中岡師団長 知恩院参拝 ラマ僧に訓
一
ボ
1. 10 対支開教費に 匿名の寄付相次ぐ 浄
宗開教陣活発 宗会にも増額を提案
1. 10　 快速部隊に従軍　 弾雨下に奮闘 ! 武
昌に東本願寺 大派保木従軍僧談
1. 10　 大派海外開教 監督協議会 開教の躍
進企る










印度は何處へ? (上) 在 日本印度国















1. 15 全議貝を派遣 大陸を認識さす 古義
当局の計画
1. 15 興亜の建設は 支那児童少年から 西
本日校少年団研究協議
1. 15 形はつかめても 魂は掴めぬ 外人宣
教より邦人の手で 支那基教と 提携
の可能性語る
1. 17 新モッ トー “則天行地” を 日支の指
標に 当路者間に台頭す
1. 17 論議の焦点 現地宗団相互の摩擦問題
中支の宗教工作議す
1. 17 我が身は我身ならず 滅私奉公を誓ふ
金光教宣撫班一行来社 愈よ十九日
本部出発
1. 17 国策移民の奨励と 布教述区の設置等
戦時下の緊張裡に 大派全国所長会
開く
1. 17 従軍僧交替 を軍と交渉 西本の新例
1. 17 基教の支那進出問題 伝道は政治とは
別に 数十年先に望み 日基は先づ 日
本人伝述から
1. 18 シ ンガ ポールで 気を吐いた賀川氏
幾多の話題乗せて マ ドラス会議出席
者帰る
1. 18 京撫沿線各部落に 愛郷村を建設 支
那民衆から賛辞捧ぐ 大派大河内中尉
の活躍
1. 18 早 く も厦門に 女学校の経営 広東に
大寺廟開始 西本願寺の活動
1. 18 強力な信念による 宗教工作か急務
支那基督教の根底は 欧米宣教師の経
済力 金光教福田氏の現地感想
1. 19 興亜仏教の理念 (上) 椎尾辨匡
1. 19 更に西部蒙古ラマ調査へ 徳王と重要
協議 満洲国では勅建寺建立か 寺本
教授、 ラマ改革案進む
1. 19 共匪に拉致された 谷天祥氏の行蹟顕
彰 清原実全氏の奔走





1. 19 日比学生会議代表 比律賓事情講演
東亜共同体建設に沿ひ
1. 19 大陸の宣撫工作は 終身働く党悟か必
要 軍は宗教の動静も監視 中部防衛
指令部 大賀少佐








1。11 回教の神秘 断食三十 日(2) 小林不
二男 『ラマザン』 と は ? 俗務よ り
離れ己が身を三省し 過去の罪の一切
を清める月
1. 11 対蒙古開教使の 養成所を現地に 昨
日、 古義上局会
1. 11 世界的連絡が悩み 日本基教の支那進
出策に 打開困難な障害
1. 12 我ら何を為すべき乎 (下) 一長期建
設と宗教一 三浦参玄洞
1. 12 印度は何處へ? (下) 在 日本印度国
民会委貝長 ヱ ・ ヱム ・ サハイ
1. 12 ラマ教改善案纏め 満洲国政府に上申
寺本婉雅教授の近況
1. 12 新春皇軍慰問行 浄土宗か南支に管代
派遣 田村智学氏二月初旬出発
1. 12 支那を中心の 所謂興亜方策 集会に
提案
1. 12 中支軍方面の 諮問事項を協議 「宗
教問題研」 の初会合
1. 12 日華合弁の 出版会社




1. 13 小国民の興亜魂涵養 全国的に児童週
間の実施 帝都の計画要綱決る
1. 13 半島同胞の 仏教報国会
1. 13 広東支那僧 西本に帰順
1. 13 支那開教区確立 教学部を離れ監督設
置か 浄宗開教区も刷新
1. 13 回教の神秘 断食三十 日(4) 小林不
二男
1. 13 支那児童に 贈る慰問書画 全市児童
の作品三千点 成安女子学院が 日支
児童交歓
1. 13 小早川秋声 画伯帰還
1. 14 印度教徒は叫ぶ 印度教は日本古米の
神道と 共に歩む仏教と握手せよ
1. 14 関係学者を動員して 南伝大蔵経の仏
訳 カ ンポジヤの首都プ市で ラ女史
大事業開始
1. 14 回教の神秘 断食三十日 小林不二男
(5)
1. 15 興亜魂涵養 の児童週間
1. 15 新春に奏でる 北 ・ 中 ・南各支開教戦
線に 溌刺 ・ 日宗の進軍譜










1. 22　 日伊親善音楽会 北支セツルメ ン ト事
業の為　 日本基教婦人矯風会
1. 22　 興亜の礎石を築 く　 技術員の養成へ
その名も 『日満高等工科学校』 立命
館の時局対応教育
1. 22　 異教徒の島民から　 永代無償土地使用
権　 多年の難問題解決 サイパン本願
寺面目一新
1. 22　 支那児童に贈る　 美麗な “親善栞”
1. 22　 中支宗教大同連盟　 総裁に近衛公爵を
大谷光瑞氏らが推薦
1. 22　 海外人事刷新断行　 人材養成帰還も設
置　 大派海外開教会議
鮮 ・台 ・布開教地に　 相続講を実施
国策移民　 教化方策 第二日の協議
1. 22　 太原西本願寺　 日語学校盛況
1. 22　 興和の新秩序　 建設に学的参加 正大
に大陸研究会創設　 今夏調査団派遣
1. 24　 戦地より帰りて　 宗教界に呼掛 く (3)
金光教北米連合会長　 福田美亮
1. 24　 社会事業を主に　 興亜建設に邁進 会
期延長と慎重討議　 大派、 海外開教監
督会議
1. 24　 転向者六万の　 大陸進出へ 統制中央
委員会組織　 全国観察所長会議で
1. 24　 日宗蒙古　 開教監督 高鍋氏任命
1. 24　 亜細亜大陸こそは　 大和民族の故郷
満洲北支は神代の我が版図　 契丹文字
古文献判明
1. 24　 戦没皇軍に捧ぐ　 印度教徒の感謝 国
際都市神戸で法要　 日印親善の枚
1. 24　 皇軍慰問の　 管代を派遣 束福寺派が
1. 25　 戦地よ り帰 りて　 宗教界に呼掛 く (4)
金光教北米連合会長　 福田美亮
1. 25　 世界の恐怖パルチザン　 虐殺より早く
も二十周年　 被害邦人の遺骨を捧じ
西本願寺で記念法要厳修
1. 25　 日本古典芸術を　 比律賓大学で講演
立教大学根岸教授か
1. 25　 更生中支の宗教活動に　 初の指導原理




1. 25　 興亜建設の開教策　 宗是と して押進む
追加予算に果して　 如何に反映する
か　 大派海外開教監督会議終る
1. 25　 華南日華仏協成り　 宣撫工作に協力
南支日華仏徒の提携　 防共反蒋に乗り
出す
1. 25　 女学校にも大陸科目　 近く 慰問書画を
もって　 瀬尾成安女学院長渡支
1. 25　 北京知恩院の　 幼稚園開く






1。19 宗門社会事業の 大陸進出を協議 第
三回仏教社事懇談会
1. 20 興亜仏教の理念 (巾) 椎尾辨匡
1. 20 厦門の女学校を 西本願寺に譲渡 別
荘地の豪華な校舎 僑南家政女学校
1. 20 大陸教化の礎石に 青少年五十名を
高野山か今春派遣
1. 20 支那カ ト リ ック教区に 日本人新婦一
人もな し 分裂の大陸力教のため 日
本教徒の蹴起を要望
1. 20 後藤瑞巌氏 上海で活躍
1. 20 診療所の 開設計画 救世軍報国茶屋
1. 20 興亜新秩序の建設と 大派開教の根本
方策討議 医療 ・授産方面にも重点
けふ、 海外開教監督会議
1. 20 興亜国策に沿ひ 先づ陣容の拡充 西
本支那布教本部を 北支と中南に両分
1. 20 中支宗連の 常任は内地から 軍部、
仏連へ希望
1. 21 興亜仏教の理念 (下) 椎尾琲匡
1. 21 戦地より帰りて 宗教界に呼掛 く (1)
金光教北米連合会長 福田美亮
1. 21 聖戦下国策に順応し 一切の 『宗我』
廃す 東西両本願寺の握手 ! 満支対
策で懇談
1. 21 美事キャッチした 貴州X PSAの怪
伝波 萩市に舞込んだ支那のデマ放送
中津江住吉社司の殊勲
1. 21 色彩で蒙古を表現 実相を紹介したい
蒙疆地帯から帰った 小早川秋声画
伯の土産話
1. 21 興亜の新段階に即応 浄宗が僧侶の根
本的再教育 仏専、 正大卒業者は修養
道場へ 東西布教講習所は廃止
1. 21 金剛不壊の信念より 画期的国策を扶
翼せよ 全海外開教監督に対し 光暢
法主の重大訓諭
1. 21 移民教化方策 に就て も討究 盛られ
た内容
1. 21 排日・恐日のアメ リカ 支那のデマは
誰も信用せぬ 西本羅府別院 鷲岡正
雄氏帰朝談
1. 21 大陸目指す 学徒のこの意気 ! ポケッ
トマネー出し合ひ 時局研究に邁進
東京外語生か 科外講座開設
1. 21 大陸の産業開発と 青年層への希望
甲斐静也
1. 21 天津農民道場を解放し 青年仏教徒を
待つ
1. 21 戦地より帰りて 宗教界に呼掛 く (2)
金光教北米連合会長 福田美亮
1. 22 検討された比律賓 軍事的足場以外米
セ ン ト　 民衆は日本軍の下に朗か 山
西省の平和恢復
1939. 1. 26　 馬を愛せよ　 全国寺院を動員して 支
那事変軍馬祭
1. 26　 第二次移民団か　 千振本願寺建設 代
表、 東本願寺訪問
1. 26　 東亜再建第　 三の春を迎 へ、 同朋賢
台の御健全　 を祈る 北京党生女子
中学校　 出雲路筰尊 釜田広文 秦純
乗
1. 27　 興亜建設を色彩で　 小国民に認識さす
国策移民も蒙疆現状も　 束本願寺の
画劇報国
1. 27　 根本的改革を要する　 現状のラマ教団
全蒙に生垣を樹立することか　 満蒙
を リー ドする皇道精神　 寺本婉雅氏の
報国
1. 27　 大同仏教会の総会　 日満一心の親和
1. 27　 宗団法特別委員会　 対支宗教的活動に
積極的援助を考慮　 慣習伝統尊重が
妥当　 荒木文相か貴院で言明
1. 28　 遺骨に語る ( 1) 佐藤彰三
1. 28　 英蘇排撃を決議　 印度独立運動記念日
に　 在京印度人か
1. 28　 全支に先がけ　 北京に矯風会生る 日
華婦人の握手
1. 28　 蘇州療病院中心に　 臨時追加予算十万
円　 会計常務貝会で承認 臨時議会も
招集か　 大派国策移民 にも乗り出す
1. 28　 大陸進出に目党し　 転向宗教家の活躍
“それは不屈の精神から”　 大阪保
護観察所談
1. 29　 開教師養成所開設をききて　 …各宗当
局に要望す…　 池田享侃
1. 29　 大西良慶氏　 を推薦す 中支宗大連
常任理事
1. 29　 あれよ、 あの歌　 支那児童か唱ぷ 日
の丸”　 広東の明け暮れ
1. 29　 お東のバッ ト献納　 廿七万四千四百個
智子裏方も廃品処分　 前線皇軍将兵
に贈る
1. 29　 遺骨に語る ( 2) 佐藤彰三
1. 29　 曹洞の嶽尾米尚氏　 朝鮮より満洲国に
転出　 後任は宮崎の長田氏か
1. 29　 北京、 上海に観察所　 将来は大陸の防
共枢軸　 世界に冠たる我が方針
1. 29　 興亜新秩序 、建設の思想講座　 全日本
真理運動本部か　 仁寿講堂で開催
1. 29　 宣撫班感謝　 激励座談会
1. 29　 国際仏教学生　 連盟の発表会
1. 31　 新支那へ　 の期待 - スペイ ンの覆轍
を戒む
1. 31　 遺骨に語る ( 3) 佐藤彰三
1. 31　 院満洲国大使も賛助　 五色園の忠霊塔
建設計画　 経営者か私財提供
1. 31　 西本満、 支、 米　 布等駐在異動
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
1。31 軍は仏教徒の 活動を熱望す 活動す
る日蓮宗 西本願寺従軍僧 黒田秀道
氏談
2. 1 遺骨に語る ( 4) 佐藤彰三
2. 1 新東亜建設促進に 社会人の徹底的再
教育 成人教育協会近 く生まる
2. 1 台湾西本願寺
2. 2 遺骨に語る ( 5) 佐藤彰三
2. 2 転向者の大陸進出 先づ昭徳会中心に
近 く現地に調査貝派遣
2. 2 広東における 日支仏徒の握手 愈よ
五日結成式
2. 2 蘇州 日語学校 三波開教使 授業を分
担
2. 2 仏述の対支文化 工作機関設置進む
名称 「興和仏教連合会」 か
2. 2 アジア各民族か 建国祭をμぐ 日、
支、 印の代表三名か 橿原神宮神符奉
戴
2. 2 漢民族 ・支那 文化の存亡如何 未完
成のテーマ
2. 2 割合に不惜身命的 大精神に欠ける
宗教家の宣撫戦士 第四回宣撫班感謝
激励会
2. 3 けふ、 開催の 大派参教院会議 新東
亜への開教方針等 決定 した諮問事項
2. 3 五百年目に巡る 基督教の大改革 今、
東洋の精神により 新たに生れる時か
来た 基教の日本化問題
2. 3 北京だより ( 1) 好村呑基
2. 3 “新大陸の土に” 希望に燃ゆる戦士
維新政府の教員募集 仏教界から志
願続出








2. 4 外人宣教師も 宣撫に利川中 陸相、
星一氏に答ふ
2. 4 古義の満洲北支 開教線分離拡充 菅
野前監督ら運動
2. 4 京阪神の学生で 東亜学生迎盟組織
大阪学士会で決定
2. 4 北京だより ( 2) 好村轟基
2. 4 蒙古の治政には、 ただ 宗教の理解か
先決 寺本谷大教授の帰朝談
2. 5 皇祖皇宗の尊牌と 満支先王祖神の霊
牌奉祀 東洋諸民族の桁神的融合に
大乗法華会発会
2. 5 焦土抗日は否定するか 日和見の支那













1939. 2. 5 皇国内外の国策に即応 仏教も真摯な
国家奉公 長期特別講習会その他 明
和会本年度事業決る
2. 5 島民の信仰に 不安なきやう 台湾の
寺廟整理で 総督府文教局長通牒
2. 5 興亜仏教会創立に 曹洞反対を表明す
きのふ、 仏連理事会に 正式意見書
を提出
2. 5 中支宗教大同連の 仏教側の常任理事
福田閑正氏に決定
2. 5 北京だより ( 3) 好村春基
2. 5 支那基督教を如何 (上) - クリスチャ
ン ・ セ ンチ ュ リー 誌の所論について一
三浦三玄洞
2. 7 支那基督教を如何 (下) - クリスチャ
ン ・ セ ンチ ュ リー 誌の所論について一
三浦三玄洞
2. 7 北京だより ( 4) 好村春基
2. 7 学者のゐない支那僧侶 収入かな く米
か買へぬ 若き支那僧はかく語る 知
恩院南京別院の座談会
2. 7 大陸南洋への 学的視野拡大 京大に
探検 地理学会
2. 7 大日本皇国建国祭 亜細亜民族奉祝会
慶式次第決定す
2. 7 児童の世界にも 興亜振作の運動 日
支関係を反映した 西本願寺日校計画
2. 7 現地将兵への 慰問図書を求む 第一
回に大歓迎を受けた 西本願寺北支総
監部
2. 8 北京だより ( 5) 好村春基
2. 8 新鋭医療部隊派遣 日華語講習所も開
設 救世軍の報国茶屋
2. 8 朝鮮仏教青年 会連盟結成 京城各校
中心に
2. 8 草繋古義総務 施政方針演説 (上)
2. 9 文化工作と 人の問題
2. 9 北京だより ( 6) 好村春基
2. 9 日華仏研の 支那視察団
2. 9 神社問題に未だ 無理解な外人宣教師
朝鮮神学校の動向
2. 9 東亜建設の根本は 人材傑出よりない
専修道場実施について 後藤瑞巌氏
語る




2. 9 軍属祭官制定や 戦場の祭祀奉仕
「海外神社協会」 か 興亜院へ意見書
2. 10 北京だより ( 7) 好村春基
2. 10 手に手に “日の丸” と “五色旗” か
ざ し 日華親善交歓児童大会 盛況を
予想さ る










2. 10 技術職工救済から 興亜建設の闘士養
成 西本、 藤沢実善氏談
2. 10 戦陣より 白井真保
2. 10 草繋古義総務 施政方針演説 (中)
2. 11 興亜の紀元節
2. 11 北京だよ り ( 8) 好村春基
2. 11 フラ ンスと汪兆銘
2. 11 憶々斯波総長 全州西本願寺 北野旭
尖
2. 11 満洲別院の建立と 多数の宣撫貝を !
智山宗制審議会開く
2. 11 在洛華僑団の 仏教興亜会 廿三日東
本で結成決定
2. 11 草繋古義総務 施政方針演説 (下)
2. 14 北京だより ( 9) 好村春基
2. 14 日本の紀元は亜細亜 新秩序の紀元だ
大亜細亜諸民族が一団に 熱狂の建
国奉祝会
2. 14 晋北大同仏教 学院を創設 日支一丸
の晋北 仏教連合会着手
2. 14 西山光明寺 皇軍慰問使 北、 中支へ
派遣
2. 14 日本僧のラマ 廟入りを歓迎
2. 14 興亜の緊張見せて 大派四代表会議
全国から百余名招集 けふ束本願寺で
開催
2. 14 満支開教の 質問戦醇となる 古義宗
会 第八日
2. 14 厦門に深草派 教会所を創設 黄開教
使渡支
2. 14 興亜教学確立へ 文部省葛西氏中心に
きのふ、 座談会
2. 14 支那居士つれ けふ一班帰朝
2. 15 海外神社には 必ず国魂神を 根本方
針協議
2. 15 捕虜も興亜建設 西本願寺へ新に課せ
られた 中支の奉公事業
2. 15 張家口にも 神社創建 三月から着工
2. 15 中支宗教大同連盟 愈よ三月下旬結成
式
2. 15 曹洞宗の提議は 教界の協力を妨 ぐ
その見解の是正求む 「興亜仏教会」
問題
2. 16 北京だより ( 1 0) 好村春基
2. 16 児童に働きかける三ツ 日支文化融合
の先駆 “いろは歌” を額にして 全
国小学校、 寺院等へ





2. 21 郁芳浄宗管長に 蒙古仏教史贈る
2. 21 東亜親善会が 蒙疆児童慰問












1939. 2. 16 新東亜の実情に即し 有為の青年宣撫
僧養成 新義智山派の発案に基き 各
宗派合同して設立か
2. 16 “蒙古は密教で” 宣撫と教化に 協
和会から招請




2. 16 中支宗教大同迎盟 日本側神道部長人
選 畑金光専掌を推薦
2. 17 再び農民道場に就て 甲斐静也
2. 17 貴衆両院その他に 果敢な回教公認運
動 「大日本回教協会」 から 宗団法
の修正運動起る
2. 17 五宗派が共同して 興亜指導貝養成
来る二十日具体案を決定 曹洞宗不参
加を表明
2. 17 日・支共同で 大々的に “軍馬祭”
対支仏教工作の一事業に 各方面へ呼
びかく
2. 17 大谷派の一信徒が 新考案軌道自転車
の献納 これも資源愛護
2. 17 外人宣教師追放か 国籍ある外人のみ
に宣教許可 維新政府の方針
2. 17 興亜建設 への一翼 西本の対支 宗
門の統合
2. 17 支那の孤児来阪 四天王寺悲田院に修
養 ミ ッチ リ仕込む
2. 18 北京だより ( 1 1) 好村春基
2. 18 大陸への開教師達に 鍼灸と漢方医学
伝授 高野山大師協会主催で 各宗派
にも公開
2. 18 在洛全華僑か結束 興亜建設に乗出す
本部を東本願寺に設置 全国華僑に
呼びかく
2. 18 支那女学生へ 日本の人形を 親善使
節、 北京へ
2. 18 転向者に 華語講習
2. 18 豊田従軍僧 現地実況談
2. 18 有難い天皇の御統治を 支那にもお裾
分け 東亜の新秩序建設に対する 一
億国民の心構へ
2. 18 回教公認運動 仏連の対策
2. 18 開教使の身分保証 支那蒙疆の長期宣
撫へ 古義、 根本方針樹立
2. 19 北京だより ( 1 2) 好村春基
2. 19 私か若し議員ならば (古義真言宗会
議貝諸師に望む) 釈天声 蒙疆方面
開教費
2. 19 “戦争も生活だ” 戦線全体が大きな
家庭 支那人を愛する兵隊さん これ
は従軍記者の “建設支那縦横談”









2。19 興亜建設に邁進 西本宗会 開会以来
四日目漸く 執行長執務方針演説 一
第四日 (十八日) -
2. 19 開教総長更迭に 将来深甚の考慮 草
繋総務の答弁 最終日の古義宗会
2. 19 仏迎対支機関 設置小委貝会
2. 21 大陸間教と 人物の問題
2. 21 北京だより ( 1 2) 好村春基
2. 21 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫 一
2. 21 東亜宗教漣盟会議 上海に開催せん
全支、 満、 台を包含する 連盟結成機
運促す
2. 21 中支宗教大同連盟 愈よ発会式決る
廿七 日アスターハウスで 総裁、 副総
裁決定す
2。22 高楠博士の近著 「ア ジア民族の中心
思想」 を読みて (上) 加藤桁神
2. 22 食人種開拓に成功 ライニシ伝道協会
が世界に発表 海外宣教以来の大事業
2. 22 無告戦士の慰霊に “馬の坂西” 将軍
感激 大掛りとなって来る 日支軍馬
祭の運動
2. 23 東亜の振興と 日本の仏教 中根環堂
一
一
2. 23 北京だより ( 1 4) 好村春基
2. 23 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫 三
2. 23 高楠博士の近著 「ア ジア民族の中心





















思想」 を読みて (下) 加藤精神
1939. 2. 23　 愛国熱に沸く　 半島同胞神宮参拝の感
激　 集団勤労で神社に防空壕
2. 23　 近江聖人の里から　 出現の “北京聖人”
清水安三氏のことども　 外務省で伝
記出版
2. 23　 東亜共同体の　 結成と宗教界
2. 23　 愈よ五月開設の　 興亜指導員養成所
五宗派が主体となり　 各宗派へ参加勧
誘
2. 23　 豊山派興亜議会　 愈よ明日から開幕
予算総額十五万三千円




2. 24　 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫　 四
2. 24　 仏陀の大精神を根基に　 不惜身命 ・興
亜の建設へ　 歴史的な華僑の帰敬式
仏教興亜会創立の宣言 ・決議
2. 24　 孤軍北満に頑張る　 曹洞の布教使夫妻
移民村小学校教師に
2. 24　 金光教中支　 派遣班活躍
2. 24　 復活し得ぬ　 教会は整理 上海印度人
教会復興出　 日印協会に救ひ求む
2. 24　 大陸献身の青年養成　 自動車、 馬術、
武道の三校新設　 立命館非常訓練部
2. 24　 大陸開教師　 及び留学生 台宗で募集
2. 24　 全国的に人材を選り　 大陸に駐在員を
設置　 全国基青主事会で決定 Y M C
Aの東亜勢力
2. 24　 国策移民奨励　 各地で獅子吼 大派教
学部
2. 24　 二人の支那保噂も　 孤児と一緒に来阪
第二班廿五日神戸入港
2. 25　 東亜の振興と　 日本の仏教 中根環堂
四
2. 25　 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫　 五
2. 25　 八紘一宇の下に　 力教徒も参加 北支
に新民少年団結成　 日本少年団か指導
2. 25　 近江以外に出ぬ　 伝道方針を修正 近
江兄弟社の北京伝道
2. 26　 東亜の振興と　 日本の仏教 中根環堂
五
2. 26　 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫　 六
2. 26　 英字新聞に惑ふ　 内外の外人宣教師
支那の勢力を過当評価
2. 26　 満蒙支人のみに　 開く特殊学院 高野
山の国策事業
2. 26　 亡き有志への思慕と　 心の糧を求めて
仏門に帰依した牧将軍　 中支那の戦
跡弔問へ
2. 26　 興亜建設の基礎工作　 北京覚生日華語
学校　 女子総合学園も計画
















円 蘇州療院に4万円 けふ、 開会式
挙行
2. 28 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫 七




2. 28 豊山宗会 一第二日一 大陸進出と僧
侶等の再教育
2. 28 盛大な歓迎に 支那の孤児喜ぶ 興味
ある話題は? 人身売買で孤児かない
2. 28 西本集会 一第十三日 (二十七 日) 一
三上人法要案や 支那事変案上程
3. 1 薔薇物語 (其の一) ペルシアの花
藤沢孝夫 八
3. 1 支那仏教再興に 腕を組む日支青年僧
本原青島知恩院 主任へ弟子入り
3. 1 力強 く スクラム組んで 興亜の大業翼
賛を誓ふ 怒濤の如き歓呼拍手裡に
東西両派議員懇親会終る
3. 1 東亜建設へ人材を 京大文化科学研究
所と 「東亜経済」 の講座開設 新学
年控へ陣容強化
3. 1 西本集会 大陸問題や宿題の “羅府
問題” で論議 一第十三日午後-
3. 1 大衆への仏教 理解運動に懸命 印度
国際仏教大学協会が 連続公開講演会
3. 1 ラマ僧を婿養子に 西蔵仏教を研究
仏蘭西の女流仏教研究者
3. 2 長期建設の第一歩 暁鳥敏
3. 2 性急は宣撫に禁物 支那の知識層は基
教的 事業知るのみ 太倉施療班長の
中支人の報国
3. 2 原随円博士に聴く 南洋の土産話 十
日、 中外読者倶楽部で
3. 2 新設立命館 日満高工校
3. 3 抗日の頑夢なほ醒めず 「十願抗敵団」
結成 支那仏教徒の提唱
3. 3 興亜の理念把握へ 帝国更新会思想部
の 思想問題講習会
3. 3 北支戦死皇軍の 全英霊奉安所 北京
西別院に建設さる 盛大な落成式挙行
3. 4 新支那の創造へ 「中支宗教大同連盟」
発会す 南支へも進出する
3. 4 布教権は日支間の 文化協定とせよ
宗教問題研究所の 中支軍当局への答
申
3. 5 対支機関の設置 当分保留と決す 仏
連の理事、 監事会　 里見氏の中間報告
1939. 3. 5　 海外神社協会が　 祀官養成所開設 四
月第一回生募集
3. 7　 中支端見 (上) 田村歓陽
3. 7　 日支両南禅寺結ぶ
3. 7　 日華親善　 児童大会
3. 7　 西本会衆達の　 北中支視察団 十名派
遺決る
3. 7　 大派の輪番異動　 北海 ・樺太か中心
横浜は当分兼任
3. 7　 施薬と華日書出版　 妙心派が宣撫に新
工作　 古川総監中旬渡支
3. 8　 中支宗連の前　 途を見守る
3. 8　 中支端見 (下) 田村歓陽
3. 8　 北京に日本文化宣揚　 副島石清水宮司
を会長に　 神宮大麻奉斉会結成
3. 8　 感化院の少年達も　 大陸の捨石に 真
剣な叫びあがる
3. 8　 仏派初の支　 那進出成功 本山の大馬
力
3. 8　 大陸国策の見地より　 回教公認運動熾
烈　 愛国陣営十団体より 当局に要望
書提出
3. 8　 蒙疆支への開教　 方針樹立のため 今
明両日、 古義協議会
3. 8　 喇碗僧の指導方針　 知恩院訓育報告発
表　 目下、 実地研究を中心
3. 9　 日本回教徒生　 活を映画に
3. 9　 海南島へも　 曹洞の高田 管長代理
3. 9　 英国の支配から逃れ　 日本仏教徒の指
導求む　 ビルマから留学生三百名 日
緬仏教協会が選抜
3. 9　 従軍僧を中心に　 興亜の春を描く 束
本願寺のポスターに　 秋声画伯の力作
成る
3. 9　 妙心支那開教　 人員激増策
3. 9　 建設興亜新秩序　 為我人之責務
3. 9　 梵語学界に斉す巫要レポ　 西蔵仏教探
検のラーフラ氏　 仏教の史的文献学的
収穫
3. 10　 印度に於る仏教復活のため　 印度教徒
の活動 (上) ホース、 ラスビハリ
3. 10　 興亜的精神の指導に　 百万円の学寮建
設　 支那留学生と 日本学生収容 椎尾
辨匡博士らの発起
3. 10　 興亜調花まつ り　 紙芝居 「満蒙開拓」
童話に軍事美談も
3. 10　 七十二歳の　 興亜戦士 松田逆子女史
天津で教鞭とる
3. 10　 支那人の宗教心は強い　 日本人の布教
等駄目だ　 テロの上海よ り帰阪した
金光教三宅歳雄氏語る
3. 10　 日宗初の支那　 開教監督会議
3. 10　 京大の満蒙研　 東亜研と改称
3. 10　 印度に於る仏教復活のため　 印度教徒
の活動 (下) ホース、 ラスビハリ
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3。10 日華語学校の経営 (上) 知恩院日華
語 学校教務主任 成田昌信
3. 11 宣撫班を語る (上) 農民の魂に献 ぐ
る愛 ! 第○○宣撫班長 藤井晋
3. 11 シベ リヤ戦没将士と 尼港事件殉難者
を悼む あす、 西本願寺で追弔法要
3. 11 朝鮮教会の発展 千名を越える集会
内鮮一体強化
3. 11 京城に開く 組合信徒大会
3. 12 宣撫班を語る (下) 農民の魂に献ぐ
る愛 ! 第○○宣撫班長 藤井晋
3. 12 日華語学校の経営 (中) 知恩院日華
語 学校教務主任 成田昌信
3. 12 台湾本派本 願寺事務所刷 新につい
て 紫水生
3. 12 すわらじ小劇団が 僻遠の皇軍慰問
一灯園の山田隆弥氏ら
3. 12 歴史な く 明日もない 南洋群島生活の
異色 一考要する仏教の宣布 原随円
博士の土産話を聴 く
3. 12 医者と坊さん合作? 大陸へ僧医宣撫
官 千葉医大の名プラ ン出づ 東西本
願寺の話題
3. 12 開教使養成機関等 東西本願寺合作進
む 第一回懇談会終る
3. 12 日宗開教師に 最初の満洲僧
3. 12 蒙疆支満の長期建設に 宗務機構改正
を断行 恒久的に 「一局」 を設置 十
四年に二十八万円計上
3. 12 古義、 蒙疆開教で 臨時宗会招集?
新総監は草繋氏説
3. 12 興亜精神の 獲得と昂揚に 信行振作
と宗僧再教育 浄土宗会第五日
支那開教確立に 調査団を派遣
3. 12 海外神社祀官 養成規定成る 葦津宮
司を主任に開設 外務省で最後の打合
せ
3. 12 支那人教化は 先づ物を与へよ 日宗
初の支那開教会議
3. 14 北京だよ り ( 1 5) 好村春基
3. 14 日華語学校の経営 (下) 知恩院日華
語 学校教務主任 成田昌信
3. 14 王参議から社主へ “男児立志” の拝
毫 武昌方面に活躍した 大派宮部正
氏帰る
3. 14 支那音の正信掲 勤行は大受け 服部
信道従軍憎談 大同の宗教 宣撫に好
適
3. 14 大陸への重大関心 谷大、 興亜研究室
を開設 斯方面の学徒を動員
3. 14 陛下の御尊影を拝し 支那学童一斉に
脱帽 宣撫行に見る “日本の感激”
金光教中支派遣班の報告
3. 14 興亜渡海和上 支那から求む 北京に
鑑真会





3. 18　 中南支部は　 急速に任命せん 西本の
支那両総監




3. 18　 清水安三氏　 京都で講演
3. 18　 世界回教民族の現勢　 - (外務省情報
部) 一　 一　 二
3. 18　 回教公認を決議　 けふ、 愛国国体が発
起　 緊急有志大会開く
3. 19　 北京だよ り ( 1 9) 好村春基
3. 19　 武漠及び江南地方　 第一線の稿軍へ
一宗を代表して　 曹洞宗会の四氏
3. 19　 ビルマ留学生来朝で　 日緬支結ぶ朗話
曾て受けた恩義をそのまま　 在留一
支那人奉仕を申出る
3. 19　 大派の支那留学僧　 専修学院へ収容
杭州の心光 ・究典両君　 きのふ、 両堂
参拝
3. 19　 日支仲よ く　 ひなまつ り 張店日華幼
稚園
3. 19　 石家荘に西本　 願寺の仏婦会
3. 19　 開国以来最初の　 支那女学生の訪日
束本願寺の法要参拝　 北京覚生女子中
学校
3. 19　 済南に日華仏教会　 不日成立発会され
ん
3. 19　 台湾に於ける皇民化運動　 本島人寺廟
整理の実情　 紫水生
3. 19　 反蒋、 防共を標榜し　 回教徒、 辺境に
蹴起　 赤色ルー トを脅かす
3. 19　 世界回教民族の現勢　 - (外務省情報
部) 一　 三
3. 21　 東亜新秩序に　 関する諸論
3. 21　 入蒙、 喇碗廟に入り　 興亜建設の基本
を学ぶ　 西本願寺よ りの留学生決る
満洲国協和会と合同で
3. 21　 在満各宗派の団結　 満洲仏教総会 近
く正式結成を見ん
3. 21　 支那開教を　 現地に見る 浄土宗内の
一般からも　 調査貝五月派遣
3. 21　 サハイ氏著 “印度” で　 在留印度人達
の団結　 その出版記念会を期して
3. 21　 満拓移住協会等と　 拓務省か懇談 井
口、 常磐両博士も出馬　 大派移民奨励
運動旺ん
3. 21　 現下国際情勢から　 回教追加は当然
両院有志ら決議　 宗団法
3. 21　 世界回教民族の現勢　 - (外務省情報
部) 一　 四





1939. 3. 15 戦場は勿論、 銃後に 絶対必要の宗教
中華牧師と会見後の感担 ク リスチャ
ン少尉の便り
3. 15 “支那人教化は 支那仏僧の手で”
日本への留学生来朝 大派、 曹洞、 日
宗へ委託
3. 15 龍大も新学期から 新東亜学課す 足
利新学長の計画
3. 15 華文 “禅学読本” 宗教研で編纂
3. 15 内海岩屋寺の 宋版大蔵経 国宝に指
定
3. 15 逞羅の日本 文化研究熱
3. 15 支那再建と 神社問題 東亜民族文化
協会の研究会
3. 16 女性も大陸へ 京都女専から二名 満
洲国の先生に




3. 16 各移民村開教使の. 座談会を開く け
ふ、 東本願寺で
3. 16 大陸布教等 台宗教学商 議会に諮問
3. 16 余りにも矛盾 今なほ日本聖公会外に
独立する朝鮮聖公会
3. 16 日本青年に敬意 世界基青連盟の夕氏
日支青年比較 基青鮮満部会
3. 17 北京だより ( 1 7) 好村春基
3. 17 海外仏教との 親善運動に乗出す 華
頂興学済世会
3. 17 朝鮮古瓦坤の 体系的図譜 本邦最初
の出版
3. 17 支那近代寺院を 民衆教化機関に
「蜀商公所」 の名称のまま 手に入れ
た日蓮宗
3. 17 拓士指導者 階級養成機関 神都に神
道教学館建設 横浜純真学園経営
3. 17 韓氏を慰め 励ます会
3. 17 “印度の独立運動は 経済運動によれ”
賀川氏、 が翁に進言
3. 17 ラマの兵役騒ぎ 太田覚眠氏を嘱託に
ラマの調査と善導命ず
3. 17 支那開教予算 無修正で可決 日蓮宗
会最終日
3. 17 日支両国の握手に 邪魔な外人宣教師
一応退いて貰ひたい
3. 17 外人宣教師と 軍との連絡に努力 大
阪基青安村氏語る
3. 18 ビルマ留学 生の来朝
3. 18 北京だより ( 1 8) 好村春基
3. 18 待望の龍蔵一切経 きのふ、 束本願寺
へ 大師堂六字の間に安置 藩天津市
長も近く参拝
3. 18 大陸無料相談所 上海 ・南京にも増設
仏立講の対外施設





1939. 3. 23 印度人は水母だ 神を知らされなかっ
た為 本能生活に堕してゐる 賀川豊
彦氏は語る
3. 23 仏教徒よ りなる 北支経済視察団 浄
土教と密教の人々と連絡親和を希望
3. 23 華南仏教協会飛躍 広州更生法要で糾
合
3. 23 上海と南京に 中国児童保育処 天理
教の活動
3. 23 最近の新京 新京西本願寺 姫宮輪番
語る
3. 23 アジアの光 講座放送
3. 23 可憐な親善絵巻 仏教童話連盟の 日
華児童大会和か
3. 24 草鮭竹杖姿で 中北支の戦跡弔ふ 智
山の倉持宗務長ら
3. 24 ・事変現地を背景に 考古学記録映画
大山柏博士が主に “学術日本” の進
出語る
3. 24 烈々火を吐く信念 日本文化の発揚は
大陸のみ 東亜新秩序に何か必要か
北京の聖者に聴 く
3. 24 大和法隆寺下附の 太子像中心に 晋
北仏教学院創設






3. 24 興亜指導員 養成所協議
3. 24 北京、 上海で 東亜仏教徒大会 事変
戦没者慰霊祭など 明和会の対支工作
事業
3. 25 印度人は世界一の貧乏 然かも社事は
寥々 見るべきアシユラム運動
3. 25 支那女学生ら 光泉林で一泊
3. 25 日華婦人交歓や 軍事功労者の表彰
大派の法要行事大綱
3. 25 宗教団体法成立に聴 く 危機を孕んだ
回教問題 所謂表面的には政治的解決
安藤宗団法委員長語る
3. 25 支那僧の訓育所 南京に西本願寺か仏
学院創設
3. 25 大派満洲開 教紀要なる
3. 25 大同石仏寺を ハイ キ ン グコ ー スに
3. 25 支那再建と 神社問題 東亜民族文化
協会の研究会
3. 26 宣撫工作と 長期建設
3. 26 北支経済視察団 増上寺で交歓 京都
は十六日開く
3. 26 印度の 禁酒運動
3. 26 興亜促進運動を 目標に全教団立つ
現地と銃後など五陣立の 西本特別布
教陣
3. 26 愈よ陽春の候 南京に結成大会 日華
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仏迎の準備進む　 各方面で注目さる
3. 26　 西本厦門の　 僑南家政女 愈よ正式認
可
3. 26　 小林誠氏に　 中支事情聴く 東京の宗
教迎盟
3. 26　 大陸建設の　 戦士養成 洋大拓殖科
開設決る
3. 26　 中支の社事　 状況を聴く 二五会例会
3. 26　 興亜に備へて　 生長の家が大阪に 新
東亜教化部創設
3. 28　 故鄭総理の遺志を継ぎ 「願学農荘」
創設　 けふ、 一周忌を機会に 奉天郊
外で入園宣誓式
3. 28　 興亜の人柱に !　 う ら若い尼さん 曹
洞の平岩真浄さん
3. 28　 二代三代の祈りで　 求道の太田氏渡支
3. 28　 太原神社鎮座祭　 神武天皇祭当日執行
3. 28　 陳さんか団長　 日本文化に憧れて支那
女学生の歴史的訪日団　 覚生高女の
日程決る
3. 28　 満洲移住に注ぐ　 京都府親和会計画
3. 28　 南洋ポナペ　 教会所落成
3. 28　 翻訳時代を脱せぬ　 支那の基教 東洋
化には日本基督者の　 刺戟を佼つ要あ
り
3. 29　 支那文化史跡の荒廃に　 常磐博士の興
亜的労作　 故関野博士の功紋も顕彰し
現存遺跡遺物防護に努む
3. 29　 口華宗教交歓二つ　 北京党生女学生ら
東本願寺に描 く豪華版
3. 29　 満洲、 支那両事変　 七リ3士の胸像 遊
就館に奉納
3. 29　 宣撫班と映画　 金光教中支 派遣班報
告
3. 30　 北京の ド真ン中に　 女子職業学校を
建設へのスター ト西本願寺が開設
3. 30　 興亜色辰る　 京大卒業生
3. 30　 “大法西漸” へ猛進　 日宗の支那蒙古
開教
3. 30　 現如の偉業偲び　 大派が興亜開教展
奥村五百子の薙刀も登場　 出陳目録も
既に決定
3. 30　 拓相も出講　 国策移民講演
3. 30　 東亜開教局総監に　 落合氏を抜擢 天
台宗の新大陸政策
3. 30　 開教総監の人気撤廃　 古義開教小委貝
会
3. 30　 日本 ビルマ協　 会文化部設置
3. 31　 海南島其他占拠地の　 日本に関する事
共 (上) 高楠順次郎
3. 31　 興亜再建の教育　 問題に就いて (一)
出雲路善尊
3. 31　 興亜国策へ邁進　 大派の門末時局大会
◇…と全国青少年大会　 法要を力強
く彩る
















4。 5　 宗教家も加り　 打開運動か ダバオ港
閉鎖
4. 5　 大陸進出等協る　 日本組合基督教会が
内鮮信徒大会開く
4. 6　 興亜再建の教育　 問題に就いて (五)
出雲路善尊
4. 6　 日支呼応 して　 軍馬の冥福祈る 各地
の軍馬祭盛況




4. 6　 満僧の素質向上に　 合同訓練所を創設
入満日本僧も先づ合宿
4. 6　 イ国宗教大　 臣近 く帰国
4. 7　 半島同胞への　 神宮大麻頒布会 豊国
神社で執行
4. 7　 華僑との晩餐 会都合で中止
4. 7　 興亜再建の教育　 問題に就いて (六)
出雲路善尊
4. 7　 上海より 来馬琢道
4. 7　 全束亜の主と東京に 愈よ 「道院」 開
設　 世界紅1 字会に対する吾が国 朝
野の認識を濃化 東亜共同体の 精神
的結合
4. 7　 防共の一役買ひ 近く多量に教師送る
大将は支那民衆　 “生長の家” の大
陸進出
4. 7　 覚生訪日女　 学生の大阪日程
4. 7　 興亜色描く親善図絵　 東本願寺の大法
要に　 満鮮台僧侶の団参
4. 7　 京城花まつり　 第十二回奉讃会
4. 7　 伝統を持たぬ　 五族文化建設の地
“仏教に力あれば昌えん”　 長納円信
氏談　 興味ある話題
4. 7　 日基の大陸伝道　 教育事業との並行
着々準備進む
4. 7　 大陸開教等で　 台宗全体会議
4. 8　 戦禍のあとに孤児を護れ !　 山西仏教
総会か孤児院経営　 日本仏教徒の援助
求む
4. 8　 “日本人” の自覚へ　 内地の神社仏閣
参拝　 朝鮮婦人の訪日団
4. 8　 海を渡る玩具　 在支教会所を通じ一万
円　 浄宗児童協会が贈る
4. 8　 鄭氏令孫の　 結ぶ国際愛
4. 8　 山岳戦の嶮難克服　 将士の士気を振起
宮脇部隊長から感謝状　 保木従軍僧
の栄誉
4. 8　 愈よ近 く結成の　 北支同願会 “信念
ある人よ ・行げ　 大谷照乗氏談
4. 8　 大派の国策移民運動　 全国巡回 ・ 画期
的成功　 石川 ・富山では分村計画進む
移民志願者も続出す




1939. 3. 31　 愈よ決定された　 興亜開教使養成所
両本願寺合同主催
3. 31　 皇民化運動への一翼　 本島人僧侶を集
め 西山深草派の講習会
3. 31　 大陸建設に注ぐ各教団の実力　 宗教問
題研究所の調査 貴重な資料と して期
待
3. 31 京大東亜経済学講 座に満人初の講師
3. 31　 移民奨励の反響 ! 郡上村先遣隊員が
束本願寺から壮図へ
3. 31　 政府の補助三万円 海外神社問題その
他に使用 皇典講究所理事会
4. 1　 海南島其他占拠地の　 日本に関する事
共 (巾) 高楠順次郎










4。 2　 回教徒の “犠牲祭’　 蒙疆厚和回教青
年学校に於いて 小林不二男
4. 2 興亜再建の教育 問題に就いて (三)
出雲路善尊
4. 2 夜の北京 清心作 淡星訳
4. 2 “興亜促進” の国是に 全教団の総動
員 現地と銃後に亘る大スケール 西
本願寺の赤誠
4. 2 興亜文教の指針に 華文 「禅学読本」
刊行　 内容顔触等決る
4. 2 台湾本島児童に 霞忠の精神涵養 各
校に大楠公像を建設
4. 2　 日満蒙連鎖に緊要の ラマ教改善問題
◇…に関する加藤顕正氏の通信
4. 2 大陸の辺境新疆から 天山の嶮歩む三
年 容共蒋政権の魔手逃れ 回教徒十
三名来朝
4. 2　 浄宗支那開教調査団 五月上旬二班に
分け出発 江藤、 木村両部長参加
4. 2 北支は芝原氏 西本人事異動
4. 2　 タゴール翁と 日本映画の夕
4. 5　 興亜再建の教育　 問題に就いて (四)
出雲路善尊
4. 5　 仏門に帰依した牧少将 興亜仏徒会組
織 会長に松井石根将軍推戴 先づ中
支に陣没者回向の旅
4. 5　 春雨煙る芝増上寺に　 日支の宗教交歓
訪日経済使節歓迎会盛ん







1939. 4. 8 救世軍診療所 済南に開設 支那民衆
相手
4. 8 半島同胞の赤誠 軍病院や出征 遺家
族の個別訪問 石原、 梅津両氏の努力
4. 9 戦線だより 北支派遣○○部隊 ○○
隊本部
4. 9 大陸に於る仏教団体 “僧侶放逐論”
台頭 成績落第の現地報告
4. 9 二十年に亘り 支那民謡の蒐集 二万
余種に及ぷ 啓明会の袖助で調査翻訳
4. 9 けふ、 いよいよ蓋開け ! 二大法要の
意義づけ 興亜開教軍馬感謝展 東本
願寺か世に問ふ
4. 9 日印関係悪化を憂慮 根本的調整と打
開へ 日印協会で対策協議 昨夜初の
打合会開く
4. 9 龍蔵一切経寄進の 瀋天津市長ら 光
暢法主夫妻と歓談 満蒙支各市長と共
に
4. 9 立命館助教授ら 大陸へ転出
4. 9 小学校で日語教授 施療事業の効果百
八 一 金光の北支宣撫班員
4. 9 今井曹洞総務 管代で渡台 台中祝賀
会に
4. 9 大阪真青の支 那語講習開講
4. 11 南京玄武 湖心よ り 来馬琢道
4. 11 満洲国のため気を吐く 鄭萬氏奉天市
長を囲む 円山の桜花も興亜調 ! 本
社主催 ・歓迎座談会
4. 11 これは珍ら しい 日本仏教徒かお客で
印度教徒が花まつり
4. 11 天津仏立寺 廿八 日間延式
4. 11 感激的放送 北京の陳女史
4. 11 東京の歓迎 プ・ 決る 訪日の北京
党生女学生
4. 11 映画班を主に 現地皇軍を慰問 日宗
が北支蒙疆方面へ
4. 12 今事変を背景に 西本願寺本島人僧侶
起つ 台湾本島人の布教統制や 本島
仏教僧並に道士の教化
4. 12 ここ も興亜調 西本布研新研究生決る
4. 12 西本願寺開教 使養成所協議
4. 12 蒙古開教に献身 日宗に帰依の蒙古青
年 立正大学に留学
4. 13 タゴール詩聖の迷夢 遂に党めてヨネ
野口氏を 国際大学顧問に推薦




4. 13 東本願寺が南京に 女子技芸学院創設
支那婦人に職能教授 東亜文化研も
発会
4. 13 民国人の布教は可能だ 張家口西本願
寺で立証 宣撫工作の反応
4. 13 浄土宗支那 現地派遣団 人選決定す
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
4。13 立正大学に近 く 大陸研究部設置
「布教講座」 の再出発
4. 13 日ソ開戦問題 に就いて聴く




4. 14 遠 く 蒙疆でも 軍馬慰霊祭
4. 14 大陸の市長や 経済使節団 知恩院で
交歓
4. 14 魂と魂結ぶ親善 日華仏教婦人の交歓
大会 東本願寺に興亜絵巻展ぐ
4. 14 東亜の美徳現はす 日本婦人の偉大性
陳女史きのふ放送
4. 14 日満支提携誓ふ 大陸各市長ら光暢法
主と交歓
4. 14 興亜大業の翼賛 蒋政権壊滅 ・大陸経
営 ・国力増強 首相三大目標宣明 国
精総動貝 強化講演会 平沼首相演説
内容
4. 14 全支基連の 援蒋決議を粉砕 日校大
会より牧師派遣
4. 15 正しき 日本理解 民衆運動に躍進の仏
教 文化交歓が特に必要 ビルマを語
る 金子蘭貢領事
4. 15 興亜大業翼賛期し 青少年大会旺ん
大派全国青少年迎盟結成 現如上人法
要第二日
4. 15 “皇軍に感謝し 神の教へに従べ
北支、 蒙疆の信徒に 力教神父は叫ぶ
4. 15 北支慰問に あす出発 日宗加藤部長
4. 16 鄭瓜氏を囲み 満洲の少彦名命 故鄭
総理ど 太夷宮” ハリギリ市長さん
を迎へ 花を賞でつつ歓迎座談会
4. 16 東邦文化学院内に 「回教圏研究所」
設立 現地の研究を主に研究貝派遣
東洋史の椛威白鳥博士が
4. 16 事変後占領地内から 最初のメ ッ カ巡
礼 英ソ仏へ回教徒の反抗
4. 16 大述太子殿 扁額奉戴式
4. 16 大陸各地に 施薬事業 日宗の工作
4. 16 陳女史の感謝 と挨拶の会
4. 16 ラマ僧の訓育方針が 廟改善に役立つ
訓育状況を各省旗公署に送り 知恩
院面目施す
4. 16 日華提携に貢献 新生厦門の社事機関
「共栄会」 の活躍
4. 16 鮮満の伝道権を 口本聖公会に移管せ
よ 英米聖公会の態度注目
4. 18 我が居留民の 精神的安定ヘ パ ラオ
に南洋神社 今秋十月盛大な鎮座祭
4. 18 朝鮮僧侶も 体験を説く 開教使懇談
会
4. 18 驚異的飛躍の 曹洞宗台北中学 官民
一千余名招き 栄えの祝賀式挙ぐ





4. 22　 覚生女学生　 きのふ帰国
4. 22　 日本精神を大陸へ　 北京金光学院 近
く開校式の運び　 先づ九十名収容
4. 23　 仏教を通じて日蒙親善　 興亜再建に協
力して起つ 「日蒙仏教親和会」 を組
織
4. 23　 朝鮮で組合教会　 全国信徒大会 プ ロ
グラム決る
4. 23　 建設途上の新支那へ　 再び高橋本社員
を派遣　 中外日報社
4. 23　 日蒙回教徒握手　 東京で歓迎会
4. 23　 サハイ著 “印度”　 読後感 戸田黎仙
4. 23　 台湾に於ける　 寺廟整理一端 紫水生





4. 25　 北京だより　 好村春基
4. 25　 東宮大佐の追憶 (上) 宮谷法含
4. 25　 皇道精神を鼓吹した 「協和国語読本」
内地在住鮮人の特別教育用に　 京都
府協和会か新に編纂
4. 25　 盲目の本島人子弟が　 自発的花まつり
領有以来の異風景　 内台融和の結実
4. 25　 松島善雄氏　 中支で戦死
4. 25　 支那人の霊性開発に　 阿弥陀経図絵刊
行　 晋北日華仏教会に贈る
4. 26　 北京だより　 好村春基
4. 26　 東宮大佐の追憶 (中) 宮谷法含
4. 26　 返還される舎利仏日蓮の遺骨　 多年折
衝 ・英印間に了解成る　 印度の仏教運
動に進展
4. 26　 “日印親善は仏教から”　 聖地に五重
塔を　 高見代議士の企て
4. 26　 命を賭けて上海租界へ　 目覚し金光教
宣撫班　 小学校経営に活躍
4. 26　 南京を中心に　 仏教各宗の和合 日華
仏連発会す
4. 27　 東宮大佐の追憶 (下) 宮谷法含
4. 27　 戦跡供養行脚(1) 興亜仏徒会理事
吉永哲丈
4. 27　 大蔵経を持参して　 日華仏研訪華団
昨夜支那へ出発
4. 27　 北満開拓移民に　 心の糧贈る 先づ宗
教文庫数十冊　 大谷派満洲開教監督部
4. 27　 すわら じ劇団で　 劇化の清水安三氏
五月下旬東京で公演
4. 27　 支那開教視察　 の浄宗調査団
4. 28　 戦跡供養行脚(2) 興亜仏徒会理事
吉永哲丈
4. 28　 太子の御精神に生く　 重要視されてき
た　 隣邦児童愛育所 支那の要人達か
ら助成金　 軍当局も感謝の手紙寄す




1939. 4. 18 興亜指導員養成所 開設の準備進歩す
◇…所長に松井大将交渉 講座予定
表も成る
4. 19　 日華仏教研訪華団　 支那僧との提携を
目的に　 来る廿六日出発
4. 19 覚生女学生 再び参拝 夜は都踊観覧
4. 19　 北支総監部　 賛事その他 西本人事異
動
4. 19　 興亜青年運動確立に 東洋精神研究会
設立 武藤貞一氏を迎へて 指導原理
を協議
4. 20 東本願寺の興亜 二大法要けふ満座
西本願寺役貝代表参拝 光暢法主親教
4. 20 樺太仏教団 代表の稿軍
4. 20　 日支親善は　 少女の手で
4. 20　 あすから日比学生会議 比島学生けふ
東京着
4. 20 基教医学生の 大陸医療工作 将来性
を嘱望さる
4. 20 大アジア連の　 興亜講演 非常な盛況
4. 20　 支那基教徒 啓蒙運動
4. 20　 柳川玄徹氏が　 樺太開教監督に 異色
の人事など 西本第二次異動
4. 20　 今度は北支から 東本願寺へ留学生
大谷専修学院で研学 宣撫班員劉国泰
君
4. 21　 天津の忠霊 納骨堂竣工
4. 21 日華仏連南京総会 廿四日、 維新路国
民大会堂で　 逐次、 各地方に支部設置
4. 21 大派新中南支監督に 竹津海軍主計中
佐 異色ある海外開教人事
4. 21　 開拓民村に　 禁酒村建設 小塩氏渡満
4. 21 ラマ僧満洲 国軍に応募
4. 21　 台宗所属の 宣撫官出発
4. 21 暫行宗教法制定で 外人宣教師関心
溌刺、 組合教会の進出 高橋新京教会
牧師の報告
4. 21　 “甘露の法雨”　 支那語訳完成 生長
の家　 大陸教化部
4. 22 上海より　 上海知恩院別院にて 大村
桂巌
4. 22 その後の支那僧や 居士の消息は?
近く出発する日華仏教研の　 渡支によ
り判明か
4. 22　 天津仏教各宗連合の 興亜祭大成功
支那仏教徒と提携





4. 22　 農業移民団 再び渡満 杉山代議士引
率





1939. 4. 28　 国都建設に調和せよ　 “早 く建築に着
手すべじ と　 新京西本別院にお口玉
4. 28　 熱河討伐隊長から　 経本下附の願ひ
“一口の念仏に明日の命を”　 東本願
寺に巾出る
4. 28　 邦人初の満人伝道　 青年伝道者二名渡
満　 聖公会満洲教区
4. 28　 日蓮宗の皇軍　 慰問映画日程
4. 28　 古義開教使　 一行の入蒙
4. 28　 武浅三蹟の地に　 妙心禅堂開単
4. 29　 重大地点　 南支を辿る 金光邦三氏は
語る　 神戸中外倶楽部主催
4. 29　 両本願寺合同の　 開教使養成講習所
五月一日開所式挙行
4. 29　 将兵はどう視る ?　 宗教家の現地旅行
を　 そして銃後の活動を 元比叡山請
願巡査の手紙
4. 29　 現地に興亜意識把握 「郷土軍慰問」
布教使　 西本山で勢揃ひ
4. 29　 留学生の視　 察員を派遣
4. 29　 叡山留学の　 満蒙僧ら 大東亜博見学
4. 29　 転向者の大陸進出　 現地に連絡貝置く
大阪保護観察所
4. 29　 合宿所で も更に　 支那語を叩き込む
台宗の大陸戦士決定
4. 29　 日本聖公会の態度重大　 朝鮮伝道権を
我に与へ　 満洲聖公会を樹立せよ 監
督、 名出保太郎氏の声明
4. 29　 山東省を中心に　 東亜宗教団体連盟
支那各宗教の団結成る
4. 29　 サハイ著 “印度”　 読後感 戸田黎仙
5. 2　 北京だより　 好村春基
5. 2　 抗日歌に代る賛美歌　 日語教授だけで
は駄目だ　 天津組合教会の活躍 中華
人指導
5. 2　 興亜の戦士養成に邁進　 両派選出の開
教使四十名　 支那開教時局講習会始る
東西本願寺合同主催
5. 2　 “海外神社研” を　 講究所へ正式移管
きのふ、 総会で決定
5. 2　 真理運動か　 興亜指導精神講座 大阪
国民会館で
5. 2　 中支の派遣者　 軍嘱託となる
5. 3　 北京だより　 好村春基
5. 3　 半島国防婦人　 会貝団体参拝 豊国神
社の祈願祭風景
5. 3　 興亜教学資料　 華文 “禅学読本”
5. 3　 比律賓学生　 同志社訪問 歓迎午餐会
5. 4　 北京だより　 好村春基
5. 4　 日印支の子供と　 花まつりバザー 三
国児童で舞踏劇
5. 4　 先生は支那僧　 生徒は兵隊さん 漢口
西本の北京語研究会　 モ リ上る興亜建
設風景
5. 4　 小学生や女学生の　 慰問文五千携へ
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
皇軍慰問の旅へ
5. 4 西本北支各地主任 初の会議開く 芝
原新総監迎へ
5. 4 大迎の基教 本願寺目指す 組合中央
教会献堂式 二葉学園の設置
5. 5　 在支宣教師の誤れる伝道は　 我が基教
の破滅を来す 噛 同体の精神を知れ”
安村ミー ト社会館長談
5. 5 満洲移民団の実情 一般に再認識を
転向作家群の長期滞在
5. 5 復旧した市街 日語学校や細民救済な
ど　 広東西本願寺の活躍
5. 5　 瀋昿桂氏夫妻ら 法主裏方と歓談 桜
下亭で抹茶接待 けふ、 択穀邸拝観
5. 5　 日本YMCA同盟　 東亜協力運動 駐
在員派遣地決定
5. 5　 満洲留学生 たち も協力 西本満蒙開
拓　 幹部訓練所
5. 5 興亜指導員　 養成開所式
5. 5　 赤色ルー トと回教徒 赤色援蒋ルー ト
5. 5 回教徒との提携は 防共政策に焦眉の
急 東方文化連盟主催 回教協会理事
者招待会
5. 5　 金光中学に　 支那語学科特設
5. 6 対回教国政 策について
5. 6　 被搾取国印度 (英国の巧妙な手段一
斑) ホース ・ ラ スビハ リ
5. 6　 特派通信 本天から 高橋良和
5. 6　 比島各大学と　 教授学生の交換 ヒ リ ッ
ピン学生歓迎会で 同志社総長か表明
5. 6　 台湾寺崩の龍華派　 西本願寺に帰入
道士が十名得度受ける 皇民化運動の
徹底化
5. 6 “道教と仏教習合” 智専出の吉田義
豊氏 文部省留学生に
5. 6　 梶浦逸外氏更　 に中南支へ
5. 7 漠口よ り 来馬琢道
5. 7　 故スワミ氏追善の 日印寮建設 ハ ド
エ氏迎へた日印有志
5. 7 大黄河畔 純朴其物 包頭西本願寺の
藤谷義峻氏帰る
5. 7 在阪神の民国人と 大派大阪が握手
◇…して仏教精神で興亜計る
5. 7 杭州の宗教を観る 蘇州一旅舎にて
志村卯三郎
5. 7 何杭州市長のこと 従軍僧石川暮人
5. 7　 杭州の半日　 在杭州 大津澗山
5. 7 北京より開封へ 第三信 柴田玄鳳
5. 7 “大陸の民以て同化すべじ 外つ民
も神を拝す 居留地を氏子地域とする
生田神社か示す実例
5. 7　 若き四学徒か　 内蒙の奥地に 景教の
秘庫を 探りに…勇躍文化の戦士出発
5. 7　 サハイ著 “印度” 読後感 戸田黎仙





1939. 5. 9 日本の立場を説く 真理運動大阪連合
会の 「興亜指導精神講座」 盛況
5. 9 伝道報国に邁進 全鮮一体の基教連合
成る
5. 9 皇軍将兵に贈る “精神鍛練の書”
大阪仏教文化協会
5. 9 童話講話遍路 郷土部隊慰問に 児童
の作品持参
5. 9 飛行機を利用 縦横の活躍示す 支那
現地特派の 西本願寺慰問布教使
5. 9 新秩序建設に 天理教伝道班出発 興
亜の国策に沿ふ 事業計画の内容
5. 10 満洲道教の話 民衆信仰 (下) 在満
洲 五十嵐賢隆
5. 10 塘浩より 来馬琢道
5. 10 奉天から 特派通信 高橋良和
5. 10 支那孤児のため 小学校を設立 主事、
森田潮応氏談
5. 10 僧の布施に課税 称して日く 「自由職
業税」 但 し満洲国での話
5. 10 医療で蒙古開発 満蒙育児院の第一回
出身者を奥地へ
5. 10 すわらじ劇園 京都、 大阪でも公演
“清水氏劇化” の前人気
5. 10 排共思想の徹底と 仏教制度の更改対
策 「満洲国仏教総会」 結成 来る廿
六日愈よ発会式
5. 10 生長の家大陸教化部 束亜同和会発会
聖典の支那語訳完成
5. 10 満洲国の宗教事情 天主教の牧師か
治める村落 信仰心の強い蒙古人 松
浦喜三郎氏談
5. 11 満洲道教の話 廟会と道教諸神 (上)
在満洲 五十嵐賢隆
5. 11 新京から 北京へ 高橋良和 特派通
信
5. 11 日本仏教の施薬に感激 仏教を通じ日
華親善計る 江北京前市長を訪ふ
5. 11 張国務総理も参列 新京の中心街に竣
工 満洲東別院慶讃法要
5. 11 蘇州の復興風景に 事業の点景添へる
日本YMCA同盟の方針
5. 11 大派台湾主事 佐藤氏赴任
5. 12 満洲道教の話 廟会と道教諸神 ( 中)
在満洲 五十嵐賢隆
5. 12 対支布教使心得帳 天主教の宣教使を
見習へ 戦線の一将校手記
5. 12 朝鮮に御因縁深き 御四柱を御祭神に
扶除官幣社を創建
5. 12 骨を支那に埋める 党悟で開教せよ
西本、 開教使講習会員招待
5. 13 満洲道教の話 廟会と道教諸神 (下)
在満洲 五十嵐賢隆
5. 13 興亜と仏教語る 日華両要人の弁



















5. 13 対支医療事業へ 全国YMCA医大連
盟 七月中旬に出発
5. 13 興亜運動の 資料と意識充つ 西本特
派現地慰問布教使
5. 13 “精神鍛練の書” 大陸に百万部 既
に十万部は献納済み 大阪仏教文化協
会の運動
5. 13 北京をちこち 特派通信 高橋良和
5. 13 印度の視察団 迎へ園遊会 大隅会館
で
5. 14 信徒の三分の一は 朝鮮人たるこ と
教会新設に条件附す 天理教の半島人
教化
5. 14 杭州の半日 在杭州 大津澗山
5. 16 東亜共同体の思想と 協同運命観 (上)
三浦参玄洞
5. 16 満洲道教の話 道士と其生活 (上)
在満洲 五十嵐賢隆
5. 16 交す親善の握手 林彦明氏らと仏教問
答 王克敏氏と会見
5. 16 慰めなき敗戦国の 亡霊を弔ふ これ
も仏者の任務 三度従軍する独潭和尚
5. 16 北京をちこち 特派通信 高橋良和
5. 16 半島同胞の敬神 豊国廟の清掃奉仕
神棚奉斉も実施中
5. 16 来馬琢道氏 歓迎会盛ん
5. 16 東亜共同体の思想と 協同運命観 (中)
三浦参玄洞
5. 16 新伝道計画を樹立か 組合教会の全信
大会 既に朝鮮は募金を開始
5. 16 親善と我が現状の 正しき理解求む
印度通信の泰斗 シヤルマ氏来朝歓迎
会
5. 17 満洲道教の話 道士と其生活 (中)
在満洲 五十嵐賢隆
5. 17 僧衣 ・興亜の戦士 五宗派の行者養成
所開く 松井大将淳々訓ゆ
5. 17 北京をちこち 特派通信 高橋良和
5. 17 石家荘から 支那僧が留学 西本願寺
に
5. 17 明夏北京で開く二大会 東亜仏教大会
と汎太仏青大会 近く具体的運動を開
始
5. 17 お坊さんぷり鮮か 西本に帰入の台湾
本島人 寺廟の斉堂堂主たち
5. 18 東亜共同体の思想と 協同運命観 (下)
三浦参玄洞
1939. 5. 18　 満洲道教の話　 道士と其生活 (下)
在満洲　 五十嵐賢隆
5. 18　 東京だより 9日印協会主催　 日印親交
お茶会　 古屋登代子
5. 18　 北京から天津へ　 特派通信 高橋良和
5. 18　 “魂でブチあたれ”　 大陸建設の人柱
出でよ　 宣撫班の苦心語る 好村春基
氏　 と一問一答
5. 18　 創立一ヶ年で　 飛躍的発展遂 ぐ “新
民仏教青年会”　 記念式に気を吐く
5. 18　 “北京の聖者” 語る　 その蔭に咲く花
清水郁子婦人
5. 19　 わか任務　 北支宣撫貝 吉藤智水
5. 19　 東亜共同体の実現に　 熱意持つ支那イ
ンテ リ　 先づ租界問題解決が急務 立
命館大、 田中直吉教授談
5. 19　 咸興で盛大に　 花まつ り挙行
5. 19　 日印協会が財団に　 旗幟を新に使命達
成へ
5. 20　 台湾基教界か　 初めて対支伝道 先づ
厦門に代表送る　 事変を機に永久に




5. 20　 比律賓ダバオに　 初の幼稚園開設
5. 20　 満洲国その他から　 助成金を下附 知
恩院ラマ僧に
5. 20　 大陸に行く ときは　 仏教徒は団結せよ
内閣情報部　 林郡喜大佐談
5. 21　 杭日の半日　 在杭州 大津澗山
5. 21　 北京よ り開封への旅 (第四信) 開封
に て　 柴田玄鳳
5. 21　 サハイ氏著 「印度」 を通じ　 日印協力
運動ヘ　 ホース氏の病気全快待ち い
よいよ近く着手
5. 21　 続々大陸開発調査へ　 京大農学部から
5. 21　 二万人の難民救った　 支那僧、 西本願
寺に留学　 翼南仏連副会長の趙了空氏
仏教精神で興亜促進語る
5. 21　 興亜民族生活の研究　 綜合研究所具体
化す　 戸田正三博士か初代所長
5. 21　 天理教天津　 口語塾改組 拡充決定す
5. 21　 支那留学生に　 大和奈良踏査
5. 23　 天津から一　 済南へ 特派通信 高橋
良和
5. 23　 日支両国　 慰霊法要 日華仏研が 済
南で厳修
5. 23　 大陸派遣の開教使は　 各宗と も厳選せ
よの声　 現地で起った不祥事に関連 し
て　 在留関係者間に漸く高し
5. 23　 あく まで支那側　 宗教の啓発に努力
全山東一丸にまで進む 「東亜宗連」
活動開始
5. 23　 支那現地を聴く　 宗研の意義深き集 り
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
5。24 済南 特派通信 高橋良和
5. 24 仏教総会で 記念講演 大谷埜潤連枝
満洲で活躍
5. 24 克己日の収穫 北京社会事業に贈る
早川平安女校長渡支
5. 24 朝鮮全州の 雙全寺法要
5. 24 興亜開発の為め 仏教音楽を制定 童
I謡協会乗出す
5. 24 派別を越えて 日支親善に努力 日本
人組合協会に 中華牧師らを招き
5. 24 基教各派婦人 北京に参槃 愛隣館献
堂式
5. 25 満ソ国境の 皇軍を慰問せよ 北海道
西本願寺代表の 河崎一英氏語る
5. 25 晋北仏学院 愈よ開校
5. 25 台湾楽生園に 基教会堂建設
5. 26 大同石仏に研究のメ ス 有給三千年の
秘庫開く 東西両帝大調査団
5. 26 迷夢なほ醒めぬ 太虚法師の所在 重
慶に生存判明
5. 26 半島婦人の接待で 遺家族招き追悼会
あす、 梅津の協和会員
5. 26 膠済線を走る 特派通信 高橋良和
5. 26 蒋も曾て北伐の際 武力で英租界を回
収 租界は単なる居留地だ 国際公法
の権威 末広重雄博士談
5. 26 ラマ教の加盟承認 けふ、 愈よ結成式
挙げる 満洲国仏教総会
5. 26 天台 ・叡山両学会の 夏安居、 朝鮮で
結集 仏教を通 じて親善修行
5. 26 印度観光団の 日本観を聴く 東方文
化連盟
5. 26 興亜仏教音楽 の制定実動へ 中華小
学校視察




5. 27 青島にて 特派通信 高橋良和
5. 27 ラマ僧一行河 崎造船所見学
5. 27 シャム国か タイと改称
5. 27 中南支の宣撫工作には 欧米宣教師の
文化を保護 東洋精神を日華協力でと
り入れよ 三浦大阪基青総主事談
5. 27 西本支派遣 班布教使帰る
5. 27 組合協会の 朝鮮信徒大会 京都の出
席者
5. 28 南京に於る郷土○ ○隊戦跡を巡りて
5. 28 武漢だよ り (上) 武漠東本願寺主任
水戸憲道
5. 28 上海へ 特派通信 高橋良和
5. 28 “東亜建設精神の 仏教的基調如何”
知恩院布教使会で協議
5. 28 中国幼児の為にも 幼稚園を拡げたい
太原西本の沢田氏談





1939. 5. 28 杭州の半日 在杭州 大津潤山
5. 28 北京よ り開封への旅 (第五信) 開封
にて 柴田玄鳳
5. 28 中華の孤児引取り 有為の中堅人物に
長崎仏連の時局運動
5. 30 上海点描 高橋良和
5. 30 日本MT Lの 中国癩へ関心 海南島
へ 大風子栽培
5. 30 中支宗教大同連盟に 未加盟の宗教は
どう す るか 積極的処置を要望さる
5. 30 中国人の神道教師 養成まですすむ
大陸進出の神道各派
5. 30 支那代表と 立会演説会 日本の正義
閑明 ア博士渡米
5. 30 日印学生の 共同野営 南河内の 桃
花塾で
5. 31 興亜再建には 先づ神祀奉斉 大陸経
営に神主養成 海外神社奉仕員 養成
所愈よ開く
5. 31 上海点描 高橋良和
5. 31 海越えて呼び合ふ 女学生の歓び 日
華 “お便り” 交歓
6. 1 小異をすて 大同へ ! 一中支宗連の
問題-
6. 1 美の国、 精神の国 物質文化に汚され
ぬ国 印度人の日本観
6. 1 印度独立へ 邁進誓ふ 神戸の日印
懇談会盛況
6. 1 両本願寺主催 支那開教使 養成所終
る
6. 1 一度から百度まで 北支派遣の西本願
寺 皇軍慰問班帰る
6. 1 大谷派台湾 開教監督部 特別伝道開
始
6. 2 鮮満支へ お伽の慰問 駒大教育部
6. 2 米布の同胞を代表 曹洞の皇軍慰問
磯部、 戸田の両氏が
6. 2 新東亜建設 促進叫ぶ 東亜親交会の
けふ大講演会
6. 2 興亜問題協る
6. 2 中国の活動に比し 日本は衰微的傾向
幾多の原因挙げる 世界本部のデビ
ス氏 Y M CA
6. 3 現地で語る宗教戦士 まづ何より事業
が第一だ 南京で座談会開催
6. 3 立命館大学 東亜研究会 けふ発会
6. 3 北中支に三部 大蔵経の贈呈先決る
福田宏一氏の遺業
6. 3 南京だより 高橋良和
6. 3 南京日華仏連の 陣容愈よ整ふ 中国
各団体と提携
6. 3 南京神社創建 二十万円で 近く着工
6. 4 南京から蘇州へ 高橋良和
6. 4 諸島に神社の創建続出 南洋庁か神社
規定制定 立案準備に蓮香属官東上
6. 4 北支で現地講習 今夏、 京大学生ら三
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
十名　 北京師範で聴講
6. 4　 蘇州から留学僧　 浄宗が二名招致 二
ヶ年 ミ ッチ リ勉学
6. 4　 禅門独自の立場で　 興亜の戦士養成
駒大の満支講座拡大
6. 4　 朝鮮と台湾に　 宗立専門僧堂
6. 4　 妙心寺派が新たに　 朝鮮人教会制度近
く実施規則発布
6. 4　 坊子 ・盆都に分会を　 東亜仏教会の拡
大強化　 灘県東本願寺の加藤氏
6. 4　 敢て英との妥協を排す　 蒋か死んで も
決して　 事変は解決せぬ 蘇峰翁の対
支対英外交観
6. 4　 武漢だより (下) 武漢東本願寺主任
水戸憲道
6. 4　 華中漫談　 横湯通之
6. 6　 興亜精神涵養へ　 今夏満蒙支に学生青
年派遣
6. 6　 中国の仏学院に　 聖徳太子奉安 各方
面から注目
6. 6　 満蒙開拓青　 少年壮行会
6. 6　 興亜院の補助成り　 愈よ活動開始 王
一亭の孤児院も経営　 中支宗教大同連
盟
6. 6　 杭州にて　 高橋良和
6. 6　 寺院の登録制採用　 杭州八百の寺院調
査　 日華仏教会で着手
6. 6　 在東京半島　 人の赤誠
6. 6　 “正法顕揚の秋”　 民衆の安居楽業を
求めて　 上海で新仏教運動を提唱
6. 6　 岳陽城頭に　 感激・宗祖誕生式 西本
派遣中支班帰る　 土岐慶静氏談
6. 6　 マ ドラス大会か　 米教会に与へた影響
“民族心理等理解せよ”　 各派外国
伝道局の決議
6. 7　 東亜共同体の　 理念と実践 (上)
一日本青交協会の座談 会を傍聴して一
三浦参玄洞
6. 7　 縁を捉へてまづ支那から　 そして世界
に進め　 日本仏教へ希望語る 上海市
政府参議胡壽昌氏
6. 7　 回教民族対策　 大講演会開く
6. 7　 南洋の神社問題と　 奉仕員養成で 関
係者か研究協議会
6. 8　 東亜共同体の　 理念 と実践 (下)
一日本青交協会の座談 会を傍聴して一
三浦参玄洞
6. 8　 燃える日本仏教研究熱　 ビルマに仏教
道場創設　 青年僧の派遣求む
6. 8　 上海続点描　 高橋良和
6. 8　 学童に自ら興亜魂　 谷大興亜寮の訓練
付近住民から感謝の嵐
6. 8　 中国の幼童に　 贈る…宣撫用カー ド
西本願寺で新案
6. 8　 東亜親交会　 印度の独立 促進等決議





1939. 6. 8 日本青年僧の中国移住 中国寺院の開
拓に当る 宗教大同連が近 く発表





6. 9 仏陀の慈光で 日華親善へ 大阪興亜
会結成
6. 9 上海から内地へ 高橋良和
6. 9 僧侶出身の 兵隊さん慰めよ 西本願
寺現地派遣憎 平山義仁氏の提唱
6. 9 組合協会朝鮮伝道拡大 教師後継者養
成問題議す 朝鮮信徒大会で
6. 9 小林誠氏帰朝 現地実情報告
6. 10 わか大陸政策に反映する 台湾植民
湾島管見 久富保一
6. 10 中国と台湾の 土産話を聴 く 中外読
者倶楽部総会
6. 10 兄は中国に宣撫 寺は妹が引受ける
西本奈良県下の非常時風景
6. 10 中国仏連決然参加す 王克敏 ・王揖唐
氏ら入会 日華仏研の積極的活動
6. 11 わか大陸政策に反映する 台湾植民
湾島管見 ‘…(2) ・・・ 久富保一
6. 11 興亜促進運動 第一段完了 西本慰問
隊 南支班帰る
6. 11 ラマ教改革の機運 統一 して教団組織
に進める 興安局愈よ乗出す
6. 11 大陸神社の 奉祀貝養成 研究懇談会
6. 11 日本ナザレン教会も 中支に教会設置
日本人の手で基教地域を
6. 11 武漠だより (承前) 武漠東本願寺主
任 水戸憲道
6. 11 外資を離れて独立 盛んな朝鮮基教会
内鮮一体の理想実現
6. 13 わか大陸政策に反映する 台湾植民
湾島管見 …(3) ・・・ 久富保一
6. 13 蒙疆へ来る者はまづ 回教徒の習俗を
知れ 風俗無視の危険性から 厚和領
事館が通告発す






6. 13 現地へ派遣する 当局の頭を改めよ
須賀隆賢氏帰朝談
6. 14 わが大陸政策に反映する 台湾植民
湾島管見 …(4)… 久富保一
6. 14 ビルマへ文化使節
6. 14 メ ッカを中心と して デマ放送の支那
回教徒 速に回教対策を樹てよ 回教
民族対策講演会盛大




6. 14　 日本YMCAの　 巾支難民医療班 メ
ンバー決定




6. 14　 南洋神社の　 奉仕貝養成
6. 14　 大派宗議会　 第一日
蘇州問題で　 議貝懇談会
蘇州問題は円満解決　 第二日
6. 15　 わか大陸政策に反映する　 台湾植民
湾島管見　 ‥・(5)… 久富保一
6. 15　 大衆葬儀場に　 “太子奉安は不可”
大連聖徳会から反省要求
6. 15　 自ら舌を切って　 血染の日の丸に敬書
中国僧、 日華親善誓ふ　 関山東本慰
問使の感激
6. 15　 新京など五都市に　 五ケ寺を公認さる
仏立講の満洲教線活躍
6. 16　 わが大陸政策に反映する　 台湾植民
湾島管見　 ‥・(6)… 久富保一





6. 16　 西本満洲国　 布教使大会
6. 16　 大陸進出の　 婦人の生活環境視察 池
山薫女史派遣
6. 16　 現地へ出発　 天理教の 皇軍慰問班
6. 17　 わが大陸政策に反映する　 台湾植民
湾島管見　 …(7) ・・・ 久富保一
6. 17　 “上海は平穏だ”　 大谷光瑞氏帰洛
6. 17　 蘇州問題は何処へ ?　 特別調査員の
比率問題でゴテル　 大派宗議会第四日
6. 18　 わか大陸政策に反映する　 台湾植民
湾島管見　 …(8)… 久富保-
6. 18　 賀川豊彦氏の失言を　 蒋か利用 ・悪宣
伝　 外務省か賀川氏を招致 ・詰問 愛
国団体の蹴起 !
6. 18　 支那のデマ粉砕する　 大阪YMCAの
事変版　 各国から続 反々響来る
6. 18　 沙河口より　 藤等影
6. 20　 わか大陸政策に反映する　 台湾植民
湾島管見　 …(9)… 久富保一
6. 20　 北辺防備急なる時　 千島色丹開教に挺
身　 奥村円心の自筆本等復刻 大派教
化研の事業
6. 20　 新事態を認識　 “日本語” の研究 朝
鮮外人宣教師
6. 20　 満蒙開拓への　 よき内助者養成 上宮
教会か女子　 拓務訓練所開設




















6. 25 華語の興亜教授 英語 ・ 国漢専門別
に中等教員を対象 南浮智成氏の近業
6. 27 満洲国仏教 総会に語る (三) 在満
洲 五十嵐賢隆
6. 27 鉄路と文化 (満洲講演の旅よ り) ( 1)
満鉄巡回講師 甲斐静也
6. 27 大陸の癩患者は 将来日本が救済 欧
羅巴では既に絶滅 救癩の慈父 光田
愛生園長と語る
6. 27 日華児童の 親善に貢献 贈った玩具
慰問の反響
6. 27 半島僧を通じ 内鮮融和図る 苦心経
営の半島僧布教所 安達氏の努力酬は
る
6. 27 内鮮一体は 神前結婚から 模擬結婚
式
6. 27 新薬 “曹洞禅丹” 中国難民へ施薬
6. 27 住職勇士へ 特別慰問 妙心寺派から
6. 27 「一致排撃共産党」 の下 中国回教徒
の組織化 最近の調査で信徒五千万
6. 27 都市に農山漁村に 興亜促進対策決る
西本願寺の幹事会 東京開催有意義
に終る
6. 27 宗教を利用する 不真面目さは駄目
“人” を要求する満洲 田崎健作牧師
帰来談
6. 27 “印度を独立せしめよ” 打倒英国の
雰囲気の中に 大阪の支援大会頗る盛
況 宣言、 決議を一致可決
6. 27 亜細亜の敵 ・英国 打倒に挺身誓ふ
青年亜細亜連盟の声明
6. 28 鉄路と文化 (満洲講演の旅より) ( 2)
満鉄巡回講師 甲斐静也
6. 28 興亜青年勤 労報国隊へ 駒大健児参
加
6. 28 中国開教費にと ポンと一万円 浄宗
一尼僧の献金
6. 28 新京国都建設促進で 西本願寺叱らる
“別院建てぬなら 早く土地を返ぜ
6. 28 抗日の具に利用した 蒋政府の暦を一
掃 中国新政府の依頼で 京大と東方
文化研で製作
6. 28 仏教美術の権威 小野玄妙氏急逝 四
庫全書の出版挫折
6. 28 大陸教化の 実行に 基教同志会 五
綱領決定
6. 28 阿知和朝鮮 山川龍頭山 宮司辞表提
出
6. 29 宣撫班従軍記 ( 1) 宣撫官 吉藤智
水
6. 29 新東亜の建設と イ ンテ リの問題 (上)
三浦参玄洞






6。21 興亜諸問題や 宗団法の大協議 珍ら
し く東京に開く 西本の全国管事会
6. 22 訪華談の報告により 積極的な対支仏
教親善策 今月末開く 日華仏研幹事会
6. 22 日本人の奥床しさ 西本願寺に参拝の
広東訪日婦女団の感想
6. 22 現地日本人は勿論 全国民緊拝一番せ
よ 満支人の尊敬を失ふな 聖公会、
安島八郎牧師談
6. 22 蘇州問題に関し 当局遺憾の意表明
奨義事務局拡張言明 不信任案不発に
終る 一午後本会議-
6. 22 満洲国境深く 西本願寺が初めて 移
民布教を敢行
6. 22 興亜精神 叩き込む 西本仏青の 指
導者訓練
6. 23 中支宗連の 陣容成る
6. 23 遼の壁画と都城研究 興安西省巴林左
翼旗へ 京大が研究団派遣
6. 24 マゴつ く 英人 痛快な天津租界 伊東
勝秀氏帰来談







6. 24 駒大のお伽 慰問班決る あす発表会
6. 24 大陸の宗教活動に 絶対的必要認め
政府が近 く 積極的対策確立 興亜院文
化部で調査開始
6. 24 ハルビン基青 日本見学団
6. 25 満洲国仏教 総会に語る (二) 在満
洲 五十嵐賢隆
6. 25 支那で使はれる カナモジ論語 稲垣
伊之助
6. 25 興亜宗教闘士養成に ひと肌脱 ぐ財界
のお歴々 香港西本願寺留学生の 後
援運動を起す
6. 25 入蒙の英僧日持上人 遺跡顕彰運動
樺太上陸地発見を機に 国民精神総動
員に拍車
6. 25 王揖唐氏が主任で 故宮壇城を修復
同願会の密教昂揚運動




1939. 6. 29 天津租界問題の外交 交渉の要点は?
田中立命館大学教授談





6. 29 内鮮融和の 中央協和会 昨日創立総
会
6. 30 新東亜の建設と イ ンテ リの問題 (y )
三浦参玄洞
6. 30 鉄路と文化 (満洲講演の旅より) ( 4)
満鉄巡回講師 甲斐静也
6. 30 英国に愚弄されるな 政府を鞭昼し徹
底的解決へ 天津租界問題東京交渉で
暁鳥翁悲壮な決意語る
6. 30 宣撫教化用 “浄業日課” 各方面か
ら 施本申込み
6. 30 日華親和の 宗教闘士養成 西本願寺
で 実業家協議
6. 30 大同に “仏の家” 日宗の福島円明氏
妙法西漸へ
6. 30 半島人の 旧慣破り 福井西別院で
仏前結婚式
6. 30 大陸の神社問題で 興亜院か対策考慮
近く専任機関創設か
6. 30 神威冒涜の 現状に鑑み 北京神社の
創建延期
6. 30 漢口神社再建 来月中に竣工
6. 30 京大東亜研貝 が宣撫応援
6. 30 日華仏教研の 大阪支部総会
6. 30 仏教徒が大多数 重大な動きを見せる
回教 内地宗教界の活動要望 蒙古の
宗教事情
7. 1 宣撫班従軍記 ( 2) 宣撫官 吉藤智
水
7. 1 満洲国通遼県か 土地 ・建物を寄進
東本願寺を創設
7. 1 現地各宗派開教陣の “宗我” 意識薄
ら ぐ 岩倉隊長の現地報国
7. 1 北京党生女学校 公私立校長招待
7. 2 宣撫班従軍記 ( 3) 宣撫官 吉藤智
水
7. 2 日本を誤認する米人 と支那人の悪宣
伝解剖 中村嘉壽氏本社で語る
7. 2 支那人も日本の 偉人を尊敬せよ 暁
烏敏氏の獅子吼
7. 2 興亜記念日を前に 宗門初の論功行賞
古義が事変関係活動者へ
7. 2 東亜の現事態に鑑み “宏謨翼賛” の
教書発示 百万門徒一斉起ち上れ ! と
大派、 光暢法主の歴史的宣言
7. 2 京城西別院 防衛団完備




7。 2　 天理青年会　 興亜講習 中堅層集めて
7. 2　 世界相手の思想戦　 国民よ健全なる精
神を養へ　 大道社林銑十郎大将の獅子
吼
7. 2　 大陸に働く　 邦人慰安 浄宗現地開教
使
7. 2　 浄土宗北支　 開教視察団 六日、 宗筋
所で　 報告会開く
7. 2　 上海より　 福地定一
7. 4　 宣撫班従軍記 ( 4) 宣撫官　 吉藤智
水
7. 4　 戦地雑感　 谷口達聞
7. 4　 租界問題東京会談に　 “日本語を使用
せ よ”　 俄然、 軍少壮部に起る
7. 4　 興亜建設の大道は　 攘英に在り 印度
青年と意見交換　 東洋精神研究会主催
7. 4　 朝鮮西本願寺　 開教主任会議
7. 4　 新嘉披以西に　 英を駆逐すべし 頑英
折伏に各団体蹴起
7. 5　 大陸の皇道　 宣布拠点 皇典講究所
北京に分所
7. 6　 大陸に神祗宣揚　 先づ小学教育通 じて
普及　 神祗教育方針決る 師範特別学
級
7. 6　 応召の覚悟で　 基青同盟の大陸進出準
備　 内地総主事も待機
7. 6　 日本婦人矯風会　 大陸進出の基地 新
京に婦人ホーム建設
7. 6　 開設地は蕪湖　 YMcA同盟学生 医
療班開設地決る
7. 6　 欧米依存主義を排し　 大陸独自の社会
事業建設　 興亜院か調査団を派遣
7. 6　 半島同胞学徒に　 隣保事業 rff隣学舎」
事業後援会成る
7. 6　 満蒙国境事件で　 西本願寺も緊張 十
余名内地より急派
7. 6　 京城各宗仏述　 事変記念日
7. 7　 再び、 新東亜の建設について (上)
三浦参玄洞
7. 7　 信仰の復興と　 宣撫工作 千家尊建
7. 7　 老狛英国府懲大講演会　 果然国民大会
に展開　 英租界即時回収せよと決議
国民的与論に舌端火を吐く　 本社主催
7. 7　 襲撃の匪賊と戦ひっつ　 研究のメ ス揮
ふ　 東西両帝大の学徒達が 成文帝慈
母の古墳調査
7. 7　 けふ、 興亜記念日
7. 7　 思ひは国境に　 我々も通訳に出たい
廿爾廟出身ラマ僧語る
1　 ’7　 天津問題の成行憂へ　 政府鞭慧の猛迎
動展開　 反英運動の大衆化と併行
1　 ’i　 切支丹と関係深い　 比島の救癩事業史
わか斯界に援助の声
7. 8　 再び、 新東亜の建設について ( 中)
三浦参玄洞






1939. 7. 8　 興亜の色彩濃く　 京大の夏期講習会
七月三十一日から開始
7. 8　 東洋桁神を振興して　 イギリス文化の
追放だ　 日印青年有志決議
7. 8　 中日密教研　 大同へ進出
7. 8　 金光の大陸進出　 対支活動の人材 全
教より広 く募集
7. 8　 興亜促進強調　 銃後教化に邁進 実行
委員会開かる　 西本願寺安芸教区
7. 9　 再び、 新東亜の建設について (下)
三浦参玄洞
7. 9　 北京緑蔭茶話　 在北京 出雲路善尊
7. 9　 けふ　 英国全教会が 支那人の為祈る
“英国の対日認識不足振り　 かく の
如く に御座候”
7. 9　 満蒙の新天地へ送る　 “土の戦士” 宗
教義勇軍　 蓮門各派から一個連隊を
二千六百年記念 “日蓮村建設”
7. 9　 興亜意識　 の体験を 内原訓練所出
西本学生義軍
7. 9　 興亜院の命で　 椎尾博士渡支

















7. 9　 皇民化問題は　 結局どう徹底させるか
7. 11　 社会事業の　 大陸進出
7. 11　 山本博士帰来談　 中国人への 伝道に
つき
7. 11　 大陸文化の再建は　 先づ土民の教化
若き僧侶挺身隊五十名募る　 中支宗教
大同連盟の新計画
7. 11　 日本山妙法寺や　 仏立講に退去命令
類似宗教も徹底的に排撃　 福田仏教部
長談
7. 11　 民衆教化には　 学徳兼備の高僧を 帰
還の清水中将談
7. 11　 中等教科書を中心に　 “文化史” の表
現を改革　 支那文化輸入とは書けぬ
文部省か出版協会で言明










7. 11　 東京会談へ送る国民の要望　 英国の世
界政策 訂正の神の聖業 組合教会牧
師 遠藤作衛氏談
7. 12 北京緑蔭茶話　 在北京 出雲路善尊
7. 12　 戦況に地図を按ずる　 叡山留学の蒙古
学生ら 夏季休暇を利用して 昨十一
日夜帰国の途に
7. 12　 日蓮村の建 設を待望




7. 13 孔聖紙その他適当な 祭神を合祀する
要あり　 大陸の神社祭神問題
7. 13 開教覚え書き (一) 在杭州 大津澗
山
7. 13　 北京緑蔭茶話　 在北京 出雲路善尊
7. 13　 日華の美術提携 今秋、 大都市を巡回
両国美術展を開催
7. 13　 東京会談へ送る国民の要望 会談成立
の可能性 更にある日独軍事同盟 京
電常務 石川芳次郎氏談
7. 13　 本島人教化に 大運動を起す 西本台
湾本島僧
7. 13　 興亜仏教学建設へ 今秋の仏教学大会
で 「大陸と仏教問題」 を討議
7. 14　 直ちに建設　 に結びつく 一汪兆銘の
声明-
7. 14　 開教覚え書き (二) 在杭州 大津澗
山
7. 14　 大陸う ら街道 (一) 落合かんも
7. 14 “生死の大事に就で 光暢法主の教
を請ふ 太虚法師と並称される聞賢法
師 日華仏教提携の朗話題
7. 14 東京会談へ送る国民の要望 蒋政権を
交戦団体に　 速に宣戦すべし 新中央
政府樹立の急務 末広重雄博士談
7. 14　 燃える報国赤誠こめ 愛国志士養成の
道場　 新教団の意識も熾んに 拓務省
後援で西本訓練所創立
7. 14　 東方の日、 華を照す 野人英仏に国を
譲るな　 中国僧侶の示す反英意気 日
本仏教徒の向ふべき道
7. 14　 宣撫メ モ　 一紙友近信一
7. 15 開教覚え書き (三) 在杭州 大津澗
山
7. 15　 大陸う ら街道 (二) 落合かんも






1939. 7. 15 満洲移民は融和の母 差別意識を全 く
解消 物を言ふこの実例
7. 15 天津事件で印皮人 日本の真意知る
愉快な土産話持って 瀧照道氏婦る
7. 15 “興亜再建も小国民から” 日満支防
共児童大会 今秋、 大正大学で開催
7. 15 林大将も一席 海外祀官養成所
7. 15 東京会談へ送る国民の要望 英の屈服
は勿論だ 即時軍政を布け 立命館総
長中川小十郎氏談
7. 15 小学教育に主眼 教育復興に全力 中
国臨時政府の輝く業績 東亜共同体建
設に期待
7. 15 満支蒙疆にも パンフ レッ ト撒く 全
日本仏青連盟の 総会、 大会迫る
7. 15 朝鮮で英人 神父の不穏言動
7. 15 満支大都市 在住邦人人数
7. 15 武勲に捧げる 軍国乙女の純情 駒沢
高女の追善部隊
7. 16 開教党え書き (四) 在杭州 大津澗
山
7. 16 蘇嘉線より 福地定一
7. 16 京都女専生か 大陸に慰問行 夏休み
の勤労奉仕




7. 16 中支英教会は 維新政府に接近 華中
反英総会の決議





7. 18 開教党え書き (五) 在杭州 大津澗
山
7. 18 満支の大都市 (上) 在南京 藤井草
宣
7. 18 蒙古、 遼の墳墓の 壁画を模写に 京
大研究団に加はり 杉本哲郎画伯出発
7. 18 東京会談へ送る国民の要望 私達の兄
貴よ ! 倒英は日本の聖務 徹底的に
確 りやって く れ ホース ・ ピハリ氏
7. 18 日満両軍に 感謝文 満洲仏教総会
7. 18 宗教家の仮面に隠れ “諜報” 戦線に
暗躍 イギリス宣教師の 怪行動続々
暴露す
7. 18 渡御の列に 中国人も 大阪天神祭
日華共同で
7. 18 深草派教線 台湾に進展
7. 19 開教覚え書き (六) 在杭州 大津澗
山
7. 19 満支の大都市 (下) 在南京 藤井草
宣
7. 19 微妙な点は何れ “大陸う ら街道” で
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
落合かんも氏帰る
7. 19　 東京会談へ送る国民の要望　 中国とイ
ギ リ スは　 性格的に類似の国 ただ実
力で彼らを制しう る　 京大教授 牧健
二博士談
7. 19　 世界仏教徒に与ふる書　 仏徒の観た東
亜新秩序　 ヤング ・ イース トで認識是
正
7. 20　 開教覚え書き (七) 在杭州　 大津澗
山
7. 20　 大陸う ら・街道 (四) 落合かんも
7. 20　 移民村と国境線 ( 1) 満洲講演の旅
より　 満鉄巡回講師　 甲斐静也
7. 20　 南支厦門に　 仏教復興の魁 月刊雑誌
“大乗” 創刊
7. 20　 承徳東本願寺　 孟蘭盆法要 英霊に感
謝
7. 20　 奉天忠霊塔　 孟蘭盆会
7. 20　 東京会談へ送る国民の要望　 中国租界
問題の　 根本的解決の機 確信もって
強く 当れ　 立命館大学教授 太田義夫
氏談
7. 20　 日満支共同体の　 建設は [誠] で貫け
維新政府代表は叫ぶ　 大阪の経済懇
談会席上
7. 21　 満洲国宗教行政(1) その展望と研究及
対策　 奉天 五十嵐賢隆
7. 21　 移民村と国境線 ( 2) 満洲講演の旅
より　 満鉄巡回講師 甲斐静也
7. 21　 大陸う ら街道 (五) 落合かんも
7. 21　 日満華救世軍の　 独立が先決 興亜再
建の宗教工作　 基教消息通か強調
7. 21　 緑化成功のコッ　 鎮江山臨済寺創建者
細野南岳氏の弁　 満洲国と植樹
7. 21　 東京会談へ送る国民の要望　 当然決裂
だ　 印度は狂喜してゐる 東方文化連
盟　 戸田芳助氏談
7, 21　 東亜共同体研究　 社会的基督教の 六
甲特別懇談会
7. 22　 満洲国宗教行政(2) その展望と研究及
対策　 奉天 五十嵐賢隆
7. 22　 移民村と国境線 ( 3) 満洲講演の旅
よ り　 満鉄巡回講師 甲斐静也
7. 22　 東京会談へ送る国民の要望　 東亜の新
事態認識を　 啓蒙するのか要点 ねば
り強く 目的貫徹へ　 法学博士 恒藤恭
氏談
7. 22　 満蒙支開教への　 基本的活動の為 政
策の行詰りではない　 草繋総務は語る
7. 22　 攘英東亜　 民族大会
7. 22　 挺身的青年僧　 一千名を中国へ 興亜
の精神的礎石に　 仏連、 中支宗連に協
力
7. 22　 大陸への神祗　 宣揚策確立へ 講究所
が専務等派遣　 興亜院へも具体案建議


















大陸う ら街道 (九) 落合かんも
大陸に呼吸す (上) 南紀　 蘆葉
杭州より (上) 第五信　 福地生
















1939. 7. 23　 満洲国宗教行政(3) その展望と研究及
対策 奉天 五十嵐賢隆
7. 23　 移民村と国境線 ( 4) 満洲講演の旅
よ り 満鉄巡回講師 甲斐静也
7. 23　 内地で最初　 内鮮一体の教会 日基加
茂川教会か設立




7. 23　 龍大教職員か　 興亜促進運動
7. 23　 “現地と内地に　 距離なきやう” 天
津の現状語る 瀧渫知恩院主任
7. 23　 全面に盛り上る　 興亜の意識 全日本
仏青連盟 総会への提出議案
7. 23　 童話家文学者待望の 「パンチ ャタ ン
ト　 ラ」 の邦訳成る　 一宗茅生婦人の
近業一　 佐藤密雄
7. 25　 満洲国宗教行政(4) その展望と研究及
対策 奉天 五十嵐賢隆
7. 25　 移民村と国境線 ( 5) 満洲講演の旅
よ り　 満鉄巡回講師 甲斐静也
7. 25　 大陸う ら街道 (六) 落合かんも
7. 25　 仏青義勇軍を　 満蒙支に派遣 西本仏
青指導者　 訓練所の協議会
7. 25　 今後の回教　 に重大協議 浄宗現地
開教首脳部
7. 26　 重慶政府の　 和戦色分け
7. 26　 全満洲国に　 盛り上る興亜の気 西本
満洲国開教総長　 千葉康之氏談
7. 27　 大陸う ら街道 (七) 落合かんも
7. 27　 団扇太鼓を叩きつつ　 亜細亜の為祈る
“印度の父” ガンジー翁が　 熱心な
法華経信者に !　 小笠原中将の 許へ
裔す朗話
7. 27　 日華両国浄土宗徒が　 同じ日に念仏会
営む
7. 27　 農業集団移民を　 更に日蓮宗各派か
一般信徒に呼びかく
7. 27　 義勇軍幹部ら　 勇躍訓練所へ
7. 27　 内原訓練所に　 火の出る受訓
7. 27　 大陸う ら街道 (八) 落合かんも
7. 27　 黎明興亜仏　 教市民講座 西大谷本廟
で




7. 28　 転向者を通じて　 内鮮一体に努力 京
城保護観察所が
7. 28　 仏青の世界こそ　 差別観念を止めよ
半島青年仏徒の叫び
7. 28　 興亜行道者　 晴れの卒業










8。 1 太子御造寺の聖業仰ぎ 新大陸と宗教
経略樹立 西本願寺臨時集会に提案
8. 1 駒大の満華講座を 興亜修禅道場と改
称　 今秋九月より開設
曹洞の思想戦士養成
8. 1 ハルビンや香港 満洲に興亜留学生
西本願寺が募集
8. 2 満洲国宗教行政(5) その展望と研究
及対策 奉天 五十嵐賢隆
8. 2　 戦線 内地 半島 三つ結ぶ赤誠
皇軍慰問続り心の華咲く 内鮮融和の
感激篇









8. 3 満洲国宗教行政(5) その展望と研究
及対策 奉天 五十嵐賢隆
8. 3　 亜細亜民族の亜細亜 建設に協力期待
アジア防共委員懇談会　 十四ケ国代
表へ招請状 今秋東京で開く
8. 3　 大谷尊由総裁逝去　 蒙疆張家口旅宿に
両陛下の御見舞
8. 3　 最近の張家口　 一番悪い天候
8. 3 ラマ僧に鍼灸術 医療設備皆無の 満
蒙奥地に福音









議　 会社と本山 合同葬か 築地別院
で





8. 3　 大陸の宗教国策へ　 文部省も調査員を
派遣　 相原宗教局嘱託近 く 出発
8. 3　 “日蓮村” 建設　 の具体策協議
8. 3　 興亜の児童養成に　 愛国訓練を実施
知恩院社会課が
8. 3　 朝鮮基教会　 認可に慎重
8. 4　 満洲国宗教行政(7) その展望 と研究
及対策　 奉天 五十嵐賢隆
8. 4　 大陸う ら街道 (十) 落合かんも




8. 4　 言葉の通ぜぬのが　 一番もどかしい
中国女学生の訓育語る　 平馬、 浜岡両
女史　 北京覚生女
8. 4　 石家荘の妙　 心派教会所 水害で崩壊
8. 4　 光明氏一行　 北京に安着
8. 4　 積極的に乗出す　 金光教の宣撫工作
中北支布教監理所長に　 金光三代太郎
氏任命
8. 4　 半島仏青連盟　 全国的に統合
8. 4　 済南西本願寺
8. 4　 興亜局長
8. 4　 興亜学術協会　 今月末より 北京で開
催
8. 4　 興亜に備へて　 中国有為の青年を 僧
侶に養成せよ　 大陸教化は医術兼業で
松本文三郎博士談
8. 5　 満洲国宗教行政(8) その展望と研究
及対策　 奉天 五十嵐賢隆
8. 5　 北京覚生女学校御成り　 中国女子教育
事業御奨励　 陳校長等に握手を賜ふ
大陸御転戦の李王垠殿下
8. 5　 雲肖の石仏調査研究中　 北魏文化の古
跡 「方山」 を発見　 世紀の脚光浴びて
登場
8. 6　 引続き招致する　 ラマ教青年僧 早く
も明年第二回迎ふ
8. 6　 一万五千円を計上　 青島神社二十周年
鎮座記念奉祝会挙行
8. 6　 満洲国宗教行政(9) その展望と研究
及対策　 奉天 五十嵐賢隆
8. 6　 大陸に呼吸す (下) 南紀　 蘆葉
8. 6　 支那仏教講話　 野依秀市著
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
8。 6　 北支の豪雨で 救援に努力 石家荘本
願寺
8. 8　 満洲国宗教行政(10) その展望と研究
及対策 奉天 五十嵐賢隆
8. 8　 日支仏教交渉上価値ある 武昌聞賢の
質問 (上) 在南京　 藤井草宣
8. 8 大陸う ら街道 (十一) 落合かんも




8. 8 大派土岐氏の渡島 探検隊に参加して
宣教師と曹洞宗僧侶
8. 8 “海神” も併祀か 南洋神社御祭神問
題 権威を委員に研究
8. 8　 支那寺を修理　 中国青年教化 大派、
長谷川氏
8. 8 尊由氏遺骨　 空路帰束 北京の告別式
8. 8　 今ぞ大陸に羽樽く 興亜行道者前線へ
晴れの終了式盛ん
8. 8 北海道及び 樺太へ飛躍 中根環堂氏
8. 8　 鶴見高女で 興亜仏教 講座開く
8. 9　 型戦の意義を 徹底せしめよ 一事変
処理の唯一路-
8. 9 行動的知性の要求 (中) 一東亜共同
休建設への一思案一 三浦参玄洞
8. 9　 日支仏教交渉上価値ある 武昌聞賢の
質問 (下) 在南京 藤井草宣
8. 9 大谷尊山師を偲びて 甲斐和里子
8. 9 基督者の医療班ゆゑに 喜ぶ蕪湖の中
国窮民 学生医療班の第一信
8. 9　 世界最古の木版　 “陀羅尼経” を発見
印刷術発明の祖 五百年祭を前に
8. 9 哀し ・声なき帰還　 尊由氏遺骨築地別
院へ　 迎日湿かなお通夜
8. 9 興亜長期建設に対応 大派興亜事務局
成る　 戦時中、 満支開教事務も隷属
銃後奉公の完璧を期す
8. 9　 満支の開教費は 興亜事筋局予算に包
含　 安田宗務総長談
8. 9 花蓮港街に　 大派布教所 ア ミ族皇民
化期待さ る
8. 9 大派広東布 教所の活動
8. 10　 行動的知性の要求 (中) 一東亜共同
体建設への一思案一　 三浦参玄洞
8. 10 尊由氏を憶ふ 松原到遠
8. 10　 中国僧やラマ僧も参列 古義の現地旧
盆法要　 日程も愈よ本きまり 高岡管
長十八日出帆
8. 10　 講究所と興亜院の　 折衝に曙光見ず
講究所は北京に分所設置 大陸の神社
行政確定未だし
8. 10 愈よ29日に決った　 日華両国の念仏会
広 く全浄宗寺院が修行






8。15 “親子三人大陸で” と 荒鷲の父は語
る 大派新満洲監督大照氏
8. 15 近畿神連が皇 軍慰問団派遣
8. 16 興亜宗教戦(3) 一特に若き宗務家に
惣ふ一 柴田澄雄




8. 16 教育者の中国視察 府教育会より六氏
派遣
8. 16 寺廟整理や 本島人教化 西本全台湾
開教使協議
8. 16 興亜行道者養成所 今秋第二回開設
各宗へ参加勧誘
8. 17 此處も長期建設 (上) 中支宗教大同
連盟 結城瑞光
8. 17 興亜宗教戦(4) 一特に若き宗務家に
忽ふ一 柴田澄雄
8. 17 張家口に 記念塔 尊由氏の分骨
8. 17 官社神職の従軍困難 軍と連絡な く具
体策無し 内務省神社局の弁
8. 17 曾ての反逆朝鮮人か 神宮参拝で完全
に悔悟 彼等を中心に座談会を 朝鮮
保護観察所の新方針
8. 17 白衣の勇士か 法衣の戦士に 仏光寺
派も 南京に進出
8. 17 村人と耕し談る 佳木斯の移民開教僧
西本願寺から派遣
8. 17 組織、 陣容を改め 興亜の対策 時局
活動に拍車 天理教で考究中
8. 17 満洲 ・北中支に亘り 皇軍慰問団派遣
大谷派宗議会の壮挙
8. 17 駒大お伽班 台湾で放送
8. 17 大陸移住で 視察員派遣 中支融事協
会 本年は廿名を
8. 18 営城子漢代壁画 ‥・ワ ー ル マ ンハ ヘ の
旅 ( 1) 杉本哲郎
8. 18 此處も長期建設 (下) 中支宗教大同
連盟 結城瑞光
8. 18 「阿偏陀経絵図」 一万部 五台山に納
経、 親善強調 晋北日華仏教連合会か
ら 中国民衆の慰撫と福利計る
8. 18 興亜の礎に捧 ぐ赤誠 上海西本願寺の
盆灯
8. 18 事変下の “保護日” 保護機構の整備
拡充や 大陸進出の奨励
8. 19 われ大陸に聞く ( 2) …虚往実帰と
智境合一の心構へ… 中田吸郎
8. 19 窮した中国側 英米学界に哀願 日英
会談中止に狂奔
8. 19 上海基青が中国 地方青年層へ接触
杭州の好成績に鑑み 南京に日語学校
8. 19 内地の事情に あまりにも疎い 半島
人の青年学生達 大陸工作に示唆
8. 19 英霊奉祀の問題や 従軍神職の対策
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1939. 8. 10 内鮮両基連が 協力覚書を手交 内鮮
一致の具体化
8. 10 興亜行道の 宣撫官現地へ 昨夜発つ
8. 11 行動的知性の要求 (下) 一東亜共同
体建設への一思案一 三浦参玄洞
8. 11 印度仏教復興の曙光 一仏弟子の遺骨
返還一 来馬琢道
8. 11 大陸う ら街道 (十二) 落合かんも
8. 11 満蒙開拓士慰問の 両嬢招き現地報告
丹波、 出雲神社
8. 11 五族の純潔のため 新京に婦人矯風会
館 建設手続き全 く なる
8. 11 西本本山で 一座法要 尊由氏葬儀
当日同時に 台湾の追悼
8. 11 大洪水のため 馬車で強行軍 京大蒙
古調査団
8. 11 中国四億の民衆は 如何なる宗教生活
をす るか 愈よ興亜院の依頼うけて
けふ、 宇野博士ら調査に出発
8. 12 “大陸花嫁教室” 福井西別院に開設
8. 12 印度革命の蜂火 急進党の結成急 ぐ
壮年政治家ホース氏蹴起
8. 12 妙心漢口教会所 改修統務会議 現地
から代表者出発
8. 12 大派満洲開教監督に 大照氏を起用
今後の手腕期待さる
8. 13 興亜宗教戦(1) 一特に若き宗務家に
恕ふ一 柴田澄雄
8. 13 大陸う ら街道 (十三) 落合かんも
8. 13 滞鮮五日の成績 谷本富
8. 13 北樺太利権
8. 13 日本精神を海外に宣揚 「国体の本義」
海外版委員決る 文部省に 対外文化
宣揚課 (仮称) 設置
8. 13 大谷尊由氏葬儀 きのふ築地別院で
本山や各地一斉に
8. 13 華人の檀徒総代 徐州の曹洞宗布教所
8. 13 隣邦児童愛育所へ 畏し ・ お使御差遣
中国孤児の感激
8. 13 底力示す金光教 上海に宏大な教会所
本部に於て協議中
8. 13 北支で興亜 展覧会
8. 13 杭州より (下) 第五信 福地生
8. 15 興亜宗教戦(2) 一特に若き宗務家に
忽ふ一 柴田澄雄
8. 15 断末魔の重慶政府 雲南を猶太人に解
放声明 独系猶太人の狂奔
8. 15 曹洞完全書 満洲国皇帝へ 献上の手
続了す
8. 15 大陸開発の尊き人柱 大谷尊由氏の盛
葬 宮家御代香を始め 会葬者無慮二
万余
8. 15 内鮮仏教一体化に 興亜親善夏安居
朝鮮晋州での結衆 諸行事等決定さる
8. 15 法華八講等 朝鮮で最初






1939. 8. 19　 応召 ・ 出征僧侶の　 未教師取扱を協議
仏立講教務会議
8. 19　 戦線と読書 (一) 北支にて　 山口了
一
8. 19　 蘇州より　 福地生
8. 19　 二之部耀智氏　 従軍僧に
8. 20　 われ大陸に聞く ( 3) …虚往実帰と
智境合一の心構へ…　 中田緑郎
8. 20　 営城子漠代壁画　 … ワ ー ル マ ンハ ヘ の
旅 ( 2) 杉本哲郎
8. 20　 大陸う ら街道 (十四) 落合かんも
8. 20　 仏跡へ捧ぐ　 大灯寵 英の横槍と 事
変のため　 雨ざらし 日印親善に初志
貫徹へ
8. 20　 現地での医師は神様　 骨身にしむ兵隊
さんの親切　 歯科医の目に映った戦線
島博士談
8. 20　 中日組合教会が　 蘇州に孤児院建立
当局の認可を得
8. 20　 対ラマエ作　 緊切問題協議 善隣協会
か　 権威者集め
8. 20　 満洲国主催全　 国僧侶講習
8. 20　 事変後激増した　 中国の力教洗礼者
皇軍の理解ある処置と　 宣教師の犠牲
的活動
8. 20　 広東に妙心　 布教所設置 高林氏南支
視察
8. 20　 従軍神職問題　 に一切触れず 京都府
神の　 時局対策委貝
8. 20　 龍江省民生庁　 の僧侶講習会
8. 22　 われ大陸に聞く ( 4) …虚往実帰と
智境合一の心構へ…　 中田緑郎
8. 22　 旅順より奉天ヘ　 ー ワ ー ル マ ン ハ ヘ の
旅 ( 3) 杉本哲郎
8. 22　 南都北嶺の学匠、 僧侶　 呉越同車で大
陸へ　 締めて六十名の交歓
8. 22　 世界紅田字会後援会　 九月末発会式挙
ぐ　 教義を正し く理解 して　 彼我の親
善に資す
8. 22　 日満仏教の一致は　 読経の調和から
先づ般若心経の読経法を　 両国僧侶、
相互に習得
8. 22　 満洲開教の　 発展物語る 西本間島の
所属変更
8. 22　 厦門特別市長等　 西本願寺を訪問
8. 22　 国境警備に咲く　 傷痍軍人開拓士結婚
相談部　 開設早々の朗報 大派婦法会
ハ リキル
8. 22　 ダバオ西本　 幼稚園実現
8. 22　 東亜文化協議会　 日本側提案決る
8. 23　 われ大陸に聞く ( 5) …虚往実帰と
智境合一の心構へ…　 中田緑郎
8. 23　 奉天の数日　 - ワールマ ンハヘの旅
( 4) 杉本哲郎




8. 23　 護国の経典誦し　 結願に慰霊法要 杭
州口華仏教会の 東亜和平祈祷、 陣亡
将士追悼
8. 23 大陸窮民に薬を 浄宗か社会事業期し
献薬運動展開
8. 23 兵隊さんも参加　 西本願寺の世話で
広東の盆踊大会
8. 23 従軍神職に就いて 神社局は対策せず
結局神職経験者採用か
8. 23 満蒙華を地盤に隠然　 勢力を持っ 白
1字会” 日本僧侶の大陸移住計画
中支宗大述に協力申込む
8. 23　 興亜事務局次長に　 恵美氏を起用 後
任は植田忠明氏 大派
8. 23　 中満慰問行脚了へ 秋田仏連代表帰る
炎熱下百 日の行程
8. 23 釜山西本 暁天講座
8. 24　 皇紀二千六百年記念に　 大陸移民の訓
練所開設 千葉県下の拓士を養成 安
房神社の画期的試み 神社界で最初
8. 24 北京○○病院に 仏殿落成人仏式 西
本願寺より本尊
8. 24　 北満青少年拓士に 栞将軍の苦言 関
係者の反省求む
8. 24 愈よ興亜促進の 結論的陣容結成 西
本の運動完成近し
8. 24 従軍神職は凡て 靖国神社職貝に 新
制度の合理的運用期し 注目すべき意
見台頭
8. 24 南洋神社の　 御祭神 庁の方針決る
8. 24　 金光教の大陸行 希望者四十七名 近
く指導者と渡支
8. 24　 中国維新政府か　 日語学校など制限?
宗団経営の “教育事業条例”
8. 24　 逐年減少する 東亜の外国宣教師 果
して教会の独立 自治かその原囚か
8. 24 “北京は如斯和平” お寺詣りの要望
で　 西本願寺別院開座
8. 25 天津水禍と 北京仏教界
8. 25　 北京で開催される 東亜文化協議会
仏教家と して唯一人の　 常磐大定博士
渡支
8. 26　 満洲国建国廟成り　 最後の御祭神問題
へ　 講究所へ指導依嘱
8. 26 官幣大社に御列格熱望 南方進出の精
神的拠点 南洋神社の重要意義
8. 26　 天津水禍に　 救援の手 天理教徒活躍
8. 26 満蒙学徒建 設隊歓迎 臨済学院
8. 26 興亜闘士養成の新計画 西本願寺の新
運動一部突動　 後援会設立の趣旨成る
8. 27　 北京覚生女校 創立に貢献 石田栄熊
大佐






9。 2　 視察者も足入れぬ　 辺轍の移民地慰問
トラ ックと徒歩で強行軍　 大派満洲
開教監督部
9. 3　 満洲国の楽　 土を認識 外蒙の俘虜
9. 3　 筏に乗って　 避難者救済に努む 別館
を収容所に開放　 大派天津別院活躍
9. 3　 海外神社経営　 にこの不祥事
9. 3　 故尊由氏の　 五七日忌
9. 3　 天津救援に拍　 車をかけよ
9. 3　 開教東西譚 (一) 在熱河大谷派　 登
坂渓雪
9. 3　 石家荘を中心に　 宗教反共運動盛ん
日華宗教家か結成　 河北省全体に実働
9. 3　 興亜開発の　 仏教音楽新定進む 歌曲
五十曲選定
9. 3　 興亜線上に 「踊る」 大同仏教会の音
頭で新京　 忠霊塔前に盆踊り
9. 3　 問題の洛陽　 基督教会 聖壇竣成す
9. 3　 更に北支に　 追悼の行脚 牧相円氏
9. 3　 故大谷尊由氏　 哀しき帰山 全行程決
定
9. 3　 帰省中通訳に　 叡中留学中の 蒙古青
年六名
9. 3　 現状では自慰的工作　 中国側に浸透力
な し　 中国有力宗教者を加入せよ　 中
支宗連への要望起る
9. 3　 誠に区々たる　 台湾の寺廟整理 地方
的神仏政策
9. 3　 朝鮮救世軍の処置　 釜山 岡本尚蔵
9. 3　 東亜僧団創始者　 向出哲堂和尚を偲ぶ
在杭州　 大津潤山
9. 3　 杉浦晴男著 「東亜連盟建設綱　 領」
を読む　 三浦参玄洞
9. 3　 戦線と読書 (三) 北支にて　 山口了
一
9. 3　 従軍神職制の活用で　 内務省か軍と協
議　 現任神職以外採用せず
9. 3　 ラマ僧の　 灸術講習 七十時間指導
9. 5　 蒙疆にも　 盆踊 り 大同の晋北 仏教
学院生
9. 5　 抗日教育の非悟り　 親日へ急旋回 山
西の米人宣教師




9. 5　 京城でも交歓　 大雄殿では大法要 内
鮮天台夏安居の　 大多喜守忍氏一行
9. 6　 東亜行動理論の再検討　 一対支宗教工
作私見 (上) 一　 宗教問題研究所 伊
藤力甫
9. 6　 天津の水禍救済　 北京仏連の慰問使急
行　 慰問品廿五箱配給 金光教の慰問
9. 6　 興亜兵姑基地の　 朝鮮を興せ 西本の
基礎的運動
9. 6　 中国現地に　 視察貝を派遣 日本宗教
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1939. 8. 27 支那現地に 皇軍慰問と 教況視察の
西本会衆団
8. 27 満洲国免囚保 護事業会設置
8. 27 天理教信者兵士か 医官の前で困った
話 誠に興趣深き歯科医の見た現地の
実状 島善一郎博士は語る
8. 27 戦線と読書 (二) 北支にて 山口了
一
8. 27 杭州の夜 福地生
8. 27 大乗精神を把握し 留日僧近 く 帰国
親善提携の意気に燃ゆ
8. 29 興亜の聖業完遂へ 恒久的教団の体制
整備 天理教か新に興亜局設く
8. 29 興亜奉公日や 天津水害見舞 仏立教
務会議
8. 29 満洲国開拓 殉職者弔ふ
8. 30 天津の水禍で 東本願寺活動
8. 30 怨親平等祈願 きのふ、 北京、 京都同
時に 興亜同願会
8. 30 従軍神職問題で 講究所が軍部に申入
れ 神職 とは現任を 指すの原則堅持
8. 30 第三国人と も連絡 日本基青同盟の
南支文化工作案
8. 31 婦人、 女青会に指令 天津を病魔から
救へ 西本願寺の薬品募集
8. 31 天津西本願寺 避難者に開放
8. 31 満洲の朝鮮人訓練 官民協力の吉林省
密峰に 神社中心の収容道場
8. 31 帰国中の開教使従軍僧等に 現地帰還
を厳命 大派興亜事務局ハ リキル
8. 31 満洲の神社 行政拡充 駐満大使館に
神社課設置
8. 31 海外神社奉 仕員養成所 第一回修了
式
8. 31 朝鮮総督府が 「皇国青年歌」 制定
朝鮮青年歌は廃止
8. 31 指導原理を 明瞭にせよ ラマ教問題
で 当局に進言
9. 1 水禍の天津へ 曹洞慰問使を 越智幹
事出発
9. 1 天津に箆城 すわら じ劇団 三十名帰
洛
9. 1 移民と職業進出に 融事協会の更生訓
練 関東、 関西に開設
9. 1 近 く青島にも 宗教連盟結成 創設に
結城中支 宗連主事を招聘






9. 2 日満両軍に感謝 盛大な戦勝祈願 パ
ルシャガル草原の蒙古人 博克図顎博
祭を執行






1939. 9. 7　 東亜行動理論の再検討　 一対支宗教工
作私見 (中) 一　 宗教問題研究所 伊
藤力甫
9. 7　 アジアに活躍　 “源義経” 大林馨氏
の　 大野心作










9. 7　 日華連合のお盆　 怨親平等の追悼会
済南浄居寺で厳修
9. 7　 日本は欧州大戦勃発で　 文化方向を転
換　 東洋と南米へ主力
9. 8　 東亜行動理論の再検討　 一対支宗教工
作私見 (下) -
9. 8　 十四年振りの　 石家荘の水禍 西本願
寺活動
9. 9　 絶海の西沙群島　 日本領土確認で け
ふ智積院で墓前報告祭
9. 9　 “欧州戦争は　 印度独立の好機” 在
京印度人の決議
9. 10　 大陸の宗教工作は?　 北支に比し満洲・
中支は遺憾　 洋大原田幹事長の報告
9. 10　 今次事変に戦没の　 将兵の霊慰む ビ
ルマ寄贈の仏像四体　 築地本願寺に奉
安
9. 10　 興亜仏教の確立を　 現地仏教学界代表
も参加　 日本仏教学大会
9. 10　 日華百名の　 青年僧訓練 北支同願会
仏学院開設
9. 10　 ハル ビ ンの　 孔子廟改修
9. 10　 大派皇軍慰問使　 本田氏再度支 彩管
と数珠の旅
9. 10　 “合掌” すると　 万事解決 ! 支那宗
教調査の　 宇野円空博士語る
9. 10　 開教東西譚 (二) 在熱河大谷派　 登
坂渓雪
9. 10　 杉浦晴男著 「東亜迎盟建設綱　 領」
を読む (続) 三浦参玄洞
9. 10　 戦線の追想　 呉濫ク リーク 高橋良和




9. 12　 大陸へ行かぬものは　 他の学校へ行け
学園を大陸色に塗 りつぶす　 中川立
命館総長の抱負







作成 満洲建国廟 御祭神問題 神社
局か近く 関係者へ通牒 従軍神職
制度運用
9. 12 浄宗満洲開区 二教会所新設
9. 12 慰問品を持参 現地に帰還 滝沢遠道
氏
9. 12 臨済宗の 満蒙研究
9. 13 降雨で悩む ワールマ ンハの調査 本
月末帰来の予定
9. 13 正義日本を高揚 ビルマ独立運動の熱
血漢 逝 く な ったオツタマ比丘 小林
義道氏の追憶談
9. 13 天津救援金と 北京妙心別院
9. 13 北京財界人か 大別院建立を叫ぶ 北
京西本願寺別院 昇格記念式盛ん
9. 13 台宗開教師 支那語の現地訓練
9. 14 宗教工作につ いての些考
9. 14 正に仏国土の出現 (蒙古連合自治政府
成立式典)
9. 14 常磐大定博士の主唱で 興亜文化提携
の契り 王批唐氏等要人参集 北京束
本願寺の親善風景
9. 14 国境の空を睨み ラマ僧も執銃訓練
知恩院訓育道場で実施
9. 14 満洲紅泄字会か 天津の水禍救済へ
満鉄も感激 ・運賃全免
9. 14 中支那宗教大同連盟の 前途は悲観的
だ 北支も楽観はできない 上山弘済
会長語る
9. 13 満洲国道教 総会結成 準備委員会
9. 13 女教員団の 満洲移民視察
9. 15 満洲移民視察行 ( 1) = 第一信= 船
中にて 武内了温
9. 15 総督府も力瘤 朝鮮開教に長期建設
新方策の少年団運動 筒井氏談
9. 15 夏山に白蓮社復興 新二幼稚園を創設
南京知恩院の計画
9. 15 石川軍曹の 戦場談聴く
9. 15 朝鮮長老派40万教徒 精動連盟に進ん
で加入 過去を桁算 し堂々の宣言
9. 15 満洲拓士の 慰霊法要
9. 15 満洲国行程 陛下に拝謁 大派本多開
教使
9. 16 満洲移民視察行 ( 2) = 第一信= 船
中にて 武内了温
9. 16 馬田行啓氏 満洲国へ 新京の日宗
経王寺落慶
9. 16 北支回教徒統一近し 日本に対する信
頼 世界的に勃興の勢力
9. 16 英本国支援を ガンジー翁峻拒 り総
監の要求一蹴









“必携手帳” も急ぎ編纂 全神、 講究
所共同で
9. 23 中国婦女に職を与へる 物心両面から
日華親善強化 大派、 竹津中南支監督
談
9. 23 竹津中南支 監督に聴 く 光暢法主夫
妻
9. 23 引続き石油 漁業問題折衝 北樺太買
収も討議 ? 東郷 ・ モロ トフ会談
9. 23 日華児童が仲よく 机を並べて勉学に
励む 隣邦児童愛育所の学童 悉 く付
近学校に入学
9. 24 大陸宗教工作の方針確立に 各宗の事
変対策を調査 興亜院華北連絡部の試
み
9. 24 台湾開教区の 全島特別伝道 浄土宗
が
9. 24 大陸伝道中心に 組合教会青年大会
洛陽教会に開催決る
9. 24 現地宗教家は 興亜院と連絡とれ 樟
本北大教授談
9. 24 東亜僧園創始者 向出哲堂和尚を偲ぷ
(下) 在杭州 大津澗山
9. 24 満洲移民視察行 ( 4) = 第三信= 千
振にて 武内了温
9. 24 戦線の追想 塹壕 高橋良和
9. 24 高岡古義管長ら 大陸の労苦を偲ぶ
やつれた頬で帰朝
9. 26 在支宣教師と 日本基督者
9. 26 蒙古転生者四名 日本に留学 身延山
と護国寺で研究 日蒙仏教親和会斡旋
9. 26 ラシュー ト氏に 印度事情聴く 正大
の研究
9. 26 杉本哲郎氏 帰朝歓迎会
9. 26 天理教の上海 児童保育処 愈よ近 く
開処式
9. 26 今秋東京と大阪で 回教圏展覧会 回
教国より も代表来朝
9. 26 組合教会の 朝鮮進出 釜山教会に
海老沢氏
9. 26 呉佩孚将軍 との一と時 一紙友近信一
9. 27 満洲移民視察行 ( 5) = 第三信= 千
振にて 武内了温
9. 27 重慶政府に 最後的末路示す 気を吐
く サハイ氏 上海から放送試む
9. 27 融和事業関係指導者は 是非、 移民地
に必要だ 龍瓜村の事実か証明 河上
大阪府主事視察談





1939. 9. 17 満洲移民視察行 ( 3 ) = 第一信= 船
中にて 武内了温
9. 17 開教東西譚 (三) 在熱河大谷派 登
坂渓雪
9. 17 東亜僧園創始者 向出哲堂和尚を偲ぶ
(中) 在杭州 大津澗山
9. 17 日華両国女性が 描く親善風景 北京
大学農学院女生 京都女専で交歓
9. 17 印度知識階級 日本観光団 あす、 入
洛
9. 17 留学を了へて 支那僧故国へ 曹洞関
係の五名
9. 17 満洲建国廟の御祭神は 飽く迄勲功者
の英霊を 祭式は伝来の満洲国式で
我国神社界の主要意見
9. 17 台湾開教区確立 中野氏を総監に任命
深草派の教線進展
9. 17 杉浦晴男氏著 「東亜建設綱領」 の読
後感 林虎雄
9. 19 日ソ停戦協 定の成立
9. 19 満蒙の大陸偲ぶ 蒙古芭式宿舎 内原
以外比鴫見ぬ 本願寺沓掛訓練所参観
9. 19 満蒙開拓の 女子指導員 十月に渡満
9. 19 人材枯渇を打開せずば 大陸の宗教工
作は困難 興亜院の委嘱で調査終る
石橋智信博士の視察談
9. 19 文部省も訓練に参加 内原訓練所にも
入所 注目された浄宗信仰道場
9. 20 興亜の闘士は か く して生れん 西本
願寺沓掛訓練所参観
9. 20 大連聖徳会 秋季大祭 殿額奉掲式
9. 20 従軍神職訓練所 講究所、 全神中心に
開設 軍と折衝実現期す
従軍神職訓 練所要項案
9. 20 青島に隠れた聖者 日華親善に愛の学
校 青島学院長吉利翁の半面
゛ 9. 20 支那奥地の生活 “日本” は上海の街
の名か まだ ラ ンプ さへ ない
9. 20 北京基連の 天津水禍救済 内地基青
も募金
9. 21 東西本願寺議員団 呉佩孚将軍に会見
儒 ・仏 ・道三教を語る 更に張家口
へ慰問行
9. 21 洪水を越えて 蒙疆各地の旅 小牧博
士帰来談
9. 21 朝鮮基督者が 純潔運動を起す 内地
基督者の応援で
9. 22 全鮮思想報国連盟 京城に総会開催
内地転向者も応援に
9. 22 社会事業実施に伴ひ 拡大強化を画す
南京東本願寺の躍進 竹津中南支監
督上洛
9. 22 優秀者五名選び 日本に留学僧 晋北
仏教学院が 仏連に斡旋申込む






10. 5 大陸の宗教工作は 目下その緒に着い
た程度 内地教界の刷新と併行か緊要
相原宗務官の視察談
10. 5 間瀬春子さん 錦州女学校に 京女専
大陸進出




10. 6 生長の家東亜同和会 大陸教化の闘士
養成 大阪に学校設立
10. 6 中南支那の 西本布教陣 近来の大異
動
10. 6 蒙疆への進出と 日独文化親善 天理
外語に蒙古 独逸両科を新設
皿 7 真の親善は 日華民族性の相違 日本
人の硬骨 ・ 中国人の軟骨 両民族混婚
で中和か必要
10. 7 京大の梅原教授 南京で図書整理
10. 8 大陸の伝道は 青年の手で ハル ビ ン
伝道応援 第二期三ヶ年可決 組合男
女青年全国大会
10. 8 新京経王護国 寺の落慶式
10. 8 日持上人遺跡 イラ ンで発見 馬田部
長顕彰
10. 8 杭州より 福地定一
10. 10 大陸仏教工作管見 ( 1 ) 洋大 大倉
山人
10. 10 朝鮮 ・台湾両方面へ 光暢法主代理二
連技 戦没者追弔会と病院慰問 本月
中旬に出発
10. 10 東亜青年協力運動に 一兵卒と して参
加 末包京都基青主事
10. 10 神奈川県日華仏教会 会長以下役員も
決り 来月十日発会式挙ぐ
10. 11 大陸仏教工作管見 ( 2 ) 洋大 大倉
山人
10. 11 杭州の慰霊祭と 南京忠霊塔の除幕式
神社局と全神共同で執行
10. 11 興亜保育 日満支提携 重要議案審議
全国保育大会終る
10. 11 オツ タ マ比丘と ゴツダー ド翁悼む
国際仏教協会の法要
10. 12 大陸仏教工作管見 ( 3 ) 洋大 大倉
山人
10. 12 エチオ ピヤ開発に 伊太利か花嫁政策
“女が不足してゐる”
10. 12 国旗に慰問文添へ 半島同胞から前線
へ 慰問袋二千個贈る
10. 12 南洋パラオ寺 入仏落成式
10. 12 北京に於ける 稲荷神社創建成る 近
く鎮座祭を執行
皿 12 従軍神職制対策決り 内務省近く 陸
軍省へ回付






1939. 9. 27　 興亜仏教班員　 第一回二十名 六日渡
支
9. 28　 満洲移民視察行 ( 6 ) = 第四信= 千
振にて　 武内了温
9. 28　 天津水禍地の　 宣撫用に 「薬」 を贈
る
9. 28　 興亜教育大会　 教育祭当日大阪で開く
文部省も諮問案を提出
9. 28　 満洲移住地視　 察団の報告会
9. 28　 初の興亜仏教班員　 愈よ中支へ ! 仏
連斡旋の下に　 十月六日神戸出帆
9. 29　 満洲移民視察行 ( 7) = 第五信= 龍
瓜にて　 武内了温
9. 29　 金光教が更に　 上海に夜学校開設 一
般支那民衆のため
9. 29　 日本絶対支持こそ　 アジア解放の道だ
“親日救印” 叫ぷ　 サバルカル氏の
便 り
9. 30　 従軍神職対策案　 愈よ軍との折衝へ
鰐植観はどう なる ?
9. 30　 大同府附近に残る　 北魏、 遼金の都城
市　 その民族性に就て語る 京大教授、
那波利貞博士
9. 30　 南京に於て　 戦捷祈願祭 十一月全神
が
9. 30　 拓務省試験に　 二人と も見事パス 満
蒙開拓義勇軍幹部　 沓掛道場の喜び
9. 30　 国民党三民主義を　 全面的に否定す
占領地には軍政を布け　 大日本生産党
の決識
10. 1　 興亜院は　 ど う して ゐるか ? 三浦参
玄洞
10. 1　 朝鮮儒林大会開き　 時局覚醒運動へ
儒教思想の振起に立つ
10. 1　 興亜仏教班　 員を送る
10. 1　 満洲に於ける　 日本人の不自然生活
病院の完備は自慢ではない
10. 1　 戦線の追想　 負傷 高橋良和
10. 1　 天津水害慰問　 全国の神職 団体か拠
金
10. 3　 大陸進出の　 若者養成 西本願寺に
興亜寮開設
10. 4　 日華両国民親善の要諦　 人並に面子認
め よ　 一灯園の合掌は爆弾以上 元天
津警察局長閻氏談
10. 5 普陀山入島五十日　 潜む匪賊や遊撃隊
も　 此処では善人に　 宣撫のため永住
を覚悟　 村上掲潭氏帰還談
10. 5　 十一月上旬期 し　 南京で大祭典 「全
神」 で正式決定　 近く軍部当局と懇談








10. 17　 大連一灯園生る　 谷野捨三氏の托鉢
10. 17　 陳省長の招請で　 一族と共に大陸へ
興亜聖業達成に捨身　 大谷派寺院住職
が
10. 17　 唐宋時代の　 風を遺す 北京鼓楼 附
近の料亭
10. 17　 支那先覚仏者の　 功績を讃仰せよ 大
陸仏　 教工作 の確立 鷲尾博士か学
会へ提案　 仏教学大会第二日の発表
10. 17　 北京に実業　 学校設立 日本基教派
10. 20　 北支に於る内地仏教の　 宗教工作方針
注目　 支那人工作は軍よ り個人に 仏
連は内地人に限る
10. 20　 東亜の新情勢に即し　 曹洞宗積極的に
動く　 先づ中北支方面に 布教総監任
命せん
10. 20　 上海よ り　 福地定一
10. 22　 入蒙の傑僧持尊　 巡錫の遺跡 “依蘭”
日宗の馬田教学部長　 先徳の顕彰回
向
10. 22　 興亜院が同願会に　 積極的支援 日本
仏教界と切離す　 大陸宗教工作の一助
10. 22　 満洲国の現　 状をき く会 東洋精神研
究会
10. 23　 北京、 内地の財界人か　 大西本願寺建
立　 積極的に運動起こす
10. 23　 皇軍遺骨奉安　 殿前で遥拝 北京西本
願寺
10. 24　 北支仏教工作　 とその分担
10. 24　 学徒の 「興亜認識」 斯の如 く確乎た
り　 満洲国官吏採用試験に　 現はれた
特異現象
10. 24　 建国精神の発揚期し　 全満洲の道教を
一丸に　 重陽節の佳き日を 卜し 道教
総会の結成式挙ぐ
10. 24　 宗教宣撫班の不評に　 金光教、 優秀者
だけ送る　 天津、 青島に日語校増設
中国民衆に日本精神教授
10. 24　 興亜青年養成に　 優秀中国児童引取る
孤児教育は打切る　 四天王寺悲田院
‘ が
10. 24　 大陸に神祗思想宣布　 興亜の戦士養成
国大に興亜専門部新設
10. 24　 貧児教育の　 知恩学園拡張
10. 25　 官社への御列格熱望　 南洋神社創建案
成る　 拓務省か内務省へ審議依頼
10. 25　 支那在来寺廟に　 日本仏教の逆輸入
興亜仏教班員の　 中支新任地決る
10. 25　 晋北大同から　 三名の留学生 十一月
下旬入洛　 京都各山で修学
10. 25　 宗教慰問使は断じて　 現地で嫌忌され
ぬ　 五台山で親鸞上人を説 く 大派西
部議貝は語る
10. 27　 赤魔駆逐の大旛の下に　 防共に集ふ盟
邦代表　 意義深き懇談会開く
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1939. 10. 13 大陸仏教工作管見 ( 4 ) 洋大 大倉
山人
10. 13 支那開教に新生面 厚和市政府が西本
願寺に勧め 大規模の宗教村建設
10. 13 晋北仏教学院生 厚和へ修学旅行
10. 13 興亜信念確立講演会 真理運動本部が
10. 13 銀貨鋳造や印刷施設 北支よ り一足お
先に進む 蒙疆地方の文化建設
10. 13 大陸は招く 現地情報 どしどし渡航
せよ そして産めよ殖せよ
10. 14 大陸仏教工作管見 ( 5 ) 洋大 大倉
山人
10. 14 仏教工作に対する 興亜院の希望
10. 14 現地の宣撫工作は 宗教家が全部引受
けよ 軍人はその顧問だけでいい 鈴
木一馬中将は語る
10. 14 宗教信念を涵養 更に大陸へ 中支文
化工作に活躍の 音楽家桝氏か得度
10. 14 “鉄屑の寄贈歓迎” 日満高工の実習
材料不足
10. 14 東亜各国の親善に 大亜細亜釈尊成道
会 仏教四大学道友会が
10. 14 奉天仏青会の 第一回弁論大会
10. 15 満蒙移民と 宗教村建設
10. 15 大陸仏教工作管見 ( 6 ) 洋大 大倉
山人




10. 15 大陸教化と仏教 (特に日本山の立場か
ら) 二之部躍智
10. 16 興亜学生挺身隊 興亜寮を中心に運動
学生と西本でプラ ン練る
10. 16 生長の家東亜同和会 紅1 字会との連
絡図る 目下両者間で準備中 今後の
活動注目さる









支那と 日本 仏教の相異点 一灯園
式と不動明王の態度で
10. 16 満洲国婦団員 智子裏方と会談 十八
日京都
10. 16 支那に於ける 仏教の民衆教化 大谷
大学 道端良秀
10. 17 満洲国宗教行政は 今は整備時代だ
満洲国民政部礼教股 古海 焉氏談






1939. 10. 27 中支維新学院の 第二次訪日班来朝
建華興亜の大業協力へ
10. 27 曹洞宗中、 北支 布教総監任命す 佐
川、 河合の両氏を




置 恒常的、 国民国際協力機関 コ ン
ミユニケ発表




10. 28 同願会が北支各地の 仏教会に呼びか
く きのふ、 興亜同願念仏会 北京 ・
京都両知恩院
10. 28 十ヶ年計画で 興亜親日家養成 長崎
各宗寺院が 支那孤児を引取る
10. 28 妙心派開教 監督会議





10. 29 各界の一流人物を入れ 興亜の人物育
成 親日留学生は宗教の力で 西本願
寺の有志が大計画




10. 29 光明寺派の松尾、 田村両氏来月渡支
10. 29 同願会の基礎確立 内地から興亜仏徒
採用 仏教文化廸設に邁進
10. 29 北支宗教工作の円滑化期し 宗教懇談
会 (仮称) 設立 興亜院指導で準備
10. 29 呉佩孚将軍に 特製輪袈裟贈る きの
ふ、 西本願寺から
10. 30 支那孤児の宗教的 愛撫こそ興亜の礎
上海にて 河野武翁氏の報告
10. 30 満洲国の神社 制度拡充期し 大使館
に調査会新設
10. 31 明治神宮の聖火を 興亜の光と して支
那へ 神徳と仏力とを もって 八紘一
宇の大桁神宣布 村上独譚氏
10. 31 五台山の支那居士奮起 仏教通じて日
支親善へ皇軍の支援下に開始
11. 3 支那民衆の教化 救済目標に 青島宗
教連盟成る 興亜院も積極的支援
11. 3 教職を拠ち 大陸に進出 西谷巡誓氏
11. 5 三百人中タッ ク三人 日本 ビルマ仏教
協会の留学生 英国の手を逃れコッソ
リ 六月からの来朝が判明
11. 5 上海よ り 福地定一
11. 5 仏教を通 じて 興亜に協力 横浜に日
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
華仏教会　 結成して記念の催
11. 5　 華中維新学院　 校旗人魂式 長崎諏訪
神社で
11. 7　 哀しき少年の日を　 カキ破って起つ
支那青年許君、 きのふ　 西本願寺の懐
11. 7　 畑陸相、 組合教会幹部に要望　 日本基
督教徒に告ぐ　 内地を空っぽにしても
い い　 事変処理、 文化対策に当れ !
11. 7　 印度の独立は　 印度教 ・回教の協力に
あ り　 ガンジー翁は叫ぶ
11. 7　 興亜院の式の下に 『北京興亜教育会』
成る　 日支教育機関を総動員 文教局
に事務所を設置
11. 7　 基教移民村の　 実現に努力 基教連盟
か
11. 7　 中国の開教で　 浄宗開教協議
11. 10　 日華仏教代表者が　 膝を交へて興亜を
懇談　 同願会主催の交歓会開く 日本
側代表は興亜院で詮衡
11. 10　 中国人の国民性究め　 布教方針を確立
せ よ　 現地各宗派は血みどろの活躍
武田興亜局調査官語る
11. 10　 皇紀仏教大会に　 江南代表も参加を
大津澗山氏、 斡旋に帰朝
11. 11　 大陸文化建設の　 基本問題 (一) ・‥
支那人の風習とその原因…　 金孝敬
11. 11　 四天王寺と中国側の交渉　 日華親答上
漸く頻繁　 更に留学青年の指導要望
北京政府も援助惜しまぬ
11. 11　 全鮮基教徒か　 銃後本公の第一歩 国
民精神作興週同期し　 長老会指令発す
11. 11　 興亜進出協る
11. 11　 至る処遺跡、 遺物　 支那は学術的処女
地　 東方文化研の水野氏 大同石仏調
査よ り帰米
11. 11　 “日持精神”　 顕彰会 宗派を超えて
結成 ?　 小笠原氏再び遺跡踏査
11. 12　 大陸文化建設の　 基本問題 (二) …
支那人の風習とその原因…　 金孝敬
11. 12　 戦線の追想　 手紙 高橋良和
11. 12　 新支那中央政権は　 成立時期を急かぬ
政府万全の処置を協議
11. 13　 日華仏徒代　 表会議
11. 13　 大陸文化建設の　 基本問題 (三) 支
那人の風習とその原囚　 金孝敬
11. 13　 学界居士へも交渉　 日華両国仏徒の親
善　 同願会との懇談に
11. 13　 国際　 ソ述の印度南下方針 わか国策
と相容れず　 東亜新秩序にも背反 ・革
新陣営の主張注目
11. 14　 大陸文化建設の　 基本問題 (四) 支
那人の風習とその原囚　 金孝敬
11. 14　 汪と英ソ　 日本の八方睨み と理想と
口口　 千家尊建





11. 19　 東亜大陸旅日記 (一) 扶桑丸にて
真渓特派員
11. 19　 蒙疆神社創立決る　 張家口神社を改称
拡大　 小笠原氏等の奔走
11. 19　 新東亜建設へ　 貢献事業を協議 日華
仏教研究会
11. 19　 妙心図書　 開教運動
11. 19　 華北教育行政　 朝刊の訪日団 けふ入
洛
11. 19　 満洲国初の　 文官に十名 龍大生採用
11. 20　 東亜大陸旅日記 (二) 扶桑丸にて
真渓特派員







11. 20　 金光教中北支管理所　 事務規定を制定
強化　 布教、 教育、 文化等 在事業を
統制監督下へ
11. 20　 華北教育長官　 一行歓迎会
11. 20　 青年も女性も　 先づ大陸へ行け 紀元
二千六百年　 仏青、 女青、 日校、 少年
団研究会
11. 21　 東亜大陸旅日記 (三) 大連にて　 真
渓特派貝
11. 21　 満洲に於ける神社行政　 日本側から満
洲政府へ移管　 重要問題と して論議さ
れん
11. 21　 大陸の宗教家に　 常識医学の知識を
三田谷博士か各教団や　 興亜院にも進
言す
11. 22　 東亜大陸旅日記 (四) 旅順にて　 真
渓特派員
11. 22　 済南南郊新市街に　 済南神社を造営
先づ五万円で仮殿建設
1L 22　 蒙疆から留学生入洛 両本願寺、 知恩
院に配属　 微笑ましい親善風景
11. 22　 誤れる対支態度の是正　 一同願会顧問
の出発に喧して-
11. 22　 日支両国仏　 教徒懇談会 日本側出席
者
11. 22　 晋北仏学院　 第一回卒業式
11. 25　 満洲に “興亜体”　 本願寺村新設計画
新プランを建てた　 西本願寺の運動
11. 25　 隆々日本の力に槌り　 清新な祖国再建
両政府並に日本要路に陳情　 神戸在
留華僑起つ　 支那から阿片を除け
11. 25　 新東亜旅日記 (五) 新京にて　 真渓
特派貝
11. 26　 関東神宮の　 創建進む 明秋十月上棟
式
11. 26　 初の朝鮮人経営　 江密峰神社 近く創
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
州教会所成る
1939. 11. 14 在留邦人の総氏神　 北京神社決る 竣
工は四月三十日の見込
11. 14 日本人と しての 半島人の誇り
11. 14　 中支宗大連盟と皇紀仏教大会補助 仏
連新規要求予算
11. 14　 日、 独、 ソ何れの手で　 印度の独立は
成るか? 東亜新秩序の重大問題
11. 14 興亜の宗教闘士 香港留学生決す 西
本が有力門徒の尽力で
11. 14 我が国寺院教団の 組織研究のため
満洲国が参事官派遣
11. 15　 大陸文化建設の　 基本問題 (五) 支
那人の風習とその原因 金孝敬
11. 15　 復だ出た英の甘言 (上) ・‥欧州戦争
と印度 ホー ス ・ ラ ス ビハ リ
11. 15　 興亜仏教を議す　 仏連定期評議員会
昨、 西本願寺に開く
11. 15　 浅口本願寺 復興決定
11. 15　 越智道順氏　 大陸視察へ
11. 15 愈よ決定 した 蒙古政府の新制 “黒
衣” の官吏に 佐々木文城氏決る
11. 15　 開教事務一元化　 知恩院からはなれて
浄土宗務所が当る
11. 17 大陸の宗教 工作に就いて 四魂一道
11. 17　 大陸文化建設の 基本問題 (六) 支
那人の風習とその原因　 金孝敬
11. 17 復た出た英の甘言 ( 中) ・‥欧州戦争
と印度　 ホー ス ・ ラ ス ピハ リ
11. 17 興亜の大乗仏教語る 仁和寺に各宗派
管長ら会同 事変下第三回時局懇談会
11. 17　 手始めに日校　 次で託児所開設 興亜
仏教班員動く
11. 17　 各国代表との交歓兼ね 商都大阪に回
教徒大会　 大阪回教寺院の建立や 将
来の布教その他協議
11. 17　 神奈川県日華　 仏教会結成さる 光暢
法主夫妻迎へ 興亜への協力誓ふ
日華婦人講　 演会も盛況
11. 18　 日本仏教婦人に寄す 東亜民族全体の
幸福への途 陳慧芝
11. 18 復た出た英の甘言 (下) ・・・欧州戦争
と印度　 ホー ス ・ ラ ス ビハ リ
11. 18 俄然問題化した 北京稲荷講社 奇怪
なる行為が忌譚に触る　 支那には一ケ
所 も支部はない 全然無関係- と
稲荷神社当局は語る
11. 18　 欧州動乱と広東基教界 送金な く 困意
の教会 日本基青の積極的活動 次第
に初期効果挙ぐ
11. 18　 海外発展事象結構だが 倭冦の名称を
禁止 国史教科書の教授上に 文部省
から修正通牒
11. 18 中国仏教徒に贈る “提携親善の書”
全日本学生仏青の手で完成






1939. 11. 26　 仏教革新と　 支那進出 (二) 一興亜
僧の性格一　 本荘可宗
11. 26　 満、 支特別布教や　 一派布教陣の評定
西本布教調査会決る




11. 26　 新東亜旅日記 (六) 新京にて　 真渓
特派貝
11. 26　 天理教海外伝道に　 誉れの三教会 初
の褒賞を受く
11. 27　 仏教革新と支那進出　 一興亜僧の性格一
(四) 本荘可宗
11. 27　 満鉄拓務科が双城堡に　 移民村指導者
養成所を設置　 先づ試みに西本願寺に
これか経営を委嘱
11. 27　 全鮮学生児童の手で　 皇国臣民の誓詞
柱　 朝鮮神宮内に建立
11. 27　 久邁宮殿下に　 手つきの粟献上 大連
聖徳会の江頭氏が　 亡父母の遺訓偲び
11. 27　 一般文化領域に　 拡大強化の計画 日
満文化協会の発展
11. 27　 満洲国仏教総会か　 明春仏学院開設
満人布教使五十名養成
11. 27　 満洲国で も境内地問題　 無償還付の運
動起らん
11. 27　 仏教留学生　 蒙古と道教へ 二十名募
集
11. 27　 新東亜旅日記 (七) 新京にて　 真渓
特派貝
11. 28　 仏教革新と支那進出　 一興亜僧の性格一
(五) 本荘可宗
11. 28　 東亜暦設定に就いて　 山田新一郎







11. 28　 蒙古ラマ僧を更に　 数名留学せしむ
日満蒙の紐帯はこれ　 伯山正彦氏談
11. 28　 東亜新秩序達成に　 日独伊同盟説く
国際教会京都支部席上で　 白鳥前駐伊
大使
11. 28　 基教教育を通し　 日華親善提携へ 留
学生迎へ使節送る基教教育　 同盟総会
11. 28　 日華共同事業へ　 新東亜建設に貢献
日華仏教研幹部会
11. 28　 新東亜旅日記 (八) 新京にて　 真渓
特派貝
11. 29　 仏教革新と　 支那進出 一興亜僧の性
格一　 本荘可宗 (七) (八)




11. 29　 大陸への宗教進出問題 数字的功果を
焦るな 長い歳月に待て 第三国教会
の伝統に見よ　 現地中村牧師の進言
11. 29 新東亜旅日記 (九) 新京にて 真渓
特派貝
11. 29　 奉天仏教総会結成 明年は内地視察団
も派遣 日満仏教親答に資す
12. 1 仏教革新と 支那進出 一興亜僧の性
格一　 本荘可宗 (九)
12. 1 南京忠魂碑除幕式 慰霊祭愈よ決る
一行十一名八日神戸出帆
12. 1 北満に血の教化 戦士の苦労談に聴く
ハルビン初の神仏会同
12. 1 大陸進出に 未曾有の熱意 三日間練
られた 一如会関係会議
12. 1　 新東亜旅日記 (10) 新京にて　 真渓
特派員
12. 2　 支那民衆の “心” 紅iE字会で修業終
へた 今小路了円氏語る “興亜の大
策はこれだ”
12. 2 英独の和蘭争覇が 蘭領印度の向背に
関係　 日本にも至大な影響及す
12. 2 奉天神道連合会 近 く協和会内に創設
12. 2　 広東市に大　 派布教所 きのふ告示
12ご2 新東亜旅日記(11) 奉天にて 真渓特
派員　 ヶ
12. 3 北京稲荷講社問題で 現地関係者憤慨
或は告訴状を提起か?　 関係者側よ
り詳報来る
12. 3　 支那に還る　 善導大師絵伝 日本仏教
協力の親善譚 知恩院から 大谷派の
菊　 地氏に託す 五台山に贈る
12. 3 新東亜旅日記(12) 奉天にて 真渓特
派員
12. 3　 戦線の追想 野戦病院 高橋良和




12. 3　 活発となる　 基教大陸伝道陣 東亜伝
道会の発展
12. 4　 大陸に於ける… 合作社運動への念願
(上) 在上海 中村遥
12. 4　 東亜新秩序の建設は 新束洋暦実施か
ら　 欧米文化盲従時代は過ぎた　 天文
暦算研究室の提唱
12. 4　 新東亜旅日記(13) 山海関にて 真渓
特派貝
12. 4　 興亜再渡航記　 安藤慶爾
12. 4 東亜の新秩序建設に 日華仏教徒の固
き握手　 交歓親善の絵巻展開し 同願
会第一次年会開く








12. 9　 北支の仏教工作は　 当分二頭立て 仏
学院で日支僧侶再教育　 官制宗教官制
生れん
12. 9　 興亜行動者　 養成修了式
12. 9　 ビルマ永住の　 日本僧を希望
12. 10　 同願会に於る　 王副会長挨拶
12. 10　 王克敏氏と会見
支那か輸出した仏教を　 再び日本か
ら頂くべきだ　 語る ・ 日支親善の精神
的基礎
12. 10　 日校に華僑児童も　 お仲間入りを 京
都仏教興亜会幹部が　 東本願寺へ要望
12. 10　 大陸宗教工作の困難さ　 支那仏教界対
立反目　 日本宗教界の認識不足
同願会に反対の支那僧 「中日仏教
連合総会」 を設立　 沢明、 還真の二僧
侶語る
12. 10　 同願会年次大会　 王揖唐氏等と語る
北京にて　 東亜大陸旅 日記 真渓特派
員
12. 10　 宣撫官の座談会　 日本側仏教代表の
現地対策協議会
12. 10　 興亜再渡航記　 安藤慶爾
12. 11　 日本仏教の宏大に驚く　 ビルマは日本
の真の友　 仏教国日本に留学さ したい
前商工大臣マウイ ング氏談
12. 11　 南京の難民児童に　 Xマスの贈物
12. 11　 支那癩百万の内　 九十万は浮浪患者
微々たる救癩機関　 関係者の奮起要望





12. 12　 支那僧帯同　 柴田玄鳳氏 十四日帰国
12. 12　 宣撫官に　 百八一採用 興亜行道者
養成所出身者
12. 13　 印泰支の留学生に　 伸べる扱い手 日
本理解の指導援助機関　 日本青年文化
協会生る
12. 13　 回教徒代表　 の綴る感想
「民族の旗」 の進路に　 啓示受けた
喜び　 日本の指導で独立運動
12. 15　 埋没千六百年の　 北魏の文化 再び興
亜の光　 学会に問ふ 吉田俊逸氏帰来
談
12. 15　 興亜を叫ぶ宗門　 二千六百年布教等
西本布教調査会開く
12. 15　 沈滞の内地宗教界を　 大陸から革新せ
ん　 東亜文化建設問題と宗教工作 萩
原青島特務機関長談
12. 15　 対支宗教工作に　 積極的活動開始 青
島宗教連盟結成
12. 15　 日支親善など旧い 「興亜同願」 の新
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
も補助
1939. 12. 4　 男子の信仰数は 女子を遥かに凌駕
支那大衆の信仰統計 南京警察庁の調
査
12. 4　 臨黄各派の機関誌統一　 対支工作に全
臨済協力 合議所から妙心寺に提出
12. 5 大陸に於ける… 合作社運動への念願
(下) 在上海 中村遥
12. 5 新東亜旅日記(14) 天津にて　 真渓特
派貝
12. 5　 大陸へ進出準備 生長の家東亜同和会
12. 5　 台北より




12. 6　 皇民道を正し く　 毎年内地修学旅行試
む 更生の台南家政高女
12. 6　 “占領後の方がえ らい”　 銃後国民は
知ってほしい 金光教教師帰還兵の要
望
12. 6　 あまりに無理解な !　 回々教団各国代
表者の 案内指導者に非難の声 “親
善なんて　 糞食へ…だ”





12. 6 北京在住の 僧侶選び 同願会が再教
育
12. 6 衰微の中国仏教を 此の世に浄土具現
望む 仏教同願会第一次年会 王副会
長日本代表歓迎詞
12. 6　 北支日本基教連盟 北京にて組織発会
12. 8　 朝鮮同胞の姿勢に横槍 国体明徴に危
害 祖先崇拝の立場からも 独自性を
保護せよ
12. 8　 イ ン ドは何国　 が解放する 千家尊建
12. 8 事変処理と欧州戦争 (上) ホース ・
ラ ス ビハ リ
12. 8　 本願寺母子寮に　 描ぐ 興亜明朗景”
拓士と収容女性か 満洲に雄々し く
生く
12. 8　 学校と大陸進出 西本山立学校長会議
龍谷商議会終る
12. 8　 新東亜旅日記(15) 北京にて 真渓特
派貝
12. 9 事変処理と欧州戦争 (下) ホース ・
ラ ス ビハ リ
12. 9 写経に日を送って 菩薩の心境味ふ
家人を通じて救世の誠を披浬死の直前
呉将軍邸訪ふ
12. 9 半島同胞百余名 上加茂神社の神苑清
掃　 神主さんも感激参加








12. 22　 曾ての左傾右傾思想者　 大陸進出後の
成紋良好　 現地視察検察官の報告
12. 22　 興亜財団の基金は　 準宗費で徴収せよ
曹洞宗全国布教監理会議　 当局の諮
問に答申
12. 23　 同願会日本代表の談と　 食はざる晩餐
会へ抗議　 大陸で見る 二つの記事
従軍僧から慨嘆の書
12. 23　 昨日は皇軍　 けふは宣撫




12. 23　 半島人協会規則で　 全国的に統制する
妙心寺派宗会第八日
12. 23　 曹洞大陸の　 両総監語る 宗務当局と
協議
12. 24　 転向した半島青年に　 許す ・憧れの得
度　 束本願寺の温かき英断 蔭に小山・
松山の両恩人
12. 24　 支那小技に　 更に六十 万枚送る 非
常な好反響　 西本願寺のカー ド
12. 24　 日満華蒙蔵の　 “仏徒提携親善書”
寺本婉雅教授指導の下に　 華 ・蔵両文
完成す




12. 25　 大陸文教に関し　 年度末研究座談会
宗教問題研究所
12. 27　 大陸工作と宣　 教師の問題
12. 27　 更に日満支に　 同願念仏を高唱 浄宗
の興亜運動
12. 27　 南京宗団の再建　 現在使用の建物は軍
へ返還　 新たに建立か借家へ引越し
12. 27　 中支宗教大同連盟　 福田、 畑部長明春
辞任　 各方面で留任要望
12. 27　 北支開教の躍進　 妙心支那宣撫費成績
12. 28　 満洲国の “開拓村” は　 宗教的団結が
必要　 指導者不足に悩む 興安北省開
拓庁長談
12. 28　 一石二鳥狙ひ　 大陸活動に起用 第二
世、 三世の青年教師　 金光教団認識改
む
12. 28　 ヒンバー大尉の霊に　 捧ぐ ・乙女の黒
髪　 近 く盛大な慰霊祭 満洲東別院に
安置
1940. 1. 1　 日本仏教の対支協同　 機関設立を要望
す　 馬皿行啓
1. 1　 大塚愛中校長　 中支に転出 総監部主
・事












12. 16 新戦場菊花台に匂ふ 不滅の武勲 ・表
忠碑 南京陥落二周年を記念し 晴れ
の除幕式と招魂祭
12. 16 “象牙の塔” おん出て大陸へ 江元
虎氏来朝に喜ぶ西谷龍大教授興亜行の
秘された応援者
12. 16 蒙疆政府の 仏教宣撫熱 下川直秀氏
談
12. 16 江南人材の養成機関 金陵東文学堂を
説 く 現地に学校を経営せよ 谷大諏
訪教授の留学報告
12. 16 東亜大陸旅日記 北京にて 真渓特派
員
12. 17 朝鮮開教再認識 東西本願寺先づ目ざ
め よ
12. 17 困難越えて芽ばゆ 東亜青年協力運動
日華青年涙の握手
12. 17 東亜大陸旅日記 北京にて 真渓特派
員
12. 17 宗教的犯罪増加の 時代的傾向に鑑み
回教問題に当局注視
12. 17 大陸の司法保護事業 軍の絶対的支援
得て 南京西本願寺が着手




12. 19 東亜仏教会 華人農学校設立 大陸の
農村桁導
12. 19 思兼神は新聞 事業の神様だ 神道の
大陸移植絶賛
12. 18 東亜大陸旅日記 北京にて 真渓特派
貝
12. 18 真渓特派貝 十九日帰社 一南京便り-
12. 19 支那民衆の宣撫に 各種社会事業を始
む 新天地開拓に踊り出した 京都市
社会課の中村慶範氏
12. 19 献金箱のお金から 日華結ぷ “紙風船”
三条大谷健児の贈物に 支那児童の
歓び
12. 19 尼僧学院開設 日華仏教迎 南京総会







12. 20 ネパールは同じ仏教国 精神的には日
本に近い ネ国王令甥 ・参謀総長殿下
きのふ御微行で西本訪問
12. 20 統計は語る 中国人の信徒寥々 日本
ませう　 仏童連盟が広く 全国から集
める









1. 13　 戦争の国家　 形態と民族連携 伊藤力
甫
1. 13　 北京から南京へ (四) 安藤正純
1. 13　 聖戦第四年 (中) 薗田香勲
1. 13　 海南島へ伝道 政府と協力を目標に
金光教で計画中
1. 13　 旅順高校長に　 川瀬光順氏
1. 14　 戦争の国家　 形態と民族連携 伊藤力
甫
1. 14　 古瓦から見た　 日支文化の交渉 綜合
古瓦研究　 石崎達二
1. 14　 北京から南京へ (五) 安藤正純
1. 14　 満洲国の宗教　 松本定敏 第三節 道
教 (一)
1. 14　 聖戦第四年 (下) 薗田香勲
1. 14　 朝鮮仏教団　 生みの親 小林源六氏
1. 14　 日蓮教団の　 海外進出に “立正興亜
局” 設置　 来宗会に 提案せん
1. 14　 大陸旅行の思出 (上) 真渓蒼空朗
1. 14　 満洲国への　 図書文化の普及 資本金
二百万円で　 満配株式会社創立
1. 16　 戦争の国家　 形態と民族連携 伊藤力
甫
1. 16　 古瓦から見た　 日支文化の交渉 綜合
古瓦研究　 石崎連二
1. 16　 北京から南京へ (六) 安藤正純
1. 16　 支印泰の東方諸国と　 文化使節の交換
機関誌発行等積極方針へ転換　 東方
文化連盟の躍進
1. 16　 病む勇士たちに　 ゆかしぎ 本尊”
北支○○隊に西本よ り下附
1. 16　 大陸伝道の指導原理　 如何に確立する
か　 天理教現地の要望 全宗教の関心
事
1. 16　 日宗の開教方針　 実施方法決定す
1. 17　 戦争の国家　 形態と民族連携 伊藤力
甫
1. 17　 古瓦から見た　 日支文化の交渉 綜合
古瓦研究　 石崎連二








1. 17　 日宗の開教方針　 実施方法 (下)
1. 17　 福州黄桑山へ着眼　 中国僧へ招致状を
送る　 財界の名士を背景に後援会 普
陀山へも人をおく る黄桑
1. 17　 小林義道氏を　 満蒙へ二月派遺 ラ マ
僧問題で現地で協議
1. 18　 北京から南京へ (八) 安藤正純












1. 7　 満洲国の宗教　 松本定敏
1. 7 招致のラマ青年僧 最後の仕上げへ
、愈よ五月に帰国 更に第二次を招く
1. 7 大陸にも漢字版　 “中外” が必要だ
北京新民報責任者 篁白羊氏の激励
1. 7　 工費四十万円投じ　 天津に武徳殿 日
本精神鍛練の　 道場と して建設
1. 9 大陸の宗教問題 (一) 椎尾辨匡
1. 9 北京から南京へ (一) 安藤正純
1. 9　 満洲国の宗教 松本定敏
1. 9 寺廟の連絡なり　 本島人僧侶活動 内
地見学団も組織 深草派の台湾開教
1. 9　 匪賊の襲撃を受けて 北満で悲壮、 殉
職 大谷派の真栗開教使
1. 10　 大陸の宗教問題 (二) 椎尾辨匡
1. 10 北京から南京へ (二) 安藤正純
1. 10　 日本語と和服で 中国人が上演 若き
興亜僧の努力　 中支丹陽の親善譜 劇
“平和の神”
1. 10　 興亜道場 (仮称) 建設 満洲開拓戦士
等に捧ぐ　 気比神宮の計画
1. 10 新民会の協力の下に 施療宣撫事業展
開　 金光教青島施療班の報告
1. 10 大連高女大発展 負債を片づけ更に
廿五万円で大増築
1. 10　 会員に白人も加る　 広東の宗教連盟
日華提携で宗教工作 八雲義乗氏は語
る
1. 11　 大陸の宗教問題 (三) 椎尾辨匡
1. 11 北京から南京へ (三) 安藤正純
1. 11　 満洲国の聖公会に対して 日本聖公会
内に二潮流　 注目すべき其の動向
1. 11 内山氏迎へて　 支那語科講演 京都基
青で
1. 11　 興亜と真宗の 諸問題を討究 けふ大
谷研究会
1. 12　 大陸の宗教問題 (四) 椎尾辨匡
1. 12　 聖戦第四年 (上) 薗田香勲
1. 12　 興亜の春を載せて　 仏教国民唱歌集
江崎小秋氏苦心の結晶
1. 12 中国の貧民救ふ 旧暦歳末同情運動
現地興亜院当局も列席 北京仏教連合
会総会
1. 12 医術と信念もって 今ぞ征く ・満蒙拓
士　 西本願寺道場から巣立つ




1. 24 満洲国の祭祀を左右する 建国廟問題
で態皮決定 あす我が外務省が協議
1. 24 日支提携と 仏教文化 明治聖徳記念
学会の後援会
1. 25 北京から南京へ (14) 安藤正純
1. 25 東亜新秩序の建設に 重要性加へる文
化工作 “宗教界は挙げて国策に協力
せよ” 陸軍省軍務課福山少佐談
1. 25 興亜宗教問題で 仏徒同志会の研究
教学綱領草案も審議
1. 26 日本をなめる英 新支那中央政府の樹
立 支那人は支那人だ
1. 26 仏教界空前の 興亜大予算案 実に三
百五十九万円 西本願寺集会に提案
1. 27 大陸宗教工作 (上) (宗教的 「日華」
「合作」 の貧困) 藤井草宣
1. 27 在京国家主義 印度人の決議 きのふ、
独立運動記念日
1. 27 亜細亜人に望む 印度独立連委員会の
決議
1. 28 大陸宗教工作 (下) (宗教的 「日華」
「合作」 の貧困) 藤井草宣
1. 28 満洲国の宗教 松本定敏
1. 28 大陸仏教の 諸問題協議 興亜仏教会
1. 28 愈よ重大化した満洲国 建国廟御祭神
問題 我が一般神社界に正しき 奉斉
期成機関紅織されん
1. 28 二千六百年記念に 奉天に興亜神宮
東陵の近くへ建立
1. 28 興亜宗教工作に於ける 重要な研究対
象 世界紅1 字会 その現勢と発展の
沿革





1. 30 二児の病死よそに 宣撫官と して挺身
興亜建設の人柱に…と 大谷派の富
敬俊氏
1. 31 中国僧を派し 刑務教諏を実施 杭州
日華仏教会活躍 仏教の為気を吐く
1. 31 東亜新秩序へ貢献 基督教女子青年会
ニケ年の尖行方針
2. 1 興亜の精神文化運動は ここから先づ
具体化へ 力強い各方面勢力圏の支持
東京会談の輝かしい成果 !
2. 1 日本的基教建設 朝鮮慶南基教徒の声
明
2. 2 興亜宗教工作懇談会に望む 信なき も
のは駄目 向ふの有力者と手を握れ
大島増上寺法主は語る





1940. 1. 18　 支那人孤児のため　 全生涯を捧ぐ う
ら若き女性の決意
1. 18　 大陸建設の中心に　 達人長者を送れ
日本人的気短さで局部的　 工作に焦る
は大局を誤る　 田崎博士談
1. 18　 山東共生学院から　 留学生五名派遣
商業部卒業生から選抜
1. 18　 武昌束本願寺
1. 18　 全鮮に奔騰する　 酋洞興亜財団への熱
1. 19　 対支宗教工　 作と其難易
1. 19　 北京から南京へ (九) 安藤正純
1. 19　 日本に仏　 教修業 蒙古ラマ僧来朝
1. 19　 宗教宣撫の体得へ　 青島宗述から従軍
まづ自らが実践行
1. 19　 興亜宗教工作問題　 同願会顧問に報告
聴く　 仏教徒時局同志会
1. 19　 海外神社の発展と　 神祗の大陸宣揚
講究所と外務省協議
1. 20　 北京から南京へ (十) 安藤正純
1. 20　 南洋神社創建進む　 十月一日御鎮座祭
の予定
1. 20　 中国学生か　 初めて拝む
1. 20　 神社、 神職の　 大陸進出 再検討せよ
1. 20　 大陸希望僧に　 別科を開放 仏専で実
施
1. 20　 官中井伊谷宮　 清水禰宜辞任
1. 20　 晋北仏教学院　 第二期入学式
1. 21　 北京から南京へ (11) 安藤正純
1. 21　 満洲国の宗教　 松本定敏
1. 21　 満洲国と協和会から　 今春活仏を内地
へ　 交換に日本僧もラマ廟入り 内蒙
駐在清水谷氏のたより
1. 21　 大陸から阿片を駆逐　 内地の禁酒禁煙
運動と共に　 基督教婦人矯風会の計画
1. 21　 “反共宗教達盟は　 民国人五万の同店7
石家荘の小原氏談
1. 21　 中支宗教大同連盟幹部　 二月一杯で総
辞職決行　 今後の発展期 し改組論起る
神道部長後任は天理から選出
1. 21　 大陸に活躍の　 人材を養成 天津西本
願寺か　 超宗派的 道場廸設
1. 21　 大陸旅行の思出 (下) 真渓蒼空朗
1. 21　 上海通信　 町田 ト シコ
1. 23　 北京から南京へ (12) 安藤正純
1. 23　 移民と共に入植　 本願寺村も建てる
千葉西本満洲開教総長談
1. 23　 在日本印　 度国民会 独立デー
1. 23　 大陸の神祗思想宣揚と　 神社の正しき
奉斉　 内務、 外務両省と 講究所等か
協議
1. 23　 北京稲荷社　 再建を協議
1. 23　 山海関神社竣工　 御神体拝受に代表者
帰還　 外務省、 神社局と協議












19皿 2. 3 日満不可分の根本 原則に立つべき も
の　 建国廟の御祭神問題
2. 3　 興亜大陸仏教工作で　 両本願寺宗務現
地幹部会同　 あす第二回を京都で開く
2. 3　 興亜仏教班員の　 挺身的活動 社会的
活動開始の　 飯沢智隆氏
2. 3　 興亜院の大陸精神工作　 近く具体案発
表されん
2. 3　 大陸伝道者の　 養成機関を設置 天理
教校で授業
2. 4　 宗教工作と　 人物の問題
2. 4　 満洲国の宗教　 松本定敏
2. 4　 朝鮮大阪基教会牧師　 医療行為で検挙
さて教会の処分は
2. 4　 西本願寺定期集会　 血と汗で第一線に
闘ふ　 布教使慰安を叫ぶ 予算総会質
問さかん　 一第九日午後-
2. 4　 興亜宗教懇談会　 政府も軍部も宗教界
も　 真に協力してお役に立つべし　 中
外日報がその襖となれ !
2. 4　 南京通信 (その二) 町田トシコ
2. 6　 普陀山匪賊に襲はる　 聖火は無事 讐
備隊に奉遷　 村上独潭氏ら難を免る
2. 6　 伊人天主教大司教が　 山西の和平運動
に参加　 旧正月十日に大弼撒
2. 6　 西本願寺定期集会　 支那事変費 委員
に付託
2. 7　 対支文化工作も協調　 国策に順応 して
邁進　 出先満支監督も加はり 東西両
本願寺の懇談会
2. 7　 夏蓮居氏ら迎へ　 追悼会と同願念仏会
日華仏教研で計画
2. 7　 事変の責任者たる在支　 欧米人は反省
せよ　 一部中国人に動く
2. 8　 北支同願会代　 表者の来朝
2. 8　 大勢決した満洲国　 建国廟の御祭神問
題　 奉斉の仕方 ・祭祀の形式 今後に
残る問題は?
2. 8　 龍蔵一切経七千八百余巻　 日華仏研に
贈る　 王克敏 ・夏蓮居両氏から 両国
仏教の親善に拍車
2. 8　 基教の取持つ縁で　 北京へYMCA
日華親善に創建計る
2. 9　 中支九江にも　 神社奉斉計画 現地か
ら外務省に手続申請
2. 9　 大陸の仏教工作案決定　 政府当局に実
現を建議　 仏教徒時局同志会実践へ
2. 10　 神祗の大陸　 宣揚問題 全神の懇談会
2. 10　 宗教中心に大　 陸文化の研究
2. 11　 満洲国の宗教　 松本定敏
2. 11　 勝った日本が　 あせ って はいけな い
上海最初の中外会
2. 11　 十五年度大予算や　 興亜の中心案議了
西本願寺集会終る　 一最終日午後-





2。13 陸相の申入れに 聖公会、 辞退 対支
宗教宣撫工作
2. 13 対支精神文化工作語る 来る十七 日懇
談会開催 本社主催
2. 13 華北交通会社に 延びる生長の家 従
業員の精神指導 既成教団に反省資料
2. 13 東方文化連盟 現地事情聴く
2. 14 禅僧も金かな くては 開教は出来ない
外務省の布教権を拡げよ 森妙心漢
口主任は語る
2. 14 留学のラマ僧 憲兵志願を決意 蒙古
に捧げる一石
2. 14 興亜の趙氏 西本で得度
2. 14 中国人の民俗 信仰の現状調査 大陸
仏教工作確立へ 浄宗調査課の計画
2. 14 満洲国に 新教線 西本願寺か
2. 14 北支方面の重 要要務で協議
2. 14 北京の女子 職業学校で 西本の協議
2. 15 南方英自治領は讃ふ 禅で世界を救へ
日本に於て実を結んだ 大乗仏教は
世界のもの
2. 15 統計が語る印度の横顔 仏教徒は二億
五千万人 依然イギリスの搾取の的
2. 15 対支工作の 諸問題研究 興亜仏教会
2. 15 梵巴蔵漢四語 対照の仏典進歩 阿弥
陀経四月に出版
2. 16 京城の回教徒に 理解ある保護を 小
林由太郎氏談
2. 16 精神的な悩みを持たぬ 支那民族に宗
教は駄目 宗教工作に反省の示唆 太
田宣撫官の入洛談
2. 16 “対支宗教の宣撫工作に 聖公会は喜
んで御奉公” 所謂 “陸相の申入れ”
に当局談




2. 16 大陸に於ける 礼拝対象の統一 興亜
教学の確立期し 宗教問題研究所の研
究協議
2. 16 満人仏徒達の 紀元節慶賀式
2. 17 東亜観光団来朝 第二世に日本と大陸
の認識を 布畦西別院の計画
2. 17 南京入城図 素描を前に 追憶に耽る
中島将軍 鹿子木画伯畢生の作
2. 17 基督教精神による 日満一如の理想村
建設 五ヶ年に五十戸移民
2. 17 愈よ興亜大陸の 新計画へ驀進 本願
寺が国家奉公の 全面目を発揮して
2. 17 現地訓練と 内地訓練 募集要旨
2. 17 住吉神社の 海外発展策
2. 17 優秀青年を 天理中学で薫育 大陸か
ら留学生　 建設工作に人材養成
1940. 2. 17　 興亜修禅道　 場を巣立つ 曹洞の宗教
戦士
2. 18　 王揖唐氏の仁情　 静岡大火に義金 日
華親善殿の感激　 美しい日華親善譜
2. 18　 支那の布教権問題で　 仏徒時局同志会
が対策協議　 宣言発表 ・実働期す
2. 18　 小い言葉使ひ一つにも　 相手の気持を
充分汲め　 余りに支那を知らなさすぎ
る　 日華提携の根本を叫ぶ
2. 18　 京城セ医専から　 長老派手を退 く 現
敷地は朝鮮神宮へ　 革新的プラ ン近く
決定
2. 20　 没法子的性情　 と宗教工作
2. 20　 対支宗教政策樹立と　 再出発を要望
本社を通じて興亜院等へ　 本社主催
座談会
2. 20　 従軍僧、 駐在ら二百名　 前線から北京
に召還　 精神文化工作の連絡はかる
興亜院の政策一歩前進
2. 20　 “我等日本基教徒は　 何を為すべきが
北支日本基教教職会
2. 20　 華北仏教徒　 訪日視察団日程 団長夏
蓮居居士は　 病気で来朝不可能
2. 20　 各方面の権威迎へ　 興亜建設大講演会
三日間に亘る大論陣東本願寺の宗教
報国
2. 20　 “日華親善幼き握手”　 映画化された
隣邦児童愛育所
2. 21　 日支融合の　 枚と しての 同願念仏
(上) 中井玄道
2. 21　 大陸の実働へ　 試金石 満蒙開拓の幹
部養成　 興味をもって見らる 本願寺
仏青の新登場
2. 21　 亀山、 岡本両氏が　 互に出馬を譲る
古義朝鮮宗議選
2. 21　 華北仏徒訪日団は望む　 青年僧侶達の
教育方針や　 仏教主義社会事業の現状
日本で観察したい事項
2. 21　 今では支那側にと り　 貴重な資料 常
磐博士の 「支那文化史跡」 愈よ第七
巻完成
2. 22　 日支融合の　 模 と しての 同願念仏
(下) 中井玄道
2. 22　 大陸の仏教国策確立へ　 興亜院に特別
審議会設けよ　 仏教徒時局同志会尖働
大綱
2. 22　 中支宗教大同連盟　 神道部長後任決る
天理教の佐治正嗣氏
2. 22　 満鉄社貝らの　 精神道場和光寮開設
甲斐静也氏の念願
2. 23　 “部隊長の命令だっ”　 中国人の仏教
婦人会創れ　 仏教か皇軍の正式御用に







2. 23 北支仏教徒を迎へ 日本仏徒代表と懇
談 興亜院で協議会計画
2. 23 同願会顧問 協議会 興亜院文化部
2. 23 浄土宗北支 開教使会議
2. 23 豊山派が満洲 開教を傲極化 更に五
万円を追加計上 新京寺院の建設急ぐ
2. 23 けふ、 在洛 華僑の集ひ 東本願寺に
日華親善譜
2. 23 “梵和大字典” 近 く第一巻刊行 仏
教研究の世界的資料 聖語学研究室の
労作
2. 24 印度は自由を要求す(1) 在神戸エ ・ エ
ム ・ サハイ





2. 24 愈よ日本文化の 最高峰に触れる 泰
国の留学生進学
2. 24 事変処理に宗教活用 政界有志の尨大
な計画 大陸の精神文化工作確立へ
けふ、 宗団側と懇談会開く
2. 24 郡内の各寺廟 浄土宗に帰属 台湾開
教区企画部新設 本島人の皇民化に全
力
2. 24 ペン光る 中華の布教権を望む
2. 25 仏教工作に関 する一論策
2. 25 印度は自由を要求す(2) 在神戸エ ・ エ
ム ・ サハイ
2. 25 満洲国の宗教 松本定敏




2. 25 本社主催 対支桁神文 化工作懇談会
興亜院へ先づ認識運助 布教権獲得
か急務 いつ も問題になる人と金
2. 25 一年間の成績良好 将来も継続 仏教
各宗大学卒業生 喇喩廟留学生募集
2. 27 印度は自山を要求す(3) 在神戸エ ・ エ
ム ・ サハイ
2. 27 北京東別院本堂で 国際的仏前結婚
縁結びの名もうれし 出雲路さんの司
婚で
2. 27 ビルマ留学生 タム氏葬儀
2. 27 右翼の諸勢力を糾合 東亜建設国民連
盟結成 代表的人物を網羅
2. 27 東亜連盟協会関西支部 講演会と懇談
会を開催 少壮教授十名現地派遣
2. 27 興亜費 十万円 金光議会終る
2. 27 華北仏教徒 訪日団 京都日程決る






3. 3　 日満犠牲者偲ぶ　 高野山別院で追善法
要　 遠藤柳作氏の仏心 満洲建国記念
日に
3. 3　 教育機関を見学　 けふ、 雪の越路へ
華北仏教徒視察団
3. 3　 待たれる　 日本旅行 初めて見る夢の
国に心躍る　 北京金光日語学園の姑娘
3. 3　 新秩序建設　 真の協力者 抗日陣営内
の青年層か　 純朴な農村青少年
3. 3　 黄柴僧招致と共に　 管長級を支那に派
遣　 黄壁宗の対支運動計画
3. 3　 対支宗教工作指導　 興亜院華北連絡部
が開く　 北支神道連合会講習会
3. 5　 興亜布教一考察 (上) 桜井雄信
3. 5　 “中外日報” こそ両国の　 平和を結ぷ
ものだ　 日華提携に打込むポイ ン ト
華北仏教徒視察団来社
3. 5　 内鮮融和に拍車　 京城学園を開設
3. 5　 上海にも姉妹団体　 近く具体的運動を
開始　 東亜連盟座談会
3. 6　 興亜布教一考察 (下) 桜井雄信
3. 6　 明朗北支に　 初の花嫁塾 済南西本願
寺
3. 6　 興亜親善児童大会　 日、 華、 満、 蒙、
印代表ら参加　 知恩院の国防記念日
3. 6　 二億五千万の教徒持つ　 印度教連盟か
ら宗教使節　 英国の態度頗る注目さ る
サバルカル博士から便り
3. 6　 戦没将兵の　 遺家族のために 母子寮
を大陸に　 大連西別院で開設
3. 6　 御仏の前で　 姓を付けて下さい 半島
同胞かお束へお願ひ
3. 6　 中島中将か　 南方を視察
3. 6　 鮎沢本社特派員　 愈よあす京都出発
3. 7　 中央政権成立に当り　 全日本仏徒の慶
祝使節派遣　 対支応用教学の確立など
時局同志会総会での決議
3. 7　 日華同願の建前で　 布教体制の確立を
軍人会館で第一声
3. 7　 挺身大陸へ　 保母さん二人
3. 7　 五宗派と両本願寺　 合流 ・提携な らん
興亜の宗教闘士養成
3. 7　 中支に新設の　 無錫西本願寺
3. 7　 大連日満実　 業生入洛
3. 8　 中支鎮江に　 仏教合同の気勢 金山寺
住職が主となって　 松田知衡氏談
3. 8　 第二世を再教育　 第二世の教育へ 先
づ第一回の内地留学　 大派ダバオ女学
院
3. 8　 鮎沢特派員　 勇躍出発
3. 8　 中央政権に慶　 祝特使を派遣 浄土宗
会一第二日-
3. 9　 皇国国体史を　 大陸の学校教育に持込
め　 岡田甚吉
3. 9　 大陸から招く　 優秀少年留学生 毎年
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
を確立せよ (上) 岡田甚吉




2. 28　 神社仏閣、 景観区の　 根本案設定さる
満洲国国務院会議で
2. 28　 明和会を改組し 興亜仏教会創立
2. 28 事変処理、 革新問題 国論の帰趨混沌
文化運動の種々相 田中直吉氏談
2. 28 南支、 山西を主に 鮎沢本社員特派
三月七日出帆渡支
2. 28 興亜少年義 勇軍の訓練 市社会課が
知恩院で開く
2. 29 大陸に乗出すべき　 宗教の根本対 策
を確立せよ (下) 岡田甚吉
2. 29　 支那黄葉僧に 招致状を送る 厦門領
事館を通じ　 日支両黄葉の提携
2. 29 満洲国建国 記念の運動 あす東京で
2. 29 良質の青少年集め 蘇州日本基教会
躍進的発展遂 ぐ
2. 29 満洲各神社で　 献茶式も挙行 山辺女
史けふ出発
3. 1　 北支同願会　 一行を迎ふ
3. 1 華北仏教訪日団 けふ、 東本願寺で
信正院連枝らと歓談
3. 1 関心の深 く な った 蒙古のラマ政策
ノモハン事件の寺廟修理 印務処をも
新設
3. 1 日満支の社会家集め 大連で興亜社事
大会 今夏、 六月十一、 二、 三の三日
3. 1 仏教の本義に基き 僧俗一体天業翼賛
興亜仏教会会則成る
3. 1 全鮮思想報告 連盟各支部に 氏創設
I 相談部
3. 1 ア ジ ャ ン タ ー と シギ リヤ 立命館が
刊行




3. 2 民衆指導系統の一元化に 新民会と宣
撫班合同　 本格的活動を展開せん
3. 2 北京金光日語学院も 訪日見学団を組
織
3. 2 支那人かポッポツ 寄り出した 八年
ぶりで帰った梅原乗運氏談 香港西本
願寺
3. 2　 満支へ贈る 綜合日蓮読本 宗教問題
研究所
3. 2 内鮮融和に 緊張する大阪府 新に三
十万半島 同胞の渡来迎へて
3. 2　 純本島人の寺も出現　 開教使の方言研
究盛ん 浄宗台湾開教使
3. 3　 満洲国の宗教 松本定敏






3. 14　 日蓮宗海外　 監督ら懇談
3. 16　 大陸花嫁相談所等　 皇紀記念に常置
大派岐阜教区の活動
3. 16　 全満主任布教使　 ハルビンで大会 西
本願寺満洲開教に再検討
3. 16　 銭廸明嬢の 「訪日遊記」
3. 17　 汪精衛氏の　 歴史的宣言
3. 17　 満洲国の宗教　 松本定敏
3. 17　 救国には南京虫絶滅　 フ ァ ッ シ ョ あ る
のみ　 社貝ら京都人ばかり招き 王長
春氏、 憂国の熱論　 鮎沢特派貝 上海
通信
3. 17　 勇む興亜仏教班員　 現地実習訓練終へ
実働へ　 各地に仏教会館設置
3. 17　 大陸に進出の知的女性養成機関　 天理
教女専設立認可さる　 支那語科中心に
四月開校
3. 17　 日華仏徒合力で　 広東に “仏学院”
華南日華仏教協会　 第二回大会で決議
3. 17　 中支青年僧の　 来朝日程決る
3. 17　 支那留学僧に　 日本理解の旅 お西の
“親心”
3. 17　 布畦、 満支に散在の　 “関係学校” 統
制　 西本願寺法制局参与会
3. 17　 大陸問題協議　 興亜仏教会
3. 19　 族立する興　 亜宗教連盟








3. 19　 失学児童救済　 南支油頭に小学校 先
生は日支人たち
3. 19　 満蒙の天地へ　 雄飛 句仏前法主令息
3. 19　 革新的経綸と気味持つ　 新指導層の出
現望む　 日満支に南洋を加へた 新秩
序建設に進め
3. 19　 法然主義携へて　 満洲へ移民 浄宗で
近く具体化　 関係官民を招き研究会
3. 19　 新中央政権に対する　 仏教使節の派遣
同志会 ・仏連に提議
3. 19　 布教権確認要望　 汪氏に激励電報 仏
徒時局同志会講演会
汪氏に向け　 激励電報







1940. 3. 9 中国人の 施薬施療 宣撫班支援で
天理昭心伝道所
3. 9　 済南神社　 造営計画
3. 9 今年の聖鍬隊 七千余名を動貝
3. 9　 対支文化工作に　 宗教団体を活用 貴
族院で文相答弁
3. 10 支那を知る 必要と方法
3. 10 満洲国の宗教 松本定敏
3. 10 華北仏徒訪日団 晴れの帝都入り 宮
城遥拝 ・明治神宮参拝 駅頭を埋む歓
迎陣
3. 10　 法衣を飾って帰満　 満洲開拓村の村人
に推されて 得度 ・宗教戦士の再教育
日本人の仏心
3. 10 興亜結ぶ義侠心 山東共生学院から
六名の留学生来朝
3. 10　 訓練所の旧建物が　 東本願寺になる
第三次瑞穂村の 佐々木開教使語る
3. 10　 西谷龍大教授 愈よ渡支決る 鮮満経
由で北京へ
3. 10 やはり字は支那人だ 実にう まいもん
だな ア　 と感心させた華北仏教団
3. 12 興亜精神文化の工作に 一大宗教連盟
結成 政府当局 も賛意表す
3. 12 新中央政府に 布教権確認求む 京都
仏護団も起つ あす、 緊急理事会
3. 12 満支蒙疆へ ! 雄飛の卒業生 谷大専
門部
3. 13　 興亜仏教会への　 政府補助は架空 大
森氏に鶴田興亜院調査官抗議
3. 13　 新大陸に骨埋めん 龍大新卒業生満洲
赴任の誓　 けふ、 血盟式挙行
3. 13　 枯淡な浄斉に 渋茶の乾杯 劉団長の
力強き答礼 仏連の歓迎懇談会 華北
仏教徒 訪日視察団
3. 13　 少年宣撫班員　 劉君も卒業 大谷専修
学院生 十一日本社見学
3. 14 新生大陸の息吹き 上海便り 鮎沢本
社特派貝発
3. 14　 中支支那僧日本視察団　 禅の専門道場
にも参禅 興亜院の計画愈々実現
3. 14　 中支宗教大同迎盟 組織目的の根本改
正 九日第二回総会で審議
3. 14　 回教囮国と結ぶ親善 「 日本 ・ イエー
メ ン協会」 誕生 キ宗教大臣に “行賞”
3. 14　 天津に日華共同の　 綜合寺院建立運動
興亜仏教連盟結成
3. 14 満洲開拓に 全力を注ぐ 千葉西本満
洲開教総長談　 宿題解決
3. 14　 東西相呼応して対支　 布教権問題で起
つ　 京都仏護団か緊急理事会で決る
3. 14　 国民会議大会へ　 成功祈る激励電報
在日本印度独立連盟
3. 14　 新郷の新都計画地に 「大東本願寺」






パ ー ル ・ バ ツ クの日支観
伊予の洞宗一寺院が 独力で中国僧養















3. 28 支那の人口は 果して幾億か? 支那
人口の変動性
3. 28 布教権確認へ 講演会に東京から 久
野芳隆氏参加
3. 28 難民救済の数字 上海の支那救世軍
二年間の総計は語る
3. 28 上海中日組合教会 小児園献堂式 施
療所も近く建築
3. 29 渡支不良分子を 断乎引戻すべし (上)
栗山耕三
3. 29 ハリキル女性軍 大陸への進軍譜 女
宗教学者 三重野女史ら 若いお暗さ
ん達
3. 29 新中国での布教権は 文化協定に包含
か 新政府では行政院内政部に 民訓
局設置、 処理せん
3. 29 布教権に就いては 決意と成算あり
大谷光瑞氏力強く表明 三教徒の懇談
会
3. 29 南京日華仏連 常任理事会開く
3. 29 仏教徒の慶祝使節 保留の名でお流れ
新大陸問題を中心に 相対立する二 、
潮流
3. 29 帰るラマ僧中 二名を選抜 引き続き
留学
3. 29 けふ、 長崎上陸 中支青年僧訪日団
日程一部変更す
3. 30 渡支不良分子を 断乎引戻すべし ( ド¯)
栗山耕三
3. 30 満洲国皇帝 御来邦
3. 30 けふ、 在洛華僑相集ひ 新中央政府成
立祝賀式典 興亜建設を誓ふ宣言、 決
議 東本願寺に渦巻 く歓呼
3. 30 南京遷都式 けふ、 盛大に挙行 慶祝
典礼は来月廿五日
3. 30 神社に変る 蘇州知恩院 目下土地物
色中
3. 30 日本語の海外紹介に 辞典 ・文典 ・読
本の編纂 国際文化振興会が研究 向
ふ七年間の予定で開始
3. 30 日本児童の 作品展 中支宗大連 神
道部の催
3. 30 中支に独特な使命で 愈よ社会事業初
む 事変の隠れたる奉公運動 西本願
寺の活躍
3. 30 汪氏の対宗教策に 意見書提出の準備
高雄の大醒法師
3. 30 中支警務部が 寺廟碑等調査
3. 30 安藤慶爾氏 転駐壮行会 大醒法師ら
出席
3. 30 漢口神社の維持に 新年度から氏子組
織 奉斉会財団結成 四月一日成立奉
告祭





3。20 宗教 “工作” の言葉は不当 隣人愛が
宣撫の要諦 真摯率直に核心を衝く
本社主催 ・神道家懇談会
3. 21 支那基督教会の新傾向 教派の合同へ
着々邁進 注目すべき其の成行
3. 21 徐州神社の 造営進む
3. 21 印度駐在武官 手島少佐迎へ 日印協
会の懇談
3. 21 隣邦児童愛育所 視察を打止めに 華
北仏徒訪日視察団 愈よあす帰途につ
く
3. 21 貴族院予算総会に於る 宗教に関する
質疑応答 下村宏氏、 外地の宗教対策
で 政府当局の答弁求む
3. 21 台湾に於ける 曹洞宗の現勢 高階総
務帰来談
3. 23 “汝等、 審かれるゾ 上海日本基督
教連盟が 米の宣教師大会に要請
3. 23 中支青年僧 訪日巡錫団 出発延期す
3. 23 外地の宗教対策で 政府当局の答弁求
む 貴族院予算総会に於る 宗教に関
する質疑応答 (承前)
3. 23 支那宗団は工作対象に 日本仏教のみ
で組織 中支宗大連の新規約
3。23 教育局長候補 趙氏に就いて 福田開
正氏談
3. 23 中支大同連に 顧問をおく 廿日局議
で決定
3. 24 満洲国の宗教 松本定敏
3. 24 中央政権考試院長 王揖唐氏を語る故
権田氏に濯頂う く
3. 24 平壌神学校 四月開校
3. 24 同志社神学科へ 中国人の入学 崇貞
女学校教師
3. 24 日基との 提携強化 台湾長老派大会
3. 26 首都南京に 新寺建立 曹洞の曹渓寺
3. 26 朝鮮西別院に 「護国法友会」
3. 27 新政権の布教権確認で 京都の大講演
会 仏教護国団が主催
3. 27 印度連邦案可決 自治を要求 回教徒
大会で決議
3. 27 大陸社会事業 研究視察団 京阪神社
事家が
3. 27 日満支親善の 和平国祷大法会 けふ、
大連聖徳会で
3. 27 更生国民政府 成立記念座談会 華僑
の張則盛氏 ら招き 宗教問題研の催し
3. 28 日華女学生の親善スクラム 薄幸な華
人女学生に 日本少女の温い同情 彩
る北京の純情譜
3. 28 華人女学生の彼岸詣 宗教教育を徐々
に実施 北京束別院の朗景
に五倍増加
1940. 3. 30　 入廟喇喊研究の　 協和会留学生決る
いづれも武道の達人
3. 30　 金光日語学院　 の訪日視察団 八日本
社訪問
3. 30　 在満教務部　 設置
3. 30　 興正派大陸　 進出の名物 菅野翁を失
ふ
3. 31　 満洲国の仏教　 松本定敏
3. 31　 教派神道各派の生きた事業　 時代に役
立つ仕事は何か　 各派の重鎮が集って
の座談会
3. 31　 日支の共存共栄は　 東洋精神の復古
東亜医学院に東洋医学を　 宗教問題研
座談会　 新政府成立記念
3. 31　 新民会へお祝ひ　 華文日蓮、 神道教徒
両読本　 各一千冊を贈る
3. 31　 新政権へ　 祝電 ポーズ氏から
3. 31　 西本願寺が　 汪氏へ祝電
3. 31　 憧れの日本 !　 嬉し く て胸が一杯 北
京金光日語学院生来阪
3. 31　 大陸に成功の　 ルンピニ学苑
3. 31　 興隆日本と手を携へ　 新政府の昌隆に
寄与　 東本願寺に於ける祝典で 在洛
華僑の力強い宣言、 決議
3. 31　 けふ入洛する　 中支仏教視察団 京都
歓迎会
3. 31　 布教権要望講演会へ　 更に大村、 浜田
両氏参加　 “時同” 全国的結成へ
3. 31　 北支蒙疆の各宗開教使ら　 興亜仏教講
習会　 北支仏教連合会結成
3. 31　 孤児も大喜び　 隣邦児童愛育所 宮井
大佐か指導
4. 2　 中支仏教青年僧　 訪日視察団入洛 け
ふは比叡山へ
4. 2　 大工業都市の　 発展と同一歩調 奉天
西本願寺別院　 新土地に移転地を獲得
4. 2　 大同学院　 視察団
4. 2　 北支仏教連合　 会結成さる 現地各宗
協力
4. 3　 通州事件遭難者慰霊　 殷汝耕氏が施主
で　 増上寺で法要営む
4. 3　 南支の抗日青年に　 示ず 鬼手仏心”
謬れる日本観の一例　 大園氏の戦線
便り
4. 3　 満洲の神社行政　 大使館から内閣へ移
管か
4. 3　 恭 し く宮城遥拝　 感激に胸轟かす 金
光の北京学院一行　 あす退京、 伊勢へ
4. 3　 日本人基督者の　 雄飛を目指し 南洋
伝道関西祈援会が　 大活躍を開始す
4. 5　 ソ満国境の寺に咲く　 異風景 ・ ・宗教
的興亜型　 牧師と新夫婦か仏前に 緩
芥河の椎野生家氏談
4. 5　 新国民政府へ　 日本仏教徒の名で メ ッ
、セージを送る
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
4。 5　 児玉達童氏　 渡支送別会
4. 5 在満内地人の 体位改善の急務 国立
食養研究機関必要　 田村満洲教育司長
談
4. 6　 北支同願　 会の奮起
4. 6 立花駒大学長 中北支視察 ,
4. 6 日華仏教徒ら 歓談のひととき 中日
青年僧迎へて　 華頂会館で歓迎会
4. 6 留学生を先生に 仏教華僑日校誕生
東本願寺か開設
4. 7　 満洲国の宗教 松本定敏




4. 7 文化日本の認識ヘ ラマ僧見学の旅
十八日京都発東上
4. 7 蒙古の最奥地に挺身 ラマ僧と如法の
生活 西蔵 ・蒙古両語に精通の 谷大
出身六学徒出発
4. 7　 新秩序建設に貢献せん 「北支日本仏
教連合会」 結成
4. 7 新中央政府誕生の 慶びの声ききつつ
北支蒙疆から参加二百名 興亜仏教
講習会終る
4. 7 全日本仏徒の名で 新政府激励 仏教
徒時局同志会か　 慶祝の辞 立花俊道
氏に託す
4. 7　 北支蒙古の 主任会議 西本願寺
4. 7 興亜奉公宗教 講演懇談会 文部省主
催
4. 7 中支の 春便り = 季節の花 ・楽書=
高柳壽雄
4. 7 北京愛隣館 事業拡張 興亜院の補助
4. 9　 大陸文化工作の諸問題　 室伏高信 上
4. 9 北京金光日語学院 訪日団本社訪問
4. 9　 中支青年僧 訪日団上京
4. 10 大陸文化工作の諸問題 室伏高信 中
4. 10 日本の真相に触れて 蘆溝橋事件発生
当時の　 対日本観を是正 北京金光日
語学院訪日団 本社訪問 ・感激語る
4. 10　 釈尊降誕の夕 日華仏教徒の交歓
4. 10 “信徒にして下さい” 華人全学生の
熱願 霊地に於ける感激 !
4. 10　 満洲人に叫ぶ　 第一回天理教講演会
在満日本宗教団体の試み





4. 10 仏徒の慶祝の辞 直接汪氏へ手交 立
花俊道氏の壮行会
4. 11　 大陸文化工作の諸問題　 室伏高信 下






1940. 4. 11 私設社事会最初の試み 帰還勇士の家
族保護施設 診療所 ・託児所を も併設
四恩学園が五月早 着々工
4. 11 金陵女子技芸学院 初代校長に孫氏
学童出身者か教育担当
4. 11 蒙古から 四名留学 比叡山中学
4. 11 満蒙開拓に 新運動展開 西本願寺が
実働の人求む
4. 11 日本仏教徒の確立した組織 一般社会
の安定に驚く 中支青年僧訪日視察団
団長隆定法師は語る
4. 12 日華親善殿へ 外額等贈る 新政府要
人連
4. 12 南京基教青年会 愈よ十四日に発会式
末包氏が産婆役
4. 13 印度の基督教は 続々印度教に復帰
米宣教師ガンヂー翁に抗議
4. 13 支那新政府への 慶祝と皇紀記念 大
日本仏青連盟の協議
4. 14 満洲国の宗教 松本定敏
4. 14 北京から華人女学生 “綜合大会” に






4. 14 日本の真相に触れて 興亜の感激愈よ
深し 随所で受けた盟邦の親情 ! 北
京金光日語学院訪日 団の本社訪問の
記録
4. 14 アッ ・爆弾の洗礼 敵機盲爆の跡に慄
然 ! 無念無想 ・観念した瞬間 ○○
にて 鮎沢特派員
4. 14 満支から留学生 大谷大学へ四君 劉
君は専門部入学 学園の興亜風景
4. 14 蒙古から更に お西へ留学生
4. 16 支那に何を与ふべきか (上) 一大陸
精神文化工作の一課題と して一 陸軍
歩兵中佐 大久保弘一
4. 16 名も太子山と称し 山上に聖徳太子奉
安 興亜の拓士養成の 西本願寺沓掛
道場
4. 16 婦人矯風会 上海支部 新事業計画
4. 16 天理図書館 支那語展
4. 17 支那に何を与ふべきか ( 中) 一大陸
精神文化工作の一課題と して一 陸軍
歩兵中佐 大久保弘一










4. 17　 満洲国の帝国神社行政　 関東局に在満
教務部創設　 勅令を以て官制公布さる
4. 17　 愈よ帰国の　 ラマ青年僧
4. 17　 暁高敏氏ら　 漢口に活躍
4. 18　 支那に何を与ふべきか (下) 一大陸
精神文化工作の一課題と して一　 陸軍
歩兵中佐　 大久保弘一
4. 18　 大派の朝鮮全開教使　 けふから医療を
習得　 先生は聖徳病院長ら 開教史上
に一エ ポ ッ ク
4. 18　 一部日本人に頂門の一針　 蒋の “無限
の時”　 来春までに欧州が晴れれば
東洋は必然的に曇後雨
4. 18　 大谷派朝鮮　 開教団総会
4. 18　 満洲国からラマ僧　 30名内地へ留学
興亜局か積極的支援　 知恩院の事業認
めら る る
4. 18　 廃廟を善用し　 台湾人教化道場に 新
竹西本願寺の　 台湾皇民化運動
4. 19　 暁高氏の漢口講演会　 開会直前に突如
横槍　 裏に飽なき宗派争ひ
4. 19　 漢口神社維持費に　 総指令部から一万
円　 奉斉会財産四万円余に
4. 19　 遺族の涙も新た　 股汝耕氏を施主に
通州殉難者の慰霊法要
4. 19　 新中央政府成立に即応し　 大陸の精神
文化建設へ　 本社主催 ・第二回東都の
研究懇談会　 廿六日山王ホテルに開催
4. 19　 現地政策の明朗化と　 “一旗組” の利
己的非難　 文化政策は退去でない
4. 19　 南京日本基青発会式　 堀総領事の祝辞
など　 非常に盛会であった
4. 19　 中支僧侶を選抜　 黄柴宗におく る 興
亜院が人選に努め　 まづ第一回は五名
位
4. 20　 華北実業家が　 帰敬式を受く お西の
二上人法要に　 咲いた興亜朗景





4. 21　 宗教家に告 ぐ= 蒙疆に進め　 先づ民心
を掴め　 外国系キリス ト教の勢力 凌
ぐ実力の扶植へ
4. 21　 中支鮮埠に　 中日仏連 結成さる
4. 21　 南洋神社の造営進み　 宮司 ・禰宜の陣
容も内定




4. 21　 春雨衝いて　 ラマ僧入京 先づ宮城遥
拝













4. 21　 中国新政府へ　 祝賀文を贈る
4. 21　 汪精衛氏に　 メ ッ セ ー ジ 西本願寺会
衆　 訪華皇軍慰問
4. 21　 大陸の神祗宣揚機関　 講究所の北京分
所具体化　 高階理事は現地に飛ぷ
4. 21　 東福と建仁　 慰問使派遣 廿三 日出発
4. 21　 朝鮮最初の　 教化研究会 本願寺関係
者の　 努力で五月発会
4. 21　 亜細亜民族の親善に　 歩んだ独自の二
十年　 小林義道氏に聞く (一)






4. 23　 日満華親善　 児童大会
4. 23　 蘭印を狙ふ米の魂胆　 裏面で戦争遅延
策す
4. 23　 台湾西別院に　 八雲氏を挙用
4. 23　 釜山共生青か　 記念出版計画
4. 24　 大陸の基督教　 と仏教工作
4. 24　 鮮仁協会三ケ所千々和氏の下に活動
4. 24　 京城基青厚生　 運動講習会
4. 24　 明年支那大陸に　 興亜仏青大会開く
大日本仏青連盟で　 与論喚起に努む
4. 24　 新中央政権ヘ　 メ ッ セ ー ジ 皇紀記念
大会　 理事会で決る
4. 25　 蘭印問題に関しては　 政府自主的態度
を堅持　 充分の用意と確信持つ
4. 25　 南方地方の華僑　 汪政権支持通告 日
本の態度に好感
4. 25　 台湾高雄の　 光瑞氏邸宅 五月開園式
4. 27　 半島人教会四十三ケ所　 日基浪速中会
に合併　 十七名の同教教師と共に
4. 27　 布畦二世達　 支那現地へ
4. 27　 組合教会の　 指導下に移る ? ア メ リ
カ ン ・ ボー ド　 南洋伝道団の傾向
4. 27　 国策化しつつある　 満洲食養運動 桜
沢氏を聘 して　 各地に指導講習
4. 27　 学堂出身要人が幹部　 金陵女子学院の
陣容　 五月一日から愈よ開校 東本願
寺の中国婦女教育
4. 27　 西本の梅原執行　 満支視察へ
4. 28　 対支精神文化工作語る　 国家と しての
対策は　 如何すればよいか 本社主催・
第二回懇談会
4. 28　 上海外国租界の虚勢も　 底が見えて来
た　 腰を据えて頑張れ














4. 28 白衣の勇士慰問と 銃後の固め促進に
大谷紅子裏方か 満洲朝鮮に飛錫
4. 28 亜細亜民族の親善に 歩んだ独自の二
十年 小林義道氏に聞く (二)
4. 28 支那の旅 筧潮風
4. 28 満洲国の宗教 松本定敏
4. 28 興亜行道者 養成所へ 大派から三君
5. 1 日本仏教各団体通じ 最初 ・海外の社
事 “南京に司法保護事業” 西本願
寺が愈よ開設
5. 1 全仏教徒の慶祝使節 大派光暢法主に
決定 仏連当局の交渉に対し 不日正
式受諾回答せん
5. 1 基督教伝道 義勇軍養成 伝道学社の
創設 各派の権威を講師に
5. 1 大陸に紙芝居 南京西本願寺の 谷口
氏携へて帰任
5. 1 東亜の精神文化確立へ 強力な中央機
関設立 六日各方面代表が準備会 運
動の具体案作成
5. 1 軍官民各方面の 強烈な要望 東亜精
神文化協会 (仮称) 生る 本社東京会
談の収穫
5. 1 東亜新文化建設に 日満支教育家団結
東亜教育協会結成
5. 1 南京仏教総会 一周年記念式 一ヶ月
延期
5. 1 宗教団体法 実施に伴ふ収穫 解放さ
れた半島人教会 半島人の大なる喜び
5. 1 北京覚生女子 中学訪日団 明日東京
へ
5. 1 興亜行道者 養成所開設
5. 1 浄宗留学生 成田氏帰朝




5. 2 大陸へ灸療行脚 開拓民の保護政策へ
駒井博士乗り出す
5. 2 ヅカ ・ ガールと 日支歌の交歓 覚生
女学校生ら
5. 2 大陸では唱矢 “興亜家庭塾” 天津
東別院で開校
5. 2 華園法主を迎へ 京城に咲く 内鮮融和
珍ら しい檀家総代
5. 2 大陸に於ける宗教活動 一宗一派を認
めず 軍慰霊祭に代表参拝も許さぬ
休息に結成準備へ 北支神道連合会
5. 2 東亜新秩序建設に 執るべき教育方策
興仁氏帰朝談
5. 8　 長期建設に対応　 統制経済の方向転換
その転換傾向は?
5. 8　 日満支合同の　 興亜社事大会 今夏八
月、 大連で
5. 8　 広東に庭く癩患者群　 彼等を迷信から
救ひ　 治療機関設置が急務
5. 8　 杉本哲郎画伯　 印度風画展 大阪大丸
で
5. 8　 “正しき信仰を　 本島人に与へよ”
台湾の寺廟整理で　 森岡長官から閑明
地方長官会議
5. 8　 東亜精神文化の確立へ　 中央機関設立
準備進む　 規約案成り来月発起人総会





5. 9　 皇紀奉賛の至誠　 覚生の華人女学生
あすから音楽コンクール　 体育大会で
活躍
5. 9　 ラマ青年僧の　 第一回修了式
5. 9　 現地の実情に即した　 海外開教線の刷
新　 皇紀奉賛法要を機に 大派、 あす
から監督会議 -
5. 9　 大派台湾開教監督　 深奥氏に決定
5. 9　 満洲国開教に　 お西の拡張陣
5. 9　 樺太にも拡大
5. 10　 太虚の妄動
5. 10　 大陸の　 旅に拾ふ (上) 南京にて
松本興仁
5. 10　 御神徳大陸に輝く　 民団の皇紀記念に
上海神社境域拡張　 十五万円で今秋
迄に完成’ 招魂社は護国神社に
5. 10　 南京神社 ・忠魂碑　 敷地問題で行悩み
五台山に建設するには　 新政府との
交渉必要
5. 10　 半島の癩患者六千の　 真心表はす銅像
爆弾三勇士の作者松尾薫氏が　 一灯
園で専念折作　 1
5. 10　 岳麓に修養道場　 日満支物心一如の確
立へ　 兼井鴻臣氏の計画
5. 10　 華人女学生が歌ふ　 裏方作歌 “同朋の
歌”　 奉賛音楽コンクール
5. 10　 支那派遣員の　 報告を中心に討議 日
本基青同盟が
5. 10　 覚生女学校の訪日感　 李王殿下の御仁
慈　 一代の幸福と感激
5. 10　 阿原局長も臨庸　 きのふラマ僧修了式
5. 10　 西本会衆訪華　 中支班出発
5. 10　 天涯孤独の　 碧眼僧 仏跡に骨埋む
5. 10　 興亜仏教会
5. 11　 新政府と文化　 諸工作の問題





1940. 5. 3　 宣撫工作と新政府の意向打診　 文化工
作の首脳者は “支那人” を希望 宣
撫戦線に異状を来すか　 政治的解決の
結果重視
5. 3　 三年間は準備 大陸進出の西谷順誓氏
談
5. 3　 日支精神的結合の襖　 東京に “道慈研
究院” 設立 紅1 字会後援会が
5. 3　 蘭印問題で 気勢揚ぐ 祭政社主催
5. 3　 日満文化　 協議会 五日新京で 総会
開く
5. 3　 支那人の腹の真底は 民族建国か目的
日本との提携は手段
戦捷日本は如何する ?




5. 4　 幼稚園や日曜学校 中国人青年会結成
天理教華北伝道庁 新しい計画の数々
5. 4 南京西本願寺 中旬移転完了 修理工
事進歩
5. 4　 親英に露骨な達頼と 合流せよは不可
解　 “反英親華” の班禅ラマが 特務
機関に斡旋陳情 新政府の善処要望
5. 4 両民族は仏教を通じ 永遠の平和を娯
まん　 立花駒大学長の問に答ふ 考試
院長　 王揖唐氏
5. 4 西本の台湾 教化陣強化








5. 5　 華北総鎮守も創建 居留民待望の 北
京神社近く鎮座祭 主任神職に有賀宮
司内定





5. 5 興亜と銘打つ運動は 宗派名を断然廃
せ 大陸布教の改善策
5. 5 在留邦人の 精神的糾合で 特殊使命
達成へ 山東祭政会の活躍
5. 5 興亜行道者養成所 第三回開設 東西
両本願寺も新参加　 風薫る武蔵野原頭
5. 7 内鮮一体の 花まつり









5. 15 ここにも入学難 蒙古の学校語る 厚
和の宗村芳英氏
5. 15 大陸の宗教工作懇談 兼井青島宗連理
事長迎へ 日本宗教連盟主催
5. 15 唐山東省長ら と財界人懇談
5. 15 日基大陸伝道 満洲中会の発展 北支
中会設立目指す
5. 15 小泉蓼三氏 北京国立師範 大学教授
に
5. 16 蘭印問題 日英米仏四国の 不干渉協
定締結説台頭 政府の積極的行動要望
さ る
5. 16 米海軍極秘裡に 比島方面に進出 今
後の成行重大視
5. 18 東亜建設の 指導原理 中根環道 一、
東洋思想の根拠
5. 18 日満支から四百 五十名参加して 興
亜教育大会 一今夏東京で開く -
5. 18 今日の印度聴く 手島陸軍少佐に 東
洋精神研究会
5. 18 晋北仏教学院に 興亜院か助成 蒙疆
で た だ一つ
5. 19 東亜建設の 指導原理 中根環道 二、
一体主義と我が国




5. 19 上海に童子軍結成 抗日を親日に塗り
潰す 金光教本部か準備
5. 19 光照法主の “陣中教諭” 聖地に誓ふ
報国の至誠 現地陸海両司令官と法主
に感謝打電 西本願寺の全国門徒大会
5. 19 南京基青発会事情 末包敏夫氏の報告
5. 19 野依秀市氏 汪氏と会見
5. 19 今度は華人教師 訪日団、 今秋来朝
金光上海忠信小学校の計画
5. 21 東亜建設の 指導原理 中根環道 三、
至公至大の 御仁慈 (上)
5. 21 仏連のたち遅れ この機会に反省を要
望 ウッチ ャ リにな り さ うな 仏教徒
慶祝使節の渡支行
5. 21 皇軍慰問使 大陸に散る 布畦第二世
朝代さん
5. 21 日華同願会 南京寺で 今夜例会
5. 21 黄桑の対支事業 東亜僧団復活 中国
留学生収容 愈よ人を派遣す
5. 21 モッ トー “光は山東よ り” 東亜新秩
序建設に華人鞭麺 山東省の現状語る・
西田顧問
5. 21 亜細亜各国の 留学生枢軸に 東亜学
生連盟結成 六月初旬に発会式
5. 22 東亜建設の 指導原理 中根環道 三、
1940. 5. 11 全国私設社事大会 けふから三日間
提出議案決定す
5. 11 新東亜の天地を明朗に 犯罪防止と刑
余者保護 日満支事業家の大同団結へ
保護協助会の結成計画進む







5。11 国家、 宗教、 歴史その他 興亜の指導
原理を討議 全国の関係学者、 官吏達
か 日本諸学振興哲学会で
5. 12 対支精神文化工作懇談会 紙上傍聴所
感 (上) 中井玄道
5. 12 支那に於る 愛路工作 上海華中鉄道
会社 中村慶範
5. 12 三民主義とは 代議士 安藤正純
5. 12 支那雑感 (一) 奥村洞麟
5. 12 大陸に延びよ宗教家 ! 日本に真の逆
賊なし 凡ては皇恩に一致する 一緑
芳ばしい初夏の夜を懐しむ歓談-
5. 12 日満支社会事業協力し 聖戦目的の達
成期す 全国私設社事大会 第一日
5. 12 基督者満洲移民村 三十家族を一団と
して 先づ牡丹江付近に建設
5. 12 新京の曹洞 別院落慶式
5. 12 思想国防の完璧陣 朝鮮人転向者も続々
陸軍兵特別志願
5. 12 覚生高女生 大阪の日程
5. 12 ラマ僧来社
5. 12 大阪興亜仏教会 本年度大会開く 将
来の日華親善協議
5. 14 対支精神文化工作懇談会 紙上傍聴所
感 (下) 中井玄道
5. 14 紫金山の霊域化と 支那側供養塔建設
五千年先を考へる事か真の建国 忠
霊顕彰会 桜井大佐に聴く
5. 14 新中華の教育方針は 老子の精神を根
本とす 対神社観、 忠霊塔観など 趙
正平教育部長と語る
5. 14 対支那人教化に 高野山療院を 教会
所開設を断念した 尾初瀬徐州駐在
5. 14 新京神社の 移転造営 実行委員会
近 く第一回
5. 14 北京神社の 鎮座祭 来月六日執行
5. 14 汪精衛氏と会談 ・神尾東方文化連盟理
事 重慶の離間策警戒 出来た新秩序
の実験室的見本 工業化か今後の任務
5. 14 北京の同願会に呼応し 大阪に日華同
願会結成 華僑、 邦人貿易商、 仏教徒
が 新東亜建設に緊密な握手
5. 14 日満支社事連盟 結成準備に着手 全
国私設社事大会 第二日
5. 14 京城西別院 護国法友会
5. 14 南京仏教会 釈尊降誕会 日華合同で
5. 15 支那イ ンテ リ層も 建設協力に傾く








5. 26　 “興亜精神文化協会” 愈よ結成 ・実
働へ　 七日発起人会総会開く
5. 26　 満洲国からラマ僧　 留学に2 7名来朝
興安局が選抜して
5. 26　 次は英港湾徹底破壊か・ 意表衝く独の
電撃作戦　 蘭印現状維持の解釈か問題
5. 26　 支那雑感 (二) 奥村洞麟
5. 26　 朝鮮人の来阪　 増加の傾向
5. 28 興亜精神の確立 (下) 松本勝三郎






5. 28　 満洲国の日系要人は　 今後平均二年の
寿命　 恐るべきその不健康状態 日本
小学生も満人に劣る
5. 28　 中国国民使節ら　 けふお東訪問 一山
挙げて歓迎
5. 28　 高野山漢口　 布教所決定
5. 28　 新東亜建設に　 処するの途研究 上海
経済研究所副所長に　 着任した小岩井
浄氏
5. 28　 日満のYM接近　 近き将来具体化 ?
積極的な日本人指導要望
5. 29　 増えた日本留学希望　 何れも日語会話
本を手に　 各旗でラマ僧の学校建設
5. 29　 北京の名刹広化寺を開放　 五万坪の寺
有地に社会施設　 呉将軍未亡人も巨額
の寄付
5. 29　 ラマ僧二名　 身延に留学
5. 29　 新京忠霊塔　 春季大祭
5. 29　 答礼使節一行　 東本願寺訪問 法城で
親善風景
5. 29　 紅子裏方の渡鮮で　 全鮮婦人会拡大
京城でお西が大会
5. 29　 日本基青同盟の　 大陸特派員継続 養
成機関で充実
5. 29　 曹洞の興亜講座　 浅草の伝道会館で
5. 29　 嬉し、 日華戦没英霊に　 明け暮れ捧ぐ
追善回向　 粟雑炊とマ ン トウの 天津
居士林の体験談
5. 30　 再び、 蘇州日　 語校の問題
5. 30　 国境線や北満の開発に　 必要な綜合的
計画　 対岸に劣る種々の施設 作家富
沢有為男氏の見聞録
5. 30　 永遠の和平導く ものは　 両国仏教の交
流だ　 陳正使、 堂々信念を吐露 東本
願寺の日華親善絵巻
5. 30　 川上曹源氏が　 満鉄沿線を巡歴 満洲
国軍を も慰問
5. 30　 興安西省遺　 跡保存館










5. 22 再度満洲に慰問行 大谷托子裏方のプ
ロ決る
5. 22 北中支蒙巡り 草繋全宜氏帰る 高野
山で報告会
5. 23 東亜建設の 指導原理 中根環道 四、
興亜建設と仁徳
5. 23 在支仏教団の信用失墜へ拍車 三派合
同経営破る 皮肉 ! 表彰された蘇州仏
教日語学校 補助金四千円返上か
5. 23 蘇州省立中学に 日語専修科開設 基
督教と共に三校
5. 23 日本仏教の大陸布教は 先づ日本人か
ら 不良邦人の横行に悩む 暁烏敏氏
帰朝談
5. 23 大陸各地の 現地報告会を聴く あす、
築地本願寺で 平等通昭氏帰朝
5. 24 東亜建設の 指導原理 中根環道 五、
三民主義と滅私奉公 (上)
5. 24 中支の英 霊告別式
5. 24 全朝鮮に 特別布教
5. 24 大派開教人事
5. 24 華人小学校先生か 内地に見学旅行
油頭本願寺の斡旋で
5. 25 蘇州仏教日 語学校の内紛
5. 25 東亜建設の 指導原理 中根環道 五、
三民主義と滅私奉公 (下)
5. 25 日満保護事業 協助会案成り 新京で
代表協議 東京に満人保護家養成所
5. 25 神社参拝反対の 不穏文書を発見 閉
鎖後も地下で礼拝 平壌長老系聖経学
校
5. 25 転向者の活動や 大陸の状況視察に
観察所員を派遣せよ
5. 25 河北特務機関藤井晋氏報国 蒋介石も
手を焼いた 秘密結社青偕の暗躍 仏
教思想も通流する
5. 25 満洲基督教連 六月十日結成
5. 25 朝鮮基督教 連合会総会
5. 25 満洲の認識強化へ 満鉄が学生論文募
集 入選者に視察旅行
5. 26 興亜精神の確立 (上) 松本勝三郎
5. 26 かっての支那要人は 日支提携にかく
叫ぶ ーこれは僻目か認識か ? -
5. 26 突如来社の殷汝耕氏 仏教信仰の妙諦
を説く
5. 26 中支近藤金光教専掌 ・北支森川東京高
校教授語る
中支 事業と布教を 区別 して進み
たい 宣伝を離れ日支問の 気持のつ
ソ連の圧迫に堪へず
6. 5　 朝鮮にはもう　 長キセル風景なし 南
鮮映画伝道の　 池浦氏から便り
6. 5　 蒙古から更に五名　 七月上旬知恩院へ
青年僧留学に来朝
6. 5　 油頭小学校　 の先生六名 日本視察へ
6. 5　 日本は型を脱せよ　 溌刺さか中国人に
劣る　 自治は彼等の伝統力だ 西尾組
合教会牧師語る
6. 5　 満鮮へ白衣　 勇士慰問行 大谷紅子裏
方　 きの・ふ出発
6. 6　 仏教こそ日華を結ぶもの　 日華仏研が
汪氏に祝賀文
6. 6　 歌ぷ アジアの子供”　 北京市内の全
小学校　 日本語学芸会の盛況
6. 6　 新舞楽研究会　 大連神社に創設 松岡
洋右氏の発意で　 九月、 皇紀奉祝奉納
6. 6　 海外神社と神官　 その使命について語
る
6. 6　 南進国策に即応　 テニアン本願寺の
岩佐昭雄氏活動
6. 6　 荒んだ支那で　 心慰める “中外” 上
海の愛読者会
6. 6　 蘇州仏教日語校　 内紛問題を検討 大
阪仏徒社事同盟
6. 7　 前線将士の知的渇望　 満たす ・慰問講
演　 事変の推移と共に慰問の 方法に
多大の示唆　 志村氏の活躍
6. 7　 日本留学への　 懇願もだし難く 浄宗
菱田、 北川両氏が　 個人で引き う く
奉天皇寺のラマ僧
6. 7　 日本訪問の感銘　 林柏生氏、 南京で談
る　 東亜新秩序に邁進　 日支両国民の
心理　 建設が何より大切
6. 7　 神祗思想の大陸宣揚　 講究所、 外務省
に陳情　 谷次官も協力を約す
6. 8　 要職に就き　 活発に活動 帰寺したラ
マ僧の報告
6. 8　 一応白紙に還元　 末藤日宗監督と 現
地三者の懇談　 蘇州仏教日語学校問題
6. 9　 支那雑感 (二) 奥村洞麟
6. 9　 上海印度人会　 在住の二千人か結成
エ ・ エム ・ サハイ氏談
6. 9　 難民収容所を其のまま　 牧師たちの修
養道場に　 被収容者にも宣教師的訓練
上海基連か第二期計画へ
6. 11　 対支文化工　 作と知性層
6. 11　 関係宗派当局は事情訊し　 一版に公表
の義務あり　 蘇州仏教日語学校の内紛
を　 大阪仏教社検討して決議
6. 11　 山口村開発に　 青年僧起つ 自ら拓士
の募集
6. 11　 兼井氏迎へ　 あす本社で 座談会開く




1940. 5. 31 米国の援蒋行為是正に 使節を派遣せ
よ 学校の礼拝問題等議す 基督教教
育同盟総会
5. 31 仏教徒の慶祝施設 派遣延期その他協
議 仏連本部理事会
5. 31 満洲神職会 時局講習 今泉翁か出講
6. 1 四川の空に散る 若鷲 桑原准尉を憶
ふ 江口堅次






文化局長談 ・ ・ 開教第一 佐治、 平
出両部長帰任
6. 1 印度僧ラ氏が J OA K ア ナ ウ ンサー
に 海外放送に日本仏教紹介
6. 1 支那で持てるのは 一に医者、 次は宗
教家 宇佐博士の意味深き土産談
6. 1 日語習得熱旺盛で ここにも入学難
揚州興亜日語学校
6. 2 セイロン島の一大勢力 仏教霊智協会
創立六十年式 有田外相か仏教団体
に 祝意表明を態憑
6. 2 詳細な報告待って善処 蘇州仏教日語
校問題で 浄土宗務所当局の談
6. 2 梅原真隆氏の 満支視察談
6. 2 新政府外務側より 「布教権」 許可の
言明 藤野氏等の報国
6. 2 懇請もだし難く 北京大学日系首席教
授に 山口察常博士就任
6. 2 信濃憂人氏訳編 「支那民衆の告白」
を読む 西田芙美子
6. 2 支那を尊重せよ 藤田篤麿
6. 4 支那の人口抑止 (支那人口の変動性)
野寺勇
6. 4 四川の空に散る 若鷲 桑原准尉を憶
ふ 江口堅次





6. 4 国民外交果して 西本願寺会衆中支班
帰る
6. 4 “孔孟聖図鑑” 公刊 興亜精神文化発
揚と 日支の融和に資す
6. 4 皇紀法要 興亜花祭 吉林東本願寺
6. 4 中支基教青年運動 更に徹底的完成へ
人的要素の充実
6. 4 日蓮側遂に離脱 二派で引続き開校
蘇州仏教日語学校
6. 5 四川の空に散る 若鷲 桑原准尉を憶
ふ 江口堅次


















6. 11　 西本願寺の北　 支人事大異動
6. 11　 南京仏教総会　 中支宗大連と 連絡を
密にす
6. 12　 特色なき宗団　 の興亜運動
6. 12　 支那問題を語る　 けふ、 本社楼上で
6. 12　 童心通 じて　 日支の親善
6. 12　 組合基教会の　 大陸伝道方針 常務理
事会で決定
6. 13　 渡支制限令と　 開教使の問題
6. 13　 支那の農業　 人口について高橋梵仙
6. 13　 印度はどうな る ?　 あす、 本社の座談
会
6. 13　 民族の協和達成と　 興亜精神の宣揚
“蒙疆偕拓文化会” を結成
6. 13　 全満洲最初の　 軍人遺家族母子寮 西
本願寺関東別院に建設
6. 13　 日本学術協会　 京城で大会
6. 13　 華北宗教界の現状と　 宗教工作の重要
性　 一氏義良氏が 華北評論” で強調
6. 13　 興正派法主　 自ら陣頭へ 朝鮮の教線
大強拡化
6. 13　 大派宗議会　 前年度より 約一割の膨




6. 16　 印度を生かすかどうか 千載一遇 ・然
し困難　 印度を語る ・本社の座談会
6. 16　 黄柴で修業 する支那僧 今十六日出
航
6. 16　 日支の文化提携か 何よ りの急務 更
に一段の努力を　 横川良田氏ら帰る
6. 16 三者握手 して散会 蘇州日語校問題
6. 16 誠首を取消 中支宗連 紛争結末






6. 18 看板あって実なし 日華仏連南京総会
に対し 西蔵ラマ等から提議
6. 18 社事にも進出せん 南京日本仏教会宣
言　 第二回総会並に大会
6. 18 大派宗議会 一第四日一
開教局を設置せよ
6. 19 文化工作試考 下 三浦参玄洞
6. 19　 新大陸体験　 今年も学徒が 勤労報国
隊
6. 20 イ ン ドシナへも加勢せよ 被圧迫有色
民族のために 千家尊建
6. 20 東亜連盟は一歩進めて 亜細亜連盟に
転回せよ　 欧州時局の急転と 中川小
十郎氏の所懐 事変処理の積極化
6. 21　 黄桑に中国僧 二名来山留学
6. 21　 けふ蒙古から　 ラマ僧来朝 知恩院招
致
6. 21　 印度支那、 イ ンドネシヤ　 独立の斡旋・
日独に要望 在日印度独立連盟の決議
6. 22　 興亜学徒勤労 報国隊の派遣






6. 22　 布畦西本婦人会　 難民救済金贈る 新
政府では直に施米
6. 23　 今日の印度　 手島少佐 語る 2
興味ある独立運動　 現在では望み得
ぬ　 国民会議派と回教連盟
6. 23　 興亜仏教協会　 七月二日創立総会挙ぐ
6. 23　 満洲国が思想対策協議　 廿五日新京に
実務家会同
6. 23　 徳富蘇峰翁著　 満洲建国読本 増刷又
増刷
6. 23　 欧州動乱の真只中に　 印度は立上る ?
英国の為に印度人は参戦せず　 独立
し得る可能性は問題だ
6. 25　 満洲国皇帝陛下　 奉迎国民歌






たず ◇…と喝破 した印光法師 蘇州
城外の山頂で修業
6. 15 研究と体験か ら生む 華人用 「日語教
本」 編纂 お西が全支教陣の統制
6. 15 日本の印象は? 北京金光日語学院生
の いつはらぬ感想
6. 15 華人より先づ日本人 大陸の精神工作
の重点は 現地日本青年層に
6. 15 妙心寺派の 新京別院 後任主任決定
6. 15 中南支に 開教基地 満支開教方針
6. 16 文化工作試考 上 三浦参玄洞
6. 16 或る中尉の 戦闘手記 泉秀作










1940. 6. 26　 満洲国皇帝陛　 下を迎へ奉る









6. 26　 ガンヂー翁の　 非暴力運動排す 印度
独立運動に邁進　 国民会議派の決議
6. 26　 支那民衆の　 土俗信仰 “道蔵” の刊
行図る　 道教思想の基礎的研究尨憑
6. 26　 道院信仰の理解通じ　 興亜精神文化確
立に寄与　 世界紅1 字関係者大会 今
秋東京で開催
6. 26　 張満洲国宮相　 煕侍従長を迎へ 紅田
字後援会が廿九日懇談会開く
6. 26　 華人留学層　 六名と決定 西本で教育
6. 27　 第三国系教育施設視察　 我が基督者も
敵性認む　 “阿片対策は唯一の道だ”
小倉大阪基青主事語る
6. 27　 英の厳重監視を逃れ　 ビルマから留学
生　 外務省、 国際仏協の委託で 初め
て知恩院に来る
6. 27　 北京の同願会に対し　 中支に日華親善
の僧園　 金山寺仁山氏を中心に 泰印
の仏徒を も参加さす
6. 27　 躍進日本の姿　 大谷紅子裏方 満鮮か
ら帰る
6. 27　 必ず坊さんか村長　 融和問題解決の山
口村　 満洲移民の積極策
6. 27　 基督者の移民村　 計画全貌決定す 一
斉に移住家族の　 募集鐙衡に着手
6. 28　 半島人中学生の為　 先輩か寄宿舎創設
勉学と実業の余力




6. 29　 都会を初めてみる　 中国小学児童らが
金光小学生らと交歓　 華中鉄道愛路
課の断で
6. 29　 世界の唯一仏教国　 泰国を何と見る ?
安易感は危険、 正 しい　 認識こそ…
と某外交官
6. 29　 サイパン島に　 司法保護機関 “大慈
会” 生る　 東本願寺も努力
6. 30　 満洲国の産土神　 鄭孝骨氏を祀る 来
る七月七日鎮座祭執行　 太夷宮の創設
6. 30　 街往 く姿も凛々し く 「中国童子軍」
生る　 入学希望者も増えた 上海忠信
小学校




7. 2 満洲国皇帝陛下 愈よけふ御入洛 大
宮御所に御滞在　 神宮、 山稜御参拝の
御旅
7. 2　 道院の信仰で日満親善 張海鵬侍従武
官長迎へ　 我国関係者か懇談遂ぐ
7. 2 大陸各地に紅1 字会 後援会支部設く
内地に近く道慈院 松井中将抱負語
る
7. 2　 東亜モンロー主義と仏教　 南方諸国と
の親善運動台頭 太虚法師の抗日仏教
工作を克服せよ
7. 3 時に叫ぷー(本社主催 ・於華頂会館) 一
講演会
維新運動とその 基本原理 ( 1)
速記録 中田緑郎
7. 3　 蘭菊の契愈よ深し　 満洲国皇帝陛下昨
夕御入洛
7/ 3　 油頭華人教員 けふ神戸入港
7. 3 北支宗教情勢の 新動向を語る 武田
煕氏
7. 3　 “皇道と紅1字会” 家たる 張侍従武
官長を囲み　 あす、 本社主催の集ひ
7. 4 南方政策と 仏教徒
7. 4　 時に叫ぶー(本社主催 ・於華頂会館) 一
講演会
維新迅動とその 基本原理 ( 2)
速記録 中田緑郎
7. 4　 蘭印問題沸騰　 開教使の貴任重大 惣
容たる邦人の態度必要 これを指導し
信用固めよ
7. 4 満洲から 学童使節 ’神宮、 山稜参拝
7. 4　 紅1 字会を聴く 張侍従武官長進んで
出席 今四日新島会館で
7. 4　 大陸戦線にも 夏越祓形代送る 下鴨
神社か慰問文と共に
7. 4　 世界のテンポに先じ　 民心をキャ ッチ
せよ 興亜仏教協会創立さ る 宗教家
に望む 外部の期待
7. 4　 “印度人には印度語で”　 彼らの国語
統一の気運汲み　 日本の真情を通じさ
せよ
7. 4　 印度国民会議派の 巨頭ホース氏逮捕
英官憲の弾圧発動
7. 5 時に叫ぶー(本社主催 ・於華頂会館) 一
講演会
維新迎動とその　 基本原理 ( 3 )
速記録 中田腺郎
7. 5　 満洲国皇帝陛下 建国の聖地に 東亜
建設を御祈念 畝傍陵と橿原神宮御参
拝
7. 5 対支精神文化工作　 宗団は素裸となり
重点主義をとれ 第三国の基督教は
潰せぬ　 陸軍情報部 鈴木少佐勧説


























7. 5　 新秩序に教育的協力　 東亜教育大会
中満蒙日から代表　 四百五十名集る
7. 5　 “印度の古壁画　 探る” 出版記念
7. 5　 亜細亜宗教事情の　 認識深めむ 国際
仏協の講習会
7. 5　 皇軍を驚かした　 華人の先生たち 西
本願寺に参拝
7. 5　 教界の名士集ひ　 紅汪!字会を聴く き
のふ、 新島会館の盛況
7. 5　 東亜建設国民連盟
7. 5　 着々宣撫の　 成果をさむ 金光青島班
7. 6　 興亜仏教協　 会に望む
7. 6　 時に叫ぶー(本社主催 ・於華頂会館) 一
講演会
維新運動とその　 基本原理 ( 4 )
速記録　 中田緑郎
7. 6　 満洲国皇帝陛下　 日満協力の御誓 桃
山御陵に御参拝
7. 6　 道を も って　 世界和平招来 大抱負語
る張侍従武官長
7. 6　 教団を相手とせず　 紅a二!字会に期待
大陸教化問題　 善隣協会大島氏談
7. 6　 日本の動きに敏感　 南方の自由解放
運動一段と活発　 回教圏を聴く
7. 6　 広東YMの進出　 中華牧師連も驚 く
基督者兵士への感激新に
7. 6　 富田、 小倉両氏　 満支視察報告 大阪
社事協会　 暑さにめげず耳傾 く聴衆
東亜新秩序建設と紅1 字会の経綸
7。 9　 ガンジー翁の 除名と印度
7. 9 わが宗教宣撫工策 古義真言宗興亜局
総監　 草繋全宣
7. 9　 華僑関係者に呼びかけ 紅汪!字会後援
会の拡大　 先づ神戸、 大阪で懇談会
7. 9 日満童心の握手 綴方使節一行けふ入
洛 東本願寺で寛ぐ
7. 9 杉本画伯新著 記念懇親会 大阪印度
友の会
7. 10　 東亜民族の血液関係　 を説き併せて日
語の 普及徹底を切望す ( 1) 島義
武
7. 10 興亜の熱意に燃ゆ 三国教育者の精神
的契り固し　 東亜教育大会始る
7. 10 東亜問題講習
7. 11 東亜民族の血液関係 を説き併せて日
語の 普及徹底を切望す ( 2 ) 島義
武
7. 11　 興亜仏教協会の役員　 詮衡で時局同志
会憤る 此の際類似仏教各種団体は
一に帰 し世人の輦懸招く な
7. 11 安価な優越感を除け 民衆宣撫の要諦
説く　 面子を立てるこ とか肝要
7. 11 開教使の母も南支で 軍国の母と慕は
る　 女子実業学校も開設　 油頭東本願
寺の堀田母子
7. 11　 興亜の息吹き 東亜教育大会進む
7. 11 海外神社制度 確立か何より緊要 幣
帛供進は便法を考慮
7. 11 民族と民族の接触は 高き教養と人格
を侯つ　 技術や科学は第二段 深まる
上海日支人の協力
7. 12　 東亜民族の血液関係 を説き併せて日
語の　 普及徹底を切望す ( 3 ) 島義
武
7. 13　 対支文化施設と しての 阿片中毒者の
救療 (上) 興亜院嘱託　 大庭吉良
7. 13　 東亜民族の血液関係　 を説き併せて日
語の 普及徹底を切望す ( 4) 島義
武
7. 13　 巣立つ興亜の 若き思想戦士 蘭印へ
も二名進出
7. 13　 興亜仏教協会　 新陣容成る 軍 ・官の
要路招き　 十七日懇談会開く
7. 13　 興亜建設に協力　 山東共生学院遂に
済南市に移管さる
7. 13　 ハルビン基青　 白色露人団 廿一日入
洛交歓
7. 14　 対支文化施設と しての　 阿片中毒者の
救療 (中) 興亜院嘱託　 大庭吉良
7. 14　 東亜民族の血液関係　 を説き併せて日
語の　 普及徹底を切望す ( 5) 島義
武















































7. 14 大派開教監督 部に新に司計








世界紅1 字運動を もって 東洋平和
に役立た しめよ
世界紅FH字会の沿革 と活動状況
7. 16 対支文化施設と しての 阿片中毒者の
救療 (下) 興亜院嘱託 大庭吉良
7. 16 東亜民族の血液関係 を説き併せて日
語の 普及徹底を切望す ( 6 ) 島義
武
7. 16 泰に及ぶ米の力 文化工作は捨石が要
る 焦り過ぎる日本 矢田元タ イ国公
使語る
7. 16 中国難民に 救済金贈る 布畦ヒロの
仏婦会貝が
7. 16 軍人法主戴き 肩身の広い思ひ 新大
陸に文化面を視察 宇野西本審議局長
談
7. 16 独の英本土攻撃と 日本の嘲印問題
新しき日独提挑のチャンス
7. 16 蒙疆宣化城内 火神廟を修理 東本願
寺開創
7. 16 仏教宣伝の専門放送局 上海外国租界
内仏教徒から 中支宗連に開設協力方
申込
7. 16 大西良慶氏 南洋へ 諸島巡錫と視察
7. 17 天照大神を奉祀の 建国神廟御創建
摂廟と して英霊祀る忠霊廟 満洲国の
宗祀確立へ
7. 17 英語を全廃して 外国語は日本語のみ
北京国立師範大学
7. 17 千円以上の増改築は 宗教施設で も不
可 浅口に制限令出づ
7. 17 同志社の興亜大計 東亜研究所を設立
今年度は十教授選抜
7. 18 蒙疆政府から 生長の家へ留学 谷口
雅春氏のもとで研究
7, 18 国語の判る半島 同胞は十四八- セン
ト 大正二年から廿二倍
7. 19 広東省政府の委嘱で 日本仏教を視察
華南日華仏教協会





7. 20 対支文化事 業研究会
7. 21 燕京便 西谷順誓
7. 21 東亜教育大会の印象 東京にて出雲路
善尊
7. 21 中央アジア横断 鉄道建設論を読んで
上原芳太郎
7. 21 紅螺山資福寺行 (中) 在北京 三上
諦聴
7. 21 故鄭孝骨先生を 太夷宮に奉斉趣旨
7. 21 俳人禅高僧 虚白禅師の研究完成 東
福寺の高橋浩洲氏の努力報いられて
7. 21 中国黄桑留学生か 大阪に遊んだ綴方
7. 23 来てよかった日本 油頭小学校華人先
生ら 訪日視察終り語る
7. 23 我等は支那民族に非ず 本島人から抗
議 右に対する文部省監修官の 見解
ぱ 民族上致し方なじ
7. 23 興亜仏教協会誕生 創立京都総会開く
天業翼賛を誓ふ
7. 23 鄭孝行氏の遺徳慕ふ 太夷講員続 増々
加 太夷宮守る誠意の現れ
7. 23 新体制下の外交語る 不可避の日ソ関
係 ロシヤ研究の必要 日本の中華民
国への認識 不足により起った今事変
7. 23 半島人の国体観念 民暦を通じて養成
7. 24 大陸の文化工作と皇道 高島大佐や大
久保中佐中心に 紅1 字講演会の懇談
会 紅FE字会の 国内体制確立 大阪
に関西拠点獲得 松井中将来月三日西
下 講演会の方針 聴取して懇談 興
亜院関係官
7. 25 東亜の新秩序建設と 回々教への対策
我国体精神との関係につき 回教協
会が研究発表
7. 25 南洋策戦に上る気焔 市民層に高まる
革新熱 祭政社京都講演
7. 25 満洲国の建国神廟と 忠霊廟祭祀令の
内容 最重要儀令式の制定
7. 25 大陸最初の試み 西別院が 「野戦布教」
北京の街頭に展開





7. 25 興亜神学院創設 大陸伝道者養成 今
秋九月に開校
7. 26 愈よ漢方医学校実現 東邦医道協会設
立 駒井博士の初志貫徹
7. 26 出来るだけ島々の 同胞を慰問したい
一行の日程　 華南日華仏訪日親善使
教会
7。31 支那移住の ユダヤ対策 ( 1) 国際
事情研究所理事 宿田倍達
7. 31 印度の独立運動 愈よ会議派で決議
英はヒステ リ ックに警戒
7. 3卜 蘇州の知恩院 城内に移転 愈よ再出
発
8. 1 支那移住の ユダヤ対策 ( 2 ) 国際
事情研究所理事 宿田倍達
8. 1 北、 南進策と して 国旗を拝む ( 1)
国旗礼拝日を設定せよ 三好啓陽
8. 1 北支に於る 日本宗教団体の 活動現
況を 数字的に見る ( 1) 在北京
米川清吉
8. 1 中国僧にも節米 大阪浄宗同願会要望
扁額 “施行門” 拓本贈る
8. 1 興亜の礎石 尊由氏偲ぶ 大陸と内地
で けふ一周忌
8. 1 南方進出の統合に 国策調査会設置か
統合的国策会社設置もその一
8. 1 ク リ ス チ ャ ンは 一つの国語で 先づ
東亜ブロ ックを 日本語に統一、 世界
統一へ
8. 1 海外への神職補任に 明朗性を裔す
内地 ・海外交流人事も考慮 某宮司の
転出で当局言明
8. 1 三派経営の 蘇州日語校 第三回終了
式
8. 2 支那移住の ユダヤ対策 ( 3 ) 国際
事情研究所理事 宿田倍達
8. 2 北、 南進策と して 国旗を拝む ( 2)
国旗礼拝日を設定せよ 三好啓陽
8. 2 北支に於る 日本宗教団体の 活動現
況を 数字的に見る ( 2 ) 在北京
米川清吉
8. 2 灼熱の大陸に 興亜の礎石運ぶ 一愛
路工作の一断面一 在上海 中村慶範
8. 2 中支宗連神基両部で “興亜挺身隊”
を募る 精神文化工作に積極性を発揮




1940. 7. 26　 仏教主義による　 半島同胞の訓育
“大乗学舎” 生る






7. 26　 各宗門立の大学には　 精神文化工作の
科置け　 宣撫は戦の前に行ふもの 参
謀本部が各宗に要望
7. 26　 ラマ教改善　 委員会結成 若き僧侶の
入満を求む
7. 26　 大阪基青の斡旋で　 中国小学校に奉職
寺院出身の女性が
7. 26　 婦人の大陸進出　 北京西本願寺の 日
華学苑に見る
7. 27　 曹洞の中支　 総監部成る 佐川総監東
上
7. 27　 杭州の日語学校　 大津氏の独立経営に
なる　 仏教会の幹事も辞任
7. 27　 天理教学生　 夏期修養会 興亜学徒錬
成
7. 28　 人口問題解決の国　 新興満洲は明朗だ
大日向村を視察　 井上労協大阪支所
貝談
7. 28　 斬雲鵬氏等が天津に　 仏教大中小学校
を創設　 西谷順誓氏の努力によ り
“他力信仰” の解った斬氏
7. 28　 興亜闘士　 養成道場 天津に創める
7. 28　 国家の宗祀確立の今日　 在満神社行政
を どう す る　 勅令第二百六十二号の改
正　 対満事務局に今後の方針訊く
7. 28　 在満神社行政は　 当分の間だけ 将来
適切な対策か講ぜられん　 対満事務当
局談
7. 28　 埋葬慣行の中国に　 仏教火葬場開設
上海旧英租界法蔵寺に
7. 28　 西南亜細亜へ　 基教の教線拡張 蘭印
に宣教師送る
7. 30　 東方文化連が　 北京に支部を
7. 30　 大亜細亜主義　 夏期講習会
7. 30　 知恩院社会課が　 興亜訓練所開設
7. 30　 大陸の経営は　 神道の抱擁性で 釈尊
神社や孔子神社を建設　 石橋北京観光
局主事の提唱
7. 30　 牡丹溝建設線に　 働く人々の困苦 大
派正親氏の便 り
7. 30　 中南支三開教使の　 現地事情報告講演
けふ、 東本願寺で
7. 30　 独逸占領地区から逃れ　 猶太人の東亜
移動　 有史以来の大量で既に 千五百
名を遥に越える









8。 3　 北、 南進策と して 国旗を拝む ( 3)
国旗礼拝日を設定せよ　 三好啓陽
8. 3 北支に於る 日本宗教団体の 活動現
況を　 数字的に見る ( 3 ) 在北京
米川清吉 。、
8. 3　 安徽大学に仏教講座　 福田氏の斡旋で
教授を 日本から
8. 4　 支那移住の ユダヤ対策 ( 5 ) 国際
事情研究所理事　 宿田倍達
8. 4 北、 南進策と して 国旗を拝む ( 4)
国旗礼拝日を設定せよ 三好啓陽
海外臨済から 合同を叫ぶ
支那移住の ユダヤ対策 ( 4)
事情研究所理事 宿田倍達
国際
1940. 8. 4 北支に於る 日本宗教団体の 活動現
況を 数字的に見る ( 4 ) 在北京
米川清吉
8. 4 東亜教育大会の印象 出雲路善尊
8. 4 紅螺山資福寺行 (下) 在北京 三上
諦聴
8. 4 アジア民族の 貴重な時間
8. 4 紅1 字後援会 大阪で懇談会
8. 6 支那移住の ユダヤ対策 ( 6 ) 国際
事情研究所理事 宿田倍連
8. 6 北、 南進策と して 国旗を拝む ( 5 )
国旗礼拝日を設定せよ 三好啓陽
8. 6 日本語の新教授法 支那大陸へ進出
8. 6 同志社牧野総長 台湾各地を巡回
8. 6 新大陸向の 人物養成等 西本の新計
画
8. 6 支那に渡る “興亜読本”
8. 6 保護事業の日満共同体制 意見一致 し
近く文書交歓 十月、 東京で発会式挙
ぐ
8. 6 大陸に於ける 神社制度の確立 外務
省近く調査会設置
8. 6 蒙疆のラマ 留学僧帰国
8. 7 支那移住の ユダヤ対策 ( 7 ) 国際
事情研究所理事 宿田倍達
8. 7 全国一丸とな り 排英に邁進 大アジ
ア新生の焉に
8. 7 印度独立連盟 日本本部決識
8. 7 山田将埓氏 通州入り
8. 7 点綴 南京日本基青 長江青年発行
8. 7 緊急の支那僧 教育費支出認む 黄桑
対支文化事業
8. 8 カルカ ッタの日本研究熱 印度に取入
る日本文化
8. 8 支那癩根絶に 各省は避癩所設けよ
光田愛生園長談る
8. 9 ロータ リー倶楽部 日満連合総会延期
収拾困難を予想して
8. 9 半島に誇る霊場 慈雲山若草寺成る
今秋、 落慶入仏式挙ぐ
8. 9 蘇州仏教日語学校 新学期から高等科
を設置 興亜院の補助受く
8. 9 台湾本島人教化で 本島人僧養成機関
西本願寺で計画 台湾か内地で開設
せん
8. 9 山西省の教育文化工作 省内全小学教
貝講習会 大谷学園 ・大谷寮開設
8. 11 印度の古壁画を探る 杉本哲郎著
8. 13 東亜文化協議会 九月北京で開催
8. 13 東京小石川に 東亜塾開設
8. 13 世界の情勢に応じ 東亜伝道会の蘭印
布教 二十六日宮平牧師出発
8. 13 敵性国の保護を去れ 宗教に関する限
り日本は 中国 ・ 印度と同列でよいか
8. 13 興亜仏青大会
8. 13 興亜仏教協会 京都側打合会
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8。13 仏教童話使節 蒙疆へ派遣計画 明春
五月頃決行か
8. 15 “日華両国は同種同文 一つに してい
い” 仏教使節の特別任務帯び 巨僧
以禅法師入洛
8. 16 濃緑の林 ・深紅の花 パラオよ り 五
明 大西良慶
8. 16 “日華両国は同種同文 一つに してい
い” 仏教使節の特別任務帯び 巨僧
銀禅法師入洛
8. 16 商業資本主義の魔手で 中国の半植民
地化へ驀進 欧米の対支文化工作を顧
る
8. 17 日支交渉と 布教権問題 禿氏裕祥
上
8. 17 中国人も盆踊り 晋北仏教学院生の
怨親平等慰霊祭
8. 17 中国の民衆工作は 宗教的巨人の厭起
待つ 木屋偏助氏強調
8. 18 日支交渉と 布教権問題 禿氏裕祥
中
8. 18 興亜仏教協会 京都側総会
8. 18 宗教家に知って貰ひたい 青年義勇隊
の話
8. 20 日支交渉と 布教権問題 禿氏裕祥
下
8. 20 五台仏教の三動向 (上) 在北京 西
谷順誓
8. 20 組合教会の 大陸政策 北支四教会
ルー トを地盤に
8. 20 異郷に病む 老ロシア人援 く 国際哀
話 西本願寺など参加
8. 20 対中国人の開教には 各宗教共同で当
れ 現実ぱ やらぬよりまじ 考へ
ものの××仏教会貝章 現地報告
8. 21 五台仏教の三動向 (下) 在北京 西
谷順誓
8. 21 苦力に日本精神と 職業を プチ込む
海州西本願寺の 特色ある活躍振り
8. 21 蒙古民族更生の埓 ラマ教の大改革
新宗団結成 ・総本山設立 満洲国政府
か断行
8. 21 汪氏声援 ・百万人の署名 「新東亜大
同義会」 が贈る
8. 21 朝鮮聖公会の 五十年記念祭
8. 21 すわらじ劇団 朝鮮で公演
8. 21 開拓地児童家 族巡回慰問行
8. 22 今度は南京から 日華仏教親善使節
西本留学生と共に 古林寺の果言法師
8. 22 光暢法主夫妻の 南洋巡錫延期か 南
洋庁から府へ通知
8. 22 ラマ教大改革で 小林義道氏近く渡満
寺廟改善に指導員送る
8. 22 海南島に西本願寺
8. 22 対支文化事 業後援会 十月発会









9。 1　 華人生と起居を共に　 整備された新陣
容　 北京西本の職業学校
9. 3　 皇紀二千六百年を慶祝　 満洲国の国民
動員大会　 日華蒙泰の青年も参加
9. 3　 仏教文化運動に盗 くす　 ビルマ前商工
相テイ氏の安否　 今後留学生は送れぬ
9. 4　 大陸の農民指導へ　 金光教具体案研究
中
9. 4　 三班に分れて　 開拓地児童慰問 大派
野間氏等　 きのふ出発
9. 4　 点綴　 満洲国特派伝道
9. 4　 南方問題を協議　 あす関係者会同







9。 5　 熾眼禅師の “施行門’　 華僧に以外の
反響　 杭州の隆定氏決意の書信












1940. 8. 23　 宗教の大陸進出よりも　 国内刷新を期
待　 関心持たれぬは宗団が無能の篤
参謀本部 藤原大尉談
8. 23　 古き 日華の交流物語る 東洲至道創建
の大覚寺 北京の廃墟に残存発見
8. 23　 全台湾の　 司保連盟 発会式決る
8. 23 華僧中央学院通学
8. 23　 興亜仏教協会 東京理事会
8. 24 満人に “神r 導入で 仏前に “神官
安置 満洲大同仏教会で行ふ 日満精
神合一運動
8. 24　 中国児童愛護運動の 「義援金」 を設
置 浄土宗各寺院が
8. 24　 在支邦人青年たちの　 肛を練る 「尚臍
会」 北京で日華人の融和運動
8. 24　 台宗東亜開 教局参与会 新体制対策
8. 24 華北神道連合会 愈よ設立認可さる
今秋を期して発会式
8. 25 日本仏教に学び 中国仏教の改革 こ
れか日華親善だ 果言律氏と西本留学
生
8. 25　 京都府融事機関 満洲に視察員派遣
廿七日、 敦賀出帆
8. 27　 大陸に最初に 散った三宮氏 一遭難
詳報-
8. 28 「日満司法保護共励会」 内定 内地で
訓練、 大陸に進出 近藤亮雅氏視察帰
京談
8. 28　 皇軍の奮戦に じっと して居れぬ 在
留朝鮮人の兵器献納　 全国的にまき起
す
8. 28 大阪啓明会が 鮮人アパー ト
8. 28　 上海で異色の 興亜仏教講座 上海日
本仏教団主催
8. 29　 中支宗大連か　 対支布教講習会 内地
から代表招き　 ミ ッチ リ一ヶ月
8. 29　 国内新体制問題と宗教　 世界紅iE字後
援会の懇談会　 州一日学士会館で開催
8. 29　 大西良慶氏　 今朝横浜入港
8. 29　 満洲建国大学　 地理学科整備
8. 30　 蒙疆地区における　 宗教の重要性痛感
ヒャ ッと した匪賊の出現　 谷大部隊
の五君語る　 興亜学生勤労報国隊に参
加
8. 31　 東亜共栄圏の確立に　 学的根拠を与ふ
民族学者を総動員して　 東亜諸民族
の究明
8. 31　 坊さんまで投獄さる　 国民は日本の立
場理解　 ビルマ人が語る母国の姿
8. 31　 まだ手のとどかぬ　 開拓地児童慰問
野間修氏ら三名を選抜　 お東が現地に
派遣
8. 31　 現地に日華仏教語学校　 今年中に特別
事業費拾万円獲得　 興亜仏教協会予算
決る



















9。10 南方問題横の 連絡中央機関 宗教中
心に生れん
9. 10 東亜共栄圏確立と 神祗界担当の分野
全国神職会か懇談会
9. 10 山口博士を 北京に送る 成田昌信
9. 10 東亜共栄圏確立に 前衛的任務遂行
革新青年層の企つ 仏教教団再組織案
















1940. 9. 10　 抗日教育の　 姻教女学校 全生徒引受
く　 覚生女子中学校
9. 11　 満洲帝国承認　 八周年記念祝典 日満
関係の重要性強調
9. 11　 日満支高僧　 居士墨跡展
9. 11　 寺族あげて大陸へ　 西本願寺の興亜策
動員　 初の協議会終る
9. 12　 日満共助会や　 犯罪科学研設立 近く
全国司法保護事業　 関係者大会開く
9. 13　 興亜の戦士養成道場　 天津の支那寺廟
を改修　 日華両国青少年を錬成
9. 13　 泰国仏教徒へ　 仏連のメ ッセージ平等
通昭氏に託す
9. 15　 支那良書の翻訳　 中国国語辞典編纂
東亜文化協議会か





9. 15　 中国僧に社会的　 活動の途開け 日華
仏教提携の要諦　 果言法師談
9. 15　 現地開教使と協力　 開拓地児童慰問行
危険冒して奥地へも
9. 17　 中国仏教僧と　 社会的活動
9. 17　 各宗進出に就て　 北京より 友松圓諦
9. 17　 五台印象　 北京 三上諦聴
9. 17　 興亜仏青　 大会 プラ ン成る
9. 17　 洞宗京城別院　 皇紀 ・ 開教等 記念法
要
9. 17　 青年に日本的信仰与へ　 溌刺 ・天業翼
賛せしめよ　 半島青年層の思想善導
真の内鮮一帯の具現化
9. 18　 五台印象　 北京 三上諦聴
9. 18　 ラマ教改革の大評定　 政府のラマ委員
五十余名　 日本仏徒と して小林氏出席
9. 18　 皇化敵地に及ぶ　 赤い姑娘と五支那僧
の話　 光岡良雄氏帰来談
9. 18　 満洲に真言村創設　 土地開発会社 古
義新体制岩根委具案
9. 19　 南支より　 桃太郎の話 南支派遣 菟
田中尉
9. 19　 日満支の　 春聯交歓
9. 19　 晋北一帯の文化施設　 保存の完全期す
大同石仏保存会
9. 19　 独立国民政府　 即時樹立を要望 在留
印度独立連の決議
9. 19　 興亜神学院　 生徒募集 大陸伝道者養
成
9. 20　 南支より　 消えざる墨 南支派遣 菟
田中尉
9. 20　 南方国策に即応し　 今度は馬来語講座
大派天満別院の報国運動　 支那語で
は　 六百名を社会へ
9. 20　 精神界のリーダーへ　 蒙古ラマ僧を錬
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成　 張家口に新僧院開設
9. 20 張家口に建つ 尊由氏の銅像
9. 21 山西に於る八路軍の　 赤色農民組織
山西扮陽にて 光岡良雄
9, 21　 女性の拓士養成　 知恩院を会場に開く
9. 21 南方対策の促進 けふ、 使節激励大会
頭山満翁ら出席
9. 22　 山西宗教大会 に出席して 山西扮陽
にて 光岡良雄
9. 25　 朝鮮の不逞 基教徒一掃
9. 25 開封本願寺へ 曼陀羅寄贈 真言宗各
派会
9. 26 皇国を中心とする 国土開発計画 日
満支を通ずる綜合　 国力発展を目標に
9. 26 世界紅FH字会 大阪後援会 事務所開
設
9. 27 南支より 大陸の水 南支派遣 菟田
中尉
9. 27　 大派青島別院　 皇紀奉讃法要
9. 27　 興亜聖業の支柱 台湾本島人寺廟僧を
西本願寺で錬成
9. 27 増田圓麿氏 北支巡回行
9. 28　 南支よ り 支那の戦法と将棋 南支派
遣 菟田中尉
9. 28　 大派野間修氏の　 満洲開拓地慰問 教
育方針も研究
9. 28 京都の興亜少年教育に 志望者以外も
入所割当 国策的に断乎乗り出す
10. 1 南支より 全財産を身につけてゐる人々
南支派遣 菟田中尉
10. 1　 愈よ京都と　 台湾両地で開設 西本台
湾の本島僧錬成所
10. 1　 満洲に皇典研究会 奉天に事務所開設
10. 1　 日華仏教提携語る　 南京の果言法師来
社 涙骨社主と歓談の一とき
10. 2 南支より 広東神社 南支派遣 菟田
中尉
10. 2 西蔵経典から蒙文経典に誘導 ラマ僧
の民族意識高調 喇碗教の整備要綱成
る
10. 2　 興亜仏教協会　 新民会と提携なる
10. 3 印度の仏教美術 考古学資料出版 従
来にも増す広範、 精密
10. 3 ラマ廟でも 同願念仏会 錦州省で修
業
10. 3　 本願寺の僧侶に　 台湾本島人僧入洛
10. 3 敵地の民衆まで参詣 五台山に五族共
和の姿
10. 4 南支より 路傍の白骨 南支派遣 菟
田中尉
10. 4 支那回教研究の課題 仏専教授 角野
、達堂　 一
10. 4 谷大 ・ 龍大の合同と 大陸開教統合実
現へ きのふ両学長両監督も会合 合
同推進への重大評定












1940. 10. 4　 半島人の思想信仰は 日本 “古神道”
で指導　 最も自然で且つ捷径だ 三浦
一郎氏談
’ 10. 4　 満洲開教新体制の急務　 河崎一英
10. 5　 支那回教研究の課題　 仏専教授 角野
達堂　 二
10. 5　 大谷 ・龍谷両大学と　 支那開教合同問
題進む　 直ちに調査研究に着手 東西
両本願寺の事業統合
10. 6　 支那回教研究の課題　 仏専教授 角野
達堂　 三
10. 6　 未だ見ぬ　 北京へ 古屋登代子
10. 6　 性格再建途上にある　 北京大学の断面
成田昌信
10. 8　 中国留学青年僧の　 親睦のために 京
都に “教友会” 生る
10. 9　 民族解放と文化復興へ　 “東南アジヤ
同志会” 結成　 国際仏教協会の斡旋で
10. 9　 台湾西別院　 皇紀法要 僧俗一丸の運
動
10. 9　 三角貫思氏　 在満皇軍慰問 ラマ廟見
学
10. 10　 土掘らぬ蒙古人　 井戸なく野菜なし
信仰で習性改善
10. 10　 蒋政権、 国宝を略奪　 東亜文化擁護に
起て　 支那考古学の権威一氏氏提唱
10. 11　 釜山東別院　 本堂再建へ
10. 11　 日支基教文化展
10. 11　 平等通昭氏　 きのふ赴任 日華文化研
究所長
10. 12　 北支から阿片消える　 根絶計画決定す
10. 12　 日蒙親善に　 蒙古留学生 心身を鍛ふ
10. 12　 日華親善の機微理解へ　 世界紅FE字会
後援会が　 具体的事業計画を樹立
10. 13　 同願会初の社会事業　 工芸伝習所開く
北京雍和宮内に
10. 13　 東南アジア同志会　 愈よ近 く発足
10. 15　 女性に開拓精神振起　 昨日から拓殖訓
練講習開く
10. 16　 満支留学生も　 抜穂行事法師 国中・
新田神社
10. 16　 民国仏教徒待望の　 日本学者 “西谷順
誓氏”　 杭州に仏大創設の基礎 先づ
日華仏教機関を
10. 17　 アジア人自身の手で　 アジアの事件を
解決　 日本よ、 是非調停せよ “亜細
亜協会” 乗出す　 タイ ・仏印 国境の
争ひ
10. 17　 李王殿下の台臨仰ぎ　 賑かに蓋を開く
大阪の興亜厚生大会
10. 17　 仏教国ビルマから　 留学生遂に来らず
失望の日本仏教徒
10. 17　 王揖唐氏歓迎　 仏教界の準備






10. 22 満洲国基教再編成か 社会事業機関の
建直しも行ふ模様
10. 23 東亜共栄圏確立は 日華両民族の神に
捧げる心から 劉氏が大社教日華青年
団結成
10. 23 日満華の武道家提携 民族協和の推進
力と 東亜連盟の中核勢力
10. 23 北支の全開教使集り 興亜連盟講習会
北京で興亜院か開く
10. 23 東亜共栄圏確立と 人口問題の解決
第四回全国協議会開く
10. 24 大陸進出希望の 仏教青年を待つ 普
陀山は恰好の地
10. 24 内地と島内各地に 皇民化運動徹底
お西の台湾開教教務所
10. 24 本島人教化に 腰据ゑた三布教使 古
義が一廟一事業を目標に
10. 24 点綴 日華仏教研幹部会
10. 25 南支より 南支派遣 菟田中尉 高千
穂峰と 畝傍山
10. 25 満蒙国境守備の 皇軍に “慰問袋” を
湯川中尉は語る
10. 25 旧水雲教鮮人僧を 一ヶ年間再教育
半島同胞開教の試金石 朝鮮総督府で
も注目
10. 25 胸高鳴らし待つ海外同胞 迫る皇紀奉
祝東京大会 二世問題検討等成果を期
待
10. 25 日満華官民代表集り 興亜聖業完遂期
す 新東亜建設東京懇談会
10. 25 点綴 興亜同願後援会
10. 25 皇軍占拠地域外の 優秀青年を目標と
せよ 来阪した劉大福氏語る 中国人
への各種運動
10. 25 中国青年中心の 基教青年会結成 中
支蘇州で計画
10. 25 王揖唐氏迎へ 東京の歓迎会 同願会
顧問
10. 26 “明日の大東亜” ◇…昔の新聞から
(一) 十三条泰
10. 26 日本の絵本で 蒙古児童教育
10. 26 香港の物情騒然 西本願寺の什物引あ
げ 梅原主任は頑張る
10. 26 土幕民子弟の為に 大谷小学校で教育
大派京城別院の事業
10. 26 中国人に適した 布教の展開を 北支
日本仏教僧侶講習会
10. 26 曹洞の北支 布教師会
10. 26 太田覚眠氏 から祝電
10. 27 “特派員発至急報” ◇…昔の新聞か
ら (二) 十三条泰
10. 27 各地に勤労道場や 大陸事業を決定
基青会員部主事会議
1940. 10. 27 北京の秋に咲いた 日華女性の人情美
談
10. 27 支那青年の 進むべき道 劉大福氏来
社
10. 29 国民の意気見るべし ◇…昔の新聞か
ら (三) 十三条泰
10. 29 大陸と学生 竹園賢了
10. 29 密教学者の 片鱗見せて 王揖唐氏を
囲む 和かな日華仏教交歓
10. 29 血のニ ジむ 日語教科書 お西の中南
支 布教総監部編
10. 29 北支基教会の 児童にXマスプ レゼン
ト 北支基連と日本基連が
10. 29 青島西本願寺 別院新築成る
10. 30 大陸と学生 竹園賢了
10. 30 日満華代表一千名会し 新東亜建設の
懇談会 紀元二千六百年を記念し 輦
穀の下東京市の主催
10. 30 南洋神社御神霊 十万同胞感激裡に御
着 ¥
10. 30 日支民族の融和に 儀式や音楽の合作
華北事情案内所主事の提唱
10. 30 近藤金光専掌 ら満洲へ巡教
10. 30 北 ・支 ・那 ・宗 ・教 ・だ ・ よ ・ り 道
教徒講習会 華北道教総会
10. 30 中国に支部設置と 青島の侠虚 法師
を招致 日華仏研新事業
10. 30 王揖唐氏 と西本願寺
10. 30 中華児童へ向け 敦睦カー ド 曹洞宗
興亜局で
10. 31 大陸と学生 竹園賢了
10. 31 留学僧を機縁に 日華寺の建立 名古
屋華僑間に起る
10. 31 南洋神社 整備 東京府青年 勤労奉
仕
10. 31 東亜新秩序建設は 東亜地域新文化の
創造によって成る
10. 31 大派興亜局次長 恵美氏中支へ
11. 1 抗日支那の “銃後なき戦線” 陸軍
中尉 菟田俊彦
11. 1 満洲国皇帝陛下 御宸翰奉掲式 五日
総持寺で
11. 1 蒙古仏教の 伝統を重んじ 厚和に仏
教学院開設
11. 2 仏教国との提携 の使命帯びて 小林
義道氏 泰国に 知恩院から特派
11. 2 愈よ開かれる 興亜道場塾
11. 3 新中央政府外交部長 猪民誼氏の護法
南京 藤井草宣
11. 3 “国民の敵気心” ◇…昔の新聞から
(四) 十三条泰
11. 3 けふ明治節 ・午前九時国民遥拝 全国
半島同胞に率先 大麻を全家庭に奉斉
生田神社中心に祭祀講習




11. 3　 南方文化、宗教の　 研究に乗出す 満
鉄東亜経済調査局中心に
11. 3　 満洲国恵寧寺から　 指導者を送れ 知
恩院か現地寺廟の改善
11. 5　 “軍事探偵”　 ◇…昔の新聞から (五)
十三条泰
11. 5　 東亜青少年　 大会開く
11. 6　 日満華紅1　 字会の協議 けふ京城で
11. 6　 皇紀奉祝と　 学生交歓 建国大学生
初の来朝
11. 6　 仏基が強調　 興亜講習会 軍隊式指導
11. 6　 全台湾仏教　 各宗連合会 総督府に本
部
新竹州仏連設立
11. 7　 論説とニ ュース　 ◇…昔の新聞から
(六) 十三条泰
11. 7　 盟邦の名花李香蘭嬢が　 東本願寺に帰
依　 愛弟妹の骨を須偏壇へ
11. 8　 大陸に初の母子寮　 新計画もウンとあ
る　 千葉康之氏帰朝談
11. 9　 北支、 蒙疆の　 全西本願寺主任会議
北京別院で開く
11. 10　 興亜の先覚者　 石川舜台老師 頌徳記
念会具体化
11. 10　 日満華経済建設は　 財界前途を明瞭化
財界方面の意向聴 く
11. 10　 全国児童の一銭拠金で　 大陸の要救護
児童護る　 三田谷博士の具体的計画
日華提携の根本に資す
11. 13　 南支より　 南支派遣 菟田中尉 中山
家と孫文
11. 13　 日華経済提携の　 要諦説く ・蔡南京特
別市長　 新東亜建設東京懇談会
11. 13　 本島人教師　 養成に発足 東本願寺の
皇民化迅動
11. 13　 初の入所生は　 本島人廿六名
11. 14　 北京へ　 古屋登代子 海上の五日間
11. 14　 世界平和の実現期し　 全宗教の大同団
結図る　 中国官民要人らの準備進む
来春、 第一回世界総会開く
11. 14　 現地仏教各派は　 対支部門に合同実現
華北蒙疆の開教使が決議
11. 14　 日満青少年交歓　 “興亜の夕”
11. 15　 池川にモタモタ 華北の聖者”　 聖地
風井廟に半日学校 生涯を開教に捧ぐ・
山下黙応氏
11. 15　 日満華三国　 墨蹟展開く
11. 15　 大同の石仏など　 天然記念物保護 蒙
古政府保護会官制公布
11. 15　 束亜共栄圏確立翼賛　 ○○に開教使駐
在　 東本願寺更に数名派遣
11. 15　 円山課長渡台　 南方実情調査
11. 15　 大同石仏の　 謎解く 石窟中の創作






1940. 11. 16 “勝つ あるのみ ◇…昔の新聞から
(七) 十三条泰
11. 16 “興亜” の資材へ 奉天大清宮へ入山
道教の実体的研究
11. 16 興亜仏青大会 けふ、 橿原聖地に開く
11. 16 京城西別院建 立建築期成会
11. 16 中支各地に 興亜仏教会館 支那寺院
に駐留の 興亜仏教班員ら頑張る
11. 16 対支布教者講 習修了者現地へ 神仏
基仲良く
11. 17 中国要人らの 宗教平和会議
11. 17 近代戦車戦の先駆 ( ? ) ◇…昔の新
聞から (八) 十三条泰
11. 17 舟山群島に明治神宮の聖火煌々 今日
渡御奉点の記念法要執行
11. 17 興亜先覚志士 慰霊祭
11. 17 錦織りなす畝傍山下に 興亜仏青大会
全国よ り七百名来会
11. 19 南支より 南支派遣 菟田中尉 玩具
なき世界
11. 19 杭州に仏教綜合学苑 愈よ明年度から
開設 西谷順誓氏の計画好転
11. 19 普陀山の村上独潭氏 記念法要を前に
敵遊撃隊に拉致さ る ?
11. 19 蒙古ラマ僧が 高らかに “君が代”
◇…奥地に微笑ましき朗景
11. 19 石川舜台老師 頌徳趣旨書
11. 19 中国の若き女性に 日本文学講ず 古
屋登代子女史の抱負
11. 19 興亜留日仏青 教友会結成さる 臨時
研究発表会や 見学を行って連絡
11. 19 東亜仏青連盟結成 第十回仏青総会終
る
11. 19 神学校の統合 牧師試験に日本学 基
教合同専門小委員会
11. 19 呉杭州市長 同志社講演
11. 20 塘浩から 北京へ 古屋登代子
11. 20 華北民衆の思想統一に 孔子教復興膨
屏と起る 聖教確立の対策に慎重要望
11. 21 異国風景 北京 古屋登代子
11. 21 新東亜の経済建設に “東亜経済研究
所” 生る 京大の二千六百年記念事業
11. 21 明年は一万人 満洲へ勤労奉仕隊 食
料問題解決へ
11. 21 ビルマとの提携困難 泰国から留学生
招致 小林氏の派遣で実現か
11. 21 満洲側代表も参加 日満共助会近く正
式発会 保護事業大会
11. 22 満洲農民中堅層の 維持拡充の急務
新東亜建設の拠点
11. 23 大陸の断想 南支派遣 菟田中尉 東
洋の内乱
11. 23 奉天市長 鄭萬氏来社
11. 23 興亜奉公日は 神社参拝が最高 一 日
は休日とするな
11. 26 舜台翁と梵行院 一大谷派学徒洋行事
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
始序説一　 大村暁春 上
11. 26　 蒙古ラマエ　 作に入廟の 研究生募る
本年度の新方針
11. 26　 基督者第一開拓村　 暗爾浜郊外に 馬
太村　 順次福音村の建設
11. 27　 舜台翁と梵行院　 一大谷派学徒洋行事
始序説一　 大村暁春 中
11. 27　 大谷尊由氏の　 北京頌徳碑
11. 27　 北支開教以来の　 西本願寺 人事異動
11. 27　 北京覚生女学校で　 古屋女史講演
11. 28　 支那国民の　 心的性格の真相 金孝敬
11. 28　 舜台翁と梵行院　 一大谷派学徒洋行事
始序説一　 大村暁春 下
11. 28　 共栄圏相互の認識に　 外地に日本映画
会社設立　 内閣情報部乗 り出す
11. 28　 “舜台翁と時代”　 けふ座談会と遺墨
展
11. 28　 強い国家観念中心に　 信仰に生きる
頼もし ・外地の信徒達　 金光の大陸進
出　 田中氏の抱負
11. 29　 支那国民の　 心的性格の真相 金孝敬
11. 29　 東亜共栄圏の確立に　 宗教信仰は絶対
に必要　 北京日本青年代表の体験談
11. 29　 点綴　 東亜同願特集号
11. 30　 支那国民の　 心的性格の真相 金孝敬
11. 30　 旬仏氏を米国に　 何故やらなかったか
盛況の石川翁追悼講演会　 金沢公会
堂の緊張
11. 30　 台湾長老その他二団体　 教派と して連
盟加入
11. 30　 大陸に精神基地　 一杭州綜合学苑が出
来る迄一　 西谷順誓氏語る
12. 1　 支那国民の　 心的性格の真相 金孝敬
12. 1　 国語は国民の精神的血液　 純潔保ち共
栄圏への普及に　 文部省に国語課を新
設
12. 1　 国民政府を正式承認　 日支基本条約調
印さ る
12. 1　 興亜は百年事業　 急務は日本人の教育
問題　 価値の転換を前提 西田天香氏
談
12. 3　 日支基本条　 約の締結
12. 3　 支那国民の　 心的性格の真相 金孝敬
12. 3　 北京より　 古屋登代子
12. 3　 新体制と新文化の建設 (傑僧石川舜
台先生を思ふ) 永井柳太郎
12. 3　 東亜共栄圏内の　 宗務を国策に即応
お西に 「興亜部」 を新設












1940. 12. 4 新体制と新文化の建設 (傑僧石川舜
台先生を思ふ) 永井柳太郎
12. 4 日本の南進策は 経済的にして決闘的
日米戦は絶対にない 前ア ドバタイ
ザー社長談
12. 4 中国布教権問題 日華関係基本条約の
“居住権” で解消?
12. 4 中支宗大連 年鑑を刊行
12. 5 新体制と新文化の建設 [承前] (傑僧
石川舜台先生を思ふ) 永井柳太郎
12. 5 けふ回教圏 事情講演会
12. 5 鹿子木画伯の “南京入城図”
12. 5 蒙疆力教大観 自治政府で刊行
12. 6 六熔寺と 蘇東城 南支派遣 菟田俊
彦
12. 6 日本南進の 基礎研究の旅 南北両ア
メ リ カ か ら 鷲岡政雄氏帰る
12. 6 荻原博士の遺稿 梵和大辞典分冊刊行
編纂刊行会の苦心
12. 7 興亜の聖業と舜台翁 (一) 暁高敏
12. 7 憂ふべき在満洲 日本青年達の行状
これは内地教育家の責任 教員の生活
改造か急務だ 西田天香さん語る
12. 7 故陳覚生氏 あす三回忌 お東で も弔
意
12. 7 満洲国の移民 布教に新計画 西本願
寺が
12. 8 興亜の聖業と舜台翁 (二) 暁烏敏
12. 8 日本に好意を寄せる 四億の回教徒と
結べ これこそ大東亜共栄圏 建設へ
の重要な問題だ
12. 8 日華親善に投げる 仏光寺長崎別院
輪番ら惨殺事件
12. 8 石川舜台老師の “仏教社会観” 出づ
林大将も大に推奨
12. 8 宗教の大陸進出強化策 興亜院か宗門
代表と懇談
12. 8 満洲ラマ教 宗団結成式
12. 10 六熔寺と 蘇東披 南支派遣 菟田俊
彦
12. 10 東亜新秩序を祈る 新堂建立の志願を
抱き 南京に現はれた智鏡尼
12. 10 大陸布教に挺身誓ふ 大阪神道各派青
年有志会談
12. 11 興亜の聖業と舜台翁 (三) 暁高敏
12. 11 上層階級へは高僧 下層へは医術を
各派当局と善隣協会懇談 ラマ教対策
12. 11 村上独潭和尚は生存 ? 果して救出さ
れるか
12. 11 中国青年層を対象に 漠口に青年訓練
道場 東本願寺、 一月から開所 領事
も先生に
12. 11 曾ての闘士が 興亜の一翼に 神戸に
“半島人のお寺”
12. n 日清戦役従軍記や 音楽論もふく めて
岩井智海氏著 “道しるべ”
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
12. 11 釜山仏教奉公会 九日、 結成総会挙ぐ
12. 12 興亜の聖業と舜台翁 (四) 暁烏敏
12. 12 仏印 ・泰両国の紛争に 躍り出た香大
教とは? 宇野円空博士に訊く
12. 12 丹陽に残留 日語普及へ 藤本教随君
12. 12 華語無月謝 教授を計画 大阪同願会
12. 13 興亜の聖業と舜台翁 (五) 暁烏敏
12. 13 南進の先党者 シャムで得度した日本
人 十三条泰
12. 13 仁山法師の 南京講経 日華仏教連盟
南京総会理事長 藤井草宣 一
12. 13 朝鮮の基教 長老派批判 東洋精神研
究会
12. 13 先づ国語の改訂 常用漢字五百字に制
限 大政翼賛会が着手
12. 14 仁山法師の 南京講経 日華仏教連盟
南京総会理事長 藤井草宣 二
12. 14 カオダイズム (高大教) は 交趾支那
の公認宗教 東亜経済調査局の古野嘱
託談
12. 14 声明作法も見事 本島人教師養成ぷり
大派円山教学課長視察談 皇国南進
策翼賛へ
12. 14 総督府文教局も 興味を もって期待
台湾本島人僧侶養成所 津田西本願寺
録事談
12. 15 支那仏教 教団の特異性 (上) 龍池
清
12. 15 興亜の聖業と舜台翁 (六) 暁高敏
12. 15 仁山法師の 南京講経 日華仏教連盟
南京総会理事長 藤井草宣 三
12. 15 台湾南北宣教師 年内に引上げ
12. 17 支那仏教 教団の特異性 ( 中) 龍池
清
12. 17 興亜の聖業と舜台翁 (七) 暁高敏
12. 17 今頃知って驚く 宜昌陥落 ・重慶爆撃
中国人の日本書籍閲覧調査に見る
12. 17 満洲大同仏 教会を支援 有志の協議
12. 17 台湾本島人を 積極的に活用 南方政
策に一生面
12. 18 支那仏教 教団の特異性 (下) 龍池
清
12. 18 興亜の聖業と舜台翁 (八) 暁烏敏
12. 18 朝鮮同胞の家庭に 残らず大麻奉安
二百五十戸主に 西方寺で頒布式
12. 18 「東洋文化研究所」 新設 東亜文化工
作の綜合的研究
12. 18 南支に仏教提携 活躍の餓眼和尚ら
広東国際仏協支部結成
12. 19 日満社会事業 大会の諸問題 (上)
甲斐静也
12. 19 大陸断想 南支派遣 菟田俊彦 文化
の使節
12. 19 犬の丸焼 ・蛇の御馳走 東西両本願寺
が合体し 海南島の教化に挺身 !









12. 20 大東亜共栄圏翼賛 光暢法主南洋諸島
巡教へ 蘭印でも宗教事情視察 明春
二月渡航
12. 20 東亜経綸の基礎に 国民政府へ学術書
を贈る 一役買ふ国際仏教協会
12. 20 民衆の厚生事業に迄 高める満洲の社
事 協和会の下に一元化
12. 20 本島人僧侶養成 深草派が専門に
12. 20 満洲建国神廟の 意義を一段と昂揚
海外神社の諸問題で 東亜民族文化協
会の協議
12. 20 我が南進策に順応 西本願寺の南方
開拓計画進歩す
12. 20 東亜共栄圏へ 戦士養成 お西の洛西
興亜学院開く
12. 21 日満社会事業 大会の諸問題 (下)
甲斐静也
12. 21 三千名の苦学青年目標に 千早城下に
訓練道場 朝鮮同胞の皇民化に拍車
12. 21 花嫁学校式を撤廃 皇国女性養成訓育
釜山大谷女専の革新
12. 21 樺太にも選 挙制施行か
12. 21 東南亜細亜 解放同盟生る
12. 22 厳寒の蒙古高原に “芭” 製靴の種々
相調査 興亜民族生活の科学的研究
戸田京大教授ら
12. 22 小異を捨てて 大同に帰す 仏連と興
亜仏教協会 進んで合同と決定
12. 24 日華僧堂の提唱 (上) 北京にて 河
合真英
12. 24 大陸へ進出の教職員錬成 興亜院主催
の講習会
12. 24 童子軍を組織 奉仕精神を養成 忠信
職業中学校も開設 金光教中支の報告




12. 25 日華僧堂の提唱 (下) 北京にて 河
合真英
12. 25 情実や因縁のない 大陸では合同だ
両本願寺か支那開教で 興味ある展開
を見せん
12. 25 ペン光る 大陸の思想工作
12. 27 自然に行はれた 日華財界人の協力
杭州仏教学院創設 西谷順誓氏発表




12. 28 青年の指導者か重大 郷土愛で自然固
まる 満洲国開拓事情を聴く 語る池
田大佐
12. 28 現地青年 男女を鍛練 天津興亜家庭
塾
12. 28 日本語の国際語化へ 基本語彙大辞典
の編纂
12. 28 椿民誼大使ら 日華仏教家と別宴
12. 28 北京基青の 出発と陣容
12. 28 仏教界の中央 機関統一問題 興亜院
で関係者協議 近 く構想具体化されん
12. 28 旧弥陀教本部で 鮮人僧侶養成講習所
お束が本格的に実施
婚　 師走、 京都の朗話









1. 7　 北京随筆　 久富保一 北京飯店
1. 7　 大陸の断想　 ヤンチ ョ ー喜戯
1. 8　 北京随筆　 久富保一 胡同 (上)
1. 8　 難民の中に　 骨を埋める 松崎従軍僧
1. 8　 大陸の開教整備と　 宗団の南進策展開
西本願寺急速に実現せん
1. 8　 仲びゆく天理教の　 移民村に敬服 満
洲国の宗団開拓語る　 西本願寺の山本
匡夫氏
1. 9　 民族の表象　 南支那派遣 菟田中尉
塔と鳥居
1. 9　 北京随筆　 久富保一 胡同 (下)
1. 9　 南方進出の　 先駆者を養成 祭政一致
の鍛錬道場　 きのふ、 堺祭政社の鍬入
式
1. 9　 海南島の宗教的習俗　 玉賓とはどんな
ものか　 民族性語る興味深い一資料
金森重貫氏の手記
1. 9　 内蒙最初のラマ旗　 蒙古連合自治政府
から認可　 将来性注目さる
1. 9　 華北居士林　 図書館設置
1. 9　 荒野に読む　 “中外” 満洲○○部隊
長　 立神少佐
1. 9　 広東から
1. 9　 大陸の新情勢に対処　 興亜各団体を統
合　 朝野の興亜理念を指導 当局近 く
具体案樹立
1. 10　 北京随筆　 久富保一 門
1. 10　 反響薄し ・泰国の仏教工作　 平等氏か
ら初便り
1. 10　 華文機関誌の　 共同刊行を図る 国際
仏教協華南支部発会す




















1941. 1. 11 大陸の断想 食在広州 南支那派遣
菟田中尉
1. 11 北京随筆 久富保一 街上散見
1. 11 “蒙古ラマ教史” 刊行 外務省調査部
苦心の労作
1. 11 比島マニラに 高山右近の事跡 ラ ウ
レス氏らの調査
1. 11 杭州日華綜合学苑 最初の内地支部
芦屋に設立さる
1. 11 鄭孝行氏を 日本の神と合祀
1. 12 神第一の活動により 本島人の魂をゆ
する 人為的作業では駄目だ 台湾皇
民化運動
1. 12 日韓合併の裏面史 村松梢風氏が執筆
武田範之和尚を顕彰
1. 12 油頭の三派日 語学校連盟
1. 12 満洲人は宗教民族 神道類似のサーマ
ン 太田世雄氏語る
1. 12 李駐日満洲国大使 けふ入洛
1. 12 満蒙開拓の 認識強化へ お西か各学
校に 山本氏派遣
1. 12 英国に強力抗議 在日本印度独立連盟
の決議
1. 14 東亜教育とそ のス ロー ガ ン
1. 14 主客一如 固し ・ 日満心の契り 李駐
日大使と涙骨社主 都ホテルに型破 り
の親善風景
1. 14 半島の神代 文化研究
1. 14 東亜共栄圏の 南方各地方へ 仏教視
察員の派遣愈よ決る
1. 14 興亜の宗教 戦士養成に 東亜学科を
正大に創設
1. 15 大陸の断想 各人各行 我不知 南支
那派遣 菟田中尉
1. 15 世界に誇る文化の宝典 完成近 し ・ 四
庫全書続修編纂 北京人文研究所の労
作
1. 15 “支那” の呼称廃止 日本尚友会の運
動
1. 16 経世家の思想教育に 高楠翁、 アジア
精神説く 一般人によき仏教への手引
大蔵社で刊行
1. 17 日本語を共栄圏語に 国語対策審議会
で議す
1. 17 アジア民族解放へ 全国的運動の展開
1. 17 北支那の宗教事情 基督教最近の目覚
しい飛躍 活発な活動随一の天理教
1. 18 北京回想 (一) 北京神社参拝 古屋
登代子
1. 18 興亜団体統合 思想団体のみ 翼賛会
で統合 事業団体は政府の手へ
1. 18 移民の父ら発起で 拓士会館建設実現
東本願寺に興亜朗景
1. 18 上海仏教団 理事長更代
1. 19 宜い哉興亜諸 団体の統制
1. 19 北京回想 (二) 洋車 古屋登代子
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1。19 事態の真相について 国民は余 り知ら
なさす ぎる 支那事変中心の世界情勢
馬淵大本営陸軍報道部長談
1. 19 泰国から留学生招く 文化交換の積極
化
1. 19 内鮮人実業家達か 大徳寺で猛修業
長途視察旅行の一収穫
1. 19 西本願寺の 興亜協議会
1. 19 猪駐日大使 仏連で歓迎
1. 19 大東亜共栄圏内での 日本語教科書の
制定化 華北連絡部文化局員と 藤村
博士ら迎へて研究会
1. 19 華北日語教育研 大谷派の翼賛
1. 21 翼賛会東亜部と 興亜運動団体
1. 21 李大使の書信
1. 21 北京回想 (三) 講演と仕舞 古屋登
代子
1. 21 西住憲正氏を 南洋方面に 西本願寺
が特派
1. 22 北京回想 (四) 日華の契 り 古屋登
代子
1. 22 日華相互に その長所を観よ 東西両
本願寺、 浄土宗の 留日中国僧の会合
1. 22 亜細亜民族の 独立生存権擁護 在日
印度独立連決議
1. 23 百廿満蒙古民族に 贈る ・文化の慈光
◇…留学ラマ派遣など
1. 23 神祗思想をどう 大陸に宣揚するか
南京神社の奉斉と共に 関係者か近く
懇談
1. 23 東京や京都は廃墟 デマ宣伝を粉砕
病母の棺を作って帰学 劉留学生お東
で語る
1. 23 南洋群島各地で 聖戦映画と講演の夕
大東亜共栄圏確立へ 大谷光暢法主
の翼賛行
1. 24 日満華三国 青年運動に邁進 東亜大
同青年連設立
1. 24 興亜服の提唱
1. 24 満洲国の祭祀と宗教 諸問題の正 しき
解決へ 石丸前同国侍従武官長の提案
で 権威者集め研究会開く
1. 24 興亜僧道の樹立 大派の宗門新体制同
盟 来月、 一、 二両日結成
1. 24 佼虚法師や 居士達 も招く 訪華視察
団も派遣 “日華仏研” 本年度の計画
1. 25 北京回想 (五) 面子と商人気質 古
屋登代子
1. 25 その仏教的性格 (上) 高楠博士の
「アジア 民族の中心思想」 竹中信常
1. 25 頭山翁が 中国少年達に 孫文精神説
く 廿六日自邸に招いて
1. 25 新東亜建設 戦士養成の新型 “名を
成した人” 迎へて








1. 30　 日満華宗教大会　 陽春四月下旬に開く
福田中支宗大連仏教部長　 打合せ終
へて帰任
1. 30　 南洋群島各地で　 報国法要と 開拓者
追弔
1. 31　 明烏不棲清朝地　 南支那派遣 菟田俊
彦
1. 31　 光暢法主南洋巡教へ　 智子裏方も決意
を披厘　 きのふ盛んな歓送
1. 31　 興亜青年懇談会　 イ ン ドネシア留学生
と語る　 文化交流に尽力
1. 31　 内地の協力求めて　 中国教育会等問安
北支基督教会が
1. 31　 基連時局奉仕会の　 大陸殿堂補強案
代表的人物の派遣など
1. 31　 泰国との文化的　 親善に努めたい 藤
波 ・ 山本両使節出発
1. 31　 小林義道氏　 泰から帰る
2. 1　 蘭印の宗教(1)
2. 1　 日満一体で　 友邦の躍進讃ふ 日満中
央協会の慶祝行事　 満洲帝国の建国十
周年
2. 1　 初施行の北支　 日系官吏採用 龍大生
四人　 美事にパス
2. 1　 更に密教を研究　 本格的にラマ改革
大派留学生加藤清氏語る
2. 1　 満洲仏立村　 近畿連盟か 援助を決議
2. 2　 蘭印の宗教(2)
2. 2　 北京回想 (八) 興亜院博誠塾 (上)
古屋登代子
2. 2　 国民皆僧のタイ国　 留学生も来朝に決
る　 帰朝した小林義道氏談る
2. 2　 点綴　 満洲開拓村入植
2. 4　 蘭印の宗教(3)
2. 4　 李王師団長殿下　 成田山別院御成り
後裔に全山感激





2. 4　 頭山翁の精神顕揚　 けふから大阪で展
覧会
2. 4　 日満仏教徒の　 精神的結合愈よ固し
大同仏教会全満大会
2. 4　 総力を捧げて　 教化に盗捧せん 朝鮮
平安仏教連合会結成
2. 4　 朝鮮愛国護法会　 六日、 湖南支部結成
2. 5　 蘭印の宗教(4)
2. 5　 北京回想 (九) 興亜院博誠塾 (中)
古屋登代子




1941. 1. 25 興亜諸団体統合 愈よ折衝を開始 促
進特別委員会設く
1. 25 日本語教授者 養成機関の設置 国語
対策協議会の決議
1. 25 開封を凌ぐ 帰徳の発展 星子恵真氏
談
1. 26 その仏教的性格 (下) 高楠博士の
「アジア 民族の中心思想」 竹中信常
1. 26 民族解放を宣言 東南アジア民族解放
大会
1. 26 共栄圏民族 文献展覧会 天理図書館
1. 26 内地に初の杭州 仏教綜合学苑支部
西谷順誓氏後援団
1. 26 東洋道義と新原理で 東亜共栄圏を確
立 東亜国民運動展開の基本観念
1. 26 全面的和平希望の 中国イ ンテリ青年
達 進む中日青年協力運動
1. 26 タイ国派遣の 大派藤波氏 教務所長
辞任
1. 28 思想戦と儒教 (上) 高木泰
1. 28 大陸現地人の目に 映る ・宗派合同問
題 全仏教家は一層団結せよ 天津浄
宗開教主任談
1. 28 日華中学生の 文書交歓
1. 28 斬前国務総理と提携 天津に綜合仏教
殿堂建設 興亜仏教連の日華親善と
大陸仏教活動統一注目さる
1. 28 北満に樹てる “仏教村” 第一期目標
二百戸計画 来月二日には勧奨講演会
宗教村は当局希望
1. 28 興亜学院を創設 馬来語の講習会 南
方事情講演会も開催 増田円麿氏の計
画
1. 28 “十姉妹” を例に 印度国民への激励
大阪商大田崎仁義博士
1. 28 完全独立達成へ 印度独立運動記念日
に 在京印度人の決議
1. 29 北京回想 (六) 慢々的風景 古屋登
代子
1. 29 思想戦と儒教 (下) 高木泰
1. 29 安南民族の生活浄化 先づ女性への教
育普及 迷信打破に力教徒活躍 新東
亜共栄圏の 一環に独立望む
1. 29 憲兵禁酒団 北京に生る
1. 29 あす、 光暢法主 南洋巡教の旅へ 大
乗仏教精神を強調
1. 29 泰語の日本 紹介を刊行 日泰文化研
1. 29 壁画完成目指し 秋声画伯第六次征軍
行 一部は既に献納終る
1. 29 朝鮮神宮から 赤誠の大太鼓
1. 29 満洲基督村 先遣隊出発
1. 30 北京回想 (七) 北京官話の魅惑 古
屋登代子
1. 30 泰国御皇室に 南伝大蔵経献上 仏教
使節に託して





1941. 2。 6　 蘭印の宗教(5)
2. 6　 北京回想 (十) 興亜院博誠塾 (下)
古屋登代子
2. 6　 共栄圏に使する　 光暢法主夫妻を激励
東京の壮行会盛況
2. 6　 広東大学で　 日本文化講義 一段進む
文化交歓
2. 7　 北京回想 (十一) 乞食との日華親善
古屋登代子
2. 7　 共栄圏の確立に在外　 華僑との連絡を
工夫　 外務、 拓務、 民間の協力図る
2. 7　 大派の台湾　 開教団総会
2. 7　 興亜学院開院式
2. 7　 興亜院の肝煎で　 大陸の宗教戦士錬成
行的訓練を主に
2. 7　 南方拓士を募る　 東京に拓南塾開設
2. 7　 中支宗連の推進力　 東京宗連を母体に
新に “東京会” 生る
2. 8　 海南島から宗派根性廃棄　 東西本願寺
合同の　 “日華寺” 新に建立さる
2. 8　 中国基督者を慰め　 協和への拐に 問
安使節派遣決る
2. 8　 広東政府の　 養老院を経営 お西に委
託さ る
2. 8　 戦没将士の英霊を　 現地神社摂社に奉
斉　 華北蒙疆神職会成り 第一回総会
で建議
2. 9　 大谷光暢法主　 南洋巡錫通信 阿部恵
水
2. 9　 興亜宗教戦士錬成　 興亜団体連合会
2. 11　 満洲基教拓士　 第二陣の訓練
2. 11　 点綴　 泰国へ黙想指導
2. 13　 杭州における仏教の現況　 一民国三〇
年一月現在一　 新野修基
2. 13　 内鮮一体となり　 皇謨を翼賛し奉る
平安北辺仏教連合会結成
2. 13　 南島に輝 く法悦　 光暢法主夫妻に歓呼
阿部さんら頗る元気
2. 14　 杭州における仏教の現況　 一民国三〇
年一月現在一　 新野修基
2. 14　 中国青年の動向　 欧米の皮相な模倣
末包氏談
2. 14　 蒙古の民族桁神振興は　 その歴史 “元
朝秘史” で　 留日学生発奮して現代語
訳
2. 14　 漢方医学図書館　 拓大に新設さる
2. 15　 杭州における仏教の現況　 一民国三〇
年一月現在一　 新野修基
2. 15　 大朝奉斉大陸に激増　 南京神社は月末
地鎮祭
2. 15　 名古屋市から南京市へ　 贈る ・木彫立
像大観音　 緒駐日大使ら下検分に西下
2. 15　 北支に (仮称) 興亜農民道場　 中国民
衆の厚生と教化　 天理教本部の準備進
む







2. 15 点綴　 北京芸術訪日団 南洋伝道線聴
く
2. 15 全鮮で最初 常会が仏教 講話を聴く
2. 15　 華北神速の　 第二回講習
2. 15 南京に上海伝道庁出張所 天理教か設
置
2. 15 大派満洲監　 督に大物を
2. 16　 杭州における仏教の現況　 一民国三〇
年一月現在一 新野修基
2. 16　 故有馬氏一家の犠牲を 犬死たら しめ
てはな らぬ 長崎の日華親善悲劇に
興亜院当局慎重に考慮
2. 16 猪大使招き 歓迎茶話会
2. 16　 故郷は大陸だ　 僧侶の大陸大和一家
2. 16 蒙古留学生招 待懇親の集ひ 池上本
門寺で
2. 16　 寺廟整理の現実情　 台湾の宗教改革
安藤紫水
2. 18　 北京回想 (十三) 浄稜 と諸境諸縁
古屋登代子
2. 18　 金氏著 “支那精神とその民族性” を華
語に 共栄圏内民族の相互研究 日華
両国要人ら完成支援
2. 18 経済的触手を通じ 英の仏印、 泰国策
動 メナム以西南確保に狂奔
2. 18　 光暢法主夫妻　 更にダバオヘ
2. 18 猶太的麻酔の印度人 赤ん坊にも阿片
禍 !　 民族的自覚か何より急務 高岡
氏談
2. 18 華北力教徒 訪日団来朝
2. 18 広東中日 文化協会
2. 19 杭州における仏教の現況 一民国三〇
年一月現在一 新野修基
2. 19 ソ連は印度を狙ふか パミール横断路
の完成　 だか印度常盤樹のため 秋か
来て も赤くなるまい
2. 19　 南北支那の報告　 重慶政府の信な く
英宣伝の逆効果 梅原乗運氏帰来談
最近の香港
2. 19 日本人の発展に ハチ切れる天津 西
本願寺別院目指し新建築
2. 20 杭州における仏教の現況 一民国三〇
年一月現在一 新野修基
2. 20　 望む ・ ビルマへの積極外交　 日本との
提携に燃ゆ
2. 20 蘭印の回教問題 明治聖徳学会研究発
表
2. 20 泰派遣仏教使 節盤谷に安着
2. 20　 普陀山の治安全し　 邦人の独り歩きは
注意 村上氏の同志粟谷氏談
2. 20　 北支那宗教界の動き
2. 20 ラマ教研究に拍車 “西蔵文蒙古ラマ
教史” 三百部限定出版








2. 28　 印光法師 追悼特輯
3. 1　 日満一体で壽ぐ 満洲建国記念日 け
ふ帝都その他の催し
3. 1　 中支杭州の　 日華仏教会
3. 1　 上海の米大　 宣教師引揚
3. 2　 東亜一体化説く　 林広東大学長 王道
最後の勝利　 両国民の覚悟にまつ
3. 2　 米布、 南洋の　 開教使に善処 国際関
係緊迫で　 西本願寺が命令
3. 4　 パラオ公学校訪ひ　 土人の子に童話
◇…粟津賛事の南洋便り
3. 4　 大酋長も帰依　 パラオの帰敬式 光暢
法主南洋巡教
3. 4　 華北天主教　 訪日団入京
3. 4　 点綴　 台湾の開教視察
3. 5　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 5　 大東亜共栄圏確立促進　 光暢法主全国
巡教を決意　 各所で土人か敬意捧ぐ
3. 5　 拓南の尖兵　 帝都を出発
3. 5　 北京金光日語　 学院訪日団 来月四月
入洛
3. 5　 東亜文化協議会　 四月、 日本で開催
3. 6　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 6　 日華親善に寄与　 孔子廟参拝記刊行
菟田橿原神宮宮司
3. 6　 皇国南方の総鎮守　 南洋神社に参拝
パラオの光暢法主一行
3. 6　 大陸の人種的偏見 本願寺法人問題等々
西本願寺集会第六日午後
3. 6　 半島経営に　 一層の認識もて 盛んな
皇民的行動　 吉田貞治氏談
3. 7　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 7　 仏教図書館　 広東に新設計画 日本教
界の応援侯つ
3. 7　 生れる邦人主教　 ハルビンで叙任式
3. 8　 南洋の旅語る　 西本願寺の西住憲正氏
3. 8　 洋上遥かに　 佳き日壽ぐ 大谷智子裏
方　 地久範
3. 8　 台湾伝道に　 賀川氏起つ
3. 8　 中国人を教師に　 正しい華語の普及
興亜院華中連絡部の企て
3. 8　 中国の名跡　 古物保存 国府か新条例
3. 8　 中華大の渡日　 増加の一途辿る
3. 9　 在中国神社規則改正　 大陸の神祗宣揚
運動昂る　 指導機関に講究所北京分所
3. 9　 不徹底な日本化　 邦人主教、 ハルビン
で の　 叙任は結局不可能?
3. 11　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 11　 東京会談の成功で　 南洋華僑に昂る親
日熱　 今後の連絡工作注目さる
3. 11　 日、 タイ関係　 一段と緊密深む 経済
的、 文化的飛躍へ
3. 11　 ラマ僧訓育道場に　 文化部を設置 対
外通信の統一や　 娯楽の指導行ふ











2。21 大乗の精神により 日華両国の融合へ !
抹茶に寛ぐ 椿新大使
2. 22 普陀山の事情 少年僧 小林君は語る
2. 22 拓南文庫 南方移民団の 文化資材に
開設 東亜文化協会が
2. 22 南方諸国らと 学者交換 大日本仏教
会興亜局の計画
2. 22 南濠の日本語熱 ハイスクールに日語
科
2. 23 仏印方面へ 仏教使節 宇津木氏語る
2. 25 日本よ、 真に 亜細亜の盟主たれ (一)
エー、 エ ム、 サハイ
2. 25 軌道に乗った 日本との文化交流 泰
仏印の表情





2. 25 仏教華僑日校 等に関し協議 京都仏
教興亜会
2. 25 大東亜青年 懇談会生る
2. 26 日本よ、 真に 亜細亜の盟主たれ (二)
エー、 エ ム、 サハイ






2. 26 小林義道氏 歓迎懇談会
2. 26 杭州市の 日華文化
2. 27 日本よ、 真に 亜細亜の盟主たれ (三)
エー、 エ ム、 サハイ
2. 27 興亜の母と して 大陸に骨を埋む 古
屋女史壮行会
2. 27 古義開教の南進 現地実情調査のため
麻生本部長らけふ出帆
2. 28 日本よ、 真に 亜細亜の盟主たれ (四)
エー、 エ ム、 サハイ
2. 28 独力で支へた収容所 中国難民百名護
る 現地除隊兵の篤行 興亜の礎石 !
2. 28 総額の五分二か 大陸の興亜事業に
従事者は献身的奉仕 金光教議会和か
に終る
2. 28 印度から回教使節 初めて我国へ派遣
2. 28 大東亜共栄圏内の 民族の躍動描く
綜合文化映画制作
2. 28 大連各寺の事業合同 仏教奉公会生る
職域奉公の赤誠誓ふ
2. 28 中国へ大観音像 愈よけふ贈呈供養式
手も足も出なかった仏印
1941. 3. 11　 観音さんに深む日華親善　 今月末から
一週間法要　 南京側の勧請準備成る
3. 12　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 12　 包頭は極楽地　 金崎晃宣氏談る
3. 12　 頓に活発　 上海の金光 忠信小学校
3. 13　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 13　 大陸の断想　 広州と 日本 菟田中尉
3. 13　 ハルビンでの叙任　 結局、 拒絶されん
文部省は結社認可見合す
3. 13　 南洋行の第二陣　 大派、 両宗議を特派
調査視察と邦人慰問
3. 14　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 14　 皇民化戦士の　 養成に 新展開 台湾
西別院輪番八雲氏談
3. 14　 南洋巡教の輝 く成果　 光暢法主 ら帰る
きのふ、 横浜入港
3. 14　 朝鮮済州島に　 結核療養所経営 賀川
氏　 五百町歩の提供うけて
3. 14　 印光法師を偲ぶ　 日華仏研は特輯号刊
行　 両国の仏徒か礼讃
3. 15　 大派法主　 南洋巡錫紀行 松谷彰乗
3. 15　 北から南から　 大陸の留学生 西本願
寺に来る
3. 16　 観音信仰と　 日華親善
3. 16　 興亜国民運動へ　 友邦の運動に呼応指
導
3. 16　 大陸に雄飛の青年　 指導に万全期す
活躍する基教青年会
3. 16　 臨宗招集で　 南洋行延期
3. 16　 大派満洲開教監督　 壁潤連枝を希望
総会で満場一致決議
3. 18　 満洲国宗教論　 京大教授 西本頴
3. 18　 回教の特色は　 其の世界性に
3. 18　 “笑赴死地四十人”　 第一回大陸宗教
教師錬成　 西本願寺代表の感想
3. 18　 共栄圏の異民族に　 皇道精神を享授
島民開教に全力尽したい　 光暢法主帰
山第一声
3. 18　 真宗僧と して大陸へ　 支那留学生得度
内地寺院で当分実務訓練　 昨、 東本
願寺で受式
3. 19　 泰国の仏教　 ▽泰国にて第二信▽ 藤
波大円
3. 19　 泰 ・仏印戦没者を弔ふ　 日本仏徒か歴
史的迫悼法要
3. 19　 点綴　 晋北仏学院入式 訪華仏教団派
遣
3. 20　 余の東亜連盟論　 中華東亜連盟協会会
長　 広東省教育庁長 林汝珊 鮑耀富
(訳)
3. 20　 光暢法主智子裏方の　 南洋巡錫報告講
演　 大東亜共栄圏確立誓ふ
3. 20　 在留同胞の祖国愛 !　 “断じて頑張る”
と叫ぶ　 阿部随行長 らの南洋談
3. 20　 土人の児が歌ふ 裏方作詞 “同朋の歌”
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
二部合唱に胸迫る感激
3. 20 日本タイ文化の融合へ 泰国代表と懇
談
3. 20 関東神宮御造営 近く外苑起工式挙行
梅津全権ら参列
3. 20 満語の標音仮名 実験の結果は良好
3. 20 浄宗台湾開教区 管代の特命布教
3. 20 仏立講の樺 太教線統合
3. 21 余の東亜迎盟論 中華東亜連盟協会会
長　 広東省教育庁長 林汝桁 鮑耀富
(訳)
3. 21　 外南洋の旅　 = 大派法主南洋巡錫紀行=
松谷彰乗
3. 21 南方に転機
3. 21　 満人再教育に　 カナモジを採用 教科
書、 公文書に振カナ 苦心の音標成る
3. 21　 弼栄本願寺の感激譜　 妙好人、 猛虎を
射止め 拓地の造寺に献ぐ 観音の化
身と満人驚嘆
3. 23 支那奥地 ・成都、 重慶の窮状 寺院は
こ と ごと く　 兵舎に使用さる
3. 23 満洲を対象の 医療無料診療所 大同
仏教会か新京に開設
3. 23　 三千人感激の祈り　 日本聖化教団が上
海で 中国人伝道の成果
3. 23 満洲を対象の 医療無料診療所 大同
仏教会か新京に開設
3. 25 外南洋の旅 = 大派法主南洋巡錫紀行=
松谷彰乗
3. 25 余の東亜連盟論 中華東亜連盟協会会
長 広東省教育庁長 林汝桁 鮑耀富
(訳)
3. 26 余の東亜連盟論 中華東亜連盟協会会
長 広束省教育庁長 林汝桁 鮑耀富
(訳)
3. 26　 沸きあがる 南への熱情 拓南青訓生
る
3. 26　 満支の便り 中支戦線にも春 ○○に
て　 井上勝三
3. 26 満洲開拓団 学童慰問行 神根惹生
3. 27　 仏印タイ蘭印の映画 京都芸術談話会
が　 廿九日丸物で開催
3. 27 基督村移民募る 第一次本隊渡満 満
洲へ
3. 27 山崎精華氏 大陸進出
3. 27　 日蒙提携の礎石に　 一家挙げて厚和へ
移住 高鍋日宗開教監督
3. 27　 半島青年の　 思想善導 大和塾拡充
3. 27 北京金光日語 学院訪日団 本部に入
る
3. 27　 上海南市に　 火葬場竣工
3. 27 点綴 ラマ僧特別訓練
3. 27　 仏教道場開く 興亜宗教戦士の錬成
3. 27 印度の学僧を迎へ 教学界代表と交歓
各大学等で研究講演会





1941. 3. 28 比律賓を語る 比島人も華僑も絶対親
日 開教廿年の原田氏 南進日本のバ
ロ メ ー タ ー
3. 29 外南洋の旅 大派法主南洋巡錫紀行
松谷彰乗 十
3. 29 和かな日華交歓 大阪の北京金光 日
語学院訪日団
3. 29 台湾本島人か後援 中華人が日語学校
創設 油頭の森賢城氏談
3. 29 日華仏研訪 支使節決定
3. 30 外南洋の旅 大派法主南洋巡錫紀行
松谷彰乗 十一
3. 30 大社教分院で 半島人集会
4. 1 現代支那仏教の 通俗的一考察 在天
津 陸三洲
4. 2 外南洋の旅 大派法主南洋巡錫紀行
松谷彰乗 十二
4. 2 英霊奉安殿と 前線日本人の道場 徐
州東本願寺が建設
4. 2 将兵と拓士の 慰安場建設
4. 2 北支、 全満 日本基連 各役員改選
4. 2 中支宗大連の 理事長ら更迭
4. 3 満洲の開拓移民を 紙芝居や童話で慰
む 当局も拓士も宗教を理解
4. 3 汪首席から激励 西本願寺へ両留学生
4. 3 ダバオの華僑も 国共分裂騒ぎ 重藤
廓亮氏帰来談
4. 3 支那杭州に於る 仏教教育機関 (上)
4. 5 皇民意識に燃える 神戸の半島同胞
僧侶の托鉢に献金
4. 5 点綴 南方講演会開く
4. 5 支那杭州に於る 仏教教育機関 (下)
4。 9　 外南洋の旅　 大派法主南洋巡錫紀行
松谷彰乗　 十三
4. 9　 共栄圏確立に印度人は無理解　 これか
是正には日印両国の　 精神文化に基い
てのみ可能　 ボン氏語る
4. 9　 広東仏教図書館　 愈創立発会す
4. 9　 日華両国学徒の集ひ　 東亜文化協議会
文学部会　 十一、 二両日京大で開催
4. 9　 朝鮮の深山に　 みそぎの道場
4. 9　 石原将軍お西の　 興亜学院で講義
4. 9　 “大東亜建設と 日本語”　 国語教会が
顕彰論文募る
4. 9　 けふ得度の　 本島人達 咋、 本社訪問
4. 9 最北端黒河から　 武村開教使帰る
4. 10　 外南洋の旅　 大派法主南洋巡錫紀行
松谷彰乗　 十三
4. 10　 日華仏徒の団結　 南京で東亜仏教大会
4. 10　 宗教南進策で　 更に八雲氏特派 西本
願寺の活動
4. 10　 印度教学者講演
4. 10　 東亜諸団体　 統合白紙へ
4. 11　 青年僧よ就け南方へ　 共栄圏確立の使
命達成に　 移住者養成のパーリ文化学
院開設
4. 12　 鑑真和尚の遺跡顕彰　 同願会改組、 生
長の家進出等　 北支那宗教界通信
4. 12　 在日本印度　 独立連決議
4. 12　 ジ ャ リ ンワラ ・ バ ッ グ　 殺戮事件を銘
記せよ
4. 13　 中支文化の交流　 於南支 菟田俊彦
聖戦余香
4. 13　 東亜新秩序の指導　 原理と しての皇道
(一) 満洲帝国協和会中央本部嘱託
依田孟
4. 13　 まづ第二世の思想対策　 異郷に活躍の
邦人と母国を結ぶ　 “海外同胞中央会″
創設
4. 13　 外国系教育機関を　 全部政府に接収
イラ ン国教育制度統一
4. 13　 ボン氏歓迎茶会　 国際文化振興会京都
委員
4. 13　 もっと しっかり した　 先遣隊を送れ
ソ満国境、 第六次開拓団　 大派木下開
教使語る
4. 15　 東亜共栄圏に於る　 宗教国策 (上)
京都帝国大学教授　 西本顕
4. 15　 大陸の断想　 こよみなき民族 一大陸
と神社一　 菟田俊彦
4. 15　 東亜新秩序の指導　 原理と しての皇道
(二) 満洲帝国協和会中央本部嘱託
依田孟
4. 15　 薬用資源確保に　 天理教団も一役 全
教会で朝鮮アサガホ栽培
4. 15　 台湾仏教会　 につ い て 紫水生
4. 15　 “アジア歴史叢書 “上梓






4。 5　 興亜教育の普及徹底　 教育界方面に気
運起る 国民的運動に迄展開
4. 5　 大陸の門戸に聖徳太子を讃仰 一大運
動を起す
4. 6 外南洋の旅 大派法主南洋巡錫紀行
松谷彰乗　 十二
4. 6 東洋平和祈る 日華結ぶ共同ミサ
4. 6　 興亜の意気　 さなが らに 北京金光日
語学院一行 本社訪問 ・歓談の一とき
愛国行進曲を斉唱
4. 6　 本島人十八名　 お東で得度
4. 6 大陸民衆へ科学する心 宗教医師を送
る　 西本願寺が開教にエポック
4. 6 心身の日華親善 本多執行長談
4. 6　 僧侶の宣撫員を募る 但し加持に堪能
な もの
4. 8　 満洲建国史　 飾る貴重な資料 “日露
戦前秘史” 刊行　 高橋神父の翻訳
4. 8 日比青年文化協会
4. 8　 北京金光日語　 学院の訪日団 昨、 帰
国の途へ
4. 8 僧俗和合の束　 亜建設戦士 興亜学院
開始
京都帝国大学教授　 西本顕
1941. 4. 16　 東亜新秩序の指導　 原理と しての皇道
(三) 満洲帝国協和会中央本部嘱託
依田孟
4. 16　 徳川義親侯を囲む宗教家座談会　 四月
二 日　 於 ミヤコ ・ ホテル
4. 16　 “樹下石上”　 大陸生活の管見 南支
派遣　 菟田中尉
4. 17　 東亜共栄圏に於る　 宗教国策 (下)
京都帝国大学教授　 西本顕
4. 17　 東亜新秩序の指導　 原理と しての皇道
(四) 満洲帝国協和会中央本部嘱託
依田孟
4. 17　 八百年の霊山か　 興亜青年道場に 名
刹根米山　 全山に開設
4. 17　 満ソ国境緩芥河に　 興亜聖業を御覧
聖徳太子　 本願寺に奉安迄の感激談
4. 17　 大陸帰農者に統一
4. 17　 東亜経済論叢　 京大東亜経研 創刊号
を発行
4. 18　 東亜新秩序の指導　 原理と しての皇道
(五) 満洲帝国協和会中央本部嘱託
依田孟
4. 18　 北京　 第一信 古屋登代子
4. 18　 文化交流の基地に　 印度寺建立 入洛
したボン氏の希望　 帰国後も運動続く
4, 18　 満洲の神社行政　 近く画期的制度完成
4. 18　 南洋各地に　 お西の教陣




4. 20　 東亜新秩序の指導　 原理と しての皇道
(七) 満洲帝国協和会中央本部嘱託
依田孟
4. 20　 日華親善は留学生から　 東亜学校の飛
躍に期待　 教頭森川智徳氏抱負語る
4, 20　 “留学生の家” 贈る　 住居を通 じて日
本精神涵養
4. 20　 松岡外相の帰朝後　 世界の視聴日本に
集中せん　 南方対策に気をやむ米国
4. 22　 西湖畔の名勝杭州に　 日華仏教綜合学
院開く　 大東亜建設の戦士養成に
4. 23　 中支宗述　 部長決定
4. 23　 大陸の仏教　 親善の為に
4. 24　 畏し ・元神祭を御親祭　 建国神廟祭祀
令等公布　 建国祭と共に再重要祭祀
4. 24　 印度風俗語る　 芸術談話会
4. 25　 在洛華僑児童の　 光華国民学校開設
東本願寺で華僑会議
4. 25　 仏立の大陸　 移民壮行式 大阪府主催
4. 25　 大陸の宗教　 戦士錬成 近 く 第二回開
く
4. 27　 英米人宣教師ら　 朝鮮で反戦運動
“教化” に名を籍る第五列
4. 27　 満洲国の留　 学僧ら来る
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
4。27 祥雲洪嗣氏 満洲国留学
4. 27 現地軍病院に修養道場 入仏慶讃法要
営む
4. 27 外地側と懇談 基督教時局 奉仕委員
会
4. 29 - 訪日の感想- 「興亜の日本」 北京
金光学院生徒 孫経宙
4. 29 田舎の旅へ 盤谷にて 藤波大円 夕
イ特信
5. 1 大陸の断想 福如東海 南支派遣 菟
田中尉
5. 1 東亜共栄圏の確立へ 関係諸民族大会
開く 大政翼賛会で計画進む 今秋
5. 2 開教地回顧 (一) 南部日禾 序
5. 2 大陸の 敬神思想昂揚 師範学校の神
祗講座 担当者集めて協議
5. 2 機熟す ・興亜団体の統合 考へられる
三つの方式
5. 3 開教地回顧 (二) 南部日禾 真宗の
開教使と 他の伝道師
5. 4 開教地回顧 (三) 南部 日禾 移民地
の粉擾 (初期)
5. 4 本島人僧侶を 更に大量養成 最初の
“女僧侶” も 西本願寺に留学
5. 4 世界的仏教遺跡研究の 砥蓄をひっさ
げて来朝 仏印の考古学者ゴ博士 我
か国の学会と交歓
5. 4 外人も加へて 今夏、 東亜共栄圏講座
5. 4 ニ ッ ポ ンゴ トクホンを読む 中井玄
道
5. 6 次代青年の養成 教育に重点の必要
満洲国建設今後の問題
5. 6 大陸の神祗宣揚策 海外神社問題に就
て 官民代表か懇談協議
5. 6 北京の尚臍会 古屋登代子
5. 7 “大陸の花嫁” 錬成 お西の沓掛興亜
学院長 益永普行氏渡満
5. 7 興亜の宗教 戦士養成所
5. 7 共栄圏確立を 誓ふ若人と語る 留日
中華学生中心に 大政翼賛会が懇談
5. 7 在満教化指導監督者の 派遣、 更迭に
はアグレマ ン要す 満洲国の開教監督
重視
5. 7 満洲国からの アグレマ ン到着 藤岡
了淳氏を上人 大派海外開教人事
5. 7 被圧迫民族と 南方進出 千葉尊建
5. 8 開教地回顧 (四) 南部日禾 移民地
の粉擾 (中期)
5. 8 日蒙両国親善に 蒙古、 西蔵両語の
“波羅密経” 橋本光賓氏等の訳編
5. 8 日華戦没者 追悼法要 在洛華僑か
5. 8 イラク、 英に宣戦 完全なる成功望む
在日本印度国民会長 エ ・ エ ム ・ サ
ハイ氏声明
5. 9 永井局長招請の 興亜団体







5. 17 南方問題の 綜合研究 南方研究会
東大に生る
5. 17 中南支監督は 藤井静宣氏決定 教化
研究院長に朧氏か 大派人事けふ発表?
5. 17 南方諸島と大陸に 精通の両氏急派
お西か新計画の基礎調査
5. 17 全印婦人会長 力女史を迎へ 神戸で
お茶の会
5. 18 日本は亜細亜に於ける 唯だ一の強力
な指導者 早く 日支問題を解決せよ
カラマ ・ デヴイ女史の期待
5. 18 在阪中華児童参加 日華親善児童大会
難波別院で開く
5. 18 大陸の山 菟田中尉
5. 18 北京同願会が 中国仏青設立
5. 18 南洋事情座談会 (大谷法主巡錫記念)
占領当時の南洋群島
群島に於ける 教育施設その他
5. 18 東亜共栄圏国家の 健全な興隆発展へ
“民族科学協会” の発足
5. 18 半島に初の 教会図書館
5. 20 共栄圏の尖兵 南方に学徒隊出動
5. 20 日本浄土教縁の地 太原の昔と今 一
予想される未発見の仏教美術-
5. 20 先づ内地浄土教学者の 調査団を結成
派遣せよ 北支山西省その他の遺跡地
へ
5. 20 同願会一行 内地見学団
5. 20 泰より仏教 使節帰る
5. 20 南京金光会館 盛大な開館式
5. 21 上海は中国基教の総指令部 東亜青年
協力に努力
5. 21 海南島の 日華寺増強
5. 22 共栄圏建設の 指導精神徹底へ 翼賛
会が指導者養成
5. 22 対支文化工作の再吟味 必要な高度の
政治性
5. 23 李王妃殿下台臨 聖徳太子聖霊会 四
天王寺の舞楽大法要 鈴懸の修験も参
列
5. 23 鮮満の開教 事情視察へ 大派興亜局
5. 23 仏教を通じて 共栄圏確立に協力 同
願会の年次大会 六月二日東京で開催
5. 23 内地留学から帰国の 績台君も教壇に
晋北仏教学院の近況
5. 23 朝鮮基連総会 新事業を協議
5. 23 華北中外紙友の集ひ 各界代表発表で
誕生 六月八日北京で
5. 24 東亜仏徒の連絡や 仏跡の保護など
◇…同願会年会の議案決る
5. 24 日語の習得 には学芸会 上海忠信校
最近の発展
5. 24 北京だより 訪日への憧憬 古屋登代
子
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
るもの　 回教司教長 ・ 印度へ呼びかく
1941. 5. 9　 イラク支援要請　 在日本印度独立連盟
決議
5. 9　 仏立講満洲移民団　 熾嶺西方に六千町
歩　 目下ハルビンで現地訓練
5. 9　 日華両国の　 戦没者追悼 在洛全華僑
参詣
5. 9　 仏教史にも　 東亜共栄圏反映 西本願
寺の特殊教科書　 これも新体制
5. 10　 北京生活の一日ぢう (上) 古屋登代
子
5. 10　 日華文化交流に　 貢献した中国人追悼
会　 大日本仏教会が
5. 10　 中華側の手により　 外苑 (公園) を造
立　 一周年迎へる北京神社
5. 10　 大派重永朝鮮　 開教監督発令
5. 11　 北京生活の一日ぢう (下) 古屋登代
子
5. 11　 大陸の備へ　 お西の朝鮮 開教主任会
5. 11　 日本国民の　 印度理解に資す ガ ンジー
翁のよき理解者　 カマラ ・ デヴイ女史
来朝
5. 11　 南洋庁では　 仏教徒に期待 大派藍川
氏語る
5. 13　 東亜共栄圏確立の神祗活動　 圏内各地
の現地神職懇談会
5. 13　 半島同胞のみの　 男女青年団結成 協
和会太秦支部会員たち　 石原宣隆氏の
教化
5. 14　 植物資源に重点　 東亜共栄圏全体に対
する　 国土計画の樹立か急務だ
5. 15　 開教地回顧 (五) 南部日禾　 医薬 と
魔法
5. 15　 中国薦亡者追悼会　 六月十五日に変更
5. 15　 英の衰亡を　 世界の黎明に 来朝した
印度の指導者　 カマラ ・デヴイ女史叫
ぷ
5. 15　 対日十ケ条の法令で　 在留同胞は締め
出し　 比島の実状を知ってほしい 八
雲円成氏の帰来談
5. 15　 仏印の華僑に　 正確な日本認識を ◇…
ハノイ中心に文化対策
5. 16　 仏教文化閔明の根本　 梵和大辞典の編
纂進む　 第二、 第三巻続いて発刊
5. 16　 精神的日華親善へ　 支那浄土教の聖跡
復興中心に　 芝原玄超氏内地の運動起
す
5. 16　 朝鮮の三十本山統一　 曹硲宗と して管
長占拠
5. 16　 イラクを救へ　 中国回教徒も起つ
5. 16　 仏教同願会　 の改組協議 興亜院文化
部
5. 17　 満洲国開教は　 物凄い発展振り 河瀬
甚吉氏の土産話






1941. 5. 25 あすの南方進出に備へ 皇道外交の尖
鋭隊錬成 翼賛会が全国十一ケ所で
大東亜共栄圏講習会開く
5. 25 龍門石窟の研究書成る 東方文化研究
所員の労作 我が国で初めての出版
5. 25 雲雨石仏に 研究のメ ス 水野氏渡支
5. 25 ミ ンタル女学院生 母国訪問の旅
5. 25 タイの仏教 事情を聴く 仏教使節歓
迎
5. 25 掴んだ翼北華人の仏心 廿一ケ所に本
尊を下附
5. 25 本島人の皇民化は錬成だ 宗教の重要
視説く 堀田台湾彰化教育課長
5. 27 李王両殿下 高野山御成
5. 27 共栄圏の尖兵50万突破 中国に活躍す
る邦人数 四月一日現在 ・外務省発表
5. 27 敦煌出土古写本 啓明会から正大に寄
贈 仏教学新部門の資料
5. 27 大阪日華親善 小国民大会
5. 27 事変下に伸びる 中国天主教の実情
教育し切れぬ求道者
5. 28 点綴 支那人の赤裸々
5. 28 華北の宗教制度近 く整備拡充 仏教僧
侶の資格定む 内務総署で調査計画
興亜院武田調査官語る
5. 28 内地以上に緊張示す “国民総力朝鮮
連盟” 結成
5. 28 大陸開教宣撫 一応拡充控ふ
5. 28 北支中華教会 問安氏の報告
5. 29 大陸の断想 南画風景 菟田中尉
5. 29 ミ ンタル女学生 両校と交歓
5. 29 大陸の宗教情勢を一目に 「華北宗教
年鑑」 発行さる 武田調査官苦心の編
纂
5. 29 仏教同願会を強化 我国にも講演会設
立
5. 29 同願会の一行 昨朝永平寺へ
5. 29 基教の大陸伝道 新教団の発足で一元
化 各派伝道は中止
5. 30 母と子がガッチ リと 南支開教に挺身
◇…油頭東本願寺の興亜譜
5. 30 点綴 上海曹洞禅盛ん
5. 30 漢代文化語る 貴重な資料 拓本特別
陳列 京都博物館
5. 30 東亜伝道の 使命観を徹底 「東亜基
教研究会」 近 く生る
5. 30 華僑は政府の癌 ! 仏教を除いて文化
工作不能 藤波、 山本両使節歓迎会
泰を語る
5. 30 興亜仏教道 場開設延ぶ
5. 31 日泰親善の 先覚者を偲ぷ 物故者の
追悼法要





6。 1　 酋長も土地を提供　 浄宗ヤップ島に新
教線　 内地学生招き宿泊に寺を開放
6. 1　 南洋寺では　 経営部開設 物産を分譲
6. 1　 南京通信　 宗教界の動きを中心に
6. 5　 南洋事情　 講習始る
6. 6　 僧侶生活の刷新　 宗教儀式の改革 イ
ランを語る座談会
6. 6　 東方文化迎盟　 デ女史講演
6. 6　 鮮満急行記　 第一信
6. 7　 興亜団体統合 ・七月頃結成か　 精神運
動と して　 興亜理念の単一化を 各団
体の事業とは切離す
6. 8　 開教総監に　 森田氏起用 天台宗人事
6. 8　 日華仏研の　 訪華団延期




6. 10　 仏教には団結力がない　 回教にはそれ
が強い　 回教協会長 林銑十郎大将談
6. 10　 イラ ク同志を激励　 満洲回教協会か
近く役貝会開く
6. 11　 大蔵経、 五台山へ　 全山の僧侶ら歓喜
6. 11　 鮮満急行記　 第二信
6. 12 「大日本興亜同盟」 結成　 事変記念日
に輝 しく発足
事業団体も包容　 永井東亜局長談
6. 12　 鮮満急行記　 第三信
6. 13　 愛国心に燃ゆる　 イラ ン文化に注視
中山前駐イラ ン公使談
6. 14　 鮮満急行記　 第四信
6. 15　 日華親善風景　 点描
6. 15　 戦場は僧堂の延長　 この日本兵の精神
力　 雲水帰還兵座談会の記
6. 17　 大東亜共栄圏建設の　 基本精神 藤沢
親雄
6. 17　 中国薦亡者悼む　 大阪の法要盛儀
6. 17　 満鮮急行記　 第五信
6. 18　 大東亜共栄圏建設の　 基本精神 藤沢
親雄
6. 18　 東亜の先党、 恩人に　 汪精衛氏感謝の
建碑　 鶴見総持寺の山頭に
6. 18　 蒙古の活仏や日満志士　 合作で珍しい
新寺建立　 千葉県松戸に “日満山真全
寺”
6. 18　 満鮮急行記　 第六信
6. 19　 北京ど 中外”　 古屋登代子
6. 19　 戒律より観たる　 中国の仏教徒 (上)
中支蘇州　 一井宗元
6. 19　 日支戦死者の霊慰む　 戦場の血に溶む
土で供養塔　 大阪同願会同志の企て
6. 19　 生仏様になった話　 中南支から帰った
豊田西本願寺興亜部長談
6. 19　 大谷派宗議会　 一第五日一 宗門戦士
養成の　 士官学校的機関





1941. 6. 20 戒律よ り観たる 中国の仏教徒 (中)
中支蘇州 一井宗元
6. 20 日泰文化興隆の先駆 先づタイ国から
留学生派遣 大日本仏教会の斡旋実る
6. 20 故福田氏ら日 華の志士偲ぶ 大阪有
志が
6. 20 満僧と道士 訪日視察団 廿七日入洛
6. 20 朝鮮神宮神田
6. 20 満鮮急行記 第八信 牡丹江
6. 21 我が官民協力して 中国の経済発展実
践 積極的自給自足へ邁進
6. 21 満鮮急行記 第九信 牡丹江
6. 21 健康と精神力 内地人の低下に比し
台湾、 半島人の優秀さ 桜沢無双原理
講究所長叫ぶ
6. 22 戒律よ り観たる 中国の仏教徒 (下)
中支蘇州 一井宗元
6. 22 蒙古の奥に贈る日本医学 太田覚眠翁
畢生の事業
6. 22 第三次百五十戸の 移民計画樹つ 満
洲天理村開拓組合
6. 22 満洲移民へ 金光も進出
6. 24 戦時下、 真言宗の新事業 「大 日本密
教協会設立」 全アジア密教徒団結
赤魔への思想的防壁
6. 25 太田翁を懐しむ 暗満洲国理事官 仏
教外交 お西で
6. 25 汪精衛氏に 歓迎打電 華僑仏教興亜
会
6. 25 広東に禅風 妙心別院で 禅学講座を
6. 25 満鮮急行記 第十信
6. 26 日華共同声明 の発表
6. 26 ゴルーベフ博士に聴 く 南方の仏教と
仏教美術
6. 27 地方文化の培養機関と しての 支那カ
ト リッ ク教の 宣伝に就て (上) 沖
田廸
6. 27 遥かに二つの 死を哭す 古屋登代子
藤井照純師
6. 27 和平やうやく還つて 広東仏教居士林
来月十三日に発会式
6. 27 内地見学の 満洲僧一行 昨午後入洛
6. 27 北京の宗教界 短信一東 日本宗教団
体定例会議
6. 27 朝鮮人の内地化は… 言語と礼法の実
践 協和会の入郷順則訓
6. 27 和田性海氏 朝鮮巡講
6. 28 地方文化の培養機関と しての 支那カ
ト リッ ク教の 宣伝に就て (下) 沖
田廸
6. 28 半島同胞の 青年会発会 西京極西方
寺で
6. 28 円満解決見込み立たぬ 回教徒の大反
乱 奇襲部隊で猛撃 甘粛省
6. 28 親日家趙中 山県長暗殺
6. 28 北京の宗教界 短信一束
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
訪日仏教同　 願会一行歓 迎会 回々
教大講演会　 中国仏教青年団 成立間
近し　 ラマ教僧園奮起
6. 28　 満鮮急行記　 第十一信
6. 29　 生きてゐる満洲 (観相眼に映っ た地
相) 千葉耕堂
6. 29　 満鮮急行記　 第十二信
7. 1　 汪主席是民族的救星　 南支派遣 菟田
中尉
7. 1　 外交団、 留日学生ら　 五千人を招く
第一回南方仏陀祭
7. 2　 日華仏教文化提携と　 宣撫工作の推進
力 (上) 足立松陽
7. 2　 満洲仏教総会　 奉天省本部 役員改選
7. 2　 寧波の伝教遺跡　 一日本仏教会に贈る一
在寧波　 新野修基
7. 3　 日華仏教文化提携と　 宣撫工作の推進
力 (下) 足立松陽
7. 3　 ラマ教を改革して　 蒙古民族の立て直





7. 3　 半島夏期伝道　 龍谷大学の 伝道報告
会
7. 3 奉天の太夷宮　 年祭と講堂開き 川島
翁の霊地祈念
7. 3　 日華の僧侶の　 相互慰霊法要




7. 3 在家の中堅層動員　 西本願寺の興亜運
動に　 新生面を与へる
7. 3　 中国各地に　 仏教図書館設置 仏書を
贈ってほしい　 一仏書による親善運動-
7. 3　 上海に道蔓会
7. 6　 朗に “日語学校” の授受　 油頭西本願
寺と 日蓮宗　 南支に誇る豊かな偕調
7. 6　 安南人をも収容　 拓南社の農民道場
皇民化運動に期待
7. 6　 華北青年運動史に　 誌す ・画期的一頁
“北京興亜青年同盟” 生る
7. 6　 燃える北京の　 日語研熱
7. 6　 密教協会設立に本腰　 真言宗興亜部長、
事情精査班ら入蒙
7. 6　 御鎮座一周年　 北京神社拡張
7. 8　 国際色豊かに　 最初の南方仏陀祭
7. 8　 外人に日本語教授の五十年　 廃娼運動
にも示す貢献　 松宮翁の古希祝ふ
7. 8　 日華親善観音　 護送代表帰温













1941. 7. 9　 信仰者の開拓村こそ満洲の基礎だ　 お
西の門徒が念仏村建設
7. 9　 蒙古の子供達と親善　 玩具や絵本を贈っ
て下さい
7. 9　 中国から姑娘留学生　 お西の日華親善
実を結ぶ
7. 9　 興亜青少年連絡会議　 中国在住の青年
参集
7. 10　 他宗派僧侶も収容する　 満蒙開拓布教
者訓練所　 満洲国暗爾賓市に創設 東
本願寺も興亜戦士錬成
7. 10　 山西の仏教復興　 全仏教徒一丸となり
浄財で大文化運動
7. 10　 中国留学生の　 朗な日華親善
7. 10　 わが私設社事連の斡旋で　 中華社会事
業協会生る　 日満支社事提携の一環
名誉理事に陳立法院長
7. 11　 松井大将と椿大使か　 写経を奉納交換
して慰霊　 “東亜仏教圏お盆の夕”
7. 11　 点綴　 ラマ研究生殉職 泰く事情を説
く
7. 11　 南方開拓に示す　 烈々たる気塊 “東
半球協会”・の活動
7. 11　 北京で神祗講座　 九月華北総署で開設
7. 12　 興亜青年の訓練には　 政治と宗教情操
を養へ　 天津代表の水上同志会長力説
7. 12　 在華日本人青年団　 各地域に独自の運
動　 興亜青少年連絡会議開く
7. 12　 点綴　 樺太開教三十年 天津別院入仏
式
7. 12　 中国僧に　 日語教授 日華親善に 藤
井静宣氏
7. 13　 蒋介石の故郷寧波に　 奏づ ・ 日華合作
の親善譜　 談玄 ・牧田両氏の日語学校
中国仏教界の話題二つ
7. 13　 満洲開拓に　 教学奉仕






7. 15　 興亜院の絶対的協力で　 厦門に仏教大
学を開校　 予科卒業者は日本へ留学
7, 15　 満洲基督教　 神召会 全満議事会
7. 15　 満洲基教　 長老大会
7. 16　 ここにも見る皇軍の恩威　 全満華人に
反響素晴し　 五台山六月大会を語る
高原氏
7. 16　 中国僧の要望に応へ　 宗制や宗団法を
知らす　 あるかままの現状打破へ 日
華仏教研究会が指導




7. 19 大陸の断想 護生の歌 在南支 菟田
中尉
7. 19 ダバオニ世嬢たち 人知れず献金の祖
国愛 白衣勇士の慰問で皆泣く旭賢雄
院長の感激談
7. 19 初めて成る 蒙古人の蒙古史 源氏物
語の蒙漢語訳
7. 19 全国の半島 同胞だけで 信徒会結成
黄柴宗が
7. 19 皇軍の最前線 宣昌探訪記 長谷川良
信
7. 19 蒙 ・疆 ・風 ・土 ・記 大同陸軍特務機
関 岸融証
7. 19 戦線の遺骨 朝倉駿一
7. 19 タイ事情 講習会
7. 20 北京各宗教団体か 興亜記念運動 我
が指導精神の浸透に
7. 20 全華北の基教 自立教会を一丸に 近
く連絡機関に総会結成
7. 20 東亜諸国民の納得する “皇道学” の
体系化へ 裏付けに神代文化研究か必
要
7. 22 北京中外神 友会幹事会
7. 22 大同仏教会後 援会設立協議
7. 22 中国仏教会復活へ 仁山法師を擁 して
展開せん
7. 22 新秋、 中支に戦跡弔ふ 南京入城の松
井大将
7. 23 軍隊に神棚奉祀 戦場の祭祀確立など
協議
7. 23 難民救済に大童 範成法師 “中支宗大
連” と提携
7. 23 日華神前の 素晴しい御利益 南京毘
盧寺観音像 +
7. 23 ラマ僧夏期 錬成訓練
7. 23 日華神前観音 護送代表帰蜜
7. 23 国民政府に宗教特官設置 中支仏教大
会の決議実現を 藤井草宣氏、 緒大使
に懇請
7. 23 女専生など混へ 満洲女性ら懇談 大
同仏教会見学団
7. 24 北京○○病院 の本尊入仏式
7. 24 今夜大阪で 興亜の叫び
7. 24 タイ語講習会 大阪大谷会館で
7. 24 皇軍の最前線 宣昌探訪記 長谷川良
信
7. 25 真言宗初代の 満支開教監督 決定近
く発令
7. 25 南京仏学院の 第二回卒業式 日本留
学生派遣
7. 25 “仏教輯覧” 国際仏協華南 支部初
出版
7. 25 満洲大同仏教会の 社事見学団来朝
帝都仏教社事家と懇談










8。 2　 学資絶えたビルマ留学生に　 知恩院か
伸ばす国際救援の手 南方仏教徒との
提携へ ここにも光る英国の監視の眼
8. 3　 満鮮巡礼記 公主嶺から奉天へ 千葉
耕堂
8. 3　 満洲随想　 隈部博司
8. 5　 斉王の一族　 斎蘇渠嬢 桜花高女留学
8. 5　 日泰親善の誓ひ　 タイ国武官等招き
東本願寺の交歓会
8. 5 “仏印の仏教”　 海外仏教事情 特輯
号刊行
8. 6　 釜山の寺院教会を　 皇民錬成道場に
総力運動の再出発
8. 6　 ラマ事情調査　 の入蒙は延期
8. 6　 満鮮巡礼記　 奉天城の内外 千葉耕堂
8. 6　 日仏文化交歓や　 仏様の廃物利用 宇
津木二秀氏の　 南方旅行のお土産
8. 6　 広東に大派南支　 開教監督部設置 初
代監督に藤波大円氏
8. 7　 太原の玄中寺中心に　 支那浄土教の復
興へ　 大陸の陣容成り ・内地に叫ぶ
三上氏帰朝談
8. 7　 東亜の文教興す　 日華綜合学芸会議
内地評議員の渡支決る
8. 7　 日本語教授に利用　 “重要五百漢字と
その熟字”　 国際学友会の新辞典
8. 7　 上海日系文化事業　 忠信小学、 同職業
中学　 出川学監の報告
8. 7　 満洲開拓団随想　 隈江博司
8. 7　 労働者指導所も舌を巻く　 仏立集団の
満洲開拓
8. 8　 覚生高女出の　 娘さん二人 桜花高女
に留学
8. 8　 長期に亘る　 興亜錬成会 天津東別院
8. 8　 広東を基地と して　 大派南方開教に挺
身　 木下興亜局長語る
8. 8　 南方宗教事情　 視察団を も派遣 南方
仏教青年会生る
8. 8　 サイパン神社へ　 広島の御神璽奉斉
8. 9　 東亜軽綸と仏教の使命 (上) 一此見
地よ りする全一仏教の使命一　 安藤正
純
8. 9　 満蒙青少年義勇軍に　 贈る ・激励のレ
コー ド　 文化指導、 開拓文庫も寄贈
8. 9　 タ ゴール翁
8/ 9　 イ ンテ リ層 も抗日の　 無意義に目覚む
重慶の出店上海　 末包氏談
8. 9　 満洲神社規　 則立案進む
8. 9　 日本の女性は　 “世界の母だ” 日満
華三国の　 女性中心の夕
8. 10　 東亜軽綸と仏教の使命 (下) 一此見
地よりする全一仏教の使命一　 安藤正
純
8. 10　 南方仏教使節　 歓迎会盛ん











7. 26 信愛学院を開設 中国の信者獲得 上
海南市の藤原氏
7. 26 中国児童ら 愈よ巣立つ 上海の神道
関係小学校
7. 26 切迫する 東亜問題 林大将
7. 26 朝鮮総督府 祭務官任命
7. 26 曹洞宗が蕪 湖に出張所
7. 27 詔勅よ り拝 したる 南洋問題 (下)
森清人
7. 27 日本人の足跡 蒙疆風土記 続 大同
特務機関 岸融証
7. 29 仏印を語る 仏教使節 宇津木氏 英
雄祀る “亭” の神前で 堂々行ふ、 祭
政一致
7. 29 満鮮巡礼記 新京ところどころ 千葉
耕堂
7. 30 可愛い国際親善 泰国ラヂニー小学生
と 植柳国民学校児童
7. 30 少年少女に 南方共栄圏の 知識与へ
る
7. 30 仲善く机並べ 日本語の勉強 東本願
寺の 泰国留学生
7. 30 青少年達と 起居を共にし 日本精神
の生活化 大陸への宗教工作の一面
7. 30 野原日海氏の 朝鮮教線視察
7. 30 熱望の祭祀場 桑久保真言宗従軍僧
寛州に日本寺院開創 井出部隊発表
7. 30 国民政府の肩入れ 敵も味方も生仏と
して敬服 杭州東亜仏学院の西谷氏
7. 30 満洲歌日記 隈江博司
7. 31 大陸開拓村に 盛り上っだ お寺”
河村敬信氏帰来談
7. 31 僧一特務機関一魚屋 こんな具合で東
亜建設の強化
7. 31 大派満洲開拓訓練所 十月一日より開
所 興亜宗教戦士を募る
7. 31 満鮮巡礼記 『吟爾演を中心に』 千葉
耕堂
8. 1 大陸の宗教活動組織化 翼賛会と宗団
代表の懇談
8. 1 満鮮巡礼記 『大日向村視察』 千葉耕
堂
8. 2 戦時下、 国民意識昂揚に 先覚の完遂
した偉業を偲ぶ 元寇六六〇年記念事
業 今秋九月、 全国的に実施
8. 2 多忙で座る暇なし 支那兵舎跡で座禅
古川北支開教総監談
8. 2 蘇州の麗人 日本へ留学 巣鴨女子商
業へ
8。22 仏跡アンコール ・ ワッ ト鳥瞰図 水戸
彰考館で発見 日・仏印の友好物語る
8. 22 共栄圏確立に協力 宗教活動の組織化
宗教報国会か研究 興亜宗教大会開
催も促進
8. 24 詩聖タゴールを憶ふ 古屋登代子
8. 24 少国民興亜訓練所 四年以上の学童を
中心に
8. 24 南京に伝道 教会建設
8. 24 北京の宗教界
8. 24 日華仏教徒の美はしい親善 苦力から
救はれた臨済寺の和尚 石門の臨済布
教所飛躍
8. 26 全島の各宗派を一丸に 「台湾仏教奉
公会」 を結成 南方共栄圏基地と して
飛躍
8. 26 台湾に浄宗の 報国運動展開 永田氏
特派
8. 26 北支玄中寺の 復興運動活発
8. 27 南方共栄圏 建設の礎に 仏教信者の
坪上大使
8. 27 東亜共栄圏建 設の鐘も鳴る 震災記
念法要
8. 27 留学の歓び 北京の娘さん智子裏方接
見
8. 27 点綴 安南語の講習所 南方の仏教事
情




8. 27 台湾本島人 僧侶養成所 浄宗台北に
開設
8. 27 大陸方面への 進出で協議 西本願寺
翻訳課
8. 27 大派大同県に 口泉布教所
8. 28 第三国系社会事業は 戦前の五割ほど
復活 教会を背景とするもの 支那杜
事調査 長谷川良信氏の土産話 (中)
8. 29 南十字星下に 日本寺院建つか 切な
る移民の宗教的求め 工藤義修氏の帰
朝談
8. 29 半島人の墓地問題 内鮮融和のため
大社教が尽力
8. 29 ・‥朝鮮神宮の… 神田設置費等 浄財
続々集る
8. 29 朝鮮神職会が 神宮大麻奉斉の パ ン
フ レ ッ ト
8. 29 朝鮮総督府局 課長三十名が 朝鮮神
宮で 欣修業
8. 29 開拓地と布教使の実相語る(1) 東宮
少佐の念願で 拓地へ最初の慰問僧
入植当時を語る月輪輪番





























8。14 在外邦人教会の 統合強化に邁進 基
教団国外伝道局
8. 14 文化遺跡の保存 ・研究 東亜文化協議
会の新事業 常磐大定博士に期待
8. 15 樺太開教十年を省て 青年仏徒に檄す
松本勝口
8. 15 宗教 蒙疆風土記 大同特務機関 岸
融証
8. 15 仏教南進 ビルマの仏教 中島莞爾
ビルマ仏教の歴史的展開
8. 15 大陸に拾ふ 南支 菟田中尉
8. 15 時局に偲ぶ元冦の偉業 翼賛会の全国
的記念事業 筥崎宮では厳粛な祭典
8. 15 タゴール翁追悼
8. 15 個我能義製 - タ ゴール翁の死一 福
永勇賢
8. 16 ビルマの仏教の現情 (上) 中島莞爾
8. 16 皇化に浴せる “中国先賢顕彰譜” 編
む 歴史的事実を宣揚して 日華の親
善増進を図る
8. 16 興北十万の渇仰 絢爛の甘珠爾廟会
各種の時局工作 蒙古のお祭
8. 17 ビルマの仏教の現情 (下) 中島莞爾
8. 17 観音さんの慈光を 全満洲に光被 張
将軍 らの発起で 造福観音寺を建立
8. 19 日華合同隣組
8. 19 広東の風物 筧潮風
8. 19 北京中外紙友会より
8. 19 共栄圏の現状 南方事情講演会 あす
お東か公開
8. 20 日華合同隣組 (承前) 古屋登代子
8. 20 教役者の再修所 飛行機献納運動 日
本的に展開の 半島基教長老会
8. 20 常磐博士の指導で “支那文化史跡”
完成 更に満蒙文化の続輯へ




8. 21 興亜の大業完遂に カナヅカイ と漢字
整理 興亜院へ協力発言を要請 カ ナ
モジカイ建議 、
8. 21 南方 レコー ド公開
9。 3　 骨を蒙疆に　 埋める戦士養成 真言の
派遣僧訓練
9. 3　 開拓地と開教使の実相語る　 日本に宗
教戦争 ?　 白系露人と神仏論争
9. 3　 イラ ン文化の　 おも しろさ 徳沢龍潭




9. 4　 ビルマ文献研究に　 故畑中氏の功績
天晴れ日本仏教徒
9. 4　 大陸の現地に　 三教教師錬成
9. 4　 満洲に仏連村建設　 全県下寺院に運動
埼玉県仏連の機構改る
9. 4　 こ こにも　 朝鮮人墓地 大阪前田氏の
計画
9. 5　 対支布教の強化統制　 神道、 基教にも
近く 指示　 但し統制機関は創設せず
9. 5　 宗教通 じて　 共栄圏の団結 張家口で
宗教大会開く
9. 5　 満洲宗教問題考　 宮村隆道
9. 6　 治強運動に起つ　 華北宗教界の動き活
発
9. 6　 太原玄中寺中心の　 中国浄土宗復興議
す　 日本浄土教三派人の会合
9. 6　 常磐大定博士　 半生の労作 支那文化
史跡　 汪首席に贈る




9. 9　 皇民奉公に挺身　 台湾仏教奉公団
9. 11　 半島同胞の　 指導に積極的 大乗学寮
を拡張
9. 11　 中南海へ荷灯三千　 北京の日華治強戦
士慰霊
9. 11　 点綴　 華語講習女子部
9. 11　 大派パラオ主任　 に北条氏が就任
9. 12　 皇国女性錬成のため　 奥村五百子記念
館建設　 “愛婦” 発祥地仁川東別院に
近く五百万会員に呼びかく
9. 12　 成吉思汗以後の　 “蒙古史” を編纂
日蒙合作の正史
9. 13　 道義東亜之建設と　 日皐S想の反省(1)
松本勝三郎
9. 13　 我が大陸国策の拠点　 満洲国の重要性
強調　 東京で承認記念日に式典
9. 13 市会議員等を拠ち　 南方開教に挺身
大派 “血盟徴用” のハシリ
9. 13　 日本語も上達　 けふ谷大留学 泰のサ
チラ氏
9. 13　 南支で見た民族の祭典　 菟田中尉
9. 13　 駿馬と宣教師　 戦場の感覚 戸塚重基
9. 14　 道義東亜之建設と　 日華思想の反省(2)
松本勝三郎











8。29 日華協力で 北支社事を包摂する 華
北厚生協会 今年中に誕生
8. 29 仏教北支進出 最近の造寺 大派の
“新郷寺” 郭知事も寄進申出
8. 29 宗教南進論を と く桜井大佐
8. 29 蒙疆地区に 回民教育促 進会生まる
8. 29 興亜部新設 西山布教調査会
8. 30 ビルマ仏教徒と 今次世界戦 (上)
中島莞爾
8. 30 胡同の囁き 古屋登代子
8. 30 ハルビンよ り
8. 30 開拓地と布教使の実相語る(2) 団が
匪賊を追ッ払う 内地へ帰りたがらぬ
児童の健康状態内地以上




8. 30 「大陸の花嫁」 候補者講習会 高田東
別院で
8. 30 大同のこれから 蒙疆風土記 (完)
大同特務機関 岸融証
8. 31 ビルマ仏教徒と 今次世界戦 (中)
中島莞爾
8. 31 開拓地と布教使の実相語る(3) 弁理
処長も勤める 絶対信頼の坊さん 拓
地にぱ 神仏論争” はない








9. 2 ビルマ仏教徒と今次世界戦 (下) 中
島莞爾




9. 2 海外の各開教地へ 教史教義を閉明
宗制の規定を更に敷術
9. 2 北京に於る 神祗講座
9. 2 点綴 北支の孟蘭盆会 北支神道理事
長
9. 3 上海の日華 僧侶の清蓮 提携の起点
9. 3 厦門 “閔南仏学院” 大醒法師の努力
で復興 学僧集結、 予科開く




9. 23 皇道精神を中核に 大東亜百年の文化
政策 翼賛会調査委貝会の上申
9. 25 共栄圏確立と 宗教に就て懇談 興亜
院松村文化部長中心に 大日本宗教報
国会
9. 26 忌はし神職の不敬事件 新京神社主任
を国外追放
9. 26 半島同胞の 黄柴信徒会 帰敬式を行
ふ
9. 26 中日文化交流の 先覚者弘法慕ふ 猪
駐日大使、 長崎から 大師銅像を南京
に勧請
9. 27 中国人の手で初の 明治維新史成る
たかまる日本研究熱に先鞭
9. 27 共栄圏建設 今後に備ふ 留日学生と
懇談
9. 27 大派満拓訓練所 来月二日開所式
9. 27 寺廟皆無の鮮埠で 中国人開教進展
東本願寺の太藤氏活躍
9. 27 厦門閔南仏学院も 太醒院長迎へ復興
日本語に重点を置く
9. 28 翠色に映ゆる 革命道念碑 鶴見総持
寺で除幕式
9. 28 日華精神提携へ 日本基教青年会か
南京診療所を開設
9. 28 華僧のみならず 中国青年居士に働き
かく 南京仏学院新発足
9. 28 東方文化連盟 南方事情聴く
9. 28 大連東別院輪番 高西賢正氏任命
9. 30 大陸に耕す 僧たち決る 西本願寺の
第一回入満者
9. 30 捕虜の霊にも 贈る、 皇軍の温情 北
京西郊に供養塔
9. 30 上海租界のモラル この旧体制の打破
こそ 中国の再建東亜の解放
9. 30 不振の中国仏教 如何に打開するか
梵唄等を用ひよ 中国僧の教友会の意
見
9. 30 仏教の真精神で 民族の親善友好を
蒙疆仏教会発会す
9. 30 蒙古政府内に 回教委貝会
10. 1 “高台教” の将来は? 創始者既に亡
く二祖また拉致さる 最近帰朝の宇津
木二秀氏談
10. 1 惟神大逆を枢軸に 日華提携の興亜運
動 講究所華北総署が道場建設
10. 2 東亜共栄の先覚 殉難志士の功績芳し
感慨深ぎ 理念碑” 除幕式
10. 3 真言の蒙疆派 遣僧道場開く







9』 6 矢原雲昇氏が 満洲国へ転出 曹洞人
事異動
9. 16 大陸布教と 南進仏教 西本願寺か
論文を募る
9. 16 皇軍の戦没 将兵慰霊祭 ホース氏が
増上寺で営む
9. 17 道義東亜之建設と 日華思想の反省(4)
松本勝三郎
9. 17 東天を望んで 早天に祈る群 上海日
本人教会
9. 17 井州浄土教遺跡の 日本研究調査団
愈よ来年三月出発 各方面の理解完全
に成る
9. 17 大派南京主任 北山氏を起用
9. 18 道義東亜之建設と 日華思想の反省(5)
松本勝三郎














9。21 半島仏教瞥見 (下) 龍大学三 藤田
真祐 同予一 西原 (韓) 聖七
9。20 宣撫五年知る ・支那民衆の心 元宣撫
官、 松林智翠氏談
9. 20 旬仏氏令息 敵陣に突入 戦傷を負ふ
9. 20 引揚邦人の 慰問に活動
9. 20 中国革命同志 追悼会に特使 国民政
府か派遣
9. 20 半島仏教瞥見 (上) 龍大学三 藤田
真祐 同予一 西原 (韓) 聖七
9. 21 満洲事変十周 年と文化交流
9. 21 学童の友情 北京育成学堂 贈呈式行
はる
9. 21 華人に女装させられ 匪賊の難を救は
る 海野昇雄氏語る 中国人の良さ
9. 21 同願会の仏教 大会にも臨む 日華仏
研の訪華団










9. 18 対支事業を遂行 基教時局奉仕委員会
改組して新方針定む
9. 19 道義東亜之建設と 日華思想の反省(6)
松本勝三郎








10. 10 興亜の先哲 佐藤信淵先生祀る “信
淵神社” を創建
10. 10 日華仏教交渉史上に 北支から興味あ
る発見 西本願寺留学生小川貫式氏の
功績
10. 10 総領事を委員長に 済南講演観音堂
十八日の開眼供養に 大森浅草寺貫首
渡支
10. 10 日華融合に孔子の教 “日本的孔子廟”
を上梓 中国の知識階級大陸へ贈る
10. 10 共栄圏民族に我が 真義を諒得せしむ
天台宗の開教事業
10. 11 喇箇教研究一端(3) 新教黄帽派喇瞭教
本山 吐黙特左旗瑞恵寺記 加藤清
10. 11 支那の先天道会 (下) その顔役の武
術大会を見る 古屋登代子
10. 11 敵性史物語る シンガポール西本願寺
の 清水祐博氏帰る
10. 11 共栄圏宗教者団体の 連絡機関を設置
宗教国策等を協議 きのふ有力同志
の懇話会
10. 11 現地活動の統一 問題等を中心に 興
亜宗教工作の具体策 東亜局の官民協
議会
10. 11 旅順の古墳発掘 支那大陸と関東州の
文化交流の跡を見る
10. 12 喇箇教研究一端(4) 新教黄帽派喇箇教
本山 吐黙特左旗瑞恵寺記 加藤清
10. 12 大陸の断想 后土龍神 一大陸の死生
観一 南支派遣 菟田中尉
10. 12 興亜 ・鉄石の決意を声明 三国主要都
市で一斉に国民大会 日満華共同宣言
一周年
10. 12 編み直す世界史 大日本興亜同盟か
10. 12 台湾の寺廟 廃止と仏教
10. 12 方向別放送を廃止 国際関係の微妙性
に鑑み 海外放送編成その他改革
10. 12 満人布教や 建国記念事業 全満洲開
教使会議
10. 14 興亜工作と 宗教活動
10. 14 喇箇教研究一端(5) 新教黄帽派喇箇教
本山 吐黙特左旗瑞恵寺記 加藤清
10. 14 眼のあた り偲ぶ元寇 亀山天皇報恩御
法要
10. 14 仏教同願会の 運営は僧が中心 夏蓮
居居士理事長退 く 会員大会決定す
10. 14 再び広東にて 筧潮風
10. 14 満蒙開拓の 幹部訓練 山崎昭見
10. 14 “お互に悪口はやめませう” 民族協
和に努む 松平俊子女史を中心に 大
和報国婦人部を創設
10. 15 喇箇教研究一端(6) 新教黄帽派喇箇教
本山 吐黙特左旗瑞恵寺記 加藤清
10. 15 帰国する猪大使へ 深甚な る謝意 仏
教会お別れの茶会
10. 15 基教青年会 南京診療所 具体準備進
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1941. 10. 3 興亜宗教対策の具現に 翼賛会が近 く
構想具体化 専門実行委員会組織され
ん
10. 3 対外宗教工作で 官民協力の委員会設
置
10. 4 南進日本の御指導者 御由緒地の本尊
讃仰運動
10. 4 大同の石仏も 石炭層上に安座 敬意
表して採掘せぬ
10. 4 島民児童への慈愛 童心結ぶ 「友」 の
歌 大谷智子南洋庁へ “南進日本”
続る朗篇
10. 4 対支布教権獲得 必ず実現せしめ度い
興亜院松村文化部長談
10. 5 日華思想と孔子 教への反省 (上)
豊島縄鋸
10. 5 大陸に拡まる日本語 国威の力強さを
ヒシヒ シ感ず 第二世の教育を真剣に
10. 5 元寇六百六十年 亀山天皇報恩御法要
十一日より天龍寺で厳修
10. 5 華北の名刹 隆興寺の復興 王揖唐氏
か委員長で
10. 5 大派宮島開教使 中支蕪湖で病没
10. 5 日本僧の講習 北京の日本人と中国僧
に 興亜の精神を理解させる
10. 7 日華思想と孔子 教への反省 (下)
豊島縄鋸
10. 7 蒙疆神社御鎮座祭 厳粛に行はせらる
10. 7 中国における初の企 第一次華北宗教
年鑑編纂 武田調査官苦心の労作成る
10. 8 印度志士への再認識 藤田義亮




10. 8 “天眼” その他抹殺 高台教の総本山
壊滅 仏印当局か弾圧
10. 8 五台山に興亜の礎石を建設 東亜仏教
徒の協力で実現を
10. 9 喇碗教研究一端(1) 新教黄帽派喇碗教
本山 吐黙特左旗瑞恵寺記 加藤清
10. 9 支那の先天道会 (上) その顔役の武
術大会を見る 古屋登代子
10. 9 興亜の宗教議す 翼賛会の第二回懇談
10. 9 先づ大陸在住の邦人錬成 講究所華北
総署道場開く
10. 10 喇噴教研究一端(2) 新教黄帽派喇碗教
本山 吐黙特左旗瑞庶寺記 加藤清
10. 10 支那の先天道会 (中) その顔役の武
術大会を見る 古屋登代子
10. 10 感謝報恩の心を以て 日本仏教徒は登
山せよ 聖地五台山に華僧と住む 東
本願寺菊池開教使談 大陸の話題
10. 10 皇国に生れた 有難さを思ふ 張家口
岡田氏談





1941. 10. 15　 宗教国策の樹立で　 建設的計画に期待
山岡、 大谷、 桜井の諸氏が中心で
共栄圏の諸宗教団体動貝　 宗教懇和会
10. 16　 開拓義勇軍ヘ　 レコー ド慰問 費用捻
出の　 古盤回収進む
10. 16　 時局の要請に適応する　 宗教活動の方
策を討議　 興亜宗教懇談会の成果
10. 16　 興亜宗教活動に挺身　 翼賛会内に促進
委員会本部設置　 神仏基の申合せ
10. 16　 亜細亜の各宗団と協力　 興亜宗教会議
の実現期す
10. 17　 仏教徒を見直さす　 開拓団幹部に好反
響　 三派の僧道修練道場閉づ
10. 17　 日華文化提携の一翼に　 両国合弁、 初
の中学誕生す　 高田儀光氏の努力実を
結ぶ
10. 17　 “海を渡る” 談修錬　 大政翼賛会で計
画
10. 17　 半島同胞の　 善導を要望 東亜建設と
一泡的気分
10. 17　 北京を中心に神祗精神の昂揚　 着 軌々
道に乗る
10. 21　 シンガポールを語る　 “日本語” の必
要を　 痛感した敵性国英兵 清水祐博
氏の帰朝報告
10. 21　 日・仏印交換教授決る　 力教の田中耕
太郎博士と　 東洋文化史のブーデ博士




10. 21　 聖業達成に邁進　 東条首相の第一声
10. 21　 楽土華北の家族会議　 廿日に開会、 期
待される　 新民会全体連合協議会
10. 22　 新京護国槃　 若寺を訪ふ 信楽真純
10. 22　 全島要塞化　 シンガ ポール 華僑も英
国人も　 “日本の東洋” を確認 滞洛
中の清水祐博氏談
10. 22　 帰国する祐大使の　 偉大な功績讃ふ
仏教徒の惜別茶会和か
10. 22　 慶尚北辺内鮮　 仏連報国会
10. 22　 杭州日華仏　 教綜合学苑 大学認可さ
る
10. 22　 日華仏研訪華団員決る　 十一月十三日
に出発
10. 23　 敵中突破の慰問行　 最前線へも乗込む
腕章見て華人も歓呼　 岐阜県仏教会
慰問隊帰る
10. 23　 廿一年間の教壇生活から　 大陸に飛躍
する女性　 = 楊州西本願寺に向ふ 鈴
木峰子さんの転身=
10. 23　 北京短信　 北京民会議案討議 新民会
「全連」 の日程　 日華語学の発表




10. 24 杉山元治郎氏視察談 海南島は有望な
宝庫　 鴫野千里のカ ンボヂヤ 大企業
の農業に最適地
10. 24 南方仏教青年会 近く京都で も結成
各大学、 高専に呼びかく
10. 24 北京神社へ 御初穂奉納
10. 25　 邦人 も増加 非常な発展 認め られた
東西本願寺 金森開教使の報告 海南
島の現情を語る
10. 25 日満支の権威者集ひ 龍大で開く全国
漢学大会
10. 26 “海外仏教事情” 蘭印特輯号
10. 26　 台湾仏教奉公団に 各宗派慰斗園を要
望 連合として先例無き成功 深奥奉
公団理事長語る
10. 26　 興亜宗教運動の具体策　 第一回促進委
貝会開く 翼賛会で基本方針立案
10. 27　 台南州の新豊郡が　 お東に全部帰依
葬儀官営の新例も開く
10. 28　 中井玄道氏送別会
10. 28 盤谷抗日華僑の巣窟で 日本僧侶の親
善　 一切を拠つて挺身報国
10. 28 蒙疆厚和に 曹洞宗開教
10. 28　 仏教興亜会 評議員会
10. 28　 ペン光る　 日本仏教徒 目下の使命
10. 29 日本の手を待つ ジャバ人の信仰
10. 30　 広東離別 筧潮風
10. 30 働き忘れた中国婦人へ 勤労の習慣植
ゑつ ける 天理教の農耕事業に期待
大陸伝道の基地設置
10. 30 大陸に惟神道顕揚　 北京報国寺跡に錬
成道場 来る五日開場式挙ぐ
10. 30 精神文化耕作の重要課題に 仏教の働
きかけを期待 南方華僑の信仰と仏教
工作語る
10. 30 仏教同願会の 大乗仏教弘化院開く
中堅僧百名、 興亜事情も教ふ
10. 30　 仏教同願会　 大会日程決る
10. 30 東亜新秩序の 建設理念の了解へ 華
北の中堅道士再教育
10. 30 中国最初の 仏教大学 杭州から詳報
10. 30 満華両国人に 開教 華文日本仏教
お束で刊行
10. 30 内鮮一体の強化 先づ生活の改善から
強制でなく理解を
10. 31 今は生きた人間基督が 実際に死 し証
立てる秋 ノモパンに散った神学生の
遺稿
10. 31 清正神社の創建 半島人の熱心な奉仕
10. 31　 厳重な取締と適当な指導で “生ける
防共の長城” に　 北支の類似宗教団体
や 秘密結社の実態を調査
10. 31　 高大の上田教授 タイ ・仏印に留学






11. 9　 共匪の暴戻、 信仰を奪ふ　 黎城の仏教
信徒ら反撃　 皇軍に救助求め避難
11. 9　 “ま ご こ ろ” で　 中国農民を指導 天
理拓農道場　 語る ・諸井華北伝道庁長
11. 11　 仏教は　 政治の内容となり 溌刺、 興
亜運動に進め　 課題= 東亜仏教徒提携
の方法　 日本仏教学大会座談会
11. 11　 世界紅a二!字会の　 非常時活動聴く け
ふ、 大阪神道各派青年会
11. 11　 大同石仏を紹介　 各地で展覧会開く
11. 11　 興亜宗教活動の中核体　 “興亜宗教同
盟” 組織案成る　 陣容整備を待って結
成式
11. 11　 大東亜共栄圏確立に　 宗教的協力の対
策樹立　 明春三月興亜宗教大会開く
11. 11　 北京勤政殿に開く　 同願会会員大会
綱領や宣言等決定　 各地から続々集る
日本側顧問　 十三日渡支
11. 11　 黄葉興亜局　 中国側招く
11. 12　 大陸の父　 旺んなこの意気 ! 入洛の
川島浪速翁と語る (上)
11. 12　 興亜宗教戦士は認可制　 興亜院か神仏
基三教合併の　 宗教教師要請機関を開
設
11. 12　 中支宗教大同連盟　 多菊神道部長迎へ
再検討　 近く宗教連盟会議
11. 12　 共栄圏各国に　 仏青大会のメッセージ
中国とは写経の交換
11. 12　 ラマ教研究座談会　 高度方針と実際指
導へ　 真言宗研究所開設記念
11. 12　 中国仏徒に講ず　 宗団法と十七条憲法
日華仏研の講座
11. 13　 大陸、 南方文化工作等　 重点主義の更
生予算　 追加、 緊急合せ紺一万円 大
谷派臨宗へ提出　 けふ招集
11. 14　 漢訳対照梵和辞典　 興亜院の助成で第
三巻贈る　 東亜民族共同文化財の研究
に貢献
11. 14　 共栄圏確立と仏教　 巴利語の使命重要
大辞典の編纂計画
11. 14　 大陸に捧げ切った慈愛　 語る ・満洲建
国の秘話　 大陸の父、 川島浪速翁 (下)
11. 14　 支那仮名の復興　 弘法大師像南京に
桔新任外交部長談
11. 14　 満蒙学徒最高の好み　 万葉の歌人 ・ 山
上憶良　 日満一億一心と文化流入問題
に示唆　 宇野西本願寺満洲開教総長談
11. 14　 仏教会結成誓ふ　 日華僧侶の懇談会
11. 14　 唐宋美術文化の　 粋を蒐めた五朝絵画
けふから開く名画展覧
11. 15　 北京育嬰堂訪問記　 一音に聞く捨て子
の家一　 古屋登代子
11. 15　 “亜細亜民族の永生の為”　 日本人の
一大使命
11. 16　 支那家屋の中に　 放つ、 茅茸の異彩
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
道場開設
1941. 11. 1 北支の神社制度確立 講究所華北総署
の私案 政府に建議実現を
11. 1 満洲にも神祗 会支部を創設
11. 1　 北中支の調査 大谷照乗連枝 高橋氏
と渡支
11. 1　 大派臨扮布教 所開設功労者 藤本開
教使帰る
11. 2 本島人の生活に飛込み 開教の尊い試
験台　 大派から第一回挺身隊出発 台
湾仏教奉公団
11. 2 共栄圏確立に宗教の協力 興亜的機能
の結集構想 第一回特別委員会で基本
方針討議
11. 2 対支宗教工作で 興亜院 各教宗派代
表と懇談
11. 5 北京より 信楽真純
11. 5　 興亜運動の昂揚 日満華三国提盟記念
日に　 種々の計画進む
11. 5 新京市外の 西本願寺村 土地か決定
開拓村に 真宗寺院
11. 5　 新興亜文化へ発足　 けふ、 「真宗同学
会」 生る きのふ創立総会
11. 5　 北支華字紙 記者団一行 けふお東へ
11. 5　 官民権威者で最高機関を　 日本宗教の
興亜的使命指導 共栄圏内の宗教連盟
結成か
11. 5 内地の神学生 と　 朝鮮の神学生
11. 6　 太平洋沿岸諸国の　 留学生たちは叫ぶ !
国際色豊かな座談会 お西の催
11. 6　 基教大陸事業の 統一監督者を新設
阿部義宗氏か駐在
11. 7　 南方仏青の　 特別講座
11. 7 支那歴代絵画 古美術品展観 有郊館
特別展
11. 7　 満蒙幹部訓練所で 日宗修錬道場開く
臨戦体制強化の為め 宗侶丿廿余名を
選抜
11. 7　 天津西別院の　 入仏慶讃法要 大谷連
枝迎へ
11. 8　 愈よ防共宗教大会開催　 各地宗団の特
色活かす講演会や 宗教家の防共情報
室設く
11. 8 伸びゆく民族の課題 在外子弟の教育
を改善
11. 8 興亜精神鼓吹に “アジヤの力” 発表
11. 8　 将来の観音像奉安 名古屋に日華寺建
立 篤志助成の遺志実を結ぶ
11. 8 共栄圏の確立に一役 支那省別全誌と
ビルマ誌編む
11. 8　 宗教の興亜的使命遂行に　 興亜宗教同
盟 仮称 の結成 翼賛会の促進委員
会で企画
11. 8 故小栗栖香頂の偉業蘇る 真宗を中国
僧に弘通　 偲ぶ維新当時の対支開教






1941. 11. 16　 興亜宗教活動の促進で　 廿二日、 官民
協議会開く　 中核体の構想も正式に決
る
11. 16　 民族協和へ　 三本建で布教強化 満洲゛
建国十周年記念に　 西本願寺の計画
11. 18　 世界紅1 字会　 の事務所移転
11. 21　 商工業者の大陸帰農に　 先鞭つけた本
門仏立講　 満洲移民協会丸ノ内参事談
11. 22　 日印支三国仏教の上に　 更に英語仏教
の創立　 北米とハワイ との話を聴 く
11. 23　 国旗が緑となって　 半島青年、 志願兵
に合格　 社寺に旗贈る真木氏との佳話
11. 25　 北満の果から　 緊急下の報恩詣で 大
派満洲開教団代表入洛　 北満の話題
ソ万国境で埋骨の覚悟　 牧村開教使
11. 25　 新留学生を　 満支に派遣
11. 26　 興亜宗教活動で　 官民協力の懇談会
あす翼賛会で開催
11. 27　 日満華学生　 交歓大会 京都で開く
11. 27　 防共宗教会議　 ラマ僧も参加
11. 27　 大派満洲開拓布　 教者訓練所設置
11. 27　 基督教の　 中支伝道
11. 27　 派遣布教使　 の費用問題 倉富了矣
11. 28　 華道も力学的に　 日本芸術を科学する
張玄彦教授の研究
11. 28　 ラマ僧にも度牒　 少年は国民学校に強
制入学　 橋爪義隆氏の報告
11. 28　 日支親善に　 仏書の輸送 郵便局の注
意
11. 28　 信仰的に力強い安心を　 在留華僑の為
考慮せよ
11, 28　 興亜国民大会　 日満華三国条約 締結
一周年記念
11. 28　 東洋の悲劇　 南塚昭純
11. 29　 晴れて開教の日を待つ　 敵性国A BC
D線内の　 南進日本仏教の被害は?
11. 28　 来春元旦に　 全島の宣誓式 カナカ族
が禁酒同盟参加
11. 29　 今後のラマ僧招致に　 新な展開を計画
現地報告を得て　 浄宗本山宗務の協
力望む
11. 29　 東洋文化研究所　 文部省か東大に設置
11. 29　 興亜宗教活動の　 官民懇談会延期
11. 29　 蔵梵対照翻訳名義集　 西蔵語索引 大
谷大学西尾教授編
11. 29　 鮮満の旅から
11. 30　 一日一題　 台湾やつで
11. 30　 鉄環の防共対策　 三議題に建設的意見
開陳　 防共宗教会議開く
11. 30　 まごころの交換　 中国の留学生両嬢が
果す　 日華親善スクスク伸びる
11. 30　 北京寸感
12. 2　 総意を政府盟邦に伝達　 滅共の常置委
員を設置　 防共宗教会議
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
12. 2 国際文化団体の 理念と活動を統一
新体制期成同盟の発会
12. 2 徐州東本願寺に 英霊奉安殿竣工 一
万居留民の待望成る
12. 2 大陸教化部 陣容成る 生長の家
12. 2 二コライ堂の 露語学院開設 各方面
の期待
12. 2 援蒋新ルー ト西蔵語る 国際仏教協会
の座談会




12. 2 日満華三国締盟一周年 大阪国民大会
12. 3 蒋介石の非を説得する 一人の基督教
徒挺身者なきか 宗教教師養成に国家
試験を
12. 3 興亜宗教会議 開催控へ 連絡員を派
遣 共栄圏各国の決起促す
12. 3 全内地仏教の 連絡機関生れん 同願
会の会合を機に
12. 3 興亜宗教資料 翼賛会か蒐集
12. 4 東亜諸民族協和に 大和報国会婦人部
発足
12. 5 満洲国皇帝陛下から 建国功労章下賜
東本願寺藤永氏の光栄
12. 5 中国最初の 児童図書館生る 教界人
の支援を熱望
12. 5 台湾新竹市の 竹寿寺落慶式
12. 5 断乎驀進の一途あるのみ 南方問題の
解決こそ 絶対的、 歴史的要請だ
12. 5 明春五月、 新京で開く 日満華三国仏
教協議大会 宗教による民族協和の実
を
12レ5 大菩提会大会へ 代表の渡印不能 論
文とメ ッセージ送る
12. 6 内蒙の王侯ら入洛
12. 9 中国人の見た蒙古の ラマ教及び基督
教(1) 大正大学講師 金山真瓜
12. 9 宮城前に誓捧ぐ 大和報国会婦人部
発足大会の盛況
満洲国大使も祝辞
12. 9 外務省の外郭団体と して 太平洋出版
協会組織 国策国情を海外に識らす
12. 9 敦煌石室秘笈中の 歯と那羅正体の文
有邨館に納る数々
12. 9 仏印への派遣教授中止 田中博士は断
は らる
12. 9 日華仏教の交歓
12. 9 点綴 イラ ク国の宗教
12. 9 大同石仏の 供養
12. 9 宣戦の詔勅下る 英米両国を断乎暦懲
12. 10 対米英宣戦の大詔発布さる






12. 19 大東亜共栄圏内の 青年は何を為すべ
きか 満洲国の青年自覚運動 東亜の
全青年に呼びかく
12. 20 半島の国民総力運動 惟神道中心に展
開 喫錬成採り上げらる 朝鮮神宮が
教典編纂
12. 20 我等学生は 勅命のままに筆を投じ
征衣まとひて決戦聖戦へ 出征学生激
励の留魂大会
12. 20 満蒙開拓士の 仏立三隊座談
12. 20 北支日本仏連の 石門支部を結成 興
亜隊の仏教工作に応ふ
12. 20 日華仏研の 視察報告会
12. 20 開教地に最初の 宗教の喧講演 朝鮮
西別院で’成功
12. 20 香港の陥落を前に 『西遊 日記』 に偲
ぷ 閑不微
12. 21 中国に於る宗教 団体の取扱 中支宗
教連盟発表
12. 23 共栄圏に於る 宗教工作考
12. 23 興亜青年Xマス 共栄圏の青年懇談
比島 ・ ビルマ学生も既に新 しい息吹き
12. 23 大東亜戦争に即応 汎太平洋開教協議
会
12. 23 共栄圏諸民族に対し 仁愛と道義精神
忘るな 我が弱点を挙げて曾ての 恐
英米病者痛撃、 今後戒む 松井大将談
12. 23 北支仏教界の大物か 名誉会長を受諾
日華仏研支部北京に設置
12. 24 今後の豪州、 印度の運命は? 移民問
題の将来を聴く 語る人 ・浜田海軍中
将
12. 24 日泰 “宗教も握手” 国際仏教協会の
計画
12. 24 宗教団体の 外地布教再検討 宗教戦
士の錬成要請
12. 24 順調に進む 満洲仏立村の建設 来年
度予算は百二十四万円
12. 24 新京神社の後 任神職鐙衡
12. 25 南洋各地住民に 崇高な皇道精神を
南洋宣撫義勇軍派遣
12. 25 南方研究と人物
12. 25 この日を待ってゐた ダバオ在留邦人
完全占領に旭氏は語る
12. 25 宗門動員法を発動 興亜宗教戦士徴用
浄宗が時局の要請に備ふ
12. 25 泰国ピブン首相 に法主よ り祝電
12. 27 香港陥落 !
12. 27 輝 くマニラ赴任の決意 日本の宗教進
出に努力 夫人をダバオに残して帰還
木原領事束本願寺で語る
12. 27 大英帝国崩壊の響き “世界地図” 改
版に急ぐ 遂に香港百年の幕閉づ
12. 27 香港とお西
12. 27 海外布教再検討に 朝鮮の宗教活動貧
困か問題
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1941. 12. 10 満洲の大陸は 宗教的戦士を要求 栗
原宗務股長ら語る
12. 11 中国人の見た蒙古の ラマ教及び基督
教(2) 大正大学講師 金山真瓜
12. 11 在阪華僑の 精神的中心に 紅i=H字会
道院寄修所設く
12. 12 中国人の見た蒙古の ラマ教及び基督
教(3) 大正大学講師 金山真瓜
12. 12 あきれた米国士官 ミンタル女学院は
邦人検挙直前迄開校 ダバオ旭氏談
12. 12 興亜の暁鐘は鳴る 徳富蘇峰翁の大獅
子吼
12. 12 決戦体制即応施設で 大派開教監督会
議 三日間に亘り開催
12. 13 中国人の見た蒙古の ラマ教及び基督
教(4) 大正大学講師 金山真瓜
12. 13 軍か破格待遇 大派蕪湖布教所 故宮
島開教使に
12. 13 興亜宗教会議 既定方針で準備進む
会期は明春四月中旬
12. 14 支那事変を も含めて “大東亜戦争”
と呼称
12. 14 この耳で聴いた ! 上海のあの一発
日華完全融和の理想郷等 感激を語る ・
大谷照乗氏
12. 14 モ リ上る済南 の邦人の力 園田顕正
氏談
12. 14 大派の南方 開教陣緊張
12. 16 東亜共栄圏の範囲?
12. 17 “極東” の語辞 今後は抹殺
12. 17 敬神崇祖の念こそ 東亜民族興隆の底
力 皇軍大捷を祈念する 満洲国張大
臣一家
12. 17 民国政府の要人も学者も総参加 杭州
の仏教大学愈よ開校 西谷順誓氏の帰
来報告談
12. 17 断末魔の重慶側 上海では懸賞テロ
開戦で全面的に一掃
12. 17 在留同胞の感激 支那仏教徒と歓談
大派上野議長帰来談
12. 17 “日本の密教” 大陸文化工作に 真
言宗が刊行
12. 18 生々しい現地報告に 在外同胞を激励
海外発展促進大会
12. 18 宣戦大詔煥発と共に 昂る ・半島人の
敬神観念 時局下内鮮一体を如実具現
12. 18 大派満拓訓練所生 涙ぐま しい敢闘
骨折まで働きぬく
12. 19 敵前銃下の 皇軍尊き姿 現地より宗
教書の申込み
12. 19 満洲基教開拓村の現況 宗教信念と医
療を痛感 エルムの鐘響く興亜の矩火
12. 19 大東亜戦争 民族の黄白闘争だ 神意
具現の国民的喫と 中心帰一の全一主
義宣布 中島将軍談







1941. 12. 27 日泰 “仏教の握手” 国際仏協の計画
内容
12. 27 興亜宗教活動促進に “共栄圏仏教読
本” 編纂
12. 27 香港、 星波、 彼南、 蘭貢の回顧 藤
田義亮
12. 28 力強き 日本礼讃 在日印度人の会合
12. 28 興亜宗教活動の根本策樹立に 先づ共
栄圏の宗教調査 綜合研究機関の設置
提唱
12. 28 大東亜建設の 日華親善は軌道に乗れ
り 華人日ぐ 美英倒れたり” 西本
願寺津村北支総長談
1942. 1. 1 甦へるアジヤに文化の巨弾を 国際文
化振興会、 陣容を新に
1. 1 大東亜戦下 太平洋を続る 宗教諸問
題議す 西本願寺の協議会
1. 1 我国独特の 武士道精神で 温情のあ
る処置 俘虜情報局設く
1. 1 俘虜の東洋人解放 大東亜戦争の建前
か ら
1. 3 莫妄想 長崎三菱 浜部寿次
1. 3 戒律主義の 支那仏教 一井元宗
1. 3 南方への進出相次ぐ
そ の一 仏印調査班派遣 天理教の南
方布教耕作




1. 3 対南方文教工作 文部省も近く着手
1. 3 南方諸国へ 関心を指示 真言宗戦時
事務局から
1. 6 比島独立運動家 リサール氏と末広鉄
腸氏の挿話
1. 6 高野山から 華北交通沿線へ 青年開
教使飛躍
1. 6 植場拓務次官と 木村香港領事 高槻
宇野真慧
1. 7 ビルマの正月は四月 戒律厳しい比丘
生活 南方談叢
1. 7 南方派遣に待機の 五十名を選抜 浄
宗が講習会開催
1. 8 あ く まで妨害を排し 大東亜建設天業
完遂 谷情報局総裁力説
1. 8 最名貴端渓硯 菟田中尉
1. 8 急激な文化の注入は 消化不良を来た
す アイ ヌの前例もある 南方談叢
1. 8 東亜仏教事情講座 仏教専門学校に開
設
1. 9 内地より 住みよい南洋 富士山連続
す る ジャバ 絶対温順の島民 南方談
叢
1. 9 宗教真髄 莫妄想 長崎三菱 浜部寿
次




1. 10　 莫妄想　 長崎三菱 浜部寿次
1. 10　 阿修羅と帝釈天の戦ひ　 教典に表れた
予言 ・大東亜戦争　 南方談叢
1. 10　 時局の要請に即応し　 強力な興亜宗教
活動展開　 興亜宗教同盟結成最後の仕
上げ
1. 10　 大東亜文化の　 新建設に邁進 日本仏
教鐙迎会の　 今後の事業その他決定
1. 10　 南方華僑事　 情座談会 横浜東別院で
1. 10　 仏印資源調査　 に三氏を派遣
1. 10　 戒律主義の　 支那仏教 (二) 中支蘇
州　 一井宗元
1. 11　 河に捨てた梵鐘　 地図もない海南島に
すでに米国の文化侵略　 南方談叢
1. 11　 台湾の工業化図る　 南方基地と しての
重要使命増大せん
1. 11　 創設の痛快談　 シンガポール西本願寺
桑野氏再び南方へ
1. 11　 天理教ひのき しん隊　 南方に進出の計
画進む
1. 11　 満洲国新聞　 新体制実施
1. 11　 語学報国に拍車　 マレー語講習会 大
派大阪円勝寺で




1. 13　 泰国と比島　 谷本梨庵
1. 13　 古代に於る日本と　 大陸との関係示す
古文献諸方面に現る
1. 13　 古来の宗教音楽通じ　 共栄圏民族の親
和を　 神道界の有志か首相に建白
1. 13　 パラオ寺中心に　 南方への計画進む
西山派報国会理事会
1. 13　 古い習慣に生 く　 南洋回教徒の群 和
蘭も順応政策を採る　 南方談叢
1. 13　 美妙斉
1. 13　 比島人に　 宗教侵略
1. 14　 鉄条網の下を潜り　 光暢法主在留同胞
慰問　 日本へ寄する親愛と尊敬 セ レ
ベス島メ ナ ドの想出
1. 14　 ジャバは世界の楽土　 京都の土用より
爽快　 華僑の統御が文化工作の重点
南方談叢
1. 14　 南方共栄圏の　 仏教事情聴く
1. 14　 南方進出希望の　 憂国の僧求む 西本
願寺興亜部で
1. 15　 戒律主義の　 支那仏教 (三) 中支蘇
州　 一井宗元
1. 15　 医薬の施行で満人間に感謝　 満洲大同
仏教会
1. 15　 曇鸞大師千四百年の法要を　 全支那の
大祭運動に　 北支の玄中寺復興計画







1. 18 中国仏教会復活へ 袷民誼氏の要望で
藤井静宣氏らが準備




1. 18 勘定さん達も 南方進出説く お西の
勘定会
1, 18 華人に大東亜 戦の意義徹底 天理華
北伝道庁 華文小冊子配布
1. 20 南洋戦線を 偲ぶ旅の宿
1. 20 国際文化体制の急転換 共栄圏文化建
設の線にそひ 各種国際親善団体を整
理
1. 20 親日牧師の俘慮 志願して日本に来る
1. 20 印度解放問題で 教界の有志ら懇談
促進同志会結成か
1. 20 皇道家族主義は 基教の人類家族主義
日本基督教の使命 (下) 大東亜戦
と 宗教の持場
1. 20 0 0 部隊長 宗教工作 マニラの力教
協力を表明





1. 20 最近の半島同胞の動き 愈よ昂る愛国
熱 時局の深刻化と共に 更に敬愛し
親切に輔導を
1. 20 新京神社後 任神職決る 宮司異動発
令
1. 21 支那印象記 中井玄道
1. 21 全仏教に先じて南進 『南方仏教学会』
を設立 大東亜共栄圏確立の礎石
1. 21 模倣時代の形式を 蝉脱放棄が急務
基教革新の最好機 大東亜戦と 宗教
の持場
1. 21 信徒や教へ子の父兄 八名が不慮の最
後 大派旭ダバオ主任痛憤談
1. 21 日比親善に協力 比島力教団の申出
1. 21 印度独立日 在京阪印度人 二十六日
開催
1. 21 現代西蔵語 一ヶ年講習
1. 21 興亜宗教会議 四月末開催の準備進む
1. 21 興亜宗教活動全面的に強化 近 く現地
関係代表招集 帝都で連絡協議会開く
1. 21 バ トバ ッハ 皇軍進駐と お西の計画
1. 22 支那印象記 中井玄道























1。15 北支石門の中国側 宗教団体起つ 剰
共滅蒋米英打倒へ
1. 15 日本精神錬成道場開設 石門の日本各
宗僧侶
1. 15 事業を拡張 増資を計画 南方関係諸
会社
1. 15 書評 沢村幸夫著 支那民間の神々
1. 16 戒律主義の 支那仏教 中支蘇州 一
井宗元
1. 16 南方共栄の 指導者養成
1. 16 朔風吹く蒙古に 旧小学校教材送る
廃棄処分の教科書の更生に 知恩院訓
育部の計画
1. 16 中国社会事業の再出発 欧米依存の風
潮を払拭 北京連合義賑会に期待
1. 16 大いに祈れ、 働け ビルマ仏教徒よ立
上れ 日本仏教徒との握手を 南方談
叢
1. 16 北京市各界連合 義賑会を結成 会長
に鄭泉孫氏就任
1. 16 開教使達の 留守を慰む 西本願寺で
開催
1. 16 比島基督教徒に告ぐ 皇軍は宗教を擁
護する
1. 17 戒律主義の 支那仏教 中支蘇州 一
井宗元
1. 17 大東亜諸民族に 神道精神説く 大社
教大阪分院中心に 海外人補導部設立
1. 17 日本人の血を誇る 日本の定紋打った
門 ビルマの奥地ケントン 南方談叢
1. 17 芸術で 日泰親善 皇国芸術連盟の計画





1. 17 天理外語に 安南語部
1. 17 書評 印度仏教の話
1. 18 戒律主義の 支那仏教 中支蘇州 一
井宗元
1. 18 太平洋文化の創造 人類家族主義の理
想実現 日本基督教の使命 (上) 大
東亜戦と 宗教の持場
1. 18 日本第五列の黒表に 挙げられ特別収





























1. 27　 挺身花と散った　 ダヴァオの両校長
生徒と共に勤行の本重氏
1. 27　 大陸や南方の　 宗教進出拠点に 山内
園子夫人が土地建物寄贈
1. 27　 南方経営の　 心理学的使命 一共栄圏
工作の基体と して一　 竹内信常
1. 27　 支那印象記　 中井玄道
1. 27　 “アジア人のアジア”　 建設謳ふ、 民
族の祭典　 大阪の全亜細亜民族大会
1. 27　 興味津々の南洋　 本社ペン光る座談会
1. 27　 北京覚生学監へ　 宝塚の先生 安藤氏
を任命
1. 28　 由緒ある関係寺院で　 その顕彰を態憑
せよ　 真如法親王御事跡回顧 (上)
新村博士談




1. 28　 比島へ　 親善使節 田口天主教司教の
活躍
1. 28　 満洲建国十周年迎へ　 新京で神社関係
大会　 関束局、 神祗会で計画進む
1. 28　 ベ ン光る　 俘慮の教化
1. 28　 神戸印度人の集ひ 印度独立宣言記念
日
1. 28　 大東亜国策に応 じて 南方仏青事業拡
大 伝道会社の結成計画
1. 28　 アジアの解放は　 文化的解放の成就で
徹底 ホース氏強調す
1. 28　 話題は重点に ( 2) 日本人 と南方発
展策 本社ペン光る座談会
1. 29　 南方経営の　 心理学的使命 一共栄圏
工作の基体と して一 竹内信常
1. 29　 支那印象記　 中井玄道
1. 29　 由緒ある関係寺院で その顕彰を態憑
せよ　 真如法親王御事跡回顧 (下)
新村博士談
1. 29　 真如法親王御追慕の法要　 高野ではシ
ンガポール陥落の日に　 その他御由緒
寺院で謹修
1. 29　 蒙古軍の忠霊廟　 ラマ寺五塔寺を指定
靖国神社になぞらふ諸施設
1. 29　 南洋文化政策論　 産業、 文化は並行し
て　 南方共栄圏を語る ペン光る座談
会 ( 3)
1. 30　 南方経営の　 心理学的使命 一共栄圏
工作の基体と して一　 竹内信常
1. 30　 支那印象記　 中井玄道
1. 30　 真如法親王御事跡顕彰　 真言宗か関係
者集めて協識　 広く仏教界内外に呼び
かく
1. 30　 蒙疆各地の　 神社に供御する 神嘗祭
の献穀を斉耕　 大陸にも斉田新設






































1. 25 南方仏教学会 三十一日に創立会
1. 25 五台山は 西蔵蔵経の 宝庫的の存在
我国に招来されぬ貴重本
1. 25 共栄圏の神祗宣揚で 東亜民族文化協
会から 翼賛会東亜局へ建言
1. 25 “転職” を聴く 鍾に触れて鳴る大地
の声 屑鉄氏を訪ふ
1. 27 支那印象記 中井玄道













1. 24 神南方神社問題や　 人材の養成など
祗界の興亜活動強化策
支那印象記 中井玄道
2。 4　 ビルマの仏教　 M. T . ニ ョ ー
2. 5　 真如法親王の奉賛事業　 現地に神社と
寺院創建　 関係当局に諮って進展せん
2. 5　 宗教家に待望　 統一した文化政策に
従って挺身せよ　 恒藤恭博士談
2. 5　 日泰学生交換
2. 5　 現地忠霊塔に合祀　 ダヴァオ同胞犠牲
者
2. 5　 最後の日本船で慰問　 タ ワオの感激と
印象　 在留同胞権益死守を叫ぶ 東本
願寺光暢法主語る
2. 5　 タ イ ガー には　 山内君在住 布教所設
立
2. 5　 “流沙” は修辞の常套　 マ レーの虎害
は著名　 真如法親王御事跡補足 新村
博士談
2. 5　 新嘉披陥落せぱ　 宗団戦時中央連絡会
の催
2. 5　 興亜宗教活動の具体案決る　 十日、 関
係者協議会で可決の上　 興亜宗教同盟
結成式挙 ぐ
2. 5　 第二建国の誓ひ　 “瑞雲十字運動” 提
唱　 満洲建国精神作興週間




2. 6　 興亜学科を特設　 谷大専門部機構改組
東本願寺で今春四月開校　 “宗門士
官学校”
2. 7　 熱血純情の青年中心に　 示す ・海外同
胞の意気と信念　 山東祭政会飛躍への
宣言
2. 7　 宗教家に待望　 大地域指導の 大人物
の要請を　 松本文三郎博士談
2. 7　 南方へ要員派遣　 文化、 労務の両工作
に　 天理教徒の挺身
2. 7　 大東亜を包含する　 一大教育使節を
拓士要請機関設置か
2. 7　 昔の新嘉披義勇兵が　 共栄圏内で読経
行脚　 川上さん得度、 再び南方へ
2. 7　 南方研究書　 翻訳の計画 天理図書館
2. 7　 異民族開教　 重点に検討 西本願寺初
の　 開教総長会議
2. 7　 中支宗教大同連盟　 幹部の任期満了を
控へ　 専任各部長の就任要請
2. 7　 もっ と拓地の　 実情を説け 大派木下
氏談










1942. 1. 30 大聖仏陀の精神もて 大東亜共栄圏確
立に邁進 ピブン首相から “国際仏教”
へ書翰
1. 30　 住民の心を 如何につかむか 南方共
栄圏を語る　 ペン光る座談会 ( 4)
1. 31 南方経営の 心理学的使命 一共栄圏
工作の基体と して一　 竹内信常
1. 31 上海市仏教会は 二月中旬発会式 中
国僧代表近く来朝
1. 31　 本島人僧侶　 初の従軍僧 お西の王兆
麟氏
1. 31　 古き殼を捨てよ　 先駆者を厚く遇せよ
南方共栄圏を語る ペン光る座談会
( 5)
1. 31　 共栄圏各地に　 日本の大学を 許せば
老骨に鞭ちて立たん 中川立命館総長
談
1. 31 日蓮宗興亜局 陣容整へ新発足 運営
‘　
の衝には河田行誠氏
1. 31　 南方文化工作　 への先駆者 宇野博士
の存在 X Y Z
2. 1　 理念やスローガンでは駄目だ 中国人
の心を如何に掴むか
2. 1　 一瞬に変る上海の面貌　 日本の戦捷映
画に対する　 抗日中国人の心理の動き
末包氏談
2. 1 興亜宗教活動の具体策 意見一致し近
く実働へ 各関係官庁係官が協議
2. 1　 南方文化工作　 への先駆者 宇野博士
の存在 X Y Z
2. 3　 南方経営の 心理学的使命 一共栄圏
工作の基体と して一　 竹内信常
2. 3 支那印象記 中井玄道
2. 3　 中国民信仰の本山 五台山へ科学のメ
ス　 “資源科研” が調査団派遣
2. 3　 新嘉波陥落と共に 戦捷祝賀法要　 真
如法親王追恩会も
2. 3　 南方共栄圏各地へ　 惟神大道の顕揚策
講究所が七日緊急理事会を
2. 3　 大東亜共栄圏内の 思想対策に万全
大審院の思想陣営強化
2. 3 要保護少年収容の 樺太学園設置を実
現　 大派樺太別院内に併設
2. 3 大東亜運営の構想
2. 3　 “ことぱ” の戦ひ 南塚昭純
2. 4 支那印象記 中井玄道
2. 4　 巴利仏教民族の民心把握に　 文化行動
の矩火点る 南方仏教学会創設さる
2. 4　 人間を喰ふのは信仰　 南方原始住民の
特異性　 宮武氏談
2. 4　 ピプン首相へ 日蓮の画像 妙法寺が
贈る
2. 4 印度王族を　 迎へて懇談






1942. 2. 8 南方習俗と日本 ピッタ リ結びついた
両者 柱本瑞俊氏談
2. 8 大陸異民族伝道を聴く 主催 ペン光
る会
2. 8 七十路閑談 (上) 古希の天香さんを
訪ふ
2. 10 慈なれば則ち勝つ 大東亜戦争 渡瀬
常吉
2. 10 蒙古ラマ僧と医学 彼我の権威者中心
に 真言宗ラマ教の研究会
2. 10 比島宣撫に決意 国家の徴用を希望
日本聖公会の青年聖職達
2. 10 反乱兵を 一挙鎮圧 新嘉披義勇兵思
ひ出を語る 川上豊昭氏
2. 10 太平洋民族と我が南方関係 旺ん にな
り出した南方民族研究
2. 10 大陸異民族伝道を聴く 主催 ペ ン光
る会
2. 10 七十路閑談 (下) 古希の天香さんを
訪ふ
2. 11 慈なれば則ち勝つ 大東亜戦争 渡瀬
常吉
2. 11 大束亜共栄圏建設と宗教問題 管長、
統理者ら宗団の重鎮が 胸襟開き関係
官庁と協議
2. 11 共栄圏内の聖地巡拝 大谷派宗務総長
の提唱




2. 11 中華青年団 けふ結成式
2. 11 真如法親王御遺跡 調査と御偉業の顕
彰 真言宗が帝国議会に請願
2. 11 輝く脚光浴びる 時の人 ・大谷光瑞氏・
南方国策論と実践 広瀬了乗氏に聴
く
2. 11 極寒の北満を征 く 本多静恵
2. 13 慈なれば則ち勝つ 大東亜戦争 渡瀬
常吉
2. 13 千差万別の個々を活し 日本精神を育
成せよ “新南方開教” を語る 清水
祐博氏
2. 13 四十五年前のシ港 語る ・佐々木千重
氏
2. 13 日本人を父の如く 慕ふダイヤ族 日
本仏教進出を念願
2. 13 日満一体、 惟神神道宣布 満洲神化会
(仮称) を創立 太夷宮創建の目的拡
充に
2. 13 大陸青年運 動に専念か 京都基青の
末包総主事
2. 13 大谷派の吉田氏 満支皇軍慰問へ
2. 14 仏陀に誓ふ聖戦完遂 星港入城前日期
して 上海日本仏教団大会
2. 14 日本の基教徒よ 外地伝道に勇敢なれ
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
天理教からの一言
2. 14　 浄宗北京別院　 西郊に土地購入 新に
文化施設
2. 14　 中支に日華仏連　 近く愈よ組織化
2. 14　 上海総力報国会　 神仏基委貝
2. 14　 進出邦人、 住民に　 皇道に帰一の興亜
教育を　 大東亜教育体制確立の建議
2. 14　 共栄圏の神祗昂揚　 翼賛会東亜局で対
策
2. 14　 満、 支の代表者迎へ　 道慈研究院正
式開設　 紅1字会後援会の計画
2. 14　 玄中寺の復興　 漫々乎で行け 三上諦
聴氏談
2. 14　 比島の新教徒ら　 皇軍と協力宣誓
2. 15　 慈なれば則ち勝つ　 大東亜戦争 渡瀬
常吉
2. 15　 満洲建国神廟璽　 軍隊、 学校等に頒授
2. 15　 共栄圏文化先遣隊と　 満華泰仏印の巡
回展
2. 15　 南方要員募集　 天理教の実動
要員を錬成
2. 15　 大東亜戦争こそは　 ア ジアのルネ ッサ
ン ス　 勝利は東亜民族の上に　 サテエ
ラ氏叫ぶ
2. 15　 蘭印ビルマの　 宗教に就て 金谷哲麿
氏談
2. 15　 真如法親王の尊霊を　 新嘉披に奉祀の
建議案　 衆議院に於て採択さる
2. 15　 仏教による精神的融和　 共栄圏各地へ
使節派遣　 泰国総本山に曼陀羅贈る
法華宗の南方進出
2. 15　 新嘉披陥落　 と南方経営
2. 15　 共栄圏文化指導に　 日本音楽の確立
南方民謡と 日本民謡
2. 15　 大東亜の正法治国　 宮本正尊氏の 「不
動心と仏教」 に就て　 奥田宏雲
2. 17　 新嘉披陥落




2. 17　 慈なれば則ち勝つ　 大東亜戦争 渡瀬
常吉








2. 17　 満洲の雪原に　 芽萌え出る宗教 “和
の開拓村” 芭連村　 横山諦観氏語る
2. 17　 中国人伝道の苦心　 佐藤軍紀氏囲む座
談会






1942. 2. 17　 遂に降せり英の牙城新嘉披　 一億国民
の覚悟 ・奥村情報局次長放送





2. 17　 大東亜経営に　 華僑の対策重視
2. 17　 大東亜建設の　 中堅指導者錬成 各地
の適格者に南方事情講習
2. 17　 恐日病の濠州民　 盛んな 日本語研究熱
自業自得、 脅迫観念
2. 17　 皇道大亜細亜　 建設に挺身 大八洲会
新綱領
2. 18　 日本精神の本体 (上) (新嘉彼陥落の
感激に寄せて) 徳重浅吉
2. 18　 慈なれば則ち勝つ　 大東亜戦争 渡瀬
常吉
2. 18　 高岳親王の尊霊を奉祀　 南方同胞讃仰
の聖地に　 内藤建議委員長の報告内容
2. 18　 真如法親王奉賛法要　 シ港陥落、 真義
一入深し　 更に恒久的奉賛事業を




2. 18　 重慶政府の　 致命傷 釈宏寛氏談
2. 18　 南方宗教活動の対策　 関係官庁か連絡
会議開き　 文部省近く具体方針定む
2. 18　 大派徳英氏　 開拓団長に
2. 18　 鮮満地方の　 学校に視学
2. 18　 中国人伝道を語る　 支那の変動期に
行き会はせた喜び　 ペン光る座談会(1)
2. 18　 大東亜の正法治国　 宮本正尊氏の 「不
動心と仏教」 に就て　 奥田宏雲
2. 19　 昭南の深義　 復興アジアの大原則
2. 19　 昭南島　 日本精神の本体 (中) (新嘉
被陥落の感激に寄せて) 徳重浅吉
2. 19　 教祖と しての本質　 メ ッカ時代十三年
間に　 培ひ育てられた 回教の本義と
現勢　 大久保幸次氏に聴 く
2. 19　 轟く東亜十億民族の万歳　 きのふ、 戦
捷第一次祝賀式
2. 19　 頼しい皇民の自覚　 大東亜戦争の台湾
本島人に与へた反響
2. 19　 大派チチハルに　 満人教化道場
2. 19　 今こそ宿志貫徹の秋 !　 東条声明に在
日印度人蹴起　 ホース氏代表に強力運
動起す　 印度独立
2. 19　 印度語の注釈　 ス リー ・ ク リ シュナ
2. 19　 印度人七十六名　 指定外国人より除外
2. 19　 東亜共栄圏内の　 各種住民開教問題
けふ、 お西の開教総長会議
2. 19　 素質の向上と　 中国民衆の教化 北京
で神道教師講習会
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
2。19 中国人伝道を語る ( 2) 悩んだ布教
権問題 ベン光る座談会
2. 20 昭南島 日本精神の本体 (下) (新嘉
披陥落の感激に寄せて) 徳重浅吉
2. 20 南十字座の下に 陸軍中尉 菟田俊彦
2. 20 イ ス ラ ムと は 平和と帰依だ 回教の
本義と現勢 大久保幸次氏に聴く
2. 20 日比学生会議 再開の準備進む
2. 20 仏印と文化交流 教授交換に始り 今
度は図書交換
2. 20 高岳親王奉賛事業強化で 関係代議士
や学界人懇談 真言宗か第一回の催開
く
2. 20 中国人伝道を語る ( 3) 貧民窟に道
通ず 現協会の基礎となる ペン光る
座談会
2. 21 アラーは人類の為の一神 産まず、 生
れず 無始無終の霊格 回教の本義と
現勢 大久保幸次氏に聴く
2. 21 “新旧南洋の実情” 南方圏研究会の
講演
2. 21 光照法主も参加 回教諸問題を審議
西本願寺の総長会議
2. 21 東亜の諸宗教が一丸に 大東亜共栄圏
確立に協力 五月、 興亜宗教会議開く
2. 21 愈よ発足する 興亜宗教同盟 三月一
日盛大に結成式挙ぐ
2. 21 大東亜共栄圏 宗教問題調査会設置
浄宗が今日第一回準備会
2. 21 中国人伝道を語る ( 4) 支那の再認
識 ペン光る座談会
2. 22 昭南島生る
2. 22 大東亜共栄圏内 基教人の啓蒙に
“ク リスチャンクオタ リー” 再編成
2. 22 “メ ッカ への憧れ 全回教徒結束の
襖 回教の本義と現勢 大久保幸次氏
に聴 く
2. 22 象牙の塔から時流に投ぜん 京大に南
方文化研創立
2. 22 東亜仏教徒 の感謝大会 上海日本仏
教団
2. 22 支那寺も校舎提供 上海東本願寺が
日語学校を復活
2. 22 上海神道関係 各小学校児童 童子軍
祝賀行進
2. 22 先づ日本宗教の一元化 大東亜戦の宗
教対策
2. 22 興亜宗盟の結成で 改組論も起る 中
支宗連の理事長問題 東京で関係団体
協議
2. 22 華北の新教打って一丸 華北中国基督
教団設立 七月一日、 結成式を挙行
2. 22 ス トー ブな しに 空屋で冬寵り 馬占
山討滅のあと 海倫の中村開教使談
2. 22 中国人伝道を語る ( 5) 自分を捨て






2。26 興亜宗教同盟 結成式延びる 関係諸
方面の諒解深め 明朗力強き発足を
2. 26 南方進出に槃中 等三回集会終る 天
理教
2. 26 中国人伝道を語る ( 8) 外地固有の
宗教と 如何に折合ふか ペ ン光る座
談会
2. 27 イ ン ド独立 と大東亜戦
2. 27 大東亜のみそぎ 大久保弘一
2. 27 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
2. 27 惟神道一本槍で 異教徒の教化に当れ
2. 27 南方民族は大和民族と共に 世界最高
文化もつ民族 南方圏研究会 竹井一
郎氏談
2. 27 日華青年層が 東亜的協力へ出発 上
基海青の新計画
2. 27 日比親善の効果 マニラで米比軍に囚
はれた 山ノ内秀雄氏から初報告
2. 27 中国人伝道を語る ( 9) 中国人に解
せぬ “犠牲” の精神 ペン光る座談
会
2. 28 南方仏教を素描する 龍山章真
2. 28 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
2. 28 子供の弄ぶ鏡で危く大殺戮 開戦、 監
禁、 皇軍入城まで マニラ西本願寺の
座談会
2. 28 真如法親王法要 御開基の如法寺で
2. 28 新嘉披陥落 感謝の法会 日満仏教徒
合同で
2. 28 朝鮮断想 芦田青渓 (上)
2. 28 中支宗連の理 事長問題懇談
3. 1 満洲建国十 周年記念日
3. 1 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 1 南方進出に備ふ 金光教本部に機関設
置
3. 1 蘭印の悪法去勢裁判 ヒ リ ッ ピン人は
東洋人の誇持たぬ
3. 1 朝鮮断想 芦田青渓 (下)
3. 3 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 3 大束亜戦勃発で 一変 した中国教会
上海森牧師は語る
3. 3 日本教派神道を 華人間に浸透 日華
信徒一堂に 東亜同信会第一回総会
3. 3 南京伝道庁 解説認可 天理教大陸
伝道を強化
3. 3 中山管長渡支
3. 4 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 4 楽土ジヤバの住民 日本人信頼の主因
は 先覚者の功労による
















2。24 常磐博士中心に 「日本教学院」 設立
興亜人材の鍛成目的に 顧問に大谷、
安藤、 正力三氏
2. 24 拓地の妙好伝秘めた 光栄の虎供養
2. 24 新興亜学院 南方講演会
2. 24 南方共栄旧の 宗教対策 基督教側で
も 研究機関設立
2. 24 開教に新方策 西本願寺
2. 24 大陸の基教 対策に渡支 阿部義宗氏
2. 24 中国人伝道を語る ( 5) 精神的苦し
みに堪へ 内助にいそしむ 佐藤婦人、
血と涙の苦闘 ペン光る座談会
2. 24 近 く 遷仏する 海南島守護仏 通称
“普庵仏” とは何か 常磐博士の研究
に訊 く
2. 25 南方仏教を素描する 龍山章真
2. 25 世界太古文化の謎解き 惟神の大東亜
文化建設 「南方遺跡調査団」 派遣計
画
2. 25 大東亜共栄圏の 宗教活動に備ふ 浄
宗に調査会創設 事情研究と要員養成
始む
2. 25 蒙疆派遣僧 訓練終了 真言道場閉づ
2. 25 回教徒団結の現代的意義 婦人解放は
ヴヱール除去から
2. 25 日満両国民精神的結合の拐 実生活に
即し信仰に基く 司法保護事業の計画
積極的具体的な活動起す
2. 25 殆ど全部か 共栄圏開教 西本願寺宗
会
2. 25 ビルマの兵隊、 巡査は 五河地方の印
度人 即ぢ 仁王” と同種族 ラ ングー
ン回想
2. 25 中国人伝道を語る ( 7) 中国人にな
り切る 婦人伝道の必要 ペ ン光る座
談会
2. 26 クオタ リー誌 の再編成
2. 26 南方仏教を素描する 龍山章真
2. 26 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
2. 26 過去の経済学や国際公法 これを離脱
せねば大束亜建設は不可能 南方圏研
究会 竹井十郎氏談
2. 26 満洲建国十周年を祝し 新京に神社関
係大会開く 日満両国官民団体共催
慶祝使節を派遣
2. 26 大東亜共栄圏は音楽も全 く共通 藤井
制心氏の興味ある研究
2. 26 日本に信頼し アラ ビア独立へ “ア
ジア回教徒の父” 起つ
1942. 3. 4 南方鎮護の神と して 呂宋その他に鎮
祭せよ 吉田豊国神社宮司が提唱 豊
太閤の神霊
3. 4 満洲国基青の 再組織具体化
3. 4 上海東本願寺で 支那式の大法要 日
華仏教信者の握手
3. 4 ジャバを語る 皇軍敵前上陸の地
3. 4 マニラ通信
3. 6 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 5 南方文化の綜合的解説 宇野博士を中
心に権威者を網羅し 南方文化叢書の
編纂計画
3. 5 印度解放の時来る 祖国へ呼びかく
在欧州のホース氏
3. 5 在阪神印度人慰む けふ、 東方文化連
盟か
3. 5 仏立講有貫主 朝鮮九州巡錫 軍機献
納式
3. 5 海南島に教会 仏立講の進出
3. 5 豊太閤の神霊 マニ ラへ前進 豊公会
呼びかく
3. 6 日宗興亜局 の陣容決定
3. 7 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 7 宗教の正 しき 進展と活動推進 あら
ゆる問題を研鏝 東亜宗教懇談会生る
3. 7 元イラ ン公使 鈴木氏中心に 南方宗
教問題研究
3. 7 皇国民の 赤誠に燃える 戦士の育成
へ 西本願寺興亜学院 根本的に改革
拡大
3. 7 南だ、 男の征 く所 大阪外語、 南方諸
語部の 飛躍的志願者数に見る
3. 7 新時代は大東亜革新の 大宗教を要求
して ゐる 大東亜宗教大学創立を提唱
3. 7 南支における日本基教の現状 本格的
活動は今後に
3. 7 日本仏教徒として 印度民衆ヘメ ッセー
ジ 仏教会理事会で決る
3. 8 南方への宗教工作 宇野円空
3. 8 元就の故事を例に 印度人の結束要望
在留印度人慰安招待会
3. 8 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 10 南方への宗教工作 宇野円空
3. 10 満洲神化会運動 朝野の賛助で発足
安東市に約一万坪の道場
3. 10 米英のお先棒的存在から 中国人の正
しい基教へ 全華北各派連合大祈祷会
3. 10 印度よ何処へ行く (上) 英、 印、 蒋
軍事同盟成立を嘆き仏教徒の大奮起を
望む 川上賢叟
3. 10 豊太閤の大亜細亜政策 別格官幣社豊
国神社宮司 吉田貞治
3. 10 極寒の北満を征く 在佳木斯 本多静
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
応
3. 10　 山西の共匪恋 く地に　 驚くべき支那念
仏復興　 玄中寺中心に涌き上る 高原、
藤谷氏らの大計画
3. 10　 充分な諒解と　 意見の一致見ず 興亜
宗教同盟発足遅る
3. 11　 師範大陸科卒業生に　 判任待遇の神職
資格　 神祗院から校長へ通牒
3. 12　 南方への宗教工作　 宇野円空
3. 12　 印度よ何処へ行く (下) 英、 印、 蒋
軍事同盟成立を嘆き　 仏教徒の犬奮起
を望む　 川上賢叟
3. 12　 豊太閤の大亜細亜政策　 別格官幣社豊
国神社宮司　 吉田貞治
3. 12　 千万言の布教より一握の砂　 中国民衆
と御同朋実践　 漢口西本願寺が農園経
営
3. 12　 大束亜建設と国語問題　 日本諸学振興
委員会　 国語国文学特別学会
3. 13　 豊太閤の大亜細亜政策　 別格官幣社豊
国神社宮司　 吉田貞治
3. 13　 1 勃たる膨脹力　 南方社会建設に向け
よ　 大阪基青の三浦総主事談る
3. 13　 高岳親王の御事跡顕彰は　 全国民挙げ
ての運動に　 倉持真言宗務長所信を披
浬
3. 14　 開校以来の記録　 京都女専の入学希望
者　 中国から公式留学生
3. 14　 満華留学生　 懇談会 東亜振興会が
3. 14　 開拓士と花嫁　 仏立講の募集
3. 14　 マライ シヤ民族研究で　 宇野博士に輝
く恩賜賞
3. 14　 蘭印の基督教事情
3. 14　 フイ リ ッピン国民よ　 名実共に敢然独
立せよ　 老言語学者が呼びかく
3. 14　 東亜事情調査の　 独立機関を設置 専
任者置き天理教の対策
3. 15　 南方民族と回教　 松島肇氏迎へて 京
都都ホテルで懇談会
3. 15　 盟邦満洲国建国十周年　 豊麗な芸術に
盛る　 日本側の慶祝案決定




3. 17　 日満文化の交流　 日本からの輸入か
九割を占める読書
3. 17　 “共栄圏内仏徒の協力で　 世界全人類
は救はれる”　 駐日各国使臣達と懇談
3. 17　 内外宗教行政の拡充強化へ　 外地の宗
教行政官会議　 二十七日文部省で開く
3. 17　 中支宗連重役問題　 中央側の意向決る
理事長に阿部義宗氏推す
3. 17　 大派教化研究院　 戦時布教講習











3. 24 東条声明に好意 香港イ ン ド独連総裁
来朝
3. 24 回教問題の重要性 松島肇氏談 (上)
3. 25 首相宣言をかへりみて ( 2 ) 江口1
次
3. 25 抗日区域に 大東亜建設の 正 しき理
解与ふ 日華両国僧の運動
3. 25 英霊に捧げる 大東亜建設の聖画
“南京西別院” の壁画
3. 25 南京市政府主催で 東来観音の法要
周市長日華仏連総裁に
3. 25 北京各派基督教会の 資産、 無条件譲
渡さる 米英から完全に離脱す
3. 25 朝鮮基督教 連合会総会
3. 25 回教問題の重要性 松島肇氏談 (下)
3. 26 首相宣言をかへりみて ( 3 ) 江口1
次
3. 26 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (六) 牛場真玄
3. 26 グアム島語る 垂髪猛雄氏
3. 26 大東亜建設へ 一如迎動の展開 一如
会最初の協力会議
3. 26 共栄圏の宗教調査と対策 大東亜宗教
調査室 愈よ浄土宗に開設




3. 26 回 ・教 ・断 ・想(1) 海軍中佐 早川
成治氏談
3. 26 アタルの悲劇 (上) 西川軍二
3. 27 首相宣言をかへりみて ( 4 ) 江口S
次
3. 27 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (七) 牛場真玄
3. 27 朝鮮生れの 西本願寺僧
3. 27 回 ・教 ・断 ・想(2) 海軍中佐 早川
成治氏談
3. 27 アタルの悲劇 (下) 西川軍二
3. 27 上海のきよめ、 聖教 両会一つに還り
内地の両部に影響甚大
3. 27 中支宗教大同 連盟問題中心に 興亜
院佐野調査官迎へ 神仏基代表者懇談
3. 27 外地の宗教 行政官迎へ 宗団代表懇
談
3. 28 首相宣言をかへりみて ( 5 ) 江口宏
次
3. 28 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (八) 牛場真玄
3. 28 徒らな便乗主義では 仏教徒の面子丸
つぶれ 共栄圏仏教徒団結か目標 大
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
1942. 3. 18 大日本興亜同盟の整備統一 加盟の思
想団体を改編 単一組織と して発展
3. 18 東印度回教徒起つ 皇軍へ積極的協力
3. 18 外地宗教行 政官と懇談 中央連絡委
員会
3. 18 マレー、 スマ トラ島に “真如” の御
名を附せ 真言宗有志、 首相らに請願
3. 19 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (二) 牛場真玄
3. 19 宗教対策の成否か 南方経営自体を左
右 特に回教問題の重要性 笠間呆雄
氏談
3. 19 ホース氏ら招き 独立運動を激励 あ
す、 上野精養軒で




3. 19 二百三十億貯蓄や 外地布教問題議す
宗団中央連絡委員総会開く
3. 20 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (三) 牛場真玄
3. 20 天理華中伝 道庁開庁式 中山管長迎
3. 20 大東亜の教育には 先づ日本語を教へ
よ 審議会員、 平生元文相談
3. 20 上海市仏教会成り 西笠寺で結成式
上海日華仏教会も
3. 20 日満高工の昇格 立命館の学則改正
3. 21 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (四) 牛場真玄
3. 21 大東亜建設の 宗教文化の戦士 西本
願寺か養成 中央学院と龍大に新設
3. 21 菩薩大悲の霊徳を仰ぎ 友邦の興隆と
福祉祈る 日本仏教会が張大使へ観音
像贈る




3. 21 西山派南洋 開教使派遣
3. 21 興亜同盟統合と 当路者の苦心
3. 21 満支紅1 字会代表招き 興亜宗教問題
を懇談協議 小田、 呉両氏連絡に渡支
3. 21 大東亜仏教諸民族の 結束に乗り出す
第二次招致ラマ僧五月帰国 華頂興
学済世会
3. 24 首相宣言をかへりみて ( 1 ) 江口1
次
3. 24 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (五) 牛場真玄
3. 24 南方講演 と映画会
3. 24 比島の祝日に わが四大節加ふ
3. 24 巡礼者と 大東亜建設









4. 2　 印度四志士のため　 大追弔法要営む
築地で頭山翁らの発起
4. 2　 英は何れ衰退するか　 印度自身の革新
が必要　 ガンジー翁の思想で統一
4. 2　 日本と提携 ・敢然独立へ　 印度独立連
盟東京で決議
4. 2　 橘撲氏を囲む座談会　 宗教は砥石だ
宗教家は自分の職域に　 自主性を考へ
よ




4. 3　 印度民衆よ起て　 独立に日本は絶対協
力　 ◇…吉積情報局第二部長放送
4. 3　 関西日印協会　 でも追悼法要
4. 3　 真如法親王　 讃仰法要
4. 3　 華北各地基教起つ　 自主、 自伝、 自養
を標榜　 基教連合促進会結成
4. 3　 日蓮宗興亜科を　 立正大学に新設 ビ
ルマ語科も併設
4. 3　 比島ルソン島の　 バギオ西本願寺 立
花氏からの初消息
4. 3　 橘撲氏を囲む座談会　 国体の精華
4. 5 支那叢林に於ける　 食作法に就いて
(下) 中支蘇州　 一井宗元
4. 5　 日本人から尊敬さるべく　 “独立の為
に身命を捧ぐ”　 固く誓った印度志士
の感激　 都ホテルで本社の対談会




4. 5　 仏跡顕彰の報告法要　 大東亜共栄圏内
の　 全仏教徒に呼びかける
4. 5　 イ ン ドネシア語講習
4. 5　 皇国宗教文化を創建し　 大東亜建設の
精神的基礎に　 興亜宗教同盟結成式挙
ぐ
4. 5　 日本語教育の普及　 南方への教育担当
者　 適材を選抜、 逐次派遣
4. 5　 八紘為宇の大御心に　 ヒマラヤ山も岸
く　 大谷光瑞氏所懐を披澄
4. 5　 日華基教の協力　 南京日語基教連盟創
立
4. 5　 ホース氏激励会
4. 5　 天理教の南方　 労務工作員締切
4. 5　 橘撲氏を囲む座談会　 国体明徴と聖徳
太子への感謝
4. 7　 “印度独立へ援助誓ぶ 東条首相の追
悼辞　 東西で遭難志士慰霊祭
4. 7　 橘撲氏を囲む座談会　 宗教家の無力
政治力を与へよ




1942. 3. 28 天理教本部に愈よ 南方研究機関設置
企画、 研究、 事務の三部
3. 28 南方住民の 指導と精神教育 天理教
か日語学校設置
3. 28 龍大所蔵の 南方宗教資料 久々御用
3. 28　 回・教 ・断 ・想(3) 海軍中佐　 早川
成治氏談
3. 29　 大東亜建設の基礎は北に在り 大久保
弘一
3. 29 宗門中等学校に於ける 支那語教育に
就いて (九) 牛場真玄
3. 29　 仏教南方活動の基本 南方諸語による
共通仏典刊行　 国際仏教協会の労作成
る
3. 29　 蒙古自治政府の 追悼法要盛儀 きの
ふお東で
3. 29 中国人を対象 妙心寺学園 漢口に創
設
3. 29　 共栄圏建設に即応し 内外呼応、 宗教
工作確立へ 内外地宗教事務連絡協議
会
3. 29 大東亜戦争 完遂の宗教活動 情報局
と宗団代表懇談
3. 29 参戦には絶対反対 ガ ン ジー、 ク リ ッ
プスに回答
3. 29　 回教徒の動向微妙
3. 29 橘撲氏を囲む座談会 宗教と職域奉公
3. 31　 東亜共栄圏内の 宗教対策 (上) 高
島米峰
3. 31　 曇鸞の著述 支那は勿論、 南洋 蘭印
の華僑に贈る　 一千四百年の記念計画




3. 31 海外布教再検と建設策　 二百三十億貯
蓄協力等 政府関係官と宗団側協議
3. 31　 興亜宗教同盟愈よ発足 二日、 大東亜
会館で結成式
3. 31 大日本神祗会 朝鮮本部設立
3. 31　 橘撲氏を囲む座談会 日本民族の堕落
すべてかパラパラ
4. 1 大東亜戦争の究極　 大久保弘一
4. 1 東亜共栄圏内の 宗教対策 (下) 高
島米峰
4. 1 純粋中国人の基教会へ　 華北の米英教
会整理経過 ◇…内務総署王礼俗局長
の放送
4. 1　 華北基教連合会　 愈よ十八日発会式
4. 1 橘撲氏を囲む座談会　 宗教家や官僚は
国家の大切な要素 大いに反省か必
要
4. 2　 支那叢林に於ける　 食作法に就いて
(上) 中支蘇州 一井宗元







4. 12　 南京英霊奉安所に壁画　 築地本願寺で
作品献納式
4. 12　 神宮に伝承する神曲を宣布　 東亜民族
の融合統整に　 礼楽当地を有志か提唱
4. 12　 高岳にあらず　 “高丘” 親王が正し
但し奈良時代より混同　 新村出博士談
る
4。 8　 首相、 帝国の真意閑明 英の祠絆を破
砕 印度人の印度実現へ 四億民衆を
敵とせず
4. 8　 日語学校生　 仏青を組織 蘇州三宗派
提携
4. 8　 学界の権威者招き　 事業の促進計る
東京で発起人会開く　 高岳法親王奉賛
4. 8 「神制大東亜協会」 結成　 産業と宗教
の勇気的協力で　 大東亜新地圏の対策
確立に
4. 8　 宣戦後の北　 支情況聴く 京都基青が
4. 8　 芳沢大使に　 仏印を聴く 東京基青午
餐会
4. 8　 南方事情講演　 と映画の夕べ 大派九
州各地で
4. 8　 日本仏教研究の　 心構へを説く 日泰
親善のひと時　 光照法主と泰国留学生
4. 8　 橘撲氏を囲む座談会　 新戒律運動の提
唱
4. 9　 南方熱に浮かされるナ　 各種講習会の
主催者　 受講者に軍の戒告
4. 9　 満拓布教者訓練　 宗教学科講習会
4. 9　 太原の翼賛　 宗連結成進む 中国側の
出席も勧誘
4. 9　 南方飛躍の　 人材養成 西本願寺が
東京で新方法
4. 9　 橘撲氏を囲む座談会　 職業意識に 掴
まっては駄目
4. 9　 支那語教育　 論を読みて 大島仲太郎
(上)
4. 10　 中華少年少女の為　 授産場を建設 天
津東本願寺の計画
4. 10　 東亜異民族の　 関心集む 満洲国の姿
4. 10　 留学のラマ僧　 各地見学へ
4. 10　 橘撲氏を囲む座談会　 宗派合同につい
て
4. 10　 支那語教育　 論を読みて 大島仲太郎
(下)
4. 11　 躍進する満洲　 開拓仏立集団
4. 11　 真如法親王の奉賛　 愈よ国民運動に展
開　 新村出博士ら中心に協議
4. 11　 在満十五教派も合同 「満洲基督教会」
結成さる
4. 11　 興亜宗教会議　 可及的に開催 興亜宗
教同盟準備急ぐ
4. 11　 台湾を聴 く　 杉浦亮厳
4. 12　 大陸の断想
4. 12　 ビルマ独立運動続る朗話　 故オ ッタマ
比丘の写真掲げ 独立を祈る日本女性 !
感激する樫尾空覚女史















4. 14 日華両国民の要望で 安新神社奉斉
神社中心に水田耕作
4. 14 “国生み” の精神こそ 大東亜共栄圏
建設への 精神的基調たるべきだ
4. 14 中日文化協会 近く全国大会開く
4. 15 日華の和平祈る 会貝の誠で建つ 道
院済南母院の辰光閣
4. 15 熾烈な三A運動 東印度に登場する
4. 15 満洲国教育使節 整備教化案成る
4. 16 私の立場から 丁支那語教育論をよみ
て」 に答ふ (1) 牛場真玄




4. 16 運動は軌道に乗る 印度の完全独立へ
邁進 ポーズ氏激励の会
4. 16 印度の指導者は 一致団結を自覚 ◇…
クリ ップス英卿帰着
4. 16 念仏の祖廟 玄中寺に詣づ (上) 井
上淳念
4. 17 私の立場から 「支那語教育論をよみ
て」 に答ふ (2) 牛場真玄
4. 17 高岳親王御事跡奉賛 国民運動に燃え
上がる 関西側でも気勢をあぐ
4. 17 道行く住民の子も 歌ぷ 愛国行進曲”
北条開教使南方の便り
4. 17 神職の社会的活動期し 神祗院が最初
の長期錬成 内原訓練所にも入所実習
4. 17 泰国への交 換学生募集
4. 17 念仏の祖廟 玄中寺に詣づ (下) 井
上淳念
4. 18 私の立場から 「支那語教育論をよみ
て」 に答ふ (3) 牛場真玄


























1942. 4. 18　 大東亜新文化建設に　 蒙古の積極的協
力　 先づ自己文化の再批判
4. 18　 事変前の20倍　 半島同胞の大麻拝受激
増







4. 25 南進の先駆者 菅沼貞風顕彰大会
4. 25 南方宗教対策の確立に 綜合研究所の
設置要望 文部省の構想も着々具体化
4. 25 新蒙古の教育を 烈々燃ゆる祖国愛
来朝の志士一行語る
4. 25 比島完全占領を 豊国廟で奉告祭
4. 28 宗教 ・伝説に育まる 情趣豊な郷土劇
琉球人十五万の活素
4. 28 杭州西本願寺の 入仏式と慰霊祭
4. 28 東亜寮を開く お東の贈物
4. 28 京大文学部内に 南方文化研究会
4. 28 中国人教会に 我教会の温情
4. 28 次の世界 の支配者
4. 29 世界的貧民窟たる 北京天橋の貧民調
べ 華北社事協議会で完成
4. 29 出たぞ、 北満の虎 必勝信念の一標本
お東の大東亜展
4. 29 “歓喜の鐘は高鳴る” 泰国使節歓迎
歌 千代田聖歌隊の海外放送
4. 29 蒙古ラマ僧 日宗と懇談
4. 29 皇国宗教の諸問題や 泰国の現代文化
明治聖徳学会の研究発表
4. 29 知恩院ラマ僧 第二回卒業式
5. 1 南方の宗教政策 ・田崎博士談 先づ祖
先崇拝に重点 其他の宗教的問題では
積極的な証文を与へな
5. 1 春雨の宵和かに 南方事情の研究座談
交歓
5. 1 ラマ僧学生来社
5. 1 国魂神の本質について 「海外神協」
の御祭神論を駁す 猿渡宮司の所論注
目さ る -
5. 1 東印度各地に 旺盛な 日本語熱 臨機
に日本語講座開く
5. 1 仏印との文化交流 日本で仏印美術展
や 武道選手や学生団を派遣
5. 1 大陸仏徒の歩み “風井学校” を観る
三上諦聴
5. 2 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 2 支那文化の復興運動に 華北基教の独
立注目さる 促進会の構想着 具々体化
5. 2 一部中国人に 知ら しめよ ユダヤの
謀略 住友本社の後藤基次氏談
5. 2 南方対策は 産業と宗教の 有機的結
合で けふ神制大東亜協会結成
5. 2 ラマ僧帰国
5. 2 大陸宗教活動の重要性 内地宗団当局
は認識不足 武田調査官が宗教界へ要
望










4. 21 中国に文化使節 両国の提携強化に
佐多博士近く 出発
4. 21 中支宗連の 機構拡充等 宗教連盟の
総会開く
4. 22 私の立場から 「支那語教育論を よみ
て」 に答ふ(5) 牛場真玄
4. 22 神に祈る兵営生活 特異な回教徒部隊
4. 22 ジャバの初等学校 再開準備成る オ
ラ ンダ系は全部閉鎖
4. 22 大陸の神祗活動強化に 華北蒙疆神職
総会開く 内地神祗会に呼応、 組織拡
充
華中で も神祗 団体を結成 近 く構
想具体化
4. 22 予算編成会議に 中央代表の派遣要望
中支宗教連盟総会開く
4. 22 満洲協和会 会員大会
全連刷新案
4. 22 慣習を尊重して 家族制度を採用 満
洲国の 親属継承 法要網
4. 23 私の立場から 「支那語教育論を よみ
て」 に答ふ(6) 牛場真玄
4. 23 埋骨の覚悟な くぱ 南方民族開教は困
難 大派深奥台湾監督帰来談
4. 23 ナヂール氏快諾 龍大興亜科開講
4. 23 媚祖廟等を改修 三ケ所に束本願寺建
立 本島人皇民錬成に協力
4. 23 半島婦人に授く 皇国民の作法 石原
宣隆氏の教化
4. 24 南方二世と 交歓研究会
4. 24 愈よ支那唯一の 仏教大学開始 杭州
に西谷氏の努力
4. 24 石門日本仏連 釈尊生誕祭 日華両民
衆参集
4. 24 対外宣伝映画 特別映写会
4. 24 北京華文学院










1942. 5. 2 大陸仏徒の歩み “風井学校’ を観る
三上諦聴
5. 3 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 3 華北の日華宗団一丸に 境内地を農園
化し食料増産 北支重要問題解決に協
力
5. 3 印度ネシヤ人に 高潮する親日熱 旧
蘭領内の敵性策動根絶
5. 3 仏印独立の志士 陳東風氏の霊慰む
5. 3 華北諸般の整備に 資す、 綜合調査研
究所 大東亜共栄圏の一環と して
5. 3 華北政務委貝会に 諮詞会議設置
5. 3 本島人教師 お東で得度
5. 5 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 5 一躍、 大天理村の誕生 満洲開拓農場
法の実施に伴ふ 行政区画の編成替へ
か ら
5. 5 日本語使用の徹底と 信仰に立脚 した
教化 半島同胞の布教に必要
5. 5 聖なる目標に邁進 太原翼賛宗教連盟
結成
5. 6 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 6 ビルマの文化工作に 宗教家の準備を
期待 京都貿易振興館長 大場忠氏談
5. 6 泰国使節迎へ 感激の国際法要 実況
は海外へ放送
5. 6 蒙古ラマ僧入洛 お東でお扉拝礼
5. 7 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 7 蝉埠の日華仏連は 自給自足 してゐる
太藤大派開教使語る
5. 7 大東亜建設講座 大阪市で一ヶ月間開
催
5. 8 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 8 大東亜の建設といふ 救済を 日本は完
遂する 仏教教義の飛躍的実現 西本
願寺で談る蒙古ラマ僧
5. 8 パタ ン戦線に散華 壮烈貫く戦陣訓
知立神社社掌西原氏
5. 8 共栄圏の若人招き 興亜国民動貝大会
新京に派遣の我代表決る
5. 8 紅1 字後援会 活動方針協議
5. 9 大東亜戦争下の 父、 母、 子 安積得
也
5. 9 比島大司教も行脚 皇軍の真意説く
力教通じ日比の固き提携
5. 9 ラマ僧視察団 きのふ比叡へ
5. 9 本島人僧侶ら 昨神宮参拝
5. 9 京阪神三都一斉に 大束亜建設講座開
設 全亜細亜各般に亘る 最も正 しき
認識を
5. 9 日華提携も展開 上海中華福壽院 院
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
長主事等陣容決定
5. 10　 大東亜戦争下の　 父、 母、 子 安積得
也
5. 10　 図南完遂豊太閤に奉告　 七卿八十年法
要　 洛東妙法院門跡で営む
5. 10　 大渡洋作戦に参加　 重油の海を泳ぐ
天理教愛国少年団　 南方に元気に御奉
公
5. 10　 蒙古僧一行と　 西本願寺懇談 桜井大
佐全参加
5. 10　 比島誠定成り　 大慰霊祭執行
5. 10　 ラマ僧迎へて　 新義州で交歓会
5. 10　 半島出身幹部招き　 内鮮一体化懇談
大派真身会か兵庫で
5. 10 「開拓奉仕隊」 編成　 天理村で現地錬
成





5. 11　 紅田字活動の世界的本部　 ハル ビ ンに
“世界渡化応元宗壇”　 二千万円の巨
費投じて近 く着工
5. 11　 日本に於ける　 道院建設の計画 満洲
本部も積極的支援
5. 11　 民衆感謝の的　 施療者二万人を突破
青島王台鎮興亜診療所
5. 11　 バボン使節に　 歓迎の辞 京都仏青か
ら





5. 12　 アジア人と して　 大東亜戦争の進展に
期待　 イラ ンの真相語る 市河公使
5. 12　 大東亜経綸に　 参画の人材養成 日大
に “南方開発講座”
5. 12　 初級中学新設　 天理教の上海華越小学
校
5. 12　 実施期早む　 半島義務教育制
5. 13　 仮にも軽薄な心持つな　 大南洋経営の
心構へ
5. 13　 大束亜共栄圏建設は　 日支の握手提携
か ら　 先党者松下見林の業績 新人の
弁　 今井啓一氏
5. 13　 北京に流行政錬成　 講究所道場は連日
開設
5. 13　 日蒙華の僧侶出動　 大同石仏奉賛法要
と　 その主要行事決る
5. 13　 大東亜の天地晋く　 仏光に照耀せん
泰寄贈の仏舎利安置する　 京都仏青よ
り メ ッ セー ジ






1942. 5. 13 満洲布教に新発足 曹洞全満開教師大
会
5. 13 北支蒙疆の 神職会強化 総会で決議
5. 14 満華泰仏印 巡回展 東京内示会
5. 14 台湾寺廟の 道士や斉士転向 内地仏
教宗派の教師資格 皇民化運動に難問
5. 14 大東亜建設 宗教協力会議開く 大東
亜宗教調査会の設置 興亜宗教同盟第
一次計画
5. 14 馬来の根本調査 綜合研究所設立
5. 14 “大陸の断層” 愈よ近 く 出版
5. 15 高岳親王奉賛運動の強化 細川侯中心
に計画進む 帝国ホテルで発起人会開
く
5. 16 仏教徒だけで 印度独立を支援 枢軸
結成打合会
5. 16 女性、 図南の魁 新生ダバオの建設に
重藤夫人は征く
5. 16 新京市民の 赤誠 氏子負担金制確立
新京神社
5. 16 大東亜の指導原理 と仏教の立場 増
永霊鳳 (一) 上
5. 16 谷大の興亜科の 校舎増築へ
5. 16 大東亜戦争 東丘社展
5. 16 不良ラマは 還俗せよ ラマ改革への
一手
5. 16 二見公使招き 泰国中心の宗教事情研
究
5. 16 油頭に日華 仏教会創立
5. 17 大東亜の指導原理 と仏教の立場 増
永霊鳳 (一) 下
5. 17 南方の宗教対策と仏教 下手すると仏
教は滅ぶ 高楠博士の警告的意見
5. 17 図南攘夷完遂の法要 三十三間堂へ千
一個の献灯 けふ妙法院で開白
5. 17 近づ く娘々祭 民衆へ時局認識の徹底
5. 17 ラマ僧訓育で 橋爪氏満洲国要人と懇
談 満蒙会館を整備
5. 17 内地側神仏基 代表の派遣決る 中支
宗教大同連盟総会
5. 17 建国十周年記念の 全満仏教大会 愈
よ今秋九月開催 張特派大使も頗る満
悦
5. 17 藤田玖平氏 北支へ漫遊
5. 19 大東亜の指導原理 と仏教の立場 増
永霊鳳 (二) の上
5. 19 皇道精神の徹底へ 在満日系学校長会
議
5. 19 大東亜建設の宗教協力会議 開催方法
の具体化中心に 関係官庁と連絡会議
開く
5. 19 中支宗連総会 廿五日に開催 内地代
表派遣来月に延期
5. 19 四十名のラ マ僧を選抜 現地で訓練
5. 19 本島人伝道 天理の強化
5. 19 上海の共同 祖界へ進出 同成日語学
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
校
5. 20　 イ ン ド独立後　 援枢軸に就て
5. 20　 大東亜の指導原理　 と仏教の立場 増
永霊鳳 (二) 下
5. 20　 奉天撫順神社　 で児童朝詣会
5. 20　 満洲吉林省の　 教化西本願寺
5. 20　 原住民へ日本語普及　 活字による共栄
圏文化工作　 大東亜出版文化会近く創
立
5. 20　 大東亜宗教調査会設立　 共栄圏各地の
宗教界報道者の提携　 興亜宗教同盟で
構想具体化
5. 21　 大東亜の指導原理　 と仏教の立場 増
永霊鳳 (三) 上




5. 21　 ガンジーの対英　 警告か契機で ヒ ン
ヅー ・ 回教両教徒握手
5. 21　 大陸の新鸞　 上人誕生会 中国要人ら
三千人招待
5. 21　 南京に西別院　 落成入仏式 ・英霊追弔
会　 大規模の記念の催
5. 21　 西蔵仏教講演
5. 21　 文部省の南方宗教対策　 構想成り予算
捻出に奔走　 宗団活動の指導方針近く
指示




5. 22　 大東亜の指導原理　 と仏教の立場 増
永霊鳳 (三) 下
5. 22　 対外文化事業の　 拡大強化へ実動 第
一回委員会で規約決定




5. 23　 興亜宗教同盟事業計画　 更に検討して
再出発　 近く緊急理事会を開く
5. 24　 聖人教育南方講座　 文部省と東大の共
催
5. 24　 ただ泣かされる、 この精進　 荊韓と血
涙の道歩む十年　 半島人布教= 金光柴
島教会を訪ふ
5. 24　 在洛華僑の　 子供招いて けふ花まつ
り
5. 24　 建国十年迎へた　 満洲国の宗教 古海一
翌焉氏語る
5. 24　 満洲の神社関　 係大会延期
5. 24　 在満鮮系　 僧侶養成
5. 26　 大陸に実績をあげ　 光照法主を まつ
上海福壽院の創立進む






1942. 5. 26　 仏教総会で講習所　 在満半島系僧侶修
錬　 龍井の河野開教使語る
5. 26　 “中外日報” を通じ　 日華魂の結びを
両国相互の観光視察は　 都市のみに
終るな　 棲霞県知事 白書晋氏を訪ふ
5. 26　 日華を結ぶ　 愛の事業 北京愛隣館
後援会生る
5. 27　 今後の南方諸民族の指導は　 文化創造
力の養成に　 関大教授小松堅太郎博士
強調
5. 27　 台宗が大東亜各地に留学生を派遣　 戦
時事務局評議員会で決る
5. 27　 大同仏教図書館へ　 曹洞宗が大蔵経寄
贈　 東京仏教団は南伝蔵経を
5. 27　 故鄭総理の　 令孫ら来社
5. 27　 建国十周年の　 日満武道大会
5. 27　 鄭奉天市長　 泰国公使に特命
5, 27　 “母と子” で結ぶ　 日華親日機関設置
を　 華僑連合会がお西に交渉
5. 28　 南方の宗教対策実施　 成案得て目下財
源考慮中　 文部省阿原宗教局長語る
5. 28　 ガンヂーと老子(3) 高田、 桜沢両氏
を囲む　 ベン光る大阪座談会
5. 29　 地名の呼称改めよ　 宇野博士 大束亜
共栄圏へ提案
5. 29　 更に宗教、 言語中心に　 東亜の文化諸
問題図集　 帝国学士院で近 く完成
5. 29　 東亜諸民族調査室　 文部省の研究所へ
吸収か
5. 29　 中支宗大連　 理事長迎へ 内地代表懇
談
5. 29　 大派興亜部長　 山口氏を任命
5. 30　 武力なき印度の　 聖戦主義 木村日紀
(一)
5. 30　 中国人のための　 愛の奉仕者を 南京
基青のお医者探し
5. 30　 馬来の土産話　 少年層に日本流の教育
徳川軍政顧問帰る
5. 30　 蘇州に中日仏教会　 同願念仏会を修行
5. 30　 仏印へ交換教授
5. 31　 武力なき印度の　 聖戦主義 木村日紀
(二)
5. 31　 元冦の偉人　 時宗神社の建設 明年の
百年忌期して　 きのふ発企人会開く
5. 31　 印度独立支援　 あす、 都ホテルで協議
仏教枢軸本部の運動
5. 31　 南方へ手紙や　 雑誌か送れます
5. 31　 上海福壽院　 愈よ開設 医療と教化
6. 1　 南方宗教対策　 に関して
6. 1　 マニラで病む　 木村毅
6. 1　 満洲建国十周年　 忠霊廟の臨時大祭
6. 1　 マニ ラ従軍中心に　 木村毅氏囲む座談
会　 最近の掘出し物 “涙骨社主”
6. 1　 現世に悪業を犯せ　 未来で他人種に生
れ替る　 バリ島住民の信仰
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6。 1　 印度独立後援 仏教枢軸懇談
6. 2 宗教教化団体一丸の 満洲国の教化活
動 民生部から 「教化通信」 創刊
6. 2 外国語地名等の呼称統一 近く文部省
に協議会を設置
6. 2　 最近の中国事情 佐多国民文化使節に
聴く 近く答礼使も来朝
6. 2　 米英依存から脱した　 大陸教育再建に
協力 基督教教育同盟から 教育使節
を派遣
6. 3　 イラ ンの実情　 市河前公使に聴く
6. 3 仏教革新と南進政策 本荘可宗
6. 3　 武力なき印度の　 聖戦主義 木村日紀
6. 3 仏教で提携出来る印度 羽渓博士、 座
談会で声明
6. 3 開教使夫人の殉教 主任のあと護って
布教 遂に異境に散る
6. 3 灸 日華親善に一役 お西の開教に初
の登場
6. 3　 共栄圏内の 開教問題議す お西が大
陸に開教総長会議
6. 3　 民国小核たちに 西本願寺が “童話集”
を　 こどもを通 して 日華親善
6. 3　 日本の南方進出史(1) 木村毅氏を囲
む座談会
6. 4　 仏教革新と南進政策　 本荘可宗
6. ’4 武力なき印度の 聖戦主義 木村日紀
6. 4　 祐中国特使へ 曹洞宗全書贈る
6. 4 満洲拓士慰問 石川県宗団 連合会か
ら
6. 4 中支宗連の予算案と 布教方策を協議
阿部理事長を迎へ　 けふ三教代表会
同
6. 4 日本の南方進出史(2) 木村毅氏を囲
む座談会
6. 4 共栄圏内児童の 教育に関して 三田
谷啓
6. 5 仏教革新と南進政策 本荘可宗
6. 5　 武力なき印度の　 聖戦主義 木村日紀
6. 5 勢力争ひに終始する 日本宗教家の信
念の不足　 文化協会は何を実践するか
京都師団報道部長 檜山成敏中佐談
6. 5　 内地の引移しは駄目　 満洲国仏立講の
布教改革
6. 5　 日華提携の 宗教工作が急務 機構改
組は第二 中支の宗教事情語る 阿部
理事長
6. 5 大東亜建設の礎石 織 ・豊二巨人を偲
ぶ建勲 ・豊国神社宮司等迎へて
6. 6 仏教革新と南進政策 本荘可宗
6. 6 大東亜戦争の戦果と 支那民衆への宣
伝 海の説明に報道班の苦心
6. 6 熱帯病と闘ふ 神戸熱帯病研究所の
桂田博士の研究














6。11 海外神社問題の根幹 “国魂神” の御
本質閑明 傾聴すべき座田宮司の所論
6. 11 半島少年に宗教教育 池田市仏教会の
試み
6. 11 朝鮮仏教曹渓禅の 法脈問題で飛檄
宗団法実施を前にして
6. 11 南方過剰資源活用に 特別委員会設く
6. 11 大陸の雲水が 西本願寺僧に
6. 11 本紙連載 「豊太閤の大 亜細亜政策」
豊国神社で刊行
6. 12 大東亜新秩序の 建設と宗教 ( 5)
井上哲次郎
6. 12 東亜的基督教のために 利根川東洋
6. 12 旺盛な華僑の民族意識 南方共栄圏内
一千万の 華僑対策こそ日支提携の拐




6. 13 中国人布教者 の輔導に就て
6. 13 大東亜新秩序の 建設と宗教 ( 6 )
井上哲次郎
6. 13 支那事変の意義強調 大東亜戦下初の
記念日
6. 13 大束亜建設と織 ・豊両公語る 信長公
と朝鮮政策 韓国府復活を企図 豊公
の眼は天a!まで も
6. 13 中島裁之、 泉道 雄両氏の追悼会
6. 13 印度解放の機いまこそ至る 全東亜各
地在留の志士集り 十五日から盤谷で
独立大会
6. 13 満洲建国十周年 神戸の記念講演
6. 13 新京で宗教大会 関係官庁と折衝の上
6. 13 日華文化を語る 東方文化連盟で
6. 14 南方宗教工作に於る 巴利語の地位
(一) 佐藤良智
6. 14 大束亜建設と織 ・豊両公語る 現代人
に類型な し 信長公と寺内大将 ヒ総
督に日本的性格を !
6. 14 宮崎神宮参拝記 小川勇
半島と時局
6. 16 半島少年に 宗教教育
6. 16 南方宗教工作に於る 巴利語の地位
(二) 佐藤良智
6. 16 日華文化と戦果の影響 日独文化親交
で枢軸成る 佐多文化使節らの報告
6. 16 大東亜建設と織 ・豊両公語る 織豊両
公を して 現代に在ら しめば 偉大な
らしむる要素
6. 16 古代満洲文化の逸品 今秋= 上野で美
術展開く
6. 17 世界に誇る文化的戦果 “龍門石窟の
研究” その他三労作表彰
















6。 6　 信長公の顕彰運動起せ　 偉大な信長公
の文化摂受　 本社主催…両公を語る会
盛況
6. 6　 満洲国勤労奉公制　 愈よ明年度から実
施
6. 6　 浄宗北京別院　 納骨堂竣成
6. 7　 大東亜新秩序の　 建設と宗教 ( 1)
井上哲次郎
6. 7　 武力なき印度の　 聖戦主義 木村日紀
6. 7　 真如親王の　 御事跡発表
6. 7　 ラマ留学生　 の話を聴く 京都実業協
会
6. 7　 半島僧侶ら　 お東で得度
6. 7　 中国人布教者の　 輔導に全力注ぐ 従
来の内方的方針一擲　 中支宗連、 明年
度予算増額
6. 9　 回教国に対す　 る施策に就て
6. 9　 大東亜新秩序の　 建設と宗教 ( 2)
井上哲次郎
6. 9　 大東亜建設と織 ・豊両公語る(1)
凡てを生かす大気宇　 マニラに豊太
閤祀れ　 飛離れてハイカラな信長公
6. 9　 多田等観著 『チベッ ト』 中井玄道
6. 10　 大東亜新秩序の　 建設と宗教 ( 3)
井上哲次郎
6. 10　 大東亜建設と織 ・豊両公語る(2) 生
死口如 ・電撃作戦　 信長公とコンクリー
ト　 敬神尊皇は織田家の伝統
6. 10　 故オッタマ比丘の遺志　 今に生きてあ
り　 知人によ り追慕の計画
6. 10　 主に知識層を対象に　 南方新地域の文
化工作　 国際文化振興会に 「工策委員
会」 設置
6. 10　 第一語学は　 華語と南方語に 谷大興
亜科の新陣容
6. 10　 カ ト リ ック教の　 南方講座受講者
6. 10　 ラマ寺で施薬　 太田氏の事業
6. 10　 豊太閤図南の　 記念の茶室 文如上人
忌
6. 10　 ペン光る　 日逞寺の改名
6. 11　 大東亜新秩序の　 建設と宗教 ( 4)
井上哲次郎
6. 11　 長嶺子に聖鍬振ふ神の子　 満洲基教開
拓村の生活点描
聖ケ丘の協同生活
6. 11　 大東亜建設と織 ・豊両公語る　 豊国神
社が施主で　 大政所の霊慰む 有名な
秀吉公の祈願文




6. 23 華北政務委貝会の 宗教視察員来朝
宗教制度の確立と 共栄圏建設に協力
6. 23 鮮台内地の 教諏師異動 西本願寺系
6. 23 ラマ僧招致 満洲側決定 現地訓練開
始
6. 24 南方宗教工作に於る 巴利語の地位
(三) 佐藤良智
6. 24 日本仏教徒に 南方進出の手引 「南
方仏教聖典」 第一集成る
6. 24 満華泰留学生達に 華道通じ日本精神
を 束本願寺興亜局の試み
6. 24 半島同胞の 感謝と決意
6. 24 回教研究の行き過ぎ 宗教的宣伝に注
意せよ 内地人への一般化は危険
6. 24 大和魂学びに 全アジヤ宗教大会へ
比島のゲレロ大司祭来朝
6. 24 対支伝道の統一強化 基教関係団体で
協議
6. 24 曹洞宗朝鮮 開教師大会
6. 25 南方宗教工作に於る 巴利語の地位
(四) 佐藤良智
6. 25 徴兵合格者に 語学講習の鼓別 京都
新興亜学院の試み
6. 25 大陸や南方の 宗教 ・思想問題聴く
宇野、 飯島博士等の発表 明治聖徳記
念学会
6. 25 神戸の満洲 開拓十周年 記念慶祝展
6. 25 回教問題は対外的 内地人の信仰は具
体的に不能 大日本回教協会 匝瑳常
任理事談
6. 25 大南洋風俗 を聴 く の会 風俗研六月
例会
6. 25 大派満拓事 情報国講演
6. 25 山東文化史跡調査に凱歌 六朝摩崖石
経や危山石窟仏 その他を学界に初め
て紹介
6. 25 印度 回教 両教徒の団結 合同会議
で宣言
6. 25 大陸の神社制度 確立へ調査会組織
華北蒙疆神職会の活動
6. 25 大派樺太監督更迭
6. 25 北支の旅から 予想外の収穫
6. 26 祝詞の桁神から すべて明快に解説
海外神社と国魂神の御本質
6. 26 香港西本願寺
6. 27 天理教満洲 開拓奉仕団 愈よ出発迫
る
6. 27 閉された米英系教会 中国信徒に解放
新生の鐘鳴る青島教会
6. 27 満洲建国十周年記念し 仏教総会が協
議大会開く 日満華提携の仏教活動を
慶祝使節を派遣 神仏基の代表者
6. 28 教義が社会機構 南方回教圏の諸問題
(一) 匝瑳少佐に聴く
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1942. 6. 17 ビルマや印度へも 日本の経典の進出
を 経典出版で文協側と懇談
6. 17 教育勅語を基に 半島同胞の教化
“日本精神錬成会” 創設
6. 17 内鮮融和は言葉から 半島人のお母さ
ん学校




6. 17 印度独立後援 仏教枢軸解消
6. 18 信仰の自由を享受 軍政部宗教班の活
動に 比島力教関係者の感謝
6. 18 大束亜建設と織 ・豊両公語る 諸大名
を集めて 皇室への忠誠誓はす 織豊
時代現出の必然性
6. 18 印度の独立を 仏教問題から検討 国
際仏教協会の計画
6. 18 沢木興道氏 満洲行脚
6. 19 ビルマ仏連結成 全土の代表者参列
6. 19 洗足池畔に “海舟寺” を建立 興亜
問題研究と海事思想の普及 清明会日
蓮宗へ移管
6. 19 標準漢字本極り 一般使用略字も発表
6. 19 真言宗ヘラマ僧
6. 20 印度独立を促進 法華宗九州報国会の
運動
6. 20 殷汝耕氏来社
6. 20 南方事情の 調査機関設置 臨済調査
会か希望
6. 20 日本精神に基 く 東洋人教育を 比島
の有力教育者と懇談
6. 20 曹洞朝鮮管内 布教師大会
6. 20 華僑の仏教興 亜会評議貝会
6. 20 網田連盟書記長 大派満洲録事へ
6. 20 河村千秋氏著 歌集 “南方” 書評
6. 21 四十年の栓枯脱し 比島教会に世紀の
鐘 新教班の手で教会連盟生る
6. 21 日華提携論や 精神教育一く さ り 中
川総長の民族比較論 殷汝耕氏 立命
館訪問
6. 21 大同石仏法要に 月輪賢隆氏派遣
6. 21 お西の連枝一家か 北満の開拓村へ
◇…朗かな佳話を伝へて
6. 21 支那で拾った話
6. 21 イ ン ドネ シヤ 中心の講話
6. 21 惟神大道の宣揚と 排共迎動の徹底
満洲国教派神道総会結成
6. 23 マニラの大聖堂で 皇軍戦没将士慰霊
祭 日本天主公教の荘厳な催し
6. 23 華僑との連絡提携を 紅1字講演会の
活動近 く具体化
6. 23 「共栄圏内各民族 婦人共通の服を」








7. 3　 広告和讃と　 太平洋讃歌 讃仏協会
第一回発表
7. 3　 文部省の南方宗教工作　 各省との連絡
成り近 く具体化
7. 3　 大陸の関門護る　 関東州仏教総会発会
式
7. 4 「未開人」 の精神と　 日本精神(5) -
「未開人」 の精神地理学　 樫深如一
7. 4　 満洲国に万霊供養塔　 釈尊仏舎利塔と
共に建設
7. 4　 南方進出に備ふ 「神戸図南会」 結成
7. 4　 米英依存を精算　 新中国建設思想運動
展開
7. 4　 岐阜東別院が　 支那語講習
7. 4　 中支宗教事情　 甘城氏に聴く
7. 4　 中支の支那僧　 昨日黄柴へ
7. 4　 南方派遣の　 官吏詮衡
7. 4　 満洲遺跡調査
7. 5　 総工費百五十万円を投じ　 ジャバに大
忠霊塔建立　 住民も赤誠込めて一銭献
金
7. 5　 建国十周年期し　 満洲開拓奉仕隊出動
拓士感謝勤労と現地修錬　 東本願寺
7. 5　 共栄圏の観光団に 「国体」 と 「日本
精神」
7. 5　 南方の宗教行政確立に　 現地へ専門係
官を派遣　 村上宗務官等六氏発令さる
7. 5　 宗団法実施後の状況や　 南方宗教対策
で　 文部省委員会の初会議
7. 5　 ビルマの戒律を大乗的に　 バ ・ モ博士
の進歩的仏教改革論
7. 7　 中外戦線　 回教民族 の結合 古野清
人
7. 7　 中国の若き学徒に　 太子十七条憲法を
講義　 感激語る杭州仏大の西谷順誓氏
7. 7　 南方の指導者養ふ　 サイゴンに 「南洋
学院」 開設
7. 7　 印度独立の可能は?　 分裂政策の惰性
脱 し団結の急務
7. 7　 ガンヂー ・会議派の決意　 回教諸国の
民族運動熾烈
7. 7　 大東亜建設の宗教活動根本策　 教界内
外の権威者を網羅　 翼賛会が 「調査会」
を組織
7. 7　 宗務官と して南方へ　 大谷演慧准連枝
大派宗務総長の御曹司
7. 7　 兄弟は家族に発展　 四海同胞は親子の
関係
7. 7　 宗教の南方進出
7. 7　 大東亜文化工作研究会　 曹洞宗に設置
さ る
7. 8　 中国青年の　 思想的覚醒
7. 8 北支那建設の奉公　 橘撲
7. 8　 南方建設と　 宗教問題語る 林大将を
中心に
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
1942. 6. 28 北支に於ける 基督教独立運動 華北
基教連促進会
6. 28 新京で大東亜 操肌者大会
6. 28 興亜院の対支布教 進出計画決り 今
秋五十名の布教師錬成
6. 28 外国語の地名人名 どう書 くか 年内
に決定 約四万語を統一、 実施
6. 28 在華の西蔵経典調査 月輪賢隆氏の渡
支決る
6. 28 禍根を未然に防ぐ 開教の公認問題に
関し 各関係当局に反対を具申
6. 28 南方派遣員錬成 内閣直属の訓練所設
置 今秋開所の予定
6. 28 満語仏教聖典や 讃仏歌の制定 満洲
仏教総会で編纂
6. 28 回教だけ独立は癌 南方回教圏の諸問
題 (二) 匝瑳少佐に聴く
6. 28 「大東亜共栄圏と宗教論」 宗団中央委
員会か懸賞論文
6. 28 比島共産党転向
6. 28 朝鮮の米英系宗団 敵産管理令の適用
6. 28 現地報国 公主嶺訓練所 山本匡夫
6. 30 「未開人」 の精神と 日本精神(1) -
「未開人」 の精神地理学一 根深如一
6. 30 回教問題の重要性 現地民族の中に
指導対策を錬れ 中川裕氏談
6. 30 愈よ治療事業を 上海福壽院本格的に
開始
6. 30 日本から贈った 経典の入山式 多彩
な大同石仏奉賛法要 愈よ七月から開
始
6. 30 南方宗教工作の適材者 浄土宗か全僧
侶を調査
6. 30 大連でお西の 開教総長会議
6. 30 現地報告 公主嶺訓練所 山本匡夫
7. 1 国内に於る回教対策 (対策理念転換
の急務) 山下彬麿
7. 1 「未開人」 の精神と 日本精神(2) -
「未開人」 の精神地理学一 根深如一
7. 1 共栄圏各地に進出の 婦人指導者養成
矯風会、 大阪で講習
7. 2 再び開教施策 につ い て
7. 2 「未開人」 の精神と 日本精神(3) -
「未開人」 の精神地理学一 根深如一
7. 2 大東亜建設の指導者たる 信念と迫力
のある人材養成 壮年団か全国に翼賛
塾開設
7. 2 黄葉に中国僧十二名留学 興亜学院で
勉学
7. 2 上海居留民に 仏教を講ず 和田性海
氏
7. 2 大派朝鮮の 開教使異動
7. 3 「未開人」 の精神と 日本精神(4) -
「未開人」 の精神地理学一 根津如一
7. 3 大東亜進軍の蔭に咲く花一輪 “抗日











7。15 全アラ ビア回教徒 の宿願達成を約す
ム首相、 フ ッセーニ師へ
7. 15 満蒙開拓地の 布教者訓練
7. 16 ビルマ僧の生活革新
7. 16 満洲建国十周年を祝ふ 宗教使節の派
遺陣容内定
7. 16 芸文報国へ邁進 満洲国十周年慶祝
「芸文週間」 の行事決る
7. 16 ジャバに神社 忠霊塔を も建立
7. 16 泰へ親善使節僧 日泰寺から特派
7. 16 奉天忠霊塔 お盆祭賑ふ
7. 16 支那大陸の神制確立 先づ大使館で基
本調査
7. 16 r大束亜建設と宗教』 文部大臣賞懸け
て 宗団中央委員会が募集
7. 16 本願寺興亜 学院を語る 益永普行
7. 17 漢字制限の本旨に則り 宣伝文も平易
な日本語で 大東亜宣伝述、 委員会で
対策
7. 17 南京西別院 人仏式盛大
7. 17 満洲建国神廟 新たに御造営の御沙汰
7. 17 本願寺興亜 学院を語る 益永普行
7. 18 光栄に輝 く従軍宗教家 西本願寺南京
別院横湯輪番 畏し、 勲六等瑞宝章を
賜ふ
7. 18 北京、 八峰山上に 忠霊塔近 く竣工
7. 18 拓土に寺を建つ 北満に曹洞宗か
7. 18 桑原少佐に 南方を聴く 京都府仏教
会
7. 18 盛んな朝鮮基教会 日本的性格に更生
牧野同志社総長視察談
7. 18 名も中国救世軍 北京を本部に新発足
7. 18 初等教育普及と 実業教育の振興 比
島の市立学校開く
7. 18 南方への拠点に 近 く天理教香港進出
か 華南伝道庁の準備
7. 18 東黒馬劉で勤労奉仕 更に拓地感謝慰
問 お東の奉仕隊日程決る
7. 18 アジア問題 研究講習会 常磐博士渡
支
7. 19 大陸神社制度 の確立に就いて
7. 19 大陸その他の要地へ 若き三連枝送る
宗務官 ・開教使晴れの壮図
7. 19 仏教徒代表決る 満洲建国十周年記念
大会派遣
7. 21 南方仏教諸国二千年来の行事 仏陀祭、
日本で も営む 大束亜戦争下意義一入
深く
7. 21 訓練所も満人教化も 政府理解のもと
に 豊田西本願寺興亜部長談
7. 21 大東亜思想圏の確立 ありのままの水
であれ 参謀本部桑原少佐信念を吐露
7. 21 パーリ文化 研究のゆくて 東元多郎
7. 22 地下水の囁き (上) (満洲より帰りて)
西田天香





7。 8　 留学生教育の徹底　 天理教が寮を特設・
指導
7. 8　 菅沼貞風讃ふ
7. 8　 “支那時報” 廃刊
7. 8　 関東州仏教総会　 華々し く発会
7. 8　 南方に研究開拓のメ ス　 学界の権威者
を派遣
7. 8　 南方要員錬成に　 政府、 翼政会協力し
て促進
7. 8　 南方進出者の　 適格証明制度
7. 8　 黄槃興亜院　 きのふ始業式
7. 9　 共栄圏の米、 豆を　 神饌田に播種 ○
○船か広田神社へ奉献
7. 10　 暑休に京大科学陣出動　 大陸の調査研
究と勤労
7. 10　 宗教的 「志士の家」 運動　 大東亜共栄
圏内の留学生　 中心に西本願寺の計画
7. 10　 青年南方文化協会　 あす発会式挙ぐ
7. 10　 日本と ビルマに道場を　 両国仏教徒の
握手に建設
7. 10　 大阪大東亜同願会　 馬来語第二期講習
7. 10　 ホース氏著　 印度を語る 書評
7. 11　 我国が初めて接する回教民族　 理解は








7. 11　 満洲建国十周年　 慶祝仏教徒大会 日
程、 記念事業決る
7. 11　 アメ リカ文化駆逐　 南京中央大学の新
粧
7. 11　 ビルマ仏教　 転換期の前夜 僧侶か転
業を出願
7. 12　 畏し北白川宮様の御仁慈　 大東亜仏教
圏のお盆まつり　 井野拓相も部下英霊
に枯香
7. 14　 宗教工作貝嘱託　 中支宗教大同連盟
7. 15　 中外戦線　 南方仏教の更新 増永霊鳳
7. 15　 共栄圏内各民族か　 共に祈る大東亜戦
争の完遂　 今秋、 北京紫金城で執行
7. 15　 日本の仏教美術通じ　 一段と親日感を
増強　 ハノイ仏教総会長のメ ッセージ
7. 15　 現住民は歌ふ 「愛国行進曲」、 「暁に
祈る」 新生比島を語る　 片山正見氏
7. 15　 怨親平等の　 追悼法要 華僑仏教興亜
会




7. 29　 大陸進出の　 宗教戦士養成 今秋、 興
亜院の指導で
7. 29　 偲ばれる豪華絵巻　 満洲建国十周年を
祝ふ　 新京に基督教大会
7. 29　 教派神道も　 満洲大会
7. 30　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (四) 本社主催
7. 30　 満洲建国　 十周年慶祝 宗教使節決る
7. 30　 “興同” 自主的に　 強力な実践運動
枢要都市に支部設置
7. 30　 西蔵留学やめて　 日本へ留学を 満蒙
奥地から帰った　 橋爪義隆氏語る
7. 30　 台湾基教団体一丸に　 基教奉公会結成
八月七日発会式挙ぐ
7. 31　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (五) 本社主催
7. 31　 共栄圏共通の理念に　 教育勅語を奉戴
東亜教育大会の成果
7. 31　 振袖も支那服も　 日華盆おどり 天津
東本願寺の賑ひ
7. 31　 華僧や居士と　 共に日華親善 渡辺徹
然氏談
7. 31　 中国基教会の転身を機に　 大陸伝道の
再建論起る　 東亜伝道会の去就注目さ
る
7. 31　 南方夏期大学　 大阪南方学院か開く
8. 1　 日本民族と共栄圏　 小野寺輝夫
8. 1　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (六) 本社主催
8. 1　 昭南神社上棟式
8. 1　 日満華軍官民参列　 済南神社鎮座祭
更に第二期工事に着手
8. 1　 日本語、 日本史を正科に　 毎年五百名
の留日学生送る　 新生ビルマの文化建
設
8. 2　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (七) 本社主催
8. 2　 中外戦線　 民族の夢 上泉秀信
8. 2　 胎教で半島同胞教化　 皇国民と しての
魂持たす
8. 2　 入植以来初めて　 聴 く読経に感激 東
本願寺満洲奉仕隊便り
8. 2　 支那大陸の新伝道地　 興亜院より正式
に認可
8. 4　 東亜教育大　 会の成果
8. 4　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (八) 本社主催
8. 4　 満洲国派遺　 未だ脱けぬ拝欧思想 東
京音楽学校演奏団の　 指揮者に外人と
は何だ
8. 4　 拓地から馬で　 死者の法名貰ひに 大
派満洲奉仕隊便り
8. 4　 正論吐く ・米国評論家　 東亜に新しい
世界　 最近の同方面旅行印象記
8. 5　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
計画成る
1942. 7. 22 東= 亜= 教= 育= 大= 会 満洲建国十
周年記念　 今廿二日から新京で
7. 22 大同は石仏一色 に塗りつぶさ る 谷
大道端氏語る
7. 22 満洲建国十周年祝し 神社界からも使
節を派遣 現地で神祗講演会も開催
7. 22　 海南島の　 本願寺 寄合世帯は駄目
7. 22 パー リ文化 研究のゆく て 東元多郎
7. 23 地下水の囁き (中) (満洲より帰りて)
西田天香
7. 23 米英権益処理と 宗教及び思想工 作
につ い て 藤井静宣
7. 23 日本中心の新世界観 文部省編纂 「大
東亜史」 斯学専攻の学者三十余名に
依嘱
7. 23　 詔勅精神振興会　 鮮満に講座
7. 24 地下水の囁き (下) (満洲より帰りて)
西田天香
7. 24 東亜留日学生会 関西に支部
7. 24　 諸方面待望下に躍進する　 池田市仏教
会の 朝鮮人教化運動
7. 24　 日蓮宗の行軌　 半島同胞錬成 寺院住
職の錬成続 く
7. 24　 政教両頭主義の 「アラ ブ」 国家建設
西亜大同団結の機運
7. 24 西本願寺開教史に 画期的具体案 異
民族開教で近く答申
7. 24 南方の宗教行政に専任する 民間側採
用係官も発令
7. 24 関東州仏教　 総会の結成
7. 24 パーリ文化 研究のゆく て 東元多郎
7. 25　 日本民族と共栄圏　 小野寺輝夫
7. 25 一日一語 漢人
7. 25　 東方協会本部を 日本に置くべし 世
界政策からも重要
7. 25 正しき奉斉と 行政の単一統制 海外
神社課の創設を提唱　 外地神社
7. 25 入植当時の英霊弔ふ 星深き夜の感激
東本満洲奉仕隊便り
7. 26　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (一) 本社主催
7. 26　 日本民族と共栄圏　 小野寺輝夫
7. 27 パ ラ オ か ら モ ジモ ジ お東さんの喜び
きのふ、 朝の六分間
7. 27 公文書は日本語と タガログ語と決定
比島軍政部で公表
7. 27　 満洲建国十周　 年と西本願寺
7. 27 黄桑興亜局 支那語講座
7. 28　 南方文化工作の 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (二) 本社主催
7. 28 大陸事業部を拡充 大東亜部設置か
基青同盟近 く総会で協議
7. 28 『大東亜と音楽』 音楽は神からの与へ
もの






1942. 8. 5　 南方文化工作　 個人的色彩を離れて
あく まで国家的立場で　 仏舎利安置に
慎重論起る
8. 5　 泰国大使館内に　 仏舎利安置所建立
8. 5　 日・ 仏印の　 古美術交歓 萌黄絨の鎧
等贈る
8. 5　 得難き逸品ばかり　 “天下一本” の未
刊書その他　 帝都に展く絢爛満洲国宝
展
8. 5　 トラ ピスチン外人修女　 経営を邦人に
譲り　 仏印に新修院開設
8. 5　 中国人開教への試み　 北京大広場で伝
道　 西本願寺北支開教総長 津村雅量
氏談
8. 5　 探し当てた次代の活仏　 満洲国内蒙古
民族の大満悦
8. 5　 絶対崇拝の活仏　 転生の思想を語る
8. 5　 変り種留学生　 お西に登場
8. 5　 興亜宗教調査会の　 組織 ・人選も成案
常任理事会で正式決定
8. 5　 拓南錬成所　 下旬に開所
8. 5　 満洲から　 青年仏徒
8. 6　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (10) 本社主催
8. 6　 世界に紹介する　 南方の仏教事情 独
仏英文で編纂　 国際仏教協会から刊行
8. 6　 南へ送れ、 古雑誌　 読物に飢ゑる皇軍
将兵
8. 6　 全鮮に未曾有の皇民運動　 内地、 朝鮮
各仏教と総督府の結合




8. 7　 タイ国仏教に　 対する文化工作 津田
敬武
8. 7　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (11) 本社主催
8. 7　 仏教による南方文化工作　 政府は計画
の一元化を　 仏舎利安置問題愈よ重視
泰国民の “心” を伝ふ　 仏舎利捧持、
外相近く来朝　 仏教会が奉迎、 安置策
練る
8. 8　 タイ国仏教に　 対する文化工作 津田
敬武
8. 8　 南方文化工作の　 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (12) 本社主催
8. 8　 ボロブ ドル　 再興につき 仏教家に訴
ふ　 関昌祐
8. 8　 帰満してからの　 成績がよ く ない 日
本留学僧の反省期　 満洲留学生語る
8. 8　 日華親和に　 また紅一点
8. 8　 米英の皮嚢を打破　 日本精神愛を注入
基青同盟大東亜部を設置
8. 9　 タイ国仏教に　 対する文化工作 津田
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
敬武
8. 9 南方文化工作の 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (13) 本社主催
8. 9　 日本語による　 満洲国新国家 十周年
式典前後に完成
8. 9 国宝や代表美術をグラ フに 国際仏協
かビルマ語で編纂　 仏教美術による文
化工作を
8. 9　 日本留学僧の 反省期に入る 満洲留
学生語る
8. 9 仏舎利安置に慎重論
8. 9　 基督教教育同盟の 中国派遣者決る
代表は二名共関西側
8. 9　 印度展と宗教部
8. 9　 満洲国土開発に　 打込む感激の鍬 天
理教開拓奉仕団通信
8. 11　 タイ国仏教に　 対する文化工作 津田
敬武
8. 11 南方文化工作の 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (14) 本社主催
8. 11　 中外戦線　 解放途上 の印度 古野清
人
8. n 一日一語 清朝 本田口軒
8. 11 日泰国民の心の結びへ 光栄と歓喜も
て仏舎利奉迎
8. 11 満洲国開拓村 お西の入植者
8. 11　 満華泰仏印 巡回芙術展 京都内示展
8. 11 中国教界の情勢に即し 三事業を開拓
阿部中支宗連理事長の談
8. 11 最初の中華人 宗教教師の錬成 仏教
に次いで基督も開催　 中支宗教大同連
盟が
8. 11　 各地へ留学僧派遣 具体化して募集開
始　 台宗の大東亜共栄囮
8. 11 済南祭政会　 活躍注目さる
8. 11 法衣姿の高岳親王尊像奉祀 御造営中
の昭南神社に
8. 12 タイ 国仏教に 対する文化工作 津田
敬武
8. 12 南方文化工作の 理念と軍の態度 南
方文化工作座談会 (15) 本社主催
8. 12　 南方大学移動講座 宗教家の応募期待
印度ネシア協会で
8. 12　 石沢氏の遺骨　 二十五日帰還
8. 12 華北に新教団の結成 中支に日華連合
会組織　 中国基教界頓に活発化
8, 12 満洲肯定の遠祖 聖宗と 日本漂流人
三百年前の深い関係
8. 12 日華 “和ぎの心” 古典特使を派遣
8. 13　 タイ国仏教に 対する文化工作 津田
敬武
8. 13　 満洲国も神麻奉斉 惟神の道に国本を
焚む
8. 13 大東亜同願会 馬来語部会
8. 14　 満洲留学生帰　 国後の成績





会設置　 教科書編纂 ・教員も派遣 閣
議で決定
会話書 ・辞書も編纂
8. 20　 輝く 昭南島に　 “日本” を学ぶ お西
の日語学校
8. 21　 対外宗教思想戦実行概要 (下) 代議
士　 高見之通




8. 21　 仏舎利恭迎準備成る　 答礼使節も派遣
仏教会評議員会で決定
8. 21　 本格的となった　 日華仏教の交流 藤
賞正憲氏談
8. 21　 監禁中のガンヂー印度民衆の信仰　 理
論を超えた至上命令
8. 21　 満洲の基教開拓村　 第二次二百戸入植
都市転業者も歓迎
8. 21　 西蔵蔵経の翻訳や　 ラマ中学の建設
現地のラマ革新事業　 知恩院
8. 21　 支那、 印度に告ぐ　 古い文化の自惚れ
を捨てて　 大東亜文化共栄圏に挺身せ
よ
8. 21　 満洲開拓第二期計　 画の答申案決定す
8. 22　 ビルマ再建の鍵は　 先づ女性の自覚か
ら　 日本へ女学生を招致せよ
8. 22　 大谷家よ り離脱し　 日泰親善に晩年捧
ぐ　 泰国に骨埋む旬仏前門主
8. 22　 南方圏研究会　 積極的活動へ
8. 22　 日華聖書協会の提携　 案外早急に実現
か　 日本側近 く代表を派遣
8. 22　 重慶対支那回教軍　 一戦交へるか 西
北中央化問題紛糾
8. 23　 国民政府樹立には　 如何なる宗派と も
協力　 イ ン ド回教徒連の言明
8. 23　 大陸に連絡所設け　 興亜事業の統制強
化　 大日本仏教会興亜局が 内外呼応
して進展を
8. 23　 中支の宗教対策強化　 神仏基代表を派
遣　 現地で大同連盟と協議
8. 23　 法律と 「みのり」 - 「未開人」 の精
神地理学　 樫深如一
8. 23　 米英に代る輸血は無用　 中国教会の自
給達成は　 全て中国人に一任せよ 清
水安三氏談
8. 23　 蒙疆にも惟神道　 雲王神社創建 自治
政府に委員会組織
8. 23　 北京の聖者に聴 く




8. 23　 大東亜資源館発　 起人会で協議




1942. 8. 14　 内地全勢力を　 満洲国仏立村へ 是非
僧侶指導員を送れ
8. 14 “満洲開拓の菩薩” 分骨を戦死者墓
地へ
8. 14 窓
8. 14　 満洲の惟神道場宣揚に 日満神社行政
の一元化を 現地神職等が当局に要望
8. 14　 北京の華人女学生 光華高女へ留学
8. 15　 抗日意識絶滅
8. 15　 南方文化工作座 談会速記録正誤
8. 15 現地の部隊長か 部下を布教使に 西
本願寺へ推薦
8. 16 台所を失った五台山 復興には基本的
調査か緊要　 古川大航氏北京で語る
8. 16 全国引揚者の生活調査 京大建築学教
室で開始　 南方の体験活用
8. 16 天理教満洲開 拓奉仕団便り
8. 18　 中外戦線　 原住民族 の擬態 古野清
人
8. 18　 日支文化交歓に功績あった 来朝儒者
と高僧の顕彰 国際文化振興会で計画
進む
8. 18　 巡回コース最北端へ　 もの凄い大草原
往く 大派満洲勤労奉仕隊だより
8. 18 浄土宗全満 開教使会議
8. 18 満洲の神祗問題　 正しき進展に寄与を
皇典講究所で研究計画
8. 18 仏立開拓団の　 総本部を新京に置け
講政会議に提案
8. 19 満洲開拓国民運動 全国的にまき起す
聖鍬十周年記念に
8. 19 満拓青年義勇隊 瞰江大訓練所を訪ふ
8. 19　 拓南錬成所、 神戸に設置
8. 19 開教文化の綜合研究 ジャバに図書館
と研究所 回教徒間に好反響起す




8. 19　 興亜宗教活動促進に 報道陣営も協力
翼賛会に興亜宗教記者会
8. 20　 対外宗教思想戦実行概要 (上) 代議
士 高見之通
8. 20　 蒙古に起る文化の嵐 草原から文盲一
掃へ　 先づ 「識千字運動」 展開
8. 20 興亜宗教運動の促進へ 興亜宗教記者
会結成
8. 20 華北　 新民精神を基調に、東亜解放の
新国民運動
8. 20　 満拓青年義勇隊 嫌江大訓練所を訪ふ
8. 20 西蔵版の蔵経　 知恩院満蒙会館へ 錦
州省恵寧寺から寄贈
8. 20 満洲風物展
8. 20 巴利文化学院 第四期生募集













9. 1　 漢口西本願寺に 大仏具等を下附
9. 1　 蒙古深 く老翁病む 日蒙親善の太田翁
9. 1　 同信同願の青年仏徒か 共栄圏確立の
協力策を　 興亜仏青会議の提唱起る
9. 1　 常磐博士北支へ
9. 1　 夏目本社員ら　 一路新京へ
9. 1　 支那を語る　 清水安三
9. 2　 元冦の偉業憶ふ　 祖元禅師や時宗卿に
感謝の法楽捧ぐ
9. 2　 学術文献蒐集と　 南方文化の調査に
学術調査団第一班先発
9. 2　 新生途上のマニラで　 天主教の祈念祝
典　 信徒運動廿五年の業績
9. 2　 コ島を慰問　 ダバオ旭氏
9. 2　 興亜宗教運動の根本策確立に　 学界総
動員の調査会組織　 けふ、 常任理事会
で構想決る
9. 2　 興亜宗教協力会議　 明春に延期、 慎重
な準備　 満支連絡員の折衝進む
9. 2　 学術文化通じ　 日華の親善 東亜文化
協議会
9. 2　 金陵女子技芸学院　 学監に沢井竜雄
9. 2　 支那を語る　 清水安三
9. 3　 南方で邪魔になる 「文化工作意識」
9. 3　 大東亜の建設と　 基本語の一本建て
ーアイ ウエオを伝へてゐる印度-
(一) 日本大学講師　 高橋善中
9. 3　 マレーから印度へ特輔　 二百余日の抑
留生活 !　 今懐 しの祖国への船路 曹
洞の堀江開教使帰る
9. 3　 昭南島の土と化した　 同胞苦闘の数々
◇…西有寺開創の縁起に見る
9. 3　 共栄圏各民族と祈る　 興亜の大祭典
華北の計画進む
9. 3　 開拓民30万戸に　 応へる仏立講開拓団
9. 3　 支那稀観書　 立命館図書館へ
9. 3　 英霊に感謝　 日満盆踊り
9. 3　 名手日本の指導下に　 育てよう “強き
国” 蒙古　 成吉思汗精神に徹せよ 新
生蒙古に強き国民運動
9. 3　 開拓地最初　 の寺号公称 埼玉村に蘭
香寺
9. 3　 支那を語る　 清水安三
9. 4　 大東亜の建設と　 基本語の一本建て
ーアイ ウエオを伝へてゐる印度-
(二) 日本大学講師　 高橋善中
9. 4　 満洲建国十周年に　 日本宗教代表招く
朝倉 (仏教) 、 真鍋 (基教) 両氏
9. 4　 大東亜の文芸復興諮る　 明治節に共栄
圏文学者会議
9. 4　 満洲国宝　 綴れ織の新発見 縦糸の謎
を解く
9. 4　 大東亜一民族の構成　 小松堅太郎氏の
興味ある示唆









確立 ラマ教近 く教団と して出発
8. 26 晋北民衆に示す 結婚年齢は清十五歳
以上 回教徒か率先実施
8. 26 回、 印教徒は団結決起し 圧制者、 英
を放逐せよ フ ッセイニ大法官、 印度
へ叫ぶ
8. 26 支那の性格を知れ 東京基青午餐会で
支那を語る清水氏
8. 27 東本願寺の画期的壮挙 南方美術史跡




8. 27 現地日語生の劇で “日本” の理解を
昭南島西本願寺の活動
8. 27 南方の宗教工作に 具体的な方針を示
せ 責任ある機関の確立要望さる
8. 27 対外諸伝道団を統合 興亜局を設置せ
よ 日基に国外伝道再検討論
8. 27 大東亜の歴史を再検討 新秩序建設の
観点から 「東亜史概説」 具体案進む
8. 28 中外戦線 国語政策と英国 本荘可宗




8. 28 南方の適正なる認識を 保護事業関係
者の講習
8. 28 済南西本願寺 本堂工事完成
8. 28 神社尊崇にやや遺憾 開拓団貝に反省
求む 大派満洲奉仕隊牧隊長談
8. 28 南方建設と 宗教問題 林大将を中心
に
8. 29 林総裁他幹部異動し 興亜宗同陣容整
備 宗教協力会議の準備も進む
8. 29 主事級を現地派遣し 大東亜青年を建
設 基青の南方進出第一歩
8. 29 奉天教派神道 総会支部結成
8. 30 大東亜戦下使命達成 建国十周年慶祝
仏教大会 国都に展 く三日間の盛儀
8. 30 高岳親王奉賛 陣容近 く決定 二日発
起人会
8. 30 回教問題講習 奉天回教研で開催
8. 30 支那を語る 清水安三
9.ヽ1 「東亜史概説」 の編纂
9. 1 中外戦線 印度のイス ラム問題 古
野清人
9. 1 “興亜記者会” 生る 八日、 大詔奉戴
9。 4　 若人に南方　 基礎知識を
9. 5　 大東亜の建設と　 基本語の一本建て
ーアイ ウエオを伝へて ゐる印度-
(三) 日本大学講師　 高橋善中






9. 5 「大東亜博物館」 文部省で設立を研究
9. 5　 五台山の基本調査必要　 六系統の仏教
とラマ教　 東方文研 塚本善隆氏の報
告




9. 5　 大東亜宗教協力会議　 共栄圏内各地代
表と予備会議　 興宗同盟が新京で開く
9. 5　 満洲建国十周年　 慶祝仏教大会終る
9. 5　 日華基教連合会結成　 中支教会の合同
目ざし
9. 5　 高岳親王奉賛　 会慎重を持す
9. 6　 大東亜の建設と　 基本語の一本建て
ーアイ ウエオを伝へて ゐる印度T
(四) 日本大学講師　 高橋善中
9. 6　 高山右近の聖祭　 由縁も深いマニラで
9. 6　 仏印仏教の智的総覧　 漢、 安南語によ
る仏典略編 「国際仏教」 苦心の編纂
成る
9. 6　 初の日本人会員に　 仏印の仏教総会が
元総領事長田氏を推す
9. 8　 中外戦線　 民族博物 館の建設 古野
清人
9. 8　 大東亜の建設と　 基本語の一本建て
ーアイ ウエオを伝へて ゐる印度-
(五) 日本大学講師　 高橋善中
9. 8　 日・仏印の文化交歓　 仏印から代表的
仏教書　 国際仏協へ到着
9. 8　 半島同胞の赤誠　 献納陸軍機二六二台
9. 8　 中国僧光松君本葬











9. 8　 日華満より南方へ　 大東亜仏教徒協会
大醒法師結成を要望す
9. 8　 教団章程案成り　 中国基督教新教団
結成準備大会開く
9. 9 中外戦線 大東亜の 宗教方策 増永
霊鳳
9. 9　 仏縁に結ぶ朗景 大醒、 皓如法師と再
会 慶祝仏教大会に拾ふ
9. 9　 流刑の地比島の聖堂で 祖国の交流を
祈念 右近のマニ ラ生活記発見
9. 9　 日仏文化の交換と　 南方仏教の紹介
セデス遠東学院長の日程
9. 9　 中支の宗教活動強化 現地で内外代表
者会議
9. 9 南方国策の 完遂に協力 仏教翼賛講
演
9. 10　 中外戦線　 大東亜博物 館の礎石 赤
神良譲
9. 10　 回教と提携し 支那古刹の復興 北支
済寧に描く 西本願寺中心の大東亜調
9. 10　 金光教日語学院　 南京 ・北京の活躍
9. 11 共栄圏に於ける 民族指導の問題 高
階省三 一　 二
9. 11 南方宗教工作事項 も 「大東亜省」 内
に移管か 文部省教化指針発表を保留
9. 12　 共栄圏に於ける　 民族指導の問題 高
階省三 三
9. 12 中外戦線 ガンヂー運動 の宗教的意
義　 倉田百三
9. 12　 海外放送でも堂々進攻 敵国側も権威
を以つて迎ふ 鎬を削る電波戦に聴く
9. 12 この目で見た 豊富な南方資源 現地
から帰った登坂氏談
9. 12　 天理教対支　 派遣布教師 錬成会延期
9. 12 日華仏教研究会
9. 12　 釜山西別院に　 思想保護所
9. 12 高階越山貫 主朝鮮巡錫
9. 13　 共栄圏に於ける　 民族指導の問題 高
階省三 四
9. 13　 ラマ教改革の具体策　 内外蒙古に大蒙
帝国建設
9. 13 皇民錬成に拍車 朝鮮天主教会の活動
9. 13　 対支布教師 錬成会決る 十一月五日
か ら
9. 13 華北蒙疆神職会か　 現地神職養成に
皇学館、 国大に留学生派遣
9. 13　 支那浄土教発生地 玄中寺の日華合同
曇鸞大師大法要日程決る
9. 13　 華北神連 布教師講習
9. 13 「耳」 と 「眼」 で融合 興亜運動の目
的達成へ
9. 13　 中国青年僧の錬成会 中支蘇州 一井
宗元 (上)
9. 13　 撫順から
9. 15　 満洲建国十周 年と諸大会
9. 15　 共栄圏に於ける　 民族指導の問題 高
階省三 五







1942. 9. 15 国都新京に多彩な慶祝調 けふ、 満洲
建国十周年記念式典
9. 15 忠霊廟の動労奉仕 満洲国教派神道総
会 慶祝大会の盛況
9. 15 皇帝陛下率先敬神御垂範 橋本祭祀府
総裁と語る 建国神廟御遷座後一般参
拝を許可
9. 15 在支神社制度の確立 土田参事官を委
貝長に 華北蒙疆神職会で調査
9. 15 中国青年僧の錬成会 中支蘇州 一井
宗元 (下)
9. 15 満鮮から
9. 16 教益を求め日本へ (泰国赴任の感想)
満洲国 鄭萬




9. 16 咳野に鍬を振ふ 妙興禅林奉仕隊 成
果をおさめて帰国
9. 16 中国人に愛のメス 基青 南京に診療
所開設
9. 16 満人のみの天理教会 婦人の満系教師
もゐる
9. 17 われらは皇国の使節 “海外同胞訓”
ど 誓” 制定 毎日電波に乗せ呼びか
く





9. 17 建国忠霊廟 勤労奉仕
9. 17 興南錬成院 十月一日開院
9. 17 布教監督設置 開教使の徴用 臨済教
務所長会
9. 17 沙河口神社の 儀式殿上棟祭
9. 17 “蘭香寺” を創建 大派拓地開教に一
エ ポ ッ ク
9. 18 民心の把握は教育と宗教 中支北支は
基督教の持場 事変完遂の要諦 牧野
氏談
9. 18 浄土宗台湾 開教監督 吉永氏起用
9. 19 無我的国家日本 或満系学生との問答
(上) 伊藤鐙信
9. 19 暗爾演通信 国際都市にワッショ ワ ッ
シ ョ 豪快な神輿渡御
9. 19 開拓の英霊と戦士に 贈る “土を拝む”
お東から全開拓団へ
9. 19 開拓奉仕の 感激を語る 天理教奉仕
団 土佐断腸ら来社
9. 19 印度を語る
9. 19 大東亜戦下 半島の皇民徹底運動 総
督府と三十本山 内地各宗の総参加
9. 19 三笠開拓団で 大派現地訓練
9. 19 満洲建国の理想に鑑み 開教を如何に
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
すべきか　 仏立講が新京で代表協議会
9. 19　 京城西別院の　 龍谷女塾開校
9. 20　 無我的国家日本　 或満系学生との問答
(中) 伊藤誼信
9. 20　 大東亜仏青大会　 明春五月東京で開く
大日本仏青理事会で協議
9. 20　 華北政務委員会内に　 宗制討論会を設
置　 北支宗団法準備のため
9. 20　 中国宗教官庁　 の人事異動
9. 20　 北支玄中寺に於ける　 公鸞遠忌を迎へ
て　 菅原恵慶 (上)
9. 22　 中外戦線　 植民文学 につ いて 古野
清人
9. 22　 無我的国家日本　 或満系学生との問答
(下) 伊藤誼信
9. 22　 高岳親王奉賛会　 愈よ廿八日発会式
9. 22　 華北との連絡に　 北京に連絡委員会設
置　 安田大日本仏教会副会長談
9. 22　 大東亜理念に基づく　 新神学樹立を哺
育　 北文内務総署講座
9. 22　 大東亜共栄圏は　 先づ母の力から 日
緬文化協会結成
9. 22　 建国神廟を拝す　 万代揺かぬ聖域 東
洋美術の精聚む忠霊廟
9. 22　 北支玄中寺に於ける　 曇鸞遠忌を迎へ
て　 菅原恵慶 (下)
9. 23　 華北新教団の一翼　 山東諸教派合同
日基教団の指導を要望
9. 23　 半島同胞の各戸に　 仏壇安置運動 独
力、 協和夜悶学院も開設　 大派大聖寺
教区
9. 23　 日、 仏印学生交換　 来春よ り愈よ実施
9. 23　 東本願寺が　 香港に開教 松本開教使
着任
9. 24　 当時の日華　 交流を物語る 僻遠の余
姚になほ残る樫樹　 紺年前水野氏が植
樹　 朱舜水の遺跡に香る
9. 24　 赤道直下の奇遇　 “御連枝” さんかと
り もつ　 世界的画伯と従軍画家
9. 24　 興亜教育実践の体験談　 各府県代表が
発表報告　 帝国教育会本年度の教育祭
全国初の試み
9. 24　 全東亜諸民族に　 日本の母の力を同化
先づ日満の家族的共同体から
9. 24　 大派天津別院　 創立四十周年 記念法
要営む
9. 24　 日本人の再日本人化　 急務を説く 独逸
哲学者　 亜細亜の為の亜細亜音楽の創
造へ
9. 24　 神戸に南方医専　 設立計画進めらる
9. 24　 大東亜文化講座　 京都宗教文化連盟
9. 26　 瞑想　 “ア ンコ ール ・ ワッ ト 角田
素江　 一


















10. 3 十一月に落成人仏式 南京名物の偉容
西別院の建築進む
10. 3 満洲国が 「勤労奉公制」 を提案 国
兵関係者除く廿万壮丁招集
10. 3 南方の宗教対策強化 宗教関係者の司
政官発令
10. 3 南方文化の建設 挺身報道要員募る
10. 4 瀋陽萬壽寺詣で 布袋然たる省縁さん
男人禁制の尼寺も 満洲寺廟巡礼(3)
10. 4 半島人門徒中心に 十三末寺を創建
鮮満国境に珍しい真宗教団
10. 4 愈よ軌道に乗る 比島軍宗教部の新編
成
10. 6 印度独立運動と 国民の宗教的教養
宮地廓慧 一
10. 6 “支那基督教の研究” 相次ぐ学界へ
の貢献 佐伯博士= 多年研讃の結晶
10. 6 五台山方面中心に 山西学術調査団の
成果聴く 神戸市民科学講座
10. 7 台湾本島人子弟の中学校 西本願寺が
苗栗に創設
10, 7 愈よ本格的開始 大陸進出の社会事業
西本願寺上海福壽院診療部
10. 7 現地関係者と会同 布教方策を協議
三教代表者らの現地便り
10. 8 光る仏立講 の満洲開拓
10. 8 李王殿下の御心奉戴し 物質の都に精
神の女性道場 大阪の中心に 状暉塾”
創設
10. 8 曇鸞大師遠忌 昨日知恩院で
10. 8 満洲の仏教居士林 「惜字会」 居士林
を訪ふ 大醒、 如蓮法師らと語る 満
洲寺廟巡礼(4)
10. 9 満洲国と教派神道 満洲国建国十周年
祝典参列よ り帰りて 芳村忠明
10. 9 六朝摩崖仏の発見 山西省中北部仏跡
調査 道端谷大教授学界へ報告
10. 9 満僧に興亜教育 日満華の団槃風景
「惜字会」 居士林を訪ふ 満洲寺廟巡
礼(5)
10. 10 満洲国と教派神道 満洲国建国十周年
祝典参列よ り帰りて 芳村忠明
10. 10 大派天津別院 開教四十周年 記念法
要盛儀
10. 11 南方進出と 銃後の問題
10. 10 京大科学陣が 大挙共栄圏へ 専門研
究を展開
京大南方科 学研新発足
10. 11 ヒ ン ド ウ ・ マハサ バと仏教 (上)
田中於菟弼
10. 11 宗教を通 じて 防疫、 医療、 宣撫を
天理教が緋埠、 懐遠に病院開設
10. 11 仏陀祭の反響 南方諸国から感謝 更
に仏教親善の強化要望







9。27 瞑想 “ア ン コ ール ・ ワ ッ ト’ 角田
素江 二
9. 27 呼び戻す “日本の母” の心 天津西
別院西脇輪番談
9. 27 ポナペ西本願寺 正式に認可さる
9. 27 満洲建国十年 お祭り参列記 落合か
んも (下)






9. 29 共栄圏の親善へ 僕等も私達 も一役を
9. 29 半島のみの教会 既に二十ケ所 教師
も続々養成中 天理教朝鮮布教の現況
9. 29 天理教華中伝 道庁長ら異動
9. 30 瞑想 “ア ン コ ール ・ ワ ッ ト 角田
素江 三
9. 30 外国使臣の眼驚かす 新京の大神幸祭
新京神社に詣づる記
9. 30 南方共栄圏各地域の 皇軍慰問と現地
視察 大派木下前参謀帰来談
9. 30 全満開拓村の 拓導士を再教育 西本
願寺最初の試み
9. 30 新中国青少年の育成 金光教の上海忠
信小学校 創立三周年式典




9. 30 満洲国正史編纂 東西両大学で上梓
9. 30 フレーヌ博士 北京に向ふ
10. 1 瞑想 “ア ン コ ール ・ ワ ッ ト 角田
素江 四
10. 1 恰ら世界宗教展 まとめあげた総会九
つ 民生部質的向上へ 満洲寺廟巡礼
(1)
10. 2 瞑想 “ア ン コ ール ・ ワ ッ ト 角田
素江 五
10. 2 三千年前、 殷時代の 木鋤を用ふ農民
支那農民研究= 野中氏談
10. 2 現地に呼応 し 曇鸞大師法要 知恩院
で営む
10. 2 護国般若寺に 方丈善果法師訪ふ 華
麗な葬送列に驚く 満洲寺廟巡礼(2)
10. 2 朝鮮の犬法要 大傅寺と若芦寺
10. 3 昭南より 大久保弘一
1942. 10. 11 在留邦人の 思想精神の指導 山東祭
政会か北支の 治安強化に活動
10. 11 大東亜共栄圏 確立に協力する 宗教
学の諸問題中心に 第七回宗教学大会
10,11 紅1字会活動 作田代議士等視察
10. 11 満洲仏教を独立 仏教大会の意義と影
響 満洲寺廟巡礼(6)
10. 13 ヒ ン ドウ ・ マハサ バと仏教 (下)
田中於菟弼
10. 13 太夷宮参詣記 (上) 夏目隆文
10. 13 中国民衆と 共にある 済寧本願寺
池尻糸導氏談
10. 13 興亜理念の共同意志結集 愈よけふか
ら東京に開く 日満華興亜団体初会合
10. 13 国民学校女教貝興 亜問題研究会結成
10. 13 八紘為宇を世界に顕現 仏、 力、 回三
教を通 じて 高見代議士の= 宗教思想
戦進歩
10. 13 中日仏教学界を復活 常磐博士の渡支
を機に 江朝宗氏等の発起
10. 13 中国宗教界革命に 見事金字塔を樹立
華北基督教= 新教団を結成
10. 14 南方は日本人に好適地 南方呆けも=
心構へ如何で解消 原住民への考へ方
を改めよ ・竹井南洋協会主幹談
10. 14 太夷宮参詣記 (中) 夏目隆文
10. 14 満洲回教協会本部 新京清真寺を訪ふ
きびしい戒律語る沫浴室 満洲寺廟
巡礼(7)
10. 15 共栄圏文化の確立へ 「 日仏印交歓学
生協定」 発効 明春から実施の要綱決
る
10. 15 南方開教に 特別監督 お西の活動
10. 15 朝鮮神宮で 献詠披講式
10. 16 太夷宮参詣記 (下) 夏目隆文
10. 16 ただ誠の心を以て 日満泰親善に轟す
是非仏教を学びたい 鄭萬氏赴任の
決意語る
10. 16 回教寺院を見学 、回教協会京都支部
10. 16 ヒンディ ー文学の九賓 (上) 辻直四
郎
10. 16 太夷宮参詣記 (補遺) 夏目隆文
10. 16 満洲開拓少年戦士の 寮母さん達を錬
成 自然に要求する宗教 瀧川隊長は
語る
10. 16 座禅錬成しつつ 南方思想講習会 相
国寺の方丈で計画
10. 16 鄭公使一行 賑やかに東上
10. 16 日本最初の回教団 西南亜語辞典編纂
10. 16 大東亜共栄圏に協力する 青年仏徒の
使命完遂に 共栄圏仏青代表会議の開
催
10. 16 蒙疆治安圏の強化 地籍、 民籍の整備
地方自治の確立へ
10. 16 徴兵制実施に伴ひ 身が入る国語学習
半島同胞の嬉しい現象
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10. 20 ヒンディ ー文学の九賓 (中) 辻直四
郎
10. 20 大東亜建設に 協力する神祗活動 具
体策樹立の関係者会議に 内相も激励
の訓示
10. 20 全西亜、 印度の 回教徒大同団結 反
英運動を策す
10. 20 満洲一の道教叢林 太清宮を巡礼 無
欲恬淡な道士生活 満洲寺廟巡礼(8)
10. 21 ヒンディ ー文学の九賓 (下) 辻直四
郎
10. 21 中外戦線 海外伝道の問題 古野清人
10. 21 南方の青少年に 贈る英文釈尊伝 西
本願寺翻訳課から
10. 21 菊薫る明治の佳節中心に 東亜の文芸
復興期す 「大東亜文学者大会」 開く
10. 21 興亜学院入所式
10. 21 道院と世界紅1 字会 満洲国総会訪ふ
特別厚意で “扶乱” 拝観 満洲寺廟
巡礼(9)
10. 22 日泰親善の襖 守護神に聖徳太子尊像
ピブン首相に報親会から贈る
10. 22 大束亜精神建設の 誓ひもかたく 北
支玄中寺で盛大に 日華合同の大遠忌
10. 22 仏教同願会日本で年会 北京全朗法師
らけふ来朝
10. 22 五族か共に祈る 大東亜聖戦の完遂
北京で一大祈願祭執行
10. 22 日華文化の交流で 日本仏教各宗派代
表と懇談
10. 22 半島同胞の皇国臣民化へ 国民総力運
動の実績 全鮮に四十万の愛国班 鳥
川朝鮮連盟総務部長談
10. 23 丸腰組の頑張り秋 日宗河田行誠氏の
満蒙支宗教視察談
10. 23 朝鮮基督新教 大合同への準備 聖公
会も参加せん
10. 23 太田美代治 氏を悼む 古川大航
10. 24 国語の海外進出 (上) 関為之祐
10. 24 光暢法主か激励の喧け 東本願寺の南
方美術調査隊壮図へ 絵画を泰、 仏両
国政府へ贈進
10. 24 米英的神学を払拭し 東亜基督教を樹
立せよ 華北教界事情語る= 石橋博±
10. 24 呂祖像の左右に 孝子と母の像祀る
満系巡査も通訳に一役 満洲寺廟巡礼
(10)
10. 25 国語の海外進出 (中) 関為之祐
10. 25 中国人学徒に日本語で 太子十七条憲
法を講義 中支杭州仏教大学の興亜調
10. 25 天台宗、 浄土宗では 満蒙系青年教育
真言宗では古義系が多い 満洲寺廟
巡礼(11)
10. 27 国語の海外進出 (下) 関為之祐









11. 3 謬られた豊太閤 本来 “征伐’ の意志
な し 森田氏談
11. 3 大東亜省愈よ発足 戦争政治体制確立
す 初代大臣に青木国務相
11. 3 共栄圏内の各語に翻訳 中臣祓を原住
民に理解 神職界某有力者は語る
11. 3 蒋時代の諸法令一擲 宗教の保護育成
に 華北宗制討論会の設定
11. 3 現代に生きる中国人に 新しき精神内
容与へよ 華北教界に教学刷新の機運
武田調査官談
11. 3 現地各宗団内に 中国宗教研究会 近
く文化建設連盟組織
11. 3 在支各宗派布教師の 痛いところを突
く 来朝の仏教同願会視察団 日本仏
教徒と懇談
11. 3 南方か慕ふ日本精神 ラ ングーンに研
究所設立
11. 5 回教研究に 総力結集を要望 近 く具
体化せん
11. 5 錦州高野山 阜新寺落慶
11. 5 日華教育の提携に 現地に専任顧問
基教教育同盟か近く 派遣
11. 5 北支仏教同願会の 東京年会終る 宣
講団組織その他決定
11. 6 日華仏教徒懇談 会に就て
11. 6 ビルマ戦線の華 木村、 柴田氏ら悼む
日蓮宗興亜局主催
11. 6 仏教同願会員 の旅情慰める 藤井有
隣館で
11. 6 昔の京城の癌 土幕民が 臣民の誓に
結ぶ平和村 東本願寺十年の苦心結実
11. 6 大東亜建設と宗教学 適切な恒久的施
設と 研究者の養成が肝要
11. 6 大陸に折る(1) 正しい神社の認識は
即ぢ 日本” の認識 海外神社奉仕
の精神的拠点
11. 7 日泰文化交流 への瓊言
11. 7 南方宗教工作に挺身 女性要員の錬成
十一日から文部省で開設
11. 7 南方最前線慰問
11. 7 大東亜建設 戦士を育成 龍大に専門
程度の 興亜科創設
11. 7 大陸に祈る(2) 暗爾演神社創建当時は
教派神道教師か奉仕 神速忽ち成る
御造営
11. 8 大東亜文学者 大会を評す
11. 8 大阪に中国学生 連盟結成の企て 東
亜新興会等乗出す
11. 8 ポナペ仏教会 三派合同で創立







1942. 10. 27 授乳機能を失った島人 マレー人種の
撲滅図る 人道の敵= 英の残虐振り暴
露
10. 27 惟神の道を国本とする 満洲の神祗問
題解決は急務 大麻と神璽の関係はど
う なるか 満洲神職界の元老山内氏談
10. 27 海外の神社は 大束亜省管下へ 待望
の制度確立実現か 一方、 神社行政の
一元化要望




10. 27 開教草分は西本願寺 教勢仲ぷ東本願
寺 国都に築 く 日本仏教の殿堂 満洲
寺廟巡礼(12)
10. 28 中外戦線 原住民族 の運命 古野清
人
10. 28 新生比島協会から 賀川さんを招聘
真正の基教樹立に努力





10. 29 北支の太田美 代治君を悼む 丸山義
淵 (下)
10. 30 日華仏教の 連絡提携方策 同願会訪
日団員と 仏教会の協議懇談会
10. 30 書評 高楠順次郎博士著 大東亜海の
文化
10. 31 文化交流に多彩な活躍 東京と磐谷に
「日泰文化会館」
10. 31 文化人で中華人の魂を ! 福田氏ら三
居士の遺志生せ
10. 31 文化、 経済、 物資の 綜合研究所設置
北京燕京大学中心に
10. 31 興亜同盟機構縮小は不可 新指導者を
据ゑて再進発
11. 1 南方の大戦果 と必勝信念
11. 1 印度支那指して 角田素江
11. 1 北魏仏教の全貌 「支那仏教史の研究」
塚本善隆氏が刊行
11. 1 日本の宗教家は挙って 共産匪の真只
中へ入れ 真の宣撫はこれ以外不可能
加藤内原訓練所長叫ぷ
11. 1 回教に理解と好遇 日本の動向語る
帰国した回教大学教授
11. 1 南方工作に従事する 女性要員を養成
文部省で錬成を企図
















1942. 11. 10　 日満座談会　 仏教同願会貝 昨有隣館
訪問





11. 10　 同願会と同じ組織　 基教、 回教にも望
む　 在京七日 武田調査官の感想
11. 10　 曹洞朝鮮総監に　 伊東泰邦氏
11. 10　 談玄法師を偲ぷ　 牧田諦亮
11. 11　 華北教団の誕生機に 「東亜伝道会」
の大英断　 同地方の教会を新教団に提
供
11. 11　 仏の道で　 魂の結束を ビルマ のサヤ
ドウ大僧正に　 日本仏教会か黄衣贈る
11. 11　 興亜宗教協力会議　 明春開催を 目指し
て準備
n . 11　 談玄法師を偲ぶ 牧田諦亮
11. 12　 人種と国籍を問はず　 行旅病者等に救
療奉仕 京城仏教各宗連合の “慈済院”
鮮語で読誦　 “浄土和讃”
11. 12　 正しき 日本語と大和心で　 南方に挺身
聖女文化部隊
11. 12　 大束亜戦完遂祈る　 華北民族の共同祭
典　 祭主に高山昇翁渡支
11. 12　 高岳親王奉賛会
11. 12　 惟神の大道を顕揚実践　 大東亜共栄圏
の建設を　 東条首相 神祇協力会議で
強調
11. 12　 満洲仏立開拓集団　 統制拡充の審議
仏立講政会議始る
11. 12　 近く 中支に　 留学生派遣 天台宗戦時
事務局活動
11. 12　 大陸に祈る(3) 五千の居留民が　 赤誠
築く吉林神社
11. 12　 談玄法師を偲ぶ　 牧田諦亮
11. 13　 中外戦線　 上海茶話会 本荘可宗
11. 13　 盟邦泰国へ水害慰問　 仏教学徒の 報
国精神昂揚大会　 大日本仏教会で決議
11. 13　 虔やかな黒衣に　 燃える愛国熱 南に
行く乙女等の錬成会
11. 13　 南方雄飛志す　 思想戦士錬成 巴利文
化学院
11. 13　 鮮系仏徒得道のため　 間島省に特殊寺
廟　 創立計画着々進む
11. 13　 談玄法師を偲ぶ　 牧田諦亮
11. 14　 北京仏教界の素描 (- ) 竹田淳照




11. 15　 北京仏教界の素描 (二) 竹田淳照




11. 15 敬愛の念もち 中国人に接せよ 西本
願寺全北支開教使会議







11. 15 南方の回教徒 に就いて聴 く
11. 15 大陸に祈る(4) 舞楽の大陸進出 善
美を盗した殿堂　 一流官社に比肩の大
連神社
11. 17　 北京仏教界の素描 (三) 竹田淳照
11. 17 神祇科目を師範 本科の必須科目に
大陸科廃止に伴ひ 神祇諸団体で対策
協議
11. 17　 大陸に祈る(5) 関東神宮御造営工事
本殿等殆ど竣功 忠霊仰 ぐ白玉山納
骨祠
11. 18　 中外戦線　 周囲民族の 言語研究 古
野清人
11. 18 北京仏教界の素描 (四) 竹田淳照
11. 18　 統制部の飛躍　 満洲開拓仏立集団
11. 18 国士的土の戦士を 基隆に農業奉公隊
結成
11. 19 北京仏教界の素描 (五) 竹田淳照
11. 19 南方美術調査隊 サイゴン到着 愈よ
調査第一歩印す
11. 19　 興亜宗教家と して　 実践力の涵養に
大東亜省の指導で明日開く 対支布教
師錬成会
11. 19 汗の奉仕を通じ 建国魂の錬成 “満
洲国民勤労奉公法” 公布
11. 19 戸川開教師 に報告聴 く
11. 19　 大陸に祈る(6) 秋祭に描く 興亜調
11. 20 北京仏教界の素描 (六) 竹田淳照
11. 20 大東亜文学者 大会の意義 新宅博雄
11. 20 興亜宗教迎動の 強化促進を期す 興
亜宗教記者大会開く
11. 21 ビルマの大僧正から 贈られた仏舎利
を奉安　 瑞雲山大東亜寺を建立 桜井
ビルマ軍政顧問の発願
11. 21　 満洲国開拓村の　 入植僧侶錬成 公主
嶺訓練所山本匡夫氏
11. 21　 “闇取引” 絶滅へ 満洲の宗教団体起
つ
11. 21 共栄圏の芸能樹立　 けふ 「大東亜文化
協会」 発会式
11. 22　 建国十周年と 開教四十年記念 画期
的大事業を 宇野西本願寺総長談
11. 22　 “伝道戦の糧” 聖書も 中国人自らの
手で　 中華聖書協会の再出発

















12. 3 開拓村に寺院を配給 北海道農法と満
洲農法 そして寺院の研究調査
12. 3 台湾新竹神 社小社に
12. 4 南洋華僑の性格(8) 金孝敬
12. 4 興亜宗教協力会議 開催に多大の関心
宗教問題研の希望
12. 4 青年仏教徒の 提携で大東亜建設 大
東亜仏青会議 開催準備局成る
12. 4 童心の結ぶ 日華提携
12. 5 南洋華僑の性格(9) 金孝敬
12. 5 興亜の先覚者 故南条博士建碑式 九
日浅草本願寺で挙行
12. 5 蔵支国境で殉教 能海寛の追遠式 け
ふ縁 りの浄蓮寺で
12. 5 東本願寺満洲 別院庫裏完成
12. 5 日泰青年仏教徒の 結盟第一陣成る
成果収めた全連の催
12. 5 漢口西本願寺移転 別院昇格の基底な
る
12. 5 医術報国へ 南方医学研究
12. 6 南洋華僑の性格(10) 金孝敬
12. 8 中支杭州西湖の名勝 「湖心亭」 を復
興 隆定法師畢生の努力
12. 8 支那台湾に大 派布教所増設
12. 9 南方建設の 英霊に感謝 比島派遣軍
の 戦没者忠魂祭
12. 9 李王妃殿下お成り 東京基教女青の光
栄
12. 9 南方宗教対策の確立や 国内宗教活動
の整備強化 文相官邸の懇談会で強調
12. 9 南仏印に勢力持つ “高台教” の研究
紅1字講演会で開催
12. 10 南方の宗教問題の重要性強調 但し工
作的態度は改めよ 文相官邸の懇談会
に建設意見
12. 11 「支那派遣将兵 に与ふる書」
12. 11 神性の自覚 一大東亜宗教の建設一
堀一郎 一ノ上
12. 11 馬来をマライ バタ ビヤは ジャ カ ルタ
に
12. 12 神性の自覚 一大東亜宗教の建設一
堀一郎 一ノ下
12. 12 仏印へ第一歩 南方美術調査隊より
一第一信一 角田素江
12. 12 釜山西別院の婦 人会が重機献納
12. 12 大東亜建設に活現される 明治時代の
南方との仏教交騒 由緒深ぎ シャム”
皇室の仏像奉安
12. 12 台湾本島人教化陣に 本島人僧侶を錬
成 一西本願寺台湾別院で-
12. 13 神性の自覚 一大東亜宗教の建設一
堀一郎 ニ ノ上
12. 15 スコールに欣 ぐ 南方美術調査隊より
一第二信一 角田素江










11. 26 学界に初めて紹介 山西南部仏跡調査
資料 岩洞内に唐代石経等発見
11. 27 バリ島の民族信仰(3) 竹中信常
11. 27 南洋華僑の性格(2) 金孝敬
11. 27 同甘同苦の誠意を 泰国の水害に 大
日本仏教会の飛檄




11. 27 廣轟姫の仁愛精神 南方文化工作に生
かす 護王神社が具体策考究
11. 27 大陸に祈る(7) 暴戻支那軍の ドテ ッ
腹に 神幸行列の強襲 重軽傷に屈せ
ず奉仕敢行
11. 28 バリ島の民族信仰(4) 竹中信常
11. 28 南洋華僑の性格(3) 金孝敬
11. 29 バリ島の民族信仰(5) 竹中信常
11. 29 南洋華僑の性格(4) 金孝敬
11. 29 アジア民族の解放と 新文化建設に挺
身せよ 永井柳太郎氏の講演要旨
11. 29 大陸に祈る(8) 満洲にも朝鮮にも
国魂大神を祭れ 領事館奉建の京城神
社
12. 1 南洋華僑の性格(5) 金孝敬
12. 1 新文化創造のために 「華北古蹟古物
綜録」 成る 興亜宗教協会の努力
12. 1 大東亜戦一周年迎へ 興亜宗教記者大
会 宗教の興亜活動促進期す
12. 1 満鉄各義勇隊に お東が仏壇贈る
12. 1 指導者現地派遣と 日華交歓教授の計
画 基教教育同盟の対支方針
12. 1 大陸に祈る(9) 総督も厳重に参寵し
潔斉で内地に垂範 半島総鎮守朝鮮
神宮
12. 2 南洋華僑の性格(6) 金孝敬
12. 2 南方文化の建設には 宗教方策の樹立
か急務 調査書基礎に、 近 く大綱を作
成
12. 2 人材養成のため 大東亜教学研究調査
室 天台宗が新に設置
12. 2 大陸に祈る (完) 気候風土 も顧慮
外地神社制度を確立せよ









12. 23 写経一千余巻で 大陸に回向塔建立
◇…三井銀行の日笠有二氏
12. 23 貧しい中国の病者に 愛とメスの奉仕
坂口女医の献身で療院開設
12. 23 政府の南方宗教対策 明春から具体化
されん 大東亜省で も資料蒐集
12. 23 対外伝道一本建論と 東亜伝道会の去
就 理論と並行せぬ資金か悩み
12. 23 日泰文化協定成立と宗教 文部書記官
吉田孝-
12. 23 宗教家の活動に期待 日、 タイ文化協
定効力発生
12. 24 「金陵東文学堂」 敵産小学校を校舎に
お東が四十年振りに復興
12. 24 使節の交騒や調査研究中心に 宗団進
出、 布教は許されぬ 文部省が日泰宗
教親善を指導
12. 24 京都女専に “東亜科” 大束亜留学生
対策 お西の龍谷商議会
12. 24 仏教を通 じて共に 大東亜の建設に
ビルマ週刊英字紙発刊で 国際仏協が
同国仏教徒にメ ッセーヂ .
12. 25 南方仏教と戒律 水野弘元
12. 25 新結束本願寺の 一周年記念行事
12. 25 南洋コロールから
12. 27 南方仏教と戒律 水野弘元
12. 27 日泰文化協定 結成記念に 仏教国泰
にお祝ひの辞 大日本仏教会安田副会
長の海外放送
12. 27 板垣朝鮮軍司令官 朝鮮神宮へ神馬献
進 半島産の若駒 “瑞雲号”
12. 27 泰国外相から 謝電 “国際仏協べ
12. 27 大東亜宗教 事情調査会 関西分室協
議会
12. 27 大東亜仏教研 研究員鐙衡終る
12. 29 南方仏教と戒律 水野弘元





神社と神物各派　 “仲よ ぐ 雅楽会
国際都市ハルビンの朗話
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
1942. 12. 15 アンコールの奇緑 南方美術調査隊よ
り 一第三信一 角田素江
12. 15 大東亜青年仏徒一堂に会し 興亜の聖
業完遂を期す “大東亜仏青大会” の
開催決る
12. 15 多量の学的収穫 大東亜仏教調査会を
設けよ 小笠原龍大教授談
12. 16 神性の自党 一大東亜宗教の建設一
堀一郎 三
12. 16 東洋における巴里 南方美術調査隊よ
り 一第四信一 角田素江
12. 16 驚く べき神かかり現象 ビルマの親日
運動の根本 特別任務の某軍属の報告
12. 16 高岳親王奉讃の夕 あす、 九段軍人会
館で
12. 16 涙ぐましき半島 同胞、 報国の熱意
“国内これ戦場” の精神昂揚
12. 16 学的にも権 威づけた 共栄圏の宗教
調査 西本願寺が
12. 16 南方宗教事情研究 興亜宗教記者会で
開催
12. 17 共栄圏留日学生招き 興亜親善の集ひ
東京基貴会の催し
12. 17 仏印の美術学校 南方美術調査隊より
一第五信一 角田素江
12. 17 王揖唐氏代香派遣 多数華人の焼香
故田中氏の国際的本葬
12. 17 大東亜圏の経済調査 “神戸商大興亜
経済研” 新発足
12. 17 海外同胞中央会 神戸支部誕生
12. 18 華北各種宗教団体か 必勝精神の昂揚
運動 全北支に積極的展開
12. 18 南洋学院 生徒募集




12. 20 今後は真如親王と奉称 文部省から非
公式に指示
12. 20 大東亜建設に 先づ 「人」 の育成 西
本願寺に大規模な 共栄圏留学生後援
団体結成
12. 20 相互の理解と親善を基に 日本宗団そ
のままの進出は不可 南方宗教対策の
根本
12. 20 華北教会の躍進に呼応 華中にも合同
機運a化 中国基督の自主自養運動
12. 22 “共栄圏宗教 政策の重要性”
12. 22 日泰攻守同盟締結一周年 泰仏像前に
聖戦完遂祈念祭 駐日大使に聖観音像
贈る きのふ、 国際仏教会員か
12. 22 宗教か協力する興亜活動強化 「大東
亜宗教文化研」 創設 官民各方面に要
望昂まる













1。 1　 天理教　 泰国を中心に 南方調査隊を
劈4 .
1. 1　 眉公河湖行記 (上) …西貢よ り東京
塞の首都　 プノ ンペ ンまで… 角田素
江
1. 1　 大陸を見る目 (上) 矢野旭香
1. 3　 真如親王の　 御命日について (上)
杉本直治郎
1. 3　 戦ひの中にこの建設　 比島教界に新生
の鐘　 新教宗教班員の 語る比島の姿
東亜唯一の基教国　 新教の新興勢力
皇軍将士も驚 く　 アメ リカ的基督教
日本語教育の将来
1943. 1. 3 大東亜建設の一翼に 「亜細亜文化研
究所」 天理教に近 く結成
1. 3 “薬” を仏様から頂く 蒙古陣の生活
を語る藤井氏
1. 3 大陸を見る目 (下) 矢野旭香
1. 5 アンコール ・ ワッ トの仏前に 真如親
王御遺跡追慕 南方美術調査隊の画期
的法要
1. 5 昭南神社の初代 神職に中村祭務官
今春拝する御鎮座の盛儀
1. 5 朝鮮開教に 一転機 皇民化運動に
お西の用意
1. 6 真如親王の 御命日について (下)
杉本直治郎
1. 6 山東祭政会いよいよ 本格的実働に入
る 新春より機関誌発刊
1. 7 共栄圏の宗 教事情調査 臨済宗報国
会
1. 8 半島出身者の 文化指導に 大阪市、
積極的
1. 9 七十七老僧か団長で 大陸開拓に起つ
満洲への分村に一大暗示 熊本県砥
用郷建設
1. 10 本年から四ヶ年計画の 天理村開拓移
民団 先遣隊五十名三月に渡満
1. 10 陸士満華蒙の留学生 知恩院に参拝
郁芳管長の法話を聞く
1. 10 印度語講習会 十六日より神戸で
1. 10 満洲基督教 開拓団活躍
1. 12 真如法親王琵去の年時に関して 高楠
順次郎
1. 12 南方仏教と戒律 水野弘元
1. 12 国民政府の参戦宣言で 開教寺院教会
の問題は? 一租界の土地と物件整理
は必然-
1. 12 ワンワイ殿下より 水害見舞謝状 国
際仏教協会へ
1. 12 泰国の水害へ 兵庫仏連見舞
1. 13 真如法親王莞去の年時に関して 高楠
順次郎
1. 13 南方仏教と戒律 水野弘元
1. 13 中国参戦による 敵産物件整理と 開
教寺院の問題
1. 13 愈 本々調子に乗る 大東亜宗教協力会
議 興亜宗教同盟主催で
1. 13 病める中国婦女子ら に愛とメ スの福
音を 池永女医に代る第二の献身者
1. 14 真如法親王苑去の年時に関して 高楠
順次郎
1. 14 南方仏教と戒律 水野弘元
1. 14 大東亜文化の建設と 神社問題の懇談
関係権威者参集して 東亜民族文化
協会主催
1. 14 中華民国と開 教陣の善処方 西本願
寺の指令
1. 14 雄大なる海洋政策が根幹 八紘為宇実
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
現は　 藤森少将等再び実働を始む
1. 14　 中支一帯に亘る　 基教工作を強化 中
支宗教連基教部の新方針
1. 15　 真如法親王莞去の年時に関して　 高楠
順次郎
1. 15　 南方仏教と戒律　 水野弘元
1. 15　 シ港陥落記念日を 卜し　 昭南神社鎮座
祭
1. 15　 予算二十六万円を計上　 準備局を設く
大東亜宗教協力会議
1. 16　 決起する七　 十七老僧
1. 16　 真如法親王苑去の年時に関して　 高楠
順次郎
1. 16　 欣の民族 (上) カムボヂヤ人の生活
角田茂
1. 17　 膜の民族 (下) カムボヂヤ人の生活
角田茂
1. 17　 大東亜戦の　 報恩講 西六条総会所で
中国人の初布教
1. 17　 皇軍の温き庇護に　 伸びる比律賓の宗
教　 帰還宗教班の綜合報告
1. 17　 中国のお百姓対象に　 奨農運動を 北
支宗教報国団の事業
1. 19　 南方宗教工作と　 みい く さ の原理
(上) 角田茂
1. 19　 開教圏展　 けふから丸物で




1. 20　 南方宗教工作と　 みい く さ の原理
(下) 角田茂
1. 20　 民族研究所開く　 初代所長に高田保馬
博±
1. 20　 中支武漢地区の　 基教各派が合同 華
中教団結成への一石
1. 20　 大東亜文化の　 建設と神社問題 国魂
神の御本質論で賑ふ　 東亜民族文協懇
談会
1. 20　 南方諸語の　 講座開く 大東亜仏教研
1. 20　 中支宗連有田　 神道部長上京
1. 20　 中支宗連基教部　 宗教工作班陣容
1. 21　 回教や紅FH字会と提携し　 大東亜文化
の建設に協力　 中支宗教大同連盟の新
計画
1, 21　 南支へ　 密教重興会の招聘で 仏教親
善使節
1. 21　 アンコールワッ ト中心に　 周辺シャン
グル内遺跡探検　 クメ ール民族万霊追
悼法要
1. 23　 興亜教育事業　 団体を統合
1. 23　 巴利文化学院の業績　 多数南方に挺身
活躍　 少数精鋭主義で錬成
1. 23　 大束亜建設と　 神社問題解決に 海外
神社協会を整備拡充




2。10 南方宗教対策に 関する一示唆 (六)
久野芳隆
2. 10 同生同死の血盟の下に 日泰仏徒の総
進軍 文化協定成立を記念し 親善仏
教徒大会開く
2. 11 世紀の道場 (一) 一北辺の征旅にあ
りて一 永島純一
2. 11 米英の圧迫から 回教徒を解放 谷外
相帝国の決意閑明
2. 11 南方宗教対策に 関する一示唆 (七)
久野芳隆
2. 13 世紀の道場 (二) 一北辺の征旅にあ
りて 一 永島純一
2. 13 大東亜共栄囮の 青年仏教徒一丸に
聖戦目的完遂に挺身 大東亜仏青大会
要綱決る
2. 13 南方諸地域一帯へ 真如親王の御事跡
放送 シンガポール陥落の当夜
2. 13 中支基督教 教育の新生へ 指導者の
来援希求 教育同盟の緩慢さに焦慮の
色
2. 14 世紀の道場 (三) 一北辺の征旅にあ
りて一 永島純一
2. 14 日、 仏印文化交馳に貢献 安南仏教経
典の総目録成る 「国際仏教協会」 か
ら公刊
2. 14 玄奘三蔵の舎利発見 仏教史の世界的
功労者 精神文化にも皇軍の巧妙赫々
2. 14 奉天神社錬成道場
2. 14 参戦華北の実態に即応 日常生活の生
産化へ 北支日本宗教報国団の宣言
2. 14 満洲と華北に 共栄仏青運動を起す
2. 14 支那仏教史研究 (北魏篇) を読む
(下) 大谷大学教授 野上俊静
2. 16 世紀の道場 (四) 一北辺の征旅にあ
りて一 永島純一
2. 18 大東亜仏青 大会の開催
2. 18 世紀の道場 (五) 一北辺の征旅にあ
りて 一 永島純一
2. 18 北京の敬天
2. 18 基教文化の交流に 日華の良書交換
聖書協会の共同経営は将来に
2. 18 ビルマの坊さん
2. 19 世紀の道場 (六) 一北辺の征旅にあ
りて一 永島純一
2. 20 北支宗教報国 団の宣言
2. 20 大東亜諸地域の 宗教の実相把握へ
文部省が 「宗教文化叢書」 編む
2. 20 世界仏典大系近く完備 未刊の 「越南
大蔵経」 出版 国際仏教協会の五ヶ年
計画開始
2. 20 南支へ、 “如来の使者” 佐々木教純
氏巡錫 成果挙る密教重興会
2. 21 高丘親王の御遺跡調査 顕彰具体化に
慎重 政府、 小高議貝等に答弁書
2. 21 全世界の回教徒対策 四王天代議士の
結成
1943. 1. 24　 仏教親善使節派遣　 日泰文化協定締結
記念に　 大日本仏教会の計画
1. 24　 香港の景勝の地に　 お東が本堂建立計
画　 敵産建物で常葉幼稚園
1. 26　 大東亜戦完遂　 と回教民族 四天王延
孝氏語る
1. 26　 日泰文化協定締結記念に　 東京に仏教
大会開催　 二月二十日, 築地本願寺で
1. 27　 会館を錬成道場に　 南へゆく 乙女らの
ために　 矯風会か恒久的講座開設
1, 29　 華北建設に宗教家も一役　 大使館で二
日間協議
1. 29　 逞しき生活設計者　 鍬の聖家族錬成
満洲基教開拓村の発展
1. 30　 在満神社神職　 候補者の錬成
1. 31　 香港に神社造営　 神祇院から角南技師
派遣
1. 31　 大東亜仏青協議会開催に　 全仏教界が
協力誓ふ　 連絡会議で文部省も支持声
明
1. 31　 日華文化の交流縮図 「日本文化興中
国先賢」 成る
1. 31　 南方仏教に就て
1. 31　 田村敏雄氏著　 満洲と満洲国
2. 2　 満洲国新設　 思想視察 保護制度
2. 2　 クメ ール文化の　 偉大な夢の跡偲ぶ
東本願寺南方美術調査隊　 目的違成現
地調査終る
2. 3　 共栄圏各民族が　 拝める神社を 信仰
の強制は不可　 “大東亜文化と神社”
懇談会
2. 3　 華北日本宗教報国団結成　 決戦下の食
料増産　 既に集勤指導者を講習
2. 4　 南方宗教対策に　 関する一示唆 (一)
久野芳隆
2. 4 「南方仏教　 の様態」 泉芳環
2. 4　 カムボヂヤ歌稿　 角田素江
2. 5　 南方宗教対策に　 関する一示唆 (二)
久野芳隆
2. 5　 東亜の道義確立へ　 華北宗教刷新令公
布　 宗政討論会も結成
2, 6　 南方宗教対策に　 関する一示唆 (三)
久野芳隆
2. 7　 南方宗教対策に　 関する一示唆 (四)
久野芳隆
2. 7　 昭南神社鎮座祭
2. 7　 大東亜要員　 錬成要綱




2。 7　 アンコール偶感　 角田素江
2. 9　 南方宗教対策に　 関する一示唆 (五)
久野芳隆





3。 3 保定神社の大前で　 中国参戦奉告祭
省政府主催で執行
3. 4　 対支宗教文化工作　 津田敬武
3. 4　 仏印より泰へ (上) 角田素江
3. 4　 共栄圏一体を　 大東亜開教区に 中国
は南京に監督部を設置　 浄土宗
3. 4　 玄中寺を顕彰
3. 4　 南支で活躍の　 宇津木氏帰る
3. 4　 日本音楽の南方及び　 印度進出の一考
察 (上) 副島八十六
3. 5　 対支宗教文化工作　 津田敬武
3. 5　 仏印より泰へ (下) 角田素江
3. 5　 ガ ンヂーを殺す勿れ　 印度を即時救へ !
3. 5　 英軍パゴダ盲爆　 国際仏協が管理者へ
打電　 ビルマで仏教徒慰問
3. 5　 満洲建国犠牲　 者の追弔法要
3. 6　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
3. 6　 対支宗教文化工作　 津田敬武
3. 6　 香港で華　 人と共に 宇津木二秀氏談
3. 7　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 7　 天理教開拓団　 先遣隊壮行会
3. 7　 印度民衆を激励　 昨夜、 大阪で救援関
西大会
3. 7　 日本音楽の南方及び　 印度進出の一考
察 (下) 副島八十六
3. 9　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 9　 日満支通ずる思想工作　 実務者懇談会
近く 開催
3. 9　 満洲国声々暗爾の　 宗教団体大同団結
近く各宗綜合大寺院建立
3. 10　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 11　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 11　 世界道義確立に　 鮮満一如の具現 張
将軍 ら迎へ朝鮮の開壇　 半島の紅FE字
運動に期待
3. 11　 大陸に惟神道宣揚　 北支蒙疆の神職一
丸　 華北蒙疆神祇会設立
3. 11　 米英臭を一擲　 東亜基教を樹立 華中
にも近く新教団誕生
3. 12　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 12　 大陸の神社行政整備　 最高の監督は大
東亜省で　 海外神社制度確立も近し
3. 12　 筆の戦士を講師に　 南方共栄圏講座
3. 13　 未開拓の新天地に　 天理教の新布石
本年度大陸活動の具体案決定
3. 14　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 14　 今後の大陸宗教行政は?　 治外法権撤
廃後に於ける　 日本宗教の進出方針注
目さ る




1943. 2. 21 兄も地下で感激せん オツタマ比丘令
妹との奇遇　 大阪商船 北野茂雄氏語
る
2. 21　 天理外語馬来 語部を増加
2. 21 大派大阪大谷氏　 中支監督部へ
2. 23 大東亜の新しき信 (上) ハ ンコ ッ ク
で拝んだ観音様 上村真肇
2. 24　 京城帝国大学に　 神道講座開設を 天
晴会より総督に建議す (上) 川村五
峰
2. 23 大東亜建設を表徴 上海に四十間四方
の 西本願寺別院を建立
2. 23　 ガンジー翁へ “延命の祈り” 送る
けふ、 全仏教徒の名で
2. 24 大東亜の新しき信 (下) ハンコ ック
で拝んだ観音様 上村真肇
2. 24 京城帝国大学に 神道講座開設を 天
晴会より総督に建議す (下) 川村五
峰
2. 24 百年の米英性格払拭 香港華人教会の
新生 各派合同 ・東亜基教樹立
2. 25　 仏教による　 東亜永遠の枚 仏舎利総
持寺へ奉安
2. 25　 大東亜圏内の回教徒　 と共存共栄のた
めに 相互理解深化へ
2. 25　 華北日本宗教の　 総力結集 一元的報
国運動を展開 聖戦完遂の使命負荷
2. 25　 パゴダ
2. 26 南方進出の塗け・僧籍復帰 臨済宗か
後藤亮一氏に
2. 27 クメールの文化 (上) - カ ンボヂア
雑感　 在仏印 角田素江
2. 27 日満支文化 交流の研究 細川侯を会
長に
2. 27 興亜を高らかに謳ふ “大東亜仏教聖
歌集”
2. 28　 対支宗教文化工作　 津田敬武
2. 28 印度人に対し 敵国人扱ひせぬ
2. 28　 クメールの文化 (下) - カ ンボヂア
雑感 在仏印 角田素江




2. 28　 開拓地や南洋からも 大谷派の建艦献
金へ
2. 28 水原尭栄氏謹稿 真如親王御伝 書評
3. 2　 対支宗教文化工作　 津田敬武
3. 2 アンコール鳥瞰 在仏印 角田素江
3. 2　 仏教こそは日泰を　 結ぶ強靭な紐帯
青木大東亜相強調
3. 3　 対支宗教文化工作 津田敬武
3. 3　 高丘親王奉讃歌　 昨日の法箆で発表





1943. 3. 14　 支那の宗教に就て　 一津田敬武氏に一
北村尋宗
3. 14　 紅a!字会朝鮮主会　 開壇式に列して
3. 16　 大東亜意識　 を昂揚せよ
3. 16　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 16　 ダバオで散華した　 在留同胞四十三柱
遺骨　 けふ帰還 東本願寺で慰霊法要
3. 16　 満洲開拓展　 神戸三越に開く
3. 17　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 17　 中支宗大連の　 機構陣容強化 宗教連
盟近 く　 具体策を協議
3. 18　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 18　 鬼畜米兵の機銃に　 無念散った在留同
胞　 ◇…ダバオ広幡開教使談
3. 18　 半島の先覚者　 祀る神社創建 総督府
等で真剣に考慮
3. 18　 日満華の若人ら　 三十日南京で交歓
3. 18　 世界紅■字会朝鮮主会　 開壇式に列し
て
3. 19　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 19　 ク メール文化資料を土産に　 東本願寺
南方美術調査隊帰る
3. 19　 感激 ・半島同胞の献金熱　 各宗布教使
が報国常会結成　 神戸、 尼崎に五日間
托鉢を
3. 19　 京都女専の　 東亜科認可
3. 19　 参戦中国事情講演
3. 20　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 20　 真言教学興　 亜部を新設
3. 20　 “僧侶は前へ出ろ”　 一人犠牲となっ
て敵地を転々　 広幡開教使の悲憤談
3. 20　 三たび目の春迎へ　 伸張する開拓村
満洲基教村 ・第一次入植完了
3. 21　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
渋谷鶯舟訳
3. 21　 僻地中国民衆に　 皇国文化の光を 天
理教の大陸活動進歩
3. 21　 比島の治安確立は　 国家、 教会の共同
目的　 ラウレル内務長官教会に飛檄
3. 21　 大東亜共栄圏　 諸民族に贈る “日本
仏教の綱要”　 大日本仏教会で編纂刊
行
3. 21　 大東亜省との諒解進む　 大東亜仏青会
議六月開催
3. 22　 指導階級を招き　 内地廿箇所で講演
満洲国建国節記念に
3. 22　 中支宗連理事長
3. 22　 ラマ僧十三名　 知恩院で訓育
3. 23　 仏印よ り泰へ　 角田素江
3. 23　 ビルマの仏教　 テイ ・ アール ・ シ ンフ ア
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
渋谷鶯舟訳
3. 24 仏印よ り泰へ 角田素江
3. 24　 日満支仏教　 大会を協議




3. 25 建艦献金運動 半島人布教所の熱意
京城東別院呼びかく
3. 25 京大を中心に 仏印学術調査団 今秋
結成、 出発か
3. 25　 胎動の華中教会に魁け　 南京に独立教
団生る 参戦に即応 中国基教の樹立
へ
3. 25 南方要員を訓育 浄土宗か待機せしむ





3. 27 天理教愈よ 香港に進出 出張所設く
3. 27 蒙古の有力 ラマ僧来朝
3. 28　 東印度諸島に対　 する宗教工作 (一)
津田敬武
3. 28　 ダバオ在留同胞　 犠牲者合同追悼会
3. 28 日緬仏教徒手を握り 聖戦完遂へ邁進
誓ふ　 全日本仏教徒代表ら バーモ長
官と交歓
3. 28　 浄土宗中国開教総監 林彦明氏起用 ・
渡支愈よ実現
3. 30 東印度諸島に対 する宗教工作 (二)
津田敬武
3. 31 東印度諸島に対 する宗教工作 (三)
津田敬武
4. 1 東印度諸島に対 する宗教工作 (四)
津田敬武
4. 1　 京城曹硲寺 大梵鐘献納
4. 2 東印度諸島に対 する宗教工作 (五)
津田敬武
4. 3 巫女舞に似た モロ族の踊り 比島○
○部隊松島氏の便り
4. 3 馬来ペラ州より
4. 3　 今夏も派遣　 天理教満洲 開拓奉仕団
4. 3 山東祭政会 の機構成る
4. 3　 草山学寮で 支那語講座
4. 6 仏印仏教文化の研究 日仏印仏教徒の
交歓 大日本仏教会から留学生派遣
立花団長ほか六名ちかく 出発
4. 7 大東亜仏青会議 十日、 準備委員総会
開く
4. 7 大東亜の花まつり 共栄圏のお友達を
招き　 十一日、 日比谷音楽堂で
4. 8 南方地史の好資料 「仏跡遍歴遺著」
出版 故オ ッタマ比丘も助力



























5。 2　 大東亜建設の先覚者　 ビルマの英雄僧
偲ぶ ウ ・オタマ比丘を顕彰
5. 2　 日華精神文化協会 華北天津で近 く発
会 大東亜綜合文化の確立へ
5. 5　 ウ ・オタマ比丘顕彰運動　 第一回関西
準備委員会





5. 6　 今後浄宗で 経営する 蘇州日語学校
5. 6　 旧来の伝道理念一新　 教会戦時活動強
化　 日基教団に興亜部設置論起る
5. 7　 日本仏教徒の同情に感謝　 泰国ピブン
首相から謝状
5. 8　 日華精神文化　 協会の結成
5. 8　 ウ ・ オタ マ比丘の　 伝記や著作の邦訳
顕彰委員会で協議
5. 9　 狼英の奸策に抗して　 起ち上った印度
民族　 独立の鍵は回 ・ 印両教の団結
本間中将談
5. 9　 印度本来の姿に　 いまこそ宿願達成の
秋
5. 9　 ラマ研究に　 長尾雅人氏派遣
5. 11　 南方と取組む　 青年の養成に
5. 12　 真如親王の御事跡顕彰　 関西で初の公
開講演
5. 13　 満洲国の花祭　 市民慶讃法要
5. 14　 日満一体の要請で　 高く禅風を昂揚
曹洞開教陣果敢な実践へ
5. 14　 ウ ・オタマ比丘の顕彰　 史料や思想を
各角度から研究
5. 16　 共栄圏仏徒と必勝祈願　 南方の仏陀祭
をそのままに　 満月の夜を徹して パ ー
リ経典読誦
5. 16　 転換期の泰国　 仏教の動向に注目 ワ
ナラー ト管長の遷化で
5. 18　 島民も献金参加　 “サイパン号” 献納
に　 大派小林氏の活躍
5. 18　 大黒様も南進　 陸軍省へ献納
5. 19　 南方政策で　 興亜同盟と 仏教会懇談
5. 19　 新東亜民族学の台頭　 盛んな興亜宗教
研究
5. 19　 共栄圏文化の建設指導　 “日配” か各
地に基地獲得
5. 19　 共栄圏建設　 戦士錬成所 神戸に開設
5. 19　 第二回満洲奉仕隊　 東本願寺から派遣
5. 20　 鎮江山の開祖　 安東州五万市民から
感謝浴びる南岳和尚
5. 20　 武漢大乗仏学院開く　 精進する中国の
雛僧
5. 20　 ラマ僧訓育　 知恩院から 宗務に移る
5. 20　 支那派遣仏教　 教師特別錬成
5. 20　 仏印派遣留　 学生壮行会












4. 16 印度支那へ (四) 立花俊道
4. 17 印度支那へ (五) 立花俊道
4. 17 語る ・ 日緬仏教徒の提携 京都のバー
モ長官一行
4. 18 皇国基教の樹立目ざし 朝鮮教会の歴
史的躍進 各派合同、 二新教団樹立
4. 18 同じ信仰 もて 日比親善に挺身 ◇…
女子宗教戦士の第一信
4. 18 泰文化研究会
4. 20 安南仏教の価値 (龍山章真氏の所論
に関連して) 鈴木宗憲
4. 21 東亜和平の礎に 玄奘三蔵の骨塔再建
緒民誼氏から経過報国
4. 22 原住民への信仰強制は禁物 宗教的親
善策は民間で積極的に 郡司陸軍司政
長官の談
4. 22 仏印政府当局の 温い援助に感謝 杉
本南方美術調査隊長談
4. 22 オツタマ比丘 の顕彰座談会
4. 22 「ニュギニヤ血戦記」 筆者の父 岡田
播陽翁訪ふ 高尾亮雄
4. 24 日満華か一丸 第二回興亜団体懇談会
今夏、 新京で開催
4. 24 玄奘三蔵遺跡 顕彰と日本仏徒 一猪
民誼氏の壮挙を讃す一 来馬琢道
4. 24 京大印度仏教学会
4. 27 若人の築 く アジアの力 あやめ咲く
五月の帝都に 共栄圏留日学徒の集ひ
4. 28 佐 木々教純氏 渡支壮行会
4. 29 オツタ マ比丘 追悼と座談会
4. 29 米英的色彩払拭後の 華中教会の新し
き相貌 華北に次ぎ新教団を結成
4. 29 受難の中国聖公会 日本同系教会の責
任は大 小崎氏の中国宗教事情談
4. 29 南方諸民族を 日本精神の理解に導く
文部省の図書編纂計画終る
5. 2 大御陵威に感激 汪首席の新国民運動
井上定次郎氏の視察談








6。 3　 華北更生の礎は　 黄河流域平原の水田
化　 生江翁の現地調査報告
6. 3　 満僧特別訓育
6. 4　 ビスマルク群島の　 民族と宗教(3)
竹中信常
6. 5　 ビスマルク群島の　 民族と宗教(4)
竹中信常
6. 5　 比島へ文化調査使節派遣　 日比協会の
本年度事業決る
6. 8　 大陸の神社制度確立　 大使館で基本調
査進む
6. 9　 泰仏教教団唯一の管長　 ワラナー ト大
長老追悼　 国際仏協かけふ、 明照会館
で
6. 11　 危篤の母の激励に　 満洲開拓に献身
灰皿を香炉に涙の追弔
6. 12　 大東亜諸民族を　 観音信仰に結ぶ 大
東亜三十三霊場を選定　 けふ、 讃仰会
発会式
1943. 5. 20 興亜運動の一元的強化 大日本興亜同
盟は発展的解消 翼賛会に中枢機関設
置
5. 20 中支宗教大同連盟 仏教部の活動報告
5. 20 共栄圏内の基督者に 大東亜建設理念
を 日基教団・懸賞論文募集
5. 21 共栄圏学徒交換と 大東亜信徒大会
カ トリック親善会の計画
5. 21 ウ ・ オ タ マ の 忌日判る
5. 22 大派朝鮮の 開教団総会
5. 22 漢口西本願寺 別院に昇格か
5. 22 日満華仏教大 会の企画進む
5. 23 新民族学の 台頭に因む
5. 23 山本連合艦隊司令長官 南方最前線で
戦死
5. 25 大東亜民族の繋り 南方民族研究進む
マオ リ族の相似性の問題
5. 25 日的地は錦州省盤山 けふ愈よ壮図へ
大派満洲作業奉仕隊
5. 28 大政翼賛会に 興亜総本部
5. 28 日華僧俗の提携 上海に大東亜仏教総
会結成
5. 29 従軍宗教家の連絡を密に 聖戦完遂に
挺身 興亜宗教同盟で 第一回懇談会
5. 29 共栄圏各地の留日学生も参加し 東都
三千五百の青年仏教徒集り 大東亜建
設学徒大会開く
5. 30 生きてゐた独潭氏 本紙の報道確実と
な る
5. 30 満洲国全土に 神化運動を
5. 30 高階永平寺貫首迎へ 華北に禅風挙揚
曹洞の両本山別院竣成
5. 30 大派朝鮮開教使 時局布教錬成会
5. 30 ラマ研究本部 真言宗の活動
6. 1 大東亜共栄圏文化建設に 先づ南方、
支那向辞典編纂
6. 1 黒ダイヤ地帯に 第二のメ ッカ建設
華北の回教労工部隊入満
6. 2 ビスマルク群島の 民族 と宗教(1)
竹中信常
6. 2 共栄圏各地の宗教青年ら 互に誓ふ大
東亜の建設 「興亜宗同」 の懇談会盛
況
6. 2 大東亜宗教 青年協力会結成 中国の
聶連増君の提唱で 近く準備委員会組
織
6. 3 ビスマルク群島の 民族 と宗教(2)
竹中信常
6. 3 アッツ島守 備隊の玉砕 角田素江











6。13 大東亜建設に 協力する宗教活動 神
仏基回教の関係者協議
6. 13 日華基教文化協会が 理事 ・顧問を交
換 大東亜文化の建設に協力
6. 13 ハノ イ文化会 館長と打合せ 立花仏
教派遣団長
6. 15 日華の文化交流 (一) 親善の旅 ・北
京一開封一南京一 上野修臍
6. 15 お多賀さんに参詣 中国官吏視察団が
観 神垣に結ぷ日華親善
6. 15 浄土宗満洲 開教総監に 福田氏起用
中国は林彦明氏
6. 15 日韓合邦功 労者の慰霊
6. 16 日華の文化交流 (二) 観音の旅 ・北
京一開封一南京一 上野修蹟
6. 16 北京に指導力もつ 仏教研究院創立
史跡研究等華々しく 大東亜圏の宗教
研究
6. 16 ウ ・ オタ マ比丘の 顕彰運動進む
6. 17 日華の文化交流 (三) 観音の旅 ・北
京一開封一南京一 上野修臍
6. 17 盟邦泰国の仏舎利贈呈式に 仏教親善
使節を派遣 木辺孝慈男近 く訪泰の途
に
6. 17 華文仏教童話 西本願寺か 支那へ送
る
6. 17 音楽で興亜理念の徹底 「宗教音楽協
力会」 愈よ発足
6. 17 中国僧の二君 日本見学の旅
6. 17 戦場の体験活し宗教報国 神仏基回の
関係者を一丸に 総裁に永井氏、 従軍
宗教報国会発足
6. 18 汪主席と常盤博士 ( 日華の文化交流
四) 上野修臍
6. 18 愈よ世に出る 三語併訳の仏教原典
西本願寺の二千六百年記念事業
6. 19 汪主席と常盤博士 ( 日華の文化交流
五) 上野修臍
1943. 6. 19　 日泰文化会館近く着工　 盤谷に一きわ
目立つ仏教館　 その一
6. 19　 泰国寄贈の仏像奉讃　 タイ仏七個所指
定
6. 19　 宗教協力会議　 へ北支代表
6. 20　 汪主席と常盤博士 ( 日華の文化交流
六) 上野修臍
6. 20　 大東亜建設に挺身　 共栄圏内各教か一
丸に　 興亜宗教青年会を結成
6. 20　 黙々、 成績あげる　 中国唯一の日本宗
教社事　 上海福寿院の現況
6. 22　 真如親王を偲ぶ　 多くの材料を得たい
史跡調査団の熱意
6. 23　 印度の独立は　 印度人の手で
6. 23　 日華親善使節への喧　 両国の提携促進
大東亜建設の聖業に寄与　 文部次官
菊池豊三郎
6. 23　 終局の勝利へ　 日泰一層の緊密化 泰
国民に訴ふ ・ 日本仏教徒使節団
6. 23　 東亜十億の魂に　 奏でる “文化建設”
興亜宗教音楽協会生る
6. 23　 仏教行事に課税　 上海特別市政府か
迷信事業税を新設
6. 24　 東亜仏教大会に望む　 藤波大円
6. 24　 親善使節の将来する仏舎利　 日本仏教
徒挙げて恭迎　 七月十日、 増上寺で盟
邦の熱意に応ふ
6. 24　 盛り上がる喜び　 比島の大東亜建設熱
木曽諦道氏の帰朝談
6. 24　 高階永平貫首　 北支巡錫終る
6. 24　 日泰親善使節への陰　 日泰を結ぶ仏教
精神的文化的紐帯　 大東亜次官 山
本熊一
6. 24　 共栄圏の仏教徒に　 見せる我が教化活
動　 学生と坊さん総動員で
6. 24　 興亜宗教協力会議決る　 駐日共栄圏代
表参加
6. 24　 満洲建国の精神に帰一する　 各宗教の
大同団結体制　 構想近 く具体化されん
6. 24　 工場に鉱山に農村に　 満洲でも特別布
教　 官民一体の宣化運動
6. 24　 日本最初の半島　 同胞の母親学校 神
戸に一日から開設
6. 24　 現地に観た　 大陸仏教事情 (上) 宮
崎乗雄
6. 25　 南方雑筆　 安南仏教に 就ての管見
(上) 角田素江
6. 25　 大東亜仏青大会に惣ふ　 白井譚一
6. 25　 大東亜共栄圏の宗教観で　 世界に宣言、
実現期す 「興亜宗教協力会議」 の重
点
6. 26　 南方雑筆　 安南仏教に 就ての管見
(下) 角田素江




6. 27 満洲開拓村 最初の寺院 広島村に設
立
6. 27 増産の鍬打ち込む 満洲基教開拓村
今年は水田開発に着手
6. 27 オタマ顕彰
6. 27 綜合委員会設置 大陸伝道策を樹立
日基国外伝道局の新方針
6. 27 中支宗連の 理事長決る
6. 27 現地に観た 大陸仏教事情 (下) 宮
崎乗雄
6. 27 旅順低徊
6. 29 訪泰紀行 (一) 遣泰 日本仏教派遣使
節団員 森大器
6. 29 華南仏教代表入洛
6. 30 訪泰紀行 (二) 遣泰日本仏教派遣使
節団員 森大器




堂 、々 総進軍誓ふ 永井会長の獅子吼
7. 1 訪泰紀行 (三) 遣泰 日本仏教派遣使
節団員 森大器
7. 1 日本仏教美術の真髄 南方共栄圏に紹
介 先づタイ語 ・ ビルマ語版完成
7. 1 ビルマ訪日団迎へ けふ歓迎午餐会
仏教会京都出張所か
7. 1 金朝時代の一品も応召 天津東別院秘
蔵の大梵鐘
7. 1 現段階に処する 宗教界の決意表明
具体的実践要項を決定 興亜宗教協力
会議終る
7. 1 海外の代表六十余名 大東亜仏青大会
関西側協議
7. 2 スマ トラに初 の回教徒大会
7. 2 ビルマ訪日団一行と 各宗代表の交歓
きのふ ・東本願寺で
7. 2 共栄圏基教徒へ 衷情を吐露 日基教
団か書簡募る
7. 3 エメ ラル ド仏陀の前で 仏舎利を贈呈
日泰親善
7. 3 興味深き印度展 神戸三越で開催中
7. 3 ボルネオ、 ジャワ の近情を聴く の会
7. 4 中国孤児のその後 皇土の慈愛にスク
スク成育 成人の後はどうするか 華
僑の活躍舞台南方地域へ
7. 4 奉仕隊に感激 開拓団が敷地寄進 東
本願寺で花嫁の世話
7. 4 泰文化研究会
7. 4 仏教は国家、 社会 人民との関係深し
中国仏教会結成式の宣言
7. 6 仏教に結ぶ共栄圏の青年 聖戦完遂に
挺身誓ふ スパス ・ホース氏もメ ッセー
ジ 大東亜仏青大会開かる










1943. 7. 7　 共栄圏内に　 観音霊場 三十三ケ所設
定
7. 8　 大東亜仏青大会　 今後共栄圏各地で開
催　 中核体の陣容逐次整備
7. 8　 台湾西本願寺　 の開教使会議
7. 8　 ホース氏激励　 向日町仏教団から
7. 8　 仏舎利授受式を聞いて ( 日泰仏教関
係の今昔を語る) 来馬琢道
7. 8　 日満人に亘り　 建艦献金二千円
7. 9　 珍税はア ツ気な く廃止　 上海の “迷信
事業物品税” 大東亜仏教総会の初手柄
7. 9　 決死彩管報国へ　 画人と して一代の光
栄　 ビルマ行前に小早川画伯談
7. 10　 南方へ文化読本を　 先づ日本のことぱ、
完成
7. 10　 民族 ・文化運動など　 最近の実状紹
介　 全国で開 く タイ国展
7. 11　 宗教事情を中心に　 = ビ= ル= マ= 雑=
記=　 高橋照空 (一) (二) (三) (四)
7. 11　 大派満拓奉仕隊
7. 11　 北京覚生女中　 第三回卒業式
7. 11　 仏舎利捧持　 親善の使命果し 木辺使
節ら帰る
7. 11　 西本願寺の　 北支総長に 玉川義隆氏
7. 11　 海外代表を歓迎　 大東亜仏青大会 け
ふ、 知恩院で開く
7. 11　 朝鮮基教各派の合同問題一頓挫か　 長
老 ・監理両派の合一か先決
7. 13　 宗教事情を中心に　 = ピ= ル= マ= 雑=
記=　 高橋照空 (五) (六)
7. 13　 集ふ学徒一万　 大東亜仏青海外代表
京都の歓迎大会
7. 13　 大陸と南方への　 文化工作を重点に
内地では生産面へ　 “日本文化中連”
の新運動
7. 13　 中華学生団の訪日　 南京基教青年会の
斡旋　 見学のほか修錬も希望
7. 14　 訪泰紀行 (四) 遣泰日本仏教派遣使
節団員　 森大器
7. 14　 宗教事情を中心に　 = ピ= ル= マ= 雑=
記=　 高橋照空 (七) (八)
7. 14　 セ レベス唯一の　 本尊と僧侶
7. 15　 宗教事情を中心に　 = ビ= ル= マ= 雑=
記=　 高橋照空 (九) (十)
7. 16　 宗教事情を中心に　 = ビ= ル= マ= 雑=
記=　 高橋照空 (十一) (十二)
7. 16　 流浪無職の徒防ぐ　 ラマ廟に授産所
還俗者も厳正に検討




7. 17 宗教事情を中心に = ビ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (十三)
7. 17 “ニ ッ ポンのを ぱち ゃん” と 慕ふ中
国子女 ◇…南京朝天医院の親善風景
7. 18 宗教事情を中心に = ピ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (十四)
7. 20 タイ国宗教、 教学の現勢より 日本を
顧みて (上) 在ハンコ ック越田清七
7. 20 仏舎利恭迎式 日泰親善に一層の契深
む
7. 21 タイ国宗教、 教学の現勢より 日本を
顧みて (下) 在ハンコック越田清七
7. 21 宗教事情を中心に = ビ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (十五)
7. 21 訪泰紀行 (五) 遣泰 日本仏教派遣使
節団員 森大器
7. 22 宗教事情を中心に = ピ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (十六)
7. 22 大東亜の宗教問題や 国内の宗教政策
な ど 宗教審議会の構想進む
7. 22 世界最高の癩病竃 大東亜三百万の患
者 長島愛生園光田園長談
7. 22 日本仏教徒の 積極的協力求む 日泰
文化会館建設で
7. 22 大東亜仏教講座開く
7. 23 宗教事情を中心に = ピ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (十七)
7. 23 南方雑筆 安南の黎明期 角田素江
7. 24 マライ半島 未開種族の宗教 竹中信
常
7. 24 訪泰紀行 (六) 遣泰日本仏教派遣使
節団員 森大器
7. 22 宗教事情を中心に = ビ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (十八) (十九)
7. 23 満洲国の観音讃仰運動
大東亜全域に 観音霊場を
7. 25 マライ半島 未開種族の宗教 竹中信
常
7. 25 宗教事情を中心に = ビ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (二十)
7. 25 共栄圏宗教講座 天理教亜細亜文化研
が開く
7. 25 開拓教化員訓練所と 大陸錬成道場設
立 満洲における曹洞の施設
7. 27 マライ半島 未開種族の宗教 竹中信
常
7. 27 宗教事情を衷心に = ビ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (二十二) (二十三)
7. 27 南方住宅建築の資料に 新島襄氏旧邸
を科学研究
7. 28 マライ半島 未開種族の宗教 竹中信
常
7. 28 宗教事情を衷心に = ピ= ル= マ= 雑=
記= 高橋照空 (二十四)




8。10 王陽明に会った日僧 (上) (木辺訪泰
使節の帰朝に因み) 来馬琢道
8. 10 訪日タイ国ウ外相 舎利殿に鋸脆合掌
交歓午餐会で木辺男挨拶
8. 10 ビルマ事情 懇談会開く
8. 10 泰外相歓 迎晩餐会
8. 10 中華僧、 宏寛氏 西本で得度
8. 10 中華蔡大使 中心に懇談
8. 10 南京中等学生 内地所感
8. 11 王陽明に会った日僧 (下) (木辺訪泰
使節の帰朝に因み) 来馬琢道
8. 12 マライ教信 イボー市外 温泉寺 岡
教選
8. 13 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(1) 時…八月四日・ 処…芝三縁亭
本社主催
8. 14 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(2) 時…八月四日・ 処…芝三縁亭
本社主催
8. 14 次の仏青大会は 新生ビルマで ! ト
ン ・ ミ ョ ウ夫人の手紙
8. 14 興亜宗教 文化叢書 第一巻近く完成
8. 15 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(3) 時…八月四日・ 処…芝三縁亭
本社主催
8. 15 反英闘争の ウ僧正銅像建立 ビル マ
傑僧につづけ
8. 15 オッタマ顕彰会 発起人会
8. 15 神徳南方に輝く ビルマに吉備津神社
ジャ ワにゆかりの橋
8. 15 在緬三十年の 福島弘氏を中心に ビ
ルマ事情聴 く 宗教問題研究所の催し
8. 15 ウ泰外相主催 お茶の会
8. 15 力教中外親善会 比島留学 生を招待
8. 15 タイ外相の 旅情を慰む
8. 17 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(4) 時…八月四日・ 処…芝三縁亭
本社主催
8. 17 華中合同新教団 日本の指導も協力し
九月に誕生の運び
8. 17 在緬三十年の一 福島弘氏を中心に
ビルマ事情聴く 宗教問題研究所の催
し
8. 17 満洲道教総会派遣の 道士、 初の留学
に 本社を来訪
尼僧を交へた留日仏道学徒
8. 18 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(5) 時…八月四日・ 処…芝三縁亭
本社主催
8. 18 在緬三十年の一 福島弘氏を中心に
ビルマ事情聴く 宗教問題研究所の催
し
8. 19 仏教を通じての 日泰文化交流語る
(6) 時…八月四日・処…芝三級亭
本社主催
8. 19 八紘為宇の実現に 満洲次郎育成か肝
「中外日報」 紙のアジア関係記事目録
使節隊員　 森大器
1943. 7. 28　 大陸布教に関し　 大東亜省から方針指
示　 けふ、 宗教団戦時委員会
7. 28　 “南枝仏” を安置し　 日緬寺の建立
結城瑞光氏の近業
7. 28　 蒙古で逝った　 木戸氏追悼会
7. 29　 蒙疆西蔵を も包含　 仏教圏協会の新道
場要綱
7. 29　 絶対親日の諸州　 泰国新碩土ケントン、
モ ンバ ン　 筧清澄氏談
7. 30　 訪泰紀行 (八) 遺泰日本仏教　 親善
使節隊員　 森大器
7. 30　 現状に遺憾多し　 大陸布教は再出発
大東亜省が教界に警告
7. 31　 訪泰紀行 (九) 遣泰日本仏教　 親善
使節隊員　 森大器
7. 31　 日本より一歩先に　 満洲国が青年禁酒
近く法制化を実現
7. 31　 華中基教団誕生　 困難な諸事情克服
今秋九月歴的史発足
7. 31　 僧侶専門の　 日本語学校 ビルマに設
立
8. 1　 訪泰紀行 (十) 遣泰日本仏教　 親善
使節隊員　 森大器
8. 1　 中国留学生も　 夏休みを返上 戦ふ日
本の息吹を体験
8. 1　 仏教書を どしどし　 満華仏教界へ 大
阪仏青の具体的運動
8. 1　 泰の仏教事情聴く
8. 3　 マライ半島　 未開種族の宗教 竹中信
常
8. 3　 訪泰紀行 (11) 遺泰日本仏教　 親善使
節隊員　 森大器
8. 3　 ビルマの独立実現す　 同時に米英に宣
戦を布告
8. 4　 マライ半島　 未開種族の宗教 竹中信
常
8. 4　 訪泰紀行 (12) 遺泰日本仏教　 親善使
節隊員　 森大器
8. 5　 マライ半島　 未開種族の宗教 竹中信
常
8. 5　 訪泰紀行 (13) 遣泰日本仏教　 親善使
節隊員　 森大器
8. 5　 南海から
8. 5　 上海を中心とする　 華中基教団結成
8. 6　 マライ半島　 未開種族の宗教 竹中信
常
8. 6　 泰国ウ外相　 仏教会訪ひ 仏舎利礼拝
8. 7　 仏教を通 じての　 日泰文化交流語る
非常なる成果収めて　 本社講演懇談会
盛ん
8. 8　 昭南島に支部を　 真如親王御遺徳御事
跡　 顕彰要綱きまる
8. 8　 回教の公認問題　 微妙な民族関係と睨
合せ　 政府 ・慎重に対策考慮





1943. 8. 19　 興亜意識に燃ゆる　 高野山の諸運動
南方に大護摩を焚 く
8. 19　 大東亜基督教団の確立へ　 共栄圏各国
に呼びかけて　 近 く興亜基教同盟結成
か
8. 19　 全島各派合同による　 台湾基教団誕生
島内聖公会も積極的参加
8. 20　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(7) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 20　 第東亜戦の完勝を　 次 ・ は南京で 興
亜団体会合閉づ
8. 20　 道士の防空服制定等　 満洲道教の戦時
体制　 新京の分会長会議で議決
8. 21　 マライ半島　 未開種族の宗教 竹中信
常
8. 21　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(8) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 21　 租界返還と布教権　 この際是非解決を一
現地経験者から近く 当局へ進言
8. 21　 報国運動　 紅FE字満洲国総会の 第二
期教化工作　 于静仁会長指揮で実施
8. 22　 サカイ族の宗教　 マライ半島 未開種
族の宗教　 竹中信常
8. 22　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(9) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 22　 タイ国議会　 回教の多妻 不容認決議
8. 22　 九月十日、 五周忌を期し　 発会式と追
悼法要　 オツタマ比丘顕彰会実働へ
8. 24　 サカイ族の宗教　 マライ半島 未開種
族の宗教　 竹中信常
8. 24　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(10) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 24　 六十年間を一貫して　 皇国の正義宣揚
オツタマの偉大な足跡
8. 24　 北支の古跡調査　 学界五権威来月出発
8. 25　 サカイ族の宗教　 マライ半島 未開種
族の宗教　 竹中信常
8. 25　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(11) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 25　 更に大陸で陣頭指揮　 満支で開教使視
閲　 東本願寺の光暢法主
8. 25　 六十年間を一貫して　 皇国の正義宣揚
オツタマの偉大な足跡
8. 26　 サカイ族の宗教　 マライ半島 未開種
族の宗教　 竹中信常
8. 26　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(12) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 26　 日本を知らぬ原住民　 彼等に直接する
日本人の “人” の問題
同朋大学佛教文化研究所紀要第十七号
8。26 日本基青の現地 (香港) 活動成功
8. 27 サカイ族の宗教 マライ半島 未開種
族の宗教 竹中信常
8. 27 仏教を通じての 日泰文化交流語る
(13) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 28 サカイ族の宗教 マライ半島 未開種
族の宗教 竹中信常
8. 28 泰国ウ外相 “国際仏協” の 名誉会
員に
8. 28 半島の二青年敬神家 内地聖跡巡拝
感激語る
8. 29 サカイ族の宗教 マライ半島 未開種
族の宗教 竹中信常
8. 29 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(14) 時…八月四日・処…芝三級亭
本社主催
8. 29 了庵に影響を受けた 王陽明の禅 井
上哲次郎
8. 29 上海西本願寺 英霊奉安 所定礎式
8. 29 満洲国首都、 大同広場に 慈眼視衆生
の造福大観音像竣る ちかく 開眼式
張国務総理の奉建縁起
8. 29 “大東亜寮” 完成 南方特別留学生を
錬成
8. 29 真如親王の御事跡を 各国語で決戦下
の世界に “国際仏協” 十周年記念事
業
8. 29 満洲国白参事官 “惟神の道” 完成
8. 29 大東亜文学 者大会終る
8. 29 満系般若寺と 語学交歓教授 東本満
洲別院
8. 29 書評 高楠順次郎博士著 アジア民族
の 中心思想
8. 31 サカイ族の宗教 マライ半島 未開種
族の宗教 竹中信常
8. 31 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(15) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
8. 31 大東亜並に世界を 指導すべき暦法 一
立春元日論一 千家尊建
8. 31 安南の宗教
9. 1 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(16) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 1 日本とタイ、 そして満洲 泰の仏教語
る鄭μ; 公使
9. 2 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(17) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 2 漢口西本願寺 孤児養育事業
9. 2 西本中支留学生
9. 3 神宮神部署 香港海南島方面へ 既に
大麻○○○○体頒布 泌屏たる現地同
胞の赤誠











9。12 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(24) 時…八月四日・処…芝三級亭
本社主催
9. 12 またオ ッタマを語る 仏跡巡記現はる
9. 12 ジャ ワの回 教二団体に 正式認可
9. 12 中国人と真の提携を 大陸の布教現況
批判に対し 現地側関係者の熱望
9. 12 泰国を語る 泰国駐剔満洲国公 使鄭
萬氏を中心に (承前)
9. 14 ヂャクン族の宗教 (マライ未開種族
の宗教) 竹中信常
9. 14 仏教を通じての 日泰文化交流語る
(25) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 14 オツタマの年代に就て (下) 山形英
応
9. 14 日本神、 仏、 基代表を招き 華北宗教
刷新に関する懇談会
9. 14 仏教発祥の地印度を救へ 支援の基本
方針決る
9. 15 仏教を通じての 日泰文化交流語る
(26) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 15 印度独立支援で 東京仏教各 種団体
動く
9. 16 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(27) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 17 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(28) 時…八月四日・処…芝三級亭
本社主催
9. 17 泰国を語る 泰国駐捌満洲国公 使鄭
萬氏を中心に (承前)
9. 18 興亜宗教音楽 大会に期待
9. 18 仏教を通 じての 日泰文化交流語る
(29) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催










9。 5　 南方共栄圏建設と　 原住民の教化に
天主公教団教師の挺身
9. 5　 日華仏教研究会　 財団組織に
9. 7　 仏教を通 じての　 日泰文化交流語る
(19) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 7　 オツ タマ比丘　 顕彰会 十日輝かしき
発足
9. 7　 内鮮一体一心目ざし　 鮮語に訳して
神拝行事　 車折神社清原書院で指導
9. 8　 仏教を通 じての　 日泰文化交流語る
(20) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 8　 泰国を語る　 泰国駐刳満洲国公 使鄭
萬氏を中心に (承前)
9. 9　 仏教を通 じての　 日泰文化交流語る
(21) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 9　 南方文化建設と　 現地住民教化に 関
西学院鮫島教授壮途へ
9. 9　 泰国を語る　 泰国駐刳満洲国公 使鄭
萬氏を中心に (承前)
9. 9　 大東亜理念に基づく　 カ ト リ ック建設
へ　 蒙疆に自主的教団誕生
9. 10　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(22) 時…八月四日・処…芝三縁亭
本社主催
9. 10　 中国道義青年会結成　 仏教信仰で共栄
圏建設に
9. 10　 泰国を語る　 泰国駐桐満洲国公 使鄭
萬氏を中心に (承前)
9. 11　 ヂヤクン族の宗教 ( マライ未開種族
の宗教) 竹中信常
9. 11　 オツタマの年代に就て (上) 山形英
応
9. 11　 仏教を通じての　 日泰文化交流語る
(23) 時…八月四日・処…芝三級亭
本社主催
9. 11　 泰国を語る　 泰国駐俐満洲国公 使鄭
萬氏を中心に (承前)
9. 11　 全仏教徒の　 印度独立運動に対し 支
援運動組織化　 第一回準備協議会開く
9. 11　 西本願寺の仏前に　 ソロモン第一線部
隊長から
9. 12　 ヂヤクン族の宗教 ( マラ イ未開種族
の宗教) 竹中信常




10. 3 印度独立を支援 皇国仏徒の運動組織
化 十日第二回協議会開く
10. 3 中支の基教諸派も統合 総力を東亜建
設に結集
10. 3 銀苦を克服して 自主自養に邁進 南
京の基督教界事情 木本氏談





























1943. 10. 8　 中国知識階級の新傾向　 真に日本を知
る ため　 神祗精神の研究熱旺盛
10. 8　 華北基督教団が　 所属神学校を設立
真使命を帯びて発足
10. 8　 天津に日華精神文化協会　 先づユダヤ
研究講座開く
10. 8　 日本基教女青　 上海に支部
10. 8　 上海王仏寺で　 大東亜慰霊法要
10. 9　 大東亜の宗教教学確立　 華北各教に研
究機関設く　 彼我当局も積極的に支援
10. 9　 “中国文化　 建設会 “結成
10. 11　 ジャ ワ回教団体認可　 江口竪次 (一)
10. 12　 ジャ ワ回教団体認可　 江口竪次 (二)
10. 12　 時局の脚光浴びる　 日支交渉史の先覚
松下見林の壽像菩提寺に納る
1(口 2　 純朝鮮様式の 真西本願寺 仁川松島
布教所
10. 12　 南京神社　 三日、 鎮座祭
10. 13　 ジャ ワ回教団体認可　 江口竪次 (三)
10. 13　 中国知性層と　 神祗研究熱
10. 14　 ジャ ワ回教団体認可　 江口竪次 (四)
10. 14　 樺太、 多蘭泊に　 アイ ヌの 「真宗村」
故津田住職の献身美談
10. 15　 ジャワ回教団体認可　 江口竪次 (五)
10. 15　 中支に神祗会
10. 16　 ビルマの留学生　 ら仏舎利参拝
10. 16　 中国児童に勤労精神を　 杭州天理教、
鈴木女史の挺身
10. 16　 光暢法主の直修で　 建国忠霊追悼会
裏方は全満婦人に放送
10. 16　 蒙疆回教徒　 婦女視察団
10. 19　 ジャワ回教団体認可　 江口竪次 (六)
10. 19　 満洲国の識字運動　 最小限百字は誰で
も　 読み書き出来るやう
10. 19　 玄奘三蔵法師の　 頂骨安置の造塔地
南京、 臥龍山と決る
10. 19　 紅1字会の　 暗爾浜宗壇 大殿は年内
完成
10. 19　 興亜宗教言論　 報国会結成へ 興亜宗
教記者会
10. 21　 日本を心から憧れてゐる　 奥蒙古のラ
マ ・長尾帰朝氏談
10. 22　 大谷光暢法主　 天津北京巡錫
10. 23　 交趾支那　 寺院参観 (上) 南方便
立花俊
10. 24　 交趾支那　 寺院参観 (下) 南方便
立花俊
10. 24　 日本人のための　 イスラム教伝道所
大阪蛍ケ池に初めて設立
10. 24 「共栄圏仏教」 を討議　 中京で 日本仏
教学協会大会
10. 26　 学界権威の智嚢を凝集　 興亜宗教問題
を討議　 興亜審議会総会開く
10. 27　 華北瞥見　 池田信吉




10. 28　 在支日本人の再教育 長兄的自覚によ
る 暖かい指導か必要
10. 29　 上海忠信中小　 校長一行入洛
10. 30 “大東亜十億総決起” の決議 大成果
を収めて臨時議会終る
10. 30 大陸の日本人と 内地の日本人と違ふ
忠信中学蔡校長談
10. 31 共栄圏の基教工作 自ら敵米英の 第
五列養成の愚 小牧博士談
10. 31 東亜全土に宗教的 人物網を布け そ
れか思想戦力の増強へ
10. 31 支那側宗教連盟 青島で結成を急ぐ
11. 1 重慶よ、 迷夢を払い 本来の面目に目
覚めよ　 先年来朝の戴天仇の叫びに還
れ
11. 1　 真如親王の御持仏　 果して天平期の作
新納忠之助氏の断案
11. 1 ビルマ戦線 の散華弔ふ 日緬婦人会
11. 3 満洲国観音霊 場創設進歩す
11. 5 在支日本人の 再教育に就て
11. 5 南方色盛る展観と講演 真如親王奉賛
大蔵会
11. 6 生かす観音信仰 華北にⅢ三霊場選定
11. 7 重慶へ文化弾丸　 天理教緋埠医院の活
躍 中華民衆へ慈愛の手
11. 7 京城護国神社 廿日、 鎮座祭




11. 7 南方より 泉原浩
11. 9 大束亜会議 の真義
11. 11　 大東亜の文化　 一伝統と創造-








11. 12 半島同胞も本島人も 皆征く ・決戦場
へ　 龍大留学生の赤誠
11. 12　 北支仏教の現状聴く




11. 14　 華北仏教復興に 挺身誓ふ 演田本悠
氏
11. 14 大陸に相次ぐ新協会 天理教の宗教工
作結実
11. 16 皇軍は神軍な り (上) 矢野諮




11. 26　 遠来学院を紹介す　 仏印派遣仏教団長
立花俊道
11. 27　 遠来学院を紹介す　 仏印派遣仏教団長
立花俊道
11. 28　 在外皇民興亜団体と　 初の連絡協議会
明年一月東京で開催
11. 28　 二千年前の　 前漢文化偲ぶ 大同石窟
初期の着色や　 陽高古城村の墳墓
11. 28　 “金剛石” を唱和　 純日本式の卒業式
比島の日本語学校
11. 28　 正しい泰国　 文化を紹介 平等氏の講
座
11. 28　 ピ泰国大使・ 来朝歓迎会
11. 28　 中国財界有志の後援で　 文化事業に新
展開　 大派山口興亜部長語る
11. 30　 北支仏教文化　 の報告講演会
11. 30　 南支の日華仏徒協力　 大東亜建設陣没
将兵　 口口者の大法要
11. 30　 隣家の全焼で　 上海来別院御難
N(113282̃ 13330まで欠号
S18. 11. 30̃ S19. 1. 31
1944. 2. 1　 大陸の文化政策 (華北に於る三つの講
演) 浜田本悠
2. 2　 国家的布施行　 華北に於る三つの講演
浜田本悠 (二)
2. 3　 仏教事情を中心とせる　 ビルマ雑記
高橋照空 (一) (二)
2. 3　 国家的布施行　 華北に於る三つの講演
浜田本悠 (三)
2. 3　 神社を中心に　 中国農村を刷新 殷汝
耕氏、 北支に計画
2. 4　 仏教事情を中心とせる　 ビルマ雑記
高橋照空 (三)
2. 4　 天下の公敵は誰ぞ　 華北に於る三つの
講演　 浜田本悠




2. 4　 大東亜派遣の　 教職養成機関 天主公
教団が
2. 4　 日華精神文協　 必勝文化講座
2. 4　 印度の芸術に関　 する研究発表
2. 5　 天下の公敵は誰ぞ　 華北に於る三つの
講演　 浜田本悠
2. 5　 仏教事情を中心とせる　 ビルマ雑記
高橋照空 (四)　 七
2. 5　 複合民族の魂の家　 ハルビン郊外に建 八
設中　 紅1 字会の聖場
2. 5　 大派満洲開教監督に　 某連枝の出馬を
特請　 北満開教使代表本山へ



















11. 18 語学による親善を 南京基青の日華語
講座
11. 19 国家と宗教 宗教文化学会研究発表梗
概
国家と宗教 天理教 諸井慶徳
11. 19 天主教と半島同胞 信仰を通じて融和
日本人的自覚へ
11. 19 支那四億の民心に 心打つ大東亜法要
上海玉仏寺の盛儀
11. 19 各宗教団体が 奉天に糾合 銃後報国
大会
11. 20 ラ ングーン寸感 小早川秋声
11. 20 国家と宗教 宗教文化学会研究発表梗
概
臨済禅の日本的展開 伊藤古口
11. 20 強力な教化実践 奉天に宗教教化団体
連合会生る
11. 21 ラ ングーン寸感 小早川秋声




11. 21 大東亜新聞協議会成る 大東亜新聞大
会終る 日本新聞協会 発展的解消









11. 23 閑院宮殿下の御染筆 「東亜鎮護」 安
置 大連神社の奉掲奉告祭
11. 25 大東亜新聞大 会の宣言を読む




11. 25 共栄圏全土へ 文学史で皇国 精神の
真髄を






1944. 2. 6 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (五) ノ下
2. 6 大東亜戦 争美術展 を観る
2. 8 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (六) ノ上
2. 8 模倣文化を放擲 純日本文化の紹介
大東亜共栄圏指導の要点
2. 8 “第二の神国に” 満洲国に神道精神
の鼓吹
2. 9 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (六) ノ下
2. 9 蒙疆に文教を 日本仏教の視察に 徳
王の令息ら西本願寺訪問
2. 10 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (七)
2. 10 日蒙は同信提携 入洛 した蒙古の都王
談
2. 11 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (八) ノ上
2. 13 高倉会館だ 満洲を語る
2. 15 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (八) ノ下
2. 16 “純日本文化の 紹介” に就て
2. 16 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (九) ノ上
2. 16 大東亜諸民族の為の 日本事業出版
京都ローマ字会で原稿作製
2. 16 南方祝祭日 海軍民政府公報
2. 16 中国から二名 留日文学者
2. 18 満洲開教監督を 爽輔大谷迎枝、 当局
に一任 大派上局会議で慎重審議
2. 19 日満華を通じて 改暦運動高まる 直
接増産にも影響
2. 19 大日本仏教会 日泰会館建設へ協力
戦時僧侶勤労動員その他 緊急協議会
開く
2. 19 日華の精神交流 北京仏学院と同願会
か
2. 20 南方事情の権威 磯部博士を偲ぶ
2. 20 大谷連枝の 大陸駐錫 光暢法主の
帰山後決定せん
2. 20 西本願寺北 支人事異動
2. 20 各宗派の興亜 首脳会議開く
2. 22 仏教事悄を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空
2. 22 従軍僧に初の光栄 支那事変陸海軍部
外者ら行賞
2. 23 支那仏教史 跡館と霊友 (上) 常磐
大定
2. 24 支那仏教史 跡館と霊友 ( 中) 常磐
大定
2. 25 支那仏教史 跡館と霊友 (下) 常磐
火定
2. 26 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十)




2. 27 比島マニラに 西本願寺別院創設 米
国通が槃り特殊活動起す ラ大統領も
参拝
2. 27 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十一) 下
2. 27 大東亜の基督教 信徒に贈る書翰 け
ふ賞金贈呈式
2. 27 大東亜文化講座
2. 29 比島回教徒の協力 海外宗教事情
2. 29 “入竺比丘尼” 上梓 村上妙清尼十七
年の苦心
3. 1 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十二)
3. 2 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十三) ノ上
3. 2 比島バギオに 神社建立
3. 2 イ ン ドネシア向 映画 “日本回教徒”
3. 3 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十三) ノ中
3. 4 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十三) ノ下
3. 4 山東伝道会活躍
3. 4 日緬仏教語る ティ モ ン大使と 高階
曹洞宗管長
3. 5 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十四)
3. 5 米英の非人道摘発 ビルマ宣伝相声明
3. 5 爽輔の開教総長を撤回 大派満洲開教
問題遂に解決
3. 5 日泰文化会 館建設資金 浄宗は六万
五千円
3. 5 比島 「国家祈願日」
3. 5 米化した比島人を 対手には打つてつ
け マニラ西本願寺陣容
3. 5 力教マニラ 教区長会議
3. 5 共栄圏文化の建設 報国団で大東亜建
設協議会
3. 7 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十五) ノ上
3. 8 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十五) ノ下
3. 10 仏教事情を中心とせる ビルマ雑記
高橋照空 (十六)
3. 11 基督教満洲 開拓村拡張
3. 12 ヴア ルガ ス 大使歓迎 基教連合会
3. 17 法泉寺を訪ふ 一太田党眠師のこ と一
尾瀬敬止 一
3. 17 半島同胞の教化 寺院自らの差別是正
3. 18 法泉寺を訪ふ 一太田覚眠師のこと一
尾瀬敬止 二
3. 19 法泉寺を訪ふ 一太田覚眠師のこと一
尾瀬敬止 三






1944. 3. 19　 戦乱のマニラに　 最後まで何故 踏み
止つたか　 ヴアルガス駐日大使談
3. 19　 高野と知恩院　 ラマ僧交歓
3. 21　 比律賓の南方　 基地的機能整備に 基
教各派か万幅の支持
3. 21　 決戦開教指標成る　 曹洞の満洲国開教
陣　 矢原氏阻路打開に努む
3. 21　 セラム回教徒　 挺身隊を結成 皇軍に
“翼” の献金
3. 21　 共栄圏文化の建設に　 南方仏教との
交流先覚者讃ふ　 国際仏教協会か運動
展開
3. 21　 音楽に結ぶ　 日泰両国
3. 21　 “満洲仏教号”　 軍機献納運動
3. 23　 法泉寺を訪ふ　 一太田覚眠師のこ と一
尾瀬敬止　 四
3. 24　 国策遂行に挺身　 紅FE字会の教化連絡
会
3. 26　 仏印 (東京雲南の国境なる老開町)
立花俊道　 一、 老開町
3. 26　 六十の坂越した　 老人組も続々参加
サマール島全回教徒が 「強制農耕令」
に決起　 南方の朗話
3. 26　 満洲ラマ教徒へ　 西蔵語の国民訓 大
東亜の宗教民族に　 与へる意義深し
3. 26　 昭南特別市に　 情報宣伝委員会 現地
各民族、 宗教家を網羅
3. 26　 “日本の高僧来る”　 南京に於る林彦
明氏　 松村大使館参与官絶讃
3. 26　 大派満洲監督　 本明氏正式任命
3. 28　 仏印 (東京雲南の国境なる老開町)
立花俊道　 二、 国境を越えて 買物に
来る
3. 29　 共栄圏域に回　 教徒の協力
3. 29　 仏印 (東京雲南の国境なる老開町)
立花俊道　 三、 新寺の建立
3. 29　 印度独立政府　 樹立を激励
3. 30　 仏印 (東京雲南の国境なる老開町)
立花俊道　 四、 元寇猛将の祠
3. 30　 贈る　 勝利の象徴 ビルマのパゴダ奉
還式
3. 30　 開教民族の大　 同団結を強調
3. 31　 満ソ国境の志士(1) 一甘露寺ア レク
セイの思想 ・序詞 (上) 一　 在満洲国
○○部隊　 永島純一






5. 5　 - イスラム教の動向一 天竺に暴英を
討つ 世界史的情景
5. 5 興蒙興亜に挺身 帰蒙した青年ラマの
決意
5. 5 比島新教教団統一成る
5. 6　 ハンコ ックの図書館 (上) 上村真肇
5. 6 晴耕雨読の建前で 満洲の勤労奉仕
文化に渇する満系青年
5. 7 ハンコ ックの図書館 (下) 上村真肇
5. 7　 日比親善に挺身 好評の派遣修道女
アキノ氏力教に謝意
5. 9 動向を重視される ペンガールの回教
徒 分離政策の弊も解消
5. 9 ビルマ尼僧の活躍は 日本仏教女性を
刺激 「入竺比丘尼」 出版記念会
5. 10 ビルマ政府と 仏教徒の謝状 国際仏
協へ
5. 10 ガンヂー翁　 夫人追悼会
5. 11　 武蔵大宮参 拝と開教記 (上) 千家
尊建
5. 11　 満洲国の使命達成に　 第二の神国化を
古神道研究に没頭の 白文会氏の抱
負に聴く
5. 11　 半島同胞の勤労と 寺院宿舎管理に重
点 第二回勤労指導講習決る
5. 12　 武蔵大宮参　 拝と開教記 (下) 千家
尊建
5. 13　 回教を如何に観る (上) 千家尊建
5. 13 商業から生産面へ 華僑の軍政協力
印度作戦の兵粘基地馬来　 森脇司政官
帰朝談
5. 14　 回教を如何に観る (下) 千家尊建
5. 14 ビルマから仏舎利 バハン博士ら捧持
して　 けふ、 羽田空港へ 日緬の団結
固し
5. 14 回教徒の決戦構へ指導
5, 16 回教公認問題は　 次回の方策委員会に
提出
5. 17 南方原住民 の宗教対策
5. 17　 ビルマから寄遷の　 仏舎利恭迎式
5. 18 玄中寺の帯 (上) 菅原恵慶
5. 18 ダバオ聖書学　 校生 も増産へ
5. 19　 玄中寺の炎 (下) 菅原恵慶
5. 19　 日華僧侶の常会 曇鸞大師法要が縁で
5. 21 仏舎利恭迎　 式を前に
5. 21　 支那を知り 日本を知らしめる 共栄
圏の為に
5. 23　 大東亜文化研　 西本願寺に創設
5. 23　 セ レベスの基　 教連合会拡充
5. 24　 決戦教化隊編成　 協和政治の面に進出
満洲の宗教教化団体
5. 24　 満洲開拓の　 画檄脚本 京都府市が募
集
5. 24　 = 仏= 塔= 束= 遷=　 仏舎利恭迎歌
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5。 2　 モロ族回教徒の反響　 在日教区長の声
明に
5. 2　 思想謀略の基地一　 支那協会学校潰ゆ





6. 18 支那派遣教師 特別錬成会
6. 18 大東亜基青連盟の 結成目指して進展
日本基青の大東亜事業
6. 18 台湾基教団成立
6. 20 南方の宗教官 中心に懇談会
6. 22 大東亜寺の 仮堂近 く竣エ ビルマ寄
進の 仏舎利安置
6. 23 南方の宗教事情 新帰朝の関係者と
文部当局の懇談会
6. 23 国力増強で 全朝鮮に国語普及運動
西本願寺の開教に一転機
6. 23 駐日比島大使 宗教部隊歓迎
6. 24 現地民の感謝 金光教北支の施療
6. 25 南京日本仏教会成立す 在南京 林彦
明
6. 27 アチエの回教問題 (上) 一回教 と政
治の混淆事情一 塚原嘉平次
6. 27 大東亜地区 古代美術 写真と絵画資
料
6. 28 アチエの回教問題 (中) 一回教 と政
治の混淆事情一 塚原嘉平次
6. 28 法華宗興亜局長 に野原日海氏
6. 29 アチエの回教問題 (下) 一回教 と政
治の混淆事情一 塚原嘉平次
6. 30 支那青年層の動向 一紅汪!字会等の近
情-
6. 30 奥丹行脚 十八年の回顧 (上) 高橋
浩洲
6. 30 日華宗教人の 共同錬成
6. 30 日華宗教連 絡強化提議
1944. 5. 28 ビルマ民衆に医薬を ラ ングーンに診
療所開設 仏教圏協会の準備成る
5. 30 日華仏教文化交流に就て (上) 丸山
義淵
5. 30 内鮮一体化に “朝鮮の風俗と習慣”
刊行 特性をつかめ
5. 30 蒋介石の心臓杭州に 日華の誓ひ固し
西谷氏の仏大に名僧参画
5. 31 日華仏教文化交流に就て (中) 丸山
義淵
5. 31 敵撃滅の決意固く 仏舎利恭迎式 日
緬両国結ぶ精神的襖
5. 31 満洲国曹洞宗の 故古賀元帥追悼
6. 1 日華仏教文化交流に就て (下) 丸山
義淵
6. 1 日満華三国人 謝恩の寿像応召 立た
ぬ銅像由来記
6. 2 病苦と生計 中国民衆救ふ 上海で製
薬 西本願寺福寿院に創設
6. 2 ビルマ寄遷の仏舎利迎ふ
6. 2 テイ ・ モ ン大使 高野山登嶺
6. 2 泰の守護仏奉遷
6. 3 半島同胞の 鉱員を感化 大派採掘部
隊
6. 4 共栄圏各国大使に 必勝観音像を贈る
大東亜各国の戦没者慰霊
6. 6 仏印仏教文化語る 立花団長の帰朝報
告
6. 6 日州の勧農開拓 満洲布教実働へ 佳
木斯に連絡事務所
6. 6 南方仏陀祭
6. 8 黄衣の国タイ 民生を律する仏教 (上)
6. 8 満洲一千万のラマ僧 採炭報国に決起
6. 8 半島同胞の教化 京都府仏教会と協和
会 関係者ら具体策を協議
6. 8 大東亜仏教親 善協会発会式
6. 9 黄衣の国タイ 民生を律する仏教 (下)
6. 9 日泰緬文 化研究会
6. 10 泰国に仏教中心都建設
6. 10 高野山に舎利塔
6. 10 ビルマ僧侶 敵撃滅に決起
6. 10 見事任務果し 修道女帰る
6. 10 支那大陸宗教 戦士特別錬成
6. 10 蒙疆回教徒 綜合調査実施
6. 11 ガンジー翁の釈放と 印度回教徒の動
向
6. 11 共栄圏各地へ進出の 力教教師要員の
強化 養成機関の設立急ぐ
6. 11 シベリヤ出征続る書簡奇譚 廿七年目
に大谷宗務総長再会
6. 14 大東亜文化の基地 洛陽研究 西本願
寺大東亜圏文化研が
6. 14 泰国留学生ら 仏舎利参拝
6. 16 枯華微笑妙見真如 汪首席の揮毫を刻
む 福岡の大悲閣
6. 17 “ア ン コ ール ・ ワ ッ ト 拓本集”
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8。 1　 ガンヂーの逮捕と　 釈放続る諸問題(5)
鈴木隆三郎
8. 1　 ラマ廟法会　 愈よけふから厳修
8. 1　 ラマ廟法会　 愈よけふから厳修
8. 1　 南ボルネオで　 牧師伝道士講習
8. 2　 留学生に日　 本芸能講習
8. 4　 蒙疆回教の実相　 岩村民族研究所貝談
8. 5　 泰緬両大使らに　 日本仏教を講ず 毎
週一回　 長井博±
8. 6　 サイパンの悲憤を　 皇国学童に打込む
無名人が全霊こめる国民塾
8. 8　 皇軍将士と　 米鬼の相遠 道義の団結
で　 断固鬼畜を撃滅 バタアンの感激
語る木曽氏
8. 8　 洛陽の名刹　 白馬寺訪問 玉川西本願
寺　 北支開教総長
8. 9　 対支文化工作　 不振の報告
8. 11　 阿部朝鮮総督の決意　 空襲時に腰を抜
かす禅僧　 関管長の政治談
8. 12　 蒙古の僻地に　 神社中心の神国 外地
に青年神職の活躍
1944. 8. 13　 全華北キリス ト教　 団、 米国へ厳重抗
議
8. 15　 華北文化運　 動積極推進
’
8. 16　 チ ョ ク ト ・オボ祭
8. 18　 ハルビンよ り　 田村敏雄
8. 19　 大東亜戦争下の　 輝しき学術研究 台
湾総督府か刊行　 “東印度の仏教文化”
8. 22　 日本と安南の　 仏教親善風景
8. 22　 南方仏教の法悦に浸る　 泰国大使の持
戒僧供養
8. 22　 大東亜建設　 と神社問題 東亜民族文
協が研究
8. 26　 共栄圏文化確立に　 内外神祗行政の一
元化　 各方面に強力な要望
8. 26　 大陸の神社奉仕に　 優秀神職の進出を
相良外務事務官から要請
8. 26　 南方の宗教現状　 自然宗教を基礎の混
合色　 内藤博士帰朝談
8. 26　 大陸の厚生事業に　 精神的裏付けか緊
要
8. 29　 半島　 全体に鎮守の社 一面一神祠建
立運動進む
9. 2　 在満神社の飛　 躍時代近し (上) 新
京神社　 糸井新
9. 3　 在満神社の飛　 躍時代近し (下) 新
京神社　 糸井新
9. 4　 日泰文化会館　 と仏教会懇談
9. 5　 大ビルマ連盟に　 回教徒協力
9. 5　 ロ ンボ ッ ク　 回教師会議
9. 9　 原住民に憤激の嵐　 南ボルネオ基教徒
対米抗議
9. 10　 衡陽 (上) 常磐大定
9. 12　 衡陽 (下) 常磐大定
9. 12　 印度カス ト論　 考の研究発表
9. 15　 日緬親善な く して　 ビルマの独立なし
オツタマ僧正六周忌の感激　 ラングー
ンよ り
9. 19　 ビルマ仏教から　 仏像と一切経 上田
教授通じ高野山へ





9. 20　 スマ トラ原住民の喜び　 回教最長老語
る
9. 20　 泰国大使ら　 仏舎利参拝
9. 20　 回教徒感激の　 勤労奉仕
9. 23　 印回両教徒の和協問題 (上) 印度内
部反響と英の観測
9. 26　 印回両教徒の和協問題 (中) 印度内
部反響と英の観測












12. 1 アッサム地方の歴史と宗教 上
12. 2 アッサム地方の歴史と宗教 下
12. 5 太田覚眠翁
12. 8 杭州に新仏教大学 中国人達の懇望で
帰還出来ぬ西谷顔誓氏
12. 8 宗教家に凱歌上る 半島人工の管理
半島青年の勤務満点
12. 9 ビルマ渡来の仏舎利 恭迎法要は無期
延期
12. 12 東洋精神に還れ ( 1) (中国大学青年
に与へし講演手記) 友松圓諦
12. 15 鳴呼太田覚眠師 高島米峰
12. 15 百の説法に増し 尊い一の垂範 内鮮
父子美談の主を訪ふ
12. 16 東洋精神に還れ ( 2) (中国大学青年
に与へし講演手記) 友松圓諦
12. 17 東洋精神に還れ ( 3) (中国大学青年
に与へし講演手記) 友松圓諦
12. 17 朝鮮の全宗教一丸 宗教報国会を結成
12. 19 東洋精神に還れ ( 4) (中国大学青年
に与へし講演手記) 友松圓諦
12. 20 東洋精神に還れ ( 5) (中国大学青年
に与へし講演手記) 友松圓諦
12. 20 敵国降伏祈願の 立札に現れた神異
半島の古社龍頭神社
12. 20 中国人に深ま る神社の認識
12. 22 戦争と民族 特にスラブ民族について
尾瀬敬止 一
12. 23 戦争と民族 特にスラブ民族について
尾瀬敬止 二




12. 24 戦争と民族 特にスラブ民族について
尾瀬敬止 三
12. 27 椿民誼氏と蔡大使から “蛋寺” の揮
毫を贈る 親善の実結ぶ玄中寺の炎
12. 28 戦争と民族 特にスラブ民族について
尾瀬敬止 四 ¥
12. 29 嗚呼太田覚眠師 紫安新九郎
12. 29 朝鮮仏教の 活動に敬服 足山臨済宗
務総長談
12. 29 戦争と民族 特にスラブ民族について
尾瀬敬止 五
1. 3 中国基教青年会の 中国化への示唆
西洋崇拝から離脱
1. 3 満人尼僧の誠忠 日本仏教に触れ軍機
献納 大陸宗教に新記録
1945. 1. 3 満洲の惟神道と吉岡将軍 新京神社
糸永新
1. 5 何物かを加はへよ 中国人に対する
日本人の刺激
1. 6 高麗版大蔵経と 満洲皇帝陛下 徳富
蘇峰翁は説く
1, 7 東亜地域の事業と 伝道に進出企つ
日本基督教団東亜局
1. 7 曹洞宗布教 総監の更迭
1. 10 一人の僧も居ぬ本山 共栄圏留学生懇
談会
1. 12 “飛機さへあ らぱ” の切歯 比島決
戦展開す
1. 12 故汪首席 追悼法会
1. 12 南京基督教の動静
1. 12 在濠州抑留者に 羅馬法王見舞金
1. 19 泰国仏教の現状 平等通昭
1. 20 泰国仏教の現状 平等通昭
1. 20 日満華三国 戦勝祈願会
1. 21 泰国仏教の現状 平等通昭
1. 21 ’中国青少年か 神社奉仕見習
1. 21 興亜観音追悼会
1. 23 泰国仏教の現状 平等通昭
1. 24 泰国仏教の現状 平等通昭
1. 24 故太田覚眠翁 に続く者要望 嗣子宏
宣氏談
1. 24 ビハリ ・ ポーズ氏
1. 24 半島同胞の 飯場に本尊
1. 24 満洲開拓教化貝の 徴用十箇年計画
大派満洲開教監督部起つ
1. 26 耐乏の精神 中国人の魂を打つ 金光
教 興亜事業 対外文化事業に示唆
1. 28 読書傾向を通した 中国人の知日慾
断然多い日本語熱
1. 30 満洲の惟神道 (吉岡将軍の惟神観)
新京神社 糸永新
1. 31 半島人教化を積極的に 「宗報」 新年
度の一事業
1. 31 日華文化の交流促進 文化資料編纂館
設置
1. 31 満洲の惟神道 (吉岡将軍の惟神観)
新京神社 糸永新
2. 2 ホース氏葬儀
2. 2 満洲の惟神道 (吉岡将軍の惟神観)
新京神社 糸永新
2. 3 満洲の惟神道 (吉岡将軍の惟神観)
新京神社 糸永新
2. 3 青島神社に額いて 神助を感謝 ・危局
長 事変を彩る日華親善佳話
2. 4 満洲の惟神道 (吉岡将軍の惟神観)
新京神社 糸永新
2. 7 金光経華北 報国会献翼
2. 10 興亜宗教同盟が 興亜総本部へ合流
近く解散式を挙行
2. 10 中国会衆に 人気呼ぶ 賀川豊彦氏
2. 16 泰国の大学と学生 (上) 平等通昭
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2。16 比島断じて守れ 大陸防衛論を排す
2. 18 群を抜く紅田字会 最近の蒙疆事情を
語る
2. 20 泰国の大学と学生 (下) 平等通昭
2. 24 日華交歓 驚異的な寄進 黄柴の蔵経
刊行運動
2. 28 支那派遣仏教教師錬成会 一日一人一
講主義で二週間
3. 2 天皇親政の御顕現 晩晴草堂に蘇峰先
生を訪ふ (一)
3. 2 真言満洲開教 師連盟充実
3. 3 天皇親政の御顕現 晩晴草堂に蘇峰先
生を訪ふ (二)
3. 3 大東亜共栄圏各国 青少年を も錬成
大日本青少年団神都道場
3. 4 所謂新党結成問題に就て 晩晴草堂に
蘇峰先生を訪ふ (三)
3. 4 大東亜共栄圏の象徴 上海西別院完成
一億二千万元の巨費で
3. 6 国民思想の指導と国史 晩晴草堂に蘇
峰先生を訪ふ (四)
3. 7 宗教家の戦時活動に望む 晩晴草堂に
蘇峰先生を訪ふ (五)
3. 9 必勝の信念と征戦の完遂 晩晴草堂に
蘇峰先生を訪ふ (六)
3. 9 日華要人を顧問に 曇鸞大師奉賛会
教学研究所も設立する
3. 10 最後の勝利断じて我に在り 晩晴草堂
に蘇峰先生を訪ふ (七)
3. 13 安南帝国独立を宣言 仏の覇絆脱 し日
本に協力
3. 13 満洲開拓に貢献 大東亜相から天理教
表彰
3. 13 硫黄島将士の叫び 神州不滅を確信
死すと も永へに皇土守護
3. 14 日泰両長老 追悼大法要
3. 16 河口慧海師 追想録 (一) 浅田一
3. 16 呂宋来貨勧告の 豊太閤の雄図偲び
比島滅敵の熱梼続く
3. 17 河口慧海師 追想録 (二) 浅田一
3. 18 泰国民の国民性 (上) 平等通昭
3. 18 河口慧海師 追想録 (三) 浅田一
3. 18 曹洞満洲布教 総監に山田氏
3. 20 泰国民の国民性 (中) 平等通昭
3. 20 河口慧海師 追想録 (四) 浅田一
3. 21 泰国民の国民性 (下) 平等通昭
3. 21 河口慧海師 追想録 (五) 浅田一
3. 21 中国に伝へん神宮の姿 盟邦の放送関
係留学生帰国
3. 24 河口慧海師 追想録 (六) 浅田一
3. 25 神忠運動に 二万円納献 樺太から参
宮
3. 25 全鮮の皇民化 運動成果挙ぐ 浜口大
声氏談
3. 25 曹洞満洲布監部 禅道報国綱領










































































8。 1　 宗報で 海外宗教情報の 戦時委員会
設置
8. 1　 事業着々進歩の 日泰文化会館
8. 4　 山西天理日語　 表彰さる
8. 10　 北支済南 神社近況
8. 11　 大規模に活動を展開する 海外宗教情
報委員会
8. 11　 大東亜宣言発表式 仏教各種団体の総
意を以て





































常磐博士　 を偲ぷ (上) 菅原恵慶
常磐博士　 を偲ぶ (中) 菅原恵慶
常磐博士　 を偲ぶ (下) 菅原恵慶
高楠博士盛葬
大東亜宣言発表　 八月一日宗報仏教局
で　 圏内大使等招き
半島人信者の愛国心　 斯く教団を動か
す　 “仏立決死祈願隊”
7. 7
